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EXPERT シ リー ズ 本 体 オ す キ ー ボ ー ド + マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル PRO シ リー ズ 本 体 二 キーボード + マウ ス 
CZ-602C-BK( ブ ラッ ク )・-GY( グ レー) 標準 価格 356.000 円 (税別 ) CZ-652C-GY (グレ ー)・- BK ( ブ ラック) 標準 価格 298.000 円 (税別 ) 
HD タ イプ CZ-612C-BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 466.000 円 (税別 ) HD タ イフ CZ-662C-GY( グ レー)・- BK( ブ ラッ ク ) 標準 価格 408.000 円 (税別 ) 
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いま 、 ヒ ュー マン イン ター フェ イス な X68 マイ ンド 一 一 一 
「 ス ペッ ク は すべ て を 語り 尽く せな い 」、 こ の パラ ドッ ク 
ス は 、 パ パー ソナ ル な か 機器 と し て の コン ピュ ー タ の 難し 
や “ヒュー マン イン ター フェ イス ” は 、 ハー ドウ ェ ア レ ベ 
ル に し ろ 、 ア プリ ケー ショ ン レ ベル に し ろ 、 ス ペッ ク 上 
で 全て が わか る と いう も の で も あり ませ ん 。 そう し た 意 
味 か ら も 、 単に ハー ドウ ェ ア と し て の 32 ビ ピット に は 疑問 
を は さむ 余地 が あり すぎ る の も 、 ま た 事実 で す 。 何 を 
実現 し た い の か 。 X68000 は 、 少な 〈 と も その 可能 性 
を 提 示し 得 た 数 少な い マ シン の な か の ひと つと いえ 
ます 。 パーソ ナル デ ー タ と は 何 か 、 ビ ジュ アル イン ター 
フェ イス の 意味 、 開発 当初 の コン セプト は 、 風 化す 
る どこ ろか 、 いま 現実 と か っ て ます ます クロ ー ス アッ プ 
され て き て いま す 。 か ゆい と ころ に キキ が 届く 、 そ ん な ヒ 
ュー マン イン ター フェ イス の ひと つ ひ と つ を クリ アー し て 
いく 〈、 血 の 通 っ た テク ノロ ジー に 新 世 代 マ シン の イメ 
ー ジ が いく 〈 ら ん で きま せん か 。。 


@ その ヒュ ー マ ン イン ター フェ イス を 推し 進め て 、 


X68000 の シス テム パフ ォ ー マ ンス を さら に 高め た 
も の と し て Human68k ver.2.0 が あり ます EX.- 
PERT ,PRO 両 シリ ー ズ に 搭載 され た この OS は 、 
従来 通り の マル チ ウ イン ドゥ や アイ コン を 駆使 し た ビジ 
ュ ア ル シ ェ ル に よる フレ ンド リー な 操作 環境 に 、 将 来 
性 を みこ し た 数 々 の 処理 機能 を 装備 。 イン テリ ジェ ン 
ト な 環境 を 実現 し て いま す 。 ま ず 、 マ ルナ チタ スク に 近 
い 処理 環境 を 提供 する バッ ク グ ラウ ンド 処理 の 実 
現 。 バック グラ ウン ド で 動作 する サン プル と し て 標準 
で TIMER コ マン ド を 用 意 し 、 あ る 処理 を 行い な が * 
ら 指 定時 刻 に AD PCM フ ァイル を 再 生き させ たり 、1 


画面 分 の メモ 程度 の ファ イル を 画面 に 表 示さ せる こ 
ど と が で きま す 。 次 に 、 これ か ら の ワー クス テー ショ ン 環 
境 に 必要 な ネッ トワ ー ク 処理 に そなえ 、 ファ イル の 共 
有 化 と ロッ ク や 仮想 ド ライ ブ 対応 な ど を サポ ー ト し て 
いま す 。 さら に 、 キ ー 入 力 や 編集 を 効率 的 (に 行え る 
ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ の 採用 。 拡張 され た ヒス トリ 
機能 に 加え 、 コ マン ト を 別 の 名 前 で 定義 する エイ リ 
アス 機能 、 キ ーー 入力 の 衝 歴 か ら ユ ー ザ ー が 自由 に 
複数 行 を 登録 し て お き 、 連 続 実行 で きる 簡易 バッ 
ナチ 機 能 な ど を 装備 し て いま す 。 その 他 、 約 2 倍 に スピ 
ー ド アッ プ さ れ た ファ イル アク セス (V1.0 比 )、 大 容 
量 フ ァイル アク セス を 可能 に し 、 光 磁気 ディ スク な ど 
将来 の 大 容量 メデ ィ ア へ の 対応 、 メ ニュ ー 方 式 の 
簡単 な キー 操作 で 外部 コマ ンド や アプ リケーション 
を 実行 で きる MENU コ マン ド の 装備 な ど 、 さら に 高 
い 次 元 へ と 進化 し た 処理 機能 と ヒュ ー マ ン イン ター 
フェ イス 。 ま さき に ワー クス テー ショ ン と 呼ぶ に. さわ し い 
ンス テム パワ ー を 実現 し まし た 。 @ ま た 、 日 本 語 処 
理 に 対し て も ヒュ ー マ ン イン ター フェ イス を 追 求 し た 日 
本 語 フ ロン ト エ ンド プロ セッ サ ver.2.0 を 搭載 。 約 2 
倍 に スピ ー ド アッ プ (V1 .0 比 ) さ れ た 変換 速度 を は 
じ め 、 キ ー 制 り 付 け の 自由 設定 、 カ ー ソ ル 位 置 で 
の 文字 入力 や 変換 な ど 、 フ レン トド トリー な オペ レー ティ 
ング を 実現 する 操作 環境 を サポ ー ト し て いま す 。 

< 共通 特長 > @ プロ セッ サ の 未来 を 先取 り し た 
68000 搭 載 @ テキ スト 、 グ ラフ ィ ッ ク 、 ス プラ イト の 3 画 
面 を 独立 させ た 独自 の メモ リア ー キ テク チャ @ 
1024X1024 ド ッ ト (最大 表示 エリ ア 768X512 ド ッ 
トト 、 高 品位 な 金属 の 質感 まで も 自然 に 表現 し うる 
65,536 色 同時 発色 (512X512 ド ッ ト 時 ) の 高 解 像 


度 自 然 色 グラ フィ ックス 合 16X16 ド ッ ト の 級 嘱 な キャ 
ラク タ を 駆使 で きる スプ ライ イ 機 能 ( 水 平 32 ス プラ イ 
ト 、 1 画面 128 ス プラ イト 、 65,536 色 中 16 色 ) @ ステ 
レオ FM 音源 、 ADPCM 搭 載 $@ オ ー ト ロー ド 、 オー 
トイ ジェ クト メカ 採用 。 イ ン テ リ ジェ ント な 1M バイ ト 5” 
FDD2 基 搭載 。 る 昔 積 され た ソフ ト が 利用 で きる 
X68000 シ リー ズ と ソフ トコ ン パ チ 。 


EXPERT シ リー ズ 


@ 高密 度 実 装 を 象徴 する フォ ルム 、 マンハッタン シ 
ェ イ ブ @ 新た な 領域 を ひら (3M バイ ト の 大 容量 メモ 
リ を 標準 装備 、 メ イン メモ リ は 標準 で 2M バ イト 、 最 
大 12M バ イト まで 拡張 可能 る プロ フェ ッ シ ョ ナル な 
クリ エイ ティ プ ワ ー ク に 対応 する 40M バ イト ハー ド デ 
ィ ス ク 搭 載 (CZ-612C)* @ マウ ス ・ ト ラッ クボ ー ル 
標準 装備 全日 本 語 入 力 に スム ー ス に 対応 する 
ASCII 準 拠 フ ルキ ー ボ ー ド 


*CZ-602C に は 、 本 体内 に 内 蔵 で きる 増設 用 の 40M バ イト ハー ド デ ィ 
スク ドラ イプ (標準 価格 120,000 円 税別 ・ 取 付 費 別 ) を サポ ー ト 。 


PRO シ バーズ 


@ 意表 を つ 〈( ボ ディ コン スト ラク ショ ン 、 高度 な 実装 
技術 に 裏付け られ た 洗練 と 信頼 性 の 新しい スタ ン 
ダー ド フ ォ ル ム @ 高度 な シス テム 化 へ の 対応 を 者 
益 し た 拡張 1/0 ス ロッ ト 4 ス ロッ ト 標 準 装 備 @ プロ ニ 
ー ズ の 大 容量 ファ イル に 対応 し た 40M バ イト ハー ド 
ディ スク 搭載 (CZ-662C)* @ 2M バ イト の 大 容量 
メモ リ を 標準 装備 る @ マ ウス 標準 装備 @ ワ イド スケ 
ー ル の フル キー ボー ド 抹 用 


*※CZ-652C に は 、 本 体内 に 内 蔵 で きる 増設 用 の 40M バ イト ハー ド デ ィ 
スク ドラ イプ (標準 価格 120,000 円 税別 ・ 取 付 費 別 ) を サポ ー ト 。 


15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (ドッ トピ ッ チ 0.31mm) CZ-612D-GY (グレ ー)・BK (ブラ ッ ク ) 標準 価格 1 19.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 ・ 税 別 ) 


選べ る 3 タイ プ の | 15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (ドッ トピ ッ チ 0.39mm) CZ-602D-GY (グレ ー)・-BK( ブ ラック ) 標準 価格 99.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 ・ 税 別 ) 


ディ スプ レイ を サポ ボート 


14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ 
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収 獲 祭 x68000 見 体験 フェ ア 


仙台 イベ ント ホー ル 松 栄 1 階 展示 会 場 ) 
9/23 は )12:00 一 18:00・9/24( 呈 10:00 一 17:0 


グセ ャ ー 淡 杯 式 会 社 


プレ ゼン ト 実 施 中 


ドッ トピ ッ チ 0.31mm) CZ-603D-GY (グレ ー)・-BK (ブラック) 標準 価格 84.800 円 (チル トス タン ド 同 梱 ・ 税 別 ) 


の で =/=(@/@/8, 


@ 写真 左 は CZ-612C-BK 二 CZ-612D-BK、 写 真 右 は CZ-652C-GY+CZ-603D-GY 
ロニ ガニ ププ @ いま 、EXE 会 員 よ り ご 紹介 の お 客 様 が EXE ショ ッ プ で X68000 シ リー ズ を 購入 され ます と 、EXE 会 員 に 
0 ヒビ XE リー ダー スズ "カッ プ 」 EXE リ ー ダ ー ズ 「 カ ッ プ 」 を プレ ゼン ト し ます 。 詳し く は EXE ショ ッ プ に お 問い 合わ せく だ さい 。 
@ ま た 、X68000 シ リー ズ を ご 購入 の お 客 様 は 、 ぜ ひ EXE ク ラブ に ご X 入 会 くだ さい 。 
$ お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 帳 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 谷 (06)621-1221 (大 代表 ) 
電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 〒162 東京 都 新宿 区 市 谷 和 八幡 町 8 番地 谷 (03)260-1161 (大 代表 ) 
※ 本 広告 に 掲載 し て お り ま す 商 品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税 額 を お 支払 い 下 さい 。 


表紙 絵 : Moto Noriyuki 


UNIX は AT&T BELL LABORATORIES の 0S 名 で す 。 
CP/M.P-CP/M,CP/M Plus, CP/M-86,CP/M-68K, 
CP/M-8000. C-DOS は DIGITAL RESEARCH 

XENIX, MS-DOS, Macro 80, MS- 0S/2 は MICROSOFT 


0S/2 は IBM 
SONY Filer は SONY 


MSX-DOS は アス キー 
S1-0S は MULTISOLUTIONS 
0S-9, 0S-9/68000 は MICROWARE 

_ UCSD p-system は カリ フォ ルニア 大 学 理事 会 
FLEX は TSC 
Word Star, Word Master は MICRO PRO 
TURBO PASCAL, Sidekick は BORLAND INTERNATIO 
NAL 
LSI C は LSI JAPAN 
HuBASIC は ハドソン ソフ ト 
SUPER BASE, WICS は キャ リー ラボ 
の 登録 商標 で す 。 そ の 他 ブ ログ ラム 名 , CPU 名 は 
一 般 に 各 メ ー カ ー の 登録 商標 で す 。 本 文中 で は , 
'Q"。"TM" マ ー ク は 明記 し て いま せん 。 
本 誌 に 掲載 され た すべ て の プロ グラ ム は 著作 権 法 
上 , 個人 て 使用 する ほか は 無断 複製 する こと を 禁 
じ ら れ て いま す 。 
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ーー ニース ーー ュー ym oe 


特集 活用 ハー ド デ ィ スク 


HARP 


ディ スプ レイ 関連 


ID PAIL FC 
CZ-602D-GY・-BK 


標準 価格 99,800 円 (税別 ) 
(チル トス タン ド 同 梱 ) 


15 型 カラ ー デ ィ スプ レイ テレ ビ 
CZ-612D-GY・-BK 
標準 価格 119.800 円 (税別 ) 


21 型 カラ テラー ティス プレ イ 
CU-21CD 
標準 価格 139.800 円 (税別 ) 


IO 
人 


14 型 カラ ター ディスプレイ 
CZ-603D-GY・-BK 
標準 価格 84.800 円 (税別 ) 
(チル トス タン ド 同 梱 ) 


RGB シ ステ ムチ ュー ナー 
CZ-6TU-GY・-BK 
標準 価格 33,100 円 (税別 ) 
(リモ コン 付 ) 


高 性 能 CRT フ ィ ル ター 
BF-68PRO 

標準 価格 19.800 円 (税別 ) 
(14/15 型 用 ) 


し 


クソ テア プティ ブ マンバ SRN れ SFL 


デー トブ グール 


カラ ー イ メー ジス キャ ナ \ 
CZ-8NS1 
標準 価格 188,000 円 (税別 ) 


スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド 
CZ-6BN1 
標準 価格 29.800 円 (税別 ) 


カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト 
CZ-6VT1 


CZ-6VT 1-BK 
標準 価格 69,800 円 (税別 ) 


CZ-600C/601C/611C/602C/612C 


替 転 写 カラ ー 漢 字 プリ ンタ 
CZ-8PC3 

標準 価格 65,800 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


24 ピ ン 漢字 プリ ンタ (80 桁 ) 
CZ-8PK7 

標準 価格 122.000 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


24 ピ ン 漢字 プリ ンタ (136 桁 ) 
CZ-8PK8 

標準 価格 152.000 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


執 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ 
CZ-8PC4 
CZ-8PC4-GY 

標準 価格 99,800 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


24 ピ ン 漢 字 プリ ンタ (80 桁 ) 
CZ-8PK9 

標準 価格 89.800 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


カラ ヒビ デオ クリ ジ タ 

支 CZ-6PV1 

標準 価格 198.000 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 同 梱 ) 


eS 


NSCA バー ジマ 
CN F ツ 4 
ジン 中 4 3 
* rl, こっ tt 
| | 


カラ ー イ メー ジジ ェ ッ ト き る MM 
IO-735X 
標準 価格 248,000 円 (税別 ) 
(信号 ケー ブル 別売 ) 


ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト (20MB) 
CZ-620H 
標準 価格 178.000 円 (税別 ) 


増設 用 ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 
(40MB) 
CZ-64H 
標準 価格 120,.000 円 (税別 ) 
(取付 費 別 ) 
※ 取付 に 関し て は シャ ー プ 
お 客 様 ご 相談 窓口 に て ご 
相談 くだ さい 。 


※1 ご 使用 に 際 じ て は 、 カ ラー イメ ー ジ スキ ャ ナ OZ-8NS1 に 同 梱 の RS-232C ケ ー ブ ル で 接続 する か 、 よ り 高 速 の パラ レル デー タ 伝 送 を 行う 場合 、 別 売 の スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド OZ-6BN 1 標準 価格 29,800 円 (税別 ) で 接続 し し くだ さい 。 
※2 別売 の 信号 ケー ブル |O-73CX 標 準 価格 5,500 円 (税別 ) で 接続 し て 下さ い 。 
※3 CZ-652C、662C を お 持ち の 方 は 包装 箱 の 表示 形 名 CZ-6BE 1A の 右 横 に (⑯ マー ク 表 示 の ある も の を お 買い 求め くだ さい 。 


HP 大 の @ カ ラー イメ ー ジ ボー ド II CZ-8BV2 39,800 円 @ 24 ピ ン 漢 字 プ リン タ (136 桁 ) CZ-8PK8 152,000 円 
EE 局 辺 底 藩 @ 立体 映像 セッ ト 文 CZ-8BR1 29,800 円 @ 24 ピ ン 漢字 フリ ンタ (80 桁 ) CZ-8PK9 89,800 円 
標準 価格 は 税別 で す 。 @ パ バー ソナ ル テロ ッ パ ※< CZ-8DT2 447,800 円 @24 ド ッ ト 熱転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ CZ-8PC3 65,800 円 


@ 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ CZ-8PC4・-GY 99,800 円 


カラ ー デ ィ ス プレ イ 


@21 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ ※ 1 


@ カ ラー イメ ー ジ スキ ャ ナ 


CU-21CD 139,800 円 


映像 ・ 画 像 入力 編集 装置 


CZ-8NS1 188,000 円 


@ ス テレ オタ イプ FM 音源 ボー ド CZ-8BS1 23,800 円 
スピ ー カ ー(2 本 1 組 ) 標準 装備 、 ミ ュー ジッ クツ ー ル 同 机 
プリ ンタ 


@ 24 ピ ン 漢 字 プ リン タ (80 桁 ) CZ-8PK7 122,000 円 


e カ ラー ビデ オジ リン シタ 


娘 CZ-6PV1 198,000 円 


e カラ ー イ メー ジジ ェ ッ ト 


@ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト 


I0-735X 248,000 円 


ファ イル 
(2HD・2D)※3 娘 CZ-520F 118,000 円 


SSRS @ で か 
RN グ ャ セー ん 杯 式 合 社 @ お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 帳 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 谷 (06)621-1221( 大 代 : 
つい SS ヽ 、 


66// の を ゲ ガ が ガー 人 。 


が な なの 
/ AAR 
7 ザ 7 計 


1MB 増 設 RAM ボ ー ド 
(CZ-600C 用 ) 
CZ-6BE1 

標準 価格 35.000 円 (税別 ) 


ユニ バー サル |/0 ボー ド 
CZ-6BU1 
標準 価格 39.800 円 (税別) 


WW 


由良 CZ-652C/662C 


数 値 演算 プロ セッ サポ ー ド 
CZ-6BP1 
標準 価格 79,800 円 (税別 ) 


ビー の : GP-IB ボ ー ド 
1 ド *※3 oD 

の 標準 価格 > に 
(CZ-601C/611C/652C/ S9800 幅 (税別 ) FAX ホ ボード 
662C 用 ) CZ-6BC1 
CZ-6BE1A 標準 価格 79.800 円 (税別 ) 


標準 価格 38.000 円 (税別 ) 


増設 用 RS-232C ボ ー ド 


の くき で が ここ ) : 
ME 
法 > cr PC 2 SSY 9 


3 


(2 チャ ン ネ ル ) 
CZ-6BF1 
2 MB 増設 RAM ポ ボー ド ※4 標準 価格 49.800 円 (税別 ) 
CZ-6BE2 
標準 価格 79.800 円 (税別 ) MIDI ボ ー ド 
1 CZ-6BM 1 


4MB 増 設 HNAM ボ ー ド *? 
CZ-6BE4 
標準 価格 138.000 円 (税別 ) 


標準 価格 26.800 円 (税別 ) 


モデ ム ユ ニッ ト ぎ 5 


CZ-8TM2 
標準 価格 49.800 円 (税別 ) 


(RS-232C ケ ー ブ ル 同 梱 ) 


RS-232C ケ ー ブ ル 

(平行 接続 型 型 ) 
CZ-8LM 1 

標準 価格 7,200 円 (税別 ) 


RS-232C ケ ー ブ ル 

(クロ ス 接 続 型 ) 
CZ-8LM2 

標準 価格 7,200 円 (税別 ) 


シャ ー プ ベリ フェ ラル ファ 


1222895 ジ の エン トコ スト 日 ウ の WM 


CZ-8NJ2 
標準 価格 23.800 円 (税別 ) 


の 


マウ ス ・ ト ラッ クボ ー 
CZ-8NM3 
標準 価格 9.800 円 (税別 ) 


トラ ッ ク ボ ー ル 
CZ-8NT 1 
標準 価格 13.800 円 (税別 ) 


CZ-8NM2A 
標準 価格 6.800 円 (税別 ) 


ジョ イカ ー ド 
CZ-8NJ1 
標準 価格 1 700 円 (税別 ) 


拡張 |/0 ボ ックス (4 スロ ッ ト ) 
(CZ-600C/601C/611C/ 
602C/612C 用 ) 
CZ-6EB1 
CZ-6EB1-BK 

標準 価格 88.000 円 (税別 ) 


アン プ 内 蔵 

スピ ー カ ー シ ス テム (2 本 1 組 ) 
AN-S100 

標準 価格 36.600 円 (税別 ) 


シス テム ラッ ク 
CZ-6SD1 
標準 価格 44.800 円 (税別 ) 


※4 ご 使用 に 際 し て は 、 あ ら か じ め 別 売 の 1MB 増 設 HAM ボ ー ド CZ-6BE1 標準 価格 35,000 円 (税別 ・CZ-600C 用 )、CZ-6BE 1A 標準 価格 38 ,000 円 (税別 ・CZ-601C、CZ-611C、652C、662C 用 ) を 増設 し て くだ さい 。 
※5 モデ ム ユ ニッ ト CZ-8TM2 に 同 梱 の ソフ ト は X1/X1 タ ー ボ シ リ ー ズ 用 で す 。 


@ ミニ フロ ッ ピ ビー ディス ク ユ ニッ ト (2D) 


廊 CZ-502F 


39 ,800 円 


@ ミニ フロ ッ ピ ビー ディス ク ユ ニッ ト (2D・1 ド ライ プ ) CZ-503F 


49 800 円 


@ 増設 用 ミニ フロ ッ ピ ビー ディ スク ドラ イブ (2D)※4 CZ-53F-BK 19.800 円 


@ モ デム ユニ ッ ト (300/ 1200 ボ ー ) 
@320KB 外 部 メモ リ 
@ RS-232CO・ マ ウス ボー ド ※5 


機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企 


CZ-8TM2 
CZ-8BE2 
CZ-8BM2 
@ フロ ッ ピ ビー ディ スク インター フェ イス ※6 CZ-8BF 1 


49 .,800 円 
29,800 円 
19 , 800 円 

14 ,800 円 


画 部 華 162 東京 都 新宿 区 市 谷 和 幡 町 8 番地 谷 (03)260-1161( 大 代表 ) 


@」JIS 第 1 水準 漢字 ROM ※7 


@ RS-232C 用 ケー ブル (平行 接続 型 ) 
@ RS-232C 用 ケー ブル (クロス 接続 型 ) CZ-8LM2 


@ 拡張 |/0 ボッ クス 

@ RF コン バー タ ※8 

イン テリ ジン トド シト ロー ラ 
@ マウ スト ラッ クボ ー ル 

@ マウ ス 

@ ト ラッ クボ ー ル 


CZ-8BK2 19,.800 円 
CZ-8LM1 7,200 円 

7,200 円 
CZ-8EB3 33,800 円 
AN-58C 2 980 円 
CZ-8NJ2 23,.800 円 
CZ-8NM3 9,800 円 
CZ-8NM2A 6.800 円 
CZ-8NT1 13.800 円 


@ ジョ イカ ー ド 
@ チ ルト スタ ンド ※3 


@ 高 性 能 CRT フィ ルター ※10 
@ ス キャ ナ 用 パラ レル ボー 


CZ-6S1 - ビ 革 ら 


CZ-8NJ1 1,700 円 
5,800 円 
BF -68PRO 19,800 円 


CZ-8BN1 27,800 円 


ey や つと シュ 
ee) 


@ 品番 中 の - 表 示 は 、B く プラッ ク >・E く < オフ ィ ス グレ ー> を 示し ます 。 ※1 
X1 タ ー ボ Z シ リー ズ 用 ※2 CZ-862C に は 接続 で きま せん ※3 X1 タ 
ー ボ シリ ー ズ 用 ※4 CZ-830C 用 ※5 X1 シ リー ズ 用 ※6 CZ-850C 
で CZ-520F を 使用 する 場合 に 必要 ※7 CZ-800C、 801C、 802C、 
803C、811C、820C 用 ※8 CZ-820C、822C、830C 用 ※9 CZ-600D、 
880D、830D 用 ※10 14/15 型 用 ※11 CZ-8NS1 用 @ 接 続 等 の 説 
明 に つき まし て は 、 周辺 機 器 総合 カタ ログ を ご 参照 くだ さい 。 


Ss 護 印 の 商品 は 在庫 僅少 で す 。 
本 広告 に 掲載 し て お り ま す 商品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 
含ま れ て お むり ませ ん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税額 を お 支払 い 下さ い 。 


SHARP 


"アー ト " と 呼べ る 高 水準 の ソフ トウ ェ ア が 


ます 


は 
い - の と 
7 に さき 


文房具 感覚 で 使 を る を サポ ー ト ツー ル 


CZ-240BS 6 月 革 馬 


パソ コン を 本 当 に 道具 と し て 、 現 実 的 に 使い こなし た い 、 そ ん も あり ませ ん 。 
DP POP hi に うっ 1Kes あ と EC 編集 。 
PRO-68K」、 そ れ は パソ コン の 使い 勝手 を 飛躍 的 に 向上 さ パソ コン 上 で 入力 し た デー タ を 電子 手帳 の 「 電 話 帳 」、「 ス ケ 


せる 便利 ツー ル で す 。 ジュ ー ル 」、 メモ 」 ヘ へ データ を 送信 し た り 、 逆 に 電子 手帳 側 か 
@ 他 の ソフ トウ ェ ア を 実行 中 で も 呼び 出し て 使え る ら デ ー タ を 受信 し て 編集 する こと が で きま す 。 (別売 の 通信 ケ 
メモ リ 常 駐 型 の ソリ フトウェア 。 ー ブ ル が 必要 で す 。) 


使い 方 は 簡単 、 他 の アプ リケーション を 起動 する 前 に 、 こ の SSA 
「Stationery PRO-68K」 を 一 度 起 動 す る だ け 。 これ で 他 の oi PMR A NSR ( 。 
アプ リケーション 実行 中 に も 、' メ モ 」 や 、' スケジュー ル .、 e 任意 の 半年 分 の カレ ンダ ー 表 示 可 能 。 

「 住 所 録 」 な ど 、「Stationery PRO-68K」 の 持つ 機能 が ワン @ 日 付 / 時 間 / メ モ と いう 3 つの 項目 を 持つ 表 形 式 
タッ チ で 使え ます 。 いち いち アプ リケーション を 終了 させ る こと 入力 し た デー タ は 日 付 順に 自動 整列 @ 先頭 / 最 終 さ ペー ジ へ の ジャ ン 
プ や 文字 列 検 索 機能 を 装備 。 

@ 氏名 / 索引 / 電 話 / 住 
所 の 4 つの 項目 を も つ 表 形式 @ 先 
頭 / 最 終 ペ ネー ジ へ の ジャ ンズ 、 項 目 ご 
と の 整列 、 文 字 列 検索 、 重 複 デ ー タ 
消去 、 フ ァ イ レ の 読み 込み / 書 き 出し 、 
な と の 機能 を 装備 。 


を 
Ki に 


に おい 


る グセ ァ ー 人 ん 杯 式 会 社 で お 韻 い 合わ せ は -… シ ャ ー プ 電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 商品 企画 部 〒162 東京 都 新宿 区 市 谷 八幡 町 8 番地 容 (03)260-1161( 大 代表 ) へ 。 


ヤー フ オ リン ルレ ソ / プ トウェア 


で =/=@/@/8, 


X58000 を サポ ー ト 。 


Musicstudio PRO-60K 
画 CZ-237MS 標準 価格 25.800 円 (税別 ) 
24 の 録音 トラ ッ ク を も っ た プロ フェ 
ッ シ ョ ナル ユー ス の MIDI マ ル チ レ 
ヨー ディ ンク ソト で ああ M 選 | 楽器 
を 使っ て 演奏 し た デー タ を スタ ジ 
オ 感 覚 で 編集 し 、 記 録 、 再 生 で き 
ます 。 MUSIC PRO-68K の MML 
デー タコ ン バ ー ト も 可能 で す 。 

※MIDI ボ ー ド (CZ-6BM1) が 必要 で す 。 


画 CZ-221HS 標準 価格 19.800 円 (税別 ) 
オリ ジ ナ リティ あぶ ふれ る は が き 等 、 
簡単 に 作成 、 印 刷 で きる ホー ム プ ブ 
委 あ みか イガ テネシー ルル > ば と ん ど 
の 処理 を アイ コン で 表示 し マウ ス 
で 選ぶ フレ ンド リー オペ レー ショ ン 。 


MUSIC PROcoK [MIDIJ 


画 CZ-247MS 標準 価格 28.800 円 (税別 ) 


MIDI 対 応 自動 伴奏 機能 を サポ 
ー ト 、 簡単 な 楽譜 入力 で 演奏 が 
楽し め ま す 

※MIDI ボ ー ド (CZ-6BM1) が 必要 で す 。 
画 CZ-248MS 標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
鑑賞 用 と 音楽 デー タ 加 工作 成 用 
が か がら な る ライ フラ リ で す 。 


| Eo we rs EY he . 拓 
Ce 語 生 全 計 講 本 4 2 
スー ; hein 
PE EE i EE | 


Sampling PROGOK 
画 CZ-215MS 標準 価格 17.800 円 (税別 ) 
AD PCM 機 能 を 活か す 高 機能 
サン フリ ング エディ タ 。 多彩 な ED|I 
TOR を 装備 、 サ ンプ リン グ 音 の デ 
ー タ は BASIC で も 活用 で きま す 。 


SOUND PROGGk 
画 CZ-214MS 標準 価格 15.800 円 (税別 ) 
スタ ジオ の コン ソー ル パ ネ ル を 操 
作 す る 感覚 で FM 音源 に よる 音 
証 り が 楽し め る サウ ンド エディ タ 。 


MUSIC PRO-60kK 
画 CZ-213MS 標準 価格 18.800 円 (税別 ) 
最大 8 パー ト の スコ ア (総譜 ) が 
書け 、 内 蔵 の FM 音源 で 演奏 で き 
る 楽譜 ワー プロ & 演奏 用 ツー ル 。 


クラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ VOL.1 
本 CZ-235GS 標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
著 中 見 舞 用 を 中 心 と し た NEW Print 
Shop PRO-68K 用 グラ フィ ッ ク デ ー タ 集 。 
クラ フィ ッ ク ラ イブ ラリ VOL.2 
一 CZ-236GS 標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
年 賀 状 を 中 心 と し た NEW PrintShop 
PRO-68K 用 グラ フィ ッ ク デ ー タ 集 。 


画 CZ-228BS 標準 価格 200.000 円 (税別 ) 
給与 計算 か ら 明 細 発 行 ま で を 、 リ 
アル イメ ー ジ 入力 に より 自動 的 に 、 
素早 く 処理 する こと が で きま す 。 
TOP 財 務 会 計 

圏 CZ-227BS 標準 価格 200.000 円 (税別 ) 
会 計 エ キス パー トシ ステ ム と デー 
タベース を 搭載 し 、 機 能 と 操作 性 
を 両立 させ た 財務 会 計 ソ フト 。 


OS-9/X68000 
画 CZ-219SS 標準 価格 29.800 円 (税別 ) 
X68000 の も つ グ クラ フィック 環境 は 
も ちろ ん 、AD PCM 音 声 、FM 音 
源 と グラ フィ ッ ク の 同時 再生 と い 
っ た マル チ メ デ ィ ア 機能 を サポ ー 
ト 。0S-9 の も つ マ ル チ タ スク 機能 、 
リア ル タ イ ム 機 能 を 活か し た 使い 
多く 機能 的 な 08 環 境 を 提供 し ま 
す 。 また 、 こ れ ま で の デー タ 資 産 も 


Rt ※ 0S-9 は マイ クロ ウェ ア 社 
活か せま す 。 の 登録 商標 で す 。 


CARD FRoscok 


一 CZ-226BS 標準 価格 29.800 円 (税別 ) 


目 由 な レイ アウ ト 画 面 で 入力 で き 
る ワー ブロ 機能 を 装備 し た カー ド 
型 リ レー ショ ナル デー タベース 。 


CARD PRO-68K 用 シス テム 手帳 リフ イル 集 


画 CZ-241BS 標準 価格 9.800 円 (税別 ) 


CARD PRO-68K 用 活用 フォ ー ム 集 


画 CZ-242BBS 標準 価格 9.800 円 (税別 ) 


Human68k ver2.0 


画 CZ-244SS 標準 価格 9.800 円 (税別 ) 
シス テム パフ ォ ー マ ンス を 高め る 
処理 機能 を 付加 し た Human 68k 
の 最新 バー ジョ ン で す 。 マル チタ 
スク に 近い 処理 環境 を 提供 する 
パ バック クラ ウン ド 処 理 、 ネ ットワーク 
処理 、 フ ァ イ レ アク セス の スピ ー ド 
アッ プ な ど 、 さ ら に 高い 次 元 へ と 
進化 し た 機能 と ユー ザー イン ター 
フェ イス 。 大 容量 メデ ィ ア に も 対応 。 


DATA PRO-.60K 


画 CZ-220BS 標準 価格 58.000 円 (税別 ) 
コマ ンド 入力 の 手間 を 軽減 する ヒ 
スト リー 機能 、 肢 線 ドラ イ バ ー 付 
レポ ー ト ライ ター 機能 、 10 進 31 桁 
の 高 精 度 演算 。 さ ら に イメ ー ジ 表 
示 機 能 を 装備 し た コマ ンド 型 リ レ 
ca が ナル レブ ョ ュー ュ の ペ こ eX242 
BUSINESS :s こ ook 
一 CZ-212BS 標準 価格 68.000 円 (税別 ) 
スプ レッ ド シ ー ト ( 表 計 算 )、 デ ー 
タベース 、 グ ラフ 作成 機能 を 緊密 
に 一 体 化 させ た 統合 ビジ ネス ツ 
ー ル で す 。 マ ウス 対応 の や さ し い 
オペ レー ショ ン 、 高 度 な エディ タ 機 
能 、 豊 富 な 関数 群 な ど 、 初心 者 
か ら プ ブロ まで 幅広 く 使 えま す 


C compiler PRO-60K 
圏 CZ-211LS 標準 価格 39.800 円 (税別 ) 
C コ ン パ イラ 、BASIC:=C コ ン パ バー 
アセ クン ラン カト の 0 の 7 
アー カイ バ 、 コ ン バ ー タ か ら な る ツ 
ー ル 。 05 上 の ブロ グラ ム 開発 を 
効率 良く サポ ー ト し ます 。 XC は C 
言語 の 基本 的 な 仕様 に 準拠 し 、 
ANSI 仕 様 も 採用 、 ハ ー ド ウェ ア を 
サポ ー ト し た 豊富 な ライ ブラ リ ( 約 
700 種 ) も 用 意 さ れ て いま す 。 


ショ ーー ホイ ング の シャ バム 
く ツ イン ビー?> 
較 CZ-217AS 


標準 価格 7.800 円 (税別 ) 
で )KONAMI 1988 


シュ ー テ ィング ゲー ム 
く 沙 比 虹 蛇 > 
園 CZ-218AS 


標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
© KONAMI 1989 


ブロ ッ ク ゲ ー ム 
く ア ルカ ノイ ド > 
圏 CZ-222AS 


標準 価格 7.800 円 (税別 ) 
© TAITO CORP 1987 


ドラ イブ ゲー ム 
く フ ルス ロッ トル > 


較 CZ-231AS 
標準 価格 8.800 円 (税別 ) 
⑥TAITO CORP 1988 


スポ ー ツ ゲー ム 
< 熱血 高校 
ドッ ジ ボ ー ル 部 > 
圏 CZ-232AS 
標準 価格 7.800 円 (税別 ) 


で )TECHN0S JAPAN CORP 
1988 


還 アク ショ ン ゲ ー ム 
く < く バ パック マニ ア > 
圏 CZ-233AS 


昌 標準 価格 7.800 円 (税別 ) 
⑥NAMCO 


ガク ショ ンー 

く ニ ュー ジー ラン ド 
スト ー リ ー> 

圏 CZ-230AS 

標準 価格 8.800 円 (税別 ) 

© TAITO CORP. 1989 


Communication PRO-60K 
画 CZ-223CS 標準 価格 19.800 円 (税別 ) 
300 一 19,200BPS ま で の 通信 速 
度 に 対応 し 、 各 種 デ ー タ ベー ス の 
漢字 端末 や パソ コン 通信 に 利用 
で きま すず 逆 ス クロ ー ル 機能 、 自 動 
実行 機能 、 コ ンカ レン ト 機 能 も 装 
備 。 さ ら に 豊富 な 編集 機能 を も っ 
た 高 機能 通信 ソフ ト で す 。 


THE 福 袋 V2.0 
画 CZ-224LS 標準 価格 9.980 円 (税別 ) 
アセ ンプ ブラ 、 リ ンカ 、 デ バッ ガ 、 ア ー 
カイ バ 、X-BASIC V2.00 か ら な る 
手軽 な 開発 ツー ル で す 。 


Al-68K(Staff LISP/0PS PRO-68K) 


一 CZ-234LS 標準 価格 188.000 円 (税別 ) 
Al 開発 用 言語 と エキ スパ ー ト 構 
穫 ツ ジー ル が セッ ト に な っ た AI プロ 
グラ ム 開 発 ツ ー ル で す 。 


ーー 
| 
585 に 


今 、 流 り の パズル ゲー ム 「DRAGON」 が いよ い 
よ X68000 に 登場 。 盤 上 に 並べ られ た 麻雀 牌 を 
ルー ル に 従っ て 全て 裏 返 せ ば 一 面 クリ ア 。 

クリ ア し た 後に は 。 ユ ミー な アニ メー ショ ン を 
展開 。 多 彩 な ファ イル 機能 や ラン ダム 処理 に よ 
り 、 奥 深い ゲー ム が 楽し め る 。 
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※MZ-2500 シ リー ズ も 好評 発売 中 。 


^ ヾ 68OOO 版 
DRHAGON の 仕様 。 


p 新 だ に 描き 直し だ た X68000 専 用 
の グラ ワイ ックス 。 

を ADPCM に よる 鮮明 な 音 
出力 機能 。 

多彩 に 用 意 さ れ だ ゲー ム 玩 
成 後 の ア ニメーション 4 

> セレ クト モー ド 付 き 衣 
の ステ レオ どー 
サウ ドド 。 


HIGH RESO. TIMER POWER (税別 ) 


EN 


コン ピュ ー タ シス テム ・ ソ フト ウェ ア 企 画 制作 


株 式 会 社 回 ク / 


〒110 東京 都 台東 区 台東 2-4-3 松本 ビル 4F 宮 03-837-2595 


に ン Aa ー の r " ーー っ に ャ ン 「 ィ = a ~ っ の = ー ー っ っ いい 
RDO 用 PC し 9800 用 Ee 。 。 = ラ > 株 式 会 社 ギヤ ス ド ー 
ーー a Pa, > と 〒158 = 
と を ンプ 3 * TEE03=705-0656 FAXW03705=5224 
4 CS プ og < ーー CC-TBACE TOWINS = Y68009 
am. 1 で 時 ” < e Ir = C-TRACE 68 eo 対応 ) “ #68,000 計 
デー 4 コッ 、 | に -C-TRACE 98DRY (Pc-9801 対 応 )。\68.000 
の < _ “ F た a - C-TRACE 98 二 PC-3801 対 応 ) \798.900 
3 に と 人 。 。 GTRACE NEWSowy Y380900 ~ 
リィ 『 る る, YY xC-TRACE 98 TP Y670.000 
i と = ea "ヌメ CTRACE 68TP - ーー-*\679000 . 
プー 上 EK、 と * k 表示 価格 に 消費 税 は ば 商 み ませ ん ip 
と ェ 娘 の 製 融 儲 店頭 販売 いた じ ま せ ん 。 下 接 当社 まで お 申し 込み くだ さい 。 
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市 ヶ 谷 シャ ー プ (株 ) 内 OA シ ョ ー ル ー ム 
に て 開催 中 。 詳 し く は 、 キ ャ スト まで 。 
講師 : 

長谷 川 一 光 、 宮 嶋 美 奈子 (CG 作 家 ) 


太 じ - TRACE に よる TVCM 作 品 集 (VHS の み ) を お 分 けい た し ます 


代金 1.000 円 を 現金 書留 に て お 送り くだ さい 。 送 料 着払 い に て 発送 いた し ます 


プロ の た め の 3 次 元 コ ンピュータ ー グラ フィ ックス 


C- TRACE 


商標 登録 申請 中 


NuW Wisua Neanon 


SWWak 


の 月 1 日 ( 金 ) 全 国 で 発売 開始 
プリ ズム BBK \38,000( 税 抜き 


| } 


ER en 
a 


ー 必 要 の た め の マ ル チ ・ モ ー ド 環境 一 
田 漁 し い 解 像 度 、 必 要 な 色 数 の だめ に 2401 通 り の ヴィ ジュ アル 環境 を 提供 。 
(グラ フィ イッ ク ・ モ ー ド は 、512X512、512 メ 256、256X512、256X256 の 4 


モー ド 。 カ ラー・ モ ー ド は 、65536 色 、256 色 、64 色 、16 色 、8 色 、4 色 、2 色 の 
7 モー ド 。) 


ー ブ ロ 仕 様 の た め の 、 ウ ェ ポ ン 環 境 一 
田 デ ー タ の セー ブ 形 式 を 、 マ ニュ アル に て 詳細 に 解説 。 
較 各 グラ フィ イッ クツ ー ル の デー タ を ロー ド す る オプ ショ ン を 装備 。 
一 筒 易 スプ ライ 人 ト ・ エ ディ イタ ー を 搭載 。 
一 256 色 以下 の カラ ー・ モ ー ド で は 、 色 チェ ンジ に 対応 。 
一 任意 の 場所 に 任意 の 多重 ボッ プア ッ プ ツィ イン ドウ ツウ, 


XBBHHH シ リー ズ 好 評 発売 中 上 (価格 に 消費 税 は 、 含 まれ ませ ん ) 


¥10,000 


S 


1 画 


\12.800 


ニュ ー タ イブ ドラ マチ ッ ク 'HPG ハイ バー シュ ー テ ィング アク ショ ン 久 導 光 四 詳 昌 ハ - ド ポイ ルド ハ ADV 


ARCUS pr0BBK MID-GARTS goldBBK AUDL/ULtH け の 用 -BBK 


ゲー マー ズ ・ ホ ッ ト ・ ア クセス TEL03(5273)4795 


※ 通 信販 売 ご 希望 の 方 は 、 商品 名 、 機種 名 、 住 所 、 氏 名 、 電 話 番号 を 明記 の 上 、 現 金 書留 に て お 申込 くだ さい 。 (送料 無料 ) 
※ 当社 は 当社 が 著作 権 を 有する 本 ソフ トウ ェ ア の レン タル 行為 、 及 び 複 製 行 為 に つい て 、 こ れ を 一 切 許可 し て お り ま せん 。 も し 違反 
し た 場合 は 懲役 また は 入金 が 課せ られ ます 。 


Game Creative Staff 


WolkF TEAAN 


株 式 会 社 ウ ルフ ・ チ ー ム 〒168 東京 都 新宿 区 馬場 下町 61 HK 早稲 田 ビル 5F 


シン ン ン プル アン 
EEEDL BES 


較 適 応 機種 X58000 


定価 9,800 
(5"PHD 4 枚 組 ) 


@ 爆発 的 人 気 を 誇る トリ トー ン 」 の 決定 版 / 
X68000 専 用 バー ジョ ン 、 初 の アク ショ ン 、R.PG.。 

@ トリ トー ン 2」 オ リ ジ ナ ル シ ナ リオ を 超え る 数 々 
の 謎 と イベ ント 。 そ し て 、 増 大 な アイ テム 数 と 魔法 数 。 

e 魔法 効果 を より ビジ ュ ア ル に 表現 させ た 抜群 の アク ショ ン 性 能 。 

@ オー ル タ イ ム ・ フ ルカ ラー(512X512、256 色 ) 二 重 マ ・ ッ プ クロ ー ル の X68000 専 用 
グラ フィ ッ ク 。 

e 6000 以 上 に も 及ぶ 会 話 の 数 々 

@ ミ ュー ジッ ク フ ァ ン 待 望 の オリ ジ ナ ル B.G.M.。 


画 適 応 機種 :X68000 


定価 \8,800 
(5"PHD 3 枚 組 ) 


ン 5- ツ ウー 
〆 画 適 応 機種 :X58000 


画 ア セン プラ ・C 言 語 で オリ ジ ナ ル ゲ ー ム 
ぐ 〆 (X68000 の 機能 を フレ に 活か し た ) を これ か 


@ 「 ク ルー ジュ 」 オ リ ジ ナ ル シ ナ リオ に 多数 の イベ ント を 追 


Ee た ら 制 作 し よう と 思う 人 に 使っ て いた だ きた い 本 
で いう ーー ョ ダマ < に ささ 、 CE SS 3 格 派 ツー ル の 登 登場 で す 。 

加 し (X68000 版 専用 バ ジョ ン ) ム ー ビ ン グ ・ ア ド ベ ンチ ャ ee が e 本 格 派 ス プラ イト エディ ター 

ゲー ム 新 登場 /  。 フル カラ ー・ グ ラフ ィ ッ クエ ディ ター 


e 目 を 見 張る 素晴らし い グ ラフ ィ ッ ク に 広大 な マッ プ (512X512、256 色 ) ラー クニ こさ 
“更に 奥 深い 謎 の 連続 、 そ し て 次 々 と 明らか に な る 新 事実 / ノ 


@ スト ー リ ー 重 視 の 新しい ゲー ムジ ャ ン ル の ムー ビン グ : ア ド ベ ンチ ャ ー。 に < 予価 鞍 @8.U0D ぐ 発売 日 未定 つ 


@ 多数 の オリ ジ ナ ル B.G.M に 加え て 、ADPCM( 音 声 合成 ) に よる 豊富 な 効果 音 


PS 


@ マウ ス 対 応 。 

※ 表 示 価 格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 制作 : Tse a の | es 

通信 販売 ご 希望 の 方 は 、 商 品名 、 機 種 名 、 住 所 、 電 話 番号 を 明記 の 上 、 現 金 書留 に て お 申し 込み 下さ い 。 (送料 サー ビス ) リ ウェ イ ・ コ ポレ ン ョ ン 
e スタ ッ フ 募集 / 販売 : 株 式 会 社 ザ イン ・ ソ フト 


プロ グラ マー・ デ ザイ ナニ を 募集 し て お り ま す 。 お 問い 合せ くだ さい 。 〒676 兵庫 県 高砂 市 米田 町 米田 1162-] TEL.(0794)31-7453 


千寿 発 苑 中 


8 ます ーー スタ ッ フ ー 周 


半 能 表 天 D 宮 - 近 頁 の キャ ラク ター グラ ブック 
と 人 間 を 砕く サウ ン ド ンー 


6 働 し た 。 だ が 、 恐 る べき 陰謀 が 潜行 
(FM 音源 TPCM サ ウン hy/ いた の だ ど ーー 

廃 坦 の 都市 か ら エ アー ズ ロ ッ ク の 内 部 へ 。 
ステ ー ジ ご と に パワ ー を 増し 巨大 公 す る 
メシ ア 軍 団 V 弓 人類 の 未来 を か け て 立ち - 
上 か が っ た 竜ヶ崎 健 。 主人公 出生 の 秘密 、_ 
メシ ア 反 逆 の 訳 ニ 一 バト ル を クリ ア す る 圭 
た びに 数 知れ ぬ 謎 が 明か され て いく 一 一 。 
や が て ゲー ム は クラ イマ ックス を 迎え る 。 
プレ ー ヤ ー の 度 胆 を 抜く ラス トス テー ジ 、- 
ED ULL 人 類 の 本 当 の 敵 は 一 体 誰 だ うだ の か 『p 
半 8,800 ディ スク 4 GENOCIDE、 君 の 頭脳 を 直撃 する 。 
※ 画面 写真 は 開発 中 の も の で す 。 


4 a oo i の 


通信 販売 ご 希望 の 方 は 商品 名 ・ 住 所 ・ 氏 名 *・ 電 話 番号 を 明記 の 上 、 現 金 書留 で 当社 宛 お 送り 下さ い 。 (送料 無料 ) 
スタ ッ フ 募集 | _ ゃ プロ グラ マー グラ フィ ッ ク デ ザイ ナー @ サウ ンド クリ エー ター 詳し く は 担当 : 鈴 木 ま で ご 連絡 下さ い 。 


COMPUTER SOFT CREATE 株 式 会 社 ズー ム 、 札幌 市 中 央 区 大 通 西 15 丁 目 ニュ ー ラ イフ 大 通 式 番 館 1004 TEL:011・613・0191 FAX:011・613・9570 〒060 


7 3 移 か いで 3 
3 。 人 い 
4 4 テ コ イ に 。 < ~ | 
i Y 3 , 3 二 
1 
Dj 


【 講 師 】 山下 章 氏 


O/ 26』.27。 


AM12:00 一 16:00 
(13:00<15:00 講 演 ) 


内 容 で す 。 


アク セ サ リ ー い ろ い ろ 
ツク モ オ リ ジ ナ ルキ ー ボ ー ド 延長 ケー プル 
[ ツク モ 特 価 \ 7. 0 


FT 王 


キー ボード シ シリ コン カバ ー 
ツク モ 特 価 まみ , 3 の _ PEN EXPERT YESOO0 2go 
キー ボー ド セ フ ティ カバ ーASC108 PERsonatL worxstaTion_ EXPERT [ls) zesowu woRr starion PRO 
_ ツク モ 特 価 壮 みあ. 衝 の の cz.6n2c( 綴 置 タ ィ ッ 2M PR CZ-652C( 横 置 タイ ブ 1M RAM 析 拓 
キー ボー ド ダス トカ バーADC108 3 ODO 000 tt ¥\298,000 
-612C(40MB ハ ー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ ) CZ-662C(40MB ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ ) 
ツク モ 特 価  /. の の の EE AGG 2 定価 \408.000 
ディ スプ レイ NEW MIDI セ ッ ト 
ウ グ に 60P ドッ トビ ツチ 0.39 路 タイ アバ ドー バド ーー 定価 \99.800 
Ea stint Brrr と Rm Cs i ム セ ンス ト NO で 
= ッッ トピ ッ チ 0.31mm タ イプ oooaaaaoo a \84.800 ー 苗 源 ee 
CU-21CD 21 イ ンチ ディ スプ レイ 定価 \139.800 ロン -56BM1 MIDI ボ ー ド ーー ドー ババ 定価 \26 .800 
画 オ プシ ョ ン CZ-247MS MUSIC PHO-68(MIDD) 
に (DR Ce te CR る 1 で oi な こら:A Se ar の AT S * ーー つと た Ci 定 価 \28.800 
5 (RBG シ ステ ムチ ュー ナー) SC 学 33 き 100 \ 
明戸 -58PPR 及 〇 ( 高 性 能 CRT フ ィ ル ター) 定価 \19.800 フン モ 特 価 グ 多 グ の の 
、 周辺 機器 所 セッ ト 
; MT TR ……… 定価 \64.000 
ビン -6 日 1] IMB 内蔵 RAM(CZ-600C 専 用 )………… ド ーー 定価 \35-000. EN も 
CZ-6 昌 所 1 人 A IMB 内 蔵 RAM(ACE・PRO シ リー ズ 専 用 ) ……… 定価 \38.000. 2283P4 ら THISIOBHIDHID PE 本 
CZ-6BE2 2VB 増 設 RAM ポ ー ド ……… ド tt 直入 92800 バン Er 価 \28.800 
CZ-65BE4 4MB 増設 RAM ボ ー ド ドド ドド ドド ドド ーー 定価 \138.000 * 
GDH 定価 \79.800 ツク モ 特 価 ま のみ , グ の の 
ング -5 日 口 ] 数 値 演算 プロ セッ サポ ボー ドド ドー ドド ドー ドーーー…ー 定価 \79.800 消費 税別 途 \2.994 
グン -6BIM]1 MIDI ボ ー ド …ー ト ーー ドド ドド ーー 定価 \26.800 y 
光生 ED GR Nd ea i aaa i キトー (セレ * ソ ト 
NS SOR NS i ha oF \39.800 な < は 
ログ 6BE1 拡張 RS-232C ポ ー ド ドー 定価 \49-800 ead oi Ro 000 
ー カラ ー イ メー ジコ ユニ ッ ト tt トド トー ドド ドド ドド トド トト トレ トト ドド ーーー 価 \69.800 に -6BM] MIDI ボー ド 和香 定価 \2 
5 計 間 NE お 用 コメ 湊 生 e た の 定価 \188.000 6.800 
AN-100 アン プ 内 陳 ス ピー カー シメ テム (2 本 1 組 ) ………… 寺前 0(ISM 
※ 待 望 の イン テリ ジョ ント コン トロ ー ラ ー 登 場 / ーー 
これ で あな た の 部 屋 は ゲー ムセン ター……。 ツクモ 特価 ま /Z, の の の 消費 税別 途 \4.710 
ORANG es et な i 好評 販売 中 / ※Music studio デ ー タ 曲 集 も 発売 中 / 各 \5.800 
3 SF-001 国 本 佳宏 知恵 ある 暮し の 味 


SF-008 佐久 間 正 英 プイ ン セ クト 
SF-003 本 多 俊 之 プ ピー セ ズ ・ オ プ ・ ワ ー ク 
SF-004 戸田 誠司 ご あの 娘 の DNA 


ツク モ 特 価 


ei 2-888C-BK . 
* eCZ-860D- BK………… \92.200. 


販売 中 7 


や っ ぱり 、 カ ラー プリ ンタ ー が 欲し く な る 


モテ デム e カラ ー 漠 字 24 ド ッ ト 熱 転写 プリ ンタ ー 
オム ロン MD1gF (300/1200 ボ ー) a ツク モ 特 価 平 ア Z の の Ec 
る 4 - 人 1EUOMK3(300/1200 ボ ー ) ロク -8PC4-… 人 9 EE 定価 \99 a 
OSINIPR (e067 eJere:ee 2 «6. ぞ の の ーー 
0/1200/2400 ボ MNP5 
ID-735X ーー 定価 \248-909 


Peisisioreia 和 le Wi T85500 0 0 BD Ne 00 G0 ie で る Yes る 36!&ue VE er re ツク モモ 特価 荘 ぞ どの の の の 


ツクモ は 「 ス ー パ ーX PHO SHOP」 で す 。 


srar コリ JR 


STAFF 


九 十 九 電機 則 〒101-91 東京 都 千代 田 区 
神田 郵便 局 私 書 箱 135 号 


所 コモ 
山手 ・ 衣 浜 東 円 


WAM10 時 PM 時 係 毎週 木曜 日 と 8B/16・17 日 


お 申し 込み は 低 03-251-9911 へ お 電話 1 本./ 


商品 到着 の 際 、 玄 問 て お 会 計 か て きま す 配達 日 の 指定 も て きま す 9 


【 内 容 】 パン コン ・ ゲ ー ム の 最新 情報 と 、 


T101-91 東京 都 千 代田 区 神田 郵便 局 私 書 箱 135 号 
九 十 九 電 機 株 通信 販売 部 


休み ゲー ム 品 コン ピュ ー タ ・ マ ュー ジッ ク ・ フ ェ ス ティ バル 
東京 ・ 秋 葉 原 九 十 九 電機 フ 号 店 裏 屋外 特設 会 場 に て 


話題 の コン ピュ ー タ ・ ミ ュー ジッ ク 情 報 を 中 心 に し た 楽し い 催 し で す 。 
ゲス ト は お な じみ の 山下 章 先生 、Yu-You 先 生 、Jizou 原 田 先 生 の 3 人 。 ゲ ー ム ・ ミ ュー ジッ ク を パソ 
コン と 共演 奏し た り 、 イ ント ロ 当 て クイ ズ や 、MIDI 楽 器 対応 の 新作 ゲー ム の 発表 会 な ども り だ くさ ん の 


(同じ で 人 (03)253- -4199 ツク モ 7 号 店 / 荒 井 ゅ 5 い ) 迄 


エキ ュー A ARE 


シャ ー プ 
PA-8500 
定価 \28,000 
| 特価 シャ ー テ シャ ー プ 
\ る を 9 の の 5C-Ep0n PO-E500 
定価 \22.000 定価 \28.800 


大 型 4 行 表示 、 デ ー タ スケ ジュ ー ル 


管理 に 便利 、IC カ ー ド 、 プ リン タ で 特価 7 みずの の 特価 24,.g00 
更に 発展 する ハイ グレ ー ド タイ プ 


' お 勧め ソフ トウ ェ ア 


Kamikaze (神風 ) 総合 型 ス プレ ッ ド シー ト ……・ ツ クモ 特 価 まう 2Z タ ダウ ウ 
OUND PRO-68K サウ ンド エディ タバ (トー ドド ーー 定 

MUSIC PRO-68K ミュ ー ジ ッ ク タッ ー ル ーー 定価 \18.800 

Sampling PRO-68K AD PCM 活 用 ソフ トー………・ 定価 \1 け 7.800 


Musicstudio PRO-68K V1.1 。MIDI マ ル チ レ コー ディ ング ソフト 
MUSIC PHO-68K (MIDI) MUSIC PRO-68K の MIDI 版 
定価 \28.800 
ソン グラ ブラ リバ ]01 曲 集 》 MUSIC PRO-68K デ ー タ 曲 集 定価 \- 8.800 
CommunicatiOn PRO-68K 通信 ソフ ト ……… 定価 \19.800 
た 一 みのる 通信 ソフ トー ツク モ 特 価 まま / の の の ウ 
DATA PRO-68K リレー ショ ナル デー タベース …………… 定価 \58.000. 
CAHD PRO-BBIK カー ド 型 デー タベース ーー ドー 定価 \29.800 
シス テム 手帳 リフ ィ ル 集 CARD PRO-68K 用 フォ ー ム 集 … 定 価 \9.800 
活用 フ オォ ー ム 集 CARD PRO-68K 用 フォ ー ム 集 ーー 定 
Z's STAFF PRO-68K Ver2.0 グラ フィ ッ ク ツ ー ル 
あの の: の や "9 6 A Re MN I Ti RES SE 6 6:ePeyele7Sroteia ツク モ 特 価 ま グ .3 の の ウ 
Z's Triphony DIGITAL Ma 
3 次 元 サ ー フ ェ イ スモ デリ ング ツー ルー * ツ 特価 まう の の 
New Print Shop PRO-68K 人 ポップ ァ ー ト ツー 
8 lei 0 Ba 75LA29「 の 96!9 Ti TE Siro 6Yd: き 9131 ま 6 Ver な ee'615Yeyotd: 定価 \19.800 
サイ クロ ン Express 8.0 レイ トレ ー シ ン グン ソフ トウ ェ ア 
で な 7 の SNee19 Ee RS 8361Aeiei が V&RSKbI2 3 いで 8「e10 で (SIG280 0 ツク モ 特 価 ま の の の ワウ 
TerazzOo EDITOR SPRITE EE BBK 高 性 能 ス プラ イト エディ タ 
クモ 特価 半 / の . ず の の 
アニ メキ ッ ト ビ ピ X (サイ クロ ン 68K が 必要 ) レイ トレ ・ Sig 
た ツク モ 特 価 まん の の の 
C-TRACE BB レイ トレ ー シ ン グ ソ フト ウェ ア ……… っ まず の の 
C COMPILEH PHO-BBIK C 言 語 開発 セッ ト ……・- 価 \39.800 
Final X68000 マル チ フ ァイル ・ ス クリ ー ン ・ エ ディ タ クモ 特価 SP 2 の 
Al-68K AlI プ ログ ラム 開発 ツール oer 定価 \188,000 
REDUCE 数 式 処理 用 ソフ トド ドド トー ツク モ 特 価 ¥795.000 
OS- 9/Xx58000 X68000 用 OS-9 ne 定価 \29.800 
CC @& プロ フェ ッ シ ョ ナル パッ ケー ジ OS - 9/X68000 用 C コ ン バ イ ラ セ ッ ト 
OC CO 267 の KOK62 ぐ まあ 定価 
mFORTH Compiler FORTH コ ン バ イ ラ セ ッ ト 
ae ま 7 と ぢ の ウ 
Human68K Ver2.0 Human68K の NEW バー ジョ ン ・……・ 価 \9.800 
※ そ の 他 、 ゲ ー ム ソフ ト も 続々 発売 中 で す の て で 、 Pe 


ラ 、 大 容量 の ハー ド デ ィ スク が 大 人 気 / 


@ アイ テッ クハ ー ド ディ スク 
IT X-203(20MB 28ms) 
ツク モ 特 価 ぎの みず の の 

IT X-403 (40MB 29ms) 
ツク モ 特 価 ま みみ, ず の の 


ee 


X-203/403 は プラ ッ ク か グレ ー 
か を ご 指定 下さ い 。 


ッ ク モ / 号 店 谷 03-253-4199 


通信 販売 部 谷 03-851-9911 


画 ソ クモ 5 号 店 谷 03-51-0531 
画 二 ュー セン ター 店 合 03-251-0987 
画 名 古屋 1 号 店 公 052-263-1655 
己 号 店 会 058-851-3399 
011-241-2299 


事前 に 谷 て お 届け 先 を こ 連 絡 下 さい 
富士 銀行 神田 支店 藻 No 894047 


娘 表示 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 


画 ズ の ホー 


ナベ ー 垢 払い のり KK. グ 


> ボー ナス - 


チン / 


ーー ーー ニー グル CC 人 0 まあ 2 バク ンー ルル 


人 03-Z30-6277 


6 営業 時 間 AM 77:00 一 9:00/ 昌 貴 祭 PMZZ:00 
〒144 東京 都 大 田 区 蒲田 4-6-7 FAX 03-730-6273 
@ 定休 日 毎週 火曜 日 祭日 の 場合 翌日 に な り ま す 。 


王国 通販 


OCT-1 シス テム イン フォ メー ショ ン 
> 全 商 品 保証 付 ( メ ー カ ーー 保証) 
y 超 低 金 利 ハ ッ ピ ー ク レジ ッ ト (1 回 一 60 回 ) 頭 金 ナ シン OK./ 
- 括 払い OK./ ボー ナス 2 回 払い OK. グ 
に な サポ ー ト 体制 ) 広告 掲載 商品 以外 の 


配達 日 の 指定 OK メカ 全 


1Z 月 太い ソソ 2 の ドブ プ ト 9 ズ イエ ビビ ピン // 


電話 一 本 で 、 / Mi 納 


(NN\{ 


: © _© 


セレ ク テ ッ トシ ステ ム 


| 了 ァ 商 品 の 組合 『 せ 上 自由 ノ / | [オク ト フ リー タム シス テム | 


OC Tal 田 


Te 下さ い 。 


@ 3M バ イト の 大 容量 メモ リー 凌 導 無料 
@40M バ イト ハー ド テ イス ク 拉 載 


EE フン レイ TV 


CZ-612D-GY/BKINEw| 
定価 \119,800 


15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ TV 


EXPERT・EXPERT-HD 


@ CZ-602C(BK) 
定価 \356,000 

@ CZ-612C(BK) 
定価 \466,000 


現金 特価 ./ 推 選 
お 電話 下さ い 。 


@ 拡張 |/0O ポ ー ト 4 スロ ッ ト 装 備 
@ 2M バ イト の 大 容量 メモ リ 


OS ポー ベト ー キ し 副 語っ デ ー VL この 9 逆 ペー へ 寸 


CZ-602D-GY/BKINEW] 
定価 \ 99,800 


14 型 カラ ー デ ィ ス プレ ー 


CZ-603D-GY/BK 
定価 \84,800 


i ーー テーーーー 
mm 
SR OPT 


PRO・ ・PRO- HD 


@ CZ-652C(GY/BK ) 
定価 \298.000 

@ CZ-662C(GY/BK ) 
定価 \408,000 


| CZ-8NJ2 8 
ava “a CU-21CD 
超 特 価 ./ お 電話 下さ い 。 定価 \ 199.800 


※ ク レジ ッ ト の 回 数 は 1 回 一 60 回 、 ボ ポー ナス 併用 な と 


21 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ 


と ww は へ 呈 誠 ( it テ SN で Y さ ー 人 <> 凌 距 合 ( 品 並 ) : さ ロイ 


店頭 デ モン スト レー ショ ン 実 施 中 


残 時 お 見 舞 申 し 上 げ ま す / グ 
ラス ト サ マ ー チ ャ ンス の 贈り も の で す 、 ハ イ / 


RA PE i 


ど あ り ま す の で お 電話 で お 問合せ 下さ い 。 


製品 も 取扱 っ て お り まあ 


⑭ CZ-602C + CZ-612D+MD-2HDI10 枚 + ゲー ム 
i 定価 \ 475,000 e ウフ フ 。 お 買 徳 で す ヨ . ノ 
⑧)CZ-612C 圭 CZ-612D 十 MD-2HD1I0 枚 ゲー ム 
CC 定 ' 価 \ 585 , 800 bp 超 低 人 金利 クレ ジッ ト を ご 利用 下さ い 。 
〇 ⑥ 〇 CZ-652C CZ-612D 二 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
IL 定価 \ 417,800 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 
⑥)CZ-662C 二 CZ-612D+MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
ーー 定価 *527,800 超 特 価 ./ 電話 下 さい 。 


©⑤ CZ-602C +CZ-602D +MD-2HDI0 枚 + ゲー ム 
MD 定価 \455,800 超 特 価 ./ 電話 下さ い 。 
(PCZ-612C +CZ-602D +MD-2HDI0 枚 + ゲー ム 
PO OK 定 ' 価 \568,800 隊 ウフ フン 。 お 買 徳 で す ヨ ノ 
⑥CZ-652C 填 CZ-602D 十 MD-2HDI0 枚 + ゲ ー ム 
……………… 定 価 \397,800 py 超 低 金利 クレ ジッ ト を ご 利用 下さ い 。 
(DCZ-662C +CZ-602D +MD-2HDI10 枚 + ゲー ム 


は 7 定価 \507,800 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 


(①DCZ-602C 寺 CZ-603D 二 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
YA 定価 \440,.800 了 z 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 
①③)CZ-612C 十 CZ-603D 二 MD-2HD28 枚 ゲー ム 
ee 定価 \550,800 超 特 価 . ノ 電話 下さ い 。 
(CZ-652C 寺 CZ-603D 二 MD-2HDI0 枚 ゲーム 
CN か 定価 \382,800 ウフ フ 。 お 買 徳 で す ヨ ノ 
CZ-662C 二 GZ-603D MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
DR 定価 \492,800 電 代 金利 クレ ジッ ルト 4 こ 利用 下さ い 。 


CZ-602C 寺 CU-2ICD 二 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 


a … 定 価 \ 495,800 超 低 金利 クレ ジッ ト を ご 利用 下さ い 。 
CZ-612C 寺 CU-2ICD 寺 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
人 AP 定価 \ 605,800 電話 一 本 。 ハ イ 即 納 。 
⑥CZ-652C 填 CU-21CD 二 MD-2HDI0 枚 キキ ゲーム 
2 定価 \437,800 シ 超 特 価 ./ 電 話 下 さい 。 
⑥)CZ-662C 填 CU-2I1CD 十 MD-2HDI0 枚 ゲー ム 
GHC 定価 \547,800e ウフ フ 。 お 買 徳 で す ヨ . ノ 


田 本 体 セッ ト : 送 料 \2.000 @ 店 頭 デ モ 実 施 中 … 専 門 の 係員 が 詳細 に アド バイ ス 致 し ます 。 ぜ ひご 来店 下さ い 。 


※ 上 記 料 金 に 


は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 消費 税 が 付加 され ます の で 、 詳 し く は 、 電 話 で お 問合せ 下さ い 。 


咽 倍 の ボー ナス 一 医 払 い OK. 手数 料 ナ ナシ ジグ 12 月 末 払 い OK. グ お トク で す ネ ェ 、 ぜ ひ . ゲ 
田 特 に 人 気 の ある 商品 に よっ て は 、 し ば らく お すら 願う こと が あり ます の で ご 了承 下さ い 。 


の と TK 半 人 0 お ま ド / LSE 


ラズ トド , 68000ACE- HD 超 限 定 あめ ヶ XCIG 超 特価 


チャ ヤセ ンス / 人 ッ ト で お 買上 げ の 方 に は アフ タ - ムリ) を プレ ゼン ト ./ UDO 


(送料 無料 )| 


X- 1G( 本 体 ) 

: wre oz lo+0Z-6020 ts ー ム が er 3 ] nk 
1 還 EC PNG ndl 1 0 | 王 較 _@ ジョ イカ ー ド 
rs に か ーー ( 肝 ) 

] ゲーム ソ 2 ト 本 
_@oz elio+OreloD+MD H0 + ダ ー ム 6 | 抽 わ な ae ソン を する グ K 
人 0 ele 1 し 拓 勝 ちの 


X800D A rs 大 特 代 \29.000 


特 価 特 価 刑 
CZ-6BE | IMB 増設 RAM ボ ー ド \ 38.000 CZ-6EB2 拡張 |/0O ボ ックス \ 88,000 
CZ-6BE2 2MB 増 設 RAM ボ ー ド \ 79,000 CZ-8TMZ モデ ム ユ ニッ ト \ 49.800 
CZ-6BGI GP-IB ボ ー ド ¥ 59,800 CZ-6BNI スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド | \ 29.800 
CZ-6BP| プロ セッ サ ・ ボ ー \ 79.800 CZ-8NTI トラ ッ ク ボ ー ル \ 13,800 
CZ-6BCI FAX ボ ー ド ¥ 79,800 CZ-6BUI ユニ バー サル |/0 ボ ー \ 39,800 
CZ-6BMI MID ボ ー ド \ 26,800 AN-160SP アン プ 内 蔵 ス ピー カ \ 59.800 
AN-8TV パソ コン チュ ー ナ ー \ 35.800 CZ-6PVI カラ ー ビ デ オプ リン タ \198,000 
CZ-8NSI カラ ー イ メー ジス キャ ナ \188,000 CZ-6VTI-BK | カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト \ 69,800 


封 転 写 カ ラー 漢字 プリ ンタ ー 用 紙 プ レ ゼ ント 送料 無料 


CZ-6PC4 \99,800 (Q①CZ-8PK7(24 ピ ン 80 桁 ) 
@ 48 ド ッ ト 定価 \122,000… 大 特価 ・TEL 下 さい 。 


バン ソコ ン ラ リク | 
(1 五 段 キャ スタ ー 付 Om キャス ター 


o、 = 5 段 キ ャ スタ ー 付 4 段 キ ャ スタ ー 付 
サー マル ヘッ ド ②CZ-8PK8 (24 ピ ン 136 桁 ) キー ボー ド が 83 
@B5 一 日 4 まで 定価 \152,000 …・ 大 特価 TEL 下 さい 。 ly フレ キシ ブル に 対応 / 
- 使い 易い デス ク で す 
% ハ ガキ 可能 や CZ-8PK9 iA 
= 定 ウー ン 、 こ いつ は デキ ル / ーー | 
$ カラー 対応 i mh a 1325(H) x640(W) 本 1245(H) X614(W) 
x700(D) x600(D) 


オク ト 推 選 〈④CZ-8PO3(24 ド 、 PRー ーー 
大 特価 TEL 下 さい / 定価 \65.800… 大 特価 ・TEL 下 さい 。 特価 学 16,000 


和久 B8UUU ソ フト 大 セー ル 実 施 中 ※ ゲーム ソフ ト オ ー ル 2596off 


Z’s STAFF PRO68K 回 
AT ¥ 58,000 Do 2.0 型 名 商 品 定 価 
ォ ク ト 特 価 半 41,00O BUSINESS PRO68K | 統合 弄 表 計算 \ 68,000 


特価 掌 12.000 


SW カー ド 下 デ 多 ペー スネ \ 29,800 大 特価 
(サム シン ググ ッ ド )*\ 定価 68 ,000 DATA PR0O68K コマ ンド 型 デ ー タ ベー ス | \ 58,000 大 特価 
ォ クト 特価 芝 人 4 7 OOO 通信 ソフ ト ¥ 19,800 大 特価 
< グラ フィ ッ ク > @ C-TRACE68 OS-9 X68000 メー シス テム に の 9 800 dl 大 特価 
定価 Ye8。500 ミー 
ォ クト 特価 光ら 1 OOO 
<C 言 量 >@ C & Professional Pack ボツ プ デー ドー ルレ 
R(X 58676698 こ CoMPILER PRO68K|.G コ シン バイ ラ y 39, 800 大 特価 
ォ ク ト 特 価 潤 44,000 EW ワー デジ タロ ¥ 38,000 ¥29,800 
< グラ フィ ッ ク > @ サイ クロ ン で G68. グラ フィ ッ ク ツ ー ル 1 ¥12,000 
ォ ク ト 特 価 潤 58,0O00O LE-68K スラ イド エラ ティ タ ¥ 19,800 a ¥16,000 


便 滞 、 送 料 と し て 1] ケ \500、2 ケ \700、 
3 ケ 以 上 で \1.000 と な り ま す (税別 ) 


店 頭 ゲ ー ム ソフ ト オ ー ル 25%off/ ビ ジネス ソフ ト 75 より 特価 中 
通信 販売 お 申込 み の ご 案内 〒|44 東京 都 大 田 区 蒲田 4-6-7 TEL:03-730-627| 


お 申込 み は お 電話 で お 願い し ま も お客様 の < 住所 >< 氏 名 >< 電 話 番号 〉 及 びく 商品 名 〉 を お 知ら せ 下 さい 。@ 信金 確 認 後 た だ ち に 商品 を ご 送付 いた し まあ 
冨士 銀行 三菱 銀行 


張 行 振込 : お 近く の 銀行 より (電信 扱い > に て 専用 お 申込 用 紙 を お 送り 致し ます 低 金 利 ク レジ ッ ト を ご 利用 下さ い 
お 振込 み 下 さい 。 の で 、 必 要 事 項 を ご 記入 、 ご 捧 印 の 上 オク トラ クラ ク ク レ ジッ ト スク 原 支店 蒲田 支店 
現金 書留 : 封 筒 の 中 に 住所 ・ 氏 名 ・ 商 品名 を ご 返送 下さ い 。 手 続き は 簡単 で す 顎 き No.I824 No.027869|1 


ご 記入 の 上 当社 まで お 送り 下さ い . 株 式 会 社 億 人 (オク ト ) 


※ 掲 載 の 価格 は 7/20 現 在 で す の で て 、 ま ず は 、 お 電話 に て ご 確認 くだ さい 。8/22・23 は 連休 と させ て いた だ きま す 。 


※ 上 記 料 金 に は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 消費 税 が 付加 され ます の で 、 詳 し く は 電話 で お 問合せ 下さ い 。 
※ 銀 行 振込 、 ま た は 、 現 金 書 留 で ご 注文 の 際 に は 、 あ ら か じ め 電 話 で ご 確認 の 上 、 お 申し 込み 下さ い 。 


LIN Sd 


ーー 


〇 の 


O ぷ 避 テ ベター 和 キ / の 石 纏 品 


と は へ 衣 帝 デーン > 涯 陵 束 酷 (名 溝 ) さ ロイ 


超 低 金 利 ク レジ ッ ト O 


68/15~9/20 


e CZ-.888C†CZ:880D+M:2HD (10 枚 ) 1 2 
定価 \269, dai da / プレ ゼン トク 
9 6 回 | 6.100 | 0 回 | 3.900 


4,700 |60 回 


CYBER STICK | ジョ イス ティ ッ ク 送料 \500 
本 @ CZ-8NJ2 @X-1PRO 
A 人 (定価 \23,800) 定価 \9.500 テ 
@ ASCII STICK 


定価 \6.800 テ 


の セッ ト : CZ-602C 填 CZ-603D 十 M-2HD(10 枚 ) ゲ ー ム 
as の are か 定価 ¥ : 440, 800 


| CZ-8PC2 ot OE OO 
定価 \69,800 セッ ト : 1 BCHD ー ム 


e 熱転写 プリ ンタ ー | 抽 EGGoa 定価 \550.800P 


※ モ ニタ ー を CZ- ON 800)、 CZ- ma SR CU-21CD 

(\139.800) に 変更 の 場合 も 超 特 価 で 販売 じじ と お り ま す TEL 下 さい 。 
※X68000 セ ッ ト で お 買い 上 げ の 方 に 
アフ ター バー ナー 


(定価 \9.200) を プレ ゼン ト .// 


⑥ セ ッ ト : CZ-652C+CZ-603D+M-2HD (10 枚 ) キ ゲー ム 


①⑰) セ ッ ト : CZ-662C 填 CZ-603D 寺 +M-2HD(10 枚 ) キ ゲー ム 


※ プ リン ター な し の 組合 せ | 
CC 定価 \492. 06 人 


へ ぷ | ※ 他 の プリ ンタ ー の 組合 せ 
も あり ます 。 お 電話 下さ い 。 


※ モ ニタ ー を CZ- 612D(Y 119. 800)、CZ- と 602D(\99. 800)、 CU- 21CD 


(\139,800) に 変更 の 場合 も 超 特 価 で 販売 じ て お り ま TEL 下 さい 。 


※X68000 セ ッ ト で お 買い 上 げ の 方 に 
アフ ター バー ナー( 定 価 \9.200) を プレ ゼン ト .〆 


(し 
| @ CZ-611C( 本 体 ) @ ディ スケ ッ ト 10 枚 
@ CZ-603D (モニ ター) @ ゲー ム = 人 
@ CZ-8NJ2 (CYBER STICK) @ 送料 、 消 費 税 込み 


(ボー ナス 併用 も 有り ます 。 TEL 下 さい 。) 


@ 木 広告 の 掲載 の 商品 の 価格 に つい て は 、 消 費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。4 月 1 日 以降 より 消費 税 が 付加 され ます の で 、 ご 了承 下さ い 。 
@ お知らせ] 5 月 21 日 より 営業 時 間 の 変更 平日 AM10:00 一 PM8:00、 日 祭 AM10:00-PIM7:00 


<>60 回 払い まで OK / 


半 Zs STAFF PRO68K Ver2.0 い ツァ アァ イト) 定価 \ 58.000"my 


C-TRACE68 (キャスト) 人 1 る ofee*S5 ス 58038751 な の や >: ない e ae な な に つい な eS いだい 定価 \ 68,000my 
ネネ 2CRONE (アン ス ・ コ ン サ ル タ ン ツ ) か ペタ と ーー ニー 定価 \ 58,000my 
アニ メキ ッ ト ( ア ンス ・ コ ン サ ル タ ン ツ ) Eola 定価 \ 5,000my 
テラ ッ ツ ォ ( 人 ハミ ング バー ド ) re 0 0 013 0 0 eae a et 定価 \ 19, 800m$. 
G-68K (OH! BISINESS) も が で いい iO Se 3 る 9 8 る る 5!e723 2 さく 定価 \ 14,800my 
KAMIKAZE (サム シン グ ・ グ ッ ド ) Rd a TE Ras 定価 \ 68,800my 
EW&EI( イ ーー スズ スト) iseaNeaeetees eh 定価 \ 38,800y 
C&Professional Pack( マ イク ロウ ェ ア ジ ャ パン ) ーー……… 定価 \ 58,800 只 
Final Ver3.2( エ ー エ スピ ー)… ド ローバ ーーー ド ーーーーー…・ 定価 \ 38,000 家 py 
DATEASPROGSKSCZ220 BS ERI so le eR 定価 \ 58,000 

CARBARROGAKICZII26 BB SF ES NE a Soe EE SS 定価 \ 29,800 

C compiler PRO68K CZ21I1LS ee 定価 \ 39,800 只 py 
OSEIHNGAOOOAECZ NIS STE NE SE 0 in i sli eis a a 定価 \ 29.800= 
ARGSKEGZ23 A GEN eS さく > で こく 2 づこ ここ 定価 \ 188,000py 
中 内 EE 福 SV2)0. 6CZ224ES や ーー ドド ドー ドー ドー バー 定価 \ 9 .980 只 
SMINESONERO6SIK ET EEE EE I ei cie a i Se 定価 \ 15,800 只 py 
MUSICGIRROGAKECGZIIIMS ESR po 0 2 GN a 定価 \ 15.800e 
Sampling PRO68K CZ215MS-… パ ーー バー ドー 定価 \ 17,800 只 
MUSIC-studio PRO68K 237MS…… ド ーー ドー ドーーー 定価 \ 15,800 只 
MUSIC-PRO68K〔MIDI] 247MS……ー ド ドー ドー 定価 \ 18,800 家 py 
NeWbrintiShop 2 SR Ee a Saas 定価 \ 19,800 哨 


Communication 223CS 0 eeie 8 eB CRE ero ohio 0 10j6i0 Sojaro a 0 Sol sre ee 定価 学 19,800s$ 


セット :CZ-6PVI : 定価 \ 198,000 只 


12 回 | 13.400 24 回 7.000 |36 回 | 4.800 | 48 回 | 3.700 | 


(の CZ-8NSI… 定 価 \188,000 除 
⑧)JX-100 … 定 価 \ 89,800 只 
C) JX-200 …: 定 価 \198,000 員 


10-730 …: 定 価 \230,000 只 
⑥10.735… 定 価 \248.000 


(CZ-8BSI (FM 音源 ボー ド ) Se a a i 定価 ¥ 23 1 800 sy 
B) CZ-8RLI (デー タ レコ ー ダ ) 550 くち) る 定価 \24 .800 sp 
(©) CZ-6BE1 A(1M RAM ) に の の の うつ CGC て YIO YKPCOY 定価 ¥ 38,000sp 
①D) CZ-6BE4 (4M RAM ) Pt OT 定価 \138.000 sp 
( E) CZ-6BP1 (数 値 演算 ) こけ OO か ンー と 定価 ¥79.800 只 
DCZ-6VTI( カ ラー イメ ー ジ ユニ ッ ト ) ……………… 定価 \69.800 只 
CZ- 6EBI (拡張 |/O ボ 、 ックス ) ee 定価 \ 88,000 只 


( ゆ AN-160SP( ア ンプ 内 蔵 ス ピー カー シス テム )・ 定価 \59,800 只 


その 場 で 高価 現金 買取 り ・ 

画 ま すず は お 電話 下さ い 。 
03-651-1884 

FAX: 03-651-0141 

@ 下 取り の 場合 …… 価 格 は 常に 変動 し て いま す の で 査定 額 を お 電話 で 

確認 し て 下さ い 。 ( 差額 は 、P&A 超 低 金利 クレ ジッ ト を ご 利用 下さ い 。) 


@ 買取 り の 場合 現品 が 着き 次 第 、2 日 以内 に 買取 り 金 額 を 連絡 し 、 
振込 み 、 又 は 書留 で お 送り 致し ます 


人 @ 近 郊 の 方 は 、P&A 本 店 まで 、 直 接 お 持ち 下さ い 。 
即金 に て 、\ 1 ,000 ,000 ま で お 支払 い 致し まま 


高価 下取り OK. グ 
園 下 取り ・ 買 取り で お 急ぎ の 方 、 直 接 当 社 に 
来店 、 ま た は 、 宅 急便 に て お 送り 下さ い 。 


アフ ター サー ビス 万 全 
全 商 品 保証 付 。 専 門 の 担当 者 が お 客 様 の 立場 で 対応 し ます 。 

初期 不良 、 輸 送 ト ラブ ル etc. 

万 が 一 初期 不良 、 輸 送 ト ラプ ブ ル が 発生 し まし た 際 に は 、 即 次 


ょ 換 さ せ て いた だ きま す . 
る 定休 日 / 毎 週 水曜 日 = 第 3 水曜 ・ 木 曜 は 連休 と させ て いた だ きま す ( 祭 日 の 場合 は 翌日 に な り ま す ) 


@ マイ コン 
@E デ テオ 
る ビデ オオ テープ 


株 式 会 社 ビ ーー 


〒124 


PA 


X68000 用 の 源平 討魔 伝 (電波 新聞 社 ) 定 価 \ 7,800 只 
⑧) ド ラゴン スピ リッ ト ( 電 波 新聞 社 ) 定 価 \ 8,800 只 
C) ス ペー スハ リア ー( 電 波 新聞 社 ) 定 価 \ 6,800 史 
①D) 熱血 高校 ドッ ジ ボ ー ル 部 (SHARP) 定価 \ 7.800 只 
必 沙 羅 朱 蛇 (SHARP) ………… 定価 \ 8,800 只 
(P) フ ルス ロッ トル (SHARP)…・ 定 価 \ 8,800 只 
Q 現 班 色 の 遺言 (リバ ー ヒ ル ソ ノ フト) 定価 \ 9,800 只 


( け ) が: スーパ ー ラ スベ ガス (日 本 デ グ ス タ ) 定価 \ 12,800 史 
(マイ 介 : ア ンド ・ マ ジッ ク ( ス ター クラ ノ フト) 定価 \ 9,800 只 
(J) ザ ・ リ ター ン ・ オ プ ・ イ シタ ー(SPS) 定価 \ 7,800 只 
( 信長 の 野望 (全国 版 )(KOEI)-・ 定 価 \ 9,800 只 
(L) 麻 省 悟空 (シャ ノア ー ル )… 定 価 \ 7.800 層 
マー ダー クラ ブ DX( リ バー ヒル ソフ ト ) 定 価 \ 7,800 只 
(ザキ ング オブ シカ ゴ ( ボ ー ス テッ ク )-‥ 定 価 \ 12,800 只 
( 〇 ) 今夜 も 朝 ま で パワフル まあ じゃ ん 2(dB.SOFT)…… 定 価 \ 7,800 只 


ンド エー 
東京 都 葛 飾 区 新小岩 2 丁目 1 番地 19 号 


人 な 03-651-0148( 代 受話 ga 


@ 現金 書留 及び 銀行 振込 で お 申し 込み の 方 は 、 上 記 商 品 の 料金 に 3 加算 の 上 で お 申し 込み 下さ い 。 


(の 三国 志 (光栄 ) ーーー スー…………… 定価 \ 14.800 只 
(MD-2400B つつ) 定価 \ 49.800e 
(BMD-2400F( オ ムロ ジン OO つこ CC の たり た も い 生 CSC 定価 \ 59 .800my 
(©)PV-A2400MNP4 (RMA EN RR eo ii Gn oc DEERE 定価 \46.800e き 
DPV-A24MNP5 (アイワ) GO の CYSCKOPKOOK こ CYP つつ 2 うい の キリ 定価 \54.800 き 


875(H) 1320(H) _ 1280(H) 
x580(D) x600(D) = 坪 き , X600(D) 
X610(W) X630(W) に 


【)】 X-68000 セ ッ ト cee 隊 
e X-68000ACE セ ッ ト … 
@ X.1 タ ー ボ Z セ ッ ト PO 上 


@ X-1G/30 セ ッ ト …………… 13 @ CZ-820D……… 旧 @ CZ-8PK6 …… っ 
@ CZ:2220 の NNotES SA: py @ CU-14GB…… と 
CTRI0C な cie p e CU-14BD … と 


通信 販売 お 申し 込み の ご 案内 
【 現 金 一 括 で お 申し 込み の 方 〕 

人 @ 商 品名 お よび お 客 様 の 住所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 を ご 記入 の 上 、 代 金 を 当社 まで 、 現 金 
書留 で お 送り くだ さい 。( プ リン ター・ フ ロッ ピー の 場合 、 本 体 使用 機種 名 を 明記 の こと ) 
[銀行 振込 で お 申し 込み の 方 〕 

@ 銀行 振込 ご 希望 の 方 は 必ず お 振込 み の 前 に お 電話 に て お 客 様 の ご 住所 ・ お 名 前 ・ 
商品 名 等 を お 知ら せく だ さい 。 新小岩 支店 


当 No.263914 (株 ピー・ ア ンド ・ エ ー 


〔 振 込 先 〕 住友 銀行 


[クレ ジッ ト で お 申し 込み の 方 〕 


電話 に て お 申し 込み くだ さい 。 クレジット 申し 込み 用 紙 を お 送り いた し ます の で 、 ご 記入 
の 上 、 当 社 ま で お 送り くだ さい 。 
@@ 現金 特別 価格 で クレ ジッ ト が 利用 で きま す , 残金 の み に 金 利 が か か り ま す , 
@ 1 回 一 60 回 払い まで 出来 ます 但し 、1 回 の お 支払 い 額 は 3,000 円 以上 。 


営業 時 間 
平日 AM10 :00 - PM8:00 
日 祭 AM10 :00 - PM8:00 


詩 し く は 、 お 電話 で お 問い 合せ 下さ い 。 


Mu Graphic Caller 


お 一 , いよ いよ DGGA の CG ア ニメーション が 本 格 的 に 始動 し 始め た ぞ ! 

ネー ミン グ は 安易 だ が 。 つい に 基本 シス テム “AD” も 今回 ベー ル を 脱ぐ ぞ ! 
ここ で 紹介 する の は DOGA の メン バー 高津 正道 ご ん の ロボ ッ ト ア ニメーション 
ら 作品 。 上 の ロボ ッ ト は 指 の 関節 まで ちゃ ん と 作っ て ある 。 右 下 は AD の 画面 。 


M〆Z-e500 グ ラフ ィ ッ クエ ディ タタ 作成 講座 


」 半 ュー て 上 は ァ ー 今月 は , 上 下 ・ 左 右 反転 を 可能 に する トラ ンス フォ ー ム 機能 と , 文字 描画 の 

区 ん パラ メー タ を 設定 する ウィ ンド ウ の 登場 だ ! これ で , 画面 上 に 文字 を 書き 
> 込む こと が で きる よう に な っ た 。 オ マ ケ に , この 「 ト ラン ス フ ォ ー ム 誕生 秘 
話 」 も 今回 は 聞け た りす る の だ 。 


特集 スー パー ワイ ド ビ デ オ コ ピ ー 


これ が 今月 の 特集 で ご 紹介 する , 1.5 
倍 お 得 な ビデ オプ リン タ に よる 出力 
例 だ 。 サ ンプ ブル は すべ て 同 縮尺 (68 
6) で ① が ノー マル な 大 き さ 。 @ は 
文字 領域 に 同じ 画像 を 加え た も の 。 
見 る と わか る よう に 文字 領域 で は ド 
ッ ト の 比率 が ずい ぶん 違っ て いる 。 
これ を 補正 し て 縦横 を 変え , 全面 に 
プリ ント し た の が 右側 の き と ②④ だ 。 
③ は 通常 の 拡大 プリ ント ,④ は 全体 
の 輝度 を 少し 明る め に 補正 し た も の 。 


Oh!X Graphic Gallery 7 の 


特集 


活用 ハー ド デ ィ スク 8 ノリ 


パソ コン は 本 体 だ け で も 十分 に さま ざま な 可能 性 を 見 せ と の で きる 周辺 機器 の ひと つと も いえ る だ ろう 。 

て くれ る 。 し か し , 用 意 さ れ た 周辺 機器 を 接続 する こと 1988 年 11 月 号 の プリ ンタ 特集 で 運用 の た め の ひ と と お り 
に より , 思い も し な か っ た よう か 様変わり を 見 せ て くれ の 解説 を 行っ て いる の で , 今回 は も う 少 し 違っ た 角度 か 
る 。 ハ ー ド ディ スク は 記憶 装置 , すなわち パソ コン が す ら 活 用 を 試み る 。 すなわち , プリ ンタ を シス テム と し て 
で に 持っ て いる 機能 の 一 部 を 強化 する も の だ が か が, それ を 考え た と き に 「 な に か 足り な いも の は な い だ ろ うか や 」 
接続 する こと に より 得 ら れる の は , コン ピュ ー タ 環境 の 「 も っ と 自由 に 使え な い だ ろ うか や 」 と いう 希求 に 対す る 
量 的 な 変化 で は な く て , むし ろ る 質 的 な 変化 で ある 。 解答 例 だ 。 これら は , また さら に 新しい シス テム へ の 可 
ひと ころ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ が か な り 安 く な 能 性 を 見 せ て いる よう に も 思わ れる 。 引き 続き あな た 自 
っ て も ] ドラ イブ 5 万 円 程度 (5 イン チ ら 5D で ) だ っ た こ 身 で 次 な る 解答 を 導き 出し て みて ほし い 。 

_ と か ら 考 える と , 4DM バ イト 10 万 円 と いう ハー ド デ ィ ス ] 
ク ユ ニッ ト の 市 場 価格 は 驚異 的 で すら ある 。 CONTENTS 
ハー ド デ ィ スク の 場合 , や っ と よ と 気軽 に 使え る 時 代 に は な 

っ た が , X58000 で は と りあ え ず 接続 する と いう こと だ け HARD 
で も 大 間 題 と な る 。 現在 は まだ 「 な に が で きる か 」 と い DISK 
っ た こと を 考え る 段階 で は な く , それ に 至る 前 段階 を 整 
理 し て お か な けれ ば な ら な い 。 
そし て プリ ンタ は 出力 装置 と し て パソ コン 単体 で は 絶対 
に で き な い ここ と を 実現 し て くれ る 周辺 機器 だ 。 多 く の プ 
ログ ラム で 処理 の 最終 目的 と な る こと も あり , パソ コン 
の 一 部 で は な く , 対等 な 立場 か ら ビ PU を アゴ で 使う こ 


PRINTER 


賢い ハー ドア 2 


[ \ 訓 A SASI と いう Ee, 規格 と て は SC 
0 Re SI に 及び ませ ん が , IBM-PC に 採用 る れ た 


まず は ど UE a > Co 5 現在 まで の と こみ 実質 な : 電通 
SS \ \ で \ a a 
A i 規格 に な っ て いま す 。 あ まり ハー ド 的 な 抽 


中 野 修一 X60000 挫 続 じ 読 用 し た 結果 と ハー ド デ イス 2 撤 病 哲生 に 論 是 な ブロ ッ ク 秋 号 ま コマ 
中 野 修一 | 点 を まとめ て み ま し た 。 に よら ず , 論理 的 な ブロ ッ ク 番 号 


NS の > し いる だ の, 
っ うっ が NN きだ いて いつ な が る は ず 』 


5 月 号 の 使用 機種 集計 で 見 る と Oh!X 読 全 回 は ハー ド デ ィ スク の 導入 と 活用 を テ で すす 
者 の ハー ド デ ィ スク 所 有 率 が 異様 に 高い こ ー マ に 特集 を 組ん で み ま し た だ 。 が, 接続 し て を うん と も すん ども るい 
と が わか る 。 サ ンプ ル 数 1000 (無論 無 作為 を れ で は まず は 導入 編 か らい っ て み ま し が SM0NO の つなご とじ て も コネ クタ が 
抽出 ) に 対し て ,242 台 と いう 数 字 で すか ら , 2 es 境 S2E0 する 場合 きん あり ます (メー カー 
これ が ほとん ど X68000 ユ ー ザ ー と 考え る な 隊 CO に よっ て は 変換 ケー ブル を 用 意 し て いる と 
ら 実 に 57 守 に も ゃ な り ま す 。 こ の うち の か な な に が 使え る の か ころ (CM, 緑 電子 な ど ) も ある の て 店 頭 
"の 数 は オマ 次 で 向 蔵 型 の の UNCUSA(0S ~~ で 見 て コネ クタ が 違う も の は 変換 ケー ブル 
ACE-HD ユ ー ザ ー か も し れ ま せん 。 多少 デ X68000 の ハー ド デ イ スク イン タフ ェ イ の 有無 を 問い 合わ せ て みる の が よい で し ょ 
ー タ の 偏り が ある と し て も , ハー デー ド テ ィ イス ス は SCSI の 縮小 版 と いっ た 半ば 独自 の も 2 

に 関 心 を 持っ て いる 大 人 は 少な で な いと 皿 、 の を 採用 じ し て いま す (4 ニシ エエ ュ タ に し か 人 回 , ハー ド デ ィ スク メー カー の 協力 で 
人 な が ら な いう)。 しかも た ペー トス ク 人 0508 X68000 に PC-9801 用 に 市 販 さ る れ て いる ハー 


2 の ohnx 1989.9) 


パ ハードディスク 紹介 
Logitec LHD-34V 


_ 03(257)6371 


Logitec は シャ ー フ に も OEM と し て ハー ド デ ィ スク を 供給 し て い 

る 実績 の ある メー カー。 純正 の 外 付け 40M バ イト ハー ド デ ィ スク は 
供給 きれ て いな い が , きす が に X68000 と の 相性 は よい よう だ 。 オ ー 
トリ トラ クト も 備え , アク セス 速度 は か 性 能 的 に も まっ た く 申 し 分 
な い 。 

SN の NN デス ク ユ ニット は 不 ン シタ フェ イス に だ .E-1 チ ッ ジ ! を 搭 
載 し て お り , PC-9801 シリ ー ズ で 使用 する 場合 に は 2.7 倍 の 高速 転 
送 が 行え る が , 専用 イン タフ ェ イ ス の な い X68000 で は と りあ え ぇ ず 関 
係 な い 。 前面 に この チッ プ を 使用 する か どう か を 選択 する スイ ッ チ 
が つい て お り , 一 応 低速 モー ド で 使用 すれ ば 問題 は な い は ず だ が , 
実際 は 高速 モー ド ・ 低 速 モ ー ド どちら で も 動作 する よう だ 。 ただし, 
速度 は 変わ ら な い 。 

高速 モー ド が 使 を な いな ら | 上 旧型 で も あま り 変 わり は な い 。 た だ だ し , 
編集 室 で 使用 し て いる LHD-34HR (34V の ひと っ つ 前 の 型 ) で は な ぜ 
か 20 を 超え る パー ティ ショ ン が うま くく 切れ な い 。 それ 以外 は 40M バ 
イト を フル に 使う こと も で きれ ば , 小 き な パー ティ ショ ン で 区 切る 
と や し さる saDS9 で 3 あの だ で 間 本 は な ゆい 。 


特集 活用 ハー ド デ ィ スク & ブ プリ ンタ 


Itec ITE-403 


06(532)0120 


X68000 専 用 と し て 発売 きれ て いる 数 少な い ハ ー ド ディ スク の ひと 
つ 。 容量 は 40M バ イト , 実 売価 格 も 手頃 で , 平均 アク セス タイ ム も 
この クラ ス 最 高層 ペル @ た と 非 深 に コス トバ パラ ォ ー マ ンス が 高 .《⑯ 
特に 難点 の な い ハ ー ド ディ スク ユニ ッ ト で ある と いえ る 。 

X68000 専 用 ほ い うだ け あ っ て , Human で も 0S-9 で も な ん で も 動 
作 す る (当たり 前 か )。 本 体 に あわ せ て グレ イ と ブラ ッ ク の 2 色 が 用 
意 さ きれ て いる の も うれ し い 。 最近 の ハー ド デ ィ スク は PC-9801 専 用 
と し て 機能 アッ プ き され て いる こと が 多く , その 弊害 と し て 他 機 種 で 
の 使用 時 に 障害 し な る こと も 多い 。X68000 で 使う 分 に は , 分 割 使用 
を 想定 し た り 特 殊 コ ント ロー ラ へ の 対応 な どの 余計 な こと が し て な 
に は うがい に の だ 

また , オー トリ トラ クト 機構 を 採用 し て お り , 電源 電圧 降下 が 起 
こる と ペッ ド を と 2 用 ング タッ ラーン ほ 待 睦 み ん た だ た し 、 フ パ ツ RED 
ら cr- に CGC を 送っ て も シッ ゼ ピング は 行わ れ な い 。- シッピング 時 に ヘッ 
ド を 待避 する 音 が 「 カ シャ ン 」 と 響く の は いま いち 気 に な る 。 ヘッ 
ド を 機械 的 に 固定 し て いる た め と 思わ れる が ,。 ほか の オー トリ トラ 
クト 機 で は こん な 音 は し な い の だ が 。 


LL 
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ド デ ィ スク ユニ ッ ト を 接続 試験 びき る こと 
に な り ま し た 。 今 回 取り 9 上 げた も の に つい 
て は 一 部 制 限 つ き な が ら , な ん と か X68000 
に 接続 が 可能 で す 。 

を それで は , それ ぞ れ の ハー ド デ ィ スク 紹 
介 を 交 を な が ら , X68000 用 ハー ド デ ィ スク 
の 志 び 方 を 考 を 4 て み ま し ょ う 。 


容量 は 適切 か 

5 M バ イト で 始ま り , 10M バ イト , 20M 
2024. Ne 全便 の 増え て きた ハー ド 誠 玩 交 前 
で す が , 最近 は 40M バ イト が 標準 し いっ て 
いい EE SR SE ハード ディ ネス 
ク の 容量 に 特に 基準 は あり ませ ん 。OS の サ 
ポー ト し て いる 和男 囲 な ら 大 きけ れ ば 大 きい 
ほど いい の は 当然 で すね 。 

ふつ う の Human が 一 度 に 管理 で きる の は 
0 導 N204s6C EL すし か し , ハード デ ィ 
スグ 柱 s9G は 1 右 を 分 割 し て 使用 する こ 


と も で きま すか ら , 40M バ イト 以上 の ハー 
ド デ ィ スク で も 簡単 に あき ら め て は いけ ま 
せん 。 今回 は 80M バ イト ,140M バ イト の ド 
ライ ブ も 扱っ つて み ま し た 。 きら に 6 月 号 で 
紹介 し た ハドソン の 384M バイ ト の も の も 
あり ます が , 個人 で 使え る 値段 で は な い の 
て で いこ で は は ず じ て お きま したら 必要 な 6 
ば 1989 年 6 月 号 を 参照 し て くだ きい 。 

選択 時 の 問題 は 予算 と の 兼ね 合い に 尽き 
ます 。 ハ ー ド ディ スク は 容量 が 大 きけ れ ば 
速く 値段 も 高く な る も の で すか ら , か な 
まっ て も まう と ろ て し じょう 。 現 欄 で は 
時 準 的 な 40M バ イト の も の を 選ぶ の が 無難 
な と ころ で す 。 ふ つう の 人 人 に は 特に 高い も 
の は 必要 あり ませ ん 。 

し か し , 接続 で きそう な 安く て 遅く て 小 
きる な ハ ー ド ディ スク が あっ た 場合 な 6 少し 
考え て も よい か も し れ ま せん 。 容量 が 小 き 
6 っ を を 衝 い も て で て は コン ビュ 地 補 の 
環境 が まっ た だ たく 変わ っ て し まい ます 。 最初 


うち は 容量 を 気 に す る こと も な いで し ょ 


Ny 


し か し , 使い 込ま れ , 残り 容量 が 2 M バ 
イト を 割っ だ ハー ド デ ス ネス スク と いう の は シラ 
ロッ ピー ディ スク より も 悲惨 な アク セス 速 
度 と な り ま す 。10M バ イト は いつ で も 使え 
る と いう くら い の 余 裕 を 持っ た 使い 方 が ハ 
ー ド ディ スク を 快適 に 使う コツ で す 。 容量 
が 少な く て な っ だ ら バ バックアップ を と り , 中 
身 を 整理 し ます 。 こ の と き ハ ー ド ディ スク 
を ネネ = きた に お な な し て ジア テイ 沙 委 帆 に 
入れ な お せ ば 速度 が 復活 し ます 。 


速度 は 十分 か 


ハー ド デ ィ スク は 速い ほう が いい に に 決ま 
っ て いま す 。 速度 は 平均 アク セス 速度 , 転 
送 速度 と いっ た も の で 表 る れ ま す 。 平均 ア 
クセ ス 速 度 は 一 般 的 に 見 て 小型 ディ スク の 
ほう が 速く な り ま す 。 こ れ は ヘッ ド の 移動 
特集 7 機種 接続 & 総 チェ ッ ク 27 


ハー ド デ ィ スク 紹介 
緑 電子 DAX-HS5V 
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横 置 き タ イプ の 40M バ イト ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト 。 特に 間 題 点 
は な く , Human で も 0S-9 で も 自由 に 組み 込め る 。 抜 張 用 ドラ イブ 


の 機能 も 持ち , 装置 番号 は 0 一 9 に 変更 可能 。 


最近 の ぉ の に 比べ て や や アク セス 速度 が 遅い の が 少し 気 に な る が , 
平均 アク セス 速度 は 性 能 表 で 


を それ 以外 に は まっ た 〈 く 問題 点 は な い 。 
は 40ms, マニ ュ ア ル の 冒頭 で は 65ms と な っ て いる ( 表 1 で は 性能 
表 の ほう を 参考 に し た )。 また , 性 能 と は 関係 な いけ ど , 明る い 緑 と 
赤 の LED が と っ て も 綺麗 。 

サー ビス コン セン ト を ひと つ 持 っ て いる が これ は 増設 用 の DAX- 


H6 専 用 の ぉ の 。 を の ほか の 用 途 で の 使用 に は 動作 保証 きれ て いな い 。 
横幅 は X68000 (PRO 以 外 ) と ほぼ 同じ 。 こ の ハー ド デ ィ スク の 上 


に X68000 本 体 を 置き , 隣 に 21 型 ディ スプ レイ を 並べ る と ちょ うと どい 
本 7 たる に きのう か と イア ブウ トト は 多少 部 芋 だ が 。 この ハー ド 


ディ スク は も と も と 同型 の ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト を 上 に 積み 上 げ 


る よう に 設計 る れ て いる の で , 電磁 気 な どの 問題 は あま りな いと 選 


ラン ドン ピ ビュ だ タダ 上 LEDM:148 
谷 06(304)84g4 


いか に も へ ビー デュ ー テ ィ と いっ た 感じ の 40M バ イト ハー ド デ ィ 
スク ユニ ッ ト 。 平 均 ア クモ セス 40ms で オー トリ トラ クト 機構 を 備え る 。 
オー トリ トラ クト と いっ て も , 一 般 的 な 電圧 降下 に よる ヘッ トド 待 
避 機 構 で は な く 〈,2.5 秒 以上 アク セス が な いと 自動 的 に ヘッ ド を シッ 
ビン グ ゾ ー ン に 待避 する と いう 設計 に な っ て いる 。 不意 の 地震 な ど 
で も 比較 的 安全 に 作業 が で きる と いう こと だ ろう か 。 電源 を 切る 場 
合 に は 最終 アク セス か ら 2.5 秒 以上 間 を お く こ と が 必要 (X68000 か 
ら ctrtC で シッ ピン グ す る こと も ゃ 可能 )。 実際 に 使っ て みる と , な ん 
ら か の コマ ンド を 使っ た と き , その コマ ンド が 起動 し た あと , 少し 
間 を お いて も う 一 度 デ だ ィ ス クア クセ ス が 起き る 。2.5 秒 と いっ て も は 
と ん ど 直 後 し いう 感じ だ 。 慣 れれ な いと な ん と な く 不 自然 に 感じ る か 
も ほれ な い 3 

面白 い の は ライ ト プ ロ テク ト 機 能 を 持つ と た いう こと 。 デ イス ク 全 
体 に し か 指定 で き な い が , 電源 スイ ッ チ と な る キー を W.P. の 位置 に 
する こと で ハー ド デ ィ スク へ の 書き 込み を ハー ド 的 に 禁止 で きる 。 


われ る 。 省 スペ ー ス と いう の も 外 付け ハー ド デ ィ スク の 重要 な ポイ 


SG たち 


開発 中 の プロ グラ ム の 務 走 で デー タ を 失っ た り 人 為 的 な デー タ 破 壊 


を 未然 に 防ぐ こと が 可能 だ 。 


量 が 違う た め 起 こる 物理 的 な 傾向 で す 。 
平均 アク セス 速度 が 28ms だ と 確か に 使っ 
て YE を ジス ポン シス が 東 ぶ よう に 感じ ます 
が , 具体 的 に どの 程度 違う の か は は っ きり 
し ませ ん 。ACE-HD の 内 蔵 型 が 80ms, で は 
最新 の 28ms ド ライ ブ が 3 倍速 いか と いう と 
の いあ です 

また 。 ハ ー ド ディ スク の 速度 は ドラ イブ 
ユニ ッ ト の 基本 性 能 だ け で だ な く , 
ー ラ の 性 能 に よっ て 変わ っ て きま す 。 

bi の に まつ 沈 は ーー 諾 読み 昌 だ デー タ 
を キャ ッシュ メモ リ と いう 内 蔵 RAM に 作 
存 し , 書き 込み な し で 同じ 領域 を 呼び 出 き 
れ た ら , ディ スク を アク ゼ セス ズ せ す はご の 守 
ャ ッシュ メモ リ か ら 呼 び 出 し て 高速 転送 す 
る と いう 機構 を 備 を て いま す 。 実際, ディ 
スク を 使用 する 場合 , 同じ 領域 を 何 度 も ア 
クセ スス を ささ お が 光ら の で すず 。 ご の め の よ が な 
キャ ッシュ 搭載 機 は 同じ スペ ッ ク の 機械 よ 
りか な り 高 速 に 感じ られ ます 。 
22 onhix 1989.9. 


コン ドロ 


また , 最近 の PC-9801 専 用 の ハー ド デ ィ 

ク に は 高速 化 の た め 専 用 の イン タフ ェ イ 
ス で し か ヵ か 動作 し な いも の も ある よう で す の 
で 注 窟 じき まじ まう 


その 他 の 注意 


を の ほか . ハー ド デ ィ スク を 導入 する 際 
に 考 應 すべ き 点 を まとめ て みる と , 
@OS- 9 で の 使用 が で きる か 

0S-9 で は ディ スク の 管理 が Human & は 
違い ます か ら , Human で 動い て も 0S-9 で 
は 動か な が いひ と いう こと が あり ます 。 今 回 試 
験 し た ドラ イブ で も いく つか の も の は OS- 
9 で の フォ ー マ ッ ト が で きま せん で じ た 。 
Human に 比べ フロ ッ ピ ー デ ィ イス ク の アク セ 
ス は 遅い の で , OS-9 で ある 程度 の こと を し 
ょ る と ずる と ハー ド デ ィ スグ は 必需 品 を び 
だ ます か ら 。 と れ は 贅 念 で す 。 

た だ し , OS-9 を 使わ ず Human の みて 使 


う 分 に ほ ま うく 問題 あ ぼ ま ぜん か が ら 。“ こ 
れ だ け で その ディ スク が 使え を な いと 考え る 
の は 早計 で す 。 
@X68000 本 体 の バー ジョ ン に よる 障害 ? 
ICM 製 の ドラ イプ エニ ッ ド で ときどき 発 
生じ まず 。 ディ スク アク セス の 途中 で エラ 
ー が 発生 し プロ グラ ム の 実行 が 停止 する の 
で す 。 基本 的 に ハー ド デ ィ スク まわ り の 回 
路 は 変更 きれ て いな い の で す が , ACE,PRO, 
EXPERT で は 大 丈夫 な の に 初代 X68000 で 
は 少し 間 題 が ある よう で す 。 

る ⑧ 分 割 使用 に つい て 

一 部 の 機種 に は 40M バ イト の 領域 を 20M 
バイ ト 2 つ は に 分 割 で きる も の が あり ます が , 
これ は MS-DOS 上 の アプ リケーション の な 
か に は どど グル し で も 2 の が が テ ド の 9 才 ス ク を 
必要 と する も の や 20M バ イト 以上 の 人 容量 で 
は うま くく 動作 し な いも の が ある ため つ けら 
れ た モー ド で す 。Human で 使っ て いる 限り , 
あま り 関 係 が あり ませ ん 。 この 機能 を 使っ 


ハー ド デ ィ スク 紹介 
ICM STRIDE SR-80 


06(6547)2008 


80M バ イト の 容量 を 持つ 大 容量 ハー ド デ ィ スク 。 た だ し , 通常 め 


イン タフ ェ イ ス を 使う 限り で は 40M バ イト 2 基 ほ し て し か 使用 で き 


な い (と いう より FORMAT コ マン ド の 問題 か ? )。 し か し , 実質 的 
に は 40 バ イト を 超え る ファ イル を 扱わ な い 限 り 40x 2 で も , 使い 勝 
手 な ど で 問 題 に な る こと は な い だ ろ う 。 

通常 。 ハー ド デ ィ スク の 転送 速度 は 5Mbit/s な の だ が , この 機種 
- で は 10Mbit/s の 転送 速度 を 実現 し て いる 。 その た めか , 40M バ イト 
の 領域 確保 な ど を 行っ て も 他 機 種 よ り 数 段 速 い 。 ア クセ ス 速 度 も $ ト 
ッ プ クラ ス , 本 体内 に キャ ッシュ メモ リ (40K バイ ト ) を 内 蔵 し , 
る ら に 高速 化 を 目指 し て いる (キャ ッシュ の 使用 に 特殊 な 操作 は 不 
要 )。 “ 
_ 難点 は 0S-9 で FORMAT で き な い こと 。 さ きら に 旧型 機種 で は 動作 
( が 不安 定 な こ と 。 初期 型 の X68000 以外 で Human を 使用 する な ら 間 
是 は な い 。 ま だ , ICM の ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト は ハー ド デ ィ スク 
側 の ユネ クタ に 特殊 な も の を 使用 し て いる の で X68000 と 接続 する と 
き に は , 変換 用 の ケー ブル (HD-3020-01 : 税別 7,500 円 ) が 必要 と 


特集 活用 / KS: 


ICM LESAGE 5040HS 


065(647)2008 。 


横 置 き 40M バ イト タイ プ ' の ハー ド デ ィ スク 。 こ の 機種 も 本 体内 に 


キャ ッシュ メモ リ を 内 蔵 し て いる 。 な ん と 標準 で 1M バイ ト ,。 最大 
_6M バ イト ま て 拡張 が 可能 だ 。 こ れ ら の キャ ッシュ は ご く ふ つう に ハ 
ー ド ディ スク を アク セス する だ け で 内 蔵 の コ ユ コント ローラ が 勝手 に キ 
ャ ッシュ を 見 に いっ て くれ る の て 使う 側 は 余計 な こと を な に も 考え 


る 必要 は な い 。 転送 速度 は ご く 一般 的 な 5Mbit/s な が ら , 平均 アク 
セス 速度 は 28ms と 高速 。 大 容量 の キャ ッシュ を 考え あわ せる と クラ 
ス 最 高 の 高速 性 を 持っ て いる と いえ よう 。 
_ 注 意 点 は 前 述 の STRIDE と 変わ ら な い 。OS-9 で の 使用 と 旧 機 種 
で の 使用 は あき ら め だ ほう が いい 。 ま た だ , これ も 専用 の コネ タタ を 
採用 し て いる の で X68000 と の 接続 に は 別売 り の 専用 ケー ブル (STRI 
DE と 同じ も の ) が 必要 と な る 。 

その ほか , ICM の ハー ド デ ィ スク マニ ュ ア ル は 非常 に 力 が 入っ て 
いる 。 大半 は X68000 ユ ー ザ ー に は 不要 な マニ ュ ア ル (MS-DOS で の 
注意 な ど ) な の だ が 。 ハ ー ド ウェ アマ ニュ アル だ け で も 94 ペ ー ジ の 
ボリ ュー ム が あり , 内 容 も わか りや すい 。 使用 機種 と 用 途 が 限定 き 


な る 。 購入 時 に メー カー に 問い 合わ せ て みて ほし い 。 


て 分 割 し た ディ スク は 単に パー ティ ショ ン 
を 切っ た 領域 と 違い , 別々 の 装置 番号 が 割 
= まま 


導入 編 の まとめ 


今回 テス ト し だ ハードディスク で X68000 
に 接続 で き な か っ だ た も の は , キャ ラベ ル デ 
ー タ シス テム の CA-40LG (24 ペ ー ジ の カ ュ 
ミ 参照), 緑 電 子 の LittleB シ リー ズ お よび 
POKEDY シ リー ズ , コ ンピュータ リサ ー チ 
の CRC-MH4 な ど 。 こ の うち キャ ラベ ル の 
も の は 最新 の 3.5 イ ンチ 版 で す が , 旧型 の 5 
イン チ 版 は ユー ザー の 和 野 雅彦 氏 に よっ て 
Human, OS-9 な ど 問 題 な 〈 く 動作 す る こと 
が 確認 S ミ れ て いま す (H540S) 。 

そして, 今回 は 特に 取り 上 げ ま せん で し 
だ が 。 純正 ドラ イブ (内 蔵 型 ) は も ちろ ん 
な に も 問題 な く 動 作 し ます 。PRO, EXPE 
RT に し か 使用 で きま せん が , コス トメ パフ 


れる の が 残念 だ 。 


ォ ー マ ンス は そう 回 て で あり ませ ん 。. 矢 点 と 
NRN MM 
ょ うか 。 な ん と いっ て も 絶対 的 な 省 ス ペー 
ス が 可能 に な り ま す 。PRO,EXPERT ユ ー 
3 8 
> 
ネ * * 

今回 試用 し た の は 山 ほ ど あ る ハー ド デ ィ 
スク の ほん の 一 部 に すぎ ませ ん 。 す で に 他 
社 の ハー ド デ ィ スク を 使用 し て いる 方 は ぜ 
ひび 編集 室 まで 情報 提供 も お 願い し ます 。 
続い て 活用 編 で す 。 導 入 し た ハー ド デ ィ 
スク の 有効 利用 を 考え て み ま し ょ う 。 


HAIM デ ィ ス ク の 有効 活用 


まず , X68000 本 体 を 1 M バ イト メイ ン メ 
モリ の み で 使っ て いる 方 は ハー ド デ ィ スク 


導入 より 先 に 2 M バ イト に 増設 する こと を 
お すす めし ます 。1M バ イト の RAM が あれ 


ば ほとん と の チイ た が な 一 ショ ン は 走 U ま 
す 。 しかし, 使用 環境 を 整備 し よう と する 
と どう し て も RAM が 足り ませ ん 。 特 に ハ 
ー ド ディ スク を 接続 する と な に か と メモ リ 
を 4 月 信じ し で も まゆ ます > 

さて , ハー ド デ ィ スク の 普及 と と も に 編 
集 室 で は 辞書 を 々 RAM ディ スク に 載せ る の 
を を やめ が 坦 て kk 素 束 を を は で EE 
いる か と いう と ハー ド デ ィ スク に 辞書 用 の 
パー ティ ジョ め を 設定 に て や る の で 流 。 

RAM デ ィ ス ク は 200 一 300K バイ ト に と 
ど め , 通常 の 作業 は ほとん ど RAM ディ ス 
人 ます は フッ ー ボ デア ネス グ 人 で 補 る 
SeGIRAINEL が オス ク グ ク で や る で きか 
し っ か り 把 握 し て お け ば , どちら も ぉ 最大 限 
の 力 を 発揮 で きま す 。 

メタ メード ディ スク に いつ な に が 書き 込ま れ 
て も か まわ な い 領 域 を 設定 する な どす れ ば , 
RAM ディ スク は 思い 切っ て 小 る きめ に で き 
る も の で す 。 を の 空い た 分 を メイ ン メ モリ 


特集 7 機種 接続 & 総 チェ ッ ク グフ 
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AFTER HEPOHT OF THE TEST 


今回 チ を スト し た ディ スク の うち , X68000 専 用 と 明記 し て ある も の 以外 
. は , すべ て PC-980I 用 と し て 出荷 され て いる ユニ ッ ト を 使用 し て いま す 。 
表 | に これ ら 7 機種 の 基本 的 な スペ ッ ク と X68000 で 使用 する 際 の 基本 的 
な 注意 点 を 挙げ て お きま し た が , これ も 完全 に 動作 が 保証 され た も の で 
は あり ませ ん の で , アプ リケーション や 使用 条件 に よっ て は な ん ら か の 
問題 が 生じ て くる 可能 性 も あり ます 。 ま た , これ ら の 内 容 は 本 誌 が 独自 
に 調査 し た も の で あり , メー カー に よっ て 保証 され た も の で は あり ませ 
ん 。 く れ で ぐれ も 注意 が 必要 で す 。 
ここ で 取り 下げ だ に WI ド の 多く は ライ ン ア ス と し て 列 容 乾 の 製 
品 を 持っ て いま す 。 今 回 は コス ト パ ラ ォ ー マ ンス の も っ と も 高い と 思わ 
れる も の を 紹介 し まし た が , 用 途 に あわ せ て 同系 列 の ドラ イブ を 検討 し 
て みる の も よい で じ 表 あ 。 7 
な お , 今回 の 特集 に は 間に合い ませ ん で し た が , これ ら 以 外 に も 
テム か ら X68000 専 用 の ハー ド デ ィ スク ユニ ッ et 
いま す 。 こ れ で サー ド パ ー テ ィ に よる X68000 専 用 機 と し て は 4 台 目 に な 
り ま す 。 や は り , メー カー に よっ て 動作 が 保証 され て いる と いう の は 大 
事 な こ と で すか ら , こう いっ た 動 さ は お お い に 歓 迎 す べき で すね 。 
また , 今回 接続 で き な か っ た キャ ラベ ル の CA-40LG は X68000 用 に 特殊 
フォ ー マ ッ ト を 施し た も の も 用 意 さ れ て お り , それ を 使う と Human68k 
で な ら 間 題 な く 動 作 す る よう で す 。 た だ し , 特殊 な が フォー マッ ト の た め , 
ユー ザー に よる 再 フ ォ ー マ ッ ト が で きま せん の で 注意 が 必要 で す (よっ 
て 0S-9 不 可 )。 
今回 紹介 し た ハー ド デ ィ スク の 多く が PC-9801 の 横 に 置い て 使う こと 
を 前 提 に され て いま す 。X68000 の 横 に 並べ る に は , デザ イン 的 に も 多少 
の 工夫 が ほし いと ころ で す 。X68000 の マン ハッ タン シェ イプ は 本 体 と デ 
ィ ス プレ イ だ け で 完結 し て お り , も は や 横 に ハン パ な も の を 置い て も 絵 
に な り ま せん 。 ハ ド ソ ン 製 の 384M バ イト ハー ド デ ィ スク な ど は , ドラ イ 
ブ 自 体 は 筐 体 の 下 半 分 で 収まる の に , わざ わざ 拡張 |/O ボ ックス と 大 き さ 
を 揃え て いま し た し ね 。 専 用 機 が 出 て くる の な ら , 性 能 だ け で な く デ ザ 
イン に も 気 を 配っ て ほし いも の で す 。 ! 
ハー ド デ ィ スク の 普及 率 が あがれ ば , それ に 対応 し た アプ リ ケ ー シ ョ 
ン な ども 期待 で きま す 。 こ の 記事 が 皆さん の ハー ド デ ィ スク 活用 の 手 助 
け に な れ ば 幸い で す 。 
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140M バ イト で 20 万 円 吾 ほ と いう 非常 に コス トマ パフ ォ ー マ ンス の 高い 
大 容量 ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト 。 接続 に は ハドソン か ら 出 て いる S 
CSI ボー ド , 動作 に は Human68k ver2.0 以上 お よび , SCSI 用 デバ 
イス ドラ イ バ が 必要 。 こ ちら に つい て は シス テム ショ ッ プ ハドソン 
に 問い 合わ せ て みて ほし い 。 まず, BIND コ マン ド で FORMAT.X 
を 拡張 し て SCSI デ バイ ス 対 応 の も の を 作成 し て むき, フォ ー マ ッ ト 
時 は ハドソン 製 の 384M バ イト の 大 容量 ディ スク を 指定 し て 140M バ 
イト の 領域 を 確保 する (マニ ュ ア ル 上 の 容量 に 科 22 て 人 電 6 
SCSI 用 の デバ イス ドラ イ バ が 必要 な の で 
9 に は 対応 で き な い 。 

夫 体 は 3 つの ブロ ッ ク に 分 か れ , ディ スク ユエ ニット, 電源 , コ ント 
ロー ラ か ら な る 。 将来 的 に は スト リー マ な ども 内 蔵 で きる よう に 設 
庄 Do の こう で の 分 代休 は 内 きく な つて も しま っ て いる 。 

この 140M バ イト の タイ ププ (ほか に 80, 300, 600 の シリ ー ズ が ある ) 
は HDQ シ リー ズ の な か で も っ と も 遅い も の だ が , それ で も 速度 的 に 
は ほか の ハー ド デ ィ スク より 優位 に ある 。 従来 の パソ コン 用 と は 一 
線 を 画す , 本 格 的 な か ハードディスク ユニ ッ ト だ 。 


に 当て て や れ ば , か な り 自 由 で 快適 な 環境 
が 構成 でき ます 。 


ハー ド デ ィ スク 関係 の 本 を 読む と , 回 転 
が 止ま り 空 気 の 流れ が な く な る と ヘッ ド が 


後 の 力 を 振り 絞っ て 自動 的 に ヘッ ド を 最 内 
周 に 待避 する と いう オー トリ トラ クト 機能 


テイ スク クラ ッシュ に つい て 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で は 磁気 ヘッ ド と 磁 
性 面 が 直接 接触 し て 信号 の 読み 書き を 行い 
ます が フロッピー ディ スグ の 10 倍 以上 の 
回 転 速度 を 持つ ハー ド デ ィ スク で この よう 
な こと を 行う と ディ スク が 傷 ぜ ば ら け に な っ 
穫 3 ボ や ます 5 バー ド デ オ スク で は ペッ ド は 
磁性 面 か ら 浮 いて お り , 常に 非 接触 で アク 
モス を 行い ます 。 で すか ら , 通常 の 使用 状 
MC 村 。 ハ バ ー ド ディ スク 信吉 ツ ゼー ディ 
スク より も は る か に 安全 な 記憶 装置 な の で 
ue 

じ し か 上 浮い て いる と は いえ ペギー と 
磁性 面 の 間 は ミク ロン 単位 で し か あり ませ 
ん 。 衝撃 が 加わ る と ヘッ ド は 磁性 面 に 接触 
に デューダ を 胡 填 じ て じ し ま の ます 。 
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磁性 面 に 密着 し て し まい , デー タ を 破壊 す 
る の で 必ず ハー ド デ ィ スク の 使用 後に は へ 
ポポ を シッ ゼ み メグ ヅ ゾーン と いう を ご が に 待 
避 す る こと が 必要 だ と 書い て あり ます 。 
ふつ う は 衝撃 を 与 を な い 限 り , ヘッ ド を 
待避 し な く て も それ ほど 問題 は な い は ず な 
の で す が , 昔 は ディ スク の 電源 を 切る た び 
に 確実 に 1 クラ スタ ずつ ディ スク を 破壊 し 
て いき , ある 日 突然 起動 不能 に な っ て 使用 
者 を 稀 が ザ ぜ を を いう グロ シア ジル ー レ ッ ト の 
よ ? な 機種 が あり まし た 。 
近 は きす が に こう いっ た だ こと ちと 枝 放 で な 
NE 


に ハー ギ デ ィ スク の シッ ピン ダグ を 行う の で 


本 体 。 ハー ド デ ィ スク の 順に 電源 を 落と せ 
ば まず 間違い は あり ませ ん 。 

さら に 電源 を 切っ た り , 停電 な どぶ で 電圧 
が 下がっ だ りす る と , 電源 が 切れ る 前 に 最 


を 持っ た 製品 も 増え て いま す 。 

C 居 アッ ピン シグ し おけ ば ハー ド デ ォ スズ 
ク 層 安全 が と いう と , で れれ も 考 を 方 だ い 
と いっ た だ と ころ で す 。. ICM の マニ ュ ア テル が 
らら 用 も で 人 まま も まう:。 

「 ま だ た だ,『 シ ッ ピ ング ゾー ン に 移動 きせ る 』 
と いう 考え 方 に つい て も 弊社 は あま り 積 極 
人 に 推奨 は し ませ ん 。 ス トッ プ キ ー を 押す 
ご と に よっ つて 。 ペッ ド が ッ 2 ググ ジテ ン 
に 待避 し て いて も , 強い 衝撃 を 与 を れ ば へ 
ッ ド が 磁気 媒体 に 衝突 し 『 ダ スト 』 と 呼ば 
れる 磁気 粉末 を エンクロージャ 内 に 飛び 散 
ら せ ま す 。 そし て 。: こ の ダ ズ ド は 確 還 時 の 
ー ド ディ スク の 性 能 劣化 に つなが り , 故障 
の 発生 確率 を 高め ます 。 シ ッ ピ ング ソ ゾーン 
に その だ び ぴ ご と も 移動 きせ や 紀 く て も ご まさ た, 
少々 の 衝撃 が 与え られ て も 障害 を 起こ さき な 
い ハ ー ド ディ スク ユニ ッ ト の 実現 が 根本 で 


表 1 各社 ハー ド デ ィ スク 一 覧 


ある と 考え て いま す 」 

と ,。 この よう に 書い て あっ て も , 同じ マ 
ニュ アル に 電源 OFF 時 に は ヘッ ド を シッ ピ 
ング し て くだ さい と 書 いて ある の で すか ら , 
富 妹 が シッ ピン グ を し な いよ り は し た だ は 25 
が Mae の て も ょ 』. う 。。 あ る つう の ハー ド デ ィ ス 
ク で は シッ ピン グ エ リ ア は ヘッ ド の 耐震 性 
を 増す よう な 設計 に な っ て いる よう で す 。 


HumanVe. で の 注意 


も と も と ハー ド デ ィ スク は 規定 の 容量 以 
上 の 容量 を 持っ て いま す 。 ま た , 出荷 時 す 
で に いく つか の 欠陥 トラ ッ ク を 持っ て いる 
こと も 考え られ ます 。 規定 以上 の 部 分 は , 
これ ら の 予備 と し て 使わ れる よう に 設定 き 
れ だ た 部 分 な の で す 。 

で すか ら , 少々 欠陥 トラ ッ ク が あっ て も 
使う た びに 増え だ た り し な い 限 り 欠 陥 品 で は 
あり ませ ん 。OS も それ を 考慮 し て 欠陥 トラ 
ッ ク が あっ た 場合 ,、 フォー マッ ト 時 に 代替 
トラ ッ ク と いう 部 分 で 代用 する よう に 領域 
を 確 休 し て いき ます 。 こ れ で 見 掛け 上 ちゃ 
ん と 欠陥 トラ ッ ク の な い デ イス ク の よう に 
動作 し ます 。 

と ころ が HumanVer2.0 の FORMAT ュ 
マン ド で は , た ま に こ の 代替 トラ ッ ク の 割 
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り 当て に 失敗 する こと が あり ます 。 使っ て 
いて どう し て も お か し いよ うな ら 6。 一 度 Y 
6GF1.0 で プ ォ ーー マッ トト し や あし て みる よ よ い 
て し よう 。 

最後 に DIR コマ ンド の 高速 化 に つい て 。 
20M バ イト で は あま り 気 に な ら な い の で す 
が 。 Human で ハー ド デ ィ スク の ディ レク ト 
リ を と る 場合 , た と えば EXPERT-HD の 
40M バ イト ディ スク で は DIR コ マン ド 実 行 
後 , カー ソル 点滅 3 回 分 の 間 わ お いて ディ 
レク トリ が 表示 る れ ま す 。 フ ロッ ピー デイ 
スク な ら 暁 時 に 表示 し て いた も の が な ぜ か 
導く な が っ て いま す 。 

これ は デイ レク トリ 表示 の 際 に ディ スク 
の 空き エリ ア な ど を 表示 し て いる だ めで す 。 
せっ が かく 〈 高速 HDD を つけ , TurboConsole 
な ど で て で 表示 を 高速 化し て も, これ で は 悲し 
く 〈 く な っ て し まい ます ね わ ね 。 

そこ で 高速 DIR 用 の 変更 あや っ て み ま し 
だ 。 こ れ は シス テム の 書き 換え で す の で , 
あく まで も 自分 の 責任 に お いて や っ て くだ 
きい 。 command. xVer2.0 の 場合 , 3CADnu 
バイ ト 目 か ら の FEF36 を 7000 に 書き 換え ま 
す 。 バ パー ジョ ン に よっ て 違い が ある か も し 
れ な い の で , 必ず 確認 する こと 。 

これ で ディ レク トリ が ノー ウェ イト で 表 
8 きれ る うち な り ま し た だ 。 た だ し 。 デ ォ 
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スク の 使用 量 と 残り 容量 の 表示 が 0 に な っ 
て し まう の で 注意 。 


まとめ に か えて 


CC コンパイラ, の sSTAFF, PrintShop な 
ど , 大 き な ア プリ ケー ショ ン で は ハー ド デ 
ィ ス ク を 使わ な いと 使い づら いこ と も あり 
ます 。 最 近 は ハー ド デ ィ スク 対応 の ゲー ム 
まで 作ら 5 れる よう に な り ,。 ハー ド デ イ スク 
の 用 途 も 広がっ て いま す 。 
ハー ド デ ィ スク を 導入 する と いう こと せ は, 
自分 自身 の 環境 を 作る と いう こと で す 。 こ 
れ は , 単に ちょ っ と 大 き な 外 部 記憶 を つけ 
だ と いう だ り て は あり ませ ん 。 か と いっ て 。 
も 5 の すご 《 大 き な 主 記憶 を 得 た わけ で も あ 
り ま せん 。 使い 方 し だ いで 非常 に 便利 な も 
の に も な り ま すし , 使い 方 を 議 る と 逆 に う 
っ と うし い 存 在 に な る か も し れ ま せ 4 ん 。 
思考 錯誤 を 繰り 返し て シス テム を 構築 し 
て いで こと 計 実 は と て も 楽し に こと で す 。 
バッ クア ッ プ を し とり , 中 身 を 整理 し て いく 
だ びに , . 使 いや すい シス テム に な っ て いく 
の が よく わか り ま す 。 こ れ も パ ソコ ン の 
し み 方 の ひと つか も し れ ま せん ね 。 を それ で 
は , ハー ド デ ィ スク に よる 新 環 境 を いろ い 
みろ と 楽し ん で みて くだ る い 。 
特集 7 機種 接続 & 総 チェ ッ ク の 5 


四角 い 箱 の 中 映 


外部 記憶 装置 し いう の は , デジ タル 信号 
だ ら け で いっ だ いな に を し て いる か わか ら 
な い コ ンピュータ の な か で は , 珍し 物理 
的 な 動き を 伴う 装置 で す 。 それ だ け に , 一 
般 の 人 の コン ピュ ー タ と いう も の の イメ ー 
ジ の 多く は , 外部 記憶 装置 と いっ た も の で 
あっ た よう で す 。 昔 の 映画 や マン が ガ な ど で 
は , 吐き 出る され な た 紙テープ を 両手 で 広げ て 
「 大 変 ど ……」 な ん て 吾 詞 を し ゃ べ で っ て い 
る 場面 が あっ だ た り し て , 四角 い 鉄 の 箱 の な 
か で , 磁気 テー プ が グル グル と 回 っ て いる 
の が コン ピュ ー タ で ご ざい と ば か り に 大 き 
な 顔 を し て いま す 。 

紙テープ な ど は いま だ に 大 学 の 実 百 な ど と 
で 使わ れる こと も ある よう で す が , さす が 
に 人 間 が ノリ と ハサミ で 修正 で きる よう な 
超 低 記 録 密度 し いう の も る る こと な が ら , 


1 ハー ド デ ィ スク の 内 部 構造 
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最近 , 注目 の 度合 が 増し て きた ハー ド デ ィ スク 。 しかし, そ 


ポテ トチ ッ プ を 1 週間 も 出し っ ぱな し に し 
て お いて も 美味 し 〈 食べ られ る よう な 環境 は 
望む で くも な い 日 本 で は , メデ ィ ア 目 体 の 
伸び 縮み も 問題 で 雨 の 日 用 の テー プ な ん 
て いう も の が 必要 だ っ た り と , 使い 勝手 の 
面 で は あま り 関 わり た く な いし ろ も の で し 
cs 

一 方 , 磁気 記録 の ほう は 確実 に 発展 を 遂 
げ て いま す 。 大 容量 を 誇る 磁気 テー プ は , 
ハー ド デ ィ スク の バッ クア ッ プ 用 と し て は 
いま で も し っ か り 使わ れ て いま す 。 こ の 磁 
気 テ ー プ は , 容量 は 大 きい も の の 頭 か ら テ 
ー プ を 巻き 取り な が ら 読 むし か な い の で て, 
目的 の デ ダー タ に あり つけ る まで の 時 間 が か 
か り ま す 。 こ れ を 改善 し た の が 磁気 ドド ラム 
で , 円 筒 を 回 転 き せな が ら , その 表面 に 記 
録 し て いく 形式 の も の で す 。 円 筒 を 一 定 の 
回 転 数 で 回 し て ぢ おい て, ヘッ ド を 回 転 軸 と 
平行 に 移動 すれ ば よい と いう わけ で す 。 
磁気 ドラ ム は 円 筒 の 表面 し か 利用 で き な 
い の で , 占有 する 空間 の 割 に は 容量 が 上 げ 
られ ませ ん 。 半径 を 2 倍 に する と 円 周 は 2 
倍 に な り ま すか ら 容 量 も 2 倍 弱 くら い に は 
で きる の で す が , 逆 に 底面 積 は 4 億 に も な 
っ て し まい ます 。 それ に , ドラ ム の な か は 


磁気 ディ スク 
ベー スプ レー ト 


スピ ンド ル 機 構 


の 箱 の 中 身 の 実 態 ま で は , そう 簡単 に 知る こと は で きま せん 。- 
そこ て で, 基本 的 構造 か ら 仕 様 解説 , あれ や これ や を 詰め 込 
ん で 徹底 解説 を お 届け する こと に し まし ょ う 。 


まっ た だ く 無 駄 な 空間 と な っ て し まい ます 。 

これ を レコ ー ド の よう に 円 毅 ( デ ィ ス ク ) 
の 表面 に 記録 する よう に すれ ば , 空間 が 有 
効 に 利用 で どき る で は な いか と いう の が 磁気 
ディ スク 装置 の 考え 方 で す 。 磁 気 デ ィ ス ク 
は , ヘッ ド と ディ スク を 分 離し た も の と , 
一 体 に し た も の に 分 けら れ ま す 。 

前 者 の 代表 は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で し ょ 
う 。 以 前 は 大 き な デ ィ ス ク パ ッ ク を 使っ だ 
ハー ド デ ィ スク も あり まし だ た が , いま で は 
まず 見 掛け る こと は あり ませ ん 。 直径 が 60 
セン チ も ある くせ に 10 メ ガ く らい し か 入ら 
ず , 電源 も 入れ る と し ば らく フィ ル タ を 通 
し た 空気 を 循環 きせ て か ら お も むろ に 動き 
出す と た いう や っ か いな し ろ も の で , デカ イ , 
重い 。 うる きる きい, オマケ に 大 飯 (電気 ) 喰 
らい で あり まし た 。 光 磁気 ディ スク も 前 者 


の タイ プ で す が , こち ら は 小さ い , 静か, 
軽い 。 少食 , その うえ 容量 は ハー ド デ ィ ス 


ク 10 台 分 と , 技術 の 進歩 を 見 せつ け て くれ 
て る すす 

一 方 , 後者 の 代表 は な ん と いっ て も ヘッ 
ド と ディ スク を 一 緒 に し て 密封 し た ( 俗 に 
ウイ シ チ ェ スタ ー と 呼ば れる こと も あの っ 
た だ た) の パー ド デ ィ オス みて す 。 ツィ オン チェ スク 
ー と いう の は , IBM の 開発 コー ド で , それ 
が 一 般 的 に 用 いら れる よう に な っ て いま し 
た が , 最近 で は ハー ド デ ィ スク と いえ ば 密 
閉 型 が 当たり 前 に な っ た せい か , あま り 耳 
に し か が くだ な り ま し た だ た 。 

ハー ド デ ィ スク の 場合 , 磁気 ドラ ム や フ 
ロッ ピー に 比べ て か な り 高 い 記録 密度 で 
し か も ディ スク の 回 転 数 も 約 10 倍 と 大 きく 
な っ て くる と , ヘッ ド と ディ スク の 位置 関 
係 を 正確 に 保つ 必要 が あり , また ちょ っ と 
し た ゴミ の 付着 も エラ ー の も と に な っ て き 
ます 。 ですから, ヘッ ド と ディ スク を 一 紹 
に し て クリ ー ン ルー ム の な か で 組み 立て , 
密閉 し て 作ら れ ま す 。 


黒船 の 来 日 騒ぎ 


る て , パソ コン の 外部 記憶 装置 の こと を 
思い 出し て みる こと に し まし ょ う 。 個 人 の 
ホビ ー と し て の 小型 コン ピュ ー タ で は ,。 カ 
セッ ト テ ー プ が 外部 記憶 装置 の スタ ンダ ー 
ド と し て 長 〈 利 用 きれ て きま し た が , OA 
化 の 濾 が 押し 寄せ る に つれ て , きす が に カ 
モッ ト で は 茂 し に いも の が ある と いう こと で , 
次 第 に フロ ッッ ピー ディス ク が 使わ れる よう 
に な り , ドラ イブ 内 蔵 機種 が 増え を た こと も 
あっ て ここ 5 年 は ほど と の 間 に 一 気 に 普 及 し ま 
に だ 。 

今日 の パ マツコ ン の よう な 量産 機 し も な る 
と , コス ト に 対す る 要求 が 厳し て, ドラ イ 
プ ブ メ ー カ ー 間 の 競争 の 激化 し し も に , いま 
で は ハー ドウ ェ ア メ ー カ ー が 仕入れ て いる 
値段 は 1 台数 千 円 し いう こと で す 。 ド ライ 
プ の メー カー の ほう も か な り 苦 し い 商 売 を 
強い られ て いる よう て, 撤退 の 噂 さき ぇ 流れ 
meg ここ あん みき ある よう て すず す 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 安く な れ ば , 次 は 
ハー ド デ ィ スク の 番 だ と いう わけ で も な い 
で し ょ う が , あれ だ け 高 か っ た ハー ド デ イ 
スク も , 2 年 ほど の 間 に 一 気 に 安 
く な り , いま で は 40M バ イト で も 売値 は 10 
万 円 を や 切る の が 当たり 前 の よう に な っ て い 
0 

この きっ か け に な っ た の は お そら 6 て,。 ア 
メリ カ の シー ゲー ト 社 の ドラ イブ を 使っ て 
10 万 円 ちょ っ と で PC-9801 用 の ハー ド デ ィ 
スク が 売り 出さ れ た こと で し ょ う 。 その後, 
モデ ル チ ェ ンジ を し て , 前 の モデ ル を 半額 
以下 て 売り 出す と ころ が 続出 し た と ころ を 
みる と , 高値 安定 市 場 が 突如 , 黒船 騒ぎ を 
図 2 


kc っ 3 内 
se 


シリ ンダ , トラ ッ ク ,。 セク タ 


685e し だ に と og だ と ころ で しょ うか が 。 
アプ リケーション も 大 きく なり ,。 いろ い 
ろ な も の を 連係 し た りす る よう に な っ て き 
て ,。 ハー ド デ ィ スク が 欲し て な っ て きた 上 
ころ に , か つて いち ば ん 値 が 張る 周辺 機器 
で あっ だ た も の が , プリ ンタ と 同じ くら い の 
と ころ まで き て し まっ だ の で すか ら 6, 敬 及 
に も 弾み が つこ うと いう も の で す 。 か くし 
て , ショ ッ プ の 周辺 機器 の 棚 は プリ ンタ と 
ハー ド デ ィ スク が 占拠 する よう に な っ た わ 
け な の で す 。 
II 


第 2 章 
ハー ド デ ィ スク の 構造 


まず は 基本 構造 か ら 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 限ら ちず ハ ー ド ディ 
スク も , つい に 登場 の 光 磁 気 デ ィ ス ク も , 
回 転 す る 円 盤 を まず 同心 円 状 の 部 分 (トラ 
ッ ク ) に 分 割 し て 。 る ら 5 に そこ を いく つか 
に 区 分 けし た ブロ ッ ク (セク タ ) を 最小 単 
位 と し て 読み 書き を 行っ て いま す 。 あ る セ 
クタ を アク セス する と き は まず , ヘッ ド を 
目的 の モク タ の ある トラ ッ ク の 場所 まで 移 
動 し て お いて , あと は ディ スク が 回 っ て , 
目的 の セク タ が 来る の を 待つ わけ で す 。 い 
ま の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 両面 に 記録 し て 
いま すか ら ヘ ッ ド は 2 つ , ハー ド デ ィ スク 
で は ディ スク を 複数 枚 持つ も の も ある の で , 
その 枚数 の 2 倍 の 数 の ヘッ ド が あり ます が , 
これ ら は すべ て 一 緒 に ひと つの モー ター で 
動く よう に な っ て いま す 。 

ヘッ ド を 移動 せ サ ず に アク セス で きる トラ 


特集 活用 ハー ド デ ィ スク プリ ンタ 


ッ ク の 集まり を シリ ンダ と 呼び ます 。 ディ 


スク 1 枚 の 両面 に トラ ッ ク が あれ ば , 


1 


リン ダ あ だ た だ たり 2 トラ ッ ク と いう わけ で す 


( 図 2 )。 


余談 で す が , CD-ROM の 記録 方 法 は ちょ 
っ と 違っ て いて , デー タ は 内 側 か 6 ら 外側 に 
向かっ て 渦巻 き 状 に 記録 され て いま す 。 こ 


の だ め CD-ROM で は 任意 の セク タ を 読み 


出す ラン ダム アク セス が 苦手 な の で す 。 


大 容量 の 秘密 


記録 の や り 方 が 同じ な の に , ハー ド デ ィ 


スク が フロ ッ ピ ー よ り も 圧倒 的 に 大 容量 で 
あり , か つ 高 速 で ある と いう の は どこ に 違 


い が あ る の て し ょ うか 。 


まず , 大 容量 と いう こと か ら 見 て み ま し 


ょ う 。 ハ ー ド デイ スク は フロ ッ ピ ー よ り も 


高密 度 に 記録 し て ある と は よく いわ も れ ま す 
が , 考え て みれ ば , 同じ 大 きる で 容量 が 大 
きい な ら 高 密度 で ある の は 当たり 前 の 話 で 
し ょ う 。 を そこ で EXE ク ラブ 会 員 証 兼 電卓 を 
片手 に デー タブ ッ ク を 調べ て み ま し た だ 。 す 


る と 意外 な こと が わか り ま し た ( 表 1)。 > 
ー ド ディ スク の 記録 容量 は フロ ッ ピ ー よ り 


\ 


も 圧倒 的 に 大 きく な っ て いま す が ,。 個人 が 


手 に で きる よう な も の に 限っ て みる と 1] ト 
ラッ ク 当 た り の 容量 は 確か に 増え て は いま 


す が , フ ロッ ピー の 場合 し を う 大 きく は ( 何 


10 倍 も ) 違っ て いな い の で す 。 


た と えば , NEC の 5 イン チ の ハー ド デ ィ 


スク で PC-9801 用 の 純正 ドラ イブ と いわ れ 
て いる , D5146/5126 の 1 トラ ッ ク 当 た り の 


容量 は 8 人 KK バイ ト で す が , 


表 1 : D5146H の 基本 仕様 


| ドラ イブ 当たり 
| シリ ンダ 当たり 
| トラ ッ ク 当 た り 


5|.24M バ イト 
83328 バ イト 
10416 バ イト 


フォ ー マ ッ ト 時 
| ドラ イブ 当たり 


40.3M バ イト 
65536 バ イト 
8192 バ イト 


| シリ ンダ 当たり 
| トラ ッ ク 当 た り 


シリ ンダ 数 
ディ スク 回 転 数 
トラ ッ ク 密 度 


615 
3600 土 0.5% 
700TPI 


特集 ハー ド デ ィ スク 雑学 講座 グ Z 


これ は フロ ッ ピ 


ー の 2HD フ フォー マッ ト の と き と 人 過 じ て す 。 
容量 を 圧倒 的 に 違う も の に し て いる の は , 
トラ ッ ク の 密度 に よる も の で し た 。 1 トラ 
ッ ク 当 た り の 容量 は あま り 変 わら な く て も , 
トラ ッ ク の 数 自体 が 圧倒 的 に 多い の で , 大 
容量 に な っ て いる の で す 。 

トラ ッ ク 密 度 の 単位 は トラ ッ ク / イ ンチ 
(TPI), つま り 半 径 方 向 の 1 インチ 当たり 
に 何 本 の トラ ッ ク が ある か と いう 数 値 が 一 
般 に 用 いら れ ま す 。 5 イン チ の フロ ッ ピ ー 
で は せい ぜ い 60TPI 程 度 で す が , 先ほど と の 
D5146/5126 で は , 700TPI も あり ます 。5 イ 
ンチ の フロ ッ ピ ー で は ディ スク 片面 の トラ 
ッ ク 数 は 約 80 ト ラッ ク あ り ま す が , D5146/ 
5126 で は 615 も あり ます 。 ト ラッ ク 密 度 は デ 
ィ ス ク の 小型 化 と た と も に 増え る 傾向 に あり , 
3.5 イ ンチ の 40M の も の で は 1000TPI〈 ら 6 
い , さ ら に 最近 開発 の 進ん で いる 2.5 イ ンチ 
の も の で は 1200 か ら 1500TPI 程 度 ま で 上 げ 
て , 大 容量 化 が 図ら れ て いま す 。 


高速 化 の 謎 


次 に 高速 で あわ る と いう 面 に つい て 見 て い 
きま し ょ う 。 高速 に する と いう こと は , 目 
的 の セク タ か らい か に 早く デー タ を 引き 出 
すか と いう こと で す 。 こ の 時 間 は ディ スク 
か ら 引 き 出 す 準 備 が 整う まで の 時 間 と , デ 
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ー タ の 転送 を 開始 し て か 6 ら 終了 す る まで の 
時 間 に 分 け て 考え る こと が で きま す 。 前 者 
の デー タ 読 み 取 り 準 備 の た め の 時 間 の こと 
を アク セス 時 間 と いい , 後者 の デー タ を 取 
り 出す 速く さあ デ ー タ 転送 速度 と いい ます 。 

この 両者 に 共通 する ファ クタ ー (要因 ) 
の ひと つが ディ スク の 回 転 速 度 で す 。 デ ィ 
スク の 回 転 が 速 けれ ば , た と え 目 的 の モク 
タ が ヘッ ド の 下 を 通り すぎ た あと で あっ て 
も , すでに 一 回 転 し て きま すし , セク タ の 
デー タ を 読み 出す 時 間 も 少 な て て すむ は ず 
の 

調べ て みる と , な る ほど 大 きく 違っ て い 
ます 。 2HD の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で は 1 分 
間 に 360 度 回 転 が 標 準 的 な と ころ で す が , ハ 
ー ド ディ スク の ほう は と いう と , 遅い も の 
で も 2900 回 転 。D5146 も 含め 大 半 が 3600 回 
転 程度 と 。 フロ ッッ ピー ディスク の 10 倍 も あ 
りり ます 

ヘッ ド の 移動 も , 大 半 の フロ ッ ピ ー デ イィ 
スク で は ステ ッ ピ ング モー ター を 使っ て お 
り , 隣 の トラ ッ ク に 移る まで の 数 ミリ 秒 X 
移動 する トラ ッ ク 分 だ け 時 間 が か か り ま す 
が フッ ー ド ディ スク で ほ DC フ プラ シレ ンス モー 
ター や , ボイス コイ ル モ ー タ ー と いっ た , 
連続 移動 に 有利 な も の を 使っ て いま す 。 

ステ ッ ピ ング モー ター は , 正確 に ある 角 
度 だ け 回 転 き せる と いう の は 簡単 に こなす 


スピ ンド ル モ ー タ ー 
ドラ イ バ 


の で す が , それ を 除く と ステ ッ ピ ング モー 
ター は トル ク (回 転 力 ) は な い , 電気 は 食 
うわ , 回 転 数 は 上 が ら な いわ で , まる で 良 
いと ころ が あり ませ ん 。 

一 方 の ボイス コイ ル モ ー タ ー な ど は これ 
と 正反対 で す 。 正確 な 回 転 角 を 得る こと る 
ぇ で きれ ば 圧倒 的 な 高速 化 が 図れ ます 。 こ 
の よう に ハー ド デ ィ スク で は , 速度 重視 で 
モー ター が 選択 され て いま す 。 懸案 の 位置 
制御 の ほう は , 回 路 の 集積 技術 に も の を い 
わせ て , 手 馴 づ け て いま す 。 

まず ホー ル ん 素子 や エン コーダ を 使っ て へ 
ッ ド の 位置 セン ス を 行い ます 。 この 情報 か 
ら ヘ ッ ド の 現在 の 位置 目標 位置 の 差 , 現 
在 の ヘッ ド の 移動 速度 な ど が わか り ま す 。 
これ ら の デー タ に よっ て モー ター に 流す 電 
流 に フィ ー ド バッ ク を か け , きら に 位置 校 
正信 号 な ど に よる 補正 を 加え る こと で 位置 
決め 精度 の 確保 を 図っ て いま す 。 

D5146 の あと (に 登場 し た D5146H (登場 し 
た の は 3 年 くら い 前 ) で は , ヘッ ド 移 動 に 
は ボイス コイ ル モ ー タ ー を 使い ,。 ヘッ ド 位 
置 検出 は エン コー ダ , 位置 校正 に は デー タ 
面 の サー ボ 情 報 を A/D コ ュ コンバータ で 読み 
取る こと で 行っ て , これ ら 6 の 制御 の た め に 
ドラ イブ 自体 に マイ クロ プロ セッ サ を 内 蔵 
る せ て いま す 。 こ の 方 法 で , シー ク 速 度 の 
最高 値 は 4 倍 程 度 ま で 上 が っ た そう で す 。 


を の D5146H で も , 平均 アク セス 時 間 は 40 
ミリ 秒 で , これ は 個人 向け と し て も いま で 
は 決し て 速い 部 類 で は な く な っ て し まっ た 
の で すか ら , ここ 2, 3 年 の 進歩 は や は り 
だ い へ ん な も の だ と 感 だ ます 。 
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消え た 容量 の 行 


オー マッ トト 容 量 上 , アン フォ ー マ ッ ト 
容量 の 差し と いう の は フロ ッッ ピー ディスク で 
$ 経験 する こと で す 。 た と えば 2HD の フェ 
ッ ピ ー で は アン フォ ー マ ッ ト 容 量 は 1.6M 
バイ ト で す が , 実 際 に 使 を る の は 1M バ イト 
程度 で す 。 

フォ ー マ ッ ト 容 量 は FORMAT コ マン ド 
な と を 実行 し , 初期 化 処理 を 終わ っ た と き 
の 記憶 容量 で すか ら , アン フォ ー マ ッ ト 容 
量 と いえ ば フォ ー マ ッ ト す る 前 の 容量 の こ 
と に な り ま す 。 フ ォ ー マ ッ ト し な けれ ば 使 
えな いい ディス ク な の に , アン フォ ー マ ッ ト 
容量 と は 奇妙 な 話 で す 。 これ は 次 の ょ うな 
理由 に よる も の で す 。 

ディ スク 上 で も デー タ は すべ で て 1 か 0 か 
を 記録 し て いま す 。 記録 用 の 円 盤 自身 や ド 
ライ ブ の 仕様 な ぼ ど によって, 物理 的 に どの 
くら い の 数 の 1/0 を ディ スク 面 に 記録 で き 
る か が 決ま っ て きま す 。 こ れ が アン フォ ー 
マッ ト 容 量 で す 。 

一 方 。 デ ィ ス ク を 使う 側 か ら す る と , こ 
の 書き 込め る デー タ を すべ で て 自分 用 の デー 
タタ 領 域 と し て 使う こと は で きま せん 。 デ ィ イ 
スク を 実際 に 使う た め に は , ディ スク の 各 
トラ ッ ク を いく つか の セク タ と 呼ば れる ブ 
ロッ ク に 分割 し て 管理 し て いま す 。 ヘ ッ ド 
を 目的 の トラ ッ ク に 移動 きせ た あと は , 目 
的 の セク タ を 正しく 見 つけ な く て は な り ま 
ぜん 。 

この や り 方 に は , ディ スク の 最 内 周 部 分 
に 定 間隔 で 穴 を 開け て な いて , この 実に 合 
わせ て 読み 出す ハー ド ャ クタ 方 式 と , 各 セ 
クタ の 先頭 に (に この セク タ が 第 何 シ リン ダ 
の 何 番 目 の ヘ ッ ド で アク セス され る トラ ッ 
ク の 上 第 何 セ クタ で ある か と いっ た よう な 情 
報 や , 読み 取り を 安定 きせ る た め の 同 期 パ 


ター ン 領 域 な ど わ フォ ー マ ッ ト 作 業 時 に 書 
き 込 ん で お いて , それ を 手掛かり に アク セ ャ 
ス す る ソフ ト セ クタ 方 式 の 2 通り が あり ま 
す 。 細 か い 業 界 内 部 の 動向 まで は 詳し く あ 
り ま せん が , 我々 が 通常 手 に 入れ られ る も 
の の な か で は , お そら く ソ フト セ ャ クタ タ 方 式 
が は ほとん と ど だ と 思わ れ ま す 。 これら の 情報 
の だ た め に ユー ザー が 使え る 領域 が 減っ て 
る わけ で す 。 

ハー ド ャ クタ 方 式 で も や は り シ ー ク に し 
くじ っ た だ とき に 誤 っ て ほか の トラ ッ ク を ア 
クセ ス し て は まず い の で , 各 セ クタ の 情報 
な ど を 書き 込ん で いま す 。 そ の だ た だ め デ ィ ス 
ク 面 や いじ っ ぱい に 使う と いう わけ に は いか 
な い の で す 。 

NII 
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か くし て 電流 は 流れ る 


ハー ド デ ィ スク は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク よ 
り も 圧倒 的 に 高速 , か つ 大 容量 な も の で す 
が , 基本 的 な 原理 は 同じ で , 要 は 円 盤 に 磁 
性 体 を 《 っ 付け た も の の 上 に , ヘッ ド と 呼 
ば れる ユイ ル (電磁 石 ) を 近づけ て , 円 盤 
を 回 転 き せな が ら 電 磁石 に 流す 電流 を 制御 
し て や れ ば , ディ スク 上 は それ に 応じ た 形 


で 磁化 され , 電流 を 流 き ず と も 単に 近づけ 


る だ け て で 磁化 され た パタ ー ン に 応じ て 誘導 
電流 が 発生 する の で , それ を 増幅 し て デー 


雑学 へ の 基礎 知識 
トウ イン イン タフ ェ イ ス 

ドラ イブ 自体 の イン タフ ェ イ ス と し て 多く 使 
われ て いる の に は SMD イ ンタ フェ イス , ST502/ 
412, ESDI な どい くつ か あり ます 。 SMD イ ンタ フ 
ェ イ ス は ハー ド セ ク 夕方 式 か ら 流 れ て きた も の 
で す 。 STxxx と いう の は , アメ リカ の シー ゲー ト 
社 が 自社 の ハー ド デ ィ スク 用 に 作っ た イン タフ 
ェ イ ス で す が , 国内 外 の 各社 で 使わ れ , 標準 と 
し て の 地位 を 確保 し て いま す 。 これら の イン タ 
フェ イス は ディ スク の ハー ドウ ェ ア と 密着 し た 
も の で , た と えば ヘッ ド の 移動 の た め に は ヘッ 
ド 移動 用 の パル ス を 一 発 ご と に 発生 させ て や る 
な ど , 細々 と し た 部 分 の 面倒 を みる 必要 が あり 
ます 。 

X68000 な ど で も 使わ れ て いる SASI 準 拠 の イ 
ンタ フェ イス や 光 確 気 デ ィ ス ク な ど で 使 われ た 
SCSH イ ンダ フェイ ス で は これ より も か な り 上 位 
の レベ ペル に ある イン タフ ェ イ ス で , ディ スク の 


誘導 電流 な ん て いう と 難し く 聞 こえ ます が , 
要する に コイ ル (単なる 電線 で も いい わけ 
で す が ) の そば で 磁石 が 動け ば , 動い た 通 
り に 電流 が 流れ る と いう だ け の こと で す 。 


日 常 的 な も の で , これ を 積極 的 に 使っ た 
の に は マイ クロ フォ ン な ど が あり ます 。 別 
に 意識 し な く て も , 電流 計 や スピ ー カ ー, 
意外 な と ころ で は モー ター に 向かっ て 叫ん 
だ だ け で も 結構 な 誘導 電流 は 発生 し て いる 
の で すか ら , か な り 身 近 な 現象 と いえ る で 
に し よ ゆり 。 

さら に この 応用 で 。 ディ スク ご っ こ を し 
て みる の も 面白 いか も しれ ま せん 。 記録 は 
少々 骨 で す が , 再生 だ け な ら 作る の は 簡単 
で す 。 ヘ ッ ド と し て は エレ キ ギ ター の ピッ 
クア ッ プ が 使え を る よう で す 。 ボ ー ル 紙 な ど 
の 上 に 小さ い 磁 石 を 並べ て 固定 し , 
ド プ レー ヤー や 遠心 分 離 器 な ど に 乗せ て グ 
ル グ ル 回 し な が ら ア ンプ を つない だ サー チ 
コイル を 近づけ る と 妙 な 音 が 聞こ えて くる 
で し ょ う (参考 文献 : 『 い きい き 物 理 わく 
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すべ て の セク タ に 連 番 を 振っ て , 読み 書き な ど 
の 処理 内 容 と この セク タ 番 号 な ど を 与え る だ け 
で 処理 が 完了 し ます 。ST502 な どの イン タフ ェ 
イス と の ギャ ッ プ を 吸収 する SCSI(SASI) イン タ 
フェ イス ポー ド と いう も の が 長く 使わ れ て きま 
し た が , ディ スク の 小型 化 , 軽量 化 を 求め られ 
る な か で 別 ボ ー ド が 必要 と いう の は 不利 な こと 
も あっ て , いき な り SCSI イ ンタ フェ イス が 出 て 
くる あう な ディ スク も , 最近 で は 多く な っ て き 
まし た 。 

最近 登場 し て きた 2.5 イ ンチ ハー ド デ ィ スク 
で ある , JD-E2825 (日 本 ビクター) で も , イン 
タフ ェ イ ス は IBM-PC XT/AT 式 と SCSI に な っ て 
いま す 。 IBM-PC の ほう は 世界 中 で 売れ て し まっ 
た 台数 か らし て も , も は や 無視 で き な い 存在 な 
の で 仕方 な いと 考え られ る の で (IBM-PC の 設計 
の まず さ , 非常 識 さ に つい て は 機会 が あれ ば 一 
度 紹 介し た い ), 基本 的 に は SCSI の ディ スク と 考 
えて よい や し よう 。 
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わく 実験 」 愛知 ・ 岐 阜 物理 サー クル , 新生 
出版 )。 

これ は 目 に 見 える , 驚異 の 低 密度 記録 で 
す が , 体験 する に は 面白 い 実 験 し いえ る で 
し ょ う 。 こ こ か ら も っ に と 高 密度 に 記録 , 再 
生 が で きる よう に する に は どう し た ら よ い 
て し ょ うか 。 記録 寄 度 を 上 げ る と いう で こと 
は , 円 盤 の 表面 を より きめ 細か 磁化 する 
こと で す 。 つ まり , 正確 に 狙っ た ポイ ント 
を 予定 通り に 磁化 する こと に な り ま す 。 こ 
の だ た だ ため に は な に か と 広がり そう に な る 磁力 
線 を 極力 狭い 領域 に 集め なく て は な り ま せ 
ん 。 ま た , 磁化 され る 領域 が 狭く な る と い 


うこ と は 読み 出し 時 の 出力 の 低下 を 招き ま . 


すか ら , 強い 磁場 や 作る 必要 が あり ます 。 
まず , ヘッ ド は 小さ くし な く て は な ら な 
いで し ょ う 。 ペッ ド が 大 きく て は 狂っ だ 


場所 以外 の 場所 まで 磁化 さき せ て し まい ます 。 


ヘッ ド の 厚 る さも, 厚く な い ほ う が よ いで し 
ょ う 。 磁化 する 場所 が 細か く 《 な る は ほ は と ど コ イ 
ル を 近づけ た と き に 得 ら れる 出力 が 減り ま 
すか ら , 正確 に 拾い 出す た め に も ディ スク 
面 と ヘッ ド の 距離 は 極力 近づけ る こと が か が 必 
図 4 薄膜 ヘッ ド の 構造 
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要 で す 。 デ ィ ス ク 側 で も あま り 深 いと ころ 
まで 磁化 さき れる よう だ と , 隣 の ビッ ト の 影 
響 を 受け や すく な り ま すか ら , 表面 の 磁性 
体 の 厚 さ も 極力 薄く し た ほう が 有利 で す 。 


薄 ま り ゆ く ヘ ッ ド と 表層 の 関係 


ディ スク の ヘッ ド と し て 標準 的 に 使わ れ 
きだ の は ラジ ョ ラオ トペ ッ ド て し た が 、 放 
録 密度 を 上 げ て い 〈 く につれて, Snoek の 限 
界 と 呼ば れる , 透 磁率 の 周波 数 限界 の だめ 
に 10MHz の 信号 で は 効率 が 落ち て くる こ 
と や , 飽和 磁束 密度 が 小さ きい, イン ダク タ 
ンス が 大 きい た だ ため に 速い デー タ 転 送 が 難し 
いな どの 欠点 が 目立つ よう に な り ま し た 。 
最近 は 薄膜 ヘッ ド や MIG (Metal In Gap) 
ヘッ ド と 呼ば れる も の に 移行 し て いま す 。 
薄膜 ヘッ ド と いう の は , 薄い 導体 の パタ ー 
ン を 渦巻 き 状 に 作り , それ を 何 層 も 重ね て 
ヘッ ド に する も の で す ( 図 4)。 

この 薄膜 ヘッ ド と いう の は , 紙 の 上 に 6B 
くら い の 濃い 鉛筆 で 渦巻 き を 描い て , その 
中 心 と 外側 に 電池 を つない で や る と 弱い な 


が ら も 立派 な ペー パー 電磁 石 に な り ま す が , 
それ を ギュ ッ と 小さ くし だ よう な も の で す 。 


当然 , 製造 に は スパ ッ タ リン グ な どの LSI 
製造 技術 が 生か る れ て いま す 。 目 的 と する 
形状 に 精度 よく ヘッ ド の 形成 が で きる こと 
な どか ら 高 密度 記録 の 切り 札 的 な 存在 で す 
が , 歩留まり が 少々 悪く , 値段 が 高い と い 
うこ と も あっ て , コス ト 追 求 の 激しい この 
業界 で は MIG ヘ ッ ド を 採用 する 場合 が 多 
よう て す 。 

MIG ヘ ッ ド と いう の は , 通常 の フェ ライ 

5 薄膜 媒体 の 断面 例 


潤滑 膜 


ト ヘ ッ ド の ギャ ッ プ に あたる と ころ に , フ 
ェ ラ イト より も 飽和 磁 東 密度 の 高い セン ダ 
スト を は め 込 ん だ も の で す 。 薄膜 ヘッ ド よ 
り も 安く 作れ る た だ ため ロー コス ト の ディ スク 
で 使わ れ て いま す が , いずれ 薄膜 ヘッ ド が 
量産 体制 に 入る よう に な っ て くれ ば を その 座 
を 譲る こと に な る と み ら れ て いま す 。 

る て, 一 方 の 磁気 ディ スク の 表層 を 成す 
媒体 の ほう は どう で し ょ 2 う 。 小型 の ディ イス 
ク ド ラ イブ で 長 〈 使 われ て きだ た の は 卒 布 媒 
体 で す 。 カ セッ ト テ ー プ な ど で も 同じ よう 
な 作り 方 を し て いま す が , 要求 る れる 「 消 
き 」 が 一 段 と 薄く な る に つれ て 均一 に 作る 
の が 難し いこ と な どか ら , 薄膜 媒体 と 呼ば 
れる ちあ もの に 移行 し て いて こと に な り ま し た 。 

薄膜 媒体 し いう の は , 金属 の 磁性 体 を メ 
ッ キ や スパ ッ タ リン グ な どの 方 法 で 円 艇 の 
表面 に くっ 付け て や る も の で す 。 こ れ ら の 
方 法 で は , 非常 に 薄く 均一 な 磁性 膜 が 形成 
で きま す 。 磁性 体 は メッ キ 媒 体 で は Co 系 の 
合金 膜 ,。 スパ ッ タ リン グ で は ァ ヶ -Fe。O。 や Co 
系 合金 膜 が 使わ れ ま す ( 図 5)。 

薄膜 媒体 の 開発 で , 磁性 体 の 厚 き は 塗布 
媒体 時 の 1/10 以 下 , 分 解 能 は 20%, 出力 は 
40% 近 く , SN 比 (信号 ,、 ノイ ズ 比 ) は 4 デ 
シベ ル 以 上 の 改善 が 行わ れ ま し た 。 

磁性 体 を くっ 付け られ る 側 で ある 円 盤 の 
材料 は アル ミニ ウム 合金 が 主流 の よう で す 
が アメ リカ の Areal Technology の 3.5 イ 
ンチ ハー ド デ ィ スク で は ガラ ス 基 板 を 使っ 
て いま す 。 ト ラッ ク 密 度 が 上 が っ て くる と 
温度 変化 な ど に よる 寸法 , 形状 の 変化 が へ 
ッ ド の シー クエ ラー の も と に な りや すい の 
で , ガラ ス 基 板 に 注目 し た の で し ょ う 。 


CoP, CoNiP . 
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SASICSCSI 


P つの イン タフ ェ イ ス 仕 様 


SASI (Shugart Associates System 
Interface) は , アメ リカ の シュ ガー ト 社 が 
自社 の ハー ド デ ィ スク 用 に 作っ た イン タフ 
ェ イ ス 仕様 で びす 。 そ れ を さる さら に 進展 させ て 
複数 の コン ピュ ー タ で ひと つの 装置 を 共有 
する (マル チイ ニシ エー タ ) よう なか 機能 
同期 伝送 な どの 仕様 追加 行い, ANSI で 
規格 化 を 進め た の が SCSI (Small Com 
puter System Interface) で す 。 

通常 , 周辺 機器 と いう も の は , フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク な ら フ ロッ ピー 専用 の や り 取 り 
の 方 法 が あり , プリ ンタ な ら 6 プリ ンタ の や 
り 方 が ある た ゆめ に, それぞれ 専用 の イン タ 
フェ イス が 必要 な の で す が , SASI/SCSI で 
は , デー タ の や り 取 り を 行う 方 法 を 規定 し 
て いる だ け で , その 先 に 具体 的 に な に が つ 
な が っ て いる か に つい て は まっ た く 関 知 し 
て いま せん 。 使う 側 か ら す れ ば , バス の 先 
に な に が ある か は 知ら な い が ,。 と に か く ブ 
ロッ ク 番 号 を 指定 し て , そこ か ら 何 ブロ ッ 
ク 読み だ た いよ と いえ ば , そこ の デー タ が 持 
Su も oub TU る さこ と に なり ます 。 つまり, 
SASI/SCSI イ ンタ フェ イス で は , つなが っ 
て いる も の は ハー ド デ ィ スク で も フロ ッ ピ 
st スト リー マー や ピリ ンタ て あっ て 
も , それ こそ X1 や MZ で あっ て も か まわ な 
い の で す 。 

SASI で は ひと つの バス に 8 台 ま で の コ 
 P 衝 ーー ラジ ラ ゼ ザ つ が で こと が で きる よう に か な 
っ て お り (SCSI で は 自分 自身 も 1 台 と 数 ぇ 
る の で 7 台 に が なり ます ), さら に それ ぞ ざれ の 
先 に 8 台 ま で の 機器 接続 を 許す よう な 仕様 
に な っ て いま す 。 特定 の 機器 に アク セス す 
る と き は まず , バス 上 の 番号 で び ユ ント ロー 
ラ を 選ん で か ら , その コン トロ ー ラ に 対し 
て , そこ の 何 番目 の ユニ ッ ト に アク セス す 
る か を コマ ンド と 一 緒 に 送り つけ て や る よ 
うに な っ て いる の で す 。 も ちろ ん , この 「 ユ 
ニッ ト 番 号 」 と いう の も , ホス ト か ら 分 か 
れ て 見 えて いる だ け の 話 で すか ら , 相手 側 
で は こっ そり ひと つの ディ スク の な か を 2 


うに 区 分 けし て お お いて, ホス ト に は 別々 の 
ユニ ッ ト が ある よう に 教え て し まう と いう 
こと も て さま すず す 。 

これ を や っ て いる の が カタ ログ で 「20M 
バイ トメ 2 と し て も 使え ます 」 と 書か れ て 
いる も の で す 。 ホ スト は まん ま と だ まる され 
て (?), 20M バ イト の ディ スク が 2 つ あ る 
の だ な と 思っ て 処理 し て くれ る わけ で す 。 

それ で は まず, 現在 X1, MZ -2500, 
X68000 (PC-9801 も ) な ど , 多く の パー ソ 
ナル コン ピュ ー タ で 標準 ハー ド デ ィ スク イ 
ンダ フェ イス と な っ て いる , SASI イ ンタ フ 
ェ イ ス を 見 て いき まし ょ う 。 こ こ で 用 意 し 
た 相手 側 の 機器 は , NEC の DS500B-100 デ 
ィ ス クコ ント ロー ラ で す 。PC-9801 用 の 純 
上 正 ハ ー ド ディ スク で ある PC-98H33 (な ん 
と 10M バ イト 1!) に 入っ て い だ の は , 確か 
DS501B と いう コン トロ ー ラ で し た が , を 
れ の マニ ュ ア ル を 見 つけ 出す こと は で きま 
せん で し だ 。 し か し , この DS500B は 型番 こ 
を 戻っ て いま す が , 時 期 的 に 考え て も 
DS501B よ り 新 し い は ず な の と (マニ ュ ア 
ル の 初版 は 昭和 61 年 2 月 だ が , その ころ に 
は すでに PC-98H33 は 売っ て いた ), いく ら 
NEC で も イン タフ ェ イ ス の 仕様 を コロ ュ 
ロ 変 える は ほど 愚か で は な い だ ろ うと 思い , 
これ を 引っ 張り 出す こと に し まし た 。 

まず , SASI バ ス の 信号 を 見 て み ま し ょ 2 う 
( 図 6 )。 意外と 単純 な の で 驚か れる か も し 
れ ま せん 。 双 方向 な の は デー タバ ス (DB0 
-DB7) と パリ ティ (DBP) の 計 9 本 だ け 
で , ほか の 信号 の 方 向 は 固定 で す 。 ホ スト 
側 か ら 6 出力 する の は ACK, RST, SEL の 3 
本 だ け で , 残る REQ, BSY, MSG, C/D, 
I/O は 入力 信号 に な り ま す 。DS500B で は 
SKE な る 信号 を 勝手 に 追加 し て いま す が , 
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アク セス 時 間 , 平均 アク セス 時 間 


アク セス 時 間 を さら に 細か く 分 け て みる と , 
目的 の セク タ の ある トラ ッ ク ま で の ヘッ ド の 移 
動 時 間 ( シ ー ク 時 間 ), ヘッ ド が 安定 し て デー タ 
の 読み 取り が 可能 に な る まで の 時 間 , そし て 目 
的 の セク タ が や っ て くる まで の 時 間 (回 転 待ち 
時 間 ) に な り ま す 。 当然 , この 時 間 は 現在 ヘッ 
ド の ある トラ ッ ク や セク タ の 位置 な ど に 大 きく 
影響 され る こと に な り ま す 。 運 が よけれ ば , す 
ぐ 隣 か ら 読 み 出せ る で し ょ うし , 最悪 の 場合 は 
ディ スク の 最 内 周 か ら 最 外周 まで 移動 させ られ 
た うえ に まる まる 1 回転 分 待た され る こと に な 
る も し ょ う 。 

し か し , だ か ら と いっ て 最良 の 場合 と 最悪 の 
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これ は まる に 小さ る な 親切 大 き な お 世話 の 典 
型 例 と いえ る で し ょ 2 う 。 

プリ ンタ で 標準 し な っ て いる , セン トロ 
ニク スプ リン タ よ り も コネ クタ は ひと 回 り 
大 きい (セン トロ は 36 ピ ン , SASI/SCSI は 
50 ピ ン ) で す が , 入出 力 信 号 の 本 数 は 大 差 
あり ませ ん 。 これ だ け で , 大 容量 デバ オス 
と 高速 の 入出 力 で きる の で す 。 


SASI の 信号 


1) デー タラ イン DB0-DB7 DBP 
デー タ や コマ ンド の や り 取 り の ほか , コ 
ント ロー ラ を 選択 する だ た め に 使い ます 。 
DBP は パリ ティ ビッ ト で , デー タ が 01 な ら 
り 。 0 な だ なら 1。 よ と いっ る た よう に 1 の ビッ ト 
の 数 が 奇数 個 に な る よう に 調整 し ます 。 ピ 
ン 切 り 換 えな ど で パ リティ を 無視 する こと 
も で きる よう に な っ て いま す 。SASI/SCSI 
バス で コマ ンド や デー タ の 正当 性 を 検証 で 
き る 唯一 の 手段 で すし , 特に コマ ンド で は 
図 6 SCSI/SASI バ ス 信 号線 


ホス ト 側 コン トロ ー ラ 側 


注 )ATN は SCSI の み , 
奇数 番号 ビン は すべ て GND 


場合 の 時 間 を いわ れ て も , あま り 意 味 を 成 し ま 
せん 。 まれ に は 最悪 値 の 保証 が 欲し いこ と も あ 
る で し ょ う が 。 それ より も 現実 に 使っ て いて ど 
の 程度 速く な っ て くれ る か の ほう が 重視 され る 
べき で し ょ よう 。 

次 の アク セス で 何 ミ リ 秒 か か る か は , 具体 的 
に いえ な か な く て も 。 ディス ク に ラン ダム に アク セ 
ス し た と き , 平均 し て どの 程度 の 時 間 に な る か 
は 先ほど の 個々 の 時 間 が わか っ て いれ ば 確率 論 
を 使っ て 割り 出す こと が で きま す 。 こ の 時 間 を 
平均 アク セス 時 間 と 呼ん で いま す 。 

一 般 的 に 。 ハー ド デ ィ スク の カタ ログ スペ ッ 
ク 上 で , アク セス 時 間 と し て 公表 され て いる 数 
値 は 特に 理由 の な い 限 り , この 平均 値 の こと を 
指し て いま す 。 


特集 ハー ド デ ィ スク 雑学 講座 づ 7 


1 ビッ ト 間 違う と まっ た く 〈 別 の コマ ンド に 
な っ て くれ だ りす る の で な る で く 〈 使 う よ う 
に し た いと ころ で す が , 家庭 や オフ ィ ス な 
ど で は 問題 な いと 考え て いる だ めか , パリ 
ティ 回 路 分 の IC (標準 TTL で も 3 個 く 6 
ぃ い ) を ケチ っ た た だ めか, PC-9801 で は パリ テ 
ィ を 無視 し て し まい まし た 。 こ の だ め ハ ー 
ド デ ィ スク 側 で も パリ ティ を 無視 する の が 
当然 の よう に な っ て 現在 に 至っ て いま す 
(諸悪 の 根源 だ な ぁ 98 は ) 。 
2 ) コン トロ ー ラ 選択 信号 SEL BSY 
SEL は , ホス ト が コン トロ ー ラ の 選択 動 
作 を 行っ た こと を コン トロ ー ラ に 知ら せる 
の に 使い ます 。 こ の と き 各 コン トロ ー ラ は 
デー タラ イン を 監視 し て , 自分 が 選択 され 
た こと を 知る と BSY で 応答 し ます 。 
3 ) ハン ド シェ ー ク 信号 REQ ACK 
REQ は , コン トロ ー ラ が ホス ト に 対し て 
デー タ や コマ ンド な どの 転送 要求 を する 信 
号 で , ACK は ホス ト 側 か ら の 応答 信号 で す 。 
ホス ト が デー タ を 読み 込む の か , デー タ を 
書く の か は 湊 に 出 て くる 1/O 信 号 で 決ま り 
ます 。 
4 ) フェ ー ズ 表示 信号 C/D I/O MSG 
SASI の デー タ 転 送 は , コン トロ ー ラ の 選 
択 。 コマ ンド の 受け 渡し , デー タ 転 送 , 実 
行 結果 の 受け 取り と いっ た 手順 を 踏ん で 行 
われ ます 。 こ れ を 間違え て し まう と , 実行 
結果 の ステ ー タ ス を デー タ に し て し まっ だ た だ 
り ,。 デー タ と し て 送っ だ た つもり が コマ ンド 
と し て 受け 取ら れ て し まっ だ た だり と いっ だ こ 
と に な っ て し まい まず す 。 コ ント ロー ラ 全 は , 
ホス ト に 対し て 自分 が 現在 どの よう な 動作 
状態 (フェ ー ズ ) に ある の か を 明示 する 必 
要 が ある わけ で す 。 こ の た だ ため に 用 いら れる 
の が C/D, I/O, MSG で す 。 これ ら 6 3 つの 組 
図 7 SASI バ ス の フェ ー ズ 遷移 


リセ ッ ト 


32 onix 1989.9. 


み 合 わせ と , その 内 容 は 次 の よう に な っ て 
いま す 。 各 フェ ー ズ の 意味 な ど に つい て は 
あと で 説明 し ます 。 


C/D 1/0 MSG 

L H H コマ ンド フェ ー ズ 
H H H デー タ 転 送 フ ェ ー ズ 
H L H デー タク 電送 フェ ー ス 
L L 用 テー タダ スラ ェ ー ス メス 
四 L L メッ セー ジフ ェ ー ズ 


デー タ 転 送 フ ェ ー ズ が 2 つ あ る の は , リー 
ド の と き ょ と ラ イト の と き が ある た だ ため て , リ 
ー ド 時 は I/O が 上 L, ラ イト 時 は H に な り ま す 。 
見 れ ば わか る よう に , C/D は デー タ か 否 
か (な ら デ ー タ ), 1/O は 転送 方 向 (し な 
ら コ ント ロー ラ か ら ホ スト , 是 な ら 逆 ), 
MSG は メッ セー ジ か 否 か (し な ら メ ッ セ ー 
ジ ) を 示す よう に 割り 振ら れ て いま す 。 

5 ) リセ ッ ト 信 号 RST 

SASLY ス 上 の 人 金 コ ント ロー ラテ に リセ ッ 
ト を か ける 信号 で す 。 コ ユン トロ ー ラ が ディ 
スク に な に を し て いよ うと (だ 5 と え デ ィ ス 
ク に 書き 込ん で いる 最 中 で あっ て も ), 一 方 
的 に リセット が か か る こと に な る の で 注意 
浴 く 使う 必要 が あり ます 。 


SASI の フェ ー ズ 


SASI で は , バス の 動作 状態 を いく つか の 
フェ ー ズ と いう 単位 に 分 け て お り , 各 フ ェ 
ー ズ を 移行 し な が が ら デ ー タ 転送 が 進め られ 
て いき ます 。 フ ェ ー ズ の 移行 は SASI の 動作 
を 理解 する た め の 必 須 ア イ テ ム で す 。 

それ で は , SASI の フェ ー ズ の 移行 を ディ 
スク か ら の デー タ 読 み 出し を 例 に だ どっ て 
いくこ と と し し まし 149 (MT) 

1 ) バス フリ ー フ ェ ー ズ (すべ て の 信号 線 

が 日 ) 


と 1 


SASI バ ス が まっ た だ く 使 われ て いな い 状 
態 で す 。 誰 も バス を 使っ て いな いと き は , 
終端 抵抗 の な ちか げ で すべ て の 信号 は 有 HH と レベ 
ル に な り ま す 。 出発 点 は 必ず この 状態 で す 。 
2) セレ クシ ョ ン フ ェ ー ズ (SEL が し L, そ 

の 後 BSY が L ) 

ホス ト が SASI パ ス 上 の コン トロ ー ラ を 
選択 する フェ ー ズ で す 。 ホ スト は デー タラ 
オン の いずれ か 1 ビッ ト を 上 に し て SEL を 
し レベ ル に し ます 。 DB0 が L だ っ た だ 6, ID 
番号 が 0 の コン トロ ー ラ が , DB4 が し な ら 
ID 番号 が 4 の コン トロ ー ラ を 選択 する こ 
と に な り ま す 。 各 コン トロ ー ラ は スイ ッ チ 
設定 等 で 0 か ら 7 まで の 異な る ID 番号 と 
呼ば れる 固有 の 番号 を 与 を られ て いま す の 
で , 各 コ ント ロー ラ は を の 設定 値 と 見 比べ , 
選択 され た の が 自分 どっ た 場合 に は BSY 
を 上 に し て 応答 し ます 。 ホス ト は BSY が し 
に な っ た の を 見 て セレ クシ ョ ン の 成功 と 見 
な し , SEL を HH レベ ル に 戻し ます 。BSY は 
コマ ンド 実行 が すべ て 終了 する まで し に な 
っ だ まま に な り ま す 。 

3 ) コマ ンド フェ ー ズ (C/D が し , 1/O・MSG 

は H) 

セレ クシ ョ ン フ ェ ー ズ で 選択 る され た コン 
トロ ー ラ は C/D を L, I/O, MSG は H と し 
て 。 ホス ト に 対し て コマ ンド フェ ー ズ に な 
っ だ た だ こも を 示し ます 。 

コマ ンド の 送出 に は REQ と ACK の 信号 
を 使っ た ハン ド シェ ー ク に よっ て 行い ます 。 
SASI で は コマ ンド や デー タ の 区 別 な く , 転 
送 は すべ て REQ 一 ACK ハ ンド シェ ー ク で 
行わ れ ま す 。 当然, 転送 方 向 に よっ て 2 通 
り の 動き が 考え られ る わけ で す が , 
ドラ フェ ー ス で は ホス トト から コ ント ロー ラ の 
同 き に な か なり ます 。 こ の と き の ハ ンド シェー 
ク 手 順 は 次 の よう に な り ま す 。 
コント セー ララ は REQ を LL に し ます 。 

\ 
・ ホ スト は コン トロ ー ラ に 与え る コマ ンド 
を デー タラ イン に 乗せ , ACK を し に し ます 。 
0) 

・ コ ント ロー ラ は ACK が し に な っ た だ の を 

見 て コマ ンド を 引き 取り , REQ を HH に 戻 

し まず 。 


ンス 


! 
・ ホ スト は REQ が HH に な っ た だ の を 見 て 
ACK を 日 に 戻し ます 。 
\ 
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・ コ ント ロー ラ は ACK が H に 戻っ た の を 

見 て 1 回 の 転送 終了 と し ます 。 
SASI の コマ ンド の 多く は 6 バイ ト て で 構成 
る され て いま す の で , この 手順 を 6 回 繰り 返 
し て コマ ンド の 受け 渡し が 完了 し ます 。 
4 ) デー タ 転 送 フ ェ ー ズ (|/O が L, C/D・ 

MSG が 日 ) ' 

コマ ンド 転送 が 終わ っ た あと , コン トロ 
ー ラ は コマ ンド の 解釈 を 行い ます 。 コ マン 
ド が , デー タ の 転送 を 必要 と しない 場合 に 
は , すでに ステ ー タ ダス フェー ズ に 移行 し まき 
す 。 デ ー タ 転送 を 伴う 2 も の で あっ た 場合 に 
は , コン トロ ー ラ は C/D と MSG を H, I/O は 
デー タ の 向き が ホス ト か ら コ ユ コントローラ 
(ライ ト 動 作 ) な ら H, 逆 に コン トロ ー ラ 
か ら ホ スト な ら 上 し に な り ま す 。 いま の 例 は , 
ディ スク か ら の リー ド 動 作 で すか ら , 1I/O 
は 上 に な り ま す 。 

デー タ の 受け 渡し は 1 バイ ト ご と に 行わ 
れ ま す が , これ に は コマ ンド フェ ー ズ の と 
さと 同じ ょ うに REQ-ACK ハ ンド シェ ー 
ク が 使わ れ ま す 。 デ ー タ の 転送 方 向 が 逆 に 
な る 以外 は ほとん ど 同 じ に な っ て いま す 。 
・ コ ント ロー ラ は デー タ を デー タラ イン に 

乗せ て REQ を し に し ます 。 

\ 

・ ホ スト は REQ が L し に な っ た の を 見 て デー 

タタ を 読み ,。 ACK を 上 に し ます 。 


雑学 へ の 基礎 知識 
モー ター 


ディ スク の ヘッ ド 移 動 の 動力 と し て は ステ ッ 
ビン グモ ー タ ー, 直流 モー ター, ボイス コイ ル 
モー ター の 3 種類 に ほぼ 集約 され ます 。 

ステ ッ ピ ング モー ター は ,。 その 名 の と お り パ 
ルス 電流 を 流す た びに カク カク と デジ タル 的 に 
回 る も の で す 。 与え た パル ス に 応じ た 回 転 朋 が 
得 ら れ , 割 と 簡単 に 精度 が 出る こと か ら フ ロッ 
ピー ディ スク の ヘッ ド 移 動 用 の モー ター や 小型 
の ロボ ッ ト の 動力 は ほとん どこ れ が 使わ れ て い 
ます 。 毎年, 科学 技術 館 で 行わ れる マイ クロ マ 
ウス 大 会 の 参加 マウ ス の ほとん ど は , ステ ッ ピ 
ング モー ター を 使っ て いま す 。 

直流 モー ター は プラ シ の ある も の と な いも の 
に 分 けら れ ま す 。 ブ ラ シ と いう の は 理科 や 技術 
科 の 時 間 に 習 っ た よう な 磁界 の な か で コイ ル を 
回 す タ イプ の モー ター に 電流 を 供給 する た め に 
使う バネ の こと で す 。 コ イル の 回 転 に 応じ て 流 
す 電 流 の 向き が 自動 的 に 切り 換わる た め , 回 り 
続け られ る わけ で す 。 構 造 は 簡単 , 安価 で , 小 
型 で ある わり に は トル ク が 大 きい の で す が , な 
に せ 回 っ て いる 間 , ずっ と ブラ シ が こす られ て 
いる の で 自ずと 寿命 が 限ら れ て くる うえ , ブラ 
ン と コイ ル の 接点 で 火花 は 出る , コイ ル に 流す 
電流 は すべ て ブラ シ と コイ ル の 接点 を 通過 する 
の で , あま り 大 き な 電 流 を 流す と プラ シ と コイ 


\ 
・ コ ント ロー ラ は ACK が L に な っ た の を 
見 て REQ を H に 戻し ます 。 
\ 

・ ホ スト は REQ が HH に 戻っ た の を 見 て 
ACK を 廿 に 戻し ます 。 
これ は デー タ を セッ ト す る 側が 変わ っ た だ 
け で ほか は は ほとんど 同 じ で す 。 

5) ステ ー タ ス フ ェ ー ズ (C/D・I/O が し L, 
MSG が H ) 

デー タタ 転送 が 終了 する と , コン トロ ー ラ 
は ステ ー タ ス フ ェ ー ズ に 移行 し ます 。 ステ 
ー タ ス フ ェ ー ズ で は コン トロ ー ラ は 1 バイ 
ト の ステ ー タ スバ イト を ホス ト に 送り ます 。 
この 受け 渡し も REQ 一 ACK ハ ンド シェ ー 
ク で 行わ れ ま す 。 ス テー タス バイ ト で は っ 
マン ド の 実行 が 正常 に 終了 し た か 知 か を 示 
す デ ー タ て す 。 も し , エラ ー が あれ ば さら 
に 詳細 な ステ ー タ ス を 得る た だ ため の コマ ンド 
を 送り 直し た だ た り 。 エラ ー に な っ た コマ ンド 
を リト ライ ( 再 試 行 ) する な り の 処理 を 行 
2 必要 が ある で し ょ う 。 

6) メ ッ セ ー ジ フェ ー ズ (C/D, 1/O,。 MSG 

が すべ て し L) 

一 連 の 処理 が 完了 し た こと を 示す フェ ー 
ズ で , 1 バイ ト の メッ セー ジ バ イ ト を ュ コン 
トロ ー ラ か ら ホ スト に 転送 し ます 。DS500 
B て は メッ セー ジ バ イ ト は いつ で も 0 です 。 


ル の 接点 が 溶け て し まう , 低い 回 転 数 や 一 定 速 
度 で の 回 転 を させ る の は 難し いな ど , プラ シ が 
ある が 故 の 問題 が た くさ ん 出 て き て し まい ます 。 
この よう な 特性 か ら , ブラ シ 付 き の モ ー タ ー は 
模型 (いわ ゆる , マブ チ モ ー タ ー) や カメ ラ の 
動力 な ど , 長 時 間 の 連続 回 転 を 必要 と し な いよ 
うな 用 途 に 使わ れ て いま す 。 

プラ シレ スモ ー タ ー と いう の は その 名 の と お 
り , この 諸悪 の 根源 た る ブラ シ を 取り 払っ た モ 
ー タ ー て で て す 、 コ イル の ほう を 固定 し て 、 コ イル 
に 流す 電流 を コン トロ ー ル すれ ば , や は り モ ー 
ター と し て 回 転 さ せる こと が で きま す 。AC ( 交 
流 ) モー ター は 基本 的 に プラ シン レス で . コン デ 
ン サ を 使っ て 交流 電流 の 位相 を 90 度 ずら し た も 
の を 使う こと で 磁場 を 回 転 さ せ , モー ター は そ 
れ に 合わ せ て 回 っ て いま す 。 身近 な と ころ で は 
扇風機 の モー ター が この タイ プ で す 。 

この AC 電 源 の 代わ り に , 直流 電源 を も と に ト 
ラン ジス タ や IC に よっ て 好き な 周波 数 の 電流 を 
作り 出し , モー ター に 与え る よう に し た の が DC 
プラ シレ スモ ー タ ー で す 。 回 転 数 を 自由 に コン 
トロ ー ル で きる こと , 回 転 数 を 検出 し て フィ ー 
ド バ ッ ク を か け , 回 転 数 を 安定 化す る な どの 細 
工 が 割 と 容易 で ある こと な ど が 特徴 で す 。 機械 
的 に も 電気 的 に も 静か で 性 質 の よい モー ター な 
の で , CD プレ ー ヤ ー を 始め , 長 時 間 回 転 す る 必 
要 の ある と ころ に は ほとん どの と ころ で これ が 


| の フェ ー ズ 


SCSI で は ハー ド 的 に は ATN 信 号 が 増え , 
る さら に 平衡 伝送 用 の 仕様 が 作ら れる な ど し 
まし た 。 フ ェ ー ズ の ほう は アー ビ ト レー シ 
リセ レク ショ ン フ ェ ー テ ズ 、 
メッ セー ジア ウト フェ ー ズ が 追加 きれ まし 
だ 。 さ る ら に 細か な タイ ミン グ な ど を 見 て い 
〈 と , 微妙 に 違う と ころ が あり ます 。 特に, 
セレ クシ ョ ン フ ェ ー ズ の タイ ミン グ , 
REQ 一 ACK ハ ンド シェ ー ク の タイ ミン グ 
な と ど で は , 最低 限度 確保 し な く て は な ら な 
い 時 間 が 規定 され て お り , 無制限 に 高速 応 
人 答 で きた SASI と は ずい ぶん 異な っ て いま 


ョ ン フ ェ ー ズ , 


使わ れ て いま す 。 

ボイス コイ ル モ ー タ ー は , 身近 な 例 が あま り 
あり ませ ん が , 動作 と し て は スピ ー カ ー (ダイ 
ナミ ックス ピー カー : 最も 一 般 的 に 使わ れ て い 
る タイ プ の も の で す ) を 考え れ ば よい で し ょ う 。 
スピ ー カ ー の 場合 に は , 永久 磁石 の な か に ボ ポイ 
スコ イル と 呼ば れる コイ ル が 置い て あっ て , こ 
こ に 流す 電流 に 応じ て コイ ル が 動き , それ に 伴 
っ て コー ン 紙 が 振動 し , 音 を 出し ます 。 

も し これ ら を 鳥 た こと が な けれ ば 、 和 粗大 ゴミ 
と し て テレ ビ や ラジ オ の 類 が 捨て て あっ た ら , 
スピ ー カ ー を は ず し て 分 解 し て みる と すぐ に 納 
得 で きる で し ょ う 。 あ と は 強力 な 磁石 と し て , 
スチ ー ル 棚 に で も 張り 付け て お け ば , メモ クリ 
ッ プ くら い に は 使え ます (くれ ぐれ も ディ スク 
と 仲良 くさ せな いよ うに ご 注意 あれ )。 

この 「 コ イル が 動く 」 と いう こと を その まま 
利用 し た の が , ボイス コイ ル モ ー タ ー で す 。 こ 
の 構造 を を っ くり その まま ひっ くり 返し て , コ 
イル の な か に 永久 磁石 を お いて , 磁石 を 動か す 
よう に し た も の は ソレ ノイ ド と 呼ば ばれ, こち も ちゃ 
は 鉄道 模型 の ポイ ント 切り 換え や , 大 き な と こ 
ろ で は バル プ ブ の 開閉 制御 な ど に 使わ れ た り し て 
いま す 。 コ イル を 動か さ な い で 済む と いう 利点 
は あり ます が , な に せ 磁 石 が 重い の で 素早 い 電 
流 変化 に 対す る 応答 で は ボイス コイ ル に か な い 
ませ ん 。 
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す 。 ま た , SCSI で は ホス ト に あたる も の を 
イラ ジル エー タ 、 ヨ ント ロー ラ に あたる も の 
を ター ゲッ ト と 呼ん で いま す 。 

さき て, SCSI は 複数 の イニ シ エ ー タ が 存在 
で きる よう に な っ だ だめ, バス を 使い た い 
も の 同士 で 調停 を 立て な く て は な り ま せん 。 
この 調停 作業 を 行う た め に 追加 され た フェ 
ー ズ が アー ビ ト レー ショ ン フ ェ ー ズ で す 。 
また,。 イ ニシ エー タ が 複数 に な る と , た だ と 
ぇ えば フォ ー マ ッ トコ マン ド の よう に コマ ン 
ド の 実行 に 何 分 も か か る よう な も の を 発行 
し た と き , 完了 まで バス が 使え な く な っ て 
は ほか の イニ シ エ ー タ が 迷惑 し ます 。 こ の よ 
うな コマ ンド を 発行 し た と き は 一 度 バ ス を 
解放 し て 。 バ ス フ リ ー フ ェ ー ズ に し て は ほか 
の イニ シ エ ー タ に バス を 明け 渡し , 実行 が 
完了 し て か ら 5 ター ゲッ ト 側 が , 自分 に コマ 
ンド を 渡し た イニ シ エ ー タ を 呼び 出す 方 法 
5 た も よう に し よし だ た だ 。、 さ この プア ュ ォ ュー スス が 
メッ セー ジア ウト フェ ー ズ で す 。 

メッ セー ジア ウト フェ ー ズ で ター ゲッ ト 
が 自分 を 呼び 出し た イニ シ エ ー タ を 認識 す 
る た め , SCSI で は イニ シ エ ー タ も ID 番号 を 
持ち も 。 モレ クシ ョ ン フ ェ ー ズ の と き に 自分 
の ID も 同時 に 出力 する よう に し て いま す 。 


雑 字 へ の 基礎 知識 


サー ホホ 方 式 


ヘッ ド を 正しく , 目的 の トラ ッ ク に 移動 し た 
か どう か を チェ ッ ク し , ずれ が あれ ば 補正 する 
の が サー ボ 回 路 の 役目 で す が , この チェ ッ ク は 
ディ スク 上 に 記録 し て ある サー ポ ボ 情 報 を も と に 
行わ れ て いま す 。 サ ー ボ 情報 を 各 ト ラッ ク の 先 
頭 ( イ ン デ ックス サー ボ ) や 各 セ クタ の 先頭 ( セ 
クタ サー ボ ) の 情報 に 含め て し まう の を デー タ 
面 サ ー ボ , ディ スク の 一 面 を まる ご と サー ボ ポ 情 
報 専用 面 に し て し まう の を サー ボ 面 サー ボ と い 
いま す 。 

今日 の よう に ディ スク 枚数 が | ~2 枚 が 普通 
に な っ て くる と , 貴重 な ディ スク の 一 面 を まる 
まる 占有 され て し まう サー ボ 面 サー ボ は , か な 
も っ た いな い 使 い 方 と いう こと に な り ま す 。 
ほか の 方 式 に と っ て 代わ られ る こと に な る の が 
目 然 な 流れ だ ろう と 思い ます 。 


欠 也 セ クタ の 処理 


ハー ド デ ィ スク の 全面 が すべ て 健全 で , 完全 
な 機能 を 果たせ る と いう の は 理想 で は あり ます 
が , あれ だ け の 精密 機器 で す の で 現実 に は どう 
し て も デー タ の 読み 書き が うま く で き な い セク 
タ が 出 て きま す 。 こ の よう な セク タ を 人 ズ 陥 セク 
タ , 欠陥 セク タ を 含ん だ トラ ッ ク を 欠陥 トラ ッ 
ク と 呼び ます 。 フ ロッ ピー ディ スク で は 容量 も 
それ ほど 大 きく な く , また 取り 外し が 自由 に で 
きる の で , 欠陥 セク タ の 処理 を 行わ な い 場 合 も 
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SCSI で は この ほか に も , ACK を 待た な 
く て も , いく つの REQ は 一 方 的 に 送り つけ 
られ る 同期 モー ド 伝送 な が ど が サポ ー ト され 
た り と だ いぶ 拡張 が 行わ れ て いま す 。 

この よう に いく つか の 違い は あり ます が , 
SASI は フル SCSI の サブ セッ ト 版 と し て な 
ん と か 使え る 場合 が 多い ょ う で す 。 

た だ , 細か くく 見 て い 〈 と , 規格 と は いい 
な が ら 自 由 度 が 大 きく 〈, SCSI 人 準拠 と 上 は いっ 
て も どこ まで 勝手 な つなぎ 替え が で きる の 
か 不安 を 感じ きせ られ る 面 が が な くも あり ま 
ぜん 。 


コマ ンド 概略 


SASI/SCSI で 使用 きれ る コマ ンド は , ま 
ず グ ルー プ (また は クラ ス ) と いう 区 分 け 
が な さる され , さら に それ が 最大 32 種 の オペ レ 
ーション コー ド に 分 類 る きれ て いま す 。 グル 
ー プ は 0 か ら 5 7 まで て すか ら 3 ビット , コ 
ー ド の ほう は 5 ビッ ト で , 両方 合わ せ て ち 
ょ うど 1 バイ ト と な っ て いま す 。 実際 に コ 
マン ド と し て 送る 場合 に も , この 両者 を 合 
わせ て 1 バイ ト デ ー タ に し て 送っ て いま す 。 
通常 使用 する フォ ー マ ッ ト や リー ド / ラ ィ イ 


珍し くく ありま せん が , ハー ド デ ィ スク で は 欠陥 
セク タ の 処理 は 必修 科目 で す 。 

欠陥 セク タ / 欠 陥 ト ラッ ク の 処理 と し て は , あ 
ら か じ め 予 備 の セク タ / ト ラッ ク を 設け て お い 
て , 欠陥 が ある と わか っ た と き に その セク タ / ト 
ラッ ク を 使用 禁止 に し て 予備 の 領域 を 使う よう 
に する 「 代 替え セク タ / ト ラッ ク 法 」 と, 欠陥 が 
ある と わか っ た 所 を スキ ッ プ する ,「 ス キッ ピン 
グ 法 」 の 2 通り が あり ます 。 ま た , 代替 え セ ク 
タ / ト ラッ ク 法 で は 代替 え 領 域 を , ディスク の 最 
終 部 分 近辺 に 集中 し て 配置 する 方 法 と , 何 ト ラ 
ッ ク か お き に 分 散 配置 する 方 法 が 考え られ ます 。 

ほとん どの ファ イル が 連続 し た セク タ を 使う 
よう に な っ て いる と する と 。 ア クセ ス 時 間 が 一 
番 有 利 な の は 「 ス キッ ピン グ 法 」, 「 分 散 代 替え 
トラ ッ ク 法 」, 「 集 中 代替 え ト ラッ ク 法 」 の 順に 
な り ま す が , 実際 に は 「 集 中 代替 え ト ラッ ク 法 」 
が 用 いら れる 場合 が 多い よう で す 。 こ れ は , 使 
っ て いる うち に 発生 する 欠陥 (成長 型 と いう こ 
と も あり ます ) に 対処 する の が 容易 で ある こと , 
ほか の 方 法 が 割 と 面倒 で ある こと と , 代替 え 領 
域 を 最終 部 分 に 集中 させ , そこ に 一 度 移動 し て 
か ら ま た 戻っ て くる と 考え れ ば 確か に 時 間 が も 
っ た いな いよ う で す が , 確率 と か ら め て 考え る 
と ほか の 方 法 と 比べ て それ ほど と 悪い 値 に は な ら 
な いこ と が 計算 され る か ら で し ょ う 。 
代替 え セ クタ ー 法 で は , 各 ト ラッ ク に ひと つ 
ずつ 予備 セク ター を 設け る 方 法 も 考え られ ます 
が , あま り に も 無駄 が 多い た め に ほとん と 使わ 
れる こと は あり ませ ん 。 


ト と いっ だ コマ ンド は すべ て グル ー プ ジ 0 に 
な っ て いま す 。SCSI で も 同様 で す 。 

SCSI で は , グル ー プ 0 以外 の コマ ンド と 
し て は グル ー プ 1 に コン ペア と コピ ビー 和 & べ で 
リフ ァ イ が ある だ け て 。 グ ルー ゲ 2.j 3。, 
4 と グル ー グ 5 の コー ド 0 か ら 5F が ANSI 
標準 の 拡張 用 。 グル ー プ 5 の コー ド 10 か ら 
1F ま で と , グル ー プ 6, 7 は 各社 が 自由 に 
使っ て よい コマ ンド エリ ア に な っ て いま す 。 

コマ ンド の ほとん ど は 6 バイ ト て 構成 る 
れ て いま す 。 フォー マッ ト , リー ド / ラ イト 
な ども すべ で て 6 バイ ト で す 。SCSI で は 6 バ 
イト で 足り な いと き の だ め に 10 バ イト コマ 
ンド と 12 バ イト コマ ンド の フォ ー マ ッ ト を 
定め ゆめ てい ます 。 6 バイ トコ マン ド で は ブロ 
ッ ク 番 号 (モク タ 番 号 ) の 指定 が 21 ビ ッ ト 
し か な い の で , 光 磁 気 デ ィ ス ク の よう な 大 
容量 メデ ィ ア で は 完全 に 不足 し ます 。 おそ 
らく 10 バ イト な いし 12 バ イト コマ ンド が 用 
いら れ て いる と 思わ れ ま す 。 

DS500B で は , クラ ス 1 に 拡張 リー ド / ラ 
イト と 称し て 10 バ イト コマ ンド を 追加 し て 
いま す が , ブロ ッ ク 番 号 は 下位 21 ビ ッ ト の 
み 有 効 し し て いる の で , ほとん と 意味 を な 
し て ませ ん 。 

これ ら 6 の コマ ンド すべ て に つい て いち い 
ち 説 明 し て いて は , Oh!X の 誌面 を 不法 占拠 
し た 罪 で 「 1 年間 の 締切 厳守 」 なんぞ と い 
ぢ お め ら れ そ うな の で , ここ で は 主要 な 5 つ 
の コマ ンド だ け を 紹介 し て お きま し ょ う 
(グル ー プ は すべ て 0 で す )。 こ れ だ け で も 
通常 の 使用 で は 十分 な は ず で す 。 エ ラー が 
発生 し た ら 6, バス の RST を 使っ て リセ モット 
し で 。 リ トラ オ す 入 ぼ よい て しょ よう 。 

1 ) TEST DRIVE READY (コー ド 00) 


a nN 
EUCOE 
191413141%I1A 
回 名 回 回 円 日 曲折 
HHEEB 
HEBIUS 


X : 1/0 の いずれ で も よい 
d : ドラ イブ 番号 


指定 し た ドラ イプ が レデ イィ (使用 可能 ) 状 
態 に ある か どう か を チェ ッ ク し ます 。 電源 


を 投入 し た あと や , RST 信 号 を 使っ て リャ 
ッ ト し だ あと , 使え る よう に な っ だ か どう 
か の チェ ッ ク に 使い ます 。 コ マン ド の 2 バ 
イト 目 の 00d と な っ て いる と ころ は ユニ ッ 
ト 番号 で す が , DS500B で は サポ ー ト で き 
る の は 2 耕 ま で な の で 上 位 2 ビッ ト は 常に 
0 に な り , d が ドラ イブ 番号 を 示す こと に 
な り ま す 。 

この コマ ンド は デー タ 転 送 を 伴わ な い の 
で , コマ ンド フェ ー ズ の あと は すぐ に ステ 
ー タ ス フ ェ ー ズ 思 記 り ます 。 ス テー タス フ 
ェ ー ズ で 渡る きれ る ステ ー タ スバ イト は コマ 
ンド の 種類 に よら ず , 次 の よう な フォ ー マ 
ッ ト に な っ て いま す 。 


EE 

北 位 3 ピッ ト の 00d は ,。 コマ ンド の 22 ヾ 
イト 目 で 渡し た も の と 同じ で す 。 ERR は コ 
マン ド の 実行 が 正常 に 行わ れ な か っ だ こと 
を 示す も の で 。 1 で エラ ー を 示し ます 。 PE 
は パリ テイ ィ エラー で,。 DB0 一 DB7 の 8 ビッ 
ト の デー タ と パリ ティ ビッ ト (DBP) の っ 
じ つ ま が 合わ な いと き に 1 に セッ ト さ れ ま 
す 。 た だ し , PC-9801 仕 様 で は パリ ティ を 無 
視 し て いる の で , これ が セッ ト さ れる こと 
は あり ませ ん 。 
2 ) RECALIBRATE (コー ド 01) 


RE 
計 回 邊 回 暫 四 
時 561kHetwtet 
RS 
0 
OG 


X : |/0 の いずれ で も よい 

d : ドライブ 番号 

R : 0 の と き リ トラ イ す る 。 

イ し な い 

S: 0 の と き オ ー バ ー ラ ッ プ シー ク 禁 止 , 
で 許可 で す 。 1| に し た あと は コマ ン 
ド 実 行 前 に TEST DRIVE READY コ マン 
ド で , ディ スク が 使え る か (シー ク が 
完了 し た か ) を 確認 し な く て は な り ま 
せん 


| な ら リ トラ 


ヘッ ド を トラ ッ ク 0 の 位置 に 付け る と と 
も に , ドラ イブ 内 部 の エラ ー を クリ ア し ま 
す 。 こ の コマ ンド に 限ら ず , 6 バイ ト 目 の 
デー タ の 指定 が よく わか ら な いと き は 0 を 


入れ て お け ば 大 丈夫 で す 。 
3 ) FORMAT DRIVE (コー ド 04) 


論 理 ア ド レ ス (LSB) 
イン タリ ー プ ファ クタ 
回 回 回 回 配 肖 旧 上 


P : 0 の と き , フォ ー マ ッ ト デ ー タ と し て 
6C』 を 使い 。 1 の と き に は E5』 を 使い ま 
す 

BB : 上位 ビ ピット が 0 の と き に は セク タバ 
ッ フ ァ モ ー ド と な り 。 5 バイ ト 目 の イ 
ンタ リー プ ブフ ァ ク タ に 従っ て フォ ー マ 
ッ ト し ます 。 上 位 が |, 下位 が 0 の と 
き は トラ ッ ク バ ッ フ ァ モ ー ド , 上 位 が 
1 で 下位 が 1 の と き は トラ ッ ク キ ャ ッ 
シュ モー ド に な り ,。 いずれ の 場合 も イ 
ンタ リー プ ブフ ァ ク タ の 指定 は 無効 に な 
り ま す 


指定 し た 論理 アド レス か ら ド ライ ブ の 最 
後 の プ ロッ ク ま で フォ ー マ ッ ト し ます 。 論 
理 ア ドレ ス は , ディ スク 上 の 各 セ クタ に デ 
ィ ス ク の 先頭 か ら 順 に 割 振 っ た 連続 番号 で 
す 。 すべて 0 に すれ ば , ディ スク の 全面 を 
ンプ ォ ー マ ッ ト す る こと に な り ま す 。 

4 ) READ (コー ド 08) 


elele (MSB) 論理 アド レス 
| mmzrrs 
論 理 ア ド レ ス (LSB) 


数 


メ ロ ツ ク 
E : 0 の と き ECC に よる デー タ 修 正 を 許可 


BE IgE 
し ます 


指定 し た 論理 アド レス 番号 の セク タ か ら , 
ブロ ッ ク 数 で 指定 し た モク タ 数 分 ど だけ デー 
タ を 読み 出し ます 。 EE ビット は ディ スク へ 
の 書き 込み 時 に 付け て お いた ECC ュ ユー ド に 
よっ て , デー タ に エラ ー が 発生 し た と き に 。, 
自動 的 に デー タ の 修正 を 行う こと を 指示 す 
る も の で , 通常 は 0 に し て お いた ほう が は よ 
いて し さま は すう 。 

この コマ ンド に は , デー タ 転 送 フ ェ ー ズ 


特集 活用 ハー ド デ ィ スク & プ リン タ 


が 伴っ て い ま s 
5 ) WRITE (コー ド 0A) 


ド レ ス (LSB) 


呈 定 し た 論理 アド レス 番号 の セク タ か ら , ・ 
ブロ ッ ク 数 で 指定 し た モク タ 数 分 どけ デー 
タ を 書き 込み ます 。 

この コマ ンド も デー タタ 転送 フェ ー ズ を 伴 
いま す 。 


や っ ぱり 奥 は 深い 


あま り に も 高価 で パー ソナ ル と は 日 が 裂 
け て も いえ な か っ た だめ に , 取り 上 げ る 機 
会 の な か っ た だ ハードディスク を つい に 攻め 
る こと に な り ま し た だ 。 当初 は あま り 突 っ 込 
む 必 要 は な い だ ろ うと タカ を くく っ て いた の 
で す が , 本 気 で 調べ て いく と そん な に 甘い 
も 5 の で は あり ませ ん で し た 。 ハ ー ド ディ ス 
ク と いう の は 電磁 気 学 , 機械 工学 , 制御 工 
学 , 電子 工学 , 情報 工学 な ど , 物 作り に 絡 
む 技 術 , それ も か な り 高 度 な 部 分 の 集合 体 
だ っ だ の で す 。 本気 で や っ て いっ た 6 ハー 
ド だ け で 最低 2 巻 , SASI/SCSI で は どう 考 
えて も まる 1 巻 , さら に アプ リケーション 
な ど で の 応用 だ け で も 1 巻 と な っ て 本 屋 に 
並ん で いる こと を 考え る と ,「 雑 学 ハ ー ド デ 
ィ ス ク 全 何 巻 」 な ん て いう こと に な っ て も 
お か し てく な いく らい で す 。 

今回 は な る べく 広く し か も と ころ に は 
っ て は 少し 深く と,。 ア サガ オ の 種まき 式 に 
いろ いろ な と ころ を つつ いて み ま し た が , 
いか が だ っ だ た で し ょ うか 。 な に か 興味 が 出 
て きた ら 教 科 書 な り そ れ な り の 専門 書 を 当 
だ っ て みる と 良い で し ょ う 。 理 工学 系 の 大 
学 が あれ ば , そこ の 生協 な ど で 買 を える で し 
ょ う (生協 の 会 員 で びな いと 割引 は し て も ら 6 
えな い だ け の こと で , 誰 で も 買う こよ は で 
きる は ず で す )。 

と に か く , この な が 一 い 解 説 に 最後 まで 
お 付き 合い いた だ た だい て, お 疲れ 様 で し た 。 


特集 ハー ド デ ィ スク 雑学 講座 づめ 


超 初 心 者 に 贈る 


HOW IUUSEFHD 


ハー ド デ ィ スク は まっ た く 初 め て と いう 西川 氏 が つい に 1 台 
の ハー ド デ ィ スク を 手 に 入れ まし た 。 マ ニュ アル 片手 に あー 
で も な いこ 一 で も な いと 大 稚 闘 。 初 心 者 の 目 か ら 見 た ハー トド 
ディ スク 入門 て す 。 


| 


Nishikawa Zenj! 


西川 和装 司 


| 者: 


初め て の ハー ド デ ィ スク | 


ば ほっ は っ は 。 ここ じゃ 。 (ギィ ーッ っ ) 老 : 待っ た ぁ あー っ !! 確か 
善 : この 暑い の に よく タン ス に 隠れ て まし が 。 HD は 1 
' だ ee。 し か か し 。 ど と うに も こと こし に 。 し て 全う こ 
これ まで 隠し て きた けれ ど 実 は 私 こと 西 老 : いや , 暇 だ か ら 西 川 才 の と ころ に き て 善 : へぇ 。 


に それ て も いい 
台 で あたかも 2 台 以 上 の も の 
と が で きる の じゃ 。 


川 善司 は 初 体験 な ん で す 。 な ん の 初 体験 か 
っ て それ は タイ トル を 読め ゆば わか り ま す よ 
ね 。 を そう,。 秋 は 含ま で 松茸 を 食べ だ こと が 
な か っ た の で す , じゃ や な か っ た だ ハー ド デ ィ イ 


スク (以下 HD) を 持っ て いな か っ だ ん で す 。 


と ころ が この 間 秋 葉 原 ヘ フラ フラ ッ ヒ と 立ち 
寄っ だ た.6 HD の 安い こと 安い こと 。 芝 は 10 
M バ イト の HD は 20 一 330 万 し まし た が , 分 
人 0 ト が 10 万 円 を 割っ て いる と い 
Ghee 。 私 は 驚き の あま り , 駅 前 の 客引き 
EC ic 
ふと 我 に 帰っ た と き に は 40M バ イト の HD 
を 買わ され て いま し た 。 う ぅ 5, 明日 か ら 当 


みた の じゃ 。 しかし, 不用 心 じ ゃ の う 。 留 老 : 


守 な の に 鍵 て ひと つ 掛 け と らん 。 

善 : 忍び 込ん どい て な に いっ て ん て す 。 
老 : そん な こと より , X68000 を 見 て みな る 
*。、 詩 ち 。 が に か 聞い て きた と る ぞ 。 

ハー ド デ ィ スク の 装置 番号 を 指定 し て くだ 
さい 。[ ロ 一 15] : 

善 : ふ ー む , する と X68000 は 本 体 に ハー ド 
ディ スク を 16 台 も 接続 が 可能 な の か 。 う 一 
ん 。 す ご ざ ごい 。 え 一 。 1 台 し か な いか ら 0 と 
押し て , と 。 

ハー ド デ ィ スク の タイ ブ を 指定 し て くだ さ 
い 。(]10, 20, 40M バ イト )= 


et EN 
か ら 。 ここ て 20M バ イト の 領域 確保 を 
回 行え ば , 1 EE ein 
の HD と し て 使え る の じゃ 。 

善 : ふぅ うん 。 それ じゃ 10M バ イト で 4 回 領 
域 確 保 す れ ば 1 台 で , 4 耕 分 と し て 使え る 
と ? 

を うい うこ と に な る な 。 て 。 そ の よう 
に し て 分 けら れ た 1 つ ひ と つの 領域 を 「 ブ 
ロッ ク 」 と 呼ぶ 。 

善 それ じゃ , 20 と 入力 し て お くく か 。 
領域 確保 中 で す …… 

領域 確保 っ て の は ずい ぶん 時 間 の か か る も 


分 ご 飯 は ペヤング ( 注 1) だ な , と 思い つ 老 : 今 日 お ね し が 買っ て きだ の は 40M ズ バイ の な ん で すね 。 
つう 帰路 に つい た の て し た 。 ト の ハードディスク じゃ か ら , 40 と 入力 す 薔 : う ん と , 複数 の ブロック に 
| れ ば いい の じゃ 。 て , それ は どん な ふう 


UE 
購 


HH を フォ ー マ ッ ト 。 鞭 : ん な こと , 見 りゃ わか り ま す 。 か ね 。 
ーー | 老 : ほ ら , また な に か 聞い て き と る ぞ 。 孝 そう じゃ な 。X68000 に は Human68k の 
うし も しら つら 。 モッ ティ ング は は CREORK 装置 全体 を 初期 化し ます , よろ し いで すか ほか に も 0S-9 と いう 0S が ある か ら , ブ ロッ 


昨日 まで BASIC プ ログ ラム を コン パイ ル す 
る の に 。 い ちい ち C コ ヨン パイ タラ タ の ディ スク グ 


ク 1 は Human 専 用 , ブロ ッ ク 2 は OS-9 再 
用 の 領域 と し て 使っ た りす る の が - 毅 的 か 
の の う 。 

善 : あ , な る ほど 。 ブ ロッ ク 1 は Human 
68k ver.1.00 で 。 ブ ロッ ク 2 に は Ver.2.00 
を あ 入 れ て あく 。 な ん て こと も で きる ん て す 
が か 層 。 

老 : も ちろ ん , で きる 。 はら, 


(Y/N〉 

善 Y。 お お , HD 正面 の ラン プ が 赤く な 
の マス ター を ユビ ピー し て 。 いらない ファ アァ ィ っ だ 。 フ ロッ ピー と 違っ て か な り 和 侍 だ され 
ル を 消し て デイ スク の 容量 を 稼い で , ふぅ , ます ね 。 

を れ か ら や っ と ソー ス を コピ ー し て コン パパ 老 : そ れ も そ うじ ゃ 。 フ ロッ ピー40 枚 分 も 
イル し て まし た か ら ね (X68000 の C コ ン パ 容量 が ある ん じゃ から な が 。 

イラ は コン パイ ル の 途中 。 いろ ん な ファ イ 初期 化 を 終了 し まし た 。 


MM 善 : や っ と 終わ っ た 。 こ れ で HD が 使え る 相 域 確 休 が 


ソー ス の 大 きき る に 応じ た ある 程度 の 空き エ よう に な っ た わけ か >。 終了 し ただ た よう じゃ ぞ 。 

fo ne 老 : いや らい に や 。 まだ じゃ 。 IPL の 登録 お よび FAT・ デ ィ レ クト リ の 初 
し たい て 主 み で うだ な 。 な と ともい つつ 且 処理 を 選択 し て くだ さい 。 期 化 を 行い ます 。 

uman68k ver.1.00 を 立ち 上 げ ま す 。HD も ] : マップ 8: 領域 確保 3 : 領域 開放 ボリ ュー ムラ ベル を 半角 ?1 文字 以内 で 指定 
普通 の フロ ッ ピ ー 同 様 フ ォ ー マ ッ ト し な け 4 : 領域 選択 5 : 装置 初期 化 65 : 装 置 変 し て くだ さい 。 


れ ば 使え な いみ だ いで す 。 え 一 と , マ ニュ ア 
ル の FORMAT の 項 を 見 て みる と ハー ド デ 
オグ み の ア ォ ー マ タ ャ し ほ 。 


更 7: 終 了 閉 : を えた えと, ん じゃ , Human68k と 。 
善 先ほど 行っ た の は メニ ュー の 6 と 5 に シス テム を 転送 し ます か や 〈Y/N) 
当 だ る わけ か 。 で, これ か ら あ と , な に を 善 : Y。 ほ ん じゃ , ま , メニ ュー の 7 の 終 


FORMAT /H すれ ば に に と に い う 4 ん て すか 7? 了 を 選ん で と 。 
と すれ ば いい みた だ たい で すね 。 老 : 2 の 領域 確保 を 選び な さい ハー ド デ ィ スク の 初期 化 を 終了 し ます 。 
7 あい 。 を の と お り じ ゃ 。 何 メ ガバ イト 確保 し ます か "" : 一 度 リ セッ ト し な いと , ハー ド デ ィ スク は 
善 : だ , 誰 だ !? 義 : 40 と 。 使用 で きま せん 。 
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リセ ッ ト し て も よろ し いで すか 〈Y/N) 
次 [に こ ,。 これ で や っ と 私 の HD は , 使え る 
ょ うに な っ だ ん で すね 。 よし, リセット 

うう , な ん て 速く 《 Human が 立ち 上 が る 


ん だ 。 う うう うう 


HD に ディ スク を コピ ー 


次 うう 2 グラ ウフ う 。 
老 : い つま で 泣い て お る ん じゃ 。 
善 : いや , 明日 か ら 毎 日 食事 が ペヤング に 
な る か と 思う と 妙 に 泣け て きま し て ね 。 
老 : そう か 。 (アッ サリ ) る さて, いま HD に 
は HUMAN.SYS と COMMAND.X し か な 
いね け は じゃ が 。 これ だ け で は な に も で き な 
い 。 違う か ? 
善 そう て すね 。VS.X (ビジ アル シェ ル ) 
な ん か も は ほし いし FM 音源 ドラ イ バ な どの 
デバ イス ドラ イ バ な ん か も ほし いで す よ ね 。 
の わが っ だ 1 この シル スチ ザム ディ スグ を 
HD に コピ ー す れ ば いい ん で すね 。 
老 : それは そう だ が どう や っ て コピ ー し よ 
う を いう ん だ ね 。 
善 : まぁ , 見 て て くだ さい 。 リ セッ ト し て , 
この シス テム デイ スク の マス ター を 立ち 上 
げ ます Pe VS.X が 立ち 上 が っ た 。 い まこ 
の シス テム ディ スク が 入っ て いる の は ドラ 
イプ A, HD は ドラ イブ C に な っ て る か ら 
普通 に デイ スク も コピ ー す る みた い に デ ィ 
スク グ の アイ コジ シ ジ を A つ し ヘコ ヨ ピ ー す れ ば い 
いん で し ょ 。 
老 : や っ て みん し ゃ い 。 
善 : ふん , 僅 そ うに 。 えい, あれ ? 
メデ ィ ア / 容 量 が 違い ます 
コピ ー で きま せん 
老 : は っ は っ は っ 。 それ みた だ た こと か >。 
医 : 笑っ て な いで どう し た らい いか 教え て 
だき いよ 。 
老 : こ の ディ スク を 立ち 上 げ て みな さい 。 
図 ] 
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装置 名 


ハー ド ゲ ディ スク 


0M パ イト 
0M バ イト 


章 環 ( 間 が ) 較 ( 補 や ) 較 議 (前 に 戻る ) 


善 ほ な ん じゃ ? こり ゃ 。 た だ の Human 
68k ver.2.00 じ ゃ な いで すか >。 
老 : は っ は っ は っ 。 あ いか わら ず 勉 強 不足 
じゃ な 。 ver.2.00 に は COPYALL と いう 便 
利 な コマ ンド が ある の を 知ら ん よう じゃ な 。 
こい つ は 種類 の 違う メデ ィ ア 間 の オー ルコ 
ビー が て きる コイ ンド ビビ ゃ 。 
善 :* と どうやって 使う ん で す ? 
老 : いま , ドラ イブ C は HD, AF ド ライブ 
に は 先ほど 立ち 上 げた ver.2.00 が 入っ て お 
る 。 ド ライ ブ B に コピー 元 と な る お ね し の 
シス テム デオ スク を 入れ だ が るい 。 
善 : は い 。 
- - 全 村 we 者 sd 4 

COPYALL /T B: *.*C: 
を 実行 し て あと は 待つ だ け じ ゃ 。 
善 :「B:*.* C:」 は だ いた いわ か る ん 
て すけ ま を りり Ty っ て な ん て す ? 
老 : COPYALL コ マン ド の ス え スイッチ で コピ 
一 先 に すでに ある ファ イル は コピ ー し な い , 
と いう こと じゃ 。 は ほら, Human や COMM 
AND. X は すでに HD に FORMAT の と き 入 
れ だ か ら コ ピー する 必要 は な いじ ゃ ろ 。CO 
PYALL に は ほか に も スイ ッ チ 指定 が で き 
る か ら マ ニュ アル で 確か め て お くく と いい ビ 
や ゃ ろう 。 
善 : ふつ う の COPY コ マン ド と どう 違う ん 
て すす 
老 : まぁ 見 て いな る さい 。 ほら,。 COPYALL 
は サブ ディ レク トリ の 内 容 ま で コピ ー し て 
て 和 0 る 。 」 
善 : お ぉ 。 コ ピー 先 に な い デ ィ レ クト リ は 
自動 的 に MKDIR ユマ ンド を 使っ て 勝手 に 
作っ て くれ て る ぞ 。 な ん て 賢い や つっ ! 
老 : この ほか に も ver.2.00 は 便利 な コマ ン 
ド が 増え て いる か ら 購 入 す る な り 5 ( 税 抜 き 
9,800 円 ),EXPERT, PRO に 買い 換え る な 
り し だ ほう が よい ぞ 。 試し に FORMAT っ 
マン ド を 起動 し て みな さい 。 

図ら 


特集 活用 人 ハード ディ スク プリ ンタ 生還 四 


えて て 牧 な が っ だ ん て す 『? 


善 : セー, さっ きま で の 操作 が メニ ュー で 
出 て きた 。 こ れ は 楽 チ ン 。 ど うし て 早く 教 


ver.l.00 と ver.2.00 と の 違い 


著 : も うぅ う 一 度 20M バ イト の 領域 確保 を し た 


ら ブ ロッ ク 1 と ブロ ッ ク 2 に 分 か れる ん で 
し 

老 : そう じゃ 。 

装 : X68000 は プ ブロッ ク 1。 ブロ ッ ク 2。 ど 
ちら を 起動 し て いい ヵ か 迷い ませ ん か ね 。 
老 : な に を だ わけ だ た こと いっ て お る 。 ちゃ 
ん と IPL が どれ を 立ち 上 げ る か を 聞い て 〈 
な よさ うに も き て お る 。 

善 : あ , 本 当 だ 。 

老 : これ は ver.2.00 で フォ ー マ ッ ト す る と 
出 て こない メニ ュー じゃ 。 も と も し と, OS 単 
位 で 起動 を 選択 する た め の も の じゃ か ら な 。 
善 : さっ き ver.1.00 と ver.2.00 で 分 け て 使 
ん も と nw て まし だ た が 

老 : や れ ば で きる 。 まあ, あま り メ リッ ト 
ま ず , ver.1.0 で 
フォ ー マ ッ ト し て 領域 を 2 つ 確 保 す る 。 こ 
こ で は シス テム を 転送 せ ず に , それ ぞ れ の 
ジス テム デイ スク を 立ち 上 げ ,、 SYS コマ ン 
ド で シス テム を 転送 すれ ば いい ん じゃ 。 
善 : これ て 起動 時 に OS を 選択 で きる わけ 
で すね 。 で , 選択 され な か っ だ た ほう の プロ 
ッ ク は どう な る ん で す ?7 も う 使 えな く な 
っ ちゃ うん で て で すか? 領域 選択 きれ な か っ 
だ ほう の ブロック に は アク セス で き な い ん 
で すか ? 

老 : ほう 。 お ぬ し に し て は まとも な 質問 じ 
ゃ な 。 結 論 か らい うと Human68k yer.1.00 
で は アク セス で きん 。 電源 ON 時 の ハー ド 
ディ スク メニ ュー て 選ん だ ブロ ッ ク , も し 
〈 く は FORMAT /H の 領域 選択 で 選ん だ ププ 
に ツ グ に し か HD と も し て アタ キズ スズ でき な 


E: 


C っ B ディ スク コピ ー 中 で す 


メデ ィ テ ング 容量 が 違い ます 
っ ピー で きま せん 


Co ) 


特集 HOW TO USE HD 2Z 


の じゃ 。 

善 : その 日 振り か ら す る と Ver.2.00 か ら は 
で きる ん て すす 役 。 

老 : そう じゃ 。 だ か ら , HD の ブロ ッ ク 間 
で の ファ イル の や り と り も 可能 な の じゃ 。 


テン ポラ リフ ァイル の 秘密 


善 : いや あ 。HD は いい な ぁ 。BASIC が も 

の の 2 秒 で 立ち 上 が る 。 う う 。OPMA ド ラ 

イ バ の 組み 込み ある まっ た く 〈 待 た る され な いし 。 

老 * そ うじ ゃ 。 お 内 し 。 テ ン ボ ラリ ファ テイ 

ル を 知っ て お る か ? 

善 : は ? あの 人 金属 製 の 四角 の ワク に 布 を 

は っ て , 蹴 躍 運動 に 使う 運動 益 具 で すか ? 

うー ん , そう いえ ぇ ば 昔 ド リフ の 「 全 員 集 合 

と か で 使っ て まし た ね 。 あ れ が と どう し た ん 

で すか ? 

老 : 長 々 と 説明 ご 苦労 。 を れ は トラ ン ポ リ 

ン じ ゃ 。 わ し が いっ て る の は トラ ン ポ リン 

ファ イル 。 じゃ や な か っ た 。 

甘 : テン ポラ リフ ァイル で し ょ 。 

- * の 上 

次 : で , それ が どう し だ ん て す ? 

老 : お ね し は いつ も そん な 調子 が? まあ 

よい 。 で, お ぉ ぬ し は 自分 の シス テム に RA 

MDISK を 作っ と る か な ? 

善 : いや 。 で も 作り 方 は 知っ て ます よ 。C 

ONEIG. SYS て で, 
DEVICE=\SYS\RAMDISK.SYS #G 

で グラ フィ ッ ク ラ ム 512K バ イト を RAM デ 

ル 多 みて き て 。 
DEVICE=\SYS\RAMDISK.SYS #M128 

で , メイ ン メ モリ 128K バ イト 分 を RAM デ 

ォ ス ク に て きる ん て す 。 

老 : マ ニュ アル を 見 な が らい うな 。 こ の 茶 

気 者 ! 

善 { て . テン ポラ リフ ァイル っ て 何 な ん で 

す 7 それ と ERAMDISK と な ん の 関係 が 。 

老 : うむ 。SORT な どの フィ ル タ 機 能 を 持 

つ ュ マン ド , まあ , パイ プ 機 能 ほ と いう ん じ 

ゃ が , これ ら の 実行 の 際 , 中 間 フ ァイル を 

作る ん じゃ 。 
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善 : それ を テン ポラ リフ ァイル と いう と ? 
老 : そう じゃ 。 コマ ンド 終了 後 こ の テン ポ 
ラリ ファ イル は 自動 的 に 消さ れる 。 ア セン 
ブラ や コン パイ ラ な と も 動作 中 テン ポラ リ 
ファ イル を 作っ た りす る の じゃ が , これ ら 
の プロ グラ ム (コマ ンド ) の 処理 時 間 の 多 
く は この テン ポラ リフ ァイル の 作成 に 費 や 
る られ て お る 。 
2 : ふふふ 。 その テン ポラ リフ ァイル を 加 
いい メデ ィ ア に 割り 当て る こと が て きれ は キミ 
マン ド の 動作 時 間 を 短く で きる と いう わけ 
で です 
善 : だ , 誰 だ りり ウ 
光 : は っ は っ は っ 。 ここ で す 。 ト イン レン を 借 
り て いま し た 。 西川 若 . ちゃ ん と トイ レ は 
使用 後 流す よう に ね 。 あ れ で は 女性 に 嫌 わ 
まず すま 
養 よけい な お 世話 だ 。 ど いつ も こい つも 。 
老 : いや , 悪い 悪い 。 つ い 講 釈 に 熱 が 入り 
すぎ て 彼 も 一 緒 だ と いう の を 忘れ と っ た た 。 
光 : さて , 西川 者 。Human に は TEMP & 
いう 内 部 コマ ンド が あり まし て ね 。 テンポ 
ラリ ファ イル を どこ に 作る か を 指定 で きる 
ん で す よ 。 
老 : いま 立ち 上 が っ と る シス テム は HD か 
ら 立 ち 上 げた も の じゃ や から テン ポラ リフ ァ 
イィ イル は HD に 暗黙 の うち に 作ら れ と る 。 ま 
和 。 これ で て も キキ 分 速い の Re 
光 : RAMDISK の 速 さ に は 及ば な いと いう 
わけ で す 。 便利 だ か ら と いっ て , な ん で も 
か ん で も ハー ド デ ィ スク に や ら せ る の も 考 
えた る もの て し よう 。 
著 : な ん だ い 。 2 人 し て し ゃ で り ま くっ て 。 
老 : まあ 。 見 て いな さい 。CONFIG. SYS 
に 

DEVICE = ¥SYS¥RAMDISK. SYS #G 
を 付け 加え て リセ ッ ト し 。 シス テム を 立ち 
上 げ な お す 。 
光 : まず , HD が AF ドラ イブ 。 フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ (以下 FD) が B, C ド ラ 
イブ 。 RAMDISK が D ド ライ ブ と な っ て い 


閉 : TEMP D: っ て いう ん で し ょ 。 
療 < そ うじ ゃ 。 これ て テン ボラ リフ ァイル 
は RAMDISK に 作ら れる よう に な っ た か ら 。 
コン パイ ラ な ど が か な り 高 速 に な っ だ は ず 
じゃ よ 。 
善 : ほん と か な あぁ 。 
光 : そ ん な に 疑う な ら ,。 な に か コン バイ ル 
し て み ま し ょ う 。 そう だ, 今月 の Oh!X に 
あな た の 作っ た ミュ ー ジ ッ ク ブ プログ ラム が 
あり まし た ね 。 あ れ を コン パイ ル し て 時 間 
を 計っ て み ま し ょ う 。 

CC ファ イル ネー ム . BAS 


ts 
老 : 以下 に コン パイ ル 時 間 を 示し て お くさく か 
ら 5 読者 は テン ポラ リフ ァイル は FD ょ より は 
HD, HD よ ょ より は RAMDISK に 作ら せ だ は ほ 
う が 速 いと いう こと を 確認 し て ほし い 。 
善 : 老師 , 誰 に 向かっ て 話し て ん で す ? 
テン ポラ リフ ァイル で を, 

FD に (コン パイ ル 時 間 123 秒 ) 

HD に (コン パイ ル 時 間 93 秒 ) 

RD に (コン パイ ル 時 間 69 秒 ) 


HD よ , 永遠 に 


光 : まあ , 西川 者 も HD ユー ザー と な っ た 
わけ だ か ら 。 お 祝い に Z80's Bar に で も 飲 
み に い きま すか 1!7? 

装 : そん じゃ 光 の お ご り と いう こと で 。 ル 


ン ル ン …… お っ 。 地震 だ ……。 
= oo 


うわ ぁ ー っ HD が 沙 ち た だ た 。 ど うし だ らい 
いん じゃ ー。 ラ うう うっ 。 

老 : 落ち る の も 当たり 前 じゃ や 。 な に せ デ ィ イ 
スプ レイ の 上 に 置い て あっ た の じゃ か ら な 。 
HD は な , 振動 や ショ ッ ク に は 非常 に 弱い 
の じゃ 。 

光 : 書き 込み 中 に 揺らし た り し て も , クラ 
ッシュ する くら いで すか ら ね 。 

老 : HD は 運搬 に も 気 を つけ なけ れ ば な ら 
ん 。HD は 基本 的 に 。 ヘッ ド と ディ スク は 
非 接触 で アク セス し て お る か ら , 振動 に よ 
っ て ヘッ ド が 強く ディ スク に ぶつ か っ た り 
し て , ディ スク に 傷 を つけ れ ば 故障 と な り 
が ね がい 。 

閉 : 2 人 と も そん な に 知っ て いる ん だ っ た 
ら な ん で ひと 言 。 い っ て くれ な か っ た ん だ 
ょ よー。 う わ ー。102,794 円 (税込 み ) が 一 瞬 
に し て パー だ ,。 あー, 明日 か なら ペヤング だ 
と いう の に te 

老 : あー, 飲み に は 2 人 で 行く と する か , 

光 君 。 

光 : そ , そう で すね 。 
ち は こ れ で 。 


じゃ , 西川 君 。 私 た 


ネ ネ キ 

こう し て , 西川 者 の HD は ろく に 使わ れ 
ず 天 国 行き さと な っ た だ 。 彼 を 待ち うけ る の は 
毎月 の ロー ン と ペヤング で あっ た 。 


( 注 l|) ペヤング ソー ス 焼 き そ ば の こと 。 は ち 
みつ レモ ン と 絶妙 の コン ビ ネ ー シ ョ ン を 誇る イ 
ンス タン ト 食 品 。 

( 編 注 ) 西川 君 は まだ まだ 甘い 。 某 オー トバ イ 
誌 の 招 乏 グラ ンプ リ で の 名 言 , 「3 食 カッ プラ ー 
メン は 貧乏 じ や な い 。 カ ッ プ ラー メン は 128 円 


も する じゃ な いか 「」 


Human68k ver2.0 の 紹介 記事 (Oh!X 5 
月 号 ) を 書い て いた だ たら, 無性に ハー ド デ ィ 


か! も コナ が ほし て な り 。 と うし とう 。 ゴゴ 
ー ル デン ウィ ー ク に 突入 する や 否や 秋葉 原 
に 飛ん て し まっ た 。 右手 に クレ ジッ トカ ー 
ド , 引 に 「 ボ ー ナ ス 一 括 払 い 『! 」。 

ここ て で 重要 な の は ,“ ゴ ー ル デン ウィ ー ク 
を 待っ た " こと で ある 。 誰 に も (締め 切り 
に も ) 邪魔 さき れず 。 の ゆっ くり 040M バ イト を 
堪能 する 時 間 を 必要 と し た か ら だ 。40M を 
目 分 の 好き な よう に 使う 。 ほ と ん ど 気 分 は 
都市 計画 。 あ あ , 40M は 広い な あ ,。 と りあ 
を え ず 。 う ちの ハー ド デ ィ スク は 未だ 10M ほ 
と どの 原野 を 抱 を て いる ん だ も ん 。 
SSNS NO SG 


第 1 部 
生 の HD を 前 に し て 石 に な る 


まず は 使え る よう に する 


その 昔 ) ハー ド デ ィ スク と いう の は お 金 
を 持っ だ パソ コン ユー ザー や , 貧乏 で も > っ >* 
ソコ ン に は 人 金 を 惜しま な い 剛 の 者 や 。 お 仕 
事 に パッ コン を 使う “買っ た ハー ド デ ィ ス 
ク の 代金 が 必要 経費 と し て 減価 償却 で き 
る "人 の も の だ っ た 。 つ まり , 自分 で “都市 
計画 "を 遂行 でき る 人 や , ロー タス 1-2-3 な 
ん か の ビジ ネス ソフ ト し か 使わ な い 人 だ 。 

と ころ が , 最近 で は 困っ た こと に , “パソ 
コン を 買っ た ら な か に ハー ド デ ィ スク が 入 
っ て い だ ” な ど と いう ラッ キー な 人 々 が 増 
えて いる 。 ラ ッ キ ー な だ け な ら 6 まだ いい が , 
生ま れ て 初め て 買っ た パソ ュ ユン が X68000 
ACE-HD で , ハードディスク が な ん た る か 
さえ 知ら 5 な か っ た だ た 。 と な る と これ は 原野 商 
法 に ひっ か か っ た 老人 の よう な も の だ 。 

だ か ら , 今回 は 原野 の 開拓 , 戦う 車田 兵 , 


OEgikubo Kei 


荻窪 圭 


無難 に 分 割 統治 を 行う た め の 


空間 有効 利用 の 心得 


土地 は 狭く と も 磁性 面 は 錦 の 精神 で 迫っ て 
みよ うと 思う 。 最初 の 教え は “広がる 磁性 
面 で 石 に な る 者 は 幸い で ある "だ 。 


初め て X58000 で HD を 使う 


まず , パッ コン 初心 者 に 贈る ハー ド デ ィ 
スク 使い方" 入門 か ら 始 め ょ う 。 買 っ て 
さて 本 体 を じっと 見 つめ “ハードディスク 
と や ら は いっ だ た い ど こ に 入っ て いる ん だ ろ 
2 と 悩ん で し まう よう な 人 で ある 。 つ ま 
り , 初め っ か ら ハ ー ド ディ スク が 内 上 蔵 る きれ 
て いる ACE-HD や ら 6Expert や PRO の HD 
版 買 っ だ 人 ね 。 も し か し た ら 。 イン スト 
ー ル し な いと ハー ド デ ィ スク は な ん の 仕事 
も し て くれ な いこ と も 知ら な いか も し れ な 
い 。 

で , 仕方 が な いか ら 。 フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク と ハー ド デ ィ スク の 違い も わか ら ぬ まま , 
マニ ュ ア ル を 見 て エイ ヤ っ と “ハード デ ィ イィ 
スク イン スト ー ル 用 " バッチ ファ イル を 実 
行 し て し まっ だ た りす る か も し れ な い 。 それ 
で も っ て , 買っ て きた ゲー ム で 遊ぼ うと ド 
ライ ブ 0 に ディ スケ ッ ト を 入れ だ は いい が , 
ハー ド デ ィ スク か らい つも の よう に ビジ ュ 
アル シェ ル が 立ち 上 が っ だ たり し て “どー し 
て 僕 の ハー ド デ ィ スク は いつ も し ゃ し ゃ り 
出 て し まう の だ 。 ゲ ー ム が で き な い ぞ !" 
と 叫ぶ か も し れ な い 。 

それ は , ハー ド デ ィ スク と X68000(Hum 
an) の 関係 を 正しく 把握 し て いな いか ら で 
ある 。 マ ニュ アル に いわ れる まま ハー ド デ 
人 スグ デア プア ォ ー マ ッ ト し 。 システム ディ メス 
ク を コピ ー し て は いな いか 。 ハード デイ ス 
ク の 20M な り 40M ( 注 2) な り の 広大 な 空 
間 (磁性 面 ) は ユー ザー が 管理 する あな た 
だ け の 土地 (し か も 整地 前 の 原野 ) で あり , 
た だ 単に “広い か ら フ ァイル が た くさ ん 入 
っ て い 一 な あ " と いう も の で は な い の で あ 


使い 慣れ た 2 M の 世界 か ら , 
に よっ て 広がる 大 容量 の 世界 。 こ れ は , いき な り 膨 大 な メモ 
リ 空間 を 前 に し て も , 臓 する こと な く 勇 猛 果 敢 に チャ レン ジ 
する た め の , 心温まる ユー ザー ズ マ ニュ アル な の で す 。 


ハー ド デ ィ スク を 手 に する こと 


る 。40M も どう や っ て 使 お うか な あ , と 考 


える だ け で 2, 3 日 暇 が 潰せ て し まう くら 6 
い の も の な の で ある 。 ハ ー ド ディ スク の イ 
ンス トー ル は 愛 を 込め て ,100 坪 の 土地 が あ 
っ だ ら 6 どん な 家 を 建て て どん な が 部屋 割 り に 
し て と どこ を 誰 の 部 屋 に し て (私 は 2 階 の 8 
管 く らい ある 洋間 で ,。 ベラ ンダ か ら 6 天気 の 
いい と き に は 富士 山 が 見 を える と いい ) な ど 
と 想像 する よう な 心 で 行う で べき なの だ 。 
ハー ド デ ィ スク の 構造 や 6 ら 選び方 や 6 壊 
し 方 や 6 お 風呂 の 入れ 方 な ど そ うい っ た こ 
と は ほか の 記事 に 任せ て お いて , 私 は ハー 
ド デ ィ スク に お ける “都市 計画 ", も う 少 し 
スケ ー ル を 落と す な ら , FD か ら HD へ の 楽 
し い リ ハウ ス を 追求 し て み だ たい 。 
それ に は まず , OS を 用 意 す る 。 こ れ は 重 
要 で ある 。X68000 に は いま , 4 種類 の OS が 
あ る 。Human68k ver1.0 と ver2.0 と OS-9/ 
68000 と CP/M68K で ある 。 こ こ は と りあ を 
ず 初 心 者 に は 関係 の な い (は ず の ) OS-9/ 
68000 と CP/M68K は 省 い て お こう 。 すると, 
残り は ver.1 と 2 の 2 つ だ け だ 。 こ こ で 暴 
論 も ある だ ろう 。ver.1 と 2 を 分 け な け れ 
ば な ら な い の か 。 そ う で ある 。 FD し か 使わ 
な い の な ら 困 ら な い が , こと ハー ド デ ィ ス 
ク に 限っ て は これ は も う ,。 か わい そう な く 
らい Human68k ver1.0 は 過去 の も の な の 
で ある 。 悪 いこ と は いわ な い 。HD を Human 
68k ver1.0 で 使う の は 特別 な 理由 が な い 
限り 遠慮 し た ほう が いい 。 ver.1 で 使っ て 
いる 人 は ver.2 (も ちろ ん 買っ て くる の だ 。 
下手 な ゲー ム よ り ず っ と 高い コス トバ パ フォ 
注 !) HD だ と ハー ド デ ィ スク だ けど と 。 2ZND だ と 
2 ハイ デン シテ ィ に な る 。 う 一 ん , 略語 っ て 徴 
Wo 
広大 な 空間 だ が , 広 さ に 紛れ て “不良 セ 
クタ ” や 不 規 クラ スタ "な ど が よく 潜ん で や い 
る 。 大 容量 の 精密 機械 の 場合 な ど に は 多少 の 落 
ちこ ぼれ が 存在 する も の だ 。 た だ , そう いっ た 


事態 を 想定 し て , 大 きめ に 容量 が 用 意 さ れ た り 
する の で , さ ほ と 心配 する 必要 は な い 。 


特集 空間 有効 利用 の 心得 づ の 


ー マ ン ス で 楽し め る ぞ ) で , イン スト ー ル 
し 直し た ほう が いい 。ver.1 と 2 で は 建売 
住宅 と 注文 建築 くら い の 違 い が あ る の だ 。 

理由 は 簡単 で ある 。 Human68k (に 限ら 
ず だ た いて い の DOS は そう だ ) は ひと つの ハ 


ー ド ディ スク を いく つか に 分 割 し て 使え る 。 


40M を 20M の ハー ド デ ィ スク 2 つと 見 な し 
て 使う と か ね 。 こ の と き ,ver.1 で は それ ぞ 
れ 同 時 に 使う こと は で き な い が (立ち 上 げ 
時 に どちら を 使う か 決ま っ て し まう ), vet. 
2 で は 領域 (ブロ ッ ク ) を 確保 し た だ け 別 
の ドラ イブ と し て 使え る の だ 
これ が いま の 私 の ハー ド デ ィ スク の 使い 
お を うだ 。 わ が まま だ みう 。 だ ょ と ん ば, 
40M の ドラ イブ が ひと つ あ る の と , 10M の 
ドラ イブ が 4 つ あ る の と で は どちら が 扱い 
や すい か ? 

これ が 一 番 大 き な 理 由 で ある (そう いえ 
ば , この 話 は 5 月 号 の “Human68k ver.2 
詳解 " で は し 忘れ た な 。 当 時, ハー ド デ ィ 
スク 持っ て な か っ た し な 。 と 言い 訳 を し て 
お ぉ お こう)。 そ ん な わけ で , 持っ て いな い 人 に 
は Human68k ver.2 を 買う よう 勧め る の で 
ある 。 その 他 も ろ も ろ ハ ー ド ディ スク に 親 
切な 設計 だ し ね 。 

で , 話 は 戻っ て , ハー ド デ ィ スク の イン 
スト ー ル で ある が , まず は フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク と 同様 。 フォ ー マ ッ ト し て や ら ね ば な が 
ら な い 。Yer.2 の 場合 は FORMAT コ マン 
ド を 実行 する だ け で いい 。 あ と は メニ ュー 
が 出る か ら ,。 そこ で ハー ド デ ィ スク を 選択 
し て , 思い 切っ て エイ ヤッ と ば か り に 初期 
化 を 選べ ば いい 。 装置 番号 は 0 で ね (ハー 
ド デ ィ スク 内 蔵 可能 機種 に ちか か わら すず, 
外 付け を 買っ た 人 を 除い て だ けど )。 ver. 1 
図 2 


Human ver1.0 


Format uersion 


MeTSUOT 殺 軒 番 号 を 指定 し て くだ さい [8 て 15] :9 
人 os シス テ 0 ガバ イト り で す 大 大 大 大 
(お 


49 メ ガバ 
il ガバ 
wm を 


AA シス テム 祝 域 の 答 理 情報 は 次 の 通り で す 太 太 太 太 
Gb n68k 49 メ ガ イ 

か 
る き 徹 8 9 メ ガラ i 


こさ 
く 則 
で Nt 
a 
守 4 … 
寺 
hy 
’ <: 


プ の onx 1989.9. 


( 図 1 参照 ね 。 


: en 3 領域 開放 領域 選択 5: 装 置 初期 化 6: 装 置 変更 7: 終 了 =1 


の 場合 は , コマ ンド モー ド で , “FORMAT/ 
H" と 入力 する 。 

ここ で エイ ヤッ と 実行 し て , シス テム 堆 
理 領域 が 異常 で す "” と いわ れ て も , まっ き 
ら な ハー ド デ ィ スク は 異常 な の が 当たり 前 
な わけ だ か ら , びび っ て は いけ な い 。 軽い 
気持 ち で , その ハー ド デ ィ スク の 容量 を 入 
て る 6 

ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト 作 業 ( 図 
2, 3 の よう な 状況 で 行う ) は , いか に フ 
ロッ ピー ディ スク より アク セス が 速い と は 
いえ , 何 10 倍 も 容量 が ある わけ だ か ら , 時 
間 が か か る 。 本当に 時 間 が か か る 。 じ っ と 
見 て いる と 不安 に な っ て くる の で , ディ ス 
プレ イ を テレ ビ に 切り 替え る な り 往 る な り 
OhIX の 愛読 者 カー ド を 書く な りす る の が 
tils。 エッ チチ だ っ て て きる ぞ 。 を し て , ' 待 
つ , 待つ 。 邊 つつ 。 

や が て , 終わ る 。 ハ ー ド ディ スク は フォ 
ー マ ッ ト し た だ け で は 使え を ない の だ 。 

フォ ー マ ッ ト が 済ん だ 6, 領域 確保 と い 
う “広大 な ハー ド デ ィ スク の うち , これ こ 
れこ れ だ け を ひと つの ドラ イブ と し て 使い 
た いか ら , 区 画 整理 を し て 管理 領域 を 作っ 
て ちょ 1!” 宣言 が 必要 な の だ 。 そし て 初め 


1 DRIVE /V 
A : 2HD (IMB) ユニ ッ ト 秋 電 …… 
B : 2HD (IMB) ユニ ッ ト 著 号 …… 
C: ハ ー ド ディ スク ニッ ト 番 号 …… 
D : ハ ー ド ディ スク ユニ ッ ト 番 号 …… | 
E : ハ ー ド ディ スク ユニ ッ ト 番 号 …… 2 
EF ハード ディ スク ユニ ッ ト 番 号 …… 
G : RAM DISK ユニ ッ ト 番 号 …… 0 
H :. 仮 想 ド ライ ブ で す 
) 


Z : 仮想 ドラ イブ で す 


Human ver2.0 


図 3 


| FORMAT for X68000 Version 2.98 Copyright 1383 SHRRP/Hudson | 
者 


Ma ド デ ィ スグ 


域 開放 4: 領 域 選 択 5: 装 置 初期 化 6: 装 置 変更 7: 終 了 = 直 


し て くだ さ 


上 (が 


て ハー ド デ ィ スク が ドラ イプ の 一 形態 だ と 
認め て も ら え る の で ある 。 

を の 領域 の 確保 だ が , きち ん と “都市 計 
画 が で き て いな いと ユー ザー は 悩む こと 
に な る 。 特 に ver. 2 で は , あな た の 一 存 で 40 
M な り 020M な り が いく つも の ドラ イブ に な 
る 。 つ まり 仮想 ドラ イブ ( 注 3) で は な てく , 
れっきとした 物理 的 な ドラ イブ に な る の が だ 。 
X68000 を 前 に し て 石 に な が る と ころ と いえ を ぇ 
ょ よう 。 私 は 軽い 気持 ち で 20M と 10M の 2 つ 
を 確保 し て 残り を 原野 の まま 放っ て お い だ 
の だ が , 結局 あと か ら 領 域 確保 やり直す 
羽目 に な っ て し まっ た 。 きめ 細か な 領域 確 
保 が 肝心 な の だ 。 

る さて, どれ だ け 確 保 し て お こう か 。Yer. 1 
な ら , で っ か が かく て とれ ば に いい の だ けれ EE 
う せ 一 度 に 1 カ所 し か 使え ない の な ら , 全 
部 と っ ちゃ ょ え を 「), ver.2 と な る と 1M ず つ 
40 個 と か (いく ら な ん で も それ は 無 余 だ 。 
ドラ イブ 名 が 足り な い 。AーZ ま で だ が から, 

注 3 う ) ディ スク ドラ イブ その も の と は 違っ て , 

ひと つの ディ レク トリ な ど を 論理 的 に ディ スク 

ドラ イブ と し て 扱う こと 。 た と えば 「“A:\BIN\" 

を G ド ライ ブ に する よ 」 と 宣言 する と , “DIR 


G” で “A\:BIN\" の ディ レク トリ を 見 る こと が 
で きる 。 


0 ボリ ュー ムラ ベル は Human2 SYS で す 


ボリ ュー ムラ ベル は ツー ル & ゲ ー ム で す 
ボリ ュー ムラ ベル は デー タ で す 

3 ボリ ュー ムラ ベル は 辞書 で す 

ボリ ュー ムラ ベル は RAM DISK で す 


4MM バ イト 
4MM バ イト 
MM バイ ト 
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選択) 軸 (確定 ) 国 還 (前 に 戻る ) 
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まあ , 多く (て 2M ず つの 20 個 だ な ), 5 M と 
10M と 15M の 組み 合わ せ で スウ ェ ー デ ン リ 
レー な ん て の も で きる 。 やっぱ , Ver.2 だ 
te の 

と りあ え ぇ ず 領 域 確保 あす る と (これ も ま 
た 時間 が か か る か ら , コー ヒー くら 6 らい は 飲 
め る 。 ジャ ワリ ティ な ら 1 リ ッ ト ル 瓶 が 飲め 
る , か も し れ な い ), あ と は , シス テム を 転 
送 し た て 。 リ セッ ト す れ ば 大 未 夫 。 こ の , リ 
セッ ト と いう や つが 重要 で , OS さん は 本 体 
を 立ち 上 げ 時 に つなが っ て いた (確保 きれ 
て いる ) も の で な いと ドラ イブ と し て 認め 
て くれ な い の で ある 。 

細か い 話 , た と えば どう 領域 を 選ぶ と い 
いか と か 。 ハー ド デ ィ スク に な に を 入れ れ 
ば いい の ? な ん か は あと で 考え る こと に 
し て 。 次 で ある 。 


外 付け HD の 場合 


外 付 け だ っ て まあ , 内 蔵 と 違い は な いん 
だ けれ ど , 電源 ケー ブル と ハー ド デ ィ スク 
用 の ケー ブル (これ が まだ 太い ん だ ) が あ 
る だ け で ね 。 こ いつ を つない で , 前 項 と 同 
じ こ と を すれ ば いい 。 だ た だ, ハード デ ィ ス 
ク の 電源 を 入れ て か ら 本 体 を 立ち 上 げ な け 
れ ば な ら な いと か , 本 体 の 電源 を 落と す 前 
に ハー ド デ ィ スク を 切っ て は いけ な いと か 
(先日 ,。 な に を 狂っ た か ハー ド デ ィ スク の 
パワ ー ス イッ チ を 押し て し まい , この 指 を 
離し て は いけ な い ! と, 右手 人 指し 指 で 
ハー ド デ ィ スク の スイ ッ チ を 押し た まま 左 
手 で 本 体 の 電源 を 切っ た ) ある けど ね 。 

だ だ 外 付 け の 場合 , 不 必要 な と き (ゲー 
ム を する と き と か ね ) に は 電源 を 切っ て お 
ける か ら 安 心 だ ど 。、 ハ ー ド ディ スク と いう の 
は 電源 の 入っ て いる 間 中 ずっ と 回 りっぱ な 
し だ か ら , 科学 技術 を 信頼 し て いな い 私 と 
し て は , 使わ な いと き は 止ま っ て いて ほし 
い 。 ついでに, ハー ド デ ィ スク が ぶっ 壊れ 
て (アク セス し て いる と き に 大 地震 が 来 て 
し まっ て , 揺れ た 拍子 に 磁性 面 を 傷つけ て 
し まっ だ た と か わ ね) 使え な く な っ た だ とき, 外 
付け な ら 外 し て 修理 に 出せ ば X68000 は を 
の まま 使え る けど , 内 蔵 タ イプ だ と その ま 
ま 本 体 ご と いな く な っ て し まう か ら , そう 
いっ た だ 点 で も 有利 だ 。 内 蔵 か 外 付け か は 趣 
味 の 問 題 ( ウ ッ , 機種 の 問題 だ )。 私 の X680 
00 は 初代 機種 だ か 6, 内 蔵 は びき な い の さ 。 


で , と どん な の を 選ぶ か だ けど (シャ ー プ 
は 純正 の 外 付 け の 40M ハ ー ド ディ スク を 出 
し て いな いか ら サ ー ド パー ティ も の に 頼る 
こと に な る ), う ちの ヤツ みた だ い に 安 いけ れ 
と BREAK キー で シッ ピン グ し て くれ な い 
の や (で も , 電源 OFF 時 の 自動 シッ ピン グ 
は ある か ら 安 心 ), 2 台 目 の ハー ド デ ィ スク 
を つ な で 出力 端子 が ある の や な い の が ある 
か ら , 今月 の 特集 を よく 読ん で か ら 考 えよ 
う 2 。 大 き な グ ラフ ィ ッ ク デ ー タ を いっ ぱい 
使う 人 は 2 台 目 が つなが る ヤツ ッ を 買い た だ たい 
だ ろう し ,。 そう に いっ た だ た 予定 が が ない 人 は 少し 
で も 安い ほう が いい だ ろ 2 う 。 

で , 持っ て いな い 人 は 買っ た 自分 を 想定 
し て 次 べ ど う ぞ 。 


フォ ー マ ッ ト の お 次 の 作業 


フォ ー マ ッ ト と 領域 確保 た シス テム 転送 
が すん だ だら, ハー ド デ ィ スク か が ら 立 ち 上 が 
る よう に し な けれ ば な ら な い 。 FORMAT 
コマ ンド が 転送 し て くれ る 「HUMAN. 
SYS」 と 「COMMAND.X」 の ほか に ,「 う 
ん ちゃ ら .SYS」 シリ ー ズ も 必要 だ ろう 。 簡 
単に すま す に は , ACE 以降 の 機種 に 付い て 
いる ハー ド デ ィ スク イン スト ー ル 用 の バッ 
チ フ ァイル で いい か も し れ な い が ,。 これ は 
次 の 点 で よろ し く な い の で ある 。 
1) シス テム ディ スク を その まま コピ ー し 
て し まう の で , 環境 作り を 味わえ な い 。 
ある い は 環境 作り の 勉強 に な ら な い 。 
2) 勝手 に メモ リス イッ チ を 書き 換え て し 
まう 。 
3) 勝手 な CONEIG.SYS と AUTOEXEC. 
BAT を 作ら れ て し まう 。 
な か て も 特に 2) が 恐怖 だ 。 なんと, な に が 
な ん で も ハードディスク か ら 立 も 上 が る よ 
うに 書き 換え て し まう の で ある 。 どういう 
こと か と いい うと, フロッピー デイ スク ドラ 


イブ に デー タデ イィ スク が る る っ て いよ う が 


ゲー ム が る る っ て いよ うう が, ハー ド デ ィ ス 
ク か ら 6 ブート し て し まう の だ 。 フ ロッ ピー 
ディ スク で 立ち 上 げ よ うと 思っ た ら 6,0OPT. 
1 キー を 押し な が ら 立 ち 上 げ な けれ ば な ら 
な い ( 注 4)。 困 っ た も ん が だ 。 

ちな み に , デフ ォ ル ト で は ドラ イブ 0, 
ドラ イブ 1, ハー ド デ ィ スク の 順に 捜し て 
いく の で ,。 フロ ッッ ピー ディ スク が ささ っ て 
いな けれ ば 自動 的 に ハー ド デ ィ スク か ら 立 


特集 活用 ハー ド デ ィ スク & プ リン タ 


ち 上 が る 。 自分 自身 , それ で 困っ た 経験 は 
な いし , それ で 困っ た 人 の 話 も 聞い た こと 
が な い 。 よ っ て , メモ リス イッ チ を わざ わ 
ざさ 書き 換え る 必要 は (特殊 な 事情 が あれ ば 
別 と し て ) な い の だ 。 

1) と 3) に つい て は , 次 の 第 2 部 で 述べ よ 
う 。 シス テム 環境 作り は 楽し い の だ 。 
NO 


第 2 部 


分 割 し て 統治 せよ 


真面目 に 本 論 で ある 


き て , この 第 2 部 こそ が ハー ド デ ィ スク 


は どう 使う と お 得 で 賢い か , と いう 話 だ 。 

「 分 割 し て 統治 せよ 」, と いっ た の は 誰 だ 
っ た か 忘れ た だ た けれど, これ は 植民 地政 策 だ 
け で な く , ハー ド デ ィ スク 政策 に も 非常 に 
有効 で ある 。 

だ と えば , ハー ド デ ィ スク は 使い 込む と 
遅く な る の で ある (と いっ て も 普通 の 人 な 
ら 5 1 年 くら い 使 っ て や っ と と “あれ?” と 思 
う 程度 だけ れ と ど ね )。 これ は 仕方 が な い 。 い 
ろ ん な ファ イル を 作っ た り 消 し た り 変 更 し 
だ り し て いる と 。 だ ん だ ん ハー ド デ ィ スク 
の な か は ギタ ギタ に な っ て 〈《 る の だ 。 どう 
いう こと が か もい うと 。. ど うう と と で ある 。 

ディ スク に 2 KK バイ ト の ファ イル “へ ペロ 
ロ 。200K バ イト の “デレ レ ",。500KK バ イ 

ト の 辞書 ,300K バ イト の ワー プロ の 順 で 入 
う て い な だ な と し よう 。 る て 。 あの な た は る る K 
イト の へ ロロ を エディ イッ ト し て , セー プ し 
た 。 その と き , へ ロロ は 5KK バ イト に 脱 6 
ん で いた だ た 。 し か し , へ ロロ の 元 い た 場所 は 
2 代 バ イト し か な い 。 じゃ あ ,。 どう や っ て 
格納 され る か と いう と , 残り 3K バ イト は 
ワー プロ の 先 の まだ 使っ て いな いと ころ へ 
追い や られ る の で ある 。 も ちろ ん , へ ロロ 
の 2K バ イト の と ころ に は , 残り 3 KK バイ 
ト が どこ に 入っ て いる か 書い て ある か ら 。 
次 に 使う と さき さき は また だ た ちゃ ん と つなが っ て 5 
K バ イト に な る 。 

し か し , で ある 。 ハ ー ド ディ スク の ヘッ 
ド 君 は 2 人 KK バイ ト を 読ん だ あと で 200 十 500 

注 4) 某 電脳 倶楽部 な ど に 「OPT.I キ ー を 押し 


な が ら ……」 と 書か れ て いる の は , こう いう 意 
味 が ある の だ 。 
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填 300 の 約 1 M バ イト 先 ま で 行か が な いと 全 
部 は 読め な い の で ある 。 る さあ, 
こと が だ くさ ん (本 当 に た くさ る ん 起き な い 
と , 自覚 症状 は びな いか ら を う 心 配 する こ 
と も な いけ れ と ね ) 起き る と どう な る か は 
考え なく て も わか る 。 ハ ー ド ディ スク の な 
か に は コマ 切れ に な っ だ ファ イル が だ くる 
ん 詰まっ で いる こと に な る の だ 。 

これ を , ギタ ギタ に な っ た ハード デ ィ ス 
ク と 呼ぶ よ 、 い くら ハー ド デ ィ スク が 速い と 
は いえ を, 何 10M も の 空間 に 点 在 し た ファ イ 
ル を か き 集 め る に は それ な り の 時 間 が か か 
る わけ だ か ら , ユー ザー か ら 見 た ら ,「 と どう 
し て だ ろう 。 この頃,。 うち の ハー ド デ ィ ス 
ク が 遅く な っ た 気 が す る 」 の だ 。 特 に , 頻 
繁 に 読み 書き を する サブ 辞書 な ん か が 危な 
ぃ い 気 が する 。 見 えな いと ころ で , ハー ド デ 
ォ 多 者 も 6 だい べ ん な の だ 。 

これ だ け で も , 分 割 し て 統治 する 理由 に 
な る けれ ど , ほか に も まだ ある 。 

ひと つの ドラ イブ に ファ イル が だ くさ ん 
ある と, 探す の が 面倒 臭い の で ある 。 し か 
も DIR コマ ンド ひと つ で も , 相手 が 何 10M 
も ある と 相当 時 間 が か か る (これ は ディ ス 
ク の 残 容量 チェ ッ ク に 時 間 が か か っ て いる 
の だ )。 DIR を 打っ だ た ら て れ て 人 ル て れれ ーー マル 
100 個 以上 の ファ イル 名 が スク ロー ル な ん 
か し た ら , 目的 の ファ イル を 捜す だ け で も 
だ た だ たいへん だ 。 サ ブ デ ィ レ クト リ を いっ ぱい 
作れ ば いい か も し れ な い が ,。 ディ レク トリ 
だ っ て アッ と いう 間 に 2 画面 や 3 画面 分 は 
で き て し まう し , 階層 構造 を 深く する と , 
結局 探し に くく な る し , 探す の に 時 間 が か 
か る 。WHERE コ マン ド で ファ イル を ひと 
っ 探す に も 結構 時 間 が か か る 。 ああ, ハー 
ド デ ィ スク と いう 快適 な 環境 を 手 に 入れ だ 
瞬間 。 あ な た だ は 待つ こと が 苦手 に な っ て い 
の Xr, 

ほら , 都市 計画 の 必要 性 が ある と 思う だ 
ろう 。40M ど ころ か , 10M だ っ て 悩み が い 
が ある と いう も の だ 。 

さて , この ハー ド デ ィ スク 都市 計画 に は 
2 つの レベ ル が ある 。 
1 ) 物理 的 に どれ だ け の 領域 を いく つ 確 

保 す る か 。 
2 ) どう いっ た 単位 で サブ ディ レク トリ を 

作る か 。 
で ある 。 それぞれ , 
と いう 問題 は 当然 付い て まわ る 。 で , 基本 


ダク ohix 1989.9. 


こう に 


な か に な に を 入れ る か 


的 に Human68k ver.2 を 中 心 に 考え て みよ 
う 。ver.1 し か 持っ て いな い 人 は ご めん な 
2 い 。 

基本 は , ハー ド デ ィ スク に は まず アプ リ 
ケー ショ ン を 入れ ろ と いう こと だ (これ は 
常識 )。 ア プリ ケー ショ ン な ら ば 書き 換え ら 
れる こと も な いか ら ギ タダ ギタ に な る こと も 
な いし , いつ で も す で 立 ち 上 が る の が 嬉し 
いし , 仮に ハー ド デ ィ スク が クラ ッシュ し 
て も (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 落と し て も 大 
未 夫 だ けれ ど , ハー ド デ ィ スク は 落と し た 
らき っ と 壊れ る ) マス ター は グロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク に ある わけ だ か ら 復 旧作 業 が すぐ で 
きる 。 な よど な ど て ある 。 

だ か ら , ワー ブロ や 。 エディタ や 。 各種 
コマ ンド や , BASIC や , 持っ て いる 人 は C 
な ども いい 。 専用 の ディ レク トリ を 作っ て , 
フロ ッ ピ ー デ ィ イス ク か ら コ ピー し て や れ ば 
いい か ら 簡 単 だ 。 それから , ハー ド デ ィ ス 
ク に 組み 込め る アプ リケーション の チェ ッ 
ク も 重要 だ 。 


主 な アプ リケーション チェ ッ ク 


荻窪 圭 の 独断 に よる 選択 

神風 や Business PRO は ハー ド デ ィ スク 
に 組み 込め る が , 立ち 上 げ 時 に 絶対 プロ グ 
ラム ディ スク を 挿入 し な けれ ば な ら な いと 
いう プロ テク ト が か か っ て いる 。 困っ た も 
の だ 。 そ れ か が から 。 こう いっ だ ツク フト に は バハ 
ー ド ディ スク イン スト ー ル 用 の バッ チ フ ァ 
イル が 付い て いる も の だ が , それ を 鵜呑み 
に する と, 苦労 し て 作っ た CONF1G.SYS や 
AUTOEXEC.BAT ま で 書き 換え られ て し 
まう こと が ある の で 注意 だ 。“ 見ず知らず の 
バッ チ フ ァイル は な か を 覗い て か ら 実 行 す 
る の が いい 邊 まく て きだ パッ チ ダ アテ ァ ティ 
ル は 勉強 に も な る 。 

CARD PRO ほ は を っ くり を の まま ハー ド 
ディ スク に 入っ だ 。 ビ ジネス 関係 の ツ ソフト 
は や は り 実 用 上 上 ハードディスク が 必要 だ か 
ら 。 当然 と いえ ば 当 釣 。 

PrintShop に も , を そっ くり その まま ハー ド 
ディ スク に イン スト ー ル する バッ チ フ テイ 
ル が 付い て いる 。 し か も , ハードディスク 
組み 込み 用 の チェ ッ ク プ ログ ラム が CON 
FIG.SYS を 転送 する か どう か 聞い て くれ 
る な ど 親 切 で ある 。 安心 し て 身 を 任せ られ 
る ハー ド デ ィ スク イン スト ー ル だ っ た 。 確 


か に ,PrintShop は ハー ド デ ィ スク で も な い 

と や っ て らん な いも ん ね 。 

MUSIC PRO も 組み 込め る けれ と , MIDI 
対応 版 に な る と ひと つ 問 題 が ある 。 プ ロ テ 
クト な の か な ん な の か ,“OPM" と いう 名 前 
の ファ イル が ある の だ 。 こ の 名 前 は , OPM 
ドラ イ バ が 組み 込ま れ て いる と デバ イス 名 
扱い に な る 。 デ バイ ス 名 は その まま で は フ 
ァイル 名 と し て 使え ない 。 よって, “OPM 
DRV” と Music PRO [MIDI| は 共存 で き 
な いと いう こと に な る 。 まあ , MIDI 用 の 領 
域 を ひと つ 作 り , それ を 選択 する と “OPM 
DRV" で な く “MIDIDRV" を 組み 込む ょ 
うな 基地 る に する こと で 解決 て きる こさ を 
て は ある 。 

Zs'STAFF も ぜひ ハー ド デ ィ スタ に 入れ 
た い ア プリ ケー ショ ン だ 。 プ ロ テ ク トモ ジ 
ュー ル さ え あ れ ば , ハー ド デ ィ スク か ら 6 だ 
ろう が な ん だ ろう が 問題 な 〈 く 動く 。 特 に 大 
容量 の アウ トラ イン フォ ント デイ スク 
(ver. 2 のみ) は , ハー ド デ ィ スク が 必需 と 
いえ よさ 

これ か ら 6 出る アプリ ケー ショ と に は き 
っ と ハー ド デ ィ スク エー ザー に 優し いも の 
は か ゆり に な か な る だ ろう 。 ま だ 。 カード ディ ス 
ク に 組み 込む こと に より , 機動 力 が 高まり 
(いつ で も す で 使 を る), ビジ ネス ユー ザー 
以外 に も 実用 アプ リケーション が 楽し め る 
Ec 

あと , 私 が 望む の は ゲー ム だ ね 。 ゲー ム 
こそ を 余計 な 待ち 時 間 な し に 軽く 楽し み だ い 。 
特に , ディ スク 3 枚 組 以上 の 大 作 は , せめ 
て デー タ だ け で も ハー ド デ ィ スク に 組み 込 
ん で 遊び た いも の だ 。 ね 。 


| 
1 ニニ ーー ニーーーーーーーー 


領域 確保 し た ら フ ァイル を コピ ー 


適当 に 領域 確保 を 行い し フロッピ ー デ イィ 
スク か ら 立 ち 上 げ 直 せ ば ,。 C か ら ド ライ ブ 
多 を が つく 。 最初 に 確保 し た と ころ に は 一 番 


よく ぐ 使 2 う シ ステ ム や アプ リケーション を 入 
れれ た いで か い ア プリ ケー ショ ン が た だ くき る 
ん 入る か ら , CONFIG.SYS や AUTOEX 
EC.BAT な ど よ く (書き 換え る ファ イル を 除 
いて , 削除 や 変更 は し な いも の を 中 心 に 組 
み 込 みた い 。 これ を 念頭 に 置い て リセ モット 
を し , ファ イル の コピ ー を 始め よう 。 

忌 れ て は な ら な い の が ディ レク トリ を 見 
た だ 時 の 美的 配置 。 毎 回 DIR と 打つ , ある い は 
ビジ ュ ア ル シ ェ ル を 立ち 上 げ る た びに 見 る 
わけ だ か ら , ディ レク トリ に 混じっ て 変 な 
ファ イル が ある と みっ と も な いし , デバ イ 
ス ド ラ イ バ を 集め た ディ レク トリ は 前 の ほ 
うに ほし いな ど , シス テム 関係 は 集め て お 
きだ い 。 これ は ファ イル を コピ ー し た 順に 
ディ レク トリ に 配置 され る の で , 慎重 に や 
ろう 。 そ し て , 自分 どけ の 故 沢 な CONEIG. 
SYS や AUTOEXEC.BAT を 作る 。 

これ が 済ん だ ら , 次 は 辞書 や デー タ を ど 
うす る か だ 。 プ ログ ラム 開発 用 ドラ イブ も 
快適 な ユン パイ ル の た め に 用 意 し た い 。 

だ も を た ば 。 私 は 図 4 の よう に し て いる 。 
シス テム アプ リケーション 用 13M, 開発 ツ 
ー ル 用 9M,。 デー タプ ログ ラム 用 7M, 辞 
書 専用 1 M で ある 。 残り 10M は 原野 の まま 
予備 で ある 。 い ま の と ころ これ で 足り て い 
る か ら ね 。 ブ ログ ラム 開発 が メイ ン の 人 は 
ブログ ラム 用 に も っ と 確保 し た い だ ろ うし , 
ラフ オッ ツク を よく 使う 入 は ,。 グラ フィ ッ 
ク デ ー タ 用 に も っ と 大 き な 領 域 を 確保 し た 
い だ ろ う 。 それ で も っ て , 何 通 り も の シス 
テム を 使い た い 人 は それ な り の 分 割 が 必要 
og 

そこ て , 不定 期 連載 第 1 回 で ある 。 


僕 の CDNFIG.SY 
君 の AUTUEXEOC.BAT 


いき な か < ペケ テラ シン と いい うか, 使い こなし 
て いる 人 の 投稿 で ある 。 東 京都 の 長井 清き 
ル だ 。 あり が と う マ ざい ます 。 

さっ そく 〈 図 5 と 6 で ある 。 X68000 は 初代 
機種 プラ ス 1 M の 増設 RAM, 20M の ハー 
ド デ ィ スク だ そう だ 。CONEIG.SYS を お 見 
受け し た と ころ , Human68k は ver. 1 。 だ か 
ら ,。 ハー ド デ ィ スク は す で て AF ドラ イブ と 
し て 使っ て いる よう だ 。 し か も , コ プ ロ を 
装備 し て いる 。 AUTOEXEC.BAT を 見 る 
と , X68000 も その 人 が と どん な 用 途 で 使っ て 


いる か わか る 。 長井 さん は 誰が 見 た っ て プ 
ログ ラム 開発 ど 。 し か も , 使っ て いる エ デ 
ィ タ は WINDEX( ま る か , 環境 変数 だ け セ 
ッ ト し て , その実 microEmacs を 使っ て い 
る と か は な いよ わ ね)。 

で て は, きれ い に ま と まっ た だ た この 2 つ を 簡 
単に 解説 し て みよ う 。 

CONEFIG.SYS は 別に 変 な こと は し て い 
な い 。 プ リン タス プー ル 用 に 32KK バ イト の 
バッ ファ が 確保 し て あっ て , 出力 は プリ ン 
タ の 内 部 フォ ント を 使っ て いる こと , コ プ 
ロ 用 の 浮動 小数 点 ド ライ バ FLOAT3 十 (を 
う , 長井 さん は 昨年 8 月 号 で 発表 きれ た 3 十 
の 作者 な の で す ) を 使っ て いる こと , RAM 
ディ スク に 640K バ イト 確保 し て いる こと 
な ど だ 。 特 徴 は , 


コマ ンド シェ ル の オツ プシ 


特集 活用 ハー ド デ ィ スク 忌 プリ ンタ 


ヨン と 児 だ 。 パッチ アア イル 用 区 り ア に な 
ん と 14X512 の 7 K バ イト , 環境 エリ ア に 
6 X512 の 3K バ イト も 取っ て いる の だ 。 な 
か な か その 助 と いえ よう 。 パ バッ チ フ テア イル 
の プロ だ 。FILES= ニ 30 や ら BUFFER=50 も 
メイ ン メ モリ を 思う 存 分 快適 な 環境 の た め 
に 使え を る ろ る ハードディスク の お いし る さ を 主 張 
し で いる 。 

AUTOEXEC.BAT も その 筋 び 。 それ は 
6 行 目 の “OPMDRV OFF” に 現れ て い 
る 。 実 行 ス ピー ド 確 保 の た め に OPM ド ライ 
バ を OFF し て いる の だ 。 さ る さすが, 開発 環境 
の 追求 が 見 られ る 。 プ ロン プ ト も な か な か 
巡っ つて いて 楽し いじ し 。 プ ロン プ ト は その 人 の 
セン ス や 趣味 が 出る か ら な あ 。 皆さん も , 
いい mi て も A> に 甘んじ て いな いよ う 


4 私 の CONFIG.SYS 
FILES = 20 
BUFFERS = 69 1924 
LASTDRIVE = Z: 
KEY = ¥CNF¥KEY. SYS 
USKCG = ¥CNF¥USKCG. SYS 
BELL = ¥BEEP¥WALK_R. PCM 
DEVICE = ¥SYS¥PRNDRV. SYS #/M1 /B24 
DEVICE = ¥SYS¥RAMDISK. SYS #M512 
DEVICE = ¥SYS¥PCMDRV. SYS 
DEVICE = \SYS\ASK68K.SYS F:¥X68K_M.DIC F:\X68K_S.DIC ¥ASK¥OGIKUBO. ASK 
DEVICE = \SYS\OPMDRV.X 
DEVICE = ¥SYS¥FLOAT2 +.X 
DEVICE = \SYS\HISTORY.X /D¥HIS¥ /SH2,8,4 /0 /VC:¥HIS¥ 
PROGRAM = ¥BIN¥DRIVE A: E: 
PROGRAM = ¥BIN¥DRIVE B: F: 
PROGRAM = \BINWDRIVE C: E: 
PROGRAM = \BIN\DRIVE D: F: 
PROCESS =22 19 
BREAK = ON 
VERIFY = OFF 
図 5 長井 さん の CONFIG.SYS 
FILES = 30 
BUFFERS = 50 
BELL = \SYS\BEEP.SYS 
DEVTCE = \sys\PRNDRV3 .SYS #/B32 /M1 
DEVTCE = \SYS\PCMDRV.SYS 
DEVTCE = \SYS\OPMDRV.X 
DEVICE = \SYS\ASK68K.SYS A:¥DIC¥X68K M.DIC A:\DTC\X68K_S.DIC 
DEVICE = ¥SYS¥FLOAT3 + .X 
DEVICE = ¥SYS¥RAMDISK.SYS #M640 
VERIFY = ON 
SHELL = COMMAND.X /B:14 /E:6 
6 長井 さん の AUTOEXEC.BAT 


PATH A:\)A:\BTN:A:\CC:A:\BC:A:\BASTC2:A:\ETC:A:\BAT 
COPY A:\OPMDATA\SCEND .OPM OPM 


SET 
set 
set 
set 


TEMP=D : 

lib=A:¥LIB 
include=A:¥INCLUDE 
windex=a:\windex 


a:¥sys¥opmdrv.off 
prompt $E[69C$E[35m$T$E[5C$D$ $E[9m$P$S$G 


特集 空間 有効 利用 の 心得 


タッ 


に 。 ち な み に , これ は , シア ン の 強調 色 で 
画面 右 に 日 付 と 時 間 が 出力 され , 次 の 行頭 
に 白 で カレ ント デイ レク トリ と し “>” が 出 
る よう に し て ある 。 日付 と 時 間 を 右 に 寄せ 
る と ころ が 憎い ね 。 こ うす る と 邪魔 じゃ な 
い 。 私 と し て は , “$P$S$G" を 黄色 な ん か 
に し た いも の が だ 。 

第 1 回目 に し て は いき る か 地味 だ っ た が , 
これ は Human68k ver.1 に ハー ド デ ィ スク 
と いう 装備 が オー ソ ド ッ クス で 綺麗 な シス 
テム 環境 を 招い た の だ と いえ る 。 だ が だ, 私 
と 趣味 の 合わ な いと ころ が 1 点 あ る 。 ハー 
ド デ ィ スク を AF ドラ イブ で 使っ て いる と こ 
ろだ 。 私 は "ハード ディ スク は C ド ライ ブ 
か ら ” 派 で ある 。 だから, CONFIG.SYS に 
PROGRAM コ マン ド を 4 つつ 並 べ て , AーD 
に な か る は すずの ハー トディ ォ ス クタ レー ド に と 
フト し て いる (も ちろ ん A, B は フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク )。 こ れ は も う , 習慣 の 問題 で あ 
る か ら , どっ ちがい いと は いえ な い 。 

引き 続き , フロ ッ ピ ー ベ ー ス , ハー ド デ 
ィ ス クベ ー ス を 問わ ず , CONFIG.SYS や 
AUTOEXEC.BAT な ど 「 僕 の シス テム 環 
境 コ ー ナ ー」 は , 皆様 か ら の 投稿 を 待っ て 
いる 。 ア クロ バテ ィ ッ ク な も の で も アブ な 
いも の で も 結構 。 
NC SC SE CC INI 


第 3 部 


バッ クア ッ プ か ら 活 用 へ 


バッ クア ッ プ あれ これ 


き て 。 ハ ー ド ディ スク を 使っ て いる 人 に 
時 ね て みた だ い 。 わ な た は 。 何 回 ハー ド デ ィ 
スク の バッ クア ッ プ を 取っ た だ た こと が あり ま 
すか ? どの パソ コン 誌 で も 単行 本 で も ハ 
ー ド ディ スク と いえ ば この 間 題 が 欠か せな 
い 。 金 が が らむ ビジ ネス ユー ザー に は 当然 
と し て , あな ただ, バッ クア ッ プ を 何 回 取り 
まし だ に か Y 
バッ クア ッ プ と いっ て も , X68000 ユ ー ザ 
ー に ハー ド デ ィ スク バッ クア ッ プ 用 スト リ 
ー マ な ん て 用 意 し て いる 人 は 多分 いな い だ 
ろう か ら , フロ ッッ ピー ディス ク を 何 枚 も 用 
意 し て いる の だ ろ 2 う 。 

これ が また 面倒 臭い 。 つ いで に , と の コ 
マン ド で パック アップ する が か 6 も 重 妥 だ 。 


プイ Onhx 1989.9. 


“BACKUP.X"? いや いや , それ で は ま 
だ まだ 甘い 。BACKUP. 双 は ハー ド デ ィ ス 
ク の 内 容 を を の まま ひと つの 専用 ファ イル 
に 落と し て いい (コマ ンド な の だ 。 試し に や 
っ て みる と , ディ レク トリ ひと つ を フロ ッ 
ビー ディ スク に 退避 する と , な か に と どれ だ 
け フ ァイル が 入っ て いよ うと も , “BACK 
UPO1.FEIL' な る ひと つの ファ イル に な っ て 
し まう こと が わか る 。 ど と うじ うこ と か が とい 
うと , RESTORE.X を 使っ て ハー ド デ ィ ス 
ク に 戻す こと が な い 限 り , な ん の 役 に ゃ も 立 
だ な い フ ァイル な の だ 。 そ ん な ディ スケ ッ 
ト が 何 枚 あ か っ て も な ん か 嬉し く な い 。 

て は , CUPYZ2 ( ( これ も 《、 ハ パード デ 
ィ ス ク 専 用 の COPY コ マン ドド だ が ,。 いま ひ 
と つ 気 に 入ら な い 。 コマ ンド 一 発 で 全部 コ 
ピー と いう わけ に は いか な いか ら だ 。 ディ 


プロン ラマ は こ 


「 君 の CONFIG.SYS , 僕 の AUTOEXEC.BAT」 を 送 
っ て いた だ いた 長井 氏 が ! ハ ー ド ディ スク ユー 
ザー に 贈る , RAM デ ィ ス ク を XC で 上 手 に 使う バ 
ッ チ ファ イル 」 と いう の を オマ ケ で 送っ て くれ 
た の て で て, ここ で 絶 介する こと に し よう ( 図 7)。 

た だ , 単に XC コ ン パ イラ を RAM デ ィ ス ク に 転 
送 す る だ け の も の だ が , 実に 無駄 な くん . し か も 
環境 変数 まで 書き 換え て くれ る の だ 。 い くつ か 
ここ で 使わ れ て いる 技 を 見 で みる こと に し よう 。 
1) オプ ショ ン 付 き 起 動 

“ーB" か “"/B オプ ショ ン で BASIC to C コ ン 
バー タ (ラベ ル CPYBC), “-Y” か “"/Y" オプ シ 
ョ ン で DOSLIB.A と IOCSLIB._A を , “"-ーW” か “/W" 
オプ ショ ン で BASLIB.A を 転送 し て くれ る の だ 。 
さす が に これ ら の オプ ショ ン 3 つ 全 部 一 度 に , 
と いう わけ に は いか な いけ ど 。 

2 ) 画面 に な に も 出さ な い 

すべ て の コマ ンド が >NUL つま り メ ッ セ 
ー ジ の 出力 先 を ダミ ー に し て いる の で , ユー ザ 
ー は な に を や っ て いる か わか ら な いと いう 寸法 。 
私 な ん ぞ は 自分 で 使う バッ チ フ ァイル な の だ か 
ら , 実行 する コマ ンド は 全部 自分 の 目 で 見 て 確 
認 し た い 性 分 な の だ 。 い つ な に が 起き る か わか 
ら な いし ね 。 

3 ) set コ マン ド で PATH を 追加 する 

これ は 「set PATH=D:\XC:96PATH%」 の 部 分 
が ミソ 。 た だ の PATH コ マン ド だ と 前 に 設定 し た 
PATH が 消え て し まう けど ,. こう すれ ば 大 丈夫 。 
甘露 な 技 で ある 。 

4 ) SHIFT を 使い こなせ 

巧妙 に 配置 され た SHIFT コ マン ド に お 気づき 
だ ろう か 。SHIFT コ マン ド に よっ た 複数 オプ シ 
ョ ン の 記述 を 可能 に し て いる の だ 。 ひ と つ 目 の 
オプ ジョ ン の 処理 が 終わ る と , SHIFT に よっ て 
2 つ 月 の オブ プション が 2%%| に 入り 。 再び を 
の 処理 が 行わ れる 。 バ ッ チ ファ イル の 了 奥 の 深 さ 
の ひと つ だ ろう 。 

と いう わけ で 。 よく で きた パッ チ フ ァイル で 


レク トリ ご と に や ら ね ば な ら な い 。 な お か 
つ , その まま コピ ー す る わけ で は な い , と 
きだ も ん だ 。 た と えん は 。 実行 フス ァイル (2 う 
ん ちゃ ら .X) を フロ ッ ピ ー ド ライ ブ に COPY 
2 で 退避 し て みる と いい 。 フ ァイル 名 は 同 
じ だ けれ ど , な ぜ か ファ イル の 大 きる が 違 
う 。 実行 し て みる 。 で き な い 。 

を そこで, “COPYALLX” の 登場 で ある 。 
知る 人 ぞ 知 る “COPYALLX" は 非常 に 
便利 な コマ ンド で ある 。 便利 と いう こと は 
機能 が いろ いろ ある と いう こと で , 機能 が 
いろ いろ ある と いう こと は , 実行 時 に 付け 
る オプ ショ ン が 多い と いう こよ で 。 と いう 
こと は 使い 方 を 覚え を る の が 面倒 ど と いう こ 
と で , つい 敬遠 され て し まう , と な る 。 

し か し , これ は 便利 な の で ある 。 コ ピー 
先 に な い デ ィ レ クト リ は 作っ て か ら そ こ に 


こま て 追求 する 


ある 。RAM デ ィ ス ク に CC.X が あれ ば オプ ショ ン 
の 処理 に 行っ て し まう と ころ な ど , 常 道 と は い 
え 、 見 て いて 気持 ちい い 。 た だ . set コ マン ド を 
最初 に 行っ て いる の が 気 に な る 。 避 細 な こと だ 
が , COPY が 失敗 する こと を 考慮 し , set は 後ろ に 
持っ て き て も よかっ た の で は ? 

いずれ に し て も , 皆さん も これ を 参考 に 精進 
し て は ほし い 。 


図 7 


echo off 
rem CComplier を RAM disk に 転送 する 
if EXIST D:\XC\CC.X goto ETC_COPY 


md D:\XC > NUL 

set CC=D :\XC 

set PATH=D:\XCi%PATH%: 

set lib=D:¥XC 

copy A:\COMMAND .X D:¥ >NUL 
copy A:¥BIN¥CC.X D:¥XC >NUL 
copy A:¥BIN¥CC.X D : \XC >NUL 
copy A:¥BIN¥AS.X D:¥XC >NUL 
copy A:¥BIN¥LK.X D:¥XC >NUL 
copy A:¥BIN¥CASH.X D:¥XC >NUL 
copy A:¥CC¥E.X D:¥XC >NUL 

copy A:¥LIB¥CLIB.X D・\XC >NUL 
ETC COPY 

if "X11" << "~~B' goto RPYBC 

if "%1" ニニ "/B™ gato CPYBC 

if "%i" == "-~Y" goto CPYLIB 

if "X11" ss KIY' goto CPYLEIR 

if "%1" == "-W" goto CPYBAS 

if "%1" == "/W" goto CPYBAS 


:CPYLIB . 

if EXIST D:¥XC¥IOCSLIB.A goto CPY2 
copy A:¥LIB¥IOCSLIB.A D:¥XC >NUL 
:CPY2 

if EXIST D:¥XC¥DOSLIB.A goto CPY3 
copy A:¥LIB¥IOCSLIB.A D:¥XC >NUL 
:CPY3 

SHIFT 

goto ETC_COPY 


:CPYBC 

if EXIST D:¥XC¥BC.X goto CPY4 
set bc=D: ¥XC 
copy A:\BC\*。 ネ 
:CPY4 


D : \XC >NUL 


・CPYBAS 

if EXIST D:\XC\BASLTB.A goto CPY5 
copy A:¥LIB¥BASLIB.A D:¥XC >NUL 
:CPY5 

SHIFT 

goto ETC_COPY 


: END 


特集 活用 ハー ド デ ィ スク プリ ンタ 


コピー し て くれ る わ ,。 コピ ー 先 の ディ スケ 
ッ ト が いっ ぱい に な っ た だ たら メッ セー ジ を 出 
し て ディ スク の 入れ 替え を 促し て くれ る わ 

(当然 。 ひ と つの ファ イル が 2 枚 の ディ ス 
ク に まだ た が る と いっ た アコ ギ な こと は な 
い ), ユ ピー 元 と ユ ピ ー 先 を 比較 し て 日 付 の 
新しい も の だ け を も を コピー し て くれ る わ の 優 
れ も の な の が だ 。 

で , COPYALL の 最大 の 長所 は , BACK 
りえ や COPY2.X え と 違っ て ,。 コピ ー し た だ た フ 
アイ フン を 好き に 扱え あこ と で ある 。 つ まり 。 
必要 な も の だ け を ハー ド デ ィ スク に 戻せ る 
の で ある 。 

きれ は 。 ハー ド デ ィ スク が 壊れ た と き の 
だ め の バ パック アッ プ だ け で な く 。 ハ ー ド デ 
ィ ス ク の 領域 確保 を や やり直し た いと き ( 都 
市 計画 の 見 直し ね ) な ど に 便利 な の だ 。 

まだ , 使い すぎ て ギタ ギタ に な っ た ハー 

ド デ ィ スク を 綺麗 に 整理 する と き に も 使え 
る 。 一 回 退避 る せ て , ハー ド デ ィ スク の 中 
身 を 全部 DEL し , 戻す 。 こ の 作業 が と き に 
は 無秩序 化し た ハー ド デ ィ スク の リフ レッ 
シュ に も な る の で ある 。 


究極 の 4 タイ プ 


し か し まあ , 何 10M バ イト の デー タ を フ 
ッッ セー デオ スク に 放り 込 も うと いう の だ 
か ら , 何 10 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 用 意 
し て , 何 10 回 $ も の ディ スク の 抜き 差し を 経 
験 せ ね ば な ら な い の は 非常 に 面倒 臭い 。 

で は , どう する か 。 

1 ) 壊れ た と き は 壊れ た と き さ , この 世に 
壊れ が いも の な ん て ね ぇ や ! と 悟る 。 
ちな み に , 私 は この タイ プ で ある 。 くわ 
ば らく わ ば ら 。 

2) バッ クア ッ プ は 面倒 どけ ど , 大 事 な デ 
ー タ が 壊れ る の は いや だ , と , ハー ド デ 
イィ スク に は アプ リケーション し か 入れ な 
いよ ょ うに する 。 大事 な デー タ は フロ ッ ピ 
デー だ 。 つ いて に 。 ハード ディ スク に 入っ 
て いる ファ イル の 名 前 くら い は TREE.X 
の /F オ プシ ョ ン で プリ ント アウ ト く ら 6 
い は し て お く 〈 く 。CONFIG.SYS と AUTO 
EXEC.BAT も 忘れ ず に 。 これ で , 壊れ て 
も 復元 は 可能 だ 。 

3) せっ か くだ か ら , デー タ も ハー ド デ ィ 
スク に 入れ る けれ と ど , COPYALL の 新 し 
い "テイル だ け コ ピー する オプ ショ ン で 


デー タ だ け は バッ クア ッ プ を 取っ て お く 〈。 

この パタ ー ン が 一 番 無難 か な ? 

4 ) 律儀 に せっ せ と バ バックアップ を 取る 。 

お お , マメ な や っ つ 。 
まあ , これ は , 人 それ ぞ れ だ けれ ど , くれ 
ぐれ も 「 ハ ー ド デイ スク が クラ ッシュ し て 
大 事 な デ ー タ が 壊れ ちまっ た じゃ ね ん え ぇ か 。 
と うし て くれ る ん だ よう !」 と, メー カー 
に 怒っ た り は し な いよ うに 。 壊れ な い ハ ー 
ド デ ィ スク は この 世に は 存在 し な い の で あ 
る 。 も っ と も , メー カー が 悪い 場合 も ある 
か ら , 理不尽 で な い 文 句 は いっ ぱい いっ て 
あう の 。 

た だ ただ, ハー ド デ ィ スク が クラ ッシュ と い 
っ て も , 何 10M 全 部 が 一 気 に 壊 れる こと は 
まず な い 。 どこ か の セク グ クタ (お おう , 久々 に 
難し い 言 葉 を 使っ て し まっ た だ た) だ けが 駄目 
に な っ だ り , どこ か の トラ ッ ク だ けが 駄目 
に な っ だ た だ りす る あ た だ た り が 一 番 あ り そ う だ 。 
を そん な と き は , まず 大 式 夫 な や つ を 全部 バ 
ッ ク ア ッ プ し , それ か ら 復 元 (RECOVER) 
に 挑戦 し て みよ う 。 う まく いく と き は うま 
くい ぞ 。 

営 理 領域 が 壊れ た と き は 悲惨 だ けど ね 。 
ファ イル は ある けれ ど , その ファ イル が ど 
こ に ある か し まっ て お く 〈 く と ころ が パー に な 
2 ら の だ の だ か 6。 

まな た な, アク セス ラン プ だ けが 境 れ れれ た し か, 
基盤 の 接触 が 1 カ所 だ け 悪 く な っ た と か , 
電源 部 が いか れ だ など と いう ディ スク は な 
ん と か 大 丈夫 だ と いう こと も ある か ら , を 
うい っ だ と き は , ほっ と 安 増 の 息 も つこ う 。 


HD で 複数 の シス テム を 使う 


最後 に な っ て し まっ た が , 複数 の シス テ 
ム で ハー ド デ ィ スク を 使う こと を 考え る 。 
2 ダダ mー ン は 2 つの し か な い 。 

1) いう まで も な く 〈 く OS-9 と の 共存 。 

2 ) Human68k の 環境 を 2 種類 載せ る 。 

で ある 。 前 者 か ら 見 て いこ う 。 こ れ は も う 
だ た だ ひと つ だ け 注 意 す れ ば いい (その あと 
怒っ て も いい よ )。OS-9/68000 を ハー ド デ 
ィ ス ク に 組み 込む と き は , “最初 の 領域 に 放 
り 込 まね ば な ら な い " よう に な っ て いる の 
で ある 。 うーん , わか り に くい 表現 だ 。 逆 
に いう と , だ と えば Human68k で すでに 40 
M バ イト の うち 20M バ イト を 使っ て いる と 
き , 残り の 20M に OS-9 を 入れ よう と 思っ て 


も 駄目 だ 。 と いう こと だ 。 そ うい うと き は 
一 回 全部 領域 を 解放 し て , まっ きら に し て 
か ら , まず OS-9 を 組み 込み , 残り に Hum 
an68k を 組み 込む と いう 形 に し な けれ ば な 
ら な い の で ある 。 理由 は よく 知ら な いけ れ 
と 。 そう な の だ 。 

で , ハー ド デ ィ スク に シス テム を 複数 組 
み 込 むと , 起動 時 に 選択 画面 が 出 て くる 。 
出 て こない と き は , “自動 実行 "属性 の 領域 
を 持っ て いる と きだ 。 そ ん な と き で も , 
HELP キ ー を 押し な が ら 立 ち 上 げ る と , メ 
ニュ ー が 無事 に 出 て 〈 る 。 

こん な わけ で , ひと つの ハー ド デ ィ スク 
に 複数 の シス テム を 組み 込ん で , 用 途 に よ 
っ て 好き な ほう で 立ち 上 げ る と いっ た こと 
も で きる の で あっ た 。 

* * 

と に か く ハ ー ド ディ スク は 便利 だ 。 その 
メリ ッ ト は ファ イル が だ くる ん 入っ て ディ 
スク の 入れ 替え が 少な が て な る こと だ け で な 
く , その アク セス の 速 る か ら “辞書 を わざ 
わざ RAM デ ィ ス ク に 持た な く て も よい " 
と か , "RAM ディ スク を 高速 コン パイ ル の 
だ め に C じ な どの 開発 用 や じ C の コン パイ ラ デ 
ィ ス ク と し て 使う 必要 が な い " 現象 (も っ 
と も , と を 頻繁 に 使う 人 は “ハー ド デ ィ ス 
ク で も 遅い 。、RAM が 何 M も 欲し し!" そう 
だ ) が 出 て くる 。 す る と , RAM ディスク を 
た くき ん 確保 し な く て も ょ よい っ ラメ イン メモ 
リ が だ (る ん 取れ る 一 大 き な プ ログ ラム を 
開発 し た り , チャ イル ド プ ロ セ ス で いく 〈 つ 
$ も ブログ ラム を 起動 し た り で きる , と いっ 
だ お いし い 流 れ が 確保 る きれ る 。 これ は 実感 。 
メイ ン メ モリ の 増設 は まあ , 1M く らい し 
だ いけ れ ど も , それ で か な り 快 適 な 生活 が 
送れ る 。 これから,。 お いし い 常 駐 デ ログ ラ 
ム や バッ ク グ ラウ ンド プロ グラ ム が どん ど 
ん 増え る だ ろう が ,。 メイ ンス モリ が た くき 
ん ある お か げ で メモ リ の 残り を 気 に し な い 
で 組み 込め て し まう 。 

これ が 肝心 だ ね 。 早く 来い 来い , Statio 
neryPRO-68K よ ( 注 5)。 

と , いう わけ だ 。 は あ , 長かっ た 。 安く 
な っ だ と いえ ども , 10 万 円 て らい は する け 
れ と , Human68k で よく 〈 遊ぶ 人 な ら ば 私 と 
一 緒 に クレ ジッ トカ ー ド 地獄 で 徳 を 磨 こ う 
で は な いか 。 

注 5) いき な り , な ん の 噂 も な いま ま に シ ャ ー 

プ の 広告 に 現れ て ビッ クリ し た 私 。 
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BASIC で 書け る ハー ドコ ピー ブロ グラ ム 


超人 初歩 的 便 式 複写 術 人 門 


プリ ンタ の 記事 で 必ず 現れ る の が ハー ドコ ピー プロ グラ ム 。 
ここ で は , その も っ と も 基本 と な る 部 分 を BASIC で 作っ て み 
Mounai Toshiyuki まし ょ う 。 これ な ら 拡 張 も 簡単 ,。 し か も コン バイ ル す れ ば ち 
毛 内 俊行 ゃ ん と 使え る 速度 に な る の で す 。 


黄色 ・ シ アン ・ マ ゼン タ の イン クリ ボン に 


拍 と 黒 だ け で 多 色 表現 分 け て 3 回 重ね 打ち すれ ば カラ ー 表 現 が で 
きそう だ 。 を その ドッ ト に 対応 する RGB の 比 

「 プ リン タ で フル カラ ー の ハー ド ユ コ ピー 率 が 同じ 確率 に な る よう に プリ ンタ に 対応 
を 行う に は どう すれ ば いい の で すか ?」 と きせ る わけ だ 。 ド ッ ト の 割り 振り , 色 の 決 
いう 質問 に 対す る 反 閣 ,「 ど う や っ た ら で 定 法 な ど に 違い は あっ て も , この 考え 方 が 
きる と 思い ます が か 7?」 カラ ー ハ ー ド コピ ー プ ログ ラム の 基本 と な 

* る o mt Si a mem lee MR PR PER CN REE 

朋 近 の パソ コン は 。 平気 な 顔 を し て グラ 「 え 一 。 本 当 に そん な うき っ だ いこ と や を 
フィ ッ ク 画 面 に 何 千 , 何 万 色 も の 色 を 表示 や つの て る ん て す が 7」!「 ほ か に どう し あと し ろ BASIC が も っ と も プリ ンタ を 扱い や す 
する こと が で きた だ りす る 。X68000 の 場合 は 。 いう ん で すか 」 い ジ システム か が かも し れ か ない 。 
最大 65536 色 の 同時 発色 が 可能 で ある 。 と ふつ う BASIC で や る と 恐ろし 〈 遅 いも 
ころ が , その グラ フィ ッ ク 画 面 の ハー ド ュ IT YOURSELF の が で き あ が っ て し まう が , そこ は それ , 
ピー を 取 ろ うと し て も , プリ ンタ は 日 と 黒 NN 時 RES 
の 2 色 し か 表示 で き な い 場合 が は と ん と ど で 新しく 48 ビ ピン の カラ ー プ リン タ が 発表 き に 耐え る 速度 に な っ て くれ る 。 
ある 。 これ で は , 表情 豊か な グラ フィ ッ ク れ た だ 。 当 然 。48 ビ ピン 対応 の ハー ドコ ピー プ X68000 の A X-BASIC の LPRINT 文 
に 対応 し EO ログ ラム を 求め る 人 も いる わけ だ 。 同様 に て は 出力 で て できない コー ド が ある の で 。 プリ 


それ で は モノ クロ で は 多 色 グラ フィ ッ ク (だ ぶん 出 な いと 思う が ), 64 ピ ンプ リン タ ンタ の 制御 は も っ ぱら ファ イル を 使っ て 人 
を 表現 で き な い の か と いう と , そん な こと と か が 現れ れ ば , また 新しい プログ ラム を われ る 。PRN,。 LPT な どの プリ ンタ を 表す 
は な い 。 新 聞 の 写真 な ん か を 見 れ ば わか る 必要 と する 人 が 出 て くる 。 こ れ で は 新しい シス テム 予約 ファ イル を 使用 する の で ある 。 
と お り , 御 と 黒 の 2 色 だ け で 立派 に 写真 を プリ ンタ が 出る だ びに ハー ドコ ピー プロ グ この うち , PRN は 主 に 文字 出力 に 使う こと 


表現 し て いる 。 新 聞 の 写真 は , 日 い 紙 の 上 ラム を 作ら な く て は な ら な い の だ が , 既製 を 目的 と し た も の で 漢字 IN /OUT ュ ユー ド を 
大 き さ る の 異な る 黒い 小さ る な 点 を 配置 する こ の も の を 使う より も , 自分 で 作 和 れれ ば それ 出力 する た め 直 接 の プリ ンタ 制御 に は 適し 
と に よっ て , 明 る る を 表現 し て いる 。 つ まり が いち ば ん いい 。 て いな い 。 プ リン タ へ の コン トロ ー ル コー 
写真 の 明る いと ころ は 小さ な 点 , 暗い と こ ハー ドコ ピー プロ グラ ム の も と に な る ビ ド は LPT と いう ファ イル を 介し て 転送 する 
ろ は 大 き 1 明る さる の 明暗 だ け ッ ト イ メー ジ 印 字 は , だ た いて い の プ ブリ ンタ こと に な る 。 

で 絵 を 表現 で きる わけ だ 。 この 方 法 は , を で その 機能 を も っ と も 発揮 で きる 分 野 だ 。 余談 だ が , 同様 に FM 音源 関数 が な く て 


の まま プリ ンタ で も 使え る わけ で は な い が , 本 ビー ジン も ファ イル 名 OPM を 開い て デー タ を 送れ ば 
モノ クロ で の 人 色調 表現 法 を 示唆 し て くれ て プリ ンタ を 究め た 証 に も な る だ ろう 。 プ リ 演奏 は 可能 で ある し , PCM 音 源 用 の 関数 の 


る 。 ンタ を 買っ だ 65。 パー ドコ ミュ ビー プロ ダグラム 代わ り に ファ イル 名 PCM を 使う こと も で き , 
プリ ンタ と ディ スプ レイ の 違い を 挙げ て 《 らい 作れ れず に と どうする,。 いう こと て , AUX で は RS-232C 制 御 を する こと も 不可 
みよ う 。 ディスプレイ は 色 数 が 多い 。 ブリ ここ で は も ろ ょ 6 基本 と ん て る モノ クウ バー 能 で は な い 。 だ た だ だし, これ ら の も の と BAS 
ンタ は ドッ ト が 細か い 。 それ な ら ば , ディ ドロ ビータ 実現 する こ ょ も に し ょ よう 。 IC レ ベル の 関数 な ど を 混用 し た も の を コン 
スプ ジア レイ 上 の 1 ドッ ト に 対し て , ブリ ンタ 「 ど う や っ て 開発 する の で すか ?7」「BAS ポイ ルル し た だ 場合 シス テム リー クエ リプ な 

の 数 ドッ ト を 対応 きせ て や れ ば , タイ リン IC を 使い ます 」 どの 使用 状況 が ダブ ッ て し まい , 誤動作 が 
グ ペ イン ト の 要領 で 多 色 表示 が で きる だ ろ * * * 起き る こと が ある か も し れ な い 。 CC コン > ラ ポ 
3 。 プリ ンタ の 制御 は すべ て , コン トロ ー ル 4 ラ の マニ = ニュ アル て て きる だ り けり 同 ピ ベ ペル の 


に 複数 の 色 を 指定 する わけ に は いか コー ド 。 エス ケー プシ ー ケ ンス を 送る こと 関数 を 使う よう に と 注意 きれ て いる 以上 , 
な いか ら , 色 コ ー ド を RGB の 要素 に 分 解 し , で 行わ れる 。 BASIC か ら で も 扱え る , む 中 用 は 人 放 け た い 
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然 な の で , 難し い 話 は 一 切 で き な い の が 本  h, s, vy の 3 つ に 分 解 し て , 明る る だ け で 


や や こし い プ リン タタ の 構造 | 当 だ 。 だ か らい ま か ら びび る 必要 は まる で 表示 し よう と 思っ た が , 分 解す る 方 法 が よ 
まい な い 。 くわ か ら な い の で , 結局 あき ら め て し まっ 
プリ ンタ の て ニュ アル を 1 冊 読 も うと すり それ で は 実際 に , どう や っ て プリ ンタ で の 
る と , 死ぬ ほど 根気 が いる 。 分 回 主 に 使う 明暗 を つけ て いる の だ ろう か ? ひと つの だ か ら パ ター シ の 作成 は 。 カ ラー ヨコ ヨード 
コン トロ ー ル コー ド は , 16 ド ッ ト イ メー ジ ドッ ト で は 大 きる を 変え る こと は で き な い 。 の み で 行っ て いる 。 聞い だ と ころ に よる と , 
印字 と いう や つ だ 。 それ な ら 人 復 数 の ドッ ト を 用 いて 明る さ を 表 この パタ ー ン に も KA 氏 の 作っ た だ た 〇 GO 
プリ ンタ も 8 ピン 16 ピン 、 24 ピ ン ,。 48 現し て や れ ば よい 。 今回 は 8 ドッ ト (4 ※ の パタ ー ン 」 な ん て いう の が いく つか ある 
ビ ピン …… と どん と どん ピン 数 が 増え て いく 〈 傾 2 ドット ) で , 点 ひ と つ を 表現 し て いる 。 らし い の だ けど , 私 は を そん な も の を まっ た 
向 に ある が , これ も 処理 する 単位 が 変わ っ こん な に 大 き な 点 で , ちゃ ん と 絵 が 描け 〈 く 知ら な い の で , カラ ー コ ー ド を 適当 な 数 
て くる だ け で , や ら な けれ ば な ら な いこ と る の か と , 心配 する か も し れ な い が , プリ で 割っ た だ け と いう いい か げん な も の に し 
は 変わ ら な い 。 むしろ, ピン 数 が 少な い ほ ンタ の ドッ ト そ の も の が 結構 小さ い の で , ル ん し まだ 。 
う が 考 應 し な てく て は な ら な いこ と が 増え て に する こと は な に 。 た だ 1 きす が に こく し か し これ で も , 結構 見 られ る よう な パタ 
くる 。 突き詰め て いけ ば , 1988 年 11 月 号 で れ だ け 大 きい ドッ ト を こし ら え る と ブリン ー ン に な っ て いる か ら 世 の 中 不思議 で ある 。 
共 野 稚 彦 氏 が 行っ た 1 ピン ハー ドコ ピー と タ の 表示 男 囲 が 狂 く な る 。 困 っ た こと に 80 i tit ei 
な る 。 す で に そう いっ た アプ ロー チ に つい 桁 表 示 の プリ ンタ で は , 画面 サイ ズ が 256 1 の 400 行 以降 を 書き 換え て みる と いい 。 詳 
て の 解説 も 行わ れ て いる の で , 拡張 は 皆 き X256 の と き で な く て は 全 画 面 の コピ ー が ee 
ん に まかせ だ た い 。 こ こ で は あく 〈 く まで も 最低 取れ な い 。 だ か ら , それ 以上 の 画面 サイ ズ て 説明 する 。 
限 と いう こと で 16 ピ ン を 採用 する 。 て ユ コピー を 取り た い 人 は , 自分 で 工夫 し て - ュー ミリ 1 
この 16 ド ッ ト イ メー ジ 印 字 と いう コ ユ コード 。 ほし い 。 ま た , プリ MR プロ グラ ム の 使い 方 | 
は , デー タ を 送る と 上 縦 に 16 ド ッ ト の パタ ー に 使う た なめ, プリ ンタ に 出力 され る 絵 は 90 ーー | 
ン を 印字 する 。 デ ー タ は 2 進数 の ビッ トイ ge ed グロ グラ ム は リス ト 1。 リ スト 2 の 2 つ 
メー ジ で 表現 きれ る の で , 人間 は まず , 16 に な っ て いる 。 が 用 意 さ る れ て いる 。 こ の うち , ハー ドコ ピ 
ドッ ト = テ 2 バイト 分 の デー タ を ビッ ト 単 位 さて 実際 の 表示 ど だが, ここ で は 明る る を ー に 必要 な の は リス ト 1 で ある 。 あ と で 詳 
て 考え て や ら な く て は な ら な い 。 ま ず こ れ 点 の 大 きる で 表す 代わ り に , 色 を ドッ ト の し 〈 く 述べ る が ,。 リス ト 2 は プリ ンタ へ の デ 
が や や こし い 。 パタ ー ン に 置き 換え て いる 。 こ れ は タイ ル ー タ を 画面 へ 出力 する た め の サ ブ プ ログ ラ 
る さらに, これ ら の ビッ トイ メー ジ が 縦 に チェ ンジ と も 呼ば れ , 昔 か ら よ く 〈 使 われ て ム で ある 。 プ ブリ ンタ を 持っ て いな い 人 は あ 


並ん で いる 。X68000 を 除く ほとん どの マシ いる 方 法 で ある 。 本当 は , カラ ー コ ユー ド を ら か じ め リ スト 2 を 入力 し て ぢ お いて, リス 
ン の VRAM の 構造 が . 1 バイト で 8 ドッ ト 

を 表現 し て いる の を 知っ て いる 人 も 多い ょ 目印 
思う が , これ は 横 方 向 に 普 ん で いる 。 つま 1 
り , ドッ ト の 列 の 方 向 が , CRT 画面 と プリ 
ンタ で は 90" 違 う の で ある 。 も し , マシ ン 語 
て イー ドコ ゼー フロ グラ タム を 作ろ みう 上 し た 
ら 。 この 縦横 の 変換 ちあ ち してやら な く て は な 
ら な い 。 だ た だい てい の 人 は , この 縦横 の 変換 
を し よう と し て , 頭 の 回 線 が ショ ー ト する 。 
プリ ンタ で グラ フィ ッ ク を 使 ち うと する 人 
は まず , この へ ん で 挫折 する 。 

今回 作成 する ハー ドコ ピー プロ グラ ム は , 
信 -BASIC を 使っ て 作ら れ て いる 。 BASIC 
を 使う と グラ フィ ッ ク 画 面 の 考え 方 が ドッ 
ト 単 位 に な る の で , 一 見 難し そう な プロ ググ 
ラム の テク ニッ ク グ を 理解 する の に は 好都合 
と いう わけ だ 。 ま た , 誰 に で も 簡単 に 理解 
て きる よう に , 難し い テ クニ ッ ク な ど は 一 
RNN NNG 00 乾 箇 人 
で きる と いえ ば 聞こ え を は いい が 。 実は 私 も 
有 ei 
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ト 1 の 1000 行 以降 も リスト 2 と 取り 換え て 
てく よい いい だ の ろう 。 

プロ グラ ム の 実行 方 法 は BASIC か ら RU 
N す る だ け で いい 。 す る と いき な り , 

image file name= 園 
と 表示 し て キー 入力 待ち に な る 。 こ れ は グ 
ラフ ィ ッ ク の イメ ー ジ ファ イル を ディ スク 
か ら 読 み 込 むための も の で , ファ イル 名 を 
入力 し て リタ ー ン キー を 押せ ば いい 。 あ と 
は 自動 的 に ハー ドコ ピー を 取っ て くれ る 。 
あら か じ め 画 面 に 描 め われ て いる 絵 の コ ピー 
を 取り た いと き に は , 130 行 を 削除 し て お 
“St, 

リス ト 2 を 使う と き は , リス ト 1 の 1000 
行 以降 と リス ト 2 を 置き 換え て 使う 。 リ ス 
ト 1 の 1000 行 以降 は . プリ ンタ の 制御 を 行 
う 関数 が 集まっ て いる 。 リ スト 2 は , その 
関数 を を その まま 画面 出力 用 に 使っ て いる の 
で , 置き 換え が 可能 な の で ある 。 リ スト 2 
を つけ た 状態 で RUN し た 場合 , 自動 的 に サ 
ング ル の 絵 を 描い て , その まま 画面 に 日 黒 
の コピ ビー 名 取っ て 《 れ る 。 だ か が か ら グ ララ イィ 
ッ ク デ ー タ が ディ スク に な く て も 関係 な く , 
画面 に コピ ー を 取る こと が で きる 。 


プロ グラ ム の 解説 


先ほど も 述べ た と お り , リス ト は 2 つ 用 
意 し て ある 。 リ スト 1 は メイ ンプ ログ ラム 
で , ハー ドコ ピー プロ グラ ム の 本 体 で ある 。 
プリ ンタ で ハー ドコ ピー を 取る な ら と りあ 
の これだけ て いい だ ろう 。 リス ト う は, 
プリ ンタ へ の 出力 を CRT 画 面 に 送る た め の 
ブロ グラ ム で , 実際 に は プリ ンタ の 16 ド ッ 
トイ メー ジ 印 字 と いう や つ を , 画面 で エミ 
ュ レ ー ト し て いる 。 使い 方 は 何 度 も 述べ た 
ょ よう に, リス ト 1 の 行 番号 1000 以 降 を リス 
ト 2 に 取り 換え る だ け 。 実行 すれ ば , 自動 
的 に 画面 に イメ ー ジ 表示 を 行う 。 

実際 に プロ グラ ム を 見 て みよ 2 う 。280 行 で , 
関数 dotset に 8 つの デー タ を 送っ て いる 。 
この 関数 が , プリ ンタ に ドッ ト を 印字 る させ 
る 関数 で , これ ら の デー タ は いずれ も 4 ビ 
ッ ト だ 。 こ れ は 1 ドッ ト 分 の デー タ を 縦 4 
ビッ ト で 表現 する た めで ある 。 関 数 内 で は 
この デー タ を , プリ ンタ の ヘッ ド に 合わ せ 
て 8 ビッ ト の デー タ に 変換 し て いる 。 
400 行 がら は 先ほど も 書い だ よう に , = 
トリ クス パタ ー ン の 作成 で ある 。 作成 さ れ 
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だ た パター ン は p1, p2 と いう グロ ー バ ル 変 数 
に 代入 きれ る 。 p1 は カラ ー コ ユ コード を 4096 で 
割っ た だ け , p2 は カラ ー コ ー ド と 4095 の 論 
理 積 (and) を 取り , その 結果 を 256 で 割っ 
だ も の だ 。 グリ ンタ 上 で て は 。 この 2 つの デ 
ー タ を 横 に 並べ さる こと に よっ て 1 ドッ ト を 
表現 し て いる 。 

な お , p1, p2 の 2 つの 変数 を 15 で 排他 的 
論理 和 (xor) を 取っ て いる 。 こ れ は , C 
RT と ょ と プリ ンタ で は ドッ ト の 日 黒 が 逆 に な 
る の で , あら か じ め ビ ッ ト を 反転 きせ て い 
る か ら で あ る 。 こ の パタ ー ン 変換 は 結構 い 
いか げん な の で , や は り 少 し 出力 が 汚い 。 
も し 力 が ある 人 な ら , この あ た だ り を 自分 な 
り に 書き 換え て みて も いい か も し れ な い 。 
きら に それ 以上 の 出力 を 追求 する 人 に は 19 
88 年 9 月 号 の 庄 明 彦氏 に よる ディ ザ 法 の 解 
説 ,11 月 号 の 棄 野 稚 彦 氏 に よる 階 調 表現 の 
アル ゴリ スム な ど を 参考 に し て ほし い 。 

1000 行 以降 は , プリ ンタ へ の 出力 で ある 。 
変数 xmax お よび ymax を 決定 する こと に 
よっ て , 画面 サイ ズ を 決定 し て いる 。 一応, 
最大 値 は 256X256 と な っ て いる が , それ 以 


7 の int xmax,ymax 


上 で も プリ ンタ に 印字 で きれ ば 問題 な く 使 
える は ず で ある 。 

な お , この ブロ グラ ム は シャ ー プ "の CZ 系 
プリ ンタ に 対応 し て いる だ た め , エプソン や 
NEC 系 列 の プリ ンタ を 使っ て いる 人 は コン 
トロ ー ル コー ド な どの 書き 換え が 必要 で あ 
る 。 マ ニュ アル を よく 見 て 書き 換え る こと 。 
書き 換え が 必要 な の は 1050 行 と , 1130 行 の 
2 行 だ どけ 。1050 行 は 改行 幅 を 決定 する た め 
の ユー ド で , 1130 行 は 16 ビ ッ ト イ メー ジ モ 
ー ド の ヨー ド を 作成 し て いる 。 だ だ し 。 N 
EC 系 列 の プリ ンタ で は , ビッ トイ メー ジ モ 
ー ド の デー タ が ビッ ト 単 位 で 上 下 導 で ある 
の で , さら に , 以下 の 2 行 の 変更 を 行っ て 
は し い 。 

1190 wd1(0)=d1 十 d2*16:wd1(1)= テ d3 

十 d4*16 

1200 wd2(0)=d5 十 d6*16 :wd2(1)= テ d7 

十 d8*16 

また だ, エプソン 系 列 の プリ ンタ (ESC/P 
対応 ) を 使っ て いる 人 は , ビッ トイ メー ジ 
モー ド に 16 ド ッ ト モ ー ド が な い の で , 24 ド 
ッ ト モ ー ド を 使っ て 下位 16 ド ッ ト だ け て P 印 


ハー ドコ ピー の プロ グラ ム で す 
Programed by Toshiyuki Mounai 1989 


80 int x,y,col,pl,p2,px,py 
99 int bl,b2,b3,b4,b5,b6,b7 ,b8 


199 eso=chr$(&H1B) 
119 1f=chr$(10) 

129 cr=ochr$(13) 

13 の 9 glod() 

149 p opn() 

159 x= の 

169 repeat 

170 imagemd(ymax ) 
180 y=ymax-1 

190 repeat 


200 pindat(point(x,Y) ) 

210 pb1=p1:b5=p2 

220 pindat(point(x+1,Y) ) 

239 b2 =p1 : b6 =p2 

240 pindat(point(x+2,Y) ) 

250 b3=pi:bT=p2 

260 pindat(point(x+3,Y ) ) 

270 b4=p1 :b8=p2 

280 dotset(b1,b2,b3,b4 ,b5,b6 , b7 , b8 ) 
290 = アー1 


390 un も ti] y<d 
310 crlf() 

320 メニ メ +4 

339 until x>=xmax 
349 p close() 

35 の 9 end 


389 / 


ペル デート ーー 


499 func pindat(oo1 ) 
41 の pl=col/4096 

420 pizpl xor 15 

439 p2=col and 4095 
440 p2=p2/256 


/* 
370 /* マト リク スパ ター ン 作 成 in :(co1) 
* 9 


OU も :p1 ,p2 


字 す る か , デー タ の セッ ト 部 分 か ら 24 ド ッ 
ト 対応 に 改造 し て ほし い 。 お そら <〈 問題 は 
な いと 思う 。 もちろん, 16 ドッ ト だ け 使 う 
場合 は 改行 幅 も 16 ド ッ ト 分 に 変える の を 忘 
i 

リス ト 2 の CRT 出 力 で は , p_close な ど 
の よう に , な に も 作業 を し て いな い 関 数 も 
ある 。 これ は , プリ ンタ 出力 用 と 互換 性 を 
持た な せる だ た め に 設け た も の な の で , 削除 し 
な いて ほし い 。 

また , リス ト 2 で は 1030 行 か ら の 関数 p_ 
opn に , サン プル 用 の グラ フィ ッ ク を 書く 
だ なだめ の 人 き ダ ラム が 入っ て いる の で , ここ 
は 適当 に 書き 換え て 好き な 絵 を 表示 し て み 
る の も いい だ ろう 。 


いく つか の 注意 


プロ グラ ム の 中 身 は と て も 簡単 に まとめ 
だ つもり で ある 。 プ ログ ラム の 長き さも 手頃 
だ し 。 入力 し て 自分 の 好き な よう に 改造 す 
る の に は ちょ うど いい だ ろう 2 う 。 

な お , この プロ グラ ム で ハー ドコ ピー を 
あと よ ま は 。 で まき も ば コラ コッパ イラ て ョ ッッ パ 
イル し て か ら 使 っ て ほし い 。 コ ユ コンパ イル し 
な いと , 256X256 の 絵 を ハー ドコ ピー する 
の に , お そら く 〈30 分 近く か か っ て し まう だ 
な う 。 

まだ プリ ンタ と いう の は , な か な か いい 
か げん な 機械 で , 改行 幅 な ん か は 最終 的 に 
目 分 で 管理 し な く て は な ら な い 。 私 が 使っ 
て いる NEC 系 列 の プリ ンタ で は , 同じ n 
/120 イ ンチ の 改行 幅 指 定 を し て も, 改行 幅 
が (CZ 系 の プリ ンタ と 異な っ て し まっ た 。 


そろ そろ 終 わり 


と , いう わけ で 初め て 作っ た わり に は ま 
と も に 動い た プロ グラ ム な の だ が やはり 5 
マト リク スパ ター ン の 作成 を 適当 に ご ま か 
し たせ いか, 少し パタ ー ン が 汚い よう な 気 
が する 。 こ の へ ん は や は り 気 合 を 入れ て や 
ら な く て は いけ な いと ころ な の だ ろ 5。 

な お , 誤解 され る と 困る の だ が , これ は 
完成 され た プロ グラ ム で は な く 〈, 改良 きれ 
る べ でき ブログ ラム で ある 。 改良 で きる と こ 
ろ は 山 は ほど あ る の で 各自 の アイ デア で 立派 
205 ドコ ピー ジロ グラ ム に 仕上 げ で ほし 
いい 。 
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1000 / 


1018 


1020 / 


1039 
1040 
1050 
1969 
1079 
1080 
1090 
1100 
1119 
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1139 
1149 
1159 
1160 
11709 
1189 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1260 
1270 
1280 
1230 
1399 


特集 活用 ハハ 一 ド デ ィ スク & プ リン タ 半 人 


p2=p2 xor 15 
endfuno 


func ゎ p opn( ) 

xmax=256:ymax=256 /* 画面 サイ ズ 指 定 (最大 256x256) 
pit=esc+"%9"+ochr$(15) /* 改行 凡 指 定 (n/129 ィ ンチ,CZ ) 
fn=fopen("1pt",。 w') 

fQrites( pi て t, fn ) 


endfunc 

/* 

func imagemd(lng) 

str slg 
Slg=r1ght$(" の 999"+str$(1ng*2 ) , 4 ) 


img=esc+"I"+slg /* ビッ トイ メー ジ モ ー ド (CZ ) 
fwrites(img,fn) 

endfunc 

/* 

func dotset(d1,d2,.d3,.d4.d5,d6,d7,d8) 
dim char wdl(i),wd2(1) 
wd1(9)=dl*16+d2:wdl(1)=d3*16+d4 
wd2(09)=d5*16+d6:wd2(1)=d7*16+d8 
fwrite(wdl,2,fn) 

fwrite(wd2,2,fn) 

endfunc 

/* 

func crlf() 

fwrites(cr,fn) 

fuwrites(lf,fn) 

endfunc 

/* 


func p_close() 


1319 fclose( fn ) 

1329 endfunc 

1339 /* 

1349 func glod( ) 

1359 str ifname 

136 の 9 soreen 1,3,1,1 

1379 input "image file name=",ifname 

1389 cls 

1399 img load(ifname,9,9) 

1499 endfunc 

1 の 999 / ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
1 の 1 /* CRT 表 示 デ モン スト レー ショ ン 

1 の 020 / ネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
193 の 9 func p opn( ) 

1949 xmax=64:ymax=64 

1050 px= の :py=xmax+30 


1060 
1070 
1980 
1090 
11099 
1119 
1120 
1139 
1140 
1150 
1160 
1170 
1180 
1190 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1269 
1279 
1280 
1290 
1309 
1319 
1320 
1330 
1340 
1350 
1369 
1370 
1380 
1390 


screen 1,3,1,1 
fill(Q,0,xmax,15,32769) 
fill(Q,16,xmax,31,33442) 
fill(Q,32,xmax,47,49095) 
fill(Q0,48,xmax,64,63220) 

Symbo1( の 9 の. の 9," ぷ りん た ",1,1,1.65293,9) 
symbo1( の 9,16,"X68K",1,1,1,58399,9) 
symbol(0,32, プリ ンタ "1,1,1,17763,0) 
symbo1( の 9,48," ろ く は ち ",1,1,1,19696,9) 
fi11(px,Dpy, px+ymax*2,py+xmax*4.65535 ) 
endfuno 

/* 

func imagemd(1ng) 

endfuno 

/* 

func dotset(dl,d2,d3,d4,d5,d6,d7,qd8) 
int wdi,wd2 
wd1=d1*4996+d2*256+d3*16+d4 
wd2=d5*4996+d6*256+d7*16+d8 
1ine(px,py,px,py+15,9,wd1 ) 
1ine(px+1,py,px+1,py+15, の 9,wd2 ) 
px=px+2 


func p_close() 
endfunc 

/* 

func glod() 
endfunc 
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プリ ンタ スナ ー ラ っ て な に "gp 


る て 。 由 き ん は プリ ンタ スプ ー ラ し いう 
も の を ご 存じ て し ょ うか 7? ブリ ンタ て 全 
白 行 , 何 千 行 も ある も の を 印刷 する と な る 
と , 高速 ドッ トイ ン パ クト 式 の プリ ンタ で 
も そう と う 時 間 が か か っ て し まい ます 。 


いて くら ブリ ンタ が 速く な っ だ と いっ て も 。, 


せい ぜ い 1 秒間 に 100 文 字 打 つの が 精 一 杯 。 
それ に 対し て , 10MHz の CPU は 1 秒間 に 
何 十 万 字 る も の デー タ を 転送 する こと が で き 
Ne 4 MR IN 
ス は CPU の 動作 速度 に 比べ て は る か に トロ 
いわ け で す 。 

プリ ンタ は デー タ を 受け 取っ て 処理 する 
まで の 間 , CPU に BUSY 信 号 を 送り ます 。 
CPU は じっと ブリ ンタ を 見 張っ て いて , B 
USY で な く な っ た だら 次 の デー タ を 送る と 
う 動作 を 繰り 返し ます 。 CPU は 印刷 に 愛 中 
に な っ て いる ほとん と どの 時 間 。 実は プリン 
タ に 次 の 文字 を 送れ る よう に な る まで じ っ 
と 待っ て 0 + な の て す 。 

これ で は 困っ た ちゃ ん な の で , 才 え 出さ 
れ た の が 。 ブ プリ ンタ スプーラ て で て す 。 ブ リン 
ト ア ウト す で き デー タ を プリ ンタ に 渡す フ 
リ りあ を し て バッ ファ アァ に 潤 め 込ん で お き 。 普 披 
は 印刷 以外 の 仕事 を し て いて , た ま ー に (と 

て も 1/60 秒 ご と と か を の くら い ) 割り 
込み を か け て , バッ ファ に 印刷 すべ きも の 
が ある か どう か を 調べ , あっ た だら 1 文字 プ 
RE 
この 方 法 を 使う と CPU を 効率 よく 使え る わ 
け な の で す 。 

Human6sk に も この よう か 機能 が 装備 さ 
れ て いま す 。 マ ニュ アル に は 明記 され て い 
ませ ん が , PRNDRV?.X を 登録 する 際 , 

DEVICE = PRNDRV. X# / B64 
の よう に 指定 する こと で , 並行 印字 が 可能 
に な り ま す (この 場合 バッ ファ サイ ズ は 64 
K バイ ト )。 

見 便利 な よう な ス フ 
ちょ っ と し た 落し 究 が あり ます 。 


ー ラ 機能 で す が , 


5 の ohix 1989.9. 


Miyajima Yasushi 


た と ええ は; 


フリ ンタ バッ ファ クリ プア 機能 付き 


CUPY キ ー メ ニュ ー 


付い て いる こと を 知っ つて いて も 。, 


な か な か 使わ れ な い Huma 


n68k の プリ ンタ スプ ブー ラ 機 能 。 そ こ で この プロ グラ ム の 登場 


トー ュー モ 
宮島 靖 
フ プリ ント アウ ト を 始め だ た は いい が 。 プリ ン 
タ 用 紙 の トッ プ フ ィ ー ド 位置 が ずれ て いる 
こよ に 気がつい た り 。 誤っ て コピ ビー キー a 


押し て し まっ だ た だ たり し た 場合 , プリ ント アリ ワ 

ト の 中 断 が で き な い わけ で す 。 普通 な ら プ 
リン タ の 電源 を 落と す な り すれ ば 印字 を 止 
め る こと が で きま す が , スプ ー ラ が 設定 き 
れ て いる と , の 「 能 に な っ た 
途 端 に バッ ファ に 溜まっ て いる デー タ を 出 
し L し よう も Ma 

64K バ イト の バッ ファ な ら 漢 字 32000 字 分 
で すか ら (文字 な ら 最 低 で も プリ ンタ 用 紙 
4 枚 分 ), I 
2 つ ラ は パッ クア ア す る 機能 が あの 
edgier こさ りす 
せん (も し か する と ある の か も し れ ま せん 
が )。 そこで, 任意 の 時 点 で プリ ンタ バッ フ 
ァ を クリ ア し て や ろう と いう の が 今回 の プ 
グラ ムル ム て す 。 


バッ ファ クリ ア の 実際 


は プリ ンタ ドラ イ バ 組 
み 込 み 時 に メモ リ 上 に 確 作 る れ ま す 。 これ 
を クリ ア す る に は ドラ イ バ の 組み 込ま れ た 
位置 を 探し 出し , バッ ファ アァ 部 分 の 内 容 を 直 
接 書 き 換 える …… と いっ た 危険 な 技 は と 5) 
あえ ぇ すず 必要 あり ませ ん 。 

プリ ンタ バッ ファ を 組み 込ん だ 隊 の OS 
の デバ イス 状況 を 調べ て みる と , シス テム 
了 『 約 ファ イル と し て SPL "と いう も の が 
拡張 きれ て いる の が わか り ま す 。 
リン タス フ 
リン タ へ 送ら れる デー タ が 
蓄え を られ る の で し ょ う 。 


プリ シタ バッ プア 


時 的 に ここ に 


この ファ イル を 開い て な に か 書き 込ん で 


や れ ば ,。 プリ ンタ バッ ファ を を クリア する こ 


たかが て きる の て すず す 。 


つま り , プリ ント アウ ト 中 ( 
和み し UPY CON SPL 
a~ ノ 

を 


A>TYPE CONFIG, SYS ろう SPL 


これ が か テ 
プー ラ 用 の デバ イス な の で て す 。 プ 


て す 。 メニュー で て 選ん で バッ ファ クリ ア で きる よう に し まし 
た 。COPY キー の 割り : 


込み を 使っ た 常駐 プロ グラ ム で す 。 


Wuersion 2. 癌 
89 FFP Abydson 


か は 0 


ト プ ロ セッ サチ ASK68K for jon 2.08 
It 


F ド 方 音 薄 IRIVER f 1 
OH の ファ イル 名 で To】 


PRINTER RIVER for 
際 相 の ファ イル る る ソード 本 和 で す 。 パッ クッ は 120K バ イト 使用 し ます 


誠人 バ ッ ケ ー ジ エミュレータ for 0800 version 1. 騰 
( フォ ー マ ッ ト ) 


ょ スト 9 IVR TS aka 4. 稀 
と スト す サ が 使用 で きま 


Cosmsrd 
PNM VRSHE LA NSYS A NBING A NDRS C2: A NETC; 


rd 
te 
Bit 


Tyr 
8 16 し まし 1. 絞 . 泊 yWjim 


と し て や れ ば プリ ンタ 出力 は 止ま り ま す 。 

コマ ンド ト 共 一 上 ド な ら は ほこ の よう たち な ん と 
か が が し な だ いこ と も な ない の て す が 。 まき か 
BASIC か ら , 

FN=FOPENCSPL “W") : 
FPUTC(0, FN) : FCLOSE(FN) 
な どど と 本 ちち 込 な は いな いて も ょ う も 性 
の ツア オル が 開け けい アラ リケーション 

FOL Er: 
どこ か ら で も 簡単 に 扱え る よう 
に キー 割り 込み と 使っ て て この よう な 機能 を 
呼び 出せ る よう に し まし た 。 使用 する キー 
は COPY キー で す 。 こ の キー は 普段 使用 き 
れる こと が 少な く , む し ろ る 誤っ て 押し て 「 プ 
ツウ 友 が つの つか が っ て いま ぜん 」 キ ラー タ を 介 
きる こと が 多い の て は が いて し ょ よう か 。 
で は , 従来 持っ て いた だ ハー ドコ ピー の 機能 
は と いう と 。 これ は コピ ー キ ー を 押す こと 
a 

Hard Copy 

Buffer Clear 

Exit 
の 各 機 能 ち メニ ュー と し て 表示 / 選 択 す る 
よう に し て に まず すず 2 で SZ トド SS 
OPT.1/2 キ ー を 同時 に 押し て いる 
を それぞれ の 処理 を 行い ます 。 

単に バッ ファ を クリ ア す る だ け な ら も っ つっ 
と 簡単 な 処理 で も いい の で す が 、 
I セー キー を 放す 
2) メニ ュー が 開く 
3) 機能 を 選択 する 
4) 本来 の 処理 を 再開 する 
と いう 一 連 の 処理 は , 見 る 人 が 見 れ ば と て 


ロー ル , 


場合 は 


も お いし い 機 能 を 了 感 る させ て くれ る は ず で 
らら i i 今後 な 
ん ら 6 か の 展開 が ある か も し れ ま せん 。 

る て 。 プ リン タバ バッファ が 設定 きれ て い 
な い の に この 機能 を 使う と どう な る で し ょ 
うか 。 きす が に 。 新た に SPL と に ラフ テイ 
ル が て きる こと は あり ませ ん が ,。 仮に SPL 
と いう ファ イル ル が すでに 存在 し て いた と す 
る と, その 内 容 を 消去 する こと に な っ て し 
まい ます 。 まあ, 英文 字 3 字 の ファ イル 名 
は シス テム に よっ て 使用 る れる 可能 性 が 高 
いい の て ユー ザー 人 は 全う づき て な か い ょ マニュ 
アル に も 明記 し て あり ます が , 一 - 応 気 を つ 
け て くだ る 


ブログ ラム 解説 
- プログ ラム は リス ト > 人 す 。 て 多 み 
PA 
打ち 込み ,928 バ イト に サイ ズ を 整え て 〈 く だ 
さい 。 そう で な い 人 は ソー ス を 打ち 込み , 
アモ ンプ ブ プル / サ ンタ し ます 。 こ の と き 。 山 の 


よう に WARNING メ ッ セ ー ジ が 出 ま す が 気 


に さ 。 な が い て て だ きん 

コマ ンド ライ ン か ら 実 行 す る と 
プア オル て も いい けど ),。 
まれ , COPY キー を 押す た び 
が 開き ます 。 こ れ で バッ ファ ク 
する と プリ ンタ バッ ファ は 止ま る よう に な 


(バッ ナチ 


に ウィ ンド ツウ 


メニ ュー が 組み 込 


リア を 選択 


り ま す 。 なお, この 機能 は プリ ンタ を 異常 
終了 させ ます の で 使っ た あと は 必ず プリ ン 
久 や リセ ッ ト a 
処理 中 は 次 の よう 
か 
TRAP 12(COPY キ 
変更 


に な っ て いま す 。 


ー) の ペク タク を 


! 
必要 な メモ リ を 確保 する 
! 
沿 駐 終了 する 
を ささ ピー ギー を 押し た と る 


ワウ ワウ ィ ンド ウ に 隠れ る 部 分 を 待 必 する 
\ 
ウィ ンド ツウ を 開く 
@ ス フー ラ を 止め る と き 


スプ デー テテ や オー シッ ル す あぁ 
\ 
スプ ー ラ に 値 
\ 
スプ ー ラ を クロ ー ズ する 
! 
ソワソワ ィ ン ド ウ を 閉じ る 
実は 常駐 解除 を で き 
の で す が , 
- 戻 し て も シェル に 戻る と き に OS が TRA 
P 若 32 の ベク タ を 管理 し て いて 。 ベ クタ を 
勝手 に (勝手 に と いっ ちゃ 悪い けど ) 戻し 
て し まう の で す 。 だ か ら 解 除 し て か ら コ ユ コピ 


を 出力 する 


こし だ か っ た 


TRAP 12 の ベク 々 を 元 の 値 
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ー キ ー を 押す と , へ タ を する と 又 走 し て し 
まい ます 。 と いう こと て , 常駐 解除 は ナシ 。 

まだ た, 一 部 の アプ リケーション で は CO 
PY キー の ベク タ な と を 邊 分 て 管理 し て い 
る の で , この 機能 が 使え な い 場 合 が あり ま 
す 。 い ちば ん 了 困る の が , 標準 ワー プロ 。 


て も , 
イメ ー ジ 印字 な の で 
3K バ イト の デー ペタ を 必要 を ます 。 
アァ 64K バイ ト な ら 
らい は 我 憎 する こと に 


お し まい に 


まあ すでに て 
a 


し まし ょ う 。 


ソル キー て 機能 を 選択 で きる よう 
gn Oe PS 
ー ボ ー ド の 割り 込み が 禁止 き 
が 行わ れる らし 〈 く , カー 
キャ ン が て き な ぃ の で す 。 


結 司 MFP を 直接 操作 し て 強引 に 割り 込 
み 許 可 に し て いる の で す が , MFP の どこ を 


ワー ブロ の 場合 は 24 ド ッ ト ビ ッ ト 
1 行 ペ ッ 六 リ で 2; 

ンジ 
ブリ ンタ 用 紙 1/3。 こ れ く 


きる だ ろう と 踏 てい た 
で つれ し Rt 
ビー キー を 押す と (ドジ が 邊 エ 。 カー 
に する 」 


れ て ,。 TRAP 
ソル キー な どの ス 


] 


どう すれ ば いい の か が わか らし な か っ た の て 。 


すう ば はぁ 困っ だ た だ 。 それ に , 


わか っ て , これ また すう ば ぁ 了 困っ た 。 
だ ま に ゃ あぁ 人 人間 苦 労 が 大 事 か も ね 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


特集 


常駐 解除 する と 
-TRAP 韻 12 の ベク タ を 元 に 戻せ な いと 
了 9。 
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ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ COpymenu.8S ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 


1 ・ ネネ ネネ ネネ ホネ ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
2: * ネ 
きる COPY MENU Ver 1.99 * 
4: * * 
5: を 1989/97/16 * 
6: * * 
『 作 押 】 Programmed By Y.MiyaJjima * 
8: ネ * 
9 : ネネ ネネ ネネ キネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 
10: 
11: cpykey: 
12: bra.s main 
3 
14: dc.b ’ YM’ 
15: memptr: 
16: da.1 1 
17: proptr: 
18: ds.1 1 
19: hecopy: 
20: ds .1 1 
21: looate: 
レン ds.1 1 
23: fname: 
24: dec.b ’SPL’ , の 
25: main: 
26: movem.l d9-d7/a9-a6 ,-( sp ) 
る 7 
28: moveq.l #$04,d0 * B_BITSNS 
29: moveq.l #$9e,d1 
30: trap #15 
人 ま き $ andi.1 #$9f,d9 
32: bne n_copy * SHIFT,CTRL ま た は , 
33: * OPT.1/2 が 押さ れ て いた ら 既 存 の ルー チン へ 
34: bset.b #4,$e88913 * MFP 割り 込み マス クレ ジス タ 
35: 
36: move.l memptr,al * 待 見 バッ ファ 先頭 アド レス 
4 lea $e99900,a9 * テキ スト プレ ー ン 0 トップ 
38: bsr push * テキ スト プレ ー ン 0 待避 
39: lea $e20000,ad * テキ スト プレ ー ン 1 トップ 
40: bsr push * テキ スト プレ ー ン 1 待避 
41: 
42: moveqg.l #$23,d0 * B_LOCATE 
43: moveq.l1 #0,d1 
44: moveq.l1 #9,d2 
45: trap #15 
46: move.l dQ9,locate 
47: 
48: moveq.l #$21,d9 * B_PRINT 
49: lea window,al 
50: trap #15 
5 すま: 
52: moveq.l #$af,dO * OS _CUROF 
53: trap #15 
54: 
55: moveq・1 #1,d3 * メニ ュー カー ソル の Y 護 標 
56: 
57: menu: 
58: move.w #” 廊 ',d4 
59: bgr puto 
69: 
61: menu_1p: 
62: moveq.l #$09,d0 * B KEYTNP 
63: trap #15 
64: lsr #8,d0 
65: andi.l #$ff,dO 
66: 
67: Cmp.b #$1d,d9 
68: beq exec 
69: cmp. b #$3c,d09 
79: beq up 
多 cmp・b #$3e,d9 
72: beq down 
73: bra menu_lp 
74: 
75: Up: 
76: cmp・b #1,d3 
77: beq menu_lp 
78: 
79: move.w #’ ”’,d4 
80: bsr puto 
81: subq.1 #1,d3 
82: bra menu 
83 
84: down 
85: cmp.b #3,d3 
86: beq menu 1p 
87: 
88: move.w #’ ’,d4 
89: bsr puto 
90: addq.1 #1,d3 
に bra menu 
92: 
93: puto 
94: moveq.l #$23.d9 * B LOCATE 
95: moveqg.1 #2,d1 
96: move.l d3,d2 
97: trap #15 
98: 
99: moveq・1 #$20,d9 * B PUTC 
1909: move.w  d4,d1 
191: trap #15 
102: rts 
103: 
104: exec: 
105: lea table,a9 
196: subq.1 #1,d3 
107: lsl.1l #2,d3 
108: move.l (a9,d3),al 
199: Jmp (al) 
110: ; 
111: copy: 
112: move.1 memptr,a1 * 待避 バッ ファ 先頭 アド レス 
113: lea $e99999,a0 * テキ スト プレ ー ン 0 トッ プ 
114: bar Pop * テキ スト プレ ー ン 0 圭 漆 
11 ち 5: 1ea $e29999,a9 * テキ スト プレ ー ン 1 トップ 
116: basr pop * テキ スト プレ ー ン 1 待避 
まま 2 
118: move.1 looate,d9 
119: move.w dQ9,d2 
120: swap d9 
まま move.w  d9,d1 
122: moveqg.l #$23,d0 * B_LOCATE 
123: trap #15 
124: 
125: moveq.l #$ae,d0 * OS_CURON 
126: trap #15 
127: n_copy: 
128: movem.1 (sp)+,d9-d7/a9-a6 
129: 
130: move.1 hoopy,a6 
131: Jmp (a6 ) 
132: 
133: stop: 
134: move.w #1,-(sp) 
135: pea fname 
136: dec.w $ff3d * open 
Oh! X 1989.9. 


250: 
251: 
252: 
253: 
254: 
255: 
256: 
2 も 7 : 
258: 
259: 
269: 
261 : 
262: 
263: 
264: 


addq・1 
move. 1 


move .w 
move.w 
de.w 

addq.1 


move .w 
do.w 
addq・.1 


exit: 
move , 1 
lea 
bsr 
lea 
bsr 


move . 1 
move. 
swap 
move.w 
moveq・1 
trap 


moveq・1 
trap 


moVem.1 
rte 


push : 
move.w 

loopl: 
move.w 

loop2: 
move.w 
dbra 


adda.1 
dbra 
rtg 
pop: 
move .w 
loop3: 
move.w 
loop4: 
move. wv 
dbra 


adda. 1 
dbra 
rts 


table: 
do.1 
do.1 
do .1 

window: 
dc.b 
dc .b 
do.b 
dc.b 
dc. b 

pend: 


.even 
start: 


move , 1 
lea 

move . 1 
sub. 1 
move. 1 
move . 1 
dc .w 

addq.1 


moveq・1 
clr.1 
trap 
move ., 1 


moveq. 1 
moveq. 1 
lea 
trap 


move . 1 
cmp.w 
beq 


move . 1 


move . 1 
do.w 

addq.1 
move . 1 


moveq・1 
1ea 
trap 


moveq・1 
move. 1 
trap 


clr.w 
move . 1 
do.@ 


remove: 


moveq・1 
lea 
trap 


moveq. 1 
move . 1 
trap 


#6,sp 
d9,d2 


d2 ,-( gp ) 

#$la,-(sp) 

$ff1d * fputo 
#4 , gp 


d2 , -( sp ) 
$ff3e * close 
#2,sp 


memptr,al 
$e090000,ad 
pop 
$e29999,a9 
pop 


待避 バッ ファ 先頭 アド レス 
テキ スト プレ ー ン 0 トップ 
テキ スト プレ ー ン 0 待避 
テキ スト プレ ー ン 1 トッ プ 
テキ スト プレ ー ン 1 待避 


1ocate ,d の 

d9,d2 

d9 

d9,d1 

#$23,d の * B _LOCATE 
#15 


#$ae,dO * OS_CURON 
#15 


(sp)+,d9-d7/a9-a6 


#79.d9 
#8,d1 


(a9)+,(a1)+ 
d1,1oop2 


#$6e,a9 
d9,1oop1 


#79,d9 
#8,d1 


(a1)+,(a9)+ 
d1,1oop4 


#$6e,a0 
d9,1oop3 


’,13,10 

’]| Hard Copy |’,13,10 
’'| Buffer Stop 1!,13,19 
’ | Exit 1’,13,10 
デー ”',13,10,0 


ad, psp 

$19(a9),a9 

a9 , proptr 

a9,a1 

al,-(sp) 

ad,-(sp) 

$ff4a * SETBLOCK 
#8 , ap 


#$81,d0 * B_SUPER 
al 

#15 

d9 , sap 


デ 


#$89,d09 
#$2c,d1 
Cpykey,a1 
#15 


B_TINTVCS 
COPY KEY(TRAP 12) 


時 


d9,a09 
#’YM’,2(a9) 
remove 


d9 , hoopy 


#2880,-( sp) 

$ff48 * MALLOC 
#4,s8p 

d9 , memptr 


#$21.d09 * B_ PRINT 
mesl,al 


#15 


#$81,d0 * B_SUPER 
ssp,al 

#15 

-(sp) 


#pend-cpykey,-(sp) 
$ff31 * KEEPPR 


* すでに 常 往 し て いた ら メ ッ セ ー ジ 
#$21,d0 * B PRINT 
mes2,a1 
#15 
#$81,d0 * B_SUPER 
ssp,al 
#15 


$ff00 


1 
1 
も コピ ー メ ニュ ー を 常駐 し まし た 。 ’,13,10 


?1989/97/16 Copy Menu Ver 1.99 Y.Miyajima’,13,10,0 


コピ ー メ ニュ ー は すでに 常駐 し て いま す 。 ’ 13, 19 


’1989/097/16 Copy Menu Ver 1.99 Y.Miyajima’,13,10,0 


start 


PRINITER 


カラ ー ハ ー ド コピ ー の 進歩 


プリ ンタ で も カラー 対応 の も の が 増え て 
きま し た の で , ある 程度 の も の で あれ ば, 
か な り 綺 麗 な ハー ドコ ピー が と れる よう に 
な っ て いま す 。 特に 48 ビ ピン カラ ー プ ブリ ンタ 
な ど を 使え ば か な りき め 細 か な 出力 が で き 
ます 。 

し か し , 元 に な っ て いる の は せい ぜ い 3 
ー 4 色 の イン クリ ボン で すか ら ど うし て も 
階 調 が 浅く , タイ リン グ を 行う た め 解 像 度 
6 も 著 し 〈《 低 下 し ます 。 遠目 に 眺め る 分 に は 
十分 で す が , 写真 の よう な クオ リティ を 持 
っ だ フル カラ ー の 画像 が ほ は しい 場 合 に は ち 
ょ っ と も の 足り ませ ん 。 せっかく 〈 高 解像度 
65536 色 を 駆使 し て 作成 し た 画像 で すか ら 
画面 と 同等 な クオ リティ の 出力 を 得 た いと 
思う 人 も 多い は ず で す 。 ま だ, そう いっ た 
こと が で き な け れ ば ,65536 色 も 宝 の 持ち 腐 
れ に な りか ね ませ ん 。 


ビデ オプ リン タ の 問題 点 


| 
| 
| 


を そん な 声 に 応 を て くれ る の が カラ ー ビ デ 


オォ プリ ンタ CZ-6PV1 で す 。 昇 研 性 染料 熱 転 
与 方 式 に よる 画像 は それ まで の ハー ドコ ピ 
ー の 常識 を 和 首 す も の で し た 。 や や ハー ドコ 
ビー の 単価 が 上 が り ま す が , それ に 見 合っ 
だ 良質 の ハー ドコ ピー が と れ ま す 。 これ を 
使え を ば と りあ え ず , 画面 と 同等 の ハー ドコ 
Cm も な る も と が て きま さす 。 

た に だ, この ビデ オブ リン に ほ は ラ シ ュ ン 
グ ユ スト が 高い と いう 以外 に も 欠点 が あり 
ます 。 それは プリ ント ア 


CZ-6PVI 


ウト され る サイ ズ 


Kawakami Kazuhiko 


川上 和彦 


ビデ オフ ブリ ンダ タダ 活 用 プ ブログ ラム 


が 一 定 て ,。 が つ 小 きい と いう こと で すす 。 妊 
用 の 転写 用 紙 は せい ぜ い ハ ガキ 大 の 大 きる 
で すし , し か も その 全面 に 画像 を 出力 で き 
る わけ で は あり ませ ん 。 通常 。 60X80mm, 
撤 大 モー ド を 使用 し て も 80x80mm が 日 一 杯 
な の で す 。 

イィ インタ シー ト の 消費 量 は プリ ント ア 
の 大 きき に よら ず 一 定 (1 枚 の 出力 に 各色 
を 1 枚 ず つ 使 う ) で すか ら , これ で は ちょ 
っ と も っ だ いな い 。 な ん と か な ら な いも の 
を し よう か 。 


文字 領域 の 活用 


ワ ト 


と こ ろ で , この ビデ ォ フ プリンタ に は 文字 
字 域 と いう 変わ っ た も の が 設定 きれ て いま 
す 。 こ れ は , コン ピュ ー タ と 接続 し た 場合 
映像 信号 以外 に 直接 コン ピュ ー タ か ら の 信 
号 て 印字 を 制御 する エリ ア の こと を 指し ま 
す ( 図 1)。 

も と も と , この ビデ ォ オプ リン タ は あら ゆ 
る 用 途 で の 使用 を 想定 され て お り , 

1) ビデ オォ 入力 端子 

2) デジ タル / ア ナ ロ グ RGB 端 子 

3) パラ レル イン タフ ェ イ ス (モン トロ ニ 
クス ? ) 

の 各 入 力 端 子 を 持っ て いま す 。 通常 使用 き 

れる の は , ビデ オォ 信号 か アナ ログ RGB 信 号 
な の で す が , 文字 領域 を 使用 する に は コン 
ビュ ー タ と ビデ オプ リン タ を プリ ンタ ケー 
ブル で 接続 し , 画像 信号 を 介さ きず に パラ レン 

ル 通 信 に よっ て 直接 制御 を 行わ な けれ ば な 
り ま せん 。 ビ デオ ォ プ リン タ に 付属 の X1 用 
ツー ル で は プリ ント アウ ト し た 映像 に コメ 
ント を 入れ る こと が で きる よう に な っ て い 
まだ 。 

し か し , 文字 領域 し と いっ て も , 文字 し か 
打ち 出せ な いわ け で は あり ませ ん 。 コ ユ コンピ 
ュー タ て 直接 制御 で きる の で すか ら , この 
部 分 に も 画像 を 出力 する こと も で きる は ず 
で す 。 こ の 部 分 まで 利用 すれ ば 従来 の 1.5 
僅 の 大 きる で の 出力 が で きま す (た だ し , 
印字 範囲 は 480X480 ド ッ ト 。 緑 は 除 〈)。 


スー バー ワイ ド ピ ビ デオ コピ ー 


CZ-6PV1 を フル に 生か す 1.5 倍 拡大 プリ ント プロ グラ ム の 登 
場 で す 。 ビ デオ プリ ンタ は ビデ オ 信 号 や RGB 信 号 し か 使え な 
いと 思っ て いま せん か ? 
れ ば , 超 多 色 カ ラー プリ ンタ と し て 使用 で きる の で す 。 


実は コン ピュ ー タ か ら 直 接 制 御 す 


キャ まそ リン 


問題 は 画像 領域 に 比べ て 文字 領域 は 紙 送 
り ビ ピッチ が 違う と いう こと で す 。 て すか お 
その まま 画像 を 出力 する と 縦 に つぶ れ て し 
まい ます し , イン ク の 密度 が 違う と 色 の 濃 
きる が くっ きり と 変わ っ て し まい ます 。 そ を こ 
て 。 的 の の よう だ アフ ア ォ キー マッ ト て 。 し か も 
色 の 濃度 を , 私 た ちの 目 で わか る 男 囲 で 置 
き 換 える よう に し だ の が 今回 の ゲ プログラム 
で す 。 

カラ ー ペ ー ジ を 見 て も ら え ば わか る よう 
に , 調整 次 第 で か な り 自 然 に 絵 を つ な で こ 
と が で きま よし だ 。 こ れ な ら 十 分 実用 に 耐え 


そう で す 。 た だ , プリ ント アウ ト が 一 段 と 
遅く な っ て し まい まし た が 。 
ブロ グラ ム に つい で 

il 


リス ト 2 は 画像 領域 と 文字 領域 を すべ て 
画像 用 に 使用 する た め の プ ログ ラム (関数 ) 
で す 。 ス クリ ー ン エディ タ で 行 番号 以外 の 
部 分 を 打ち 込ん で くだ さい 。 

この ブログ ラム は , C の 関数 の か た ち を 
図 1 


通常 領域 文字 領域 


(480X480) 


(480X512) 


本 来 512 480 
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と っ て いま す 。 自作 の アプ リケーション か 
- ら 呼び 出す 場合 な ど に , 指定 すべ き パ ラメ 
ー ズ は 。, 

prdrv(int light) 
と な っ て いま す 。 

ょ っ て , この 関数 を 使っ て じ の ブロ グラ 

ム を 書き , それ を , 

CC PROGRAM.C PRDRV.S 
の よう に コン パイ ル す れ ば , この ブロ グラ 
ム で 提供 きれ る 機能 が 使用 可能 に な り ま す 
(PROGRAM.C の 部 分 は どん な 名 前 で も よ 
い )。 

に プル まし て 。 vporint.c な る ブロ グラ 
ム を つけ て お きま す ( リ スト 1 )。 前 述 の よ 
に シオ し た だ た だ あと, ビデ オプ リサ ンタ 
を 設定 し (入力 は コン ピュ ー タ モー ド で 拡 
大 モー ド は 指定 し な い ), *.GL3 形 式 の 画像 
デー タ を 読み 込ま な せ て や り ま す 。 また, 参 
考 ま で に , light の 値 は 10 以 下 に する の が 
理 ま し いと 届い に ます .( あ お まり 犬 き くす る と 
真っ 白 に な り ま す )。 


最後 に 


な お , この プロ グラ ム は 東京 都 日 野市 に 
お 住ま い の デ ザイ ナー 芦 谷 氏 の ビデ オプ リ 
ンタ を 使わ せ て も ら っ て で きだ た も の で す 。 
氏 と ご 家族 の 皆さん に は いろ いろ 気 を 遣っ 
て いた だ いて 感謝 の 意 を 表す 言葉 も 浮か ば 
は ど そ て す 。 本当 に あり が ょ とう ざ ご ぎ きい まし 
Ra 


図 2 


標準 サイ ズ 


_ ノ 


画像 デー タ 出力 領域 


と と と と エ ルー ニン ニニ VERINE、 ひ の ニニ ニニ ニニ エニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニ 
1: #include basic の 9.h 
2: #include graph .h 
3: #include ‘image.h 
4: static int light; 
5: static unsigned char name[32+1 1 : 
6: static unS1gned char a; 
2 
8: void 
9: main( ) 
19: { 
まま る screen(1,3,1,1); 
12: printf("*k** Video Print Tool ***¥n¥n"); 
13: b input("filename?(*.g13)? ",sizeof(name),name,-1); 
ペー ター ター レー シー シー マー ペー ター ター ター ター ター ツー ター ター ダー D SS トー や ーーー て ヤー ヤー イー イー ペー トー シー ター ヤー トー ツー 
てる る る る る る る る る る る る すす る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る を る る る る る る 4 
2: * * 
3: * 。 す 一 ば ー わ い ど * 
4: * び で お ぶ ぷり ん と 1.5 倍 ver 1.91 * 
5・ ネ * * 
6: 】 平成 元 年 3 月 7 日 
7: ネ programmed by * 
8: * K . KAWAKAMI * 
9: * T.ASHITANI * 
19: * * 
] 1 ・ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 
12: 
13: .xdef _prdrv *prd( int ) 
14: * printout 48 の x489 picsels 
15: .offset 8 * 
16: 1ight: キ 
17: ds .1 1 *int light 
18: 
19: b super equ $81 
2 の : outad equ $e8c991 
21: strob equ $e8c003 
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NE a 


コン ピュ ー タ 


拡大 サイ ズ 


標準 サイ ズ 


vpage(1): 


画像 デー タ 出 力 領域 


RS 
ペ 


〇 


横 画素 数 X 縦 画素 数 


| 拡大 サイ ズ 


領域 (AXC) | 文字 領域 (AXB) 文字 領域 (aXb) 


img load(name,’NASI’ ,’NASI’ , ’NASI’ ) ; 


vpage(Q) : 

light=-1; 

while( 1ight>63 | light<Q 
{ 


b_input ("どれ だ け あ か る くし ます か ? (9-63):? 


} ; 
vpage(1); 
prdrv( 1ight) : 
vpage(9) : 
: _ exit equ $ff00 
text 
_prdrv: 
link ab6,#Q 
movem.] d3-d7/a3-a6,-(sp) 
bsr _super_ on 
bsr print start 
bsr strob on 
lea b in,al 
bsr sc_out 
lea g in,al 
bsr sc_out 
lea r in,81 
bsr sc_out 
bsr _super off 


movenm. 1 (sp)+,d3-d7/a3-a6 


) 


"Ox204 ,&11ght, 


44: unlk 
45: rts 
46: 


*return to C program 


6 本 る る る る る くる る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る を る る る る る る る 3 


48: * sub routines 
Li て る る ぐる と る る る る る る る て る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る 3 


bi: sc out: 


52: move.l #$c7fcQ0+2*16,aQ 


53: normalarea : 


54・ move .w 
ちら < move . Ww 
56: 1p の : 
1ines . 

の 7 な pl 

58: 1p2: 

59 bsr 

69 bsr 

61 bsr 

62 bsr 

63 dbra 
64 bsr 

65 bsr 

66 bsr 
67: dbra 
68: bsr 
69: bsr 
70: bsr 

8 bsr 
22: dbra 
73: 

74: wordsarea : 
75 move.w 
76 move.w 
1: Pp3: 

78: 1p4: 

79: 1p5: 

80: bsr 

81 bsr 

82 dbra 
83 bsr 

84 dbra 
85: bsr 
86: bsr 
87: bsr 
88: dbra 
89: rts 
90: 

91: linel: 

92 bsr 

93 addq .1 
94 rts 

95: 1ine2: 
96・ bsr 
97・ bsr 
98: addqg. 1 
99: rts 
199: line3: 
191 : bsr 
1092: bsr 
103: bsr 
194・ addq. 1 
105: rts 
106: 

197: line out: 
108: movem. 1 
109 move . 1 
119: move. 1 
111: 1 loop: 
112: Jsr 
$13: bsr 
114: dbra 
まま りう movem. 1 
116・: rts 
147: 

HS も nn: 
119: move .v 
120: suba. 1 
i2i: bsr 
122: bclr 
123: bset 
124: rts 
1255£g 1n: 
126: move .w 
127: suba. 1 
128: ror.1l 
129: lsr.w 
130: lsr.w 
131 : ror. 1 
人 2 bsr 
133: bset 
134: beclr 
135: rts 
136: で Tn: 
137s move. wn 
138: suba . 1 
139・ ror.l 
140: lsr.w 
141: rol .1 
142: bsr 
143: bclr 
144: bclr 
145: rts 
146 : 

147: adJjust: 
148: bclr 
149: bclr 


#9,d3 
#8-1 ,d の 


move.w #2-1,d2 


linel 
line2 
line2 
line2 
d2, 1p2 
linel 
line2 
line2 
d1,1p1 
1ine1 
1ine2 
line2 
line2 
d9, lpd 


#1,d3 

#8-1,d9 

move.w #4-1,d1 
move.w #2-1,d2 


line2 
line3 
d2,1p5 
1ine3 
d1,1p4 
1ine2 
line3 
line3 
dQ9,1lp3 


line_out 
#2,a0 


line out 
line out 
#2,a0 


line out 
line out 
line out 
#2,a0 


* 


*Address of Screen (under left) 
*Normal area’s format is 

*( (12221222122 )x3+( 1222 ) )x8 

*Cf1 The number is count of the same 


*[t makes 5121ines of same lines. 
*Cf2 d3= の 9 <-> N.Area 


*Words area's format is 

*( (23233 )x4+(233 ) ) x8 

*It makes 489 1ines of 184 lines. 
*Cf d3=1 <-> W.Area 


*Draw one 1ine 


*Draw two same lines 


*Draw tree same lines 


*Output only one line 


d の -d1/a9/a5, -( sp ) 


#512*2.a5 


(a1 ) 
i0 out 
d1,1 loop 


(sp)+,d9-d1/a9/a5 


(a9) ,d9 
a5,aQ 
adjust 
#6 ,d9 
#7 ,d0 


(a0 ) ,d の 9 
a5,aQ 
#1,d9 
#8.d の 
#2.d0 
#1.d0 
ad just 
#6 ,d0 
#7,d9 


(aQd),dQ@ 
a5,a9 
#1,d0 
#5,d0 
#1.d0 
adJjust 
#6 ,d の 
#7,d0 


#6,d9 


*Loading data of blue plane 


* Shift light and adjustment for Words area 
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bsr shift 
bclr #7 ,d の 
bclr #6 ,d の 
tst d3 
beq ad end 
cmp.b #63,dQ@ 
beq ad end 
cmp.b  #51,d の 
beq ad1 
cmp.b  #42.d の 
beq ad2 
cmp.b  #35,d の 
beq ad3 
cmp.b  #28,d の 
beq ad4 
cmp.b  #21,d の 
beq ad5 
cmp.b  #14.d の 
beq ad6 
cmp.b #7,dQ 
beq ad7 
addq.b #8,dQ 
bra ck flow 
adi: 
addq.b #1,dQ 
bra ck flow 
ad2: 
addq.b #2,dQ 
bra ck flow 
ad3: 
addq.b #3,d9 
bra ck flow 
ad4: 
addq.b #4,d9 
bra ck flow 
ad5: 
addq.b #5,d0 
bra ck flow 
ad6: 
addq.b #6,dQ 
bra ck flow 
ad7: 
addq.b #7,d9 
ck flow: 
btst #6 ,d の 
bne flow 
ad end: 
rts 
flow: 
move.b #$ff,dQ 
rts 
shift: 
move.l light(a6),d4 
add.b  d4.d9 
cmp.b #63,d9 
bhi flow 
rts 
io out: 
move.b dQ9,outad 
bsr busy ch 
rts 

: _super on: 
moveq・1 #b super,dQ 
movea.l #9,al 
trap #15 
move.1 dQ,ssp save 
rts 

: _super off: 
moveq.l #b super,dQ 
move.l ssp save,a1 
trap #15 
rts 

: print start: 
move.l dQ9,-(sp)} 
move.b #%11000000,dQ 
move.b dQ,outad 
move.] (sp)+,d9 
rts 

: busy ch: 

: btst.b #5,$e9c991 
bne strob on 
bra busy ch 

: strob on: 
clr.b strob 

: strobe off: 
move.b #$0Q1,strob 
rts 


* Check (W area->adjust,Normal area->DO noth 


*Output for V.P. 


*Supervisermode on 


・ まま キネ ネネ ネネ ネネ キネ ネネ 林 ネ 氷 本 本 キキ ネネ ネネ 


: *data area * 
< 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 
: .even 
: Ssp save: 

dc .1 の 


特集 


*buSy check 


スー パー ワイ ド ビ デ オ コ ビ ピー 


らら 


X68000 を 買っ だ た は よい が , 24 ピ ンド ッ 
ト プ ブリ ンタ まで は お 金 が 回 ら な か っ だ と い 
う 人 は 結構 いる の で は な いで し ょ うか 。 会 
も その ひと り で す 。 た だ た だ 家 に は PC-8822 と 
いう 16 ピ ン の ドッ ト プ リ ンタ が ある の で 
これ を な ん と か 生か し て みた いと 考え まし 
た を や と で 。 ア リル ツク ドラ イィ イ の 作り じ 
か か っ た の で す 。 最 初 は 「24 ド ッ ト 印 字 が 
で きれ ば 十分 」 と 思っ て い だ の で す が , だ 
ん だ ん 欲 が 出 て き て , テキ スト 画面 の ハー 
ドコ ピー を と れる よう に し た り , グラ フイ 
ッ ク 画 面 の ハー ドコ ピー を と れる よう に し 
た り し て , 結構 満足 の いく ドラ イ バ が で き 
VA 


し か し , よく よく 考え て みる と ょ と , 付属 の 


ワー プロ の 方 書 も その まま で は 印字 で きす , 


MUSIC PRO-68K な どの 市 販 ソ フト で も 
結局 プリ ンタ は 使え な いま まで す (考え て 
みれ ば 当たり 前 の こと で す が )。「 
だ ら CZ 系 の グリ シタ を エミ ュ ャ ー ド し て し 
まお う 」 と 思い 立ち , 結局 この プリ ンタ ド 
ライ バ が で き あ が っ た の で す 。CZ 系 の プリ 
シン を え ミュ シー トド する こと に より 。 ツー 
プロ の 文書 $ も MUSIC PRO-68K の 楽譜 も 
印字 どき る よう に な り ま し た だし, お そら く 
ほか の ソフ ト (ZsSTAFE な ど ) に も 対応 
て き な る 本 いあ す 。 


まず は 使い 万 | 


リス ト 1 が を その ダン プリ スト で す 。 な る 
べく ソー ス を 打ち 込む か が ,。 デバッガ で ソー 
スジ ェ ネ レー ト し て くだ さる い 。 PC-8821/88 
22 を 持っ て いる 人 は (ほとん どい な いと 忌 
いま す が ), これ を その まま 打ち 込む だ け 
で , 24 ピ ンド ッ ト プ ブリ ンタ に 生ま れ 変 わり 
ます (ちょ っ と オー バー か な ) 

この まま で は , 基本 的 に PC-8821/8822 系 
に し か 対応 きせ て いま せん の て で, ほか の 16 
ピン ドッ ト プ リ ンタ を 持っ て いる 人 は ソー 
スリ スト を 参考 に し て 制御 ュー ド を 自分 の 
プリ ンタ の も の に 変え ん 。 ビッ トリ バー ス の 
処理 を 変更 すれ ば , や は り , 24 ピ ンド ッ ト 


こう な っ 
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16 ビ ンプ ブリ ンタ で 24 ド ッ ト 印 字 を 


p4 ビ ピン 


リン タ エ ミ ュ レ ー タ 


16 ピ ンプ リン タ を 24 ピ ン 漢 字 プ リン タ の よう に 使え た ら …… 


Yuasa Natsuki 


湯浅 夏樹 
プリ ンタ の よう に 使え る よう に な り ま す 。 


で きる だ け 細 か く 解 説 し ます の で , あと は 


各自 で 対応 し て くだ きい 。 


まだ 8 ドッ ト プ リ ンタ を 持っ て いる 人 は , 
X1turbo や MZ-2500 な どの よう に , 半 ド ッ 
ト 改 行 を うま 〈 使 えば , 同様 の 印字 を 行え 
に な る と 思い ます (結構 大 変 で し ょ 


る ある よう 
2 が )。 


で は , この ブリ ンタ ドラ イ バ の 使い 方 を 


説明 し ます 。 


まず , CONFIG.SYS に 次 の 1 行 を 追加 し 
(# 以 降 は 省略 可能 。 また 華 の 次 は 任 
改行 幅 の 初期 設定 値 を 


意 の 2 桁 の 数 nm で , 
nm/120 イ ンチ に 言 
DEVICE= 


設定 し ます 》) 
NPRNDRV.SYS E/T20 


以降 を 省略 する と 改行 幅 は 20/120 (= 


1/6) イン チ に な り ま す 。 


を の あと , OS を 立ち 上 げ 直 す と , PRN/ 
録 さ れ 


LPT/PPP の 3 つの デバ イス 名 が 登 
ます 。 


この ブリ ンタ ドラ オバ パ は いて つか の モー 
初期 状態 で は P 
LPT 出力 は エ 


ド を 持っ て いる の で す が , 

RN 出 力 は 24 ド ッ ト モ ー ド , 
ミュ レー トモ ー ド に な っ て いま す 。 
まだ た 。 デ バイ ス PPP( 

る と モー ド が 変わ り ま す 。 

1 …… PRN 出 力 を 16 ド ッ ト モ ー ド に する 。 

半角 文字 は 16X 8, 


2 ……… PRN 出 力 を 24 ド ッ ト モ ー ド に する 。 
半角 文字 は 24 メ 12, 
字 -。 


F……LPT 出 力 を エミ ュ レ ー ト モー ド に す 


く LPT 出 力 を スモ ー ル エミ ュ レ ー ト モ 


ー ド に する 。 


N……LPT 出 力 を ノー マル モー ド に する ( 正 


C……… PRN/LPT 出 力 を グリ ンタ 出力 チェ 


ッ ク モ ー ド に する 。 

その は か , 
23 ッ フラ ア な で ど が グリ チア 
ォ フ ライ ン 時 に “A" を 押し た 場 


に 次 の 文字 を 出力 す 


全角 文字 は 16x16 て 印 


全角 文字 は 24x24 で 印 


PPP に 0 を 出力 する と 内 部 の 
され ます 。 プ ブリ ンタ 
殺 ロ 合 は 。 その 


と いう 声 に 応え る デバ イス ドラ イ バ で す 。 ここ で は 対応 機種 
と し て PC-8821 シ リー ズ を 対象 と し て いま す が , これ を 応用 
すれ ば も っ と 多彩 な 機種 に 対応 する こと も 可能 で す 。 


te fox 5888 っ rersion 1 
toeyri9 1 1992 SRP tdson 


は 2 ER for レー i ri by at chsoft 
了 UPT の フィ イル 名 で 2 す 。 (PPP で 1520 ド ッ ト 功 り 可 え 生 ) 


I RR } wR 答 
リル で 、 池間 か が 避 能 ぐす 

フラ な ント プ な 23 ASKRSK 癌 ro 
Be nr ES 


F i RRR fo + 68808 version 
イル 名 で は 科 衝 に 各層 で 


人 ッ ケ ー ジ ネ ミ ュ レ ー タ for X58898 version 1.8 
4 フォ ー マ ッ ト ) 
HK RR f en 
アッ スク: Ax 


ーー くい 
みか $ 代 5892556) 区 し まし た 


あと で 必ず , 

ECHO 0 ニ PPP 
を 実行 し て くだ きい 。 そう しない と, その 
お と で ご ぁみ が 出力 きれ た と 0, コピ ビー キー が 
きか な く な る こと が あり ます 。 

エミ ュ レ ー ト モー ド 時 は , CZ 系 の プリ ン 
タ の コー ド を 認識 し て , で きる だ け 期 待 通 
り の 出入 が きれ る よう に エミ ュ レ シー トド ト し きま 
す が , 横 方 向 の ドッ ト 数 が 足り な い の は と 
うし よう も な い の で (PC-8821/8822 は 960 
ドッ ト し か 打 て な い が CZ 系 24 ド ッ ト プ リン 
タ は 1440 ド ッ ト も 打てる ), 文字 の 出力 が 右 
端 を 越え る 場合 は 改行 後 残り を 印字 する よさ 
うに し , ビッ トイ メー ジ デ ー タ の 出力 が 右 
端 を 越え る 場合 は 越え た 分 を 無視 する よう 
に し て あり ます (MUSIC PRO-68K で 楽 
譜 ち まとも に 印字 で きる よう に する た めん 


エミ ュ レ ー ト の 制限 


| 


| 


この パージ ヨ 「 ィ ン で . エエ ミュ レシ レー 時 要 秩 
て いる 機能 は , 以下 の と お り で す 。 
24 ド ッ ト ビ ッ ト イ メー ジ 
n/120 イ ンチ 改行 設定 
1/6 イ ンチ 改行 設定 
横 倍角 指定 (た だ し 漢字 横 倍 角 指定 と 
の 区 別 は し な い ) 
ドッ ト 単 位 印字 位置 絶対 指定 
ドッ ト 単 位 印 字 位置 相対 指定 
片方 向 印 字 
両方 向 印 字 
また , 次 の コー ド は , 無視 し て も 差し 支 
ぇ えな いと 思わ れる の で , 単に 読み 飛ば す よ 


を あり ます 。 

プリ ンタ の 初期 化 (ESC+"c17) 

ペー パー エン プティ 無視 / 有 効 (ESC+ 
pO /ESC+ "pl1”) 

ペー ジ 長 設定 (ESC+"F") 

ペー ジ 先 頭 指定 (PSC+“57) 

スモ ー ル エミ ュ レ ー ト モー ド は ,。 エミ ュ 
レー トモ ー ド の 欠点 を カバ ー す る た だめ に 作 
っ だ モー ド で , ドッ ト 数 を 縦横 と も に 2/3 
に 圧縮 する こと に よっ て , 横 方 向 1440 ド ッ 
ト の 印字 を 可能 に し , 文字 の 大 きる も CZ 系 
24 ド ッ ト プ リン タ で 打ち 出し た と き と 同 じ 
大 きる て で 出力 され ます 。 

この モー ド て で 出力 すれ ば , CZ 系 プリ ンタ 
で は だ いた いこ ん な 感じ に 出力 きれ る の だ 
人 が まゆ うこ と も が わか り ま すず す 。 だ だ し 。 みみ 8 
に 圧縮 する の で 細か いと ころ は だ いぶ 汚く 
な り , 16 ドット プリ ンタ の 限界 を 思い 知ら 
され ます 。 通常 は エミ ュ レ ー ト モー ド に し 
て ぢ お い だ ほ う が よ いで し ょ う (いわ ば と イ 
アウ ト 表 示 の プリ ンタ 出力 版 の よう な も の 
i 

な お , エミ ュ レ ー ト モー ド 時 や ノー マル 
モー ド 時 は , PRN 出 力 に よる 文字 は 密着 し 
て いま す が ,、 こ の モー ド で は , 24 ド ッ ト グ 
リン タ 換 算 で 全角 時 左右 を それ ぞ れ 6 ドッ ト 
(実際 に は 2/3 に な る の で 4 ドッ ト ), 半 角 時 
は 右 の み 6 ド ッ ト の ドッ トス ペー ス が 取ら 
れ ま す 。 これ は , で て きる だ り けり CZ 系 の 24 ド ッ 
ト プ リ ンタ の 出力 と 印字 結果 を 似せ る た め 
で ま 。 

LPT 出 力 を 正常 に 戻し た と き は , LPT に 
出力 し た な も の は その まま プリ ンタ へ 出力 き 
枯 ま す が 。 PRN 出力 は この と きも エミ ェ ャ 
ー ト モー ド な の で , 改行 幅 の 設定 を (ESC 
"Tnm て ) し て る 無視 る 8 れ て し まい ます 。 

改行 幅 の 設定 は エミ ュ レ ー ト モー ド で , 
ESC+ 9 十 CHR$m) で 行っ て くだ きい ゆい 。 
まだ た PPP に SiN,C の どれ か を 出力 する 
と 改行 幅 は 初期 設定 値 (CONFIG.SYS 内 
で 指定 し た 値 ) に 戻り ます 。 

プリ ンタ 出力 チェ ッ ク モ ー ド 時 は , プリ 
ンタ に 送ら れ だ た コー ド 自 体 を 印字 し ます 。 
つと より 、。 だ と えん ば | 

ECHO A>PRN 

と する と A の 文字 コー ド で ある 41 が 印字 る 
れ ま す 。 ま だ PRN へ の 出力 と LPT へ の 出 
力 と を 区 別 で きる よう に , PRN へ の 出力 は 
HD (高密 度 ) パイ カ で , LPT へ の 出力 は 
: HS (高速 ) パイ カ で 印字 きれ る よう に し て 
あり ます 。 

エミ ュ レ ー ト モー ド 時 に 未定 義 の 制御 コ 
ー ド が きた 場合 は その と きだ け 一 時 的 に 
プリ ンタ 出力 チェ ッ ク モ ー ド に な り , その 


制御 コー ド が 印字 る れる の で , プリ ンタ ド 
ライ バ に を その 制御 コー ド を 登録 し , エミ ュ 
レー タ を 成長 る きせ て いく 〈 こ と が で きま す 
(この た だ ため, この プリ ンタ ドラ イ バ は ,。 ソー 
スリ スト を 入力 し て お か な いと , この 拡張 
が て さき な いな っ て も まう の で 注意 上 もそ て くだ 
さい 〉 


COPY キ ー に つい て 


COPY キ ー に つい て は 機能 変更 が あり ま 
す 。 まず, COPY キー だ け を 押し て も 無視 
する よう に も しま し だ 。 SHIET 上 COPY て テ 
キス ト 画 面 (TO プレ ー ン の み ) の ハー ド 
コピー を 行い は ます (ブレ イク キー で 中 断 で 
ます 

CTRL+COPY で グラ フィ ッ ク 画 面 ( 実 
画面 ) の バー ドコ ピー を 行い ます (ブレ イ 
グ キ ギー で 中断 て きま す ) グラ クォック パレ 
ッ ト ア ドレ ス が 0 以外 の と き は すべ で て ドッ 
ト を 打ち ます 。 

OPTL 1 ト 上 COPT で 芝 具 を 生ま す 。 OP 
よ 。2 直 COPY で 下 邊 を 行い ます 。 区 BI す C 
OPY て 逆 方 向 改行 し ます 。 XF2+COPY で 
正方 向 改行 し ます 。 

ハー ドコ ピー 時 に まだ た ハー ドコ ピー を 行 
お うと し て も 無視 する よう に し て あり ます 
が 。 この だ た め COPY キー の 処理 中 に プ ブリン 
タオ フラ イン な ど で OS の エラ ー 処 理 に 制 
側が 移り “A" て 中 止 し て し まう と , COPY 
キー が きか な が なくなっ て し まい ます 。 こ の と 
き は 。 

ECHO 0 シラ PPP 
を 実行 で て で だ る 

な お , 元 の COPY キ ー に は 拡大 ハー ドコ 
図 1 印字 サン プル (WP.X) 

NPRNDRV. SYS の 出力 (原寸 ) 


特集 活用 ハー ド デ ィ スク 民 プ リン タ 


ビー や 色 に よっ て 濃淡 を つけ た だ ハー ドコ ユビ 
ー を と る 機能 が あり まし た が ,。 ドッ ト 数 の 
関係 960 ドット まで し か な い ) で これ ら は 
不可 能 な の で , これ ら の 機能 は つけ て あり 
ませ ん 。 


プリ ンタ 変更 時 の 注意 


ソー スリ スト を 読め ゆば だ いた いわ か る と 
思い ます が (注釈 も か な り 入 れ て お きま し 
た し ), PC-8821/8822 の 制御 ユー ド に つい 
て , 少し 補足 説明 を し て お きま す 。 

PC-8821/8822 で は , 16 ド ッ ト の ビッ トイ 
メー ジ 出 力 を る せる と き は , ESC 二 “Insnz 
nino に 続い て , nsnzninonX 2 バイト の デ 
ー タ を 送り ます (nsnznino は 4 桁 の 10 進 数 
で ドッ ト 列 数 )。 

この と き の デ ー タ は , 上 が LSB 下 が MS 
B で , ひと つの ドッ ト 列 に つき , 上 8 ドッ 
ト 分 と 下 ト 8 ドッ ト 分 の 2 バイ ト の デー タ が 
必要 で す 。 だ た と えば , 

ESC+"I0001" 圭 CHR$( 1 ) +CHR$ 
(8 ) 
と 出力 する と , 下図 の よう に 印字 る れ ま す 
( 〇 は ドッ ト が 打 た れ な い 部 分 , 名 は ドッ ト 
が 打 た れる 部 分 ) 
LSB 人 参 


(DD の 9 0 


MSB 
LSB 


X68000 を 買っ た だ は 良い が 、24 ド ッ ト プ 
言う 人 は 、 結構 いる の で は な いで し ょ うか 。 僕 も 
22 と いう 1 6 ドッ ト プ ブリン ター が ある の で 、 こ 
まし た 。 そし て 今年 の お 正月 に か な り ま と まっ だ た 
バー 作り に と りか か り ま し た 。 最初 は 「24 ド ッ 
の で す が 、 段々 欲 が 出 て き て 、 テ キス ト 画 面 の ハ 
ラフ ィ ッ ク 画 面 の ハー ドコ ピー を と れる よう に し 


CZ-8PK5 に よる 出力 (参考 ) 


いり が お が お 、24 ド ポッ トゲ デリ ッ ンタ 
いで て しょ うみ 、 所 し その - 
ター が ある の で 、 こ れ を 何 
に か な り ま と まっ た 時 間 が 
。 表 初 ほ は 「24 ド ッ ト 印字 


特集 24 ピ ビン プリンタ エミ ュ レ ー タ 5Z 


OOOOCTEGY 


MSB 

この ビッ ト 並 び が 逆 の プリ ンタ に 移植 す 
る と き は (上 が MSB で 下 が LSB の と き ) 
bitrevy サ ブ プルー チン を 。, 
move.b d1,d0 
rts 
に 変更 し , ank24, kan2, kan24 各 サブ ル 
ー チ ンジ の ; 

roxr.b #1,d1 


bitrev: 


を , 

addx.b d1,d1 
に 変更 し , ank, hctext, hcgrap 各 サブ ル 
ー チ ン の , 

lsr.b 時 1,d1 


add.b d1,d1 
or.b 半 $80,d1 


or.b 斗 1, d1 

に 変更 し ます (それ ぞ れ の 場所 は わか り ま 
すね )》 

また , 1fwset サ ブル ー チ ン は , 改行 幅 を 
d1/120 イ ンチ に 設定 する 制御 コー ド を 1lfst 
cd か ら の メモ リ に 代入 する ルー チン で て 
dotout サ ブル ー チ ン は , ドッ ト 列 数 d3 の 16 
ドッ トビ ッ ト イ メー ジ 出 力 の 制御 コー ド を 
出力 する ルー チン な の で , 各 目 の プリ ンタ 
に 合わ せ て 処理 を 変更 し て くだ さい 。 も ち 
みろ ん, katacd 以 下 の 制御 コー ド を , 各自 の 
プリ ンタ に 合わ せ て 変更 する の は いう まで 
も あり ませ ん 。 

これ ら の 修正 を 行 を ば, ほか の 16 ドット 
プリ ンタ で も , CZ 系 の 24 ド ッ ト プ ブリ ンタ の 
エミ ュ レ ー ト が 行え を る よう に な る の で , は 


OO ーー ニー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (て -ーーーーーー 
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か の 16 ド ッ ト プ ブリ ンタ を 持っ て いる 人 は , 
ぜひ 挑戦 し て みて くだ さい 。 

を の ほか, 移植 の 際 に 説明 が 必要 と 思わ 
れる サブ ルー チン に つい て 少し 説明 し て お 
きま お 
_B_LPT 

d1.b の 内 容 を プリ ンタ に 出力 する 。 
CTeXC 

それ まで に 蓄え 65 れ だ ビッ トイ メー ジ デ 
ー タ を モー ド に 応じ て 出力 する 。16 ド ッ ト 
モー ド で ビッ トイ メー ジ デ ー タ を 含ま な い 
な ら ,。 crexc2。24 ド ッ ト モ ー ド や 16 ド ッ ト 
モー ド で ビッ トイ メー ジ デ ー タ を 含む な ら , 
cr24。 ス モー ル エ ミュ レー トモ ー ド な ら cr 
sm1l を 呼ん で それ ぞ れ の 処理 を 行う 。 
crexc 2 

buff に 入っ て いる 内 容 を 16 ド ッ ト ビ ッ ト 
イズ メー ジン て て 出 丸 ずる 5 
cr24 

buff2 に 入っ て いる 内 容 を 16 ド ッ ト ピ ビッ 
トイ メー ジ の 上 8 ドッ ト 分 の デー タ と し て 


剖 太 も 8 ドット 和 分 改 条 し だ あと に 。 butt 
に 入っ て いる 内 容 を も 16 ドット ビッ トイ メー 
ジイ 出力 する 。 

crSml 


buEf2 と buff に 入っ て いる デー タダ を 1 ビ 
ッ ト お き に or を と っ て , 縦 / 横 方 向 と も に 2 
/3 に 圧縮 し て か ら crexc2 で 出力 させ る 。 
tabout 

を の 行 の 文字 数 が , 8 の 倍数 に な る まで , 
スペ ー ス を 出力 (実際 に は , バッ ファ に 薔 
える だ け 。 cr コード が くる まで は , すべ て 
の デー タ は バッ ファ に 蓄え られ る だ け て 出 
力 は されない) 
bim ?2? 

エミ ュ レ ー ト モー ド 時 に , ビッ トイ メー 
ジ デ ー タ を バッ ファ に 蓄え る ため の サブ ル 
ポン 
bitrev 

d1.b の ビッ ト 列 も を リバー ス し て d0O.b に 代 
AA する 。 


リス ト 1 ダン プリ スト 


9989 91 69 99 99 93 12 99 99 : 76 
9988 91 28 99 99 91 22 99 9 の 9 : 4C 
9999 9 の 9C 8 の 99 99 9 の 91 2C : 49 
9998 9 99 91 34 4C 50 54 29 : 45 
9 の 9A の 9 2 20 2 20 99 99 99 99 : 89 
の 9A8 99 99 21 00 99 99 の @1 22 : 44 
99B の 9 99 99 91 22 00 99 91 22 : 46 
99B8 99 99 91 22 99 99 @1 22 : 46 
99C の 99 99 91 22 99 99 の 1 22 : 46 
9 の 9C8 99 99 91 89 00 99 91 8 の : 92 
99D の 9 99 99 93 12 99 99 9@1 28 : 3E 


TO OOーー 一 ーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


rpS 277 

ドッ ト 単 位 印 字 位置 相対 指定 の た め の 処 
埋 。 
aps ??? 

ドッ ト 単 位 印 字 位置 絶対 指定 の た め の 処 
理 (や っ て いる こと は rps2?? と 同じ ) 
chkprn 

d1.b の 内 容 が わか る よう に 出力 する 。 た だ 
と えば d1.b=$58CX') の と き は , $35, $38 
(58) の よう に 16 進 コー ド に 変換 し た も の 
を 出力 。 
bimchk 

次 の 文字 を 印字 で きる か チェ ッ ク し L。 行 
を は み 出 す よ うな ら 改 行 する ( 実 処理 は bi 
mcsb が 行 う )。 
dot6sp 

6 ドット 分 の スペ ー ス を あけ る 。 
baiexc 

いま パッ ファ に 入っ た だ 文字 を 倍角 に する 。 
hctext 

デキ スト VRAM を パー ドラ コピ セー。 
hcgrap 

グラ フォッグ ク VRAM を ハー ドラ ヒー。 
Ipout 

a1 が 指す アド レス に 入っ て いる 内 容 が 0 
に な る まで ブリ ンタ に 出力 し 続け る 。 
Ipoutx 

a1 が 指す アド レス に 入っ て いる 内 容 を d2. 
w 文 字 分 プリ ンタ に 出力 。 
Ifwset 

1fstcd に プリ ンタ の 改行 幅 を d1.b/120 イ 
ンチ に 設定 する コー ド を 代入 する 。 
dotout 

ドッ ト 列 数 d3.Ww の 16 ド ッ ト ビ ッ ト イ メー 
ジ を 出力 する た め の コ ー ド を プリ ンタ に 出 
胡 ず する 。 


Profile 

湯浅 さん は 東京 都 に お 住ま い の 22 歳 , 現在 大 学 
4 年 生 で す 。 専 攻 は 情報 工学 で パソ コン 歴 は 約 
7 年 。 中学 1 年 で BASIC を 覚え , PC-8801 を 経て , 
MZ-2500, X68000 ユ ー ザ ー で す 。 


9158 1B 4 の 99 94 4C DF 30 の 1 BB 
9 の 9169 4E 75 39 3C 59 93 4E 75 45 
9168 42 49 4E 75 23 CD 99 99 35 


ーー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


EE 
上 
“ ot 5955 に 欠 
特集 活用 八 一 ド デ ィ スク 品 ブ プリ ンタ mms 
の 189 99 99 909 68 6 の 9 BC 23 CD  : 74 9429 92 29 4A 39 9 00 2 BS5 : TA の 6C9 4E 75 5 の 9 F9 99 99 20 BT  : E3 
9188 9 99 99 B2 4E 75 48 E7 : A4 9428 66 99 91 F4 B2 3C 99 29 : 69 96C8 59 F9 99 99 20 C4 4E 75 : FO 
9199 89 9C 2A 79 99 99 00 B2 : E1 9439 64 4A B2 3C 99 9A 67 9@9 : OD 96D9 57 F9 99 9 29 BA 4E 75 : ED 
9198 49 F9 9 00 90 B6 6 A2 : FA 9438 9A 32 B2 3C 99 OC 67 99 : 9D 96D8 5 F900 99 29 BB 4E 75  : E7 
9 の 1A9 48FE7 59 49 26 2D 99 12 : 24 9449 9A 38 B2 3C 99 OD 67 52 : F6 96E9 13 FC 99 94 99 99 20 BD : FQ 
9 の 1A8 67 1 22 6D 99 QE 72 090 86 9448 B2 3C 99 99 67 9 91 82 E1 96E8 42 79 99 O00 20 BE 4E 75 5C 
9 の 1B9 12 19 79 3F 4E 4F 53 83 4D 9459 B2 3C 99 1B 67 00 9 の 1 A8 19 の 6F の 9 59 F9 99 9 29 CQ 4E 75 EC 
の 1B8 66 F4 4C DF 92 9A 69 A8 99 9458 B2 3C 99 1C 67 99 91 A8 1A 9 の 6F8 3F 91 12 3C 00 14 61 99 93 
の 1C の 48 E7 59 4 26 2D 99 12 24 の 469 B2 3C 99 QE 67 9 91 A8 QC " 〔" 。 。 。 ーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
91C8 67 FO 22 6D 99 OE 72 99 66 9468 B2 3C 00 OF 67 99 91 A8 9D SUM 2E E6 4A 98 5D D6 23 5A D924 
の 1D9 12 19 79 3E 4E 4F 53 83 4C 947 の 9 B2 3C 99 1A 67 99 99 F4 6C 
の 1D8 66 F4 6 DE 48 E7 5 49 57 9478 69 00 94 6E 4A 39 00 99 : 55 9799 97 DE 32 1F 4E 75 QC 39 3E 
の 1E の 26 2D 99 12 67 D4 22 6D 2F 。) "ニー ニーーーー ツ ーーーーーーー ツ ーー ツー ーー 9798 99 02 99 99 2 B6 67 2A 69 
の 1E8 99 9 の E 19 11 BQ 3C 99 3 : 4B SUM: 3C 32 EF BQ 3A 19 17 2C 446E 9 の 719 B2 3C 99 39 66 QA 13 FC : A6 
の 1F の 67 34 BQ 3C 99 31 67 6A : 89 9718 9 92 99 09 2 B6 4E 75 : 9B 
の 1F8 BQ 3C 99 32 67 99 99 92 17 9489 29 C1 66 99 94 EC 9C 39 : 7C 9 の 729 42 39 99 99 29 B6 2F @1 : 81 
mw mm こら ーー ニーム ーー ニー ニーーーー ニ ーー ニニ ーーー ニーーー ニ ーーー の 488 99 の 1 090 00 20 C2 67 90 4A 9728 72 1B 61 99 91 BC 72 25 42 
SUM: 54 98 5A B8 5E 2D 8E B3 A43C 9499 94 EO 4E 75 61 94 69 99 : 6C 9739 61 99 91 B6 22 1F 69 00 B9 
9498 99 D2 48 E7 79 4 の OC 39 : FF 9738 9 の @1 BQ 42 39 99 99 29 B6 : 92 
の 929 の 9 98 89 99 05 BO 3C 9 45 BE 04A9 09 9 の 1 99 99 20 C2 67 99 : 4A 9749 6 99 97 9C 9C 39 99 92 : 4A 
9298 67 99 99 AC BQ 3C 9 53 : 52 94A8 99 A4 4A 39 9 90 20 C4 9B 9748 99 99 29 B7 67 19 13 C1 22 
9210 67 00 99 C6 BO 3C 00 4E : 67 94B9 の 67 9A 4A 39 99 99 29 C2 : D6 07509 99 00 2 B8 13 FC 99 92 : E9 
9218 67 00 99 E2 BQ 3C 00 43 78 94B8 66 99 00 88 4A 39 9 99 : 71 9758 99 99 20 B7 4E 75 48 E7 : C9 
0229 67 99 99F2 69 94 42 39 : C8 94CO 20 9C 66 2E 36 39 00 99 : BF 9769 69 99 42 39 99 99 2 B7 : B2 
9228 9 9 29 C7 42 79 00 99 : 42 94C8 29 AE 67 1C 43 F9 99 99 : 8D 9768 E1 59 12 39 99 99 29 B8 : 5D 
9 の 23 の OE F2 23 FC 00 99 QE F4 : 21 94D9 20 D3 61 99 99 FO 61 9 : AE 9779 E1 59 33 C1 99 99 29 B2 : 99 
9238 99 00 2 A6 23 FC 00 99 : E5 94D8 9A 2C 43 F9 99 99 QE F4 74 9778 D3 79 99 99 20 AE 33 C1 : OE 
の 9249 1A 36 99 99 20 AA 42 79 : D5 04F0 2403 D4 42 61 00 09 BA : 91 =。=-LLLOAーーーー ン ーー ンー ニー ニーーー ニ ーー ニーーー ニ ニニ ー 
9248 00 99 29 AE 42 39 00 99 : 49 の 4E8 61 99 99 AC 4C DF 92 OE 51 SUM: 24 4D C4 3C 2B E4 E3 3E BF69 
9259 29 C4 42 39 99 99 29 C3 : 42 の 4FO 4E 75 36 39 99 99 20 AE : 00 
の 9258 42 39 00 99 20 C5 6 99 : CO の 4F8 67 2E 43 F9 99 99 29 DD : CE 9789 00 99 20 B09 42 39 9 99 : 4B 
0260 FF 5A 4A 39 0 9 の 29 9C  : 98 ′“  。  。 -ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 9788 2 B9 34 39 99 99 20 A9 : 96 
9 の 268 67 00 FF 59 42 39 00 9 : 31 SUM: 9E 12 57 B9 8E EE 49 6F 8D97 9 の 799 32 39 99 99 29 AE 92 42 : OD 
927 の 9 29 9C 13 F9 00 99 20 9E : 86 0798 63 9C 93 79 99 99 20 BQ : 4B 
9278 9 の 9 00 29 9D 61 9 OC 98 32 の 9599 61 99 99 C2 61 99 99 FE : 94 97A9 33 C2 99 00 2 AE 4C DF  : EE 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 9598 43 F9 00 99 1A 36 34 93 : C3 97A8 99 96 4E 75 48 E7 7 の 9 49 : A8 
SUM: B4 9B 41 BA AA DA 5E D4 CEDC 9519 53 42 12 19 61 00 FE 4A : 69 の 7B9 4A 39 99 99 20 B9 66 24 : E6 
9518 42 91 61 9 の 9 FE 44 51 CA : 91 07B8 4A 79 99 9 2 B9 67 1 : 9A 
の 28 の 42 39 99 99 20 CT 42 39 : DD の 529 FFF2 61 9 の 9 99 40 6 の 9 A4  : 9F 07C0 61 5E 22 79 99 00 29 AA : 24 
の 0288 00 99 OE F3 60 00 FF 2C : 8C 9 の 528 43 F9 99 00 29 DD 61 9 の 9 : 9A 07C8 12 C9 23 C9 99 99 29 AA : 88 
929 の 4A 39 00 9 20 9C 66 9 の : A5 の 539 09 94 61 99 99 39 43 F9 : 73 9 の 7D9 52 39 99 99 2 B9 4C DF : 8F 
0298 FF 22 50 F9 00 00 2 9C : 26 の 538 99 99 20 D3 61 00 99 86 : E3 07D8 92 の E 4E 75 4A 79 00 90 : 96 
9 の 2A9 13F9 99 99 20 9F 99 99 : CB 954 の 69 A6 9C 39 00 91 99 9 : 4C 97EO 29 BQ 67 19 61 3A 22 79 : 7D 
の 2A8 20 9D 43 F9 00 99 20 CF : E8 9548 20 C2 66 A6 36 39 99 9@9 : 5D 97E8 00 99 20 A6 12 CO 23 C9 : 84 
02B0 61 00 0C 12 60 C6 50 F9 : EE 955 の 20 AE 67 94 22 79 99 90 : 64 97FO 0000 20 A6 52 39 99 99 : 51 
02B8 99 00 20 C2 33 F9 00 99 : OE 0558 20 A6 42 51 2F 0A 43 F9 : CE 07F8 20 B90C 39 99 02 99 09 : 29 
902C0 20 A2 0 9 20 AQ 42 39 : FD 0560 00 00 の RE F4 45 F9 00 99  : 49 ~~~~~ー~ーー~ー~~~ーーーー~ー~ーー~ー~ー~ー~~~ 
02C8 00 99 20 C7 43 F9 9@9 00 : 23 9568 1A 36 53 43 72 97 34 11 : A4 SUM: 83 46 7B 23 39 4C 2C 5A 6888 
の 92D9 20 CF 61 99 QB FQ 69 42 : ED 9579 E1 5A D4 42 D1 40 B2 7C : 99 
9 の 2D8 13 FC 9 91 00 99 20 C2 : F2 9578 099 02 66 94 14 1A El 5A : D5 9 の 899 29 B9 67 D2 42 39 00 99 : 8D 
02FE0 33 FRO 00 00 20 A4 00 00 : FQ  。 、 = ニーーー ニ ーー ニー ツーーーー ツ "ーー ーー 9898 20 B9 4A 79 99 9 の 2 BQ : 6C 
9 の 2E8 20 A9 59 F9 00 99 29 9C : C5 SUM: 3F 99 14 EF 90 DE A3 18 3E47 の 81 の 9 67 96 53 79 99 99 29 BO : 99 
9 の 2F の 13 F9 00 90 2 9F 99 99 : CB 9818 53 79 99 99 29 B2 69 B6 : B4 
902F8 20 9D 69 CA 42 39 99 99 : 62 0580 D4 42 D1 40 D4 42 64 94 : A5 9829 74 97 E2 99 E3 19 51 CA  : 74 
ーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーー ムーーーー ム ーー ニー ニー ニーーーー ニ ーー ニー ニーー 9588 8 の 9 7C 00 91 51 C9 FF E4 : FA の 828 FFFA 4E 75 0C 39 99 92 : 93 
SUM: F8 C6 FE 44 43 C6 19 A2 5736 9 の 599 El 58 32 CO 51 CB FF D6  : 1C 983 の 9 99 99 20 BB 67 10 13 C1 26 
9598 79 9 の 39 39 99 90 20 AE : A7 0838 9 99 20 BC 13 FC 99 92 ED 
9399 20 C7 42 39 99 99 29 C2 : 44 95A の 53 4 89 FC 99 93 76 91 : 89 9 の 849 00 99 20 BB 4E 75 48 E7 CD 
9398 33 F9 00 9 20 A2 00 99 : EE 95A8 D6 4 43 F9 00 99 QE F4 : 54 の 9848 4 6 42 39 99 099 2 BB F6 
の 319 29 AQ 6 96 5 F9 99 900 6F 95B の 9 24 49 32 DA 32 1A 82 5A : Al 985 の 9 E1 59 12 39 00 99 29 BC : 61 
9318 20 C7 42 B9 99 99 29 B2 : B4 95B8 32 C1 51 C8 FF F6 24 5F : 84 9858 D3 79 99 99 29 AE 39 39 83 
9329 42 79 99 99 29 B6 42 79 : 4C 95C の 9 48 49 D6 43 4A 49 66 99 : 91 の 9869 99 99 20 AE BO 79 99 99 : F7 
9328 99 00 20 BA 42 39 99 99 : 55 05C8 FF 94 53 43 6 9 FE FE F5 9868 20 A9 62 28 22 79 9 00 E5 
9339 2 BD 42 79 99 99 29 CO : 78 95D の 48 E7 69 6 14 39 99 99 3 0870 29 A6 24 79 99 00 2 AA 2D 
9338 42 39 99 99 20 C3 42 39 D9 95D8 29 C3 42 39 99 99 20 C3 : 41 9878 69 94 42 59 42 1A 51 C9 75 
9349 9 99 20 C4 12 39 99 99 2F 95EO 72 20 81 600 03 8C 10 39 : CB 。 -_ーーーー ニ ーー ニーーーーー ニ ニー ニー ニー ニーーーーー ニ ニニ ーー ニーーーー 
9348 29 D2 61 99 OB 92 69 99 59 95E8 99 99 OE F2 CQ 3C 99 07 03 SUM の 1 6E DQ 8E 4D 6F 2D AF BC97 
035 の FE 6A 79 3D 4E 4F 4A 99 FC の 5FO 66 EE 13 C2 00 99 29 C3 : 9@C 
9358 66 9 FE QE 70 91 4E 75 : A6 9 の 5F8 4C DF 96 06 4E 75 59 F9 43 の 988 の FF FA 23 C9 00 9 20 A6 : AB 
9369 29 39 99 ED 99 3C 98 39 C3 "“  。 。 パニーニ ーーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーー 9888 23 CA 00 99 2 AA 4C DF E2 
9368 99 95 99 E9 CO 91 66 2A 3F SUM: F7 7B CC AA 76 9F BO D7 4179 9899 096 92 4E 75 93 79 99 99 D7 
0379 4A 39 99 99 29 C6 66 29 EF 9898 29 AE 61 00 FB F8 69 EE 79 
9378 53 80 66 EA 48 E7 7F FE CF 0600 99 00 20 B4 4E 75 50 F9 EQO 98A9 48 E7 49 60 30 39 08 99 38 
ii シー ューーーーー ニ ーーーーーーー ニ ーー の 608 99 9 20 B5 4E 75 59 F9 : Ei の 8A8 20 BE CO FC 99 OA C2 7C E2 
SUM: 78 C9 9B FA F5 52 2F DC 699E 961 の 9 099 00 20 C3 4E 75 42 39 : 21 98B9 99 FF 92 3C 99 39 D2 49 QF 
9618 の 99 009 20 C3 4E 75 42 39 : 21 の 8B8 53 39 99 99 29 BD 67 98 68 
9 の 389 3E 3C 70 99 4E 4E 39 907 C6 0620 00 00 20 B5 B2 3C 99 70 33 98C9 33 C1 99 00 2 BE 4C DF FD 
9388 4C DF 7F FE B 3C 9 92 96 9628 67 E4 B2 3C 9 の 71 67 E6 F7 98C8 96 92 4E 75 QC 39 99 92 12 
の 9399 66 CE 59 F9 09 99 29 C6 63 963 の 3F 91 12 3C 99 1C 61 90 9B 98D の 9 99 99 20 CO 67 QA 13 FC : 696 
9398 4E 75 42 39 99 99 29 C6 24 の 9638 92 BO 32 1F 60 99 92 AA OF 98D8 99 02 00 99 20 CO 4E 75 A5 
93A9 13 C1 9 E8 CO 91 42 39 F8 964 の 42 39 99 00 20 B4 B2 3C 3D の 8E の 42 39 99 99 20 CO 4E 75 1E 
93A8 99 E8 CO 93 61 968 13 FC : 23 9648 99 25 67 6E B2 3C 9@9 4A 32 98E8 48E7 69 49 24 @1 72 1B 81 
93BO 99 の 1 00 E8 CO の 93 4E 75 6F 9659 67 79 B2 3C 99 63 67 78 97 28F9 の 61 00 FA 6E 72 48 4A 39 96 
93B8 4A 39 99 9 20 C7 66 99 DO 9658 B2 3C 9 7 67 72 B2 3C 25 9 の 8F8 99 99 20 C1 66 092 72 4E 99 
の 3C の O 095 28 4A 39 00 99 2 C1 91 9669 099 5C 67 74 B2 3C 99 10 38 ~~ 
93C8 66 08 4A 39 00 99 29 C2 D3 9668 67 76 B2 3C 99 46 67 99 78 SUM: 27 36 4C 7A CD 17 FO 39 9891 
93D の 67 8E 4A 79 99 00 29 B2 8A 9679 99 89 B2 3C 99 36 67 99 QB 
93D8 66 00 93 D2 4A 39 99 99 : BE 9678 99 8 B2 3C 00 66 67 2A 65 92999 61 99 FA 5E 22 02 E8 99 : CE 
93E9 29 B6 66 99 03 22 4A 39 E4  ”"“" =""〔" = パーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 9998 61 1A 22 92 C2 3C 9 QF : AC 
93E8 99 99 29 B7 66 99 93 56 96 SUM: 6A 71 2C 7D 35 89 EE D8 7B35 9091 の 61 12 74 97 43 F9 99 99 2A 
の O3FO 4A 39 99 99 29 BA 66 99 C3 9918 20 C8 61 99 95 B4 4C DF  : 2D 
の 3F8 092 D8 4A 39 00 99 20 BB 38 9689 B2 3C 99 72 67 24 B2 3C D9 9 の 929 92 96 4E 75 B2 3C 99 OA : C3 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー の 9688 99 5D 67 1E B2 3C 99 3E OE 9928 65 92 5E 91 D2 3C 9 30 94 
SUM: 3F C6 F2 B9 D2 72 AC BE CAAF 9 の 699 67 18 B2 3C 99 35 67 109 19 9939 69 99 FA 2E 2F 91 59 F9  : 91 
9698 3F 9 の 1 12 3C 9 1B 61 90 9A 9938 9 99 2 C1 EQ 59 B2 3C の 8 
9499 66 00 94 2A 4A 39 99 99 17 96A9 02 48 32 1F 69 99 92 42 3F 2949 99 89 65 16 B2 3C 99 A9 89 
の 498 20 BD 66 99 94 94 4A 39 : 5E 96A8 4E 75 3F 9@1 12 3C 9 の 1B : 6C 9948 65 96 B2 3C 99 EQ 65 QA : A8 
9 の 941 の 99 99 20 CO 66 99 94 B6 : 99 96B9 61 99 FC AE 32 1F 69 99 : BC 0950 C2 BC 99 99 99 FF 61 99 : DE 
の 9418 4A 39 99 99 20 B4 66 99 : BD の 6B8 FC A8 5 F9 99 99 2 B6 : C3 9958 FA 6 22 17 C2 BC 9 9  : 11 


特集 24 ピ ンプ リン タ エ ミ ュ レ ー タ ら 59 


ーーーーーーーーー ニ ーー 一 ーー クー ーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ーーーーーーーーーーーー つ ーー プーーーーーーーーーーーーーーーーー ブ ーー タグ で 


ーーーーーーーー ニ ーー ニ ーー デー ツー つつ se sm se im oo it ont om onan oats mmm oa me mn ms a 


go 


の の ohnx 1989.9. 


ーーーーー ビ ーー デーブ デーツ クツ ツタ ーー ーー 


ee ete a mam mm son sme st so ase ew mam ai a om ーー 


se se ese a am em mt wre ve sae ーー 


ーー 


OE28 61 3A E9 8F D1 C7 E8 8F 22 
OE30 51 CB FF A2 60 00 FF 06 22 
の 9E38 61 30 60 00 FF 00 61 38 89 


ーーーーーーーー 


OE80 F4 EQ 22 1F 4E 75 4A 79 : 9B 


(207F。 ま で 0 で 埋め る ) 


2080 00 00 99 O00 9 の 99 99 9 の : 99 
2088 00 99 00 99 99 99 99 99 : 99 
2090 00 00 99 00 9 の 00 99 99 : 99 
2098 99 99 99 00 99 99 99 99 : 99 
2Z の AO 99 99 99 99 99 99 9 の 9 99 : 99 
2 の AS8 00 99 00 99 O00 99 69 99 : 99 
20B0 909 99 00 99 99 99 99 QQ : 99 
2 の 0B8 00 90 99 00 00 QQ 99 QQ : 996 
20C0 00 99 06 9 の 9 00 5F 99 1F : 84 
20C8 9 の 7 89 97 80 94 99 93 BF : D4 
20D の 9 93 BF 01 FF 00 3F 99 1F : 20 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーー 一 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


2200 BE 20 31 2E 32 33 20 20 : 92 


y 花王 ・ 愛 の 劇場 「 夏 色 の 天使 」 も いい が , や っ ぱり 「 夏 の 嵐 」 で ある 。 夏 休み の この 時 
間 帯 は ドラ マ に 限る の で ある 。 と いっ て いる 私 は 受験 生 び あっ だ りす る 。 


鈴木 則夫 (19) 埼玉 県 


特集 活用 ハー ド デ ィ スク プリ ンタ 


2298 62 79 20 4E 61 74 63 68 E9 2308 99 9A 99 OA 00 06 99 94 1E 2408 00 98 00 96 9 19 99 06 : 24 
2219 73 6F 66 74 OD 9A 50 52 75 2310 99 0A 00 06 00 0A 009 QA 24 2419 9 の 9 9C 00 10 99 14 99 98 : 38 
2218 4E 2F 4C 50 54 82 CC 83 3E 2318 00 06 00 94 00 06 9 QC : 1C 2418 00 OE 00 0A 00 08 99 16 : 36 
2229 74 83 4 83 43 83 8B 96 A1 2329 99 96 9 の 94 99 06 909 906 16 2429 99 1E の 9 22 99 30 99 9A 7A 
2228 BC 82 C5 83 76 83 8A 83 8C 2328 99 9E 99 96 99 94 00 906 1E 2428 99 19 9 1C 00 OC 00 14 4C 
2230 93 83 SE 82 C9 88 F3 8E C8 2339 99 96 99 94 9 98 99 96 18 2439 00 96 00 24 99 の 9A 99 96 3A 
2238 9A 89 C2 94 5C 82 C5 82 9E 2338 9 96 99 94 99 98 QQ 96 18 2438 99 96 99 12 99 06 99 28 46 
2249 B7 81 42 81 69 50 59 50 54 2349 00 96 00 96 99 96 99 96 18 2449 99 12 99 98 99 24 99 96 44 
2248 82 C5 31 36 2F 32 34 83 C6 2348 00 96 99 96 99 96 99 2C 3E 2448 9 の 9 1E 99 9A 00 96 99 96 34 
225 の 9 68 83 62 83 67 9 D8 82 21 2359 00 22 00 08 00 1E 99 9A 52 2459 9 の 9 0C 99 9C 99 9C 99 OA 2E 
2258 E8 91 D6 82 AG6 93 99 81 24 2358 90 98 9 の 98 99 QA 99 QA 24 2458 90 14 9 96 00 96 99 30 50 
2269 64A 9 の D 9@A 99 OD の A 83 70 8B 2369 99 9A 00 OA 00 OA 99 QA 28 2469 00 12 9 の 18 99 06 99 OC 3C 
2268 83 89 83 81 81 5B 83 5E CD 2368 9 の 9A 9 の 9A 00 5A 99 OC 7A 2468 99 9A 9 06 00 OE 00 14 32 
2279 82 C9 8C EB 82 E8 82 AA 58 2370 00 18 00 9A 90 98 99 9A 34 2479 99 9A 99 96 99 OE 00 18 36 
2278 82 AO 82 E8 82 DC 82 B7 23 2378 99 98 00 O08 99 OE 99 18 36 2478 99 9A 00 96 9 の 10 00 906 26 
SUM: 68 Al 6E 6C 99 11 6B 8B 6875 SUM: 00 AA 00 6E の 9 E4 9 B6  F5DA SUM: 9 の 9 E4 99 E8 99 EC 00 FA 6A2B 
228 の 81 42 99 9 の O00 99 OQ 96 : C9 238 の 9 99 98 99 OE 99 2 099 QE 44 248 の 9 00 98 00 16 99 96 99 96 2A 
2288 00 94 00 1 の 9 00 94 00 94 ま C 2388 99 OE 99 98 9 98 99 QA 28 2488 9 の 1 の 9 9 96 99 19 99 19 : 36 
229 の 9 99 94 00 94 99 94 9 94 19 2399 99 96 099 36 99 1 99 2A 76 249 の 9 の の 9 56 00 OA 9 1 99 096 76 
2298 00 94 09 の 4 00 94 00 94 109 2398 99 96 00 OC 99 OC 99 QC 2A 2498 00 の 98 9 3C 99 9A 99 96 54 
22A0 99 94 00 94 99 94 99 96 12 23AO 00 98 00 98 99 98 99 98 2 の 24A の 9 の 9 1A 00 16 00 08 99 96 3E 
22A8 99 94 9 の 9 1 の 00 94 99 94 1C 23A8 00 22 99 7A 99 98 99 96 AA 24A8 9 の 9 06 99 94 9 96 99 94 14 
22B の 9 99 94 00 94 00 94 99 94 19 23B0 00 98 00 98 99 の A 99 96 20 24B0 99 18 99 06 9 06 99 96 2A 
22B8 9 94 00 94 099 94 9 94 10 23B8 99 98 00 18 99 19 99 98 38 24B8 99 94 00 96 9 94 00 96 14 
22C の 99 94 99 94 00 9A 09 94 16 23C の 00 1A 9 OC 99 98 99 098 36 24C9 9 の 0 9A 00 14 99 98 99 3C 62 
22C8 99 19 00 94 9 の 9 94 9 94 1C 23C8 90 9C 9 98 00 98 9 96 22 24C8 00 06 00 28 99 19 9 30 6E 
22D0 99 94 99 94 99 94 9 94 10 23D0 00 06 99 96 99 96 99 96 18 24D の 9 00 16 の 9 94 00 906 9 94 24 
22D8 99 04 00 94 99 94 99 04 10 23D8 00 0A 99 96 9 19 99 98 28 24D8 09 96 00 96 99 96 99 26 38 
22E0 99 94 00 96 9 OC 99 96 i1C 23E0 00 0A 00 98 99 06 99 9C 24 24E の 00 22 11 E の 00 94 09 96 AD 
22E8 99 39 00 QC O00 96 99 98 4A 23E8 00 9 の A 9 O08 99 96 9 98 2 の 24E8 00 9A 00 OC 99 QE 99 QE 32 
22FO 00 9C 009 O06 99 8E 99 96 A6 23F の 99 98 9 96 99 98 99 96 +C 24FO 99 9A の 9 19 99 099 99 99 1A 
22F8 99 96 00 94 99 96 OQ 94 1 4 23F8 99 16 00 98 99 98 9 OC 32 24F8 00 9 の 9 00 99 99 99 99 99 90 
SUM: 81 C9 09 69 9 D8 99 4C 94A66 SUM 9 の 9 C4 9 の 38 9 の 9 BQ 9 の AC  B8DO の SUM: 9 の 14 11 CA の 9 7E 00 72 AE の 6 
23 の 9 99 06 00 96 99 96 99 96 18 2499 99 98 99 06 QQ 96 99 096 1A 
ソー スリ スト 
ジー ンジ < ンー ニニ ここ こく < こく <> NPRNDRV 8S ここ = ニニ ビス ンー ンー ンー ニク ニニ <<< ャ < 61: brnredg dc. 1 9 . 
1 : * ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ キネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 本 本 林 森林 林 本 本 本 本 62: prnJmp de.1 04 て 
2: uu: i 
5: * Copyright 1989/1/2( 月 ) Ver 1.00 16 ド ッ ト モ ー ド の み by Natchsoft 5 OO" 
, 1/26( 木 ) Ver 1.23 68: de.l notcom 
8 69: de , i notcom 
。 ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 林木 林 キネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 林木 林 本 本 ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 70: っ 1 prnout 
2 まさ de,l prnout 
て tt 72: de.1 prnosn 
12: comcod equ 2 2 っ: 
13: errlow equ 3 75: 
ーー 2 78 1pttbt: asu ppt 
16: parptr equ 18 。 ーー ャ 7 
17: bufadr equ 14 19: qao_i 1ptept 
1 buflen equ 18 89: dc.b ’' LPT # 
81: 1ptreq dc.1 0 
て ー。 ーー の 82: 1ptjmp dc .1 init 
02 ff ー 83: do.1 notoom 
ーー 2 ‘a 84: de.l notcom 
24: a eu “ 85・ dc .1 notcom 
28: Bi equ $f 86: do.l notcom 
26: eof eu $le 87: de . i notcom 
27: aso ao $1b 88: do . 1 notcom 
28: fe eu si 89: dc . i notcom 
29: ~~ て cpiovt 
. 4 C 。 ptout 
0 _PRINT equ $ff09 92: dol prnosn 
5 93: de. 1 okcom 
32: _B_BITS equ $4 . 
33: _CRTMOD equ $19 fm 0 
34: FNTGET equ $19 3 。 
35: SNSPRN equ $3d 2 ーー 。 
36 _OUTLPT equ $3e 98: de 1 pppstr 
37: _OUTPRN equ $3f 99: dc.1 pppont 
38: B INTV equ $89 109- ac し ’ PPP , 
~~ -APAGE equ $b1 191: pppreq: do.1 @ 
に 、 っ 192: pppJmp do .1 ni も 
~~ _COPY equ $2c *TRAP12 割り 込み ベク タ 番 号 103 dc 1 notcom 
43: T VRAM equ $e00000 * テ キス トビ デオ ラム 先頭 アド レス ーー … の ンー 
44: G_VRAM equ $c00000 * グ ラフ ィ ッ クビ デオ ラム 先頭 アド レス 196 do notcom 
47: INTMSK equ $e88013 *MFP 割り 込み マス ク ・ レ ジス タ A 1 こ 「 ーー 
48: PRDATA equ $e8c001 * プ リン タ ・ デ ー タ 119 4 っ に 1 2 
49: STROBE equ $e8c993 * デ プリンタ ・ ス トロ ー プ 1 1 Pppovt 
50: PRBUSY equ $e9c の 91 * プ リン タ ・ ピ ジー 112 i ンー 
ーー BRK_ON equ 1 * プ レイ クキ ー が 押さ れ た 時 _B_BITS が 返す 値 は この ビッ ト が 113 ado.1 okcom 
っ て いる 
52: KEYGRP equ $c * ォ プレ イク キー の キー コー ド グ ル ー プ 7 dc・+ noteom 
1 53: XFKEYG equ $a * 又 ドキ ー の キー コー ド グ ル ー プ 
54: INT ON 。 equ $18 * キ ー 和 力 制 り 込み を 受け 付け る ( TNTMSK に セッ ト ) 1 
55: 
118 
ーー ンー ーー lpttbl 119: prnent: mOVem,] d9/a4-a5,-(sp) 
58: 0 oatr 120 move.l prnreq,a5 
60 ol binent 2 
’ ’ ・ entry: moveg. 。 
60: dc.b PRN 123 move.b comcod(a5),d9 


Oh! X の な か に も アイ ドル ファ ン は 多い と 思う が , 僕 の 一 押し の アイ ドル は 吉田 真理 子 
で ある 。 を その 次 が 中 山 忍 。 以 下 順に , 佐野 量子 , 宮沢 り ぇ , 渡辺 満里奈 , Wink( 特 に 鈴木 
早智子 ), 小川 範子 , 西田 ひか る , 本 多 理 沙 。 西村 知美 , 菊池 桃子 …… な ど で す 。 編集 部 で 


これ ら す べ で て の 名 前 を 知っ て る 人 は 僕 と 同類 で す 。 


小杉 文武 (17) 静岡 県 


特集 24 ピ ンプ リン タ エ ミ ュ レ ー タ の 7 


124: add. vw d9,d9 239: st.b p24fg 

125: add.w  d9,d9 249: move.b leng24,length 
126・ move.1 の 9(a4,.d9.w),a4 241: bra +ptem2 

127: jsr (a4 ) 242: 

128: move.b dO,errlow(a5) 243: lptnrm: clr.b chkpfg 
129: lsr.w #8,d0 244: clr.b emuflg 

130・ move.b d の ,erhigh(a5) 245: move.w limstd,limnum 

131 : movem.l (sp)+,d9/a4-a5 246・ bra prinit 

142: rts 247: 

133: 248: chkpst: gt .b chkpfg 
134: notcom: move.w #$5003,d0 249: prinit: oir.l bimctr 
135: rts 250: clr.w tflag 

136: 251: Clr.w iniflg 

137: okoom: Clr.W d ひ 252: clr.b abposf 

138: tg 253: clr.w pagelf 

139: 254: clr.b baiflg 

149: lptstr: move.l a5,liptreq 288: clr.b dotflg 

141: rts 256: move.b stlfw,di 

142: 297: bsr 1fwset 

143: Iptent・ mmOVem.1 dO/a4-a5,-(8p) 258: bra prnend 

144: move.1 lptreqg,a5 259: 

145・ lea lptjmp,&a4 260: prnosn: moveqg.l # SNSPRN,d の 
146: bra entry 261: trap #15 

147: 262: tst b d の 

148: pppstr: move.l a5,pppreq 263: bne okcom 

149: rts 264: moveg.l #1,d9 

159: 265・ rts 

151: pppent: movem.l d の 0/a4-a5,-( gp) 266 : 

152 move.l pppreq,a5 267: _B_LPT: move.l TIMEOUT,d の 
153 lea pppJmp,a4 268: _B_LPL: btst.b #5,PRBUSY 
154: bra entry 269: bne _B_LP2 

195: 270: tst.b muS1ifg 

156: prnout: movem.1 d1/d3/a1,-( gap) 271: bne _B_LPE 

157: move.l buflen(a5),d3 272: subq.1 #1,d9 

158: beq prnend 273: bne _B_LPL 

i159 move.1 bufadr(a5),al 274: movem.1 d1-d7/a9-a6,-(sp) 
169: prnlop: moVveq・] #9,d1 27185: move.w #$7009,d7 

161 move.b (al)+,dl1 276: trap #14 * プ リン タオ フラ イン 
162 moveq.l # OUTPRN , d ひ 宮上 move.w  d7,d の 

163 trap #15 278: movem.1l (sp)+,d1-d7/a9-a6 
164 subqg.1 #1,d3 279・ Cmp・b #2.d9 

165 bne prnlop 280: bne _B_LPT * 再 実行 の 時 
166: prnend: movem.l (sp)+,d1/d3/a1 281: st,b musifg * 無 視 の 時 
167 bra okcom 282: _B LPE: rts 

168 283: 

169: 1ptout: movem.1 d1/d3/a1,-(ap) 284: _B_LP2: clr,b musifg 
170 move.l buflen(a5) ,d3 285: move.b d1,PRDATA * ォ プリ ンタ 出力 デー タ 
171 beq prnend 286: clr.b STROBE * プ リン タス トロ ー プ 
172 move.l bufadr(a5),al 287: bsr wait * 待 時 間 
173: lptlop: moveq.l #9,d1 288: move.b  #1,STROBE * ォ プリ ンタ スト ロー プ 
174 move.b (al)+,di 289: wait: rts 

また な moveq.l # OUTLPT,d の 290・ 

176 trap #15 291: outlpt: tst.b chkpfg 
177 Subq.1 #1,d3 292、 bne chkprn 

178 bne lptlop 293: tst.b prnflg 

179 bra prnend 294: bne outlp2 

180 295: tst.b emuflg 

181: pppout: movem.l d1/d3/a1,-( sp ) 296・ beq _B_LPT 

182: move.1 buflen(a5),d3 297: out1p2 : tst,u bimctr 
183: beq prnend 298: bne bimexc 

184 move.1 bufadr(a5),a1 299・ tst.b tflag 

185: move.b (ali),dQ 390・ bne txxnxt 

186 cmp.b #’09’,d0 * バ ッ フ ァ 初 期 化 301: tst.b bimflg 

187 bed pbfclr 302: bne bimnxt 

188: cmp.b #'1’,d0 *16 ド ッ ト モ ー ド に する 393・ も tat.b iniflg 

189: beq p16md 304: bne ini1 

199 Cmp・b #*27.d の 9 *24 ド ッ ト モ ー ド に する 395: tst.b reposf 

191: beq p24md 306・ bne rpasnxt 

192: bclr.l #5,d9 * 大 文字 に する 307: tst.b abposf 

193: Cmp.b  #’E’,d0 * OUTLPT 出 力 を エミ ュ レ ー ト モー ド に する 398: bne apsnxt 

194: beq lptemu 309: tst.b pagelf 

195: cmp.b #’8’,d0 * OUTLPT 出 力 を スモ ー ル エミ ュ レ ー ト モー ド に する 310: bne pgnext 

196: beq lptsem 311: tst,b escflg 

197: cmp.b  #’N’,d0@ *_ OUTLPT 出 力 を 正常 に する 312. bne escnxt 

198 beq lptnrm 313: tst.b faflag 

199: cmp.b #’C’,d0 * OUTPRN/_OUTLPT 出 力 を プリ ンタ 出力 チェ ッ ク モ ー ド に する 314・: bne fsnext 

( 他 の コマ ント を 送る と 解除 ) 315: omp.b #' ’,di 

200: beq chkpst 316・ boo notot1 

291 : bra prnend 317: cmp.b #1f,d1 

202: 318: beq 1fout 

203: pbfclr: clr.b chkpfg 319: Cmp・b #ff,d1 

204: CIr.w x 320: beq ffout 

205: move.l #buff,bimptr 321: cmp.b #Cr,d1 

206 : move.l #buff2,bimpt2 322: bed crexc 

207・ clr.v bimnum 323: cmp.b #tab,di 

208: clr.b dotflg 324: beq tabout 

209: clr,.b baiflg 325: cmp.b #esc,dli 

210: clr.b hoflag 326・ beq escl 

211・ bra prnend 327: cmp.b #fa,d1 

212・ 328・ bed fs1l 

213: p16md: tat.b p24fg 329: cmp.b #ao,d1 

214: bed prnend 330: beq baiset 

215・ clr.b p24fg 331: cmp.b #si,dl 

216: move.b lengl6,length 332: beqg baiclr 

217: pil6md2: bsr tstcr 333: Cmp・b #eof,d1 

218: clr.b chkpfg 334: beq 1fout 

219: cir,b SJig 1 335.: bra chkprn 

220: bra prnend 336: notceti: tst,b prnflg 
221: 337: bne lprint 

222: p24md: tat.b p24fg 338: cmp.b #1,emuflg 

223: bne prnend 339: beq lprint 

224 st.b p24fg 340: rts * 楽譜 印字 時 、 右端 が 切れ て し まう の で 仕 太 が な い 
225 move.b leng24,length 341: 

226 lea katacd,al 342: crexlf: bsr crexc 

227 bar lpout 343: bra 1fout 

228 bra p16md2 344: 

229 345: crexc: movem.1l d1-d3/a1,-(ap) 
230: 1ptemu: st.b emuflg 346・ Cmp・b #1,emuflg 

231 move,w limstd,limnum 347: beq crsml 

232: lptem2: clr.b chkpfg 348: tst.b dotflg 

233: lea katacd,al 349: beq Crohar 

234: bar lpout 350: tst.b emuflg 

238: bra prinit 351: bne cremu_ 

236 352: orohar: tst,b p24fg 

237: liptsem: move.b #1i,emuflg 353: bne cr24 

238 move.w limsml,ilimnum 354: move.w bimnum,d3 
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(で) さん, JR 西 日 本 の 奥 出 雲 の 銘 水 シ リー ズ 「 二 十 世 紀 課 ドリ ンク 」 を ぜひ どー ぞ 。JR 
西日本 の 駅 で 入手 で きま す 。 九州 で も 小倉 駅 の 北口 で は あり まし た 。 いま , 私 の 目 の 前 に 
は その 「 二 十 世紀 梨 ド リン ク 」 が あり ます 。 それ で は 先立つ 不幸 を お 許し くだ さい 。 ゴ ッ 
クン 。 ぎ えー っ! 井 井 普 也 (20) 福岡 県 


355: 
356: 
357: 
358・ 
359: 
360: 
361 : 
362・ 
363: 
364: 
365: 
366・ 
367 : 
368・ 
369: 
379: 
37i: 
372: 
373: 
374: 
375: 
376: 
377: 
378: 
379: 
389: 
381: 
382: 
383: 
384: 
385: 
386: 
387: 
388: 
389: 
399: 
391: 
392: 
393: 
394: 
395: 
396: 
397・ 
398: 
399: 
4 の 0・ 
401: 
402: 
403: 
404: 
405: 
406: 
407・ 
498: 
409: 
419: 
411: 
412: 
413: 
414・ 
415: 
416: 
417: 


418: - 


419: 
420: 
421: 
422: 
423: 
424: 
425: 
426: 
427・ 
428: 
429: 
430: 
431: 
432: 
433: 
434: 
435: 
436: 
437: 
438: 
439: 
440: 
441: 
442: 
443: 
444: 
445: 
446: 
447: 
448: 
449: 
450: 
451: 
452: 
453: 
454: 
455: 
456: 
457: 
458: 
459: 
460: 
461: 
462: 
463: 
464: 
465: 
466: 
467・ 
468: 
469: 
470: 


beq 
crexcZ2: 
bsr 
bsr 
lea 
move. 1 
Add 
bsr 
crexce: 


movem. 1l 


ャ ts 


Cr24: 
beq 
lea 
bsr 
bsr 
lea 
move . vw 
subgqg. vw 

CrF241・ 
bsr 
cir.b 
bsr 
dbra 
bsr 
bra 


cr24e: 
bsr 
bsr 
lea 
bsr 
bra 


cremu: 
bne 
crsml: 
beq 
move , 1 
clr.vw 
move . 1 
lea 
lea 
Subq.w 
crsml2: 
move . vw 
rol.w 
crsml3: 
addx.w 
CmD・W 
bne 
move . b 
roil.w 
crsmil4: 
addx.w 
add.v 
boo 
Or 、7 
CrSm15: 
rol.w 
move.w 
dbra 


move .w 
subg. ww 
divu 


moveg. 1 


add .w 
lea 
move . 1 
CrSm16: 
move .w 
OY 
move .w 
dbra 
move . 1 
Swap 
add . vw 
tst.w 
bne 
subg.w 
bra 


tabout: 
move .b 
clr.b 

tabotl: 
bsr 
move . b 
and.b 
bne 
move. b 


movem. 1 


rts 


esclil: 
rts 


fal: 
rts 


baiset: 
rts 


baiclir: 
rt も tg 


fsnext: 
cmp.b 
beqg 
cmp.b 
bed 
moye .w 
move.b 
bsr 


moveg. 1 


crexce 471: move .w 
lea 1fstod,a1 472・ bra 
lpout 473: 
dotout 474: escnxt: 
buff,a1 475・ CmD・b 
d3,d2 476: beq 
d2 ,d2 477・ cmp.b 
lpoutx 478: beq 
bsr crout 479: cmp.b 
(sp)+,d1-d3/a1 480: beq 
481: cmp.b 
482: beq 
move.w bimnum,d3 483: cmp.b 
cr24e 484: beq 
1f8cd,a1 485: cmp.b 
ipout 486: beq 
dotout 487: cmp.b 
buff2,al 488: beq 
d3 ,d2 489: Cmp・b 
#1,d2 490: beq 
move.b  (a1)+,d1 491: cmp.b 
_B_LPT 492: bed 
d1 493: CmD・b 
_B_LPT 494: beq 
d2,ocr241 495: Cmp・b 
crif 496: beq 
crexc2 497・ Cmp・b 
498: beq 
lea lf8cd,al 499: cmp.b 
lpout 500: beq 
crif 501: 
lfsted,al 502: move .w 
lpout 503: move .b 
crexce 504: bsr 
595・ move .w 
cmp.b #1,emuflig 506: bra 
cr24 507: 
move.w bimnum,d3 * ス モー ル エ ミュ レー トモ ー ド 時 508: escrts: 
crexce 509: 
bimptr,a1 619: esonx2: 
(a1 ) 511 : move .b 
8a2,-( ap ) 512: bsr 
buff,al 513: move .w 
buff2,a2 514: bra 
#1,d3 515: 
moveqg.l #7,d1 516: txxil: 
(al),d2 517: rts 
#8,d2 518: 
add., vw d2,d2 519: bimi: 
do,d9 520: st.b 
#2,d1 521: rts 
crsml4 522: 
(a2)+,d2 523: inil: 
#8,d2 524: rts 
add.v d2,d2 525: 
d の 9,d0 526: repos1: 
d2,d2 527: rts 
crsml5 528: 
#1,d0 529: abposi: 
dbra d1,orsm13 530: clr.w 
#8,d0 531: rtsg 
d9, (al)+ 532: 
d3,crsml2 533: pageil: 
#0,d0 534: rts 
bimnum,d9 535: 
#1,d の 536: 1fw6: 
#3,d9 537: move .b 
#1,d3 538: bsr 
d の ,d3 539: move .w 
buff,al 540: rts 
al,az2 541・ 
move.w  (a2)+,(a1)+ 542: txxnxt: 
(a2)+,d1 543: beq 
(a2)+,d1 544: cmp.b 
di,(al)+ 545: bne 
d の 9,crsm16 546: move.b 
{ap)+,a2 547・ rts 
do 548: 
d3,d3 549: tnot 9: 
dO ひ 550: move . 1 
crexc2 551i: moveg. 1 
#1,d3 552: bsr 
crexc2 553: moveg. 1 
554: bsr 
movem.l d1-d2/a1-a2,-(sp) 555: move . 1 
baiflg,d2 556: bra 
baiflg お ね なげ < 
moVveqd,1 #’ ’,d1 558: txxset: 
iprint 559: bra 
x,d9 560: 
#7 ,d の 561: bimnxt: 
tabot1 562: beq 
d2,baiflg 563: move . b 
(sp)+,d1-d2/a1-a2 564: move.b 
565・ rtsg 
566: 
st.b escflg 567: bimset: 
568: clr.b 
569: rol,w 
st.b fsflag 579: move . b 
571: rol,.w 
572: move .w 
st.b baiflg 73: add. vw 
574: move .w 
5752 clr,b 
cir,t baiflg 576: move.w 
5377: move .w 
な 78・ sub.w 
clr.b fsflag 579: bls 
#'p’ ,d1 580: sub.w 
baiset 581: move , w 
#'q' ,d1 582: bimste: 
baiclr 583: rts 
d1 ,-( sp ) *FS の 後 が p また は q で な い 時 584: 
#fa,d1 585: bimexo: 
cbkprn 586: も st.b 


1 月 か ら , 我 が 尾 張 旭 市 も つい に 市 外 局番 が 4 桁 に し 。 よかっ た だ た, これ で 学校 の 友達 に バ 
カ に され な く 《 て すむ 。 


水野 義則 (17) 愛知 県 


特集 活用 ハー ド デ ィ スク プリ ンタ 


(sp)+,d1 
chkprn 


clr.b 
#7% 7 ,d1 
も txx1 
(よび) di 
bimli 
#7 で Cd1 
3ni1 
#*p' ,d1 
3ni1 
#'¥’ ,d1 
reposi 
#$19,d1 
abpos1 
#’F’,dl1 
page1 1 
#76) 、d1 
1fv6 
で di 
escnx2 
まま di 
GSonx2 
#']',di 
escnx2 
まま >) は} 
GSCnx2 
9 di 
escrts 


d1,-(sp) 
#eso,d1 
Chkprn 
(sp)+,d1 
chkprn 


rts 


move.w  d1,-(sp) 


#esc,di 
_B_LPT 
(ap)+,d1 
_B_LPT 


st.b 


st.b 
dotflg 


seq.b 


_ st.b 


move.b 
abposd 


st,b 


move .w 
#20,d1 
+fwaet 
( sp)+,d1 


CmDp.b 

txxset 
#'9’,d1 
tnot 9 


#2,tflag 


Clr.b 
d1 ,-( sp ) 
#egso,d1 
Chkprn 
#’%’ ,di 
chkprn 
(ap)+,d1 
chkprn 


clr.b 
lfwset 


cmp.b 
bimset 


escflg 


tflag 


bimflg 


iniflg 


reposf 


*N/1 20 イ ンチ 改行 幅 設 定 

* ビ ピット イメ ー ジ 2 4 ドッ ト 

* プ リン タ の 初期 化 の は ず だ が 、 こ こ で は コー ド を 読み 飛ば す た だ け 
* 紙 切れ 時 の 設定 の は ず だ が 、 こ こ で は コー ド を 読み 飛ば す だ け 
* ド ッ ト 単 位 印字 位置 相対 指定 

* ド ッ ト 単 位 印 字 位置 絶対 指定 

* ォ コード を 読み 飛ば す だ け 

*1 6 イン チ 改 行 

*PC-8821/8822 正方 向 改行 

*PC-8821/8822 逆 方 向 改行 

* 両 方 向 印字 

* 片 方 向 印字 

* ペ ー ジ 先頭 指定 (コー ド を 読み 履 ざ す だ け ) 


* 未定 義 コ ー ド 


#4,abposf 


pagelf 


d1 ,-(sp) 


#2,tflag 


tflag 


tflag 


*ESC % の 後 が 9 で な か っ た 場合 


#2,bimflg 


di,bimdot 
#2,bimflg 


movem.1 di-d2,-(sp) 


bimf1g 
#8,d1 


bimdot ,d1 


#8,d1 


di1,bimctr 
di,bimnum 
d1 , bimnu2 


bimexf 


imnum,d2 


bimnum,d 
d2.d1 
bimste 


1 


d1 , bimnu2 
d2 ,bimnum 
movem.l (sp)+,d1-d2 


moVvem.] d1-d3/a1,-( sp) 


bimexf 


特集 24 ピ ンプ リン タ エ ミ ュ レ ー タ の 2 


587: bne 
588: tagt.w 


589: も ed 
590: bsr 
591 : move. 1 


592: move.b 
593: move. 1 
594: doveri: 
595: bimend: 
596: rtsg 


597: 

S98: bimex2: 
599: も eq 

6 の の ・ bsr 
801: move , 1 


65602: move.b 
603: move. 1 
694: dover2: 
605: cmp.b 
506: beqg 
607 : clr.b 
508: tst,.yw 
609: beq 
5109: subqg.w 
$511: dover3: 


612: bra 
613: 

614: bitrev: 
615: bitrvl: 
616: roxl.b 
617: dbra 
618: ャ tg 
619: 

629: rpsnxt: 
621: beq 


522: move .b 
623: move.b 
624: ャ tg 


626: rpsset: 
627: clr.b 
628: rol.w 
629・: moye.b 
63 の : apsset: 


631: move . Ww 
632: cmp.v 
633: bhi 
634: move . 1 
635: move. 1 
636: bra 


637: rpsst2: 
638: cir.b 
639: rpsst3: 
640: move . 1 
641: move.1 
642: posend: 


643: rts 
644: 

645: psover: 
646: bsr 
647: bra 
648: 


649: apgnxt: 

650: move.w 
651: mulu 

652・ And . vw 
653: sub.b 
654: add.w 
655: subg.b 


656: beq 
657: move.w 
658: movem., 1 
659・ rts 
660: 

661: pgnext: 
662: beq 
663: move.b 
664: rts 
665: 

666: pagset: 
667: rts 
668: 


669: chkprn: 
670: move . 1 
7i1: moveq . 1 
672: bsr 
673: movegq . 1 
674: tst.b 
675: bne 
676: moveg.1 
677: chkpr1: 
678: move.1 
679: lsr.b 
6890: bsr 
681: move. 1 
682: and.b 


683: bsr 
684: moveg. 1 
685: lea 
686: bsr 
687: movem. 1 
688: rts 
689: 


690: chksub: 
691: bcs.s 
692: add.b 
693: chksb2: 


694: bra 
695: 

696: outprn: 
697・ st.b 
698: ror.w 
699: cmp. b 
700: bcs 
701: cmp.b 
702: bcs 


bimex2 

bimnu2 

doveri 

bitrev 

bimpt2,a1 

d の 9,(a1)+ 

1 , bimpt2 

addq.bD #1,bimexf 
movem.i (SD)+,d1-d3/a1 


tst.w bimnu2 
dover2 

bitrev 

bimptr,ai 

dd の, (ai)+ 
al,bimptr 

addq.b #1,bimexf 
#2,bimexf 

bimend 

bimexf 

bimnu2 

dover3 

#1,bimnu2 

subq.w #1,bimctr 
bimend 


mOVed・1 #7,d2 
lsgr.b #1,d1 
#1.d9 
d2,bitrvi 


cmp. b #2,reposf 
rpsset 

di,rpslow 
#2,reposf 


movem.l d1/ai-a2,-(sp) 
reposf 

#8,d1 

rpalow,d1 

add.y di1,bimnum 
bimnum,d9 

limnum,d9 

psover 

bimptr,al 

bimpt2,a2 

rpsst3 

clr.w (al)+ 

(a2)+ 

dbra di,rpsst2 
al,bimptr 

a2,bimpt2 

movem.l (ap)+,d1/a1-a2 


sub.w dl1,bimnum 
crexlf 
posend 


movem.1 d1/a1-a2,-( sp ) 
abposd,d9 

#10,d9 

#$ff,d1 

#7 の 7 .d1 

d の 9,d1 

#1,abposf 

apsset 

d1,abposd 
(sp)+,d1/a1-a2 


cmp.b #2,pagelf 
pagset 
#2,pagelf 


cir,.b pagelf 


movem.l dl-d2/al,-(sp) 
d1,d2 

#esc,di 

_B_LPT 

#”H’' ,d1 *HD パ イカ 
prnflg 

chkpr1 

#*N7 ,d1 *HS パ イカ 
bsr お お も PF 
d2,d1 

#4,d1 

chksub 

d2,d1 

#$f,d1 

chksub 

#7,d2 

dspccd,al 

lpoutx 
(ap)+,d1-d2/a1 


cmp.b #19,d1 
chksb2 
#’A’-’9’-1,d1 
add.b #7 の 7 di 
_B_LPT 


move.l  d1,-(sp) 
prnflg 

#8,d1 

#$89,d1 

outpr3 

#$a9,d1 

outpr2 
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*parameter d1 
*bit reverse 


793: cmp.b 
704: bes 
795: outpr2 : 
796: bgr 
797: outpr3 
708・: and.1 
799・ bsr 
710: cir.b 
1: move は 
T1283 rtsg 
ィ 13: 
714: lprint: 
( beq 
71i6: SWap 
417: move .w 
718: SWAp 
た まく lpri2: 
720・ bne 
24: cmp.b 
122: bcsg 
きき cmp.b 
724: bcs 
る 6・ CmD・b 
726・ bcs 
727: 
728: kani: 
たる は: rts 
break d の 9-d2 730: 
731: ank: 
+32: lea 
きき moveq. 1 
734・ trap 
735: CmD・W 
736: beq 
737: ank16: 


738: move.1 
739: move , 1 
740: moveg.1 


741: ank2: 
742: moveqg.1 
743: ank3: 
744: ank4: 
745・ btst.b 
746: beq 
747: or.b 
748: ank5: 
749: move.b 
750: dbra 


751: clr.b 
152: addqg.w 
753: dbra 
754: ankend: 
755: move. 1 
756・ addg. b 
757: movem. 1 
758: bra 
759: 

769: ank24: 
761: move . 1 
762: move. 1 
763: moveg.1 
764: ank242: 
765: moveg.1 
766: ank243: 
767・ roxr.b 
768: dbra 
769: move.b 
770: moveg. 1 
771: ank244: 
772: ank245: 


83: roxr.b 
774: dbra 
775: move.b 
776: dbra 
777: addqg.w 
778: dbra 
779: bra 
780: 


781: kan2: 
782: rol.w 
783: mmOVe,b 
784: rol.w 
785: lea 
786: moveg. 1 
787: trap 
788: move .w 


789: Cmp.v 
790: beq 
791・ CmD 
792: beq 
793: CmD・W 
794・ beq 
795: bsr 
796・ move . 1 
797・ move . 1 


798: moveg. 1 
799: kanJji2: 
800: moveg.1 
801: kanji3: 
802: kanji4d: 
803: roxr.b 


894: dbra 
805: mOVe .b 
8096 : dbra 
807・ clr.b 
808: addq.w 
809: dbra 
819: kanend: 
811: move . 1 
812: addq.b 
813: movem. 1 
814: prexit: 
815: bne 
816: bgr 
817: prext2・: 
818: bed 


#$e の 9,d1 

outpr3 

and 、1 #$ff,d1 
Out pt 

move.l (sp),d1 
#$ff,d1 

outlpt 

prnflg 

(sp)+,d1 


tst,b p24fg 


#$c,dl  *24 dot font 


di 

も tst.b sjis_ 1 
kan2 

#$80,d1 

ank 

#$a9,d1 

kan1 

#$e の ,d1 

ank 


move.b dl,sjis_ 1 


movem.l1 d2-d4/a9-a3,-( sap) 


fontbf ,a1 

# FNTGET,d の 

#15 

#12,(a1) 

ank24 

bsr bimchk 
Dimptr,a2 
bimpt2,a3 

#7,d2 

move.l1 al,a の 
#1.d3 

moveqg.l #7,d4 
lsr.b #1.d1 
d2,(a9)+ 

ank5 

#$89,d1 

dbra d せ 4 ,ank4 
d1,(a2)+ 
d3,ank3 

(a3)+ 

#1,bimnum 
d2,ank2 

move.l a2,bimptr 
aA3,bimpt2 

#1,x 
(sp)+,d2-d4/a0-a3 
prexit 


bsr bimchk 
bimptr,a2 
bimpt2,a3 
#11,d2 

move.l al,a9 
#7,d3 

lsl.v (a9)+ 
#1,d1 
d3,ank243 

dl, (a3)+ 
#1,d4 


moveqg.l #7,d3 
lsl.vw (a9)+ 
#1,d1 
d3,ank245 
d1,(a2)+ 
d4,ank244 

#1 , bimnum 
d2,ank242 
ankend 


movem.l d2-d4/a9-a3,-( sp ) 


#8,d1 

sjisg 1,di 
#8,d1 
fontbf,a1 

# FNTGET,dO 
#15 

(a1) ,d の 

#8,d0 

ank16 

#12,d0 

ank24 

#24,d0 

kan24 

bimchk 
bimptr,a2 
bimpt2,a3 
#15,d2 

move.l al,adQd 
#1,d3 

moveq.l #7,d4 
lsl.w (aQ)+ 
#1,d1 
d4,kanji4 
d1,(a2)+ 
d3,kanji3 
(a3)+ 
#1,bimnum 
d2,kan)i2 
move.l a2,bimptr 
a3,bimpt2 

#2,x 
(sp)+,d2-d4/a0-a3 
cmp.b #1,emuflg 
prext2 

dot6sp 

tst.b baiflg 
prext3 


pp 「D6GA・CGA シ ステ ム 」 期 待 し て ます よー。 か また だ た ゆ た か さん, ガン バッ テ く だ さい 


太田 京 一 (20) 茨城 県 


oO 


819: 
820: 
821: 
822: 
823: 
824: 
825: 
826: 
827: 
828: 
829: 
830: 
831: 
832・ 
833: 
834: 
835: 
836・ 
837: 
838: 
839: 
849: 
841: 
842: 
843: 
844: 
845: 
846: 
847: 
848: 
849: 
850・ 
851: 
852: 
853: 
854・ 
855・ 
856: 
857・ 
858: 
859・ 
860: 
861: 
862: 
863: 
864: 
865・ 
866: 
867・ 
868: 
869: 
879 の : 
871・ 
872: 
873・ 
874: 
875: 
876: 
877: 
878: 
879: 
889: 
881: 
882・ 
_ 883: 
884・ 
885: 
886: 


887: 


888: 
889: 
890: 
891: 
892・ 
893・ 
894・ 
895: 
896・ 
897: 
898: 
899: 
90 の : 
991・ 
902: 
3 の 3・ 
994: 
な の 5・ 


996: 


907・ 
908: 
909: 
919: 
911: 
912: 


人 


914: 
915: 


916) 


17 : 
918: 
919: 
929: 
921: 
922: 
923: 
924: 
925・ 
926・ 
927・ 
928: 
929: 
930: 
931: 


24: 
RS 


934: 


bsr baiexc 
prext3: Clr .b sjis 1 
rts 
kan24: bsr bimchk 
lea fntbf2,a2 
moveg、1 #23,di 
kan241: move,b  (a1)+,(a2)+ 
move.b  (a1)+,(a2)+ 
move,b (al)+,(a2)+ 
addqg.1 #1,a2 
dbra di,kan241 
lea fntbf2,al 
move.l1 bimptr,a2 
move.1 bimpt2,a3 
moveg.1 #23,d2 
kan242: mOVe.1 al,aQd 
moveqg.l1 #7,d3 
kan243: move,l  (a の 9),dO 
add .1 d の 9 ,d9 1 
move.i dQ9,(aQ)+ 
roxr.b #1,di 
dbra d3,kan243 
move.b d1,(a3)+ 
moveqg.1 #1,d4 
kan244: moveq.1 #7,d3 
kan245: move.i (aQ)},d9 
add,1 d9,d9 
move.l  d9,(a9)+ 
roxr,b #1i,di 
dbra d3,kan245 
move.b di,(a2)+ 
dbra d4,kan244 
addq.w  #1,bimnum 
dbra d2,kan242 
bra kanend 
bimchk: bsr bimcsb 
cmp.b #i,emufig 
bne bimok2 
CMp. #16+12,(a1 ) 
bcs bimck2 
bsr dot6sp 
bimck2: addq.1 #4,a1 
rts 
dot6sp: movem,1 dil/ali-a2,-{sp) 
move.l bimptr,a1 
move.1 bimpt2,a2 
moveqg.1 #2,.d1 
dot6s2: clr,l (a1)+ 
Clr.w (a2)+ 
addq,w #2,bimnum 
dbra di,dot6s2 
move.l1 al,bimptr 
move.,.1 a2,bimpt2 
movem.1 {sp)+,d1/al-a2 
rts 
bimcsb: cmp.b #1,emufig 
bne bimos2 
addq.w #6,(a1) 
CmD・W #16+6,(a1 ) 
bos bimcs2 
bimos2: move,w  (a1),dO 
8 tst,b baiflg _ 
_ beq bimcs3 
add.w dd9,d0 
bimcs3: add.w bimnum,d9 
cmp.v limnum,d9 
bhi crexif 
moveq.l #1.d の 9 
CmD.b #1l,emuflg 
bne bimcs4 
cmp.w #16+12,{al) 
bcs bimos6 
bra bimcs5 _ 
bimoa4: omp.w  #16,(a1) 
bes bimoa6 
bimcs5: moveqg.1 #2,d0 
bimos6: tst.b baiflig 
_beq himca? 
add.b  dO.d9 
bimcs7: add,b x,d9 
Cmp.b length,d0 
bhi crexlf 
rts 
baiexc: movem.1 al-ad,-(sp) 
addq.b #1,x 
_ move.w fontbf,d0 
cmp.b #1,emuflg 
、 bne baiex2 _ 
cmp.w  #16+12,d0 
bes baiex4 
bra baiex3 
baiex2: cmp.v #16,d0 
bcs _ baiex4 
baiex3: addq.b #i,x 
baiex4: move.1 bimptr,a1 
mOVe 上 bimpt2,a2 
moOVve,1 al,a3 
mOVe、] a2,a4 
add,.w d の ,a1 
AGG 。 d9,ai 
add. vw d0,a2 
move,1 al,bimptr 
move.l a2,bimpt2 
subqg,w #1,d0 
baiex5: move.w  -(83)。-(a1) 
move.w (a3},-{(ali) 
move.,b -(a4),-(a2) 
_ move.b (a4),-(a2) 
_ addqg,.,w #1,bimnum 
dQ, baiex5 


dbra 


. 935 movem. 1 
936 rts 
937: 

938: hcopy: 
939: bne 
940 movenm. 1 
941 move . 1 
942 moveg. 1 
943 moveg. 1 
944 trap 
945 move . 1 
946 or.b 
947 btst .1 
948 bne 
949 btst , 1 
959 bne 
951 btst 1 
952: bne 
953: btst.1 
954 bne 
955 btat.1 
956 bne 
957 btst.1 
958 わ ne 
959 bra 
950: 

961: hotext: 
962: lea 
963: bar 
964・ lea 
965: bsr 
966: move , 1 
967: move. ペ 
968: yoopy: 
969: move , 1 
970: move .y 
i Xooapy: 
342: XCOpYS: 
973: moveqg.1 
974: xcopy3: 
975: xoopy4・ 
976: btst.b 
に 所 beq 
978: or.b 
979: xcopy5: 
989: dbra 
981: move., b 
982: dbra 
83: moveg. 1 
984: moveg. 1 
985: trap 
986: も tsgt 1 
987・ bne 
988: dbra 
989: addq. 1 
999: dbra 
991: lea 
992: bsr 
993: move .W 
994: lea 
995: bsr 
996・ bsr 
997: ilea 
998: dbra 
999: hcopye: 

1000: cir.b 

1001: hcopyr: 
1002: 

1003: hoCgrap: 
1004: moveq. 1 
1005: trap 
1006: tat.1 
1907: bmi 
1008: bsr 
i1009: move . vw 
19010: moveg.1 
1 の 911・ move .w 
1012: lea 
1013: move.w 

1014: move , ww 
1915: moveg. 1 
1016・ moveg. 1 
1917: trap 
1018: cmp.b 

1919: bed 
1920・ cmp.b 
1021: bcs 
1022: move .w 
1023: move .v 
1924: lea 
1925: move.w 
1026: move . w 
1927: gcopy: 
1028: bsr 
1929: lea 
1930: bsr 
1931: basr 
1032: move , 1 ユ 
1033: gycopy: 
1934: move . 1 
1035: move.w 
1036: gxcopy: 

1937・ moveg . 
1038: gxopy2・ 

1039: gxcpy3: 

1 の 4 の: tgt、 り 
1941・ beq 
1942: or.b 
1043: gxcpy4: 
1044: dbra 
1045: move.b 
1046: dbra 
10947: addqg. 1 
1048: moveg, 1 
1049: moveg . 1 
1959: trap 


7 月 号 か ら 新 連載 の 「 泉 大 介 の X-BASIC 入 門 」 は と て も わか りや すく , すぐ に 使え る よ 


うな 実用 性 の ある プロ グラ ム も あっ て , 


も X-BASIC を 理解 し て いき た だ たい の で , ぜひ が ん ば っ て くだ る きる い 。 


と て も うれ し く て 楽し み に し て いま す 。 これ か ら 
松本 剛 (18) 熊本 県 


特集 活用 ハー ド デ ィ スク & ヨ プリ ンタ 


* キ ー 入 力 を 受け 付け る よう に する 


*vram start addresg 
*y_dot/i6-1 


*vram pointer 


(sp)+,a1-a4 
tag.b hecflag 
hcopyr 
d09-d7/aQ0-a5,-(sp) 
d9,.d7 
#XFKEYG, di 

# B BITS,d9 
#15 

d9,d6 

#INT ON,INTMSK 
#3,d7 *OPT, 2 
hclf 

#2.d7 *OPT 、1 
hoff 

#0 ,d7 *SHIFT 
hotext 

#1,d7 *CTRL 
hcgrap 

#5,d6 *XF1 
lfrevs 

#6,d6 *XF2 
1fforw 

hcopye 

bsr tster 
katacd,ali 
+pout 
1Tf16od,a1 
lpout 
#T_VRAM,aQ 
ydot,d3 

lea buff,a2 
a0,a4 

xdot2,d4 


moveq.1 #7,d5 
move.1 a4d,a3 
#1,d6 

moveg.1 #7,d7 
ar.b #1,di 
d5,(a3) 
xcopy5 
#$80,di 
lea 
d7,xcopy4 
d1,(a2)+ 
d6,xcopy3 
#KEYGRP,d1 
# B BITS,d@ 
#15 

#BRK ON,d ひ 
hcopye 
d5,xcopy2 
#1,8a4 
d4,xcopy 
do768o,a1 
lpout 
xdot,d2 


buff,a1 


1poutx 


Grif 


$809009(a0),aQd 
d3,ycopy 


*x dot/8-1 
*bit number 


*set bit7 


$80(a3),a3 


*break key check 


movem.1 (sp)+,d9-d7/a9-a5 


hoflag 


rte 


moveg. 1 #-1,di 


#_APAGE,d0 

#15 

d の 

hoopye 

も at 上 Cr 

gy1924,.d3 * ッ dot/16-1 
#0 ,d7 

add9689,d7 

do969c,a5 

XxG969,gxdot 
gx2969,gxdot2 

#-1,.d1 

# CRTMOD , d9 

#15 

#16 ,d9 

Ecopy 

#4,d9 

gcopy 

gyY512,d3 *y_dot/16-1 
add512,d7 

do512c,a5 

gxd512,gxdot 
x2512.gxdot2 

lea katacd,al 

lpout 

1f16cd,a1 

lpout 

crlf 

#G VRAM, a0 *vram start address 
ea buff,a2 

aQd,ad *vram pointer 
gxdot2,d4 *x do も キー} 
move.1 ad,a3 

#1,d5 

moveq.1 #7,d6 

lsr.b #1,di 

(a3) 

gxcpy4 

#$80.d1 *set bit7 
add 1 d7,a3 

d6,gxcpy3 

d1,(a2)+ 

d5, gxcpy2 

#2,a4 

#KEYGRP,d1 

# B BITS,dO 

#15 


特集 24 ピ ンプ リン タ エ ミ ュ レ ー タ 
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1051: btst.1 #BRK_ON,d の *break key oheok 
1952・ bne hcopye 

1953: dbra d4,gxcopy 

1054: move.l a5,ali *bit image out code 
1955・ Dsr lpout 

1056: move.w gxdot,d2 *x dot*2 

1957・ lea buff,a1 

1058: bsr lpoutx 

1959・: bsr crif 

1960: lsl.1 #4,d7 

1061: add.1 d7,a9 

1962・ 1ar.1 #4,d7 

1063: dbra d3,gycopy 

1064: bra hcopye 

1965: 

1066: hclf: bsr 1fout 

1067・ bra hoopye 

1068: 

1969: hofFf・ bar ffout 

1070: bra hcopye 

1071: 

1072: 1frevg : bsr tstcr 

1073: lea lfrevc,al 

1074: bsr lpout 

1075: bsr crlf 

1076: bra hcopye 

1077: 

1978: lfforvw: bsr も tst で 

1979: lea 1fforo,a1 

1080: bsr ipout 

1081: bgr crif 

1982・ bra hcopye 

1083: 

1984: crlf: move.1 d1,-(sp) 

1085: bsr crout 

1986 : bra 1fout2 

1087: lfout: move.l di,-(sp) 

1988 : bsr tstcr 

1089: lfout2: moveqg.l #1f,d1 

1090: bsr _B_LPT 

10991: move.,l1 (ap)+,d1 

1992・: rts 

1093: 

1994: ffout: move.l di,-{sp) 

1995: bsr tat で 

1096 : moveqg.1 4#ff,di 

1097: bsr _B_LPT 

1998: move.l (8D)+,d1 

1099: rtg 

1100・ 

1191: tator: tst.w bimnum 

1102: bed tatore 

1193: bra crexc 

1104: tstcre: bra crout 

1105: 

1106: crout: moveg.l #Cr,d1 

1197・ bsr _B_LPT 

1108: mOVe.1 #buff,bimptr 

1199: move.1  #buff2,bimpt2 

1110: clr.v bimnum 

1111・ clr.b x 

1112: clr,b dotf1g 

1113: ャ ta 

1114: 

1115: pout: move.b  (a1)+,d1 *parameter al , break d9-d1/a1 
1116・ beq lpoute . 

1117: bsr _B_LPT 

1118: bra lpout 

1119: lpoute: rts 

1120: 

1121: 1poutx: subq.w #1,d2 

1122: lpotxl: move.b (al)+,di *parameter d2,al , break d9-d2/a1 
1123: bsr _B_LPT 

1124: dbra d2 , 1potx1 

1125: rts 

1126: 

1127: lfwset: movem.1 d1-d2/a1,-(sp) +*parameter d1 , break d9 
1128: move.l #lfstecd+2,ali 

1129: moveqg.l #9,d2 

1130: move.b dl,dz2 

1131: divu #10,d2 

1132: add .b #’0’,d2 

1133: move.b d2,{al)+ 

1134: Swap d2 

1135・ add .b #797 ,d2 

1136: move.b  d2,(a1) 

1137・ movem.1 (sp)+,d1-d2/a1 

1138: rts 

1139: 

114 の 9: dotout: lea doutcd,al *parameter d3 , break dO0-di/al 
1141: bsr lpout 

1142: moveqg.1 # の ひ ,d1 

1143: move.w  d3,d1 

1144: deoi4: divu #1000,d1 *parameter dl , break d9-d1 
1145: bsr dotsub 

1146: divu #199,d1 

1147: bsr dotsub 

1148: divu #19.d1 

1149: bsr dotsub 

1159: dotsub・ add.b #) の 7 .d1 

1151・ bsr BB LPT 

1152: clr.w di 

1153: swap di 

1154: rts 

まま 

1156: x: dc .b 9 * プ リン タ ヘ ッ ド の 現在 の X 座 標 
1157: sjia 1: Go.b ひ * シ フト ジス コー ド の 1 バイ ト 目 
1158: buff: ds.b 1449*2+2 *16 ド ッ ト x1449 個 分 の バッ ファ 
1159: buff2: ds.b 1440 * 8 ドッ ト X14406 個 分 の バッ ファ 
1169: fontbf: ds.b 3*24+4 *_FNTGET 用 の バッ ファ 
1161: fntbf2: ds.b 4*24 *24 ド ッ ト 時 の ビッ ト 操 作 を 行い 易く する た め の バ ッ フ ァ 
1162: xdot: dc.y 768*2 * ネ x dot* ネ 2 

1163: xdot2・ dC 768/8-1  #x dot/8-1 

1164: ydot: do .yw 512/16-1 *y dot/16-1 

1165: gxdot: dc.w 960*2 *x dot*2 ( 下 の 2 つ の デー タ の うち の どちら か が 入る ) 
1166: gxd960: do 960*2 * 1 


の の Oh!X 1989.9. 


1167: 
1168・ 
1169: 
1170: 
1171・ 
1172: 
1173: 
14174: 
1178: 
1176: 
1177・ 
1178: 
1179・ 
1180: 
1181: 
1182: 
1183: 
1184: 
1185: 
1186: 
1187: 
1188: 
1189: 
1190: 
1191: 
1192: 
1193: 
1194: 
1195: 
1196: 
1197: 
1198: 
1199: 
1200: 
1201: 
1202・ 
1203: 
1204: 
1205: 
1206: 
1207: 
1208・ 
1209: 
1210: 
1211・ 
1212: 
1213: 
1214: 
1215: 
1216: 
1217・ 
1218: 
1219: 
1220: 
1221 : 
1222・ 
1223・ 
1224: 
1225・ 
1226 : 
1227・ 
1228・ 
1229: 
1230・ 
1231: 
1232: 
1233: 


1234: _ 


1235: 
1236: 
1237・ 
1238: 
1239・ 
1240: 
1241: 
1242: 
1243: 
1244: 
1245: 
1246: 
1247: 
1248: 
1249: 
1250: 
1251: 
1252: 
1253: 
1254: 
1255: 
1256 : 
1287: 
1258: 
1259: 
1260: 
1261 : 
1262: 
1263: 
1264: 
1265: 
1266 : 
1267・ 
1268: 
1269: 
1270: 
まま : 
i122: 
1273: 
1274: 
1275・ 
1276: 
1277・ 
1278: 
1279: 
1289・ 


gxd512: dc.v 512*2 + 
gxdot2: dc.w 960-1 *x_dot-1 ( 下 の 2 つ の デー タ の うち の どちら か が 人 る ) 
gy2969: dc.w 969-1 * 
gN2512・ de.w 512-1 * 
gy1024: do.o 1024/16-1 *y dot/16-1 
gyS12: do.w 512/16-1 *y dot/16-1 
add969: dc.vu $800 *G_VRAM で 16 ド ッ ト 下 の ドッ ト と の アド レス 差 (1924*1924 ) 
add512: dc.v $400 *G_VRAM で 16 ド ッ ト 下 の ドッ ト と の アド レス 差 (512*512) 
p24fg: dc.b -1 *PRN が 16 ド ッ ト 出 力 か 24 ド ッ ト 出 力 か (24 ドッ ト の 時 -1) 
tength: dc.b 89 * 現 在 の モー ド の 1 行 の 文字 数 
1eng16: dc.b 120 *16 ド ッ ト モ ー ド 時 の 1 行 の 文字 数 
leng24: dc.b 80 *24 ド ッ ト モ ー ド 時 の 1 行 の 文字 数 
1imnum: doc.w 969 * 現 在 の モー ド の 1 行 の ドッ ト 数 
1imstd: do.w 960 * 通 常 の 1 行 の ドッ ト 数 
1imsml: dec.w 1449 * ス モー ル エ ミュ レー トモ ー ド 時 の 1 行 の ドッ ト 数 
bimptr: do.1 buff *16 ド ッ ト 分 の バッ ファ (buff ) へ の ポイ ンタ 
bimpt2・ dc.l buff2  *8 ド ッ ト 分 の バッ ファ (buff2) へ の ポイ ンタ 
bimnum: dc.w の  * 実 際 に 出力 する ドッ ト 列 数 
bimnu2: do.w の #960 ドット を 越え た 分 を 無視 する た め の カ ウン ター 
bimctr: dc.w 9 * ビ ッ ト イ メー ジ ド ッ ト 列 の 残り 数 
escflg: dc.b QQ *] つ 前 の デー タ が ESC で あっ た こと を 表す 
fsflag: dc.b 9 *] つ 前 の デー タ が FS で あっ た こと を きす 
tflag: do.b9@ * 以 前 の デー タ が ESC % で あっ た こと を 表す 
bimflg: dc.b 9 * 以 前 の デー タ が ESC J で あっ た こと を 表す 
bimdot: dc.b 9 * ビ ピッ トイ メー ジ ド ッ ト 列 数 の 上 位 き 8 ビット 
bimexf: dc.b 0 *24 ド ッ ト を 8 ドッ ト ず つ に 分 けた 時 上 か ら 何 番目 か を 表す 
iniflg: do.b 9 * 以 前 の デー タ が ESC c また は ESC p で あっ た こと を 表す 
reposf: dc.b の  * 以 前 の デー タ が ESC \ で あっ た こと を 表す 
rpslou: do.b 9 * 相 対 位 置 指 定 の 下位 ほ 8 ピット 
abposf: dc.b 9 * 以 前 の デー タ が ESC POS で あっ た こと を 表す 
abposd: dc.w 9 * 絶 対 位 置 指 定 設定 値 
pagelf: dc.b 9 * 以 前 の デー タ が ESC F で あっ た こと を 表す 
prnflg: dc.b 9  * OUTPRN か ら 飛 ん で き て いる こと を 表す 
emuflg: dc.b -1 *CZ 系 プリ ンタ ー の エミ ュ レ ー ト を 行う か どう か 
baiflg: dc.b 9 * 倍 角 モ ー ド で ある か どう か を 表す 
dotflg: dc.b 9 * ピ ビッ トイ メー ジ が 含ま れる か どう か を 表す 
hoflag: do.b 9 * ハ ー ド コピ ー 中 か どう か を 表す 
musifg: do.b の * オ フラ イン 時 に 無視 し た か どう か 
ohkpfg: dc.b の * プ リン ター 出力 の チェ ッ ク を 行う モー ド か どう か 
dspocd: do.b esc,"S9991'",9 * ヘ ッ ド を 1 ドッ ト 列 進め る 
katacd: dc.b esc, ">, の ネネ 片方 向 印 字 
St1fw: dc.b 2 の 9 * 改 行 幅 初期 化 値 
1fstcd: dc.b esc,’T20’,0 * 改 行 幅 設定 値 (可変 ) 
1f16cd: dc.b esc,'T16', の * 改 行 幅 16/129 イ ンチ 
1f8cd: dc.b emso, "TO8', の * 改 行 帆 8/129 イ ンチ 
1frevc: dc.b eac,'r', の *# 逆 旋 旬 改行 指定 
1fforo: dc.b esc,'f*, の *# 正 方 向 改 行 指定 
do768c: dc.b esc,"T9768', の 9 *16 ド ッ ト ピ ビット イメ ー ジ 768 ド ッ ト 列 
do969c: do.b esc, "19969', の 9 *16 ド ッ ト ピ ッ ト イ メー ジ 969 ド ッ ト 列 
do512c・ do.b esc,*T9512!, の *16 ド ッ ト ピ ッ ト イ メー ジ 512 ド ッ ト 烈 
douted: dc.b esc,’'I’,0 *16 ド ッ ト ピ ッ ト イ メー ジ 

even 
init: movem.1 di/aQ-al,-(sp) 


move.l parptr(a5),al 
sysskp: move.b (al)+,dQ 
bne sysskp 
igetac: move.b 
beqg normal 
cmp.b #’'#’',do 
bne igetac 
nxparg: move.b 
beq normal 
cmp.b #’/’',d9 
bne inierr 
move.b {al)+,dQ 
and.w #$df,dO 
cmp.b #’T',do 
bne inierr 
lfset: moveq.l # の 9,d1 
move.b (a1)+,d1 
Sub.b #' の ' ,d1 
mulu #19,d1 
add.b (al1)+,d1 
Sub.b #* の ',d1 
move.b dl,stlfwy 
bsr lfwset 
normal: lea hcopy,al 
moveq.1 # COPY,d1 
moved・1 # B_INTV,d の 
trap #15 
lea outlpt,a1 
move.w #$100+ OUTLPT ,d1 
moVved.1 # B INTV,d9 
も rap #15 
lea outprn ,81 
move.w #$100+ OUTPRN,d1 
moveqg.l # BINTV,d@ 
trap #15 
pea mes 
dc.w PRINT 
adcdq.1 #4,sp 
move,l #init,devend({a5) 


* パ ラメ ー タ ポイ ンタ 


(al1)+,d ひ 


(a1)+,dO 


* 大 文字 に する 


* 改 行 幅 初 期 設定 値 


*TRAP12 (COPY KEY) 
* B INTVCS 


*TOCS $3E ( OUTLPT) 
* B INTVCS 


*TOCS $3F ( OUTPRN) 
* B INTVCS 


* デ バイ ス ド ラ イ バ 終 了 ア ドレ ス 


movem.l (spD)+,d1/a の -a1 
clr.w dQ 
rts 

inierr: pea errmes 
dc.w PRINT 
addq.1 #4,sp 
movem.l (sp)+,d1/a9-a1 
move,w  #$700d,d の 
rts 

mes: dc.b 13,10 


dc.b ’PRINTER DRIVER for X68999 version 1.23 by Natohsoft',13,.19 


dc.b "PRN/LPT の ファ イル 名 で プリ ンタ に 印字 可能 で す 。 (PPP で 16/24 ド ッ ト 切 り 替 え 等 ) ”,13,10,0 


errmes: dc.b 13,19 
dc.b "バラ メー タ に 誤り が あり ます 。',9 
end 
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マシ ン 語 カク テル in Z80's Bar 
謎 の ゼン ジ ソ フ トーーー 


第 3 回 


シナ リオ : 金子 俊一 
特別 監修 : 浦川 博之 
ィ ラ スト : 山田 純二 


西川 番 司 


カラ ンコ ロー ン (ドア の 開く 〈 音 ) 

マス ター( 以 下 M) : いら っ し ゃ い , 西川 き 
ん 。 人 日 も 自主 休講 で すか ? 
西川 善司 (以下 善 ) : いえ いえ 。 

M : まき か 学校 や めちゃ っ た だ ん で すか 。 
薔 ほ [は は は っ ,。 その と お り 。 い や ぁ , ソフ 
ト ハ ウス を 作っ ちゃ っ だ た だ ん で す よ 。 名 づけ 
て ンジ ツラ トト 」 

M : 中 国 は 広島 生ま れ の 手品 師 み た いな 名 
前 で すね 。 

善 …… 。 ( ひ ゅ 一 と 風 が 吹く ) 

M : で , 第 1 号 の ソフ ト は な ん な ん で すか >。 
其 いや あぁ あ 。 ア ダル ト ソ フト で す よ 。 は っ 
は っ は 。( ひ ゅ 一 と 風 が 吹く 〈) 

長老 (以下 老 ) : ほほ ほほ , 西川 くん 。 お ぬ 
に も た 音 し だ の う 。 し か し よ まだ まだ 青い お わ 。 
Z80 は そん な に 簡単 に 極め ゆら れる も の で は 
な い ぞ 。 

善 : と, その 声 は 17 どこ だ りり 

老 : ちょ っ と 待っ て ぉ れ , 手 を 洗う か ら の 。 
(よじ よ じ ょ よー も あー と) ギィ イー と ドイ シル 
の ドア が 開い て ) 


老 : は っ は っ は っ 。 ここ じゃ 。 し か し 西川 


くん , ソフ ト ハ ツウ ス を 作っ た は いい が , ま 
だ ろく に プロ グラ ム も 書け ん じゃ ろう が 。 
善 ' テグ 。 

老 : まぁ よい 。 今 答 も , わし の 話 を し っ か 
り 聞 いて 精進 きれ よ 。 ふ ぉ っ ふ お ぉ お つ ふ お ぉ お つ 


» 
つや お 。 


シフ ント 症 令 の 怪 


老 : よ うこ て くん 。 下川 くん に は スイ カッ ー 
ダ 2( 生 1), わし に は サス ケ ( 注 2 ) を て れ 。 
うこ (し Ye) は い 。 

善 : ああ ぁ あー, スイ カ ソ ー ダ 2 は うめ ぇ 。 こ 
の キュ ツリ を か じ り な が ら ク リー ム ソ ー ダ 
を 飲む よう が な 青く る る が だ たまら ん 。 と ころ 
で 長老 , 私 , 前 か ら 思 っ て いた ん で す が , 


DD 
くつ oooSod 


“ 
So る > 


今夜 は 一 見 し て どう 使う の か な か わからない シフ ト 命 人 吉 と ロー テイ ト 命 
令 に つい て 長老 の 講釈 を 拝聴 し まし よう 。 西川 君 も プロ グラ ム ム を 持 
参 し , 今夜 は 酔い ガ 回 つ だ 様子 。 な お , この ドラ マ は フィ フシ ョ ン 
で あり の 実在 の ソフ ト ハ ウス , プロ プラ マ と は 一 切 関 係 あ り ま せん 。 


シフ ト 命 令 と か ロー テイ ト 命 令 っ て 何 に 使 
うん で す ? SHIFT キ ー と 関係 ある と か ? 
老 : な いわ け で は な いな 。 シ フト (SHIEFT) 
に は "移動" と か "転換 "と か いっ た 意味 
が ある よう じゃ が 。 ひ ら っ だ くい えば ず 
ら す ” と いっ て し まっ て 構わ な いよ うじ ゃ 。 
ロー テイ ト (ROTATE) は 回転" と いう 
意味 だ な 。 だ と えば ASCII コ ー ド で A は 
41 ロ 』。 B は 42』。 a は 61』。 b は 62H じ も ゃ から, 
小文字 は 大 文字 も 20m ほど ビシ フト きせ て い 
る と も 考え られ る か ら の う 。 うむ , 確か に 
初心 者 に は いっ た い 何 に 使う の ヵ 戸 惑う か 
も し れ ぬ な 。 それで は , まず シフ ト 命 令 か 
ら 話 を うか 。 
Yo : シフ ト 命 令 っ て いう と お ぉ …… DE 
A と か ぁ , SRL と か が かぁ, SRA も ある っ し い 。 
宅 こ と で うじ ゃ (よう こく 《 く ん 。、 し ば らく 
見 な いう ち に 随分 と ミー ハー な 日 を きく よ 
うに な っ た だ な) で は , SLA が 実際 に や っ て 
いる こと を 県 て みよ うか が 。 

A=49m が 入っ て いた と し て , これ を 2 進 
表記 する を ま 。 

A =01001001 (49j) 

ここ て , SLA AT を 実行 する と 。 

A=10010010(92』) と な る 。 

つま り , 各 ビ ッ ト 列 を 左 に ずら し , 一 番 
右 の 空い た ビッ ト に は 0 が 入る , と いう わ 
け だ 。 左 か ら は み 出 た ビッ ト は キャ リフ ラ 
グ に 取り 込ま れる と いう わけ じゃ な 。 
善 : ふぅ うー ん 。 それ の どこ に 使い 道 が ある 
と や うん で ナリ 
老 : 49』 は 10 進 数 に する と 73。 92m は 10 進 数 
に ずる と 146。 
Yo: わか つっ だ 。 2 借 に な っ て いる の ね 。 
老 : その と お り 。 これが 10 進 数 な ら 左 シフ 
ト で 10 僅 じゃ 。 
M: も う 1 度 「SLA A」 を 実行 する と どう 
な る ん で すか 。 
次 え , だ か ら , 


A =00100100 (24) と な っ て キャ リフ 
ラグ に 1 が 入る ん で し ょ 。 
老 。 おお, 西川 くん に し て は よく で きか た を な 。 
キャ リ は 8 ビッ ト か ら は み 出 た 桁 だ か ら , 
これ を 256(100g』) と 考え れ ば , 

24m 十 100 ロ 124 ロ =292 
を が る 。 
M : 最初 の 49』 (73) の 4 倍 で すね 。 
老 : そう 。SLA を n 回 行え を ば 2 の n 乗 倍 さる 
れる の じゃ 。 ちなみ に, SLA は Shift Left 
Arithmetic (算術 的 左 シ フト ) の 略 じ ゃ 。 
Yo: 右 シフ ト に は SRA と SRL っ て , 2 つ 命 
令 が ある みた いね 。 
老 : ふむ 。SRL の 動作 は まっ た 《 く SLA の 逆 
な ん じゃ 。 こ ちら は Shift Right Logical 
(論理 的 右 シ フト ) の 略 だ 。SRA は Shift R 
ight Arithmetic (算術 的 右 シ フト ) で , 少 
し ば か り 動 作 が SRL と は 違う 。 

SRA は それ ぞ れ の ビッ ト 列 を 右 に ずら し , 
は み 績 だ ビッ トド は キネ キャリ に 太る 。 ここ まで 
は SRA も SRL も 同じ じゃ が , 一 番 左 の ビッ 
ト は 変化 し な いと いう の が SRA の 特徴 だ 。 

だ か ら ,。 

A =10010010(92』) 
で , 「SRA A」 を 実行 する と, 

A =11001001(C9n) 
た な る 。 
善 ふぅ ん 。 名 前 か ら す る と, SLA の 反対 
っ て SRA の よう な の に , SRL が SLA の 反 
対 の 働き を する の か 。 
M : 覚え 違い し を そう で すね 。 
老 : し か し , 名 前 の と お り SRA の ほう が 算 
術 的 じゃ ぞ 。 
善 なんで? 
老 : 92n を 符号 付き の 数 と 考え れ ば ー110, 
C9a も 符号 付き の 数 と 考え れ ば ー55。 
M : あぁ 。 な る ほど 。 1 バイ ト の 符号 付き 
の 数 で は 最上 位 ビ ッ ト (7 ビット ) は 符号 
ビッ ト だ か ら , SRA は それ を 保存 し て シフ 


マシ ン 語 カク テル in Z80's Bar の Z 


トド し て いる わけ で すね 。 
鞭 : 符号 を 変え た ない 左 シフ ト は な いん で す 
か 。 
老 : うむ 。6809 (FM-7 な どの CPU) に も な 
いよ うじ ゃ な 。 少々 動作 が 複雑 び だ から 実 現 
で き な か っ だ の が も し れん 。 
Yo: あの う 。 と ころ で 1 バイ ト の 符号 付き 
の 数 っ て な ん で すか ぁ ? 
M : それ は ね よう こち ゃ ん , 2 の 補 数 表現 
と いっ の て ね 。 とい う 数 が あっ た と し て , 
全 ビ ッ ト を 反転 し て か ら 1 を 足し た も の を 
ーX と 考え る と いろ いろ な 面 で 都合 が いい 
ん だ 。 コ ンピュータ の 世界 で は これ を 負 の 
故 と し て 扱う こと が 多い ん だ よ 。 
善 : そう 。 こ の 2 の 補 数 表現 で は 最上 位 ビ 
ッ ト が 千 号 ビッ ト と な っ て いて この ビッ ト 
が 1 だ と 負 。 0 だ と 正 と いう わけ 
老 だ と ん は ニー さす を 考 ん えて みよ うか の う 。 
03m=00000011g 
光 ピ ッ ト 反 転 し て, 
FC =11111100g 
l] を 足す と 。; 
FDn =11111101g 
これ や を マイ ナス 93 と 考え る わけ りゃ や 。 誠 し 
に 10 う を 計 見 し て で みよ うか 。 
10=00001010g 
ー 3 =11111101g 
100000111g 
ここ で 人 答え は 107ma と な る わけ だ が 。 今 は 
8 ビッ ト て で て 数 を 考え て いた わけ じゃ か ら , 
は み 出 た 部 分 を 無視 する 。 そ うい うわ け で 
答え は 7 と 。 


回 る 回 る ロー テイ ト 


薔 : シフ ト は だ いた いわ か っ た けど ロー テ 
イト は ? ロー スト ビー フ の 親戚 と か 。 


老 : (無視 し て ) ロ ー テ イト 命令 は 単なる ロ 
デイ トド ちば = アオ イオ ドリー ュ ジ の 2 通 9 


が ある 。 
著 : あの 十字 架 と に ん に て が 嫌い と いう 。 
老 : (さら に 無視 し て ) つ ま 5, 
ティ 4 下 
RLC (Rotate Left Circular) 
RL (Rotate Left) 
有史 チッ i 
RRC (Rotate Right Circular) 


RR (Rotate Right) 
が ある の じゃ 。 
善 あの 信 は 格 柚 で 眠り , 夜 に は 生き 血 を 
水 め て きま よう と いう 。( 証 うつ て る や ゃ ツ ) 
老 : (と ん どん 無視 し て ) こ こ で は 左 ロ ー テ 
だ に つゆ て 語 す こと に する で ぞ 。 有 に つい 

て は その 逆 まだ と 考え て は ほしい 。 ま ず は RL 
C じ ゃ 。 
善 : あ , それ で て 回転 寿司 に 入る と 言わ れる 
の かり あー。 いら うし ゃ ーー (REC っ て 。 
(回 転 寿司 は 左 回 り で す , 念 の た め 。 そ れ に 
し て も 強引 な ダジャレ ) 
YO: あほ は は ば は っ 。 さ すっ どー ペン な 人 ーー。 
M : ダメ だ よ よ うこ ちゃ ん , 相手 に し ちゃ 。 
ヘン が 移 つ ちゃ うか ら 。 
老 : RLC は レジ スタ の 内 容 を 左向き に 回 転 
きせ る 命令 な の じゃ 。 
次 : と 。 い うと EE が 回 に な っ た り , H が 中 
に な っ だ 0 り R が 久 に な っ だ りす る と か 7? 
老 : お いこ ら 西 川 く ん ! 私 は 君 が ロ ー テ 
イト 。 シフ ト 命 令 を 教え を て ほし いと いう か 
ert: = (長老 コマ イ 目 で に らら も むせ) 


トコ トス た 上 
M: 反 省 し て いる みた いで す 
is っ 。 ぴー つう 。 っ ot es 


Yo ) 寝 で ます すね"。 

老 : ほ っ と きだ た まえ 。 まあ 睡眠 学習 に な る 
じゃ ろ 。 え ぇ 一, 気 を 取り 直し て と 。 RLC は 
まま LA の と きま と 同じ よう に まず す 友 に に 
ッ ト を ずら す 。 はみ出 た ビッ ト は キャ リ に 
RO 


シフ ト , ロー テイ ト 命 令 の 働き を 図 で 表す と 
こん な ふう に な る 。 


SLA "76543210 
ye < 圭二 圭二 | 一 0 
NN 76543210 


0 一 > ーーー ラ |Cy | 


で 4 OK 7 6543210 
の や OL に に モ た ギ 


の 9 Ohnx 1989.9. 


M こと まで は SLA と まっ だ (て で すね 。 
老 : そし て 。 一 番 右 の 空い た ビッ ト に は 先 
ほど は み 出 た ビッ ト が 入る 。 
だ と と は 
A=10101010n (AAn) 
を 「RLC A」 を 実行 後 は 
A =01010101』 (55H) 
と な り , キャ リ に は 1 が 入っ て お る 。 これ 
で わし が さき さっ き 回 転 ほ 言っ た 意味 が わか っ 
2 や の 。 
Yo: え ぇ 一 。 それ じゃ あ , キャ リ と 一 番 右 
の ビッ ドン つて いつ も 周 じ な ん て すね 。 
老 : そう いう こと じゃ 。 ふ お つ ふ お つ ふ お 。 
カラ ジョ コー 
源 光 (以下 光 ) : こん ば ん は 。 
M: い らっし ゃ い 。 
ル ら お や 月 の 6 が は の か に" と 知る 
よさ きん て し た だ かり 。 
の た こん は ん は 、 光 君 
25 、 の 。 今日 は アザ サ セ FPF2I ね 。 と ころ で とこ 
こ に 寝 て いる ビッ グ バ ン の よう な 頭 を し た 
キジ シェ は な が ん な の て す ? 


(ます きり 。 


老 : あー, わし の 弟子 の 西川 じゃ よ 。 
光 : ふっ , 長老 も 地 に 落ち まし た ね ぇ , ア 


ヒル まで 弟子 に する ん で すか ? 

老 : む 。 こ れ に も 一 応 知恵 は ある と 思う の 
じゃ が …… まあ よい 。 いま ロー テイ トト 命令 
の 講釈 を し て お る か ら お ぬ し も 聴く が よい 。 
え ぇ 一 。 今度 は RL じ ゃ や が RLC の とき と 同じ 
の 2 トド の た し の CV の 上 

光 : 一 番 右 の 空い に た ビッ ト に は キャ リ が 入 
り , 左 ず れ に よっ て は み 出 だ ビッ ト は その 
キャ リ に 入っ て 〈 く る 。 つまり, キャリ を 合 
め だ 9 ピ ゼッド の RIC 省 隻 と て も いい まし ょ 


Yo: ね あ 、 混用 すさ ャ ー い 。 
老 *: そ の よね おり 。 つ まり 。 
A=10101010』(AAn) 
で , キャ リ に 0 が 入っ て いれ ば 「RL A」 
実行 後 で , 
A =01010100n(54g) 
と な る 。 そ し て キャ リ に は RL 実行 で は み 
出 た A の 最上 位 ビ ッ ト の 1 が 入っ と る と い 
うわ け じ ゃ 。 
Yo: で も ロー テイ ト 命 
使う の ? 
光 > ラー ん 。 だ た た る く は 。 4 回 REC や RRC を 
実行 すれ ば 上 位 4 ビッ ト と 下位 4 ビッ ト の 
交換 で き る し ……。 
老 : R し や RR は キャ リ を 取り 込む こと が で 
きる 命令 じゃ か ら , 計算 の 繰り 上 が り 繰 9 
下がり の 処理 な ど に 使わ れる な 。 
M : あの , 話 は 違う ん で す が , そう いえ ば 
シフ ト や ロー テイ ト っ て オペ ラン ド に は A 


7 仙 つ て いっ た だ たい 何 に 


も りや (HL (U キ 0 な と の 8 し 
ッ ト の も の し か 扱わ な いん で すね 。 

老 : うむ , で も 今 ま で の 命令 で 同じ よう な 
処理 は 可能 じゃ ぞ 。 た と えば 「SLA HL」 


だ が と は 。 
SLA し 
RL H 
と な る し TORE HL は 
に 
RR 2 
と な る 。 
Yo: す う ご ぉ 一 い 。 


光 ) も つと も 「SLA HL」 と し た いな ら 5 ば 
「ADD HL, HL」 と いう の が あり ます けど 


ね 。 

Yo : 光 君 すご ぉ ー い 。 (これ ば っ か )) 
老 : な か な か や る な 。 お め ぬ し 。 

M : あの う , レジ スタ の 値 を 2 の n 乗 倍 す 


る らき AkY を も TOT。 だ も た は 6 倍 す る と 
き と か は どう する ん で す ? 

老 : うむ 。 そ を そう 思う の も ご も っ と も 。 それ 
は 以下 の よう に する の じゃ 。HL を 6 借 す 
る と すれ ば , 


ADD HL, HL :HL*2 

1 の 505) 

上 EL ‘DE=HL 

ADD HL, HL ;HL*4 

ADD HL, DE :HL ネ *6 
と する の じゃ 。 


Yo・ め ん と くさ 一 い 。 
光 : だ けど よう こち ゃ ん , 掛け る 数 が わか 
りき っ て いる と き は 掛け 算 ル ー チ ン を 使う 
より 速い し ん だ は よ は 。 

老 : そう じゃ な 。 も っ と も 2Z80 に 掛け 算 の 
ml X1 用 グラ フィ ッ ク 画 


面 消 去 プ ログ ラム (この リス ト は Z80 の 一 般 的 な ア 


命令 が あれ ば それ に 越し た こと は な いん じ 
や が な 。 
YO 。 ふう 一 ん 。 


人 ん 々 の ビッ トビ ッ ト 


老 : あ と は じゃ , ロー テイ ト 命 令 に は RLD 
や RRD が ある が , まあ これ は 2 進化 10 進 数 
の 話 が 出 て きだ た とき に 取り 上 げ る と し て , 
ほか に ビッ ト を いじ くる 命令 に SET, RES, 
BIT な と か が か お る 。 
M : これ は 名 前 か ら も な ん と な く 想 像 で き 
ます 和紀 SET も と し た と する と も 
ジス タ の 第 1 ビッ ト を セッ ト (1 に する ) 
し て 。 RES 5 AN」 と し だ と すれ ぼん レン 
スタ の 第 5 ビッ ト を リセ ッ ト す る (0 に す 
る AE し よう 
光 : そう 。 BIT は 指定 し だ た ゼ ビッ ト を 反転 し 
て ゼロ フラ グ に 取り 込む 命令 。「BIT 3,A」 
は A レジ スタ の 第 3 ビッ ト を 反転 し て ゼロ 
フラ グ に 取り 込む も 
Yo : ビッ ト の 反転 っ て な ぁ に 
2 と ピ ト が 人 人 が らき ま 。 な いひ だ 
だ kg 
Yo: そ うか あぁ , じゃ, 今日 説明 し て も ら っ た 
符号 付き の 数 な ん か の 正負 を 判断 する の に 
0Y お 和 。 だ らん は 。 
BIT 7,A 
JR NZ, MINUS 
と か すれ ば A の 符号 ビッ ト を 検査 し て A の 
止 負 を 確か め た り で きる わ 。 
光 : そう だ ね , その 組み 合わ せ て 疑似 的 に , 
JR M, MINUS 
と し て 使え る ね 。 


する 


次 : ふぁ ぁ ー あ 。 (大き な アク ビ を し て ) あ 
れ ぇ , 長老 ずい ぶん 若返っ ちゃ っ て オマ 
に 別人 か と 思う ほど いい 男 に な り ま し た 
ね る と RLC は どう な り ま も た イイ 故に や 富 
に や 

光 : お や お や アヒル 君 , 酔い は 醒め まし だ 
か ? 


凌 : た っ ここ 。 ここ に アセ レル が い 
る の ? 

ENSSKUDO 

善 [: あっ も うこ ん な 時 間 ど だ, これ 今日 の 飲 


み 代 ね 。( と いっ て プ ブログ ラム を ひと つつ 置 〈) 
を し じゃ 。 バイ バイ 。 

トカ ラン コロ ョ ロー ジン 。 
老 : ふむ , 西川 考 ど こま で 作っ た の か な :? 
アダ ルト っ て いっ て た だ っ け 

光 : ゼ ンジ ソフ ト 第 1 回 作品 「 グ ラフ ィ ッ 
ク 画 面 消 去 プ ログ ラム 」 だ っ て 。 
画面 が 消え る だ け だ 。 

M と た いう こよ は 、 も っ ろか ら 寺 は まだ 
光 この先 は [読者 の ご 想像 に お まかせ し 
ます 」 か あぁ 。 

Yo: ひょっと し て カレ , すご い 想 像 力 の 持 
ち 主 な ん じゃ な い ? 


ee 


2 う 一 ん, こわ いや つ (Oi2 o 
注 !) か の 有名 な (か どう か は 知ら な い が ) スイ 


カ ソ ー ダ の パー ト 2 で ある 。 キリ ン が 出し て いる 
の が 驚き だ 。 

注 2) 「 つ づく 」 の 3 文字 を 残し , いつ の 間 に か 消 
えて な く な っ た 未完 (? ) の 庶 酸 飲料 。 

注 3) RLC A, RL A, RRC A, RR A と 同じ 働き を 
する | バイト 命令 が ある 。 それ ぞ れ RLCA, RLA, R 
RCA, RRA が それ て で , 処理 速度 も 半分 で ある 。 これ 
は Z80 の 8080 と 互換 性 を 持た せる た め に 設け られ 
た 命令 で ある 。 


セン プラ で アセ ン ブ ル で きま す ) 


9006 ] 本 未 玉 本 本 本 炒 本 本 玉 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 キネ E02F 44 46 LD B, H 

9099 人 ゼン ジ ソ フ ト 第 1 回 作品 E936 4D 47 LD Ct ;BC—HLx16 

0000 3 グラ フィ ッ ク 画 面 消去 プロ グラ ム E6031 29 48 ADD HL, HL ix82 

90999 4 1 本 本 本 本 本 水 本 本 本 本 キネ 本 キ 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 E932 29 49 ADD HL, HL jx64 

E6006 5 ORG 9E009H E033 99 59 ADD HL, BC HL HLx64+HLx16 ォ ャ ラク ター 座標 を 86 倍 し て 、 
F999 6 E634 C1 51 POP BC : 先程 と っ て お いた も の を 

E000 9E 77 7 LD C.91110111B iMASK PATTERN E035 09 ADD HL, BC : こ れ と 足し て 、 

E902 06 04 8 LD B,4 ;LOOP COUNTER E9036 91 60 49 53 LD BC, 49900H 

E0904 9 な ぜ 4 か と いう と ? マ 22^ ター ン が 以下 の よう に E039 09 54 ADD HL, BC :4000H を さら に 和 加えれ ば 

E6094 19 5 変化 する か ら で あ る E03A 44 55 LD B,H 

E004 11 101119111 — 00110011 一 99910961 一 09999996 E03B 4D 56 LD Ct も BC は 完全 な ( 青 の ) G-RAM の ァ 7 ト "ルス と な る 。 
E9094 12 1 (これ て で 完全 に 消え る ) E03C 57 

E0904 13 MAIN LOOP: E03C 26 59 58 LD H, 89 : 横 は 649F" ッ ト そ 8<80 で ある か ら 

E004 CB 69 14 RRC Cc マス クハ ター ン を 右 ッ フト E03E 59 i カウ ンタ ー と し て 89 を 使う 

E096 C5 15 PUSH BC E93E 69 CLR_LP1: 

E007 16 64 16 LD D,190 iD-166 D に Y 庫 標 E63E ED 78 61 IN A, (C) :G-RAM か ら ヶ テー- タ を 読む 。 

E909 96 06 17 LD B, 9 :B<9 B は ルー7 カウ ンタ ー で 256 が 入っ て いる 。 E040 A3 62 AND E i マス クハ ター ッ と AND を と っ て 

E00B 18 CLR_LP9: E6041 ED 79 63 _ 0UT (C) ,A : 書 きこ む 。 

E99B 79 19 LD A,C 64 

E00C OF 29 RRCA ュ マ スク "ター ン を 右 シ フト EK943 78 65 LD A,B 

E99D @F 21 RRCA 1 マメ タム ターン を 右 シ フト FE944 C6 46 66 ADD A, 46H 1BC+-BC+4669H 

E06OE 4F 22 LD C,A E646 47 67 LD B, A ; これ で BC は 赤 の 7' レー ン の 7 トド * ル 2 と な っ だ た 。 
K60F SF 23 LD E, A 1 ドニ マ スク ハ ” ター ン E047 ED 78 68 IN A, (〔) 

E010 7A 24 LD A,D E049 A3 69 AND E 

E911 C6 75 25 ADD A。117 iY 座 標 に 117 を 足す . ここ の 値 を 変え る と 画面 の E64A ED 79 70 0UT (C) ,A : 青 の と き と 同 様 の 操作 を する 。 

E6013 57 26 LD D,A i 消 え 方 も 変わ る 。 E94C 71 

E614 FE C8 27 CP 299 :Y 座 標 が 296 を 越え ん て し まっ た か ? E04C CBF9 72 SET 6,B プーーー 

E016 39 42 28 JR NC, OVER_208 E64E 73 _ で BC は 緑 の ア レーン の テト "ルス と な っ た だ た 。 
E918 C5 29 PUSH BC ルー プ ” カウンター と マス ク A′ ター ン を ャ ー プ " E64E 74 : ( 琴 際 に 4000W を 忌 よ ちら の 方 が 
E019 E6 907 39 AND 7 iY 座 標 を 8 で 割っ た 放り を 求め る 。 E04E 75 i 速 いた めこ うし て いる 

E61B 87 31 ADD A,A ix2 E04E ED 78 76 _ IN A, (C) 

E61C 87 32 ADD A,A ix4 E050 A3 77 AND E 

EG61D 87 33 ADD A, A ix8 これ を 8 人 税 に し て 、 E95】 ED 79 78 00T (C) , A i 青 の と き と 同 様 の 操作 を する 。 

E61E 67 34 LD H,A E9053 79 

EQIF 2E 909 35 LD L, 9 ;HL=A E953 CB B8 89 RES 7,B i 青 の ア レン の アァ トル 2 に 戻す 。 (BC 一 BC-80909H) 
E021 E5 36 PUSH HL ; と っ て お く 。 E055 93 81 INC BC 

E022 6A 37 LD L, D E956 25 82 DEC H 

E6023 CB 3D 38 SRL L E057 29 E5 83 JR NZ,CLR_LP1 :86 回 分 LO0P し た か ? 

E925 CB 3D 39 SRL L E659 C1 84 POP | 

E027 CB 3D 49 SRL も :Y 座 標 を 8 で 割る 。(*+22*- 座 標 に 変換 され る 。) E65A 85 OVER _209 

E029 26 69 41 LD H, 6 E05A 19 AF 86 DJNZ CLR_LP9 1256 回 分 L00P し た か ? 

E92B 29 42 ADD HL, HL ix2 E05C C1 87 POP BC 

E62C 29 43 ADD HL, HL jx4 E95D 19 A5 88 DJNZ MAIN_ LOOP i4 度 L00P し た か ? 

E02D 29 44 ADD HL, HL ;x8 E05F C9 89 RET 

E92E 29 45 ADD HL, HL ix16 
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XX1/XX]turDO 用 さて , 先月 は ベー ジ の 都合 に 

い I Hanai Akiyoshi より お 休み し て し まい 申し 訳 

/ \ プ / \ の リア リ 花井 章 能 あり ませ ん で し だ 。 今回 は 気 

X]/X]tUrDO 用 合 の 入 つ だ 4 本 , ゲー ハム ミユ 

さ ss ms デー ジッ ク は も ちろ ん の こと 

代々 礎 ン ) ーー』 校歌 伊藤 圭一 バッ ハ の イタ リア 協奏 曲 に 代 

々 木 ゼ ミナ ー ル 校歌 まで ユニ 

サン ダー クロ ス よ り First Attack nmen ore 

Tachikawa Masayuki 

me ど 4 に 残暑 だ け な わ (? ) の 季節 で す 

ノノ I に dC 立川 正之 が , は りき つて 聴い て みて ぐ 
X58000 用 og ファ ルコ ュ ム だ さい 。 

ソー サ リリ アン Nishikawa Zendi 


「 呪 われ た クイ ー ン マリ ー 号 」 よ り 


baroque for Music BASIC 
ke 


今月 の 1 曲目 は Music BASIC 用 イタ リア 
協奏 曲 。1734 年 に 作曲 さる きれ た , バッ ハ の 作 
品 の 中 で も ポピュラー な 曲 の ひと つ で す 。 
プロ グラ ム は 第 1 楽章 か ら 第 3 楽章 の 各 
童 が リス ト 1 か ら リ スト 3 本 
られ て いま す 。 3 楽章 を 続け て 聴く に 

リス ト 1 の 110 行 ! 
画面 に PLAY"XX と 出 た ら リ ター ン キ ー を 
押し て 演奏 を 始め て くだ さい 。 

この デ ロ グ ラム て は 各 パ パード デー タタ ー 
括 し て バッ ファ に 送り 込ん で いる の で RUN 
し て か ら 曲 が 始ま る まで に 多少 時 間 が か か 
り ま ょ す 。 変数 領域 を 確 代 し て まとめ て バッ 
ファ に 送り 込む と た いう, テン ポ を ずら さる な 
だ ゆめ の この テク ニッ ク は PLAY Z の な 
い X1 ユ ー ザ ー と し て は か な り 有 効 だ びと 思い 
ます 。 一 時 期 は や っ た だ た A$( 1 ) =“…… っ A$ 
( 2 ) ="…… "の や り 方 に 似 て いま す が , は 
る が に スズ マー 下 で すし 。 入力 し だ ころ みき 
で きっ ちり 聞け る と いう の は と っ て も オイ 
シ い と いう わけ で , メ 1 ユー ザー 以外 の 人 も 
ぜひ プログ ラム を チェ ッ ク し まし ょ う 。 簡 単 な 
仕掛 け で 効果 も バッ チリ な の で す が , メモ リ の 


Pb も 9 HI 


サン ダー クロ ス 


Z の onx 1989.9. 


6 内 の テー マ : 


に ある ne い 


消費 量 は 大 きい の で うま く 《 使 っ て くだ る 
a この ロラ CeOLABEL 
~- を ブロ グラ ム の 頭 の ほう に 持っ て い 
が # け で 演奏 開始 が か な り 早 く な り ま す 。 


さあ て , お 次 は 


な ん と 代々 木 で ミ の の 校歌 で す 。 

手帳 の 4,5 ペ ー ジ に 載っ て い 
MML 化 し て 送っ て き て くれ まし た (リス 
ト 4 )。 う 一 ん , Oh!X の 読者 っ て な ん て レ 
2 パー トリ ー が 広い ん だ ろう 。 

この ブロ グラ ム は 祝 版 。 MIDI, MusicB 
ASEIC と いう 。、 これ まで Oh と て 和 発表 きれ 


て きた MML な ら ば すべ て で 演奏 可能 で す 。 


音色 DATA と し て , VIP に 入っ て ぃ いる“C 
HOICED VOICE.VTD" を B000 番 地 に ロ 
ー ド し て が か が ら 5RUN し て くだ さい 

代 ぜ ミエ と いえ ば 日 本 3 大 予備 校 の ひと つ 
で す が , その 校歌 を 載せ て し まう あたり は 
きす が に 受験 情報 誌 Oh!X な ら で は と いっ 
だ じじ が あり ます ね 。 ク ラシック か りら ゲ ー 
ム ミ ュー ジッ ク 。,。 予備 桜 校歌 まで と 今月 の 
選曲 を 見 て も ら ぇ えば は ば 一目瞭然 で す が , Oh! 
X で は スタ ッ フ に 受け れ ば な ん で も あり な 
の で す 。 あ な だ も これ な ら 6 受ける! と 思 


わる か っ だ なす mh の 


わし は ここ に すん どる Ab ゃ ' 


な ん る と こる て 


西川 番 司 


っ た 曲 は ビシ バシ MML 化 し まし ょ う 。 軍 
民 マ ー チ だ ちら て 公 の 子 ル ン ル ン (知ら な い 
か が?) だ っ て アッ メン シ シ し ちや っ うだ り 。 きま 
た 演歌 上 且 ア ウト ラン ・ こ ぶし を きか せ て 
の うば しれ! “と 上 か が か 、 オリ シナ ルツ シグ 導 
費 税 に エン ズ イ ギ ギリ” な ど 。 い まま で に 載 
っ て いな か っ だ よう な ジャ ン ル の 曲 も 大 歓 
迎 で す よ 。 (S.K.) 
| 
サン ダー クロ ス 発 進 
= 
さて 。 X68000 用 に コナ ミ の ザン ダー クロ 
ス よ り FHirst Attack で す 。 こ の 曲 は “ び よ 
よら ちん ポル グダグダ メ ント や 。 うに よう に ゅ " 
ビブ プラート が と っ て も 気持 ちょく て ,「 う ん , 
こ NY つ は ゆい いで 、 な か な か 訂 き だ で 」 と ゆい 
に な 0 ジラ し た の で で 
得意 分 野 の ゲー ム ミ ュー ジッ ク な の で い 
くら か 楽 で し だ が 。 きす が に 冒頭 に 出 て く 
る 上 向き の な が 一 い ポ ル タ メ ント を 再現 す 
る の は 疲れ まし た 。 初め は 「 音 和 何 を 粗く し 
て ご すか し て し じ さ まさ ポポ う 3 ん とか 「 プ ラル ー チ 
ン を 組ん で ポル タメ ント デー タ を 作ら せよ 
うか が な が 」 と か 考え た て い だ た ものの, そこ 
す が に (?) う きん くさ きい 人 間 の 私 , 音 が 粗 
く な る の は 嫌 だ し , サブ ルー チン 組む の も $ 
大 変 び し , 「 あ ー め ん どく 〈 き , Y コ マン トド 並 
さよ と に いす こら と に な すき きも 大 。 
リス ト 5 を 見 て きっ と 気 が 遠 く な る と 思 
いま す が 。 一 応 , 行 の 使い 回 し が で きる よ 
- し て ある の で 気長 に や っ て くだ きい 。 
この プロ グラ ム は OPMA に 対応 し て いま 
すす 。 あか が かげ て サン ジリ ング ドラ ム も バン シバ 
シ , FM 音源 の み の ア ー ケ ー ド 版 よ り も カ 
きよ くだ なっ て し まい まし た 。 も ちら みん 。 
FM 音源 で ドラ ム を 出力 し た うえ で サン プ 
リン グ を 重ね て いま すか ら , この まま で も 


十分 聴き ご た え が あ り ま す 。 だ だ, 気 に な 
る 人 は 9000 行 あたり の 文字 変数 の な か の 
の を すす ば は ば す は と も と 人 も て くだ きい és 
今回 は サン プリ ング パー ト は まっ た く 北 
り ま せん で し た が , ヤル 気 と OPMA の ある 
人 は シン バル を が し ゅ が し ゅ 鳴ら し たり ク 
ラッ プ グ を ば ば ん が ば ん と 入れ だ た り し て ,。 楽 
し ん て みて で だ さい ゆい 。 (立川 ) 
Nm ST ジー ーー ココ 
お 馴染 み ソ ー サ リア ン 
= 
や っ ぱり ソー サリ アン は いい な あ 。 と い 
うわ け で , シナ リオ 「 ク イー ンマ リー 号 」 


の 中 か ら 船 内 の テー マ を 同じ く X68000 の 
OPMA 用 に アレ ンジ し て 作っ て み ま し た 。 
プロ グラ ム は リス ト 6 で す 。 

X1 用 で は PSG で 鳴っ て いた 裏 メ ロ を F 
M シ ン セ プラ テス で 鳴ら し て 。 リズ ム は も もち 
ろ ん サ ンプ ブリ ング 。 い い 雰 囲 気 が 出 て る で 
し ょ う 。 FM 音源 の ほう で は , 皆さん に も 
すっ か りお ゎぉ 馴染 みほ と な っ だ アル ゴリ ズム 4 
の ピアノ (@72) や エレ クト リッ クオ ル ガ ン 
(@76) な ど に ハー ド LFEO を か けた も の に ., 
さら に KEF (キー フラ クシ ョ ン ) を ずら し た 
も の と 重ね て , 簡単 な エコ ュー 効果 を 出し て 
み ま し た だ (リス ト 中 の func vset2( ) を 参照 


し て くだ さい り 。 この 昌 を る, ジー サリ チン を 
知ら な い 友 人 に 聴か せ た ら , 彼 い わ 《 「 侍 
ジャ イア ン ツ みた い だ ね 。 は ほら , お れ は さ 
一 ちい 一 。 う て お ね お 」 と いら て まし た っ し 

と ころ で , 7 月 号 に 掲載 され た ボス コ ニ 
アン の Blast Power で は , 茨城 県 の 田中 靖 
活き さん の MML を 一 部 参考 に きせ て いた だ 
きま し だ 。 記載 が も れ て し まっ た こと を おぉ 
詫び いた し ます 。 (西川 ) 


MusicBASIC は , 本 誌 1988 年 12 月 号 で 発表 され た 
X 1/X Iturbo 用 MML で す 。OPMA は , 同じ く 1989 


年 4 月 号 掲載 の , FM/PCM 音源 の 同期 演奏 を M 
ML で 行う X68000 用 ミュ ー ジ ッ ク ド ライ バ で す 。 


1 の REM ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ホネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ 
29 REM 
39 REM 
4 の REM 
50 REM 
69 REM 
70 REM 
8 の REM ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ホネ ネネ ネネ ホホ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネ 
199 TEMPO 9 

119 ‘Fei 

120 IF F=1 THEN PLAY "X" 

130 DIM A$(59) ,B$(59) ,C$(59) ,D$(59) 
149 KK= の ひ 

150 MEM$(&HB199,36 ) =HEXCHR$("FA413177653226392D999CDB9CDA9499948 
293C103991792906F59989899999BD85959209" ) 

160 A$="TO1Q8'":B$=A$:C$=A$:D$=A$ 

Ai 

8 の 1=0 

19 の A$="V1503L8F>>F く <AB->C4D4CF4E-16D16DCR4" 

200 B$="V1503L4C>F8G8AB-AB-B-8A8R" 

210 C$="V1502L4ARE2>>F2FR" 

220 D$="V1502L8SF4R4>>RFD<B-RFD<B->F く FE>R4" 

230 IF =1 THEN MTD$(A$.5.5)="4L8F " 

240 の きき ' 1 8 

259 A$="<C>>C<EFG4A4G>C4<B-16A16AGL16RC く <B-A" 

269 B$="<G>>C8D8EFEFF8E8R4" 

270 C$="<ERR2>>C2CR" 

280 D$="C4R4>>RC<AFRC く AF>C<CR4" 

299 “"!" 

300 A$="B-8>G8 .< く B-AGAGFGAB->CDE-8>C8 .<E-DCDC く <B->CDEFG" 

310 B$="<L8C4C4 、<A>CFF4F4.DFB-" 

320 C$="<<GGFR>CC く <B-R" 

330 D$="L4ECR2AFR2" 

349 "1" 

ー ィ 0 A$="A-G32F32G8.F32E32F8.E32D32E8.GEC"+STRTNG$(4 "<B-32R32>GE 
は 

360 B$="B4G4D4C4RC16D16EGEC<C4" 

370 C$=">FD<BGR1" 

38 の 9 D$=">D<BGCR1" 

39 の i M 才 

400 A$="<A32R32>AFD-C32R32AFD-C32R32AFD-C32R32AFE-"+STRING$(4,"D 
32R32BA-F") 

41 の 0 B$=">R16C16D16E16FAFC<C4R>D16E16FD16E16FD<GB" 

420 C$="R1R1" 
.439 D$="R1R1" 

449 "!" 

450 A$="E>C<GECEDFEGEC く <GB-A>C く <B->D く <B-GEGFAGB-GECB-AG" 

46 の B$=">C<C16D16EG>C<C16D16EFGC16E16GAB-C16D16EC" 

470 i t i 

480 A$="AFGAB->CDEFEDC>C8<F8F4E4&EF8.R4RCF4E8F4R8C8" 

490 B$="LI16FAGFEDC<B-A>CDEFGAB->>C4C4.<B8.>DC<B-A8 .AL8G>CC く <V12AA 
A" 

500 C$-"R2>> ッ R4.C8<AGFRLS8R4.B-AV12FFF" 

519 D$="R2>R4.A8C<CDL8REF く AB->C く <FR4." 

529 IF 1=1 THEN 1979 

530 | 

549 A$="DCD8 .FE-DCEF8 .EDC く B-AB->DG8 く <B-8>C32<B-32>C32<B-32A8R8A8" 
550 B$="B-B-B-B-B-B-AAGGGGGFRE" 

560 C$="FFFFFFFFFFEEEF<F16G16AF>" 

579 D$= "RIR1" 

5 ち 580 の きき M Li 

590 A$="GB-B-AA>FFEEDDCC<B-B-AGB->C32<B-32AA>FG32F32EL32FED16EDC 
16DC<B-16>C<B-A16" 

699 B$= "FEFAGFEFFEFAGFEG" 

619 C$=STRITNG$(16,"C") 

620 すす # 

639 A$="B-AL16GA8.>C<B-AGB>C8 . く <B-AGFEFA>D8<F8G32F32G32F32E8R>CDE 


TTALTENTSCHES 
KONZERT 


by J.S.BACH 


mt Ht Ht PH 。 HA 


* 
* 
* 
* 
* 
* 
¥* 


649 B$="FFFFFFEEDDDDDCR4" 

659 C$="CCCCCCCCCC く BB>C く <C16D16EC" 

669 を 

670 A$="<AEFA>DDEF<BF+GB>EEFGC<G+A>CF+F+GA" 
680 B$="L16<RGA>CF8R8 く RAB>DG8R8<RB>CEA8C8" 
690 C$="F4RDG4REA4RA" 

700 D$="R1R2" 

710 の 8 

120 A$="A32G32F+G8.<GB>DFEF8.<GB>DEDE8 .<G>CD" 
739 B$="L8D<B>DFD<B>DFL16GFEDC8R8" 

749 C$="BGB>D<BGB>DL16C4&C<BAG" 

750 の 0 

769 A$="E-C<B>CF+CAC<BFEFBF>D<FEG>CGFEEDCC4R4" 


770 B$="<R2R8D8G4 .C4<B8>C>V15C<BAGFED" 

780 C$="F+EDC<BAGF+G4L8RB>C<EFGV15R2" 

799 D$="R1R1" 

899 "!" 

819 A$="R8C8<E8F8G4A4GAB-4AGA4R4" 

829 B$=">R4C8D8E4F4E2RFEDCR8 ." 

839 C$="R2>>RC<AFC2&CRL16RB-AG" 

840 D$=">L16CC<BAGFEDC8R2A8E8C8F8R4." 

850 SM + 

860 A$=">R8F8<A8B-8>C4D4CDE-4DCD4R4" 

870 B$="R4F8G8A4B-4A2RB-AGFRS8." 

880 C$="R2>R8F8D8<B-8F2&F8R8.>E-DC" 

890 D$=">FFEDC<B-AGF8R2>C8<A8F8B-8R4." 

900 be 

919 A$="RDC+DB-8D8 .C+ く <B>C+A8C8 .<BAB>G8<B-8>C32<B-32>C32<B-32A8R4 
920 B$="<B-8>G8.<B-AGA8>F8.<AGFG8>E8 .DC+D<G>DC+E く AGFE" 

939 CW="R1R1" 

949 D$="R1R1" 

959 の RS 

960 A$=">RD<B-GA>D<GEF>D<GEF>D く <EC+DV13>D<B-32A32GA>D<G32F32EF>D< 
G32F32EF>D<E32D32C+" 

970 B$="L8FGFEDB-AGFV1 3GFEDB-AG" 

980 人 

990 A$="L8RV15>AB-ARGAGRFGFRFGF&" 

1099 B$=">DV15>FGF<E>EFE く <F>DED<G>DED" 

1010 C$="<F>C+DEDCD<F32R32G32R32>C+DEDCD<G32R32A32R32>C+DEDCD く <A3 
2R32B-32R32>C+DEDCDF32R32" 

1929 "!" 

1939 A$="F16L32REDE8 .DC+D8 .C+<B>C+8 .L16EC+ く <A" 

1049 B$="<G+4E4<B4A4" 

1959 C$="D4<B4G+4E4" 

1069 D$=">B4G+4E4<A4" 

1970 "!" 

1080 A$=STRTNG$(4,"G32R32>EC+ く A" )+"F32R32>FD<B-A32R32>FD<B-A32R3 
2>FD<B-A32R32>FDC" 

1999 B$="RA16B16>C+EC+<A<A4>R16A16B16>C+16DFD<A<A4" 

1100 C$="R1R1" 

1119 D$="R1R1" 

1120 “" 

1139 A$=STRING$(4,"<B32R32>G+FD" )+"C+AEC+ く A>C+ く <B>DC+EC+ く AEGEA" 
1149 B$=">RB16>C+16D<B16>C+16D<BEG+A<A16B16>C+EA く <A16B16>C+D" 
1150 "1!" 

1160 A$="GB-GEC+EDFEGEC+<A>GFEFDEFGAB>C+DC+<BA>A8D8" 

1179 B$="E<A16>C+16EFG<A16B16>C+<A>L16DFEDC+ く BAGFAB>C+DEFG" 

1189 C$="R1R2.R8>A8" 

1199 "!" 

1200 A$="F4E4&ED8 .R4R<A>D4C+8D4R8 く <A8" 

1219 B$=">>D4C+4&C+D<G+8.B-AGF8 .FE8A8A4R4" 

1229 C$="L4AGFR2R8G8FR" 

1239 D$="L8>A4<A4B-4R>C+D<FGADV12L16>DEFGAB" 

1240 “!^ 

1259 A$="B-32A32G+A8B-32A32G+A8 .B>C+DE8 く <A8B-32A32G+A8B-32A32G+A8 
.>C+DEF8<A8" 

1260 B$="V12L8ERFRER4 .FRERL16FGFEDEFD" 

1270 C$="V12L8C+ く <A>D<A>C+<L16AB>C+DEC+L8D く <A>C+ く <A>DR4." 

1289 D$="R1R1" 

1290 "1" 

1399 A$="B-32A32G+A8B-32A32G+A8 . >C+EFG8<A8 .>GFE32D32B-8<G8 .>FED3 
2C32A8<F8&" 3 

1319 B$='"G8R8F8R8EDC+ く <BAGFED>DEF く <G>FED く <C>CDE く <F>E-DC" 

1329 C$="E く <A>D く <A>C+R4 .R1" 

1330 “" 

1349 A$="F>E-DC32<B-32>GDC<B-32A32>FC<B-A32G32>E-<B-AG32F32>D<AB 
->D<E->DC<B-AGA>C<F>E-DC" 

1359 B$="<<B->B->CDL8<E-ADGCF く <B->DGE-FC<AF" 

1369 C$="R1R1" 

1370 "1" 

1389 A$="L8DB-DE-F4G4FB-4A-16G16GFRF" 

1390 B$="V15>>R4B->CD4E-4D4E-4E-DRD " 

1499 C$="V15R1B-2.G4&" 

1419 D$="L8V12<B-<B-R4>>>V15RB-GE-R<B-GE-L16B->CDC<B-AB-G" 

1420 "!" 

1430 A$= "FE-RE-E-DRDDCRCC<B->B-4 .L16AGAF+GA" 

1449 B$= "DCRCC<B-RB-B-ARAAGL16>RDQGFE-4R4" 

1459 C$="G4F2E-2D2R2." 
1469 D$="CG>C<B-AGAF<B->FB-AGFGE- く <A>E-AGF+EF+D<G>DGAGFE-DCG>CDC< 
B-AG" 

1470 "1" 

1480 A$="L32CD"+STRING$(25,"E-D" )+"<G8B-8>D8" 

1490 B$="<<F+>DC+D<DF+EGF+ADF+GB-DGA>C く <AF+D>C<B-AB->D<B-GDFED" 
1599 C$="R1R1" 


Oh!X LIVE in '89 /7 


1519 D$="R1R1" 

1620 “!" 

1530 A$="<B>C"+STRTING$(25。"DC")+"<F8A8>C8" 

1549 B$="E>C<B>C<CEDFEGCEFACFGB-GECB-AGA>C く AFCE-DC" 

1550 "!" 

1560 A$="L16F8<F8B-2A2&AAGFEGEDC4" 

1570 B$="DFD<B-GB-AG>CEC く AFAGFL8B->CD<B->CDEC" 

1580 C$="L16R4R8D8EGECR8C8DEDC<B-2&B-B-AG 

1599 "!" 

1600 A$="<A>CFEDC く <B-AB->EGFEDC<B->CFAGFEDCDFB-AGFEDECEGB- >CEG" 
1619 B$="<CAB->D<CB- >CE<C>CDF く <C>DEG<C4R4" 

1620 C$="R1R1R2" 

1630 D$="R1R1R2" 

1649 "!" 

1659 A$="A8D8EDC+D8GD<B>C<B>CEF8<B-8>C<B-AB-8>E-<B-GAGA>CD8<G8AG 
F+G8>C<GEFEFA" 

1669 B$=">>V12RAAAGGGGRFFFE-E-E-E-RDDDCCCC" 

1670 C$=">V12L8RFFFEEEERDDDCCCC<RB-B-B-AAAA" 

168 の 9 D$="RIR1R1" 

1690 "!" 

1700 A$=STRING$(2,"L32AB-"+STRTNG$(8,">C<B-")+"L16>GEC<B->GEC く " ) 
1710 B$="L16RDEF<G>E<F>D く <EG>C8R4<RGFE>C く <E>D<D>E8<C8R4" 

1720 C$="R1R1" 

1739 D$="R1R1" 

1749 "!" 

1759 A*="A8>F8<A8B-8>C4D4 .CDE-8DCD4R4" 

1769 B$="V15>L8R4FGA4B-4 .A4 .B-4R4" 

1770 C$="V15L16>RFEDC<B-AGFFE-DC<B-AGF>FC く AF>FE-F<B->DFAB->DFA" 
1780 "「!" 

1799 A$="R8G8<B8>C8D4E4 .DEF8EDE4R8C8" 

1899 B$="R4GAB4>C4 .<B4 .>C4R4" 

1810 C$="GGFEDC<BAGGFEDC<BAG>GD<BG>GFEGCV12GAB>C<G>CD" 

1829 "!" 

1839 A$="D32C32<B>C8D32C32<B>C8 .DEFG8C8D32C32<B>C8D32C32<B>C8 .EF 
GA8C8" 

1840 B$="V12<GRARGR4 .ARGRL16AB-AGFOAF" 


1850 C$="L8ECFCEL16CDEFGEL8FCECFR4 ,." 

1869 "!" 

1879 A$="D32C32<B>C8D32C32<B>C8 .EGAB-8C8 .B-AG32F32>C8<E-8.D32C32 
DC32 く <B-32>G8 く <B-8.A32G32AG32F32>D8<F8G32F32G32F32E8R8>B-8" 

i1880 B$="B-8R8A8R8GFEDC く <B-AGFGFE-DC<B-AB->FB-8.GFEFA>C8. く BAB>C<G 
>CDECDE" 

1890 C$="GCFCER4.R1R1" 

1999 D$="R1R1R1" 

1910 ! 

1920 A$= "AB->C く <FAGFEFCDF く <B-AB->DF く <B->CF く AGA>CF く AB>F く <GFG>FEFGFEDC 
< く B-AB->C く FAGEFE" 

1939 B$="L8F<AB->CD く <B-E>DC く AF>C<B>D<BG>C く <CDEE く <AB->C" 

1949 C$="R1RI1R1" 

1950 "| 

1969 エ =1:GOTO 190 

1970 A$=LEFT$(A$,20)+"T9S5F4E4&EF8 .R4T9ORCF4T8OE8F1" 

1980 B$=LEFT$(B$,59)+"1" 

1990 C$=LEFT$(C$,22)+"1" 

2000 D$=LEFT$(D$,25)+1"1" 


2 の 9 の 19 6 

2020 PLAY "T1900P1"; :FOR 1T=9 TO K-1:PLAY A$(I);:NEXT 
2030 PLAY ":P2K10R@2";:FOR T= の TO K-1:PLAY A$(T)::NEXT 
2040 PLAY ":P1"; ‘FOR I-0 TO K-1:PLAY B$(I);:NEXT 
2050 PLAY ":P2K10R@2";:FOR I-9 TO K-1:PLAY B$(I);:NEXT 
2060 PLAY ":P1"; :FOR I-0 TO K-1:PLAY C$(I);:NEXT 
2070 PLAY ":P2K10R@2";:FOR I-0 TO K-i:PLAY C$(I)};:NEXT 
2089 PLAY ":P1"; :FOR I-0 TO K-1:PLAY D$( エ T) ::NEXT 
2099 PLAY ":P2K19R@2"::FOR I-0 TO K-1:PLAY D$(I);:NEXT 
2199 PLAY "" 

2119 IF F=1 THEN PLAY "R1” :CHATN "イタ リア キョ ウソ ウキ ョ ク .2" 
2129 END 

2139 LABEL "!" 

2140 A$(K)=A$:B$(K)=B$:C$(K) =C$:D$(K) =D$ 

2159 K=K+1 


2169 RETURN 


199 IF F= の 9 THEN TEMPO 9 

119 IF F= の 9 THEN DIM A$(29) ,B$(29) ,C$(29) 

120 K= の 

139 MEM$(&HB199,36 ) =HEXCHR$("FA413177653226392D999CDB9CDA9499948 
293C19399170296F59989899099BD85950200" ) 

14 の 9 A$="191Q8":B$=A$:C$=A$:D$=A$ 

15 の 9 すま + i 

160 A$="RIRIRIRIRZ" 

179 B$="V12L4O4FRRFGAB-RRAGFERRGFE" 

180 C$="V12L4O4D<DD>DEFG く DD>FEDC+ く DD>EDC+" 

199 "!" 

299 A$="V14L8O05A16G16A2GFEDC+DF8.E16DE4 .GAB-4C+DE<A16G16FG4 .AB-> 
C+4D4E&" 

210 a 

220 A$='E<GG32F32G32F32EFB-B-32A32B-32A32GAL16B>C+DEFGFEDEF8D8C8 
<B-1AGFGE8E8A4.&A2&" 

230 B$="FRREDC+DRRFEDERREDC+" 

249 C$="D<DDGFED<DD> >DC く <B->C<CC>C く <B-A" 

2 の 5 の すす 1 i 

260 A$="A8B>C+DC+<BA>D8<B-8B-32A32B-32A32G8.AGF+G8.GG8>E4.&EDC+D 
EDC+<BA8G8.B-AGFGFEFAC+8C+8D8R2>D4&" 

270 B$="DRRDC+<B>C+RRC+DEFRRFGA" 

280 C$="B-<B-B->B-AGA<AA>AB>C+D<DD>DEF" 

290 すす ! i 

399 A$="L8DCC32<B-32>C32<B-32AB-QB->DGDB-4&L16B->C く <B-AB-GAB-F8E8 
R2CDE8 .<B- >CDC<B-AGAFGAB- >CDEFEDCAGA8&" 

310 B$="B-RRAGFERREFGARRGFE-" 

320 C$="G<GG>FEDC<CC>CDEF<FF>EDC" 

33 の 六 衣 .2 ※ 

340 A$="A8D8E-64D64E-64D64CD8D8G4.&G2&GB-AGFEDCC8F4.GFEFL32GFGFG 
FGF&L16FEDEF8D8C<B-A8B-AB-8 .>C<B-AB-8.B-" 

359 B$='"DRRDC<B->CRRC く <B-AB-RRAGF" 

360 C$="<B-<B-B->B-AGA く AA>AGFG く <GG>FED" 

370 "1!" 

380 A$="B-8>G4.&GFEFGFEDC8<B-AB-8.> ッ G<B-8A8> ッ A4&AGFGAGFEDC<B-AGFEF 
F8E8 .GFEB->C<B-AB-8>C4D4E8&" 

390 B$= "ERREFGARRFGAB-RRGAB- " 

499 C$="C<CC>CDEF く <CC>DEFG<CC>EFG" 

419 "11" 

420 A$="EGFEFCDEFEFGFGAGAB-AB->C<AB->CC8<F4E8.DEFEGFEDC<B-AB-8 . > 
GQGFEGFEDFEDCEDC<B- >DC く B-A>C く <B-AGB-" 

430 B$=">CRRC く <B-AB-RRB-AGARRAGE" 

449 C$="A<CC>AGFG く <CC>GFEF く CC>FED" 

459 "!" 

460 A$="L8B-C4EGB->DC8 .L16<B-AGA8>C8 、 く <GFEF8>D8<AB-AGAGFGFG {AGAGA 
G} 4FGF2R1" 

470 B$="GRRGAEF2.E8D8EB-ARRAB>C+" 

489 C$="E<CC>EFCD<B->C1F<FFE>GEE" 

499 "!" 


500 A$= ">R2FEF1EDC+8D8<GAB-4B-8、>C く <B-AB->C<B-AB-8>G4C+4E4G4B-4A8 


519 B$="DRRFGAB-RRAGFERRGFEE" 

520 C$="D<DD>DEFG く <DD>FEDC+ く <DD>EDC+" 

530 きま 

540 A$="AGFEF8D8.C+DEDC+<BA8.>D4F8.GFEF8B-4A4G4FEDC<B-AGB>DF8 .E8 
・DC く <B>C8<G4>C4E8&" 

550 B$="FRRFGAB-RR<B->CDERREEG" 

569 C$="D<DD>DEFG< く <GG>GAB->C く CC>CDE" 

570 A 

580 A$="EFE-DE-8> ッ C8.<B-A8.GF8.E-DE-FE-DE-<FAGF>C<B-A>E-DC+D4.&D< 
DC+DEFGAB->D く <B-AB->D<B-AGF+G4 .&GB-GFG>E<GF" 

599 B$="ARR< く AB->CDRRC<B-AGRRFED" 

600 C$="F<<FF>FGAB- く < く B-B->AGFE く EE>DC+<B" 

619 を 

620 A$="G8B-8>C+8E8.DC+DEDC+<BA8GFG8 .>E く <G8F8>F4&FEDEFEDC く <B-8AGA8 
・>F く A8G8>G4&GFEFGFEDC+8<B-AB-8.>G" 

630 B$= "C+RRC+DEFRRDEFGRREFG" 

649 C$="A<AA>AB>C+D く <<AA>B>C+DE く < く <AA> >C+TDE" 

650 人 

660 A$="<B-8A4>C+4D4EFGAB-AB-8 .B-B-8C+4DEE8<G4AB-B->EFG8 . く <B-8A>D 
EF8. く <G+8 .BAG+AB>C+DE く B-AG+AGF+G" 

670 B$= "ARRAGFGRRGFEFRRFED" 

689 C$="F<<AA> >FEDE く <AA> >EDC+D く <AA> >DC+<B" 

690 の a 

709 A$="GFG4.&GA>C+EGB-A8.GFEF8A8.,EDC+D8B-8FGFEFEDEDE {FEFEFE} 4DE 
D4CDE-8.DC8.<B-A8 .GF+EDC+D8&" 

710 B$="ERREFC+D2.C+8<B8>C+GF+RRF+GA" 

720 C$=">C+< く <AA> >C+D く AB-GA1>D く DD>DEF+" 

730 

749 A$="D8EF+GDGAB-GB->CD く <A>C+DEFGAB-DC+DD8<G8 .AGFG8>C+DE8<G8FAB 
>C+D8<B-8T69G+8A4DGF8&T59L32FGFEFEDEDC+DED16E16FEFEFEFET40D16E16 
D1&D1" 

750 B$="B-RRAGFGRREFAD1&D8C+8G2F4&F1" 

769 C$="G<DD>FEDE く DD>C+DE<BB-AG+A2>D1&D1" 


77 0 9 

789 PLAY "T66P1"; :FOR 1 エ = の 9 TO KK-1:PLAY A$() ::NEXT 
799 PLAY ":P2K10R@1"::FOR T= の TO K-1:PLAY A$(I);:NEXT 
899 PLAY ":P1": :FOR I-0 TO K-1:PLAY B$(I);:NEXT 
819 PLAY ":P2K10R@1";:FOR T= の 9 の TO KK-1:PLAY B${I);:NEXT 
829 PLAY ":P1"・ :FOR I-9 TO K-1:PLAY C$(I);:NEXT 
839 PLAY ":P2K10R@l1";:FOR I-9 TO K-1:PLAY C$(I);:NEXT 
849 PLAY "" 

85 の IF F-1 THEN CHAIN "イタ リア キョ ウソ ウキ ョ ク 。3" 

869 END 

879 LABEL "!" 

889 A$(K)=A$:B$(K)=B$:C$(K) =C$ 

899 K=K+1 

999 RETURN 


19 の 9 IF F-9 THEN TEMPO 9 の 
110 ITF F= の THEN DIM A$(59) ,B$(59) ,C$(59) ,D$(50) 
120 K= の 

130 MEM$(&HB199, 36 ) =HEXCHR$( "FA413177653226392D999CDB9CDA9499948 
293C19399179296F59989899999BD85959299" ) 

14 の 9 A$="TO1Q8'"':B$=A$:C$=A$:D$=A$ 

159 9 

169 1=9 

170 A$="V15L8O5F4<F2GAB->CDEFGAB->C4C4C4<B-4A2G2" 
180 B$="V15L4O5R1R1RAGGF2E2" 

1909 C$="V15L4O3A2>C2<FB-AGF8R8>>FECC2C2" 

200 D$="V15L8O3F2E2D2C4<B-4AFGAB->CDEFGAB->CDEC" 
210 IF 1= の THEN 269 

229 A$=“" く <A>C<F4 .F"+MTD$(A$,13) 

230 B$="<RGRB->C2L4> "+MTD$(B$,10) 

24 の 9 C$="L4RA2."+MTD$(C$,14 ) 

250 D$= "<F2.E4"+MTD$(D$,12 ) 

269 "!" 

270 A$="A2RGECF2RE-C<A>D2RC く AFB-2RB-GE" 


28 の 0 B$="L8RFEDC2RDC<B-A2RB-AGF2wrFEDE2" 

290 C$= "<F く FEA>D<DCFB-<B-A>D<G>G8A8GE" 

300 D$="R1R1RIR1" 

310 IF 1=1 THEN C$=LEFT$(C$,29)+"G<G8A8GF>" 
320 凡 肖 人 8 

330 A$="CDEB-16R16AB->CF16R16EFGB-16R16AB->C<E-16R16DEF>C16R16 く <B 
-AGFEFGEC2" 

340 B$="L4 く <EGFAGCF く AB->D く <GB->L8CDEFGAB-G" 
350 C$="R1R1RIR1" 

360 IF I=1 B$="L4<<EGFAG>E"+MTD$(B$,10) 

370 1 人 

380 A$="F4<F2GAB->CDEFGAB->C4C4C4 く <B-4A2G2" 
390 B$=">>L4RIR1RAGGF2E2" 

400 C$="A2>C2 く <FB-AGF8R8> >FECC2C2 く " 

419 D$= "<F2E2D2C4 く <B-4AFGAB->CDEFGAB->CDEC" 
420 Ma 

430 A$="L4B-2B-AG2GA ":A$=A$+A$ 

440 B$="L8"+STRING$(4,"RFEFRE4F8" ) 

450 C$="D<D>DC く <B- く <B->B->C" :C$=C$+C$ 


p MZ-80 を 持っ て いる 僕 の 友だち は , 未だ に YsII の こと を 「 ワ イエ ス ・ ジ ュー イチ 」 と いっ 


Z2 ohix 1989.98. 


て いる 。 こん な 僕 の 友だち に , 誰か X1turbo を も を プレゼント し て や っ て くだ る い 。 僕 か ら も お 
願い し ます 。 


原 政 徳 (16) 愛知 県 


469 D$="R1R1R1R1" 

479 i t i 

480 A$="B-AG2C<B-A2F>C<AG8F8F2R2" 

490 B$="RF4FRFED<RG4GRGFEL4RFFEC2R2" 

500 C$="DC<B-GECFC>RCC<B-A2R2" 

510 D$="R1R1<<AGAB->C4<C4F4GAB->CDE" 

520 IF +=1 THEN 2090 

530 まま 

540 A$="V12L8RAB->C<B-AGF>E-CD4.<B-AB->E<B->F<B->G<B-AGA>C<B-AB- 
AGA" 

550 B$="<FA>C<AFB-8>C8D<FGB->ECFC<A>C" 

560 C$="R1R1R1R1" 

579 D$="R1R1R1R1" 

58 の Nd 

599 A$="L4FV15A>C<AFB-8>C8D<FGB->ECF8E8F4 .V12L8C<B->C" 
600 B$="V12L8 く FAB->C<B-AGF>E-CD4 <B-AB- >E<B->F く <B->G<B-AGA>C<B-AB 
-AGA" 

610 を 

620 A$="AB-AGFEDC<B>G<BAG>DEFGAGFEDC<BA>F<AGF>CDE" 

・ 630 B$="V15F4A4>C4F4.EDC<BAGFE4G4>C4E4.DC<BAGFE" 

640 0 

650 A$="FGFEDC<BAG>F く <GFG>F く <A>F<B>F<BAB>FCFDFDCDEFCE" 

660 B$="L4DFEA>C2<B8A8B>CD<G8F8GABB8A8B>C" 

6709 0 ok 

65680 A$="<B>F<BAB>F<A>F<G>F<GFG>F<A>F<B>F<BAB>FCFDFDC<BAGE" 
690 B$="D<G8F8GABB8A8B>CD<G8F8GAL8B>D<BAGFED" 

7 の 0 MS 

110 A$="EGFEFEDCB-GA4 .FEFBF>C<F>D く FEDEGFEFEDE" 

729 B$="L4CEGECF8G8ACDFBG>C<GEG" 

730 0 

749 A$="L4CV15EGECFE8G8ACDFBG>C<G> GE " 

759 B$="L8CV12EFGFEDCB-GA4 .FEFBF>C<F>D<FEDEGFEEEDE" 

760 8 8 

770 A$="L8E1&EGFEGFEFD1&DFEDFEDEC1&CEDCEDCD" 

780 B$="V14>>RC<B-AB-AGAF4R2 .RAGFAGFGD4R2.RGFEGFEFD4R2." 
790 C$="!117CEGB-A>C く AF<B>DFAGBGE<A>CEGFAFD" 

800 D$="R1R1R1R1R1R1" 

819 0 2 

820 A$="<B2.B4>C2R4E4F2.D4E2.F+4G1R1" 

839 B$="R4D4G2R4G4>C2 、<BAB2 .AGA4 >C4 、EDCDC<BAGAB>CDEFD" 
840 C$="L8<G16R16>GFEFEDE<G16R16>FEDEDCD<G16R16>EDCDC く B>C<G16R16 
>DC<B>C<BABG16R16>C<BABAGAB>CDEFGAB" 

850 の 0 

860 A$="C4<C2DEFGAB>CDEFL4GGGFE2D2" 

870 B$="V15R1R1R4E4D4D4C2<B2>" 

880 C$="L4R1>RFEEDC8R8>C<BGG2G2 く <" 

890 D$=">C4R4<B4R4A2G4F4E<CDEFGAB>CDEFGABG" 

9 の 0 AN 才 

910 A$="F2FED2DE" :A$=A$+A$ 

929 B$=STRING$(4, "RC<B>CRC4C" ) 

930 C$="A<A>AGF<EF>FG' :C$=C$+C$ 

940 D$="R1R1R1R1" 

950 oc 

960 A$="FED2R8DD8R8D8C8<B8>CGED8C8C2R2" 

970 B$="RC4CRC<BARI1IR4>C4C4<BA4G2R2" 

980 C$="AGFD>GFE2.GGFE2R2" 

990 D$="R1<B4G4>CDEFGFEFG4<GAC>V12CDEFGAB" 

1000 "!" 

1010 A$="V12L8<GECEGEB-EAFCFAF>C<FGECEGEB-EAFCFAFB-F>" 
1020 B$="V12L4C<GEC>C く AFC>C<GECF8C8<A8>C8<F4R4" 

1030 C$="R1R1R1R1" 

1949 D$="R1R1R1R1" 

1 の 5 の A 

1060 A$="V13C<AFA>C<A>E- く <A>D く <B-FB- >D<B->F<B- > ":A$=A$+A$ 
1070 B$="V13>FC<AF>FD<B-F>FC<AFB-8F8D8F8<B-4R4" 

1980 NE* 

1090 A$="V14GC+<B- >C+GC+GDGE く <A>EGEGD" :A$=A$+A$ 

1100 B$="E4GFE4D4C+DC+<BAB>C+D" :B$="V14L8>>"+B$+B$ 

1110 "1" 

1120 A$="GC+<B->C+GC+GDGFGEFEDEFGA4 く <A4>C+4DV15DC<B-AGFE" 
1130 B$="EFGAB-4D4C+<AB>C+DEFGAGFGA4<A4DV15>DEFGAB>C+" 
1149 "!" 

1159 A$="DEFGAB>C+DEFGEFEDEFDC+<B>C+DEC+D<AGFGAB-A" 

1169 B$="D4<<D2EFGAB>C+DEFGARARARGR1L16GFEFGFGFE2" 

11710 "1 の 

1189 A$="B-1A1B-1A1" 

1199 B$=">>L4RFEFRFGFRFEEFRFGF" 

1299 C$=">L4"+STRTNG$(4, "RDC+D" ) 

1210 D$="V15GDC+DGDFDEDC+DEDFD" :D$=D$+D$ 

1220 "i" 

1239 A$=">E4D4C+DEFG2&GGFEFE4A4F4EDD2R2R1R1" 

1240 B$="<B-AGRR>E く <A2.A2G4 .L8AGFGFEFR>DC く <B- >C く <B-A>C<B-2L16>C<B>C 
<B>C<B>C<B" 

1259 C$="C+R1R1DDC+R1<DG2F+L8RGFEFEDF" 

1269 D$="GDFDEDC+<BA>E<G>E<F>EDC+D<AFDL4A<A>D>>D2C<B-2A2G1&" 
1270 "!" 

1289 A$= "RGFEFEDFE4F4G2&G>C<B-AB-AGB-A4B-4>C2&C<FE-DE-DCE-D2C2" 
1299 B$="L4>C2.<B>CDE2 .F2ERGA2&A8R8R2.R1" 

1399 C$="E2D2C<C<B-AB-AGB-A4>D4<G4>C4>>F1&FR<B-2A4.B-AGAGF+A" 
1319 D$="G1IR1R1<L8F>>FE-DE-DCE-D2C2<B-4>E-4 く <A4>D4&" 

13206 “いい 

1339 A$="<B-4<B-2>CDE-FGAB->CDE-F4F4F4E-4D2C2" 

1349 B$="<GR2.RE-DC<B-8R8>>DCC く <B-2A2&" 

1350 C$="<GRR2.R1>R4B-4A4F4F2F2" 

1369 D$="D<B-A-GA-GFA-G2F4E-4D<B- >CDE-FGAB->CDE-FE-DF" 
1370 "1" 

1389 A$= "RDC<B->C<B-A>C<B-4>G2F4 .FEDEDC+E く <A1&AAGFGFEGC+2R2" 


10 TEMPO の 9 の :DEFSTR a-z:DEFINT L:’ CHOTCED VOICE.VTD ョ ウ 
20 "]gjglg}gjg}g]g}Jg}g}g 

3 の PLAY "t96'" : ) ソ ホ * クニ アカ ルク 

49 ! 

59 b="o.c16defagf a4g4f2" 

69 c="a.al6b-> ッ ccfed f4e4oc2<" 

7 の d="f4fb-f>cc<a >o4.<b-a2" 

89 e="f4b-gaf>od oc4<c4f4>f4 く <" 

9 の PLAY "1i18o4q8e@v118L8p3k9 r1r1": 

1 の 9 PLAY ":i18o4q8@v119L8p3k3 rlr1"・ 


1390 B$="AG2F+G2A2L8G1&GGFEFEDF<B-1&B-B-AGAGFE" 

1499 C$= "RI1L4R>EC+DR1R1R1R1" 

1419 D$="<B-2A2RGFEEFEDFL4<B->DGEC+ く <A>D く <FGB-EGAEC+<A>" 
1420  !" 

143 の 9 A$="R2C+DEFGAB>C+TDEFGA4A4A4G4F2ER2" 

1440 B$="FGABR2R1>>L4RFEED2C+2" 

145 の 9 C$="'R1R1RDC+ く <AA2R2" 

1469 D$= "DR2.L8RFGAB>C+DEPFDEFPGAB>C+DEFGAFGA" 

1470 St" 

1480 A$="V12FGFEEDC<BAG>F く <GFGB>CDEFEDC< く BAGF>E<FEFAB>CDEDC< く BAG+F+" 
1499 B$="<DAFD<B>D<BG>CGEC く <A>C く <AFB>FD<B" 

1500 C$="R1IR1R1R1R1" 

1519 D$="R1R1IR1R1R1" 

1520 17 

1539 A$="V13L4RG+8F+8G+AB1&B>D8BC8DEF2E8D8EA& " 

1549 B$="V13>E1&EE8SD8EF+G+2 、AB2RA" 

1559 C$="L8<G+T>D<EDE>D く FE+>D く <G+>D く G+F+G+>D く <A>D<B>D<BAB>D く <A>D<G+>D 
く G+F+G+>D く <F>D" 

1569 D$="R1R1R1R1" 

1570 ! 

1589 A$= "AG+BF+8G+ABB8A8B>C<D1&D2.R" 

1599 B$="B>E2D8C8<BR1G+8F+8G+BE2.R" 

1600 C$= "<E>D<EDE>D<F+>D く <G+>D<G+F+G+>D く <A>D く <B>D< く BAB>D く <A>D く <G+>D く EE 
+G+AB>C" 

i1610 ! 

i1620 A$="V15L8 く <REF+G+AB>CDL4EEEDC2 く <B2" 

1630 B$="V15R1>RC<BBA2G+2" 

1649 C$="R1R4A4G+4E4E2ER2" 

1659 D$= "DC<BAG+F+EDC く <AB>CDEF+G+AB>CDE く <BQGTE" 

1669 "1!" 

1679 A$= ">D2DC<B2B>CDAG+AE2 .E" 

1689 Bhs LORAGIARAAARAGYARAGARG? CA CHAA40!2, A4" 

1690 C$="R1R1<F2.E4D2.C4" 

1790 D$="F>FEF く E>F く <E>E く DFEFD>D く E>E く RAG+A>D<A>C く ABAG+ABA>C く A" 
より "it" 

1720 A$= "DC<B2R8BBB8A8G+8A>EC<B8A8AR2." 

1739 B$="RA4ARAG+F+E4D4C2.>C4<A4G+4BE4R2." 

1749 C$=">D4R2.R1R4E4E4D4C4R2." 

175 の 0 D$="F4E4D4<B4G+4E4AB>CDEDCDE4 く <E4<A>AB>CDEFG" 
1769 "i 

1770 A$="L8R2RFGAR>CDEFGAB->C4C4C4<B-4A2C2&" 

1789 B$="<RB>RDE2B-2R2FR>A4G4G4F2E2" 


1790 C$="R4C2.<G1AR> >F4E4C4C2G2" 


1899 D$="A1>C2<B-2F<FGAB->CDEFEGAB->CDEC" 

1810 "!" 

1820 A$="CV12 く <AFA>C く <A>E- く <A>D く <B-FB->D<B->F く <B->C く <AFA>C く <A>E- く <A>D く B- 
FB->D2&" 

1839 B$="L4<FC<AF>FD<B-F>FC<AFB-2&B-8>C8<B-8A8" 

1849 C$="R1R1R1R1" 

1859 D$="R1R1R1R1" 

1869 "!" 

1870 A$="D<BGB>D<B>F<B>EC<G>CECGCD<BGB>D<B>F<B>EC<G>CECFC" 

1889 B$="GD<BG>GEC<G>GD く <BG>L8C>C<BAGFED" 

1899 "i" 

1900 A$= "GECEGEB-EAFCFAF>C く <FGECEGEB-EAFC く AF2&" 

1919 B$="L4C<GEC>C<AFC>C<GECL8F2&FEGA" 

1929 "!" 

1939 A$="FAB->C<B-AGF>E-CD4 . く B-AB->E く B->F く B->G<B-AGA>C く <B- AB- AGA" 
1940 B$="B->CDEFGAB->C く <AFAB->DCDL4 く <GB->ECFC<A>C" 

1950 i 

1960 A$="L4FV15A>C<AFB-8> ッ C8D<FGB->ECL8F<AGF>DC<B->C" 

1979 B$="L8<FV12<AB->C<B-AGF>E-CD4 . く B-AB- >E< く B->F<B->G く B-AGA>C く <B- 
AB-AGA" 

1989 "!" 

1999 A$="<A1&A>C<B-A>C<B-AB-G1&GB-AGB-AGAF1&FAGFAGFG" 

2000 B$="V15>>RFE-DE-DCD<B-4R2 .>RDC<B->DC く <B->C く <A4R2.R>C<B-A>C<B- 
AB-G4R2." 

2010 C$="<<<L4V12FV15A>CE-DFD<B-EGB->DCEC く <ADFA>C<B->D<B-G" 

2929 D$="RIR1R1R1R1R1" 

2930 "!" 

2040 A$="E2.E4F2R4A4B-2.G4A2.B4>C1R1" 

2959 B$="R4G4>C4<B-4A4>C4F2.EDE2.DCD4F4 .AGFGFEDCDEFGAB-G" 

2969 C$="L8C16R16>C<B-AB-AGAC16R16B-AGAGFGC16R16AGFGFEFC16R16GFE 
FEDEC16R16FEDEDCDEFGAB->CDE" 

2979 "!" 

2989 1=1:GOTO 179 

2999 A$=LEFT$(A$,11)+"T199F>C<T169AT129G8F8F1&F1" 

2100 B$=LEFT$(B$,24)+"1&C1" 

2119 C$=LEFT$(C$,18)+"1&A1" 

2120 D$="R1R1<<B-AGF>C4<C4F1&F1" 

2140 "11" 


2140 PLAY "T210P1"; ‘FOR I-0 TO K-1:PLAY A$(I);:NEXT 
2150 PLAY ":P2KiOR@4";:FOR T= の TO K-1:PLAY A$(I);:NEXT 
2160 PLAY ":P1"; :FOR I-0 TO K-1:PLAY B$(I);:NEXT 
2170 PLAY ":P2K10R@4";:FOR T= の TO K-1:PLAY B$(I);:NEXT 
2180 PLAY ":P1"; :FOR T= の TO K-1:PLAY C$(I);:NEXT 
2190 PLAY ":P2K10R@4";:FOR 1= の TO K-1:PLAY C$(I);:NEXT 
2200 PLAY ":P1": :FOR I-0 TO K-1:PLAY D$(I);:NEXT 
2210 PLAY ":P2K10R@4";:FOR 1= の 9 TO K-1:PLAY D$(I);:NEXT 


2220 PLAY "" 

2230 IF F=1 THEN KEYQ, "PLAY"+CHR$(&H22)+"X" 
2240 END 

2250 LABEL "!" 

2260 A$(K)=A$:B$(K)=B$:C$(K) =C$:D$(K)=D$ 
2270 K=K+1 

2280 RETURN 


ST 


110 PLAY ":il1 o4q8@v118L8p1k2"+b: 

120 PLAY ":il o4q8@v116L8p2k8"+b: 

130 PLAY ":i1 o3q8@v116L8p1lk7"+o: 

140 PLAY ":il o3q8@v118L8p2k1"+o: 

159 PLAY ":il o3q8@v129L8p3k6"+d: 

169 PLAY ":il1 o2q8@v120L8p3k4"+e 

179 } 

180 a="o.o16defago b-4afg4.r a.a16f>do4<af co.a16ggf4.r" 
199 b=a 

200 co="a.a16b->cofe<b- >g4foe2 4fb-f4fo< a・>f16eeo2<" 


次 号 子 告 を 見 て 、「 う 一 ん 」 と うな っ た の は , 私 だ け で は な い は ず だ 。“ 代 ゼミ 校歌 " で 


すか 。 う 一 ん …… 1 吉田 哲 (19) 東京 都 


Oh!X LIVE in "89 


日 本 音楽 著作 権 協会 ( 出 ) 許 諾 第 8971103-90| 号 


*. 


(3 


210 
220 
230 
240 
250 
260 
270 
280 
290 
300 
310 
320 
330 
340 
350 
360 
370 
380 
390 
409 
410 


190 
1000 
1010 
1020 
1030 
1040 
1050 
1060 
1970 
1080 
1999 
1100 
1110 
1120 
1130 
1140 
1150 
1160 
1179 
1189 
1199 
1200 
1210 
1220 
1230 
1240 
1250 
1269 
1279 
1280 
1290 
1300 
1310 
1320 
1330 
1340 
1350 
1360 
1370 
1380 
1390 
1400 
1419 
1429 
1430 
1440 
1450 
1460 
1470 
1489 
1499 
1599 
1510 
1520 
1530 
1549 
1559 
1560 
1570 
1580 
1590 
1600 
1619 
1620 
16309 
1640 
1659 
1669 
16709 
1680 
1699 
1790 
1719 
1720 
1730 
1740 


d="f4fb-f>co<g >o4c<a>o2 co4ofo4c<a f,> ッ cl6c<b-a2" 
e="f4b-gafycg e4f4o4>o4< f4ab-a4f4 o4c4<f4>f4 く <" 


PLAY a+":ri16"+a+"16"; 

"bcde" 

ま 

8='"Z.gl6gab-ag4 a.a16>doo4.r co.d16c<afag4 b-.b-16afg4.r' 


b=a 

c="ye,el6efgfe4 f4b-b-a2 f.f16fff4e4 g.g16f4e2<" 
d="riririri" 

e=STRING$(6,"c>c<")+"f4>f4 a.b-16afaf>o4< e4fa>o4<o4 く <" 
PLAY at+":r16"+Ta+1"16"・ 

"bcde" 

* 


a='"o.ci6f4a.a16>o4< b-.a16gfg>c4oc": "< 
b=a+" く < く " 

C="a.a16>c4f.f16f4 gg.f16edee4e<" 
d="f4f4>c4o4 c.ci6c<a>c4<b-4" 
e="f4a4>f4a4 e.f16cdo4c4 く <" 


429 ITF L=2 THEN 500 


"+b+ "i "+b; : PLAY "1 リィ To+ す "+O; 


‘e="f4f4> 


‘PLAY "・"+d+ 


439 ! 

449 a="'o.c16f2rr":b="oc.c16f2、":o="a.a16>c2. く ":d="f4a2." 
c4<f4" 

450 PLAY at+":ri6"+a+"16"; 

460 "bcde" 

479 * 

489 L=L+1:GOTO 189 

490 ! 

5 の 9 a="o.c16f2r4 rl rl" 

519 b="c.c16f2> {cde}4 f4c4<b-.a16g>d cC.<ai6g4f2" 
520 c="a.a16>c2r4 >o4<f4f4f4 f.f16e4o2<" 

539 d="f4>c2r4< f4f4g4g4 a.>c16c<b-a2" 

549 e="f4F4<f4>r4 f4a4g4b-4 t92>o4<t88c4t84f2t96" 
550 PLAY a+":r16"+a; 

569 "bcde" 

570 ' 

589 END 

599 ” 

699 LABEL "bode":PLAY ": 

""+e: RETURN 


PLAY at+"<"+" ri16 "+a+"16<"; 
"bcde'" 
ま 
/* sa. firstx 
バ 召 華 は 、 な ん て っ た っ て 
し すさ ん だ ーー くろ ま 」 の 「 ド 1ra も t Attack. 
/* な の で ある 。 
/* 
/ どう だ 、 ま いっ た か 。 
2 By 立直 正之 in 89 6/18 
dim char vY(4,.19)={ 
/* AF OM WE SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 
も 1。 15, 9 , 9 , 9 , の , 0 , 9 , の , 3, 9 , 
/* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AME 
31 9 , yy, 15。 0, 35。 の , 2, 1, 9, Q, 
24, 9 , 徐 。 15、 9, 2, 0, 2, 2, 9 , の , 
24 。 の , 0, 5。 9, 2 0, 2, 3, 9 , 9, 
24, 9 , の 。 i5, 9 , 2 。 の , 4, 4, 9 , 0} 
m Vaet(1,Y) 
/* 
vst 
/* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 
Si, 15, 9, 0, 0, 0g, の , の , の , 3, の, 
/* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AME 
2 、 10。 9, 7T, 4, 32, 0, 2, 1, 9, 9 , 
25 ひ , 9, 8, の , 2 。 の, 2, 2, の , 0, 
25, 0, 9, 8, の , 3 の , 2, 3, 0, の , 
25 9 , の , 8, 0, 2Z, 9 , 4 。 4 , 9 , 9 の} 
m vset(2,v) 
/* 
v= { 
/* AF OM WE SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 
69, 15, の , の , の , の, 0, 0, 0, 3, 0, 
/* AE DR SR RR SL OL KS ML DTl DT2 AME 
1, 6, 2, 3, 5, 38, 0, 19, 3, 1, 0, 
3i, {12, 8, 7, 5, 9, 0, 2, 3 。 9 , 0, 
SE, 6, 2, 3, S$, 43, の, 4 , が 9 , 9, 
3i, 12。 8, 7, 5 。 9, 0, 2, 7, 9 , 9 } 
m Vaet(3,Y) 
/* 
v={ 
/# AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 
568。 i5, の , 0, の , の , の , 9 , 0, 3, 0, 
/* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AME 
34。 43, 6 , 8 , 2。 30。 9 , の , 9 , 9, 0, 
2 の 9。 14, 6 , 8 。 3, る の 。 2, 5。 0, 9, 9, 
34, 5, 5, 8, 4, 49, 9 , の , 9, 9 , 9 , 
3i, i3, 6, 8, 5, 9, 0, i, 9 , の , 9@ } 
m VSet(4,Y) 
/* 
v={ 
/* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 
53, i5, の , 9, の, の , の, の , 0, 3, 0, 
/* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AME 
31, 24。 25。 15、 16, の , の , 2 。 9 , 0, 
3i,;, i19, 18, 15、 10, 9 , 9 。 1, 9 , 9 , の , 
3i, i19, i18, 15。 16, 0, 9, 1 。 9 , 9 , 9 , 
きま 。 10。 18, 15。 i9, の , の , 1 , 9 , 0, 0} 
m Vaet(5, ゞ Y) 
/ ネ 
マ ェ { 
/* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 
S56, 15, 6 , の , 9 , の , 9 , の , の , K 9 , 
/* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AME 
31, 1, 5, 4, 2 0, の 、 14, 9 , 3 。 の , 
23 , 9 , 6, 4 。 0, 0, 1, 12, 9 , 2 9 , 
き 1 1, 6 , 4 。 9, 9 , 9 , 2, 9, 1 。 9, 
3i, 2i, 19, 16, 3, 0, 4, 2, の , 0, 0} 
m vset(6,v) 
/* 
vst 
/* AF OM WE SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 
37。 i15, 9 , の @, 0 , の , の , 0 , 0, 3 の, 
/* AR DR SR RR SL OL KS ML DTl DT2 AME 
31, 26, 29。 18, 7, の , 9 , 8 , の , 9 , の , 
Si, 19, 18 , まお 。 2 の , の , 1, の , 9 , 9 , 
31。 19, 17, 15, 5, 0, 9 , 1; 0, 0 , 6 , 
31, 15, 18, 5 、 5, の , 0, 9, の , の , 0} 
m vset(7,v) 
/* 
vz 
/* AF OM WF SY gp PMD AMD PMS AMS PAN 
S58B, 15, 0 , 6 , の , の , 6, 9, 0, 3, 6 , 
/* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AME 
まま ま 。 6, 6 , i1, 26, 1 , 2, < 0 , 0 , 


74 Ohlx 1989.9. 


1759 15。 11。 6 , 6 , ま 。 33, 1, る 。 0, 8, 0, 
1769 318。 11 0 , 6 , 1, 38, l, る 。 7, 0, 6@ , 
1779 22, Q, 0, 7, 6 , 0 , の , 2, 0, 0, 0} 
1780 m_vset(8,v) 

1799 /* 

1899 v={ 

1810 /* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 

1820 61, 15, 0 , 0 , の , 0, 6, 0, 0 , 3, 0, 
1839 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AME 
1849 16 , 8 , 0 , 8 , 1, 、 2 た 。 6 , 2, 0, 0, 0, 
1850 24, 3, 0, 8, 1 6 , 0 , 2, 0, 0 , 0 , 
1869 24, 3, 0, 8, 1 0 , 0, る 0 , 0, 0 , 
1879 24 , 3 。 0, 8, 1, 0, 6 , 2 。 0 , の , 9 } 
1889 m vaet(9,Y) 

1899 /* 

1900 v={ 

1919 /* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 

1929 60, 15, 6 , 0, 0, 0, 0, 0, 0, 3, 0, 
1939 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AME 
1940 31, 0, 0, 0, 80, 30。 0, 8, 3, 0, 9, 
1959 20 , の , 0, 8, の , 4 , 0 , 8 , 3, 0, 0, 
1969 31, 0, 0, 0 , 9, 36, 0, 8, Ya 0, 0 , 
1979 20 , 0 , 0, 8, 0, 4, 9, 8, 7, 0, 0} 
1980 m_vset(10,v) 

1990 /* 

2099 v={ 

2010 /#* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN 

2020 29, 15, 9, 0, 0, 0, 9, 0, 0, 3, 0, 
2939 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AME 
2949 31。 2 も 。 25, 15。 5 。 の , 9, ls, 0, 0, 0, 
2950 31, 17, 16, 15, 5, 8, 0, 2, 0, 0, 9, 
20960 S31, 17。 16, 1!5。 8, 8, 0, 2, 0, 0, 0, 
2970 31。 17、 16, 15, 5 。 8 , 9 , 2, 9 , 9, 9 } 
2989 m vaet(11,Y) 

2099 /* 

9999 m init():for i=1 to 8:m alloo(1,3999 ) : next 

9010 for i=1 to 8:m assign(i,i):next 

9929 str a[256],b[256],c[256],dI256],e[256],f[256] 

9939 str g[256],h[256],)[256],k[256],1[256],mi256] 

9949 str n[256],o[256],p[256],q[256],r[256],s[256] 

9050 str t[256],u[256]1,w[256],x[256],y[256],z[256] 

9060 str aa[256],bb[256],oc[256],dd[256],ee[256],ff[256] 

9070 str gg[256],hh[256], jj[256],kk[256],11[256],mm[256] 

9989 str nn[256],oo[256],pp[256],qq[256],rr[256],sass[256] 

9999 str tt[256],uu[256],ww[256],xx[256],yy[256] ,zg[256] 

9199 str sd[256],bd[256],ho[256],t1[256] ,t2[256] ,t3[256] 

9119 gd="y15,.253@7y2,14<oc>y15,.9 

9129 bd="@5y2,2c 

9139 ho="@6y2.65 く < く o>> 

9140 t1="y2,29g 

9150 t2="y2,30e 

9169 t3="y2,31c 

19000 /* 

10010 /* 

10020 a="t12 の 9 [d.c.] [coda] o3 116 @4 p3 q8 @v127 y48,40 
19939 b="|:8dddd dddd dddd dddd: | 

19949 co="|:4dddd dddd dddd dddc: | 

19959 d="|:4ffff ffff ffff ffff:]> 


19969 
19970 


e="|:2ggEE RERE ZZgZgZ EERE 
f="|:6aaaa: [aab-b-bb<ce> 


* 
* 


19989 g="|:4b-b-b-b-: |1<1:4cccec: |>|:4b-b-b-b-:1<1:11f:lc8>b-ab- 
19999 h="|:4b-b-b-b-:| く <|:11c:l>g<ceg<o> 1:6dddd: |<dc>bagf+ed 
10100 z="[*] 

11020 m trk(1,a) /* あー、 な ん か 気分 が いい の で ある 。 

11939 m trk(1,b) /% な ぜ か っ て 一 と 、 ここ が 妙 に 居心地 が 良い か ら で 
11949 m trk(1,c) /#* あ る 。 

11959 m trk(1.d) /* いや て 実に いい 気持 ち だ 。 

11060 m trk(1,e) /* こん な スペ ー ス を 見 付け て し まっ た 自分 が 凄い 
11070 m trk(1,f) /* と 思う な 。 う へ へ 。 

11989 m trk(1,g) /* まぁ 、 そ ん な こと は どう で も いい 。 ここ は 私 の 
11699 m trk(1,h) /* 場 所 だ 。 誰 に も 文句 は いわ せな い ぞ 。 

11199 m trk(1,z) /* えっ へ ん 。 

120 の 99 /* 

12919 /* 

12929 a=" [d.c.] [coda] o3 @12  @1 p3 q8 v14 y49,29 
12939 bb="y49,029c& y49,050c& y49,989o& y49,119o& y49,149c& y49, 


170c& 
12940 
170c+&y49,209o+&y49,230c+& 


y49.299c& y49,230c& 


co="y49,929c+&y49,059c+&y49,989c+&y49,119c+&y49,140c+&y49, 


12959 dd="y49,929d& y49,959d& y49,989d& y49,119d& y49,149d& y49, 


179d& y49,299d& y49,230d& 


12969 ee="y49,929d+&y49,959d+&y49,989d+&y49,119d+&y49,149d+&y49, 


179d+&y49,290d+&y49,230d+& 


12070 ff="y49,.929e& y49,959e& y49,089e& y49,119e& y49,149e& y49, 


179e& y49,290e& y49,.230e& 


12080 gg='y49,.929f& y49,050f& y49,989f& y49,119f& y49,149f& y49, 


p 僕 は 麻雀 悟空 で 副 落 率 0.490 で 七 段 だ 。 突き の 竜 と 呼ん で くれ 。 多分 この へ ん が 副 沙 率 5 


割 近 (を 保ち な が ら 6 昇段 で きる 限界 だ と 思う の だ が 


。 私 は 誰 の 挑戦 で も 受け る 。 
堀田 裕志 (18) 滋賀 県 


170f& y49,200f& y49,.230f& 

12999 hh="y49,020f+&y49,050f+&y49,080f+&y49,110f+&y49,140f+&y49, 
179f+&y49,200f+&y49,.239f+& 

12199 jj="y49,020g& y49,050g& y49,.989g& y49,119g& y49,140g& y49, 
170g& y49,200g& y49,239g& 

12119 kk="y49,.020g+&y49.059g+T&y49.089g+&y49,110g+&y49,149g+&y49, 
170g+&y49 ,200g+&y49,230g+& 

12129 11="y49.029a& y49.959a& y49,089a& y49,119a& y49,149a& y49, 
179a& y49,200a& y49,.239a& 

12139 mm="y49,929a+&y49.059a+&y49.989a+&y49,119a+&y49,149a+&y49。, 
170a+&y49,200at+&y49,230at+& 

12149 nn="y49.929b& y49.959b& y49.989b& y49,110b& y49,140b& y49, 
179b& y49,299b& y49,239b& く < 

12159 b="y49,29d2.&l1cl1@2q8>b8.g8.a2&a8:| 

12169 co="@9116>>|1:2q7d8.q8a4.rq5gfq6g8q5fefedq6e8q5dq6c8liq8d4.. 
r:lq7d8.q5cdefg 

1217 の 9 d="|:2q7f8.<q8c4.rq5>b-aq6b-8q5agagfq6g8q5fq6e8llqg8f4..r:| 
q7fF8.q5>a<ocfa<oc>q7g8.b8.<d8 .&@12 

12189 e="|:3y49,189d-&y49 ,999d-&y49,189d-&y49,20d&y49,.119d&y49,2 
9 の 0d&y49,119d&y49,29d&: ly8,1 

12199 f="116q5o>bgq7g8.b8.q8<d4>>q5gb<dgb<d>q7a8. く <c+8.e8、&@12 
12209 g="| :3y49,189e-&y49.999e-&y49、189e-&y49,.29e&y49,119e&y49,.2 
の 9e&y49,11 の 9e&y49.29e&: ly8,1 

12219 h="116q5c+eaq7e8.a8.<c+8&@12 

12220 j="|1:6y49,189c&y49,999oc&y49,189c&y49,20c+&y49,119c+&y49,20 
9c+T&y49,110c+T&y49,29c+&: |y8,1 

12239 k="116>q7 f8.e8.d4d8q5defgq7e8.c8.>g8&@12 

12249 1="|:6y49,189g-&y49,999g-&y49,180g-&y49,290g&y49,110g&y49,2 
99g&y49,119g&y49,.29g&: |y8,1 

12259 m="116q7<f8.e8.d4d8q5defgq7a8.f8.c8q5afc<q6oc8q5>b-ab- 
12269 n="q7f8.e8.d4d8q5defg<q7c8.>g8.e4&e16>q5g<oeg<cq8d4&@12 
12279 o="|:21y49,189d-&y49,999d-&y49,189d-&y49,20d&y49,119d&y49, 
299d&y49,119d&y49,29d&: ly8,1 


89e&y59,999e&y50.909e&: ly8,2 

14229 j="|:6y50,169c&y50。979c&y59,169c&y59,99c+&y59,999c+&y59,18 
9c+&y59,999c+&y59,09c+&: ly8,2 

14239 1="|:6y50,169g-&y50,070g-&y59,160g-&y50,90g&y59,090g&y50, 1 
89g&y59,099g&y59.99g&: |y8,2 

14249 k="116>q7v12f8.e8.d4d8q5defgq7e8.c8.>g8&@12 

14259 o="|:21y59,169d-&y59,979d-&y59,169d-&y59,99d&y59,099d&y50, 


189d&y509,999d&y59,99d&: ly8,2 


15929 m trk(3,a) /* の で 、 だ れ か の いう と ころ の “清く < 正しく ズリ ズ 
15939 m trk(3,"y59,99|:2d4&"+dd)/* リ と " 「Y コ マン ド 」 を 並べ た 
15949 m trk(3,ee)/* の で ある 。 な に ?  「 音 程 と 長 さ を 指定 すれ ば M 
15959 m trk(3,ff)/*ML が 返っ て くる よう な サ プ ル ー チ ン を 作れ ば い 
15969 m trk(3,gg)/* い じゃ ん 」 だ っ て 2? まさ に その と お り 。 し か と し 
15070 m trk(3,hh)/* 私 の も う ひ と つの ポリ シー に 「 見 た だ け で 鼻血 が 
15080 m_trk(3,J))/*# つ う 、 と 消 り 降り て くる よう な うん ざり する プロ 
15999 m trk(3,kk)/* グ ラム 」 を 組む 、 と いう の が あっ て 、 仕 方 の 無い 
15100 m trk(3,11)/* こ と な の で ある 。 別 に 「 胡 人 散 臭 い リ スト を 打ち 終 
15119 m_trk(3,mm)/* ま えた あと の 充実 感 」 と か そん な も の を 狙っ て いる 
15129 m trk(3,nn)/* わ け で は 無い の で 安心 し て 頂き た い 。 

15130 m trk(3,bb)/* ん っ と 、 話 が それ た 。 

15149 w trk(3.oo)/*4 「Y コ マン ド 」 の 話 だ っ た ね 。 

15159 m_trk(3,b) /* で は 、 実 際 に 「 周 波数 ずら し 」 を する の に どう 
15169 m trk(3,"y59,99<c4.&@11"+bb)/* す れ ば いい か ? 説明 し よう 。 
15170 w txk(3。oc)/* まず 、「Y な ん と か , か ん と か 」 と いう 書式 で 
15189 m_trk(3,dd)/* 指 定 す る の だ が 、 “な ん と か "の 部 分 に は チャ ン 
15199 m trk(3,ee)/* ネ ル 番 号 を 、 “か ん と か "の 部 分 に は 実際 に どの 
15299 m trk(3,ff)/* 程 度 周 波数 を ずら すか 書き 込む せ 。 で も っ て チャ ン 
15219 m trk(3,gg)/* ネ ル 番 号 は 「1-ー8」 で は な く 、「48~-55S」 
15229 m trk(3,hh)/* の 値 で 指定 する の で 注意 が 必要 で ある 。 周 波数 の 
15230 m trk(3,)))/* ず らし 具合 い は 「0~-255」 ま で の 値 で 指定 し 
15249 m trk(3,kk)/* て 、O で 無 変化 、2 5 5 で 上 に 半音 ずれ る (ほん 
15259 m trk(3,11)/* と は 少し 違う ん だ けど そう 考え て も 構わ な い ) 。 
15269 m trk(3,mm)/* つ まり 、「Y5 1 , 1 2 8」 と いう の は 「 第 4 チ 
15279 m trk(3,nn)/* ャ ン ネ ル を 上 に 半音 の 半音 程 ず ぼら すん だ よ 」 と い 
15289 m trk(3,bb)/* う こと な の だ 。 

15299 m trk(3,co)/* この 「 極 意 、 周 波数 ずら し の 法 」 は な か な か ど 
15399 m trk(3,dd)/* う し て 使え る 奴 で 、 ポ ボルタ メン ト の 他 、2 チ ャ ン 
15319 m trk(3,ee)/* ネ ル 重 ね て 音 を 出す 時 に 音色 を 大 くす る た め と か 
15329 mw trk(3.ff)/ を #&『「 ソ フト し FOO」 を 得る と き な ど 、 様 々 な と こ て で て 
15339 m trk(3,gg)/* 活 躍 し て いる 。 詳しく は 本 文 に て 述べ て いる の で 
15349 m trk(3,hh)/* そ ちら を 読ん で 頂く こと に し よう 。 

15350 wm_trk(3.JJ)/* さて 、 こ の 「Y コ マン ド 」 に は も うー つの 活用 
15369 m trk(3,kk+"y59,99a2.")/* 法 が ある 。 ノ イズ ジェ ネ レ ー タ を 使 
15379 m trk(3,c) /* か うた め の も の で ある 。 こ の ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ 
15389 m trk(3,d) /* は 文字 どおり ノイ ズ を 発生 する た め の も の で 、 今 
15399 m trk(3,e) /* 回 の プロ グラ ム で は スネ アド ラム に 使用 し た 。 
15400 m_trk(3,f) /* CD で 聞い て みた と ころ 、 こ の 「 サ ンタ クロ ー 
15416 m_trk(3,g) /* ス 」 も と い 「 サ ンダ ー ク ロス 」 は スネ アド ラム の 
15420 m trk(3,h) /* ア タッ ク 音 が 強く 、 な か な か 存在 感 の ある 音色 だ 
15439 m trk(3.)) /* っ た の で あり が ちな 「 ア ル ゴ リ ズム 4 番 の 第 1 、 
15449 m trk(3,k) /*2 オペ レー タ で ノイ ズ を 発生 し 、 第 3、4 オ ペレ 
15459 m trk(3,1) /*ー タ で トー ン を 発生 する 」 と いう 手法 は あえ て と 
15469 wm trk(3m) /* ら ず に アル ゴリ ズム 5 書 て 、 第 1、2、3 オ ペレ 
15470 m trk(3,n) /*ー タ で トー ン 、 第 4 オペ レー タ (ノイ ズ ジ ェ ネ レ 
15489 m trk(3,o) /*ー タ ) で ノイ ズ を だ す と いう 、 大 道 芸 を や っ て し 
15499 m trk(3,z2) /* ま っ て いる 。 

16999 /* GOTO 17020 

16919 /* 

16929 a=" r16. [d.c.] [coda] o3 @12 el p3 q8 v9 y51,49 


16939 


bb="y51,.949c& y51,079o& y51,199c& y51,139o& y51,169o& y51 , 


13929 m trk(2,a)/* そ ん で も っ て 、 問 題 は ここ に 何 を 書く か で ある 。 
13939 m trk(2,"y49,29|:2d4&"+dd)/* (< お 前 じゃ まだ よ ) 

13949 m trk(2,ee)/* 届 す る に この スペ ー ス は プロ グラ ム を 打ち 込む 
13959 m trk(2,ff)/* 人 し か 読ま な いわ け だ か ら 私 の 戯 言 を ば ん ば ん 書 
13969 m trk(2,gg)/* い て も や 平気 だ な と か 思っ て た の に 、 編 集 の 方 に 聞 
13979 m trk(2,hh)/* い て みる と や っ ぱり 「 旦 」 な 話 は だ め だ そ うだ 。 
13989 m trk(2,)))/* あーあ 。 

13999 m trk(2,kk)/* 内 緒 に し と け ば 良かっ た な 。 

13199 m trk(2,11)/* 仕方 が な い 。 

13119 m trk(2,mm)/* そん な わけ で ここ で 「 し け べ 」 な 話 が で き な く 
13129 m_trk(2,nn)/* ま な っ て し まっ た の で 、 突 然 『 立 川 く ん の よい この 
13130 m trk(2,bb)/* た め の FM 音 源 講 座 」 み た いな も の (と 言う あ た 
13149 m trk(2,cc)/* り が みそ ) を や っ て し まお うと いう こと に し た 。 
13159 m trk(2,b) /* し か し 、 ち ゃ ん と し た 企画 で は な い の で 内 容 が 
13169 m trk(2,"y49,29<o4.&@11"+bb)/* (< あー て 、 ま た 現 魔 を する ) 
13179 m trk(2,co)/* ま おちゃらけ て し まう の は 給 弁 し て いた だ きた い 。 
13189 m trk(2,dd)/* で も 、 他 で は 聞け な い 美 味 し い 話 を 少し ずつ 、 出 
13199 m trk(2,ee)/* し お し み を し な が ら 書 いて くつ も りな の で 、 結 構 
13299 m trk(2,ff)/* 役 に は 立つ は ず だ 。 こ こ は ひ と つ 、 友 達 に は 内 縮 
13219 mm trk(2,gg)/* で 、 ト イレ な ん か で 「 う ょ ふ ふ 」 と 薄 和 笑い し な が ら 
13220 m trk(2,hh)/* 読 む の が いい だ ろう 。 一応 、 建 て 前 と し て は 「 編 
13239 m trk(2,jJJ))/* 面 の 余分 な か スペース を 利用 し た 合理 的 で 素晴らし 
13249 m_trk(2,kk)/* い 講座 」 と いう こと に な っ て いる 。 か っ か っ か 。 
13250 m trk(2,11)/* あん まり 馬鹿 な こと ば っ か り 書 いて る と 本 当 に 
13269 m trk(2,mm)/* 馬 鹿 だ と 思わ れる な 。 

13279 m trk(2,nn)/* そろ そろ 真面目 な ふり を し よう 。 

13289 m trk(2,bb)/* で は 、「 立 川 く ん の よい この た め の FM 音 源 講 
13299 m trk(2,cc)/* 座 一 第 一 回 てこ 」 を は じ め る こと に する 。 

13399 m trk(2,dd)/* そう そう 、 題 か ら 見 て も 分 か る と お り 、「 わ る 
1331 の m trk(2,ee)/* い こ 」 は 読ん で は いけ な いん だ ぞ 。 ざ ま ー み ろ 。 
13329 m trk(2,ff)/* ん で も っ て 第 一 回 の 今回 は な に を や ろう か な と 
13330 m trk(2,gg)/* う こと に な る の だ が 、 い き な り 最近 流行 の 「Y コ 
13349 m trk(2,hb)/* マ ンド ずら ずら 」 の 技 を 解説 する こと に し よう 。 
13350 m trk(2,)))/* まず 、12939 行 か ら 12149 行 辺り を 見 て 頂 こ う 。 
13369 m trk(2,kk+"y49,29a82.")/* (< お 願い だ か ら 邪 魔 し な いで ) 

13370 m trk(2.c) /# うん ざり すず する ほど 「Y マ コマ ンド 」 が 並ん で いる 
13389 m trk(2.d) /* は ず だ 。 こ れ が な に を 意味 し て いる か と いう と 、 
13399 m trk(2,e) /* 聞 いて も わか る と お り 、「 ポ ル タ メ ント 」 を 再現 
13499 m trk(2.f) /* し て いる の で ある 。「Y コ マン ド 」 は FM 音源 の 
1341 の 9 m trk(2,g) /* ま レジ スタ に 直接 数 値 を 書き 込む 命令 だ が 、 こ こ で 
13420 m trk(2,h) /* は 「 す こし だ け 周 波数 を ずら す 」 た め の “ 技 "に 
13439 m trk(2,J) /* 使 っ て いる 。 な ぜ こ ん な こと が 必要 に な る か と い 
13449 m trk(2,k) /* う と 、1 オ クタ ー プ の ポル タメ ント を か な り 長 い 
13459 m trk(2,1) /* 時 間 を か け て 行う の で 、 普通 に 音階 を 「&」 で つ 
13469 m trk(2,m) /* ま な げた だ け で は 音 が 粗く な っ て し まい 、 聞 いた 耳 
13479 m trk(2,n) /* が (反語 : 見 た 目 ) あま り 良 く な いか ら で あ る 。 
13480 m trk(2,o) /* そ ん な こと に な る くら いな ら ば プロ グラ ム し な い 
13499 m trk(2,z) /* 方 が まだ まし だ と いう ポリ シー を 私 は 持っ て いる 
14009 /* GOTO 15020 

14019 /* 


14929 a=" r32. [d.c.] [coda] o3 @12 @1l p3 q8 vil y59,09 

14030 bb="y50,000c& y50,030c& y50,060c& y59,999c& y50,120c& y59, 
150c& y50,180c& y59,210c& 

14040 ooc="y50,.099c+&y50,.039o+T&y59,969c+&y59,.999c+&y59,129oc+&y50 , 
159c+&y59,189c+&y59,210c+& 

14959 dd="y59,999d& y59,939d& y59,.969d& y59,.999d& y59,129d& y50, 
159d& y59,189d& y59,2109d& 

14969 ee="y59,999d+&y59,039d+&y59,969d+&y59,999d+&y59,129d+&y509, 
159d+&y50,189d+&y59,210d+& 

14070 ff="y59,909e& y59,.039e& y59,969e& y59,999e& y59,129e& y59, 
159e& y50,180e& y59,.210e& 

14 の 8 の gg='y50.009f& y50,030f& y50,060f& y59,.999f& y59,129f& y59, 
150f& y59,180f& y59,210f& 

14999 hh="y50,000f+&y50,030f+&y50,060f+&y50,090f+&y50,120f+&y50, 
159f+&y59,189f+&y59、210f+& 

14100 jj="y50,000g& y50,.939g& y59.969g& y59,999g& y59,129g& y50, 
150g& y59,189g& y50,210g& 

14110 kk="y59,999g+&y50,039g+&y59,069g+&y59,999g+&y59,129g+&y50 , 
150g+&y50,180g+&y50,210g+& 

14129 1]1="y59,.999a& y50,030a& y59,969a& y59,999a& y59,129a& y59, 
150a& y509,180a& y59,219a& 

14139 mm="y59.999a+&y50,.939a+&y50.969a+&y59.999a+&y59,129a+&y50, 
150a+T&y59,189a+&y59,210a+& 

1414 の 9 nn="y59,990b& y59,.939b& y59.969b& y59,.999b& y59,129b& y50, 
159b& y59,189b& y59,219b& く 

14159 b="y59,.09d2.&llol@2q8>b8.g8.a2&a8:| 

14189 e=" 1:3y50,169d-&y59,979d-&y59,169d-&y59,99d&y59.999d&y59,1 
89d&y59,999d&yS50.99d&: ly8,2 

14200 g="|:3y59,169e-&y59,979e-&y59,169e-&y59,.99e&y59,.999e&y509, 1 


190c& y51,220c& y51,259c& 

16949 ce="y51,040Qc+&y51,070c+&y51,100c0+&y51,1309c0c+&y51,160c+&y51, 
199c+&y51,229c+&y51 ,259c+& を 

16959 dd="y51,049d& y51,979d& y51,199d& y51,139d& y51,169d& y51, 
199d& y51,229d& y51,2509d& 

16969 ee="y51,.949d+&y51,.979d+&y51,199d+&y51,139d+&y51,169d+&y51 , 
199d+&y51.229d+&y51 ,250d+& 

16979 ff="y51.949e& y51,979e& y51,199e& y51,139e& y51,169e& y51, 
199e& y51,.229e& y51,259e& 

16080 gg='"y51.049f& y51,070f& y51,199f& y51,139f& y51,160f& y51, 
199f& y51,220f& y51.250f& 

16999 hh="y51,040f+&y51,070f+&y51,100f+&y51,130f+&y51,160f+&y51, 
199f+&y51.229f+&y51 ,250f+& 

16199 jj="y51,040g& y51,070g& y51,109g& y51,139g& y51,160g& y51, 
199g& y51,220g& y51,250g& 

16119 kk="y51,949g+&y51,079g+&y51,109g+T&y51,139g+T&y51,160g+&y51 , 


190g+&y51 ,220g+&y51 , 250g+& 


16129 11="y51,949a& y51,070a& y51,199a& y51,139a& y51,160a& y51, 
199a& y51.229a& y51,.259a& 

16139 mm="y51,.949a+&y51,979a+&y51,199a+&y51,139a+&y51,169a+&y51 , 
199a+&y51 ,220a+&y51 ,259a+& 

16149 nn="y51,949b& y51,979b& y51,199b& y51,139b& y51,169b& y51, 
199b& y51,229b& y51 ,259b& く < 

16159 b="y51,49d2.&llcl@2q8>b8.g8.a2&a8:l 

16189 e="|:3y51,299d-&y51,119d-&y51 ,299d-&y51,49d&y51,139d&y51,2 
2 の 9d&y51,139d&y51,49d&: ly8,3 

16200 g="|:3y51.299e-&y51,119e-&y51,299e-&y51,49e&y51,139e&y51,2 
29e&y51,139e&y51.49e&: ly8,3 

16220 j="|:6y515299c&y51,119oc&y51,299c&y51,49c+&y51,139o+&y51.22 
の 9 の c+&y51,139oc+&y51,49c+&: ly8,3 

16230 1="|:6y51,209g-&y51,119g-&y51,299g-&y51,49g&y51,139g&y51,2 
29g&y51,139g&y51,4 の 0g&: |y8,3 

16249 k="116>q7v10f8.e8.d4d8q5defgq7e8.c8.>g8&@12 

16289 o="|:21y51.209d-&y51,119d-&y51,299d-&y51 ,49d&y51,139d&y51 , 
229d&y51,139d&y51.49d&:ly8,3 

17929 m trk(4,a) /* 
17939 m trk(4,"y51,49| 
17949 m trk(4,ee)/* に 
17959 m trk(4,ff)/* で 
17969 m trk(4,gg)/* プ 
17979 m trk(4,hh)/* と 
17980 m trk(4,j))/* だ 
17099 m trk(4,kk)/* 
17199 m trik(4,11 )/* 
17110 m trk(4,mm)/* 
17129 m trk(4,nn)/* 
17139 m trk(4,.bb)/* 
17149 m trk(4,.cc)/* ト 
17159 m trk(4,.b) /* す 
17169 m trk(4,"y51,49<c4 
17179 m trk(4,co)/* エ ク 


9Atete tr oot 店 
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ri ロロ さえ ルー ご うと よぶ キー て re 


分 中 
が 加 ゆ そう 記さ きき こき 名 (: 


ん 


SSS 中 こせ CaSw 
系 5Sh 諾 導 江 ri 油 "の る を 


マイ 


+ 
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1 ビ SY" ょ 放さ ざき 語 ホ ポー マン の 
く て S 1 ぐ <* 浸る て 呈 て 


さす CCAHTE 本 5 
ミ 役 叶 工 で wu っ 4 マー へ [tit 
さす 生 2SNRNRE ポポ ペ パ S で 旨 | 
USN 媒 き we 宮川 さき 古 マ 


環 へ 1 fi 圧 千 へ 訓 
愛冠 敬語 そお で ざき Sri て CS 中 


ヽ 3 マ へ の と ご S 旭 Oi マテ 
移さ きき Se 喝 斗 紅 oowS 避 
時 浅 環 い 選 泊 さ c 名 喝 浴 いこ と 
べそ こき CPt ww 思 SS ぎ 1 る 
固 ざ 移せ wl 刻み ペ エ テテ 蛋 
装 費 矯 叶 ロマネ ンマ の ひ ンマ キ SS 局 


^ 届 S 計 dd で エン さま くさ ペ 
4 


x» 
ルル 


みや っ と 福袋 が 手 に 入っ た ぞ ぉ ー! と よろ こん で 家 に 帰っ て パッ ケー ジ を 開け る と ,「 お お 


っ , マニュア ル が 厚い っ 『」 し か し な が ら , じ は も っ と マニ ュ ア ル が 厚い こと を 知っ て 驚き 
宮原 大 (16) 長野 県 


に けり 。 ち まち ま と プ ログ ラム を つく る と し よう 。 へ へ へ 。 


Oh!X LIVE in 89 Z5 


17189 
17199 
17200 
17210 
17220 
17230 
17240 
17259 
17269 
17270 
17289 
17299 
17300 
17310 
17320 
17339 
17349 
17359 
17360 
17370 
17389 
17399 
17400 
17410 
17420 
17430 
17440 
17450 
17469 
17479 
17480 
17490 
18900 
189109 
18020 
18030 
1894 の 
18959 


m trk(4.dd) /* 
m trk(4,ee)/* 
m trk(4,ff) /* 
m trk(4,gg)/ ネ 
m trk(4,hh)/* 
m trk(4,JJ) /* 
m trk(4,kk)/* 
mm _ trk(4,11)/* 
m trk(4,mm)/* 
m trk(4,nn)/* 
m trk(4,bb)/* 


語れ 喘 
fo 
邊 洪 に 
マ 普 党 
(to 


な の % 廻 - 〇 詞 みみ 守 な 
に 4 


NE 3 イッシー 
ww 基 挙 ^ 


し 0 0 0 0 2 】 


7r っ VOoo Hr 
9 半 S③ ぷ 


m trk(4,oo ) /* 

m trk(4,dd)/* 

m trk(4,ee)/* ノ 
m trk(4.ff)/* つ 
m trk(4,gg)/ ネ ノ 
m trk(4,hh)/* い 
m trk(4,jJ)/* イ 
m trk(4,kk+"y51 
mm trk(4,C) /* 
m trk(4.d) /* 
m trk(4,e) /* 
m trk(4,f) /* 
m trk(4,g) /* 
m trk(4,h) /* 
m trk(4,J) /* 
m trk(4,k) /* 
m trk(4,1) /* も 
m trk(4,m) /* っ 
m trk(4,n) /* 

m trk(4,o) /* 

m_trk(4,z) /* す 


人 陣 中 wo ポポ シス の 稿 7 の 


法 S190 回 文雅 泊 ポ と 泌 に 人 下 コ | 滴 ぶ へ 涯 9S 


SoS’ AK’ oI Mr NTTYYS 4 
マ 著 避 山 六 療 ぴ 回 ペ さ ボ SS 中 で ご 基 さ ww な の < さ 謀 さ 怖 * SS 


0 政文 牙 へ 宗 P く ささ 度 きぐ か 款 


tv 
* 
に 
ne | 


ご と ママ SS -< と 主 差 <m° 十 選 へ な 5 ルン さき 


バボ 味 すす に シー で ご 族 太 NF 
分 語 ヾ S 濁 \ っ が ラ き 敵 人 マ ° ぶな 状 ご 聞 へ > 


ンマ エ 


合 r 所 させ 交 再 秒 き の 上 の 〇 ペア * 


さぶ ご 
へ fi 府 愛 へ rr 半 (て 半 CO の る 分 ヘ テー で てこ 衝 ご 二 


%% 当 


trH rid 9 


き 肝 ご 貴 
びび ご 注 * い の 9% 庶 餅 悦 | や 区 必 で NS へ 9 きき 5 計 9 と に 世 * ロボ ざ 「S 滋 


・ 分 こき せな こ 


HE OF 


^ な 却 ぶす 甘 才 99 で °* さて 浴 き S こ ユ 導 Sv( SANITITTSINO 
・3 和 CS" 


vwS さ cc 巡 せ うき さき" 潜 法寺 【 陣 % 陣 へ ror Tr A 
が な づき は ござ 3 ご SS< 刷 KRS 務 Am9 SM ぶっ < な °° 流し 


* な 義 S 1 黄 さき 末 び 肛 さ ぎー ペラ A へ RN 表す すそ きき 
\ 放 ざ 国 Nd 層 ぶっ ー( 0KS の WO ロ io っ ov 合流 浴 


< < KN5< きき マー へ mv 洪 9ー 必 


9 ご 政 装丁 一 9 へ 陣 / 
ヾ 局 副 開 ロ 溢 


に いさ ov3 た | 
2 なー コー か 2 


a=" [d.c.] [coda] o3 116 @3 p3 q8 
b= "| :19cCd く <f>fg く <g>g<a>g く <g>fg<fed>a:| 


Cc="132>b く oo+dd+eff+gg+a8+b く Oo+dd+efF+gg+aa+b< く oo+dd+eff+116 
d=" 1:5fd>b-<: If1:2gec:lger>oef<oea<o>1:5fd>b-<: |fl:2afc:la 


fafo<c8>b-ab- 


18066 


a 

18070 
19020 
19030 
19949 
19959 
19969 
19070 
19089 
20000 
20010 
20020 
29930 
29040 
29950 
20060 
21020 
21030 


e="1:5fd>b-<: 1f1:3gec:1ge>g<oeg<cd>af+af+df+a<d>af+d>af+d> 


f="132cc+dd+ef f+ggt+aatb<cct+dd+eff+gg+aa+b<cc+ddt+eff+g 


m trk(5,a) /* そう そう 、 余 談 に な る が 、6 月 号 で 載せ た 
m trk(5,b) /*ー ガ 」 が 意外 に 好評 で 、 アン ケー ト 葉 書 に 
m trk(5,c) /* を た と いう メッ セー ジ を 書い て くれ た ひと が 
m trk(5,.d) /* 山 いた 。 な か に は 「 質 問 電話 」 に わざ わざ 
m trk(5,e) /* 言 うた め に 電話 を か け て きた お 父さん も い 
m trk(5,f) /* う の だ 。 

m trk(5,z) /* た い へ ん 恐縮 で す 。 

/* 

/* 

a="' [d.c.] [coda] o3 116 @8 p3 q8 v15 y53,19 
b="al<cldio2>b2a1< く cl1d1d1 


C="@19>>d1&d1d1&d1f1&Ff1f1&f1 
d="|:2d8.d8.d8&d2:11:2e8、e8.e8&e2:| 
e="b-1<c1>b-1 く <f2r2>b-1 く <o2&o8.r4r16d1&d1 
m trk(6,a) /* 自分 で は エン ディ ング が 突然 


モノ ララ 
m trk(6,b) /* し まう の が 嫌 だ っ た の だ が 、 そ れ は 単 


° 注 有 ンマ w 半 (ご 湾 ご づ 3④ 監 叶 rr < 


3 


・9r な な 湾 還 さ 
マン ov* wi 財 むと SS SM (っ コパ 9 


9 AWS 癌 部 ら 宇和 ヘー 代 シ 先 


v12 y52,00 


ー 攻 み Sr テマ の ポ 
< て <9 退 ら 甘 へ なさ *° 8S 


+ 


< で Cy 
© 9 i° 


潜 


ピコ 


21040 m trk(6,o) /*4 に し か な らん 。 と に か く 、 入 力 し て くれ た 人 、 
21959 m trk(6,.d) /* あり が と う 。 

21969 m trk(6,e) /* そん な こと も あっ て 、 今 回 の この プロ グラ ム は 
21979 m trk(6,z) /* 位 然 、 気 合い が 入っ て し まっ た の だ 。 

22009 /* 

22019 /* 

22929 a=" [dc.] [coda] o4 116 @8 p3 q8 v15 y54,30 

22939 b="d1flglf2e2d1flgla1l 

22949 c="@19>>al&alal&al<ocl&oloi&o1l> 

22959 d="|:2g8.g8.g8&g2:||:2a8.a8.a8&a2:| 

22060 e='flg1f1<o2r2>flg2&g8.r4r16a1&a1 

23929 m trk(7,a) /* な に せ 、 制 作 時 間 も こ れ ま で の 倍 位 か けた し い 【( 土 
23939 m trk(7,b) /* 日 を まる まる つか っ て し まっ た ) 、 い ろ ん な 人 に 
23949 m trk(7,c) /* 聞 いて も ら っ て アド バイ ス も も ら っ た 。 お 陰 で ど 
23959 m trk(7,.d) /* こ へ 出し て も 恥ず か し く な い デ キ に な っ た の さ 。 
23969 m trk(7,e) /* だ れ か ら の 挑戦 も 受け て や る で ぞ 。 

23070 m trk(7,z) /* 挑戦 する な ら 送 っ て くる ん だ 。 

24009 /* 

24019 /* 

24929 a=" [d.c.] [coda] o2 116 @8 p3 q8 @v127 y55,20 y3,3 
24030 b="|:7"+bdt+hct+sdt+hect+bd+ "ce"+gdtho+bd+hc+ad+bdt+hec+bdt+sdt+ho+" 
:{ 

24949 c="|:16"+gd+" i: |" 

24050 d="|:8"+bd+hoc+sd+hc+bd+"o"+gdthoct+bd+hc+sd+bd+hot+bd+sd+ho+" 
| 

24969 e="|1:3"+ad+bd+ "co"+ad+bd+"o"+sd+bd+ "oo"+sd+bd+"o32c32c32c32 
"+gd+bd+": | 

24079 f=bd+" 1:7"+sd+":1@11132114"+ も 1+ す "14"+ キ も 24": 1 4 "+ も t も 3+ : 


4"+t2+":|116 


24080 n=bd+ho+gsd+ho+bd+ "oc"+sd+ho+bd+ho+sd+bd+ho+bd+ad+ho 


24999 gcn+bd+ho+sd+ho 


24199 hcbd+'"c"+gd+ho+"@111127+ オ 1 す ": 1112"+t2+1":1112"+t3+": 1 112 +t 


2+" 1 
24110 j=n+bd+ho+gsd+ho 


24120 k=bd+"co"t+sdthoct+" 1:4"+gd+" 1@111321:2"+t1+ 1 2"+t2+ "上 1:2 


"+ も 3+ 2 "+t2+":1116 
24139 1=n+bd+ho+asd+ho 


38 /*/*/* ネ /* ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ /*#/ ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ 

0 /* Sorcerian /* 
3 の /* /* 
49 /* 呪 わ れ た クイ ー ン マリ ー 号 (船内 の テー マ ) /* 
59 /* /* 
6 の /* (c) Falcom /* 
7 の / ネ /* 
80 /* Arranged by Z.Nishikawa /* 
99 /*/*/* ま / キ /*/ ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ ま /* ネ / ネ / ネ / ネ /* ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ / ネ /* ネ / ネ / ネ / ネ 
190 dim char v(4,109)={ /* f lute 
110 /* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 

129 59, 15, 0, の 。 0。 9, 9。 9, 0,3, 9, 

139 / ネ * AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 
149 341。 8, 2, 2, 14, 49。 3, 8, 0, 9.0, 

150 19, 6, 0, 2, 15, Si, 1, 8。 3, ひひ 

160 15, 19, 909, 2, 2, 38, 3, 3, も 0,Y, 

179 14, 3。 0, 3。 9, 0, 2Z, 3, 3, 0,0} 

180 mm VS8et(71,Y) 

199 vset2(91 ) 

200 v={ /* backing bpPiano 
219 /* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 

220 60, 15, 0。 0, 0, @。 0, 0, 0,3, 0, 

230 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 
240 31, 0, QQ, (0, 0。 33, 0。 8, 71, 9,8, 

259 17, 14。 8B, 3。 3, 8。 0, 8, 1, 9。9, 

269 31, 0。 0, 0, 0, 24, OO, 4。 3, 9,0, 

270 31。 14, 8 き 。 3, 3, (0, 0, 4, 3, 09,0} 

280 m VSet(72,Y) 

290 v={ /* bottle blow 

3 の 9 の /* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 

310 652, 15, の ひ 。 の 。 の 。 0, 9, 0, 0,3, る 9。/ 

329 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 

339 3。 0, 2。 4。 1, 85, 3, 4, 5656, まち 

349 3, 1, 2。 4, 1, 1, 3, 2, Bb, の の 。/ 

350 3, 0, 2, 4, 1, 10, 3, 2, お 。 まま 9/ 

360 3, 0, 2。 4。 1l, 0, 9, 2, 6, 0,0} 

379 m vset(73,v) 

380 vaet2(93) 

390 v={ /* synthe lead 

400 /* AF OM WE SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 

410 6, 15。 0, 0, 9。 9, 09, 09, OO,3, 9。 

429 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 
439 31。 10, 90,。 2, 15, 8, 9。 4, 4, 9.9。 

440 31, 10, 0, 1, 0, 0, 0D, 8B, 4, 8,8, 

450 31, 10, 0, 1l, ま 。 0D, 0, 8。 4, 8,0, 

469 31, 10。 の 0、 1, 0, @。 0, 2, 4, 9 9) 

47 の mm Vset(74,Y) 

480 vaet2(94) 


76 ohixX 1989.9. 


2414 の m=bd+"c"+gdt+hct+tbd+hct+sd+bd+t3+t2+t1+t2 


24159 nn+bd+ "1:7"+ad+":1@11132 

24169 o=" 1:4"+ も 1+ す "11:4"+t2+": 114"+t3+" 1:4"+t2+ "1116 

25929 m trk(8,a) /* 待っ て る ぞ 。 

25939 m trk(8,b) /* も し も 、 私 の 鼻 を あか し た な ら 、 土 下 座 で も な 
25949 m trk(8,c) /* ん で も し よう じゃ な いか 。 

25050 m trk(8,.d) /* と まあ 、 つ いつ い 、 ご た いそ うな こと を 書い て 
25060 m trk(8,e) /* し まっ た よ 。 い や 、 つ いつ い キ ー ポ ー ド が 消 っ て 
25979 m trk(8,f) /* ま し まっ た の さ 。 

25989 m trk(8,g) /* 勘弁 し て 下さ い 。 

25099 m trk(8,b) /* と も か く < 一 生 懸 命 作 っ た の だ か ら 一 生 懸 命 打 ち 
25199 m trk(8,j) /* 込 ん で ほし いと 思う ば か りな の だ 。 も し も 、 入 力 
2511 の 6 m trk(8,k) /* し た な ら 、 な ん ら か の 反 枚 が 欲し い の で 、 ア ン ケ 
25129 m trk(8,1) /*ー ト の 隅 に で も 書い て 下さ いな 。 
25139 m trk(8,m) /* も ちろ ん 、 厳 し い 意 見 、 リ クエ スト も お待ち し 
25140 m trk(8,n) /* ま て ます 。「 講 座 を 続け て ほし いな 」 と いう ひと が 
25159 m trk(8,o) /* れ ば そう 書い て ね 。 ひ ょ っ と する と 、 き まぐ れ を 
25169 m trk(8,z) /* 起 こし て 書く か も し ん な いか ら 。 

60900 /* で は また 、 さ よ な ら 、 さ よね な 65 、 す 379、 す 3 ナ う ・・・ 
60010 /* 

69929 m play() 

499 v={ /* electric bass 

500 /* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 

519 5B8, 15, 0, 9。 9, @。 QQ, 0, 9,83, の , 

520 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 

653 の 31, 14, 6、。 3, 2, 39。 OD, 0, 8 きす,9, 

540 19, 15。 5, 3、 4, 20, 2, 656, 6。 9,0, 

559 31。 4、 5, 3。 1, 40, き 。 0, 6S, 9.6/ 

560 31, 13, 6。 3, 5。 0, 0, 1, 59、 0,9] 

579 m_ vset(75,v) 

580 v={ /* elec tric organ 

599 /* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 

600 44, 15, 0, 9。 OD, O, OD, BD, 0,3, 9。 

619 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 

629 31、 00, Y, 8、 きま 。 22, 9 の 。 2, (、 すき 、 ひ 、 

639 17, 9, 0, 2, 1。 0, 9, 8, TT, 9,90, 

640 31、。 0、 ま 。 の 。 6。 23, UD, 4、 3, 8, 

650 17, 9, 0, 2, li, 0, 0, 4, 3, 90,9} 

S60 m Vaet(76,Y) 

670 vaet2(96) 

689 v= { /* tubiar bell 
699 /* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 

709 45, 15。 0, 9, DD, @。 YQ, 9、 0,3, 9, 

719 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 

720 19。 9。 9, 4、 1, 33, 0, i, 4, 9,90, 

730 19, 9, @、 3, 2, QQ, YY, 1|。 4, 0,9, 

740 19, 9, 2, ま 。 3, BB, UY, 2、 4, 9,0, 

750 19, 9, bh, 3, 2, 0, DO, 2, 4, 0,0} 

769 m vset(77,v 

770 vset2(97) 

780 v ={ /* synthe brass 
799 /* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 

809 58, 15。 0。 0, 0, 上 。 09, QQ, 0,3, 9, 


810 /* AR DR SR 


RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 


820 12, 89。、 2, 3, 1, ZB, 2, 2, 3, 9.9、 
839 14, TT, の 0 さ は) 1, 32, {Il, 6, 9。 09,8, 
849 20, 0。、 0, 3, 2, 42, GU, 2, 3, YO, 
850 17, 3, 0, 3, 2, 8, 1, 2, 4, 人 を 0) 
860 m vset(78,v) 
879 vget2(98) 
880 v ={ /* synthe brass 
2 
89 の /* AF OM WF SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 
990 58, 18, 0, 0, 9 09。 BB, 0, 9 3、 90。 
919 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 
920 16, 14, @。 8、 0, 27、 }。 1、 9 の 0。 9,9, 
930 15, 12, 0, 10, 15。 63, 1l, 3。 YY, 9.96, 
949 20, QQ, ひ 、 10, O00, 47, 9。 1, 9, 8,0, 
959 1i6, YY, の 0、 10、 90、 9、 1, 1, ひ 。 0O、!1} 
y つ い 先 日 ,「 ジ ェ ノ サイ ド 」 を 買っ た ん で す が , サウ ンド の 凄い こと , 凄い こと 。 特 に 


ZOO0M の タイ トル の 次 に 出 て くる , サン プリ ング の オー ケス トラ ヒッ ト ( だ た ぶん) が 万 い ! 


ほか の ゲー ム の 音楽 が . チャ ッ ち 〈 聞 こえ ます よ ! 


尾 松 剛 (16) 京都 府 


969  m vaet(79,Y) 
979 v={ /* 
989 /* AF OM WE 


hihat 
SY SP PMD AMD PMS AMS PAN / 


c iosse 


999 1, 15, 0, tt, 0。 GG, 0 YY, 0,3, 696. 

1090 /* AR DR SR RR SL OL KS ML DT1 DT2 AM-EN 

1919 Zt, 0, 6, 10, 10, 0, 2, 14 90 3.0、 

1029 3l, 20, li 15,; li; i27, 1, 3, ’, 1,6, 

1930 28, 24, 0; 15、 i6, 2, 0, 4, 7?, 1、@。 

194 ひ 19, Zl 12, 15, Il, 909, 90, 2, 7, 1,93 

1959 m vset{809,v) 

ょ の 60 str pis='y3,1",p2s"y3,2" p32="y3,3" 

19709 /* 

1080 str rds"y2,4',cl-="y2,8", th-="y2,11", tm="y2,12", tLs"y2,13" 
1090 str bd="y2,2",ms="y2,10",asd="y2,16",sgcy="y2,5",koc="y2,23" 
1100 atr bs="y2,9",cy="y2,3",hc="y2,6",ho="y2,7" 

1110 str et1="y2.58 ,et2="y2.59",et3="y2.6 の 9",et4="y2.61" 

i120 str も も 1 ュ = y2.32 tb2-="y2,33", th3<"y2,34" 、tb4="y2 35" 

1139 /* 

114 の 9 key 2 m play()"+ohbr$(13) 

1159 /* m init():m trk(1,"t149L16@89v8o2q8p3"+o) :m play() 
1160 m init():m tempo(144) 

1170 for i=i to 8:m alloc(i,3000):m asaign(1,i) :next 

1189 str a[256],b[256],c[256],d[256],e[256],f[256],g[256],h[256 
],z[256] 


i1190 str aa[256],bb[256],cec[256],dd[256],ee[256],ff[256],gg[256 
],hh[256],zz[256] 


1200 gtr bi[256],b2[256],b3[256],b4[256] 
1219 str cil[256],c2[256],c3[256],c4[256] 
1220 /* 

1239 /* 

1240 /* melody 

1250 /* 

1260 /* 

1270 a="L8d.f.a 

1280 b="L8l:g2.def2edc+4lidi&gd2d.f.a:ldlel 
1290 bb="f+4.f2f2e2&ef4.f2f2r 

1300 c=-"e.f.ga2&aat+t<cd’a+2Z&atagfe2&efgat+a2z&agfed2&defgd2&defgd2 


&defdd4.c+4efga2&aa+ く <od>a+2&a+ く cdfe2&efga+a.f.ga4<o4>a+d2efga+.a 
・ く で >a+2a+ は . く CGC>A+。 く で C.de.f.gere4f2>ga+<dfererdo+4.g2。.f+16e16fF+2& 


d="a<def+2&fT+Tgaa+tg2&gf+edg4.f+16e16f+1&f+>a<def+2&f+edf+ イ f+ 


dd="g4.f2&fe4.f2&fg4.f2&fe2 
1339 /* 

m trk(1," [do]") 

m trk(1,"@76 v12 q8 o3 
m trk(1,"o3"+b) 

m trk(1,"@73 vii o4 
m trk(1,"@74 v9 o3 
m trk(1,"@77 v19 o3 
m trk(1,"@73 vi2 o4 
m trk(i," [loop]") 


y48,0"+a)} 


p2"+bb)} 
p3"+ce) 
pl"+d) 
pi"+dd) 


melody (eoho part) 
1469 /* 

m trk(2,"@w8") 
m trk(2。"[do]") 
m trk(2,"@96 v9 
m trk(2,"o3"+b) 
m trk(2,"@93 v8 04 
mm trk(2,"@94 v7 o3 
m trk(2,"@97 v8 o3 
m trk(2,"@93 v9 o4 
m_ trk(2, [loop]") 


q8 o3 y49,40"+a ) 
p2"+bb ) 
p3"+o ) 

Y49,29p1"+d ) 

y49,49p1"+dd ) 


bass 


b= "Ll6| :grrggrdr: |CTTOGCF>gT arraar<ct+r|:4drrddr>yar<: | |:grr 
ggrdr:lcrrccr?’gr arraar<ot+r>|:atrratat+trf|lr: lat<|l: ジ crrocor|1l>gr<: | 
eg 

1630 b1="L16|:d8.<o+64&d32.rro>cfrarodf>a+8<a64&a+32.rdfga>a<o+ 
ergaec+>a:|" /* ネ る と で また うか うん て "すす 

1649 c="<|:drrddr>a<r:||:grrggrdr:ll:crroor>g<r: {frrffrocrfrrfd8 
C8>|:a+rra+a+rfr:||:grrggrdr:| く |:erreer>b<r:l>|:arraarer:|<| :f ェ + 
ffror:||:grrggrdr:l|:arraarer:l 

1650 co= "frrffre8 drrddr>ar | :a+rra+a+ エ fr: 1 く <| :d+rrd+d+Y>a+ く Ti 
・GrTYGGY>A+ く <YT:|>|:arTaaTGT: | | :a+ エ ma+Ta+YfT エ : | く <CTrCCOTET >arraar<o+8 | 
*3drrddr>a<r: | 泊 

1660 d="d<dr>afgefl:drrddr>a<r:||:grrggrl1dr:|>a+8<drrddr>a く < エ C+ 
C+O+Y>a<YI:Crrocrll>g<r:lerl:grrggrdr:ll:arraarer:|l:3drrddr>a 
<r: 1d く <d>C<o>>a+ く <a+>a く al:3drrddr>a<r: 1d<dr>afgef 

16709 /* 

168 の 9 m trk(3,a) 

1699 m trk(3,"[do]") 

1700 m trk(3,"@75 v12 q7 o3 y59,.9"+b) 

1719 m trk(3,b1) 

1729 m trk(3, vV13"+o):m trk(3,co) 

173 の m trik(3,d) 

174 の mm trk(3, [loop] ") 

1759 /* 
1760 /* 
1770 /* 
1789 /* 
1799 /* 
1800 a="L8f.a. く o> 

181 ひ b="L8|:b2.gga+2a4e411f1&f2FT.a.<o>: 1g4.f く fga+<d>>g4 .f< く Ta+ く で 
1820 bb="g>a4.a2g2e2&ea4.a2g2&gg.a.8+ 

1839 o="d4f4.fa4d4g<d>d>a+ga+ く <C4g4oega+f4e4Cec>aa+4 く <f4 .ga+<d>a+ 
>A+ く 條 4 、 ga+ く <d>A+>8+ く g+4 く < な +4>a+g+g4.g4gaa+o4f4.fa4d4g<d>fd>a+4<c+4 
ACT+eGC+>a く < く T.>a. く CT4a4gf4>a+4 、<d4g .f d+g2g.f .Gg . 婦 .、a+ く O+ . 〇 † . 〇 C+ 
+4d>a+gfdfga+Ta+rgraa4.a2d4.d16c+16d2&d 

1840 d= "ef+aa4<c+d4dde>a+4<de4>a+a+a+a4.<d16>a16<o+4>a4a4.g4ef+ 
gb4 く o+d4>bbb く o+2c+21:3d4.d2&d: 1d2 

1859 /* 

1869 m trkt4,"[do]1") 

1870 m trk(4,"@78 v10 q8 o3 y51,9 p3"+a ) 


S ub melody 


y ジェ ノ サ イド の 自 機 が , 


まね き 猫 の バケ モノ に 見 えた の は , 僕 だ け で し ょ うか 
八尾 唯 仁 (13) 神奈 川 県 


188 の m trk(4,b+bb ) 

1899 m trk(4," vy11 o3"+o) 

1999 m trk(4," vy19 o3"+d) 

1919 m trk(4,"[loop]") 

1920 /* 

1939 /* 

194 の /* sub melody {echo part) 

1959 /* 

1969 /* 

1979 a="@w8"+a 

1989 bb= ">d4 .d2d2o+2&c+d4 .d2d2&dg.a.a+ 

1999 c="Li6c>afdfa<dfd>afdfa<df|:gd>a+ga+ く dga+:| | :geC>a+E8a+ く Ce : 
Ifec>afa<oefdo>afa<od|:fd>a+gfga+<d:| 1:gd>a+gfga+ く <d: | | :g+e>bg+eg 
+b<e:| 1:d>aec+dea<o+: 1:fo>afa<ofa:| | :gd>a+gfga+ く <d:| | :ecC+>aeC+ea 
く o+: | 

2000 oo= "fo>afofa<ofd>afofa<d|:fd>a+gdfa+ く <d:| 1 :d+>a+gd+>a+ く d+g8a 
+ く <: | |:e>a+geoeg〈C:|l:eo+>aeo+ea<c+:| |:d>a+gfdfZaA+ く <: |C>aA+EGCGEA+ く 


C+>AEGC+eGa<〈C+d2a4.a16a16a2&a4 

2010 d="L8ef+aa4<o+d4dde>a+4<de4>a+a+a+Ta4.a<o+4>a4a4.g4ef+gb4<o 
+d4>bb 

2929 dd='"g2g21:3a4.a2&a:la2 

2939 /* 
mm trk(5。 [do]') 
m trk(5,"@98 v8  q8 o3 y52,20 p3"+a ) 
m trk(5,b+"v9"+bb) 
mm trk(5,"@79 v19 
mm trk(5,."@98 v8 
m trk(5,。"[1oop1") 


o5 y52,9"+co):m trk(5,ooc) 
o3 y52,20"+d):m trk(5,"Y19"+dd) 


chord 


a="@w2 
b= "Llgfd2>a+2g2a+4<d4gaa+<o" 
bb="d1&d1&d1&d1 

2180 c="L8a.a.a2rl:a+.a+.a+2r:la.a.a2rf.f.f2rl:a+.a+.a+2r:la.a. 
a2Zra.a.a2rat+.at.a+t2r<c+.ct+.c+2Zre.e.d2r>l|:at+t,at+.at+2Zr: 1g.g.g2rTa,.8・ 
a2rat,.a+.at+2rg.g. gE2rl: ジ a.a.a2r:l 

2190 d="did+idlg2.a4bl<cll:3di&: ldi 

2209 /* 

2219 m trk(6,a) 

2229 m trk(6,"[do]1") 

2239 m trk(6,"@71 v12 q8 o3 y53,9 p1"+b) 


224 の m trk(6,"@91 v10 p1"+bb ) 
2250 m trk(6,"@72 v11 o2 p1"+o) 
2260 m trk(6,"@71 v11 o4 p2"+d) 
2270 m_trk(6,"[loop]'") 

2280 /* 

2290 /* 

2309 /* Chord (echo part) 
2310 /* 

2320 /* 

2339 a="e@w2 


2349 b="g4&"+b+"2." 

235 の oc="L8T.f.f2rl:g、g.g2r: If、f.f2rl:d.d.d2r: lg.g.g2re.e.e2r 了 ff 
・f2rg.g.g2rl:a.a.a2r:If.f.f2rd+.d+.d+2rl:e.e.e2r: If.f.f2re。e.e2r 
1:d.d.d2r: | 

2360 d="d4&d1d+1d1g2.a4b1<o11:3d1&: 1d2. 

2379 /* 

2389 m trk(7,a) 

2399 m trk(7,"[do]") 

2400 m trk(7,"@91 v9 q8 o3 y54,40 p1"+b) 

241 の 9 m trk(7,"@75 vil o3 p1"+b1 ) 

2420 m trk(7,"@72 v11 o2 y54, の 9  p1"+o) 

2439 m trk(7、"@91 v8 o4 y54,.49 p2"+d) 

2440 m trk(7,"[loop]") 

2459 /* 

2469 /* 

2470 /* 

2480 /* 

2499 /* 

2509 a="@w21L16" 

2510 bl1=p3+oy+ "oroo"+sd+"C8col:6"+bd+"oroo"+ad+"C8co:i | "+eti+"C" 
+et1+"C"+et2+"Cr"+et3+"Cr"+ ocL+"o"+ coL+"ol:7"+bd+ "oroo"+sd+"C8co 
* { 本 

2529 b2=bd+"C"+Toy+"o8."+ad+ "CC"+Tgd+ す "oc"+bd+ "ooo "+ho+"C&"+ad+ す "Co 
co"+bd+ "oo"+bd+"C8"+p2+tm+"o32&"+tm+ す "oc32"+p3+ も ルキ "Oo"+p1+tL+"C&"+ も 
L+"C"+p3+bd+ "oco"+ho+"C&"+sd+ "Cooo"+bd+ "co"+ho+"C8"+ad+ "oc"+oL+" 
Ce"+ ォ CCL す "CC 

2539 b3=bd+ "oco"+ho+"C&"+ad+"Cooco"+bd+ す "co"+bd+"C8"+p2+tm+ す "oc32&" 
+tm+"C32"+p3+t 上 も + "oe" +pl+tLt+"C&" +tL+ "CT"+p3+bd+ "coo"+ho+"C&"+Bcy+"C 
Coo"+bd+ "oo"+ho+"C8"+sd+ す "co"+ad+ す "o"+ad+"C&"+ad+ "CT 

2549 ol=" 1:7"+bd+ "croc"+ad+"C8co"+bd+ "or"+bd+ "oo"+ad+"C8cc: | "+b 
d+ "CrCo"+8d+"C8oo"+p2+th+"C"+ も th+ "OC" +p3+tmt "C32&" +tm+ "C32"+tm+ "CT 
+tm+"C& "+tmt "CT+p1+tL+ "CT+tL+T"C"+p3+oy+ "oroo"+agd+"C8oc" 

2559 co2=bd+ "or"+bd+ "oc"+ad+"C8col:6"+bd+ "orooc"+ad+"C8co"+bd+ "or 
"+ キ bd+ "oo"+gd+"C8co: 1"+bd+ "oroo"+ad+"C8oo"+bd+ "oo"+bd+"C"+ho+"C"+ 
sd+"C"+ho+ "CT+ho+ "CT+ho+"C"+bd+ "oroc"+sd+"C8oo"+bd+ "or"+ す bd+ す "oo"+ 
gd+"o8oo" 

2569 oc3=bd+"oroo"+sd+"C8cc"+bd+ "oo"+ad+"C"+gd+"C"+ad+ "Cr"+ad+"C 
"+ad+"C"+bd+ "eroc"+agd+"C8oo"+bd+ "or"+bd+ "oc"+sd+"C8co"+bd+ "coo"+h 
o+ "C8"+gd+ す "co"+ho+"C8"+bd+ す "oo"+bd+"C8"+ad+ す "oc"+ho+"C"+ho+ "Co" 

2570 d="1:9"+bd+ "oroo"+sd+"C8coc"+bd+ "or"+bd+ "oc"+ad+"C8coi1" 

2580 ddzetl+"c"t+eti+"r"t+eti+"'c"t+eti+"c"+et2+"C&"+et2+"C"+et2+"0 
"+et2+"c"+et3+"C&"+et3+"C"+et3+"C&"+et3+"C&" +et4+"C&" +et4+"C" +et 
4+"C&"+et4+ す "CT 


drums 


2590 m trk(8,"@80 v19 o2 q8 y55,9 p3"+a) 
2600 m trk(8, [do]") 

2619 m trk(8,b1):m trk(8,b2):m trk(8,b3) 
2620 m trk(8,c1):m trk(8,c2):m trk(8,o3) 
2639 m trk(8,d):m trk(8,dd) 

2649 m trk(8,"[1loop] " ) 

2650 m play():end 

2669 func vaset2(a) 

267 の 9 vV(9.2)=2 /* wf 

2689 v(9,4)=200 /* spd 

2690 v(9,5)=59 /* pmd 

2700 v(Q,7)=3 /* pmsg 

2710 m vset(a,v) 

2729 endfunc 


Oh!X LIVE in '89 


ZZ 


第 30 回 知能 機械 概論 お 茶 目 な 計算 機 た ち 


計算 炎 科 学者 は 夢 を 詳 り 締 け る 


深夜 の 議 議 


僕 は 計算 機 , ある い は 人 工 知能 に 対し て 
大 き な 思 い 入 れ , 俗 な 言葉 を 使う な ら ば 夢 
も の て に ます: が から 。 だ だ と ちば は 「 評 
算 機 対人 間 」 と いう 対立 図式 か ら 抜 け き れ 
な い 人 人 や , 人 間 の 心 は 神聖 だ か ら 計 算 機 で 
シミ ュ レ ー ト する な ん て と ん で も な い ( 案 
外 そ の と お りか も ) の だ , 計算 機 は 指示 きる 
れ だ た だ とおり の こと を 順番 に や る だ け だ と 思 
の で て いる 人 (実は これ も いん て る か が か も) な 
ど が 近く に いて , し か も 話し 合う 余地 が を 
の 人 に ある 場合 は , 無駄 に な る か も し れ な 
い 答 衝 を の し て し まい る くす 、 

先日 も , 相手 は 20 歳 も 目 上 の 分 野 の 違う 
先生 びっ た の で す が , 強力 な 援軍 が ひと り 
隣 に 座っ て いま し た の で , 深夜 2 時 まで を 
の 人 を 相手 に な ん だ か ん だ と 偉 そ うに し ゃ 
ペ べ っ う っ て し まい まし た 。 

「 人 工 知 能 な ん て と ん で も な い , 心 な ん て 
気軽 に 使っ て も ら っ て は 了 困る, 僕 の 心 が わ 
か る の か 7 」 

こう いう 発言 に 対し て ,。 どう 答え だ らい 
ちば ん 説得 カ が ある の で し ょ うか ? 僕 自 
身 。 人 工 知能 は 専門 で な いこ と も あり , ま 
た 勉強 不足 な の で , 相手 の 人 を 納得 きせ る 
だ け の 反論 も する こと は 結局 で きま せん で 
し た 。 確か に 心 と いう 領域 に 至っ て は , 人 
文科 学 の 学問 に お いて も , 簡単 に 解決 する 
こと の で き な い 永遠 の テー マ で すか ら , を 
の 発言 に 対し て 真正 面 か ら 答 を える こと は で 
き な か っ た だ の で す 。 

し か し ここ で, 人 人 工 知 能 と いう も の は , 
人 間 の 内 面 を し ら え る だめ の 情報 工学 的 な 
手法 , アプ ロー チ な の だ と いう 皇 張 を し た 
ら わ か っ て も ら え そう な 気 が し ます 。 妥 す 
る に , 人 間 の 知 の 領域 を 情報 工学 的 な アプ 
ロー チ で モデ ル 化 する と いう も の な の で し 
図 ] 究極 の RISC ア ー キ テク チャ 


演算 ユニ ッ ト も メモ リ 空 間 に マ ッ ピ ング さ 
れ て お り , 特定 の 番地 に デー タ を 書き 込む 
と 演算 が 実行 され て 特定 の 番地 (出力 レジ 
スタ ) に 出力 され る 。 


78 Onx 1989.9. 


ょ う 。 したがって, シン ボル を 用 いて 論理 
学 的 な 面 か ら 追求 する 立場 や 、 も っ と 低 レ 
ベル で か つ 高 並列 な 神経 回 踏 網 理論 的 な 立 
場 も それ ぞ れ に 最終 的 に は 同じ 人 工 知能 
目指 し て いる と いう 見 方 も 。 そう 見 当 は ず 
LS NT し よう 。 

ぃ いずれ に せよ , 人 工 知能 と か 知能 機械 の 
研究 の 成果 と し て 出 て きた も の が きわ め て 
単純 な が モデル だ と し て も , それ は あく まで 
も 知能 の 一 部 を モデ ル 化 し て シミ ュ レ ー ト 
し て いる の で あっ て 。 こ 心 こそ 人 革 知 能 
の も の だ と いら っ て いる の で は な いとい うこ 
と に 注意 し な く て は な り ま せん 。 手法 は 違 
っ て いて も , 人 文科 学 の 目指 し て いる も の 
と 究極 的 に は 同じ な の で す 。 で すか ら , 

「 人 二 知 能 。 人 上 知能 ほし いう が. こう いう 
らき に 。 ミミ うす る 。 ああ いう と らき は あお あす 
る 。 と いう よう に 。 パ クー シ 化 て き な がく て 
ば は 。 実現 する こと は 難し い 。 し か し 。 パタ 
ー ン 化し だ も の は すでに 知能 と た いえ る も の 
で は な い 」 

と いう 世の中 で た び た び 耳 に する 批判 は ビ 
ント が 外れ て いる と いわ ざる を 得 ま せん 。 


僕 が 話題 に し て いる こと 


人 工 知能 の 強力 な 弁護 わし て いて も , 自 
分 が 人 工 知 能 を と の も の を 深く 研究 し て いる 
わけ で な い の で , むず が ゆい も の が あり ま 
す 。 所 属し て いる 研究 到 で は , 「 究 極 の RI 
SC な ど と 名 付け られ た 記事 を も う 読 ん だ ?」 
な ど と いう 会 話 は 飛び 交 い ます が ,「 冨 士 通 
と 東北 大 が 右脳 コン ピュ ー タ な る も の を 作 
っ だ っ て 書い て ある よ ! 」 な ど と いう 発言 
は あま り 聞 きま せん 。 まあ , 部 外 者 で ある 
か ら こ を, 愛 の よう な こと を 話し て いら れ 
る の で し ょ うか (いや 違う の だ )。 

今回 の 話 と 関係 は あま りな い の で す が , 
この 究極 の RISC と や ら に つい て , 面 日 い 
の で 簡単 に 触れ て お きま し ょ う 。 

RISC と いえ ば 人 工 知能 ち も へ っ だ くれ も な 
い 況 臭い 話 に な り ま す が , この と ころ 流行 
し て いる アー キテ クチ ャ の こと で す 。 妥 す 
る に , きわ め て 簡単 な 命令 どけ し か 用 意 し 
な い 計 算 機 の 総称 で し て , 大 学院 生 数 人 が 
数 カ月 で 設計 で き て し まう と いう こと も る も, 
初期 の ころ の モー ルス ポイ ント で し た 。 と 
に か さく 今 は 猫 も 析 子 も RISC です 。 

「 究 極 の RISC」 と いう や つ は アメ リカ の 


学会 が 出し て いる 雑誌 に 載っ て いる も の で 
僕 が 以前 この 連載 で 究極 アー キテ クチ ャ シ 
リー ズ と し て 冗談 半分 に 書い だ も の と 基本 
的 に は 違い は あり ませ ん 。 

この RISC で は つい (に 命令 は デー タ 移動 
の ため の Move だ け と な っ て し まい まし た 。 
繰り 返し ます が , 命令 は た っ た の 1 種類 し 
か な い の で す 。 し だ が っ て , オペ コー ド を 
書く 必要 は な 〈, た だ 単に 「 移 動 元 , 移動 先 
を 書き 並べ た も の が プロ グラ ム な の で す 。 

な ぜ こ の よう な 計算 機 が 作れ て る の で し ょ 
うか ? それ は , この 計算 機 が 「memoryi 
mapped everything computer (すべ で て メ 
モリ マッ プ す る 計算 機 )」 だ か ら な の で す 。 
図 1 に 示す よう に , 実行 ユニ ッ ト か ら 出 て 
いる バス に メモ リ だ け で な く 〈,。 演算 ユエ ニッ 
ト , 入出 力 機器 . を そして, プロ グラ ムカ ウ 
ンタ まで が ぶら 下がっ て いる 構成 を と っ て 
いる わけ で す 。 を そして, それら が 特定 の アド 
レス 空間 を 占め る よう に マッ ピン グ さ きる れ て 
いる の で す 。 

と ころ で , この 計算 機 の どこ に 意識 が あ 
る の か と いい ます し と, 
1) パイ プラ イン 化 に より そこ そこ の 人 性能 
が 出せ る 。 
2) 用 途 に 合わ せ て 自由 に 拡張 で きる 。 を 
の 際 , 自然 に 命令 が 強化 さき れる こと に な る 。 
と いう こと が 挙げ られ て いま す 。 市 販 の シ 
ー ク エン サ を 使っ て 簡単 に 作っ て みよ うと 
いう 気 に な り , 拡張 も いろ いろ 目 由 に て で てき 
2 る 4 と いう こと が 。 まあ 最大 の セー ルス ボ イ 
ント と いる る て で しょ うう 4 


「 スー パー スト リー ム 」 批 判 


人 工 知能 や 計算 機 に を そこ そこ 興 味 が あり 
な が ら ,。 結局 は それ に 対す る 理解 が 足ら ず 
逆 に 人 工 知能 に 対す る 批判 に 陥 る ケー ス は 
案外 多く ,。 し か も 手強い も の が あり ます 。 
最近 読ん だ 本 , 『 知 能 の スー パー スト リー 
ム 』 に に ついて, ちょ っ と 批判 的 に 紹介 し て み 
る る 介 も きも よう 。 

この 本 で は , 多く の 実験 例 を 紹介 し な が 
ら , 動物 か らら 類人猿, 人 間 へ と いう 連続 的 
な 「 知 」 の 流れ の 存在 を 述べ て いま す 。 知 
能 の 持つ , 進化 に な ける 連続 的 な 側面 に つ 
いて は 僕 自身 も 考え る と ころ が あり , た い 
へ ん 興味 深く 読み まし た 。 

た と え ぇ ば, 動物 の 持つ 表象 能力 や 前 言語 
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能力 の 存在 に つい て の 多く 〈 の 実験 は 。 知 と 
いう も の が 人 間 だ けが 持つ も の で は ない の 
で は な いか と いう 疑問 も リア ル に 浮か び 上 
が ら ぜ て て れれ ます 。 

本 書 の 後半 で は い ょ い ょ 並列 計算 機 , 人 
工 知 能 , 神経 回 路 網 理論 に 対す る 批判 が 始 
まり ます 。 そこ で 基本 的 に 間違っ て いる と 
思う の は , 現在 多く の 研究 が 活発 に 行わ れ 
て お り , 日 々 多少 な り と も 成果 を 上 げ , わ 
すず か で は ある が 人 工 知 能 ほ と いう も の に 近 づ 
きつ つ あ る こと を 考慮 せ ず に , 現在 に なけ 
る 人工 知 能 の 姿 を 固定 し た も の と 捉え て 批 
判 し て いる 点 で す 。 以下 に いく つか の 象徴 
的 な 部 分 を 挙げ ます 。 カ ッ コ 内 は 僕 の コメ 
ジホ で まま 
@ 並列 処理 コン ピュ ー タ の 並列 処理 の 中 に 
人 間 特 有 の 知 的 活動 の 生起 を 期待 する こと 
は , (中 略 ) フラ スコ に 原始 大 気 を つめ て 
火花 放電 を 浴び せる こと に よっ て , フラ ン 
ケン シュ タイ ン を 作り 出す こと を 期待 する 
よう な も の と いっ て も よい だ ろう 。 

(並列 処理 は 近い 将来 的 に は 人 工 知能 の 

必要 条件 と な る と 思う ) 
@ 神経 回 路 網 が いか に 脳 に ヒン ト を 得 て い 
ょ うと , それ が 脳 の 神経 回 路 を モデ ル 化 し 
て に る こよ に は が なら な Ck 
(モデ ル 化 の 出発 点 は ヒン ト に する こと 
か ら 始 め る の で は ?) 
@ つ まり , 人 工 知能 ほし は コン ピュ ー タ で は 
実現 不可 能 な 概念 な の で ある 。 
(そう いう 定義 しだい の な ら ば 自由 に 
し て くだ さい 。 た だ ただし, 一 般 の 定義 と 
は 扶 な る の で は ?) 
@ コ ンピュータ は 人 間 に 近 づけ ば 近づく は ほ 
Ee 人 間 に と っ て 役に立た な いも の に な っ 
て いく 。 (中略 ) 進む べき 方 向 は 逆 で ある 。 
コン ピュ ー タ は 人 間 に 近 づい て くる で きも 
の で は な く 〈, 人 間 を 拡張 する も の で ある 。 
( 逆 の 方 向 と し は 人 間 が 超 能 力 を 身 に つけ 
て ョ ー ズ に 近く こと で は みう 
人 間 を 拡張 する た め に コン ピュ ー タ を 
近づけ て いる の で す ) 

女 者 は , 人 工 的 に 作り 上 げ る 目標 と する 

知能 と いう も の を , (本 書 の 前 半 で は , 動物 


と の 連続 性 の 一 面 を 指摘 し た の に ) と て つ 
も な 〈(, 崇高 な も の と し , 一 方 , 現在 進行 


彩 の 人 工 知 能 に つい て は 。 ご く 〈 限 定 き され た 
現在 の 形 を その 言葉 の 定義 の よう に し て ., 


を の 落差 を 印象 付け て いる の で す 。 
終わ り の ほう の 章 で は , 現在 の 人 工 知能 
を けなす だ けけ な し た の で , つい に 「 ス ー 
パー TI 」 な る も の に つい て の 提案 が な され 
て いす 

「 私 た ち は こ れ か ら 先 , コ ンピュータ と ょ と 共 
に 未来 に 向け て 歩み , 新しい 次 元 で の 動 的 
発展 を 遂げ て いく こと に な る 。 私 た ちと 共 
に 歩む この 種 の コン ピュ ー タ は 人 工 知能 で 
は な い 。 私 は これ を スー パー T コンピ ュー 
タタ と 呼ぶ 」 

この 文章 の 書い て ある 部 分 の 4 ペー ジ 前 
の 「 科 学 と 技術 は , (中 略 )、 コン ピュ ー タ 
と 同様 , 人 の 後に ある で きも の で ある 」 と 
ぃ いう 表現 と 整合 し な いな ど と いう こと は 小 
さい 問題 で す 。 人工 知 能 に つい て 批判 する 
だ けし て , も っ と 素晴らし い 何 を 提案 し よ 
うち し で て で いる の で も しょ うり 

最終 章 の 「 ス ー パ ー I, 超 知 能 へ 」 で . 
従来 の 人 工 知 能 と の 違い に つい て は , 人 の 
知 的 能力 と 異な る 知 的 能力 を 発揮 する こと 
に よっ て 人 と 共進 化す る と いう こと を 挙げ 
て いま す 。 し か し 。 いっ た い 。 人 問 の 持た 
な い 知 的 能力 ほし は いっ た い 何 な の で し ょ う 
か ? (まる か 赴 能 力 で は な いで し ょ う ?) い 
ずれ に せよ , 最終 章 で も , スー パー 1 が 何 
だ る か は ほとん と 示さ れず , 自然 言語 理解 
や 曖昧 な 判断 な ど は 無益 だ な ど と 決め つけ 
て いす まず 。 

計算 機 や 人 工 知 能 研究 の 表面 的 な 部 分 し 
か 見 ず に 外側 か ら 攻撃 を し , し か も 中 身 の 
な い 代 案 も を さる れる の は いや な 感じ で す 。 を 
し て 相 の きか ひこ うい ゆうの で すず 。 

「 科 学 や 技術 に 携わる 人 々 は , 夢 の 語 り 部 
で あっ て は な ら な い 」 
僕 は 「 不 良 技術 者 」 ほ し いう こと に な り ま すね 。 


/ 計算機 に 対す る 皿 い 。 / 


る て ここ で , Mac を 生み , 次 に は NeXT 
を も だ た らし た , あの 夢見 る ステ ィ ー ブ ン ・ 
ジョ ブス の 日 本 で の 製品 発表 会 の 模様 に つ 
i て 書い て みる こと に し まし えれ う 。 

会 場 で は アメ リカ で の 発表 会 と 同じ ょ う 
に 生 パ イオ リン と NeXT の 共演 が 再現 る れ , 
NeXT に つい て の ジョ プス の 講演 も 行わ れ 
まし た 。 彼 は そこ で 相変わらず キャ ッ チ ー 
な (この 言葉 を 1 度 使 っ て みた か っ た , で 
も も う 2 度 と 使わ ん ) こと を いっ て いま す 。 


有 要する に , これ か ら は 計算 機 は 芸術 の 分 野 
に よう 人 人 っ て いす か が 則 須 だ と いう こと で 
す 。 ま っ だ た だく 我 が 意 を 得 た り と いう 感じ で 
す 。 す で に 計算 機 は 合理 化 の た め の 道 具 や 
暇 を 作り 出す び だけ で は な く な りつ つ あ り ま 
す 。 そし て , 合理 化 の た め に 生ま れ た 時 間 
を より 有意 義 に する も の に な りつ つ あ る と 
思っ て いま す 。 これ は , 人 類 の 歴史 に と っ 
て 大 き な 転 機 で ある と 考 ん られ ます 。 

日 本 で も , た と えば TRON の よ ょ よ うに 長期 
的 ある い は 広域 的 な 視点 を 持っ た プロ ジェ 
クト が 起こ っ て き て いま す 。 を の 技術 的 な 
側面 は 横 に 置い て お いて も , トッ プ ダ ウン 
に も の を 作っ て いく と いう 環境 が 日 本 に も 
て きつ の の ある こと は 連 ま し いと と も で し よう 。 
だ た だ 単に 速い と いう だ け で な く , 未来 に お 
いて 誰が どの よう に 使う か を , どの 階層 を 
担当 し て いる 技術 者 も , 頭 の 片隅 に は いつ 
も 直 い て いら れ た だ たら な ぁ と 思い ます 。 

そし て 僕 も ,「 究 極 の RISC っ て ちょ っ と 
リス ク が 大 きい 」 だ と か ,「 ノ イマ ン は 肥満 
体 だ 」 な ど と いい な が ら も , 行き 帰り の 電 
車 の 中 な ど で , これ か ら の 人 間 と お ぉ 茶 目 な 
計算 機 た な ちと の 付き 合い に つい て , ぼん や 
り と 思い を 巡ら し て いる わけ な の で す 。 
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ホンテ ニャ ア は だ まっ て いる けれ と 、 これ 


は や っ ぱり 著 い 。 で も この 家 の リ ビン グ は 
衛生 第 一 し いう の で じゅ うた ん を 敷 か な い 
が から 。 上 穫 こ そま っ だ てく あ り が だ いと 則 う 。 
木目 の 床 の 上 を , あっ ち に ゴロ リ , こっ ち 
に ゴロ リ , ひん や り し た 場所 を 選ん で 移動 
し て いけ は よい の だ が 2。 

きっ きか ら 風 も 息 を 止め た 。 お 日 きま も 
芝生 を ジリ ジリ 熱し な が ら だ ん まり を 続け 
Ce る 。 だ あの あれ も や っ て 米 な いし 。 な ん だ 
か 耳 な り が 聞こ え そ うに 静か だ 。 ホ ン ニ ャ 
アア は まだ コロリ と 科 返 っ だ 。 


オト コー 了 区 


こん な と さこ ご 大 じき を な る て は ん も に ま よ か が 
っ た な と 彼 は 思う 。 ア イハ ラ る ん ちの ハチ 
な ん か 鎖 に つなが れ て 庭 暮 し だ から, 真夏 
の 午後 は 毎日 ホッ トド ッ グ に な る 。 同じ 毛 
皮 を 着せ られ て いて も , 猫 は あん な に ダラ 
リ り と べ ロ を 出る ず に 夏 を 過ごせ る の は , 体 
の 大 きる さも ちがう けれ ど , 涼し い 場 所 を み 
うけ て 自由 に 動 さ まね れる か が から と いう する 
も ある だ ろう 。 

つなが れ た り , 閉じ 込め られ だ た り し て 倒 
われ て いる 犬 に 比べ た ら , 猫 と いう の は ま 
っ た く 天 下 御免 の 秦 放 る だ 。 を そのため に 都 
合 よ く 暮 6 ら せ する し , カッ コ よ く 生 きら れる 
な と 自分 で も 思う 。 親 も 兄弟 も 捨て , 裸 一 
貫 , 無 一 文 ど 。 ま あ , 飼い 猫 な の で 大 きい 
こと は 言え を ない が , オト コー 匹 の 気分 で 生 
き て いる つも り だ 。 

こん な ぶ う に る 者 く て アメ み だ い に ノビ 
きっ て いる と サマ に な ら な い が , 明け 方 の 
公園 や 月 影 の 需 の 上 な ん か を 歩い し て いる と & 
けっ こう 鉱 独 を 愛し て いる 感じ が する も ん 
だ 。 楽 いと き の ほ う が も っ と カッ ラ ヨイ イ 。 
北風 の 中 を る さっそうと, 石垣 か ら 屋 根 伝い 
に と び 歩 く 様 子 は , まる に 一 匹 オ オカ ミ の 
快感 だ 。 
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を そこ へ いく 〈 と 。 同じ 1 匹 で も 大 は 寂し そ 


う で いけ な い 。 本 人 は 意外 に 明る 〈《 ひ ょ う 
きん で も , 夕暮 れ や 寒風 の 中 の 犬 の ひと り 5 
歩き は な ん だ か あわ れ に 見 える か ら ふ し ぎ 
だ 。 天 は つなが れ て 。 人 と いっ うっ しょ よ だ 販 や 
か に 暮らす の が 似合っ て いる 。 猫 は うま い 
ぐあい に 人 に 可愛 が られ だ り も する が , 気 
まま な ひと り が な ぜ か 似合う の だ 。 

を れれ に し て も 著 て で ま に み た だ た 。 ホン ミネ 
ア は まだ た ゴロ リヒ 寝返る と , 体 が 庭 の ほう 
を 向い た 。 その と き , 背 の 高い ムク ゲ の 幹 
の 根本 が 動い て 誰か の 影 が あら われ た だ 。 と 
が っ た だ 大 きめ の 耳 と 長い シッ ポ , 右目 の ま 
わり だ け ま っ くる ろ る の 白黒 猫 , 独眼 竜 の ジャ 
ブ だ っ た 。 相棒 の フッ ク の 姿 は な い 。 

に な た な た だ 。 お マエ カ :……… 」 と ホン ニャ ア 
は つま ら な を うに, 一度 起こ し か けた 体 を 
まだ ゴロ ン 5 横 た だ た えた 。 よう も ね に っ は な 
ンカ 好き で 困る 。 遊ん で いて も か な ら ず す 最 
後 は ワケ の わか ら な い ケ ンカ に な る 。 

ジャ ブ は 網戸 の を ば まで 近づい て き て 部 
屋 の 中 の ホン ニャ ア を の ぞ き こむ よう に し 
た 。 遊 ぼう よ と いう の か , 入間 か ら 猫 の 集 
会 が ある の で 呼び に きた の か 。 

[の だ さよ 系 デ 午 く て だ ま ら ん を いう 
ふう に ホン ニャ ア は そっ ぱ を 向い だ 。 お マ 
エ と の つき あい は 刺激 的 すぎ て 夏向き じゃ 
な が いん だ 。 ジャク は あき 5 めき れず に じゃ 
と 室内 の ホン ニャ ア を みつ め て いた だ た が, や 
が て 暑 き で キ ゲ ン の 患い ハチ に 喘 え だ て ら 
れ て , 焼け つく 芝生 の 上 を 走り 去っ た 。 


ポン ニー ニヤ ャ ア は 起き 上 が っ て マシ ン ル ー ム 
の ドア の 有 前 まで いく も ち も ツー ザキ グ と ゆら 
声 な い だ 。 これ で 中 か ら 扉 が 開い て , 部 屋 
に 入れ て も ら を える 。 だ いた だ い 午 後 の 2 時 を 
過ぎ る と マシ ン ル ー ム は クー ラー の スイ ッ 
チ が 入れ られ て , トオル か 私 が パソ コン を 


生ま れつ き 毛 皮 を 着 て る っ て こと は 夏 に は 
か な り の ハン ディ じゃ な いか な あ , と 動物 
ご と な が か がら 気 に な り ま す 。 署 さ の せい か 少 
ん 活気 の な い ホ ン ニ ャ ア を 横目 に , キョ ウ 
コ さ ん は Z'sSTAFF を 試し て み ま し た 。 


いじ gg だ り 二 を 読ん だ り ひし や いる 。 示 ン ニテ 
ャ ア は それ を 知っ て いて , 時 々 昼寝 に や っ 
て くる の だ 。 クーラ ー は 性 に あわ な い の だ 
けれ ど , 毛皮 の 暑 き に 耐え を きれ な いと き は 
や む を 得 な い 。 

マシ ン ル ー ム で は トオル が 。 私 に Z'sST 
AFF PRO-68K の 技法 の あれ これ を 手 ほ ど 
きも し て く 邊 あの だ と 計る つて 。、 だ いで ん な 素 
早 き で いろ いろ な 絵 を 描い て いた だ 。 

「 ね っ , グラ デー ショ ン の 中 に さら に 細 
が がい ゲラ デー ジョ ジン を つべ る る と る で きる 
て し まま 

太め の ペン 先 を 選ん で , 高層 ビル 和 群 を 人 
幅 の アン グル か ら と ら え た 構図 を 描き , そ 
の アウ トラ イン の 中 を る さまざま に 塗り か え 
で 見せ て いる 。 

ビル の 壁面 が 変わ る 。 空 が 変わ る 。 その 
だ た だ たび に, あか ね 色 の 空 に そそ り 立 つ 男 壮 な 
ビル に な っ だ た だり, ライ ラッ ク 色 の 空 に 濃紺 
の 影 を 見 せる 夕 痢 の ビル に な っ た りす る 。 
空 と ビル の 色 が も っ と 似通っ て 青み が 増し 
た ら , 深海 の 底 の が ガラス の 墓標 に 見 えた り 
な 居 。 

「 タ イル や っ て みる ね 」 

パレ ッ ト の ウィ ンド ウ の 中 か ら る さらに タタ 
イル の ウィ ンド ウ を 開き , ひと つの パタ ー 
ン を セレ クト する 。 ビル の 右 が わ の 如 は ス 
ルス ル と 一 面 サ クラ ン ボ の 柄 に 塗ら れ た 。 

「 こ っ ち が わ は お 星 き さま に し よう 」 

左 の 壁 は 星 の 図 柄 , 空 は 千代 紙 み た いな 
2 に 2 が だ 。 下 オ ルル は さて の 上 に 6 
別 の 柄 を 描け る よ 」 と , どん どん 違う パタ 
ー ン を 塗り か さる ね て いく 〈 く 。 つ ぎ は エア ー ブ 
ラン で れれ か が か が マスキング 。 そ し て トラ ン 
ス フ ォ ー ム 。 画面 は あら ゆる 部 分 が 手 あ た 
り し だ い 加 工 さ れ て いく の で , は じ め は 具 
象 画 ふ う で あっ た も の が , 抽象 画 の か だ ち 
に 本 で さる 

私 も まね て いろ いろ や っ て みる と , 画面 


は 当然 、。 いじ る だ たび いく ら 6 で も 変わ る 。 命 
本 が オタ スラ て あろ うと ミス で あろ うし と 。 
な ん の 迷い も みせ ず に いさ ぎ よ くく 変貌 し て 
いく 。 

偶然 に つく られ だ コン ポジ ショ ン が 。 発 
色目 体 の 美しき や 着色 の 一 様 性 で . 
ぶん 絵画 に な っ て し まう 。 創意 な ん か な く 
に こつ の て けっ こう イケ る じゃ な いか 。 な に か 
バカ バカ し い 気 も し て 〈 く る 。 

これ は ょ は ほど 技法 を 熟知 し た 上 で 、, 冷静 
に 作業 を し な けれ ば , パパ ソン ュ コン の ワザ に 圧 
倒さ る れる 。 あ る ひと つの 色 が 、 その 人 色 上 単独 
で 強力 な 発言 を する 。 そん な 色 を 絵の具 で 
つく 〈 り 出 す に は だ い へ ん な 技術 と 時 間 の か 
か る こと な の に , パソ コン は それ を 数 知れ 
ず 用 意 し て 待っ て いる の だ 。 こ ちら が 選ぶ 
つも り が , つい ゆき ずり の 色 の 鮮やか る に 
と ら わ れ だ り も する だ ろう 。 

豊富 すぎ る ほど の 編集 の 機能 も ,、 あそび 
半分 で は 収拾 の つか な いも の に な りか ね な 
い 。 目先 の 変化 の 面白 さき に 負け て , パパ ソコ 
ン に 支配 され た 絵 を つく る の は ミ ジ メ だ 。 


は ね お いよ 


ホン ニャ ア は 室内 を 見 回 し て , 寝心地 の 
よる そう な 場所 も きる が し て いる 。 だ いた だ たい 
この 部 屋 で は , 本 棚 の て っ ぺさん や マシ ン を 
納め た ラッ ク の 頂上 に 登る こと が 多い 。 で 
も 5 きょう は 98 の キー ボー ド に 決め た よう だ 。 

キー ボー ド な ら 最 近 は 流線型 の X68000 
が 気に入っ て いる の だ が , きょう は 私 と ト 
ォ オル が そば に いて で あい が 悪い 。 それ で 左 
降 の デス ク に あっ た だ た 98 に し た の だ 。 キー ボ 
ー ド は 子猫 の と き の よ うに 体 ま る ご と 乗せ 
る の は 無理 な の で , この ご ろ は 枕 が わり に 

し て 上 体 だ け を 乗せ る 。 

ホン ニャ ア は まず キー ボー ド に 片 ひ じ を 
つい だ か た だ た ち で 接 そ で べり, 胸 と お な か を ひ 
ろ げ , 目 分 で の ぞ き こむ よう に し な が ら ペ 
ロペ ロ な め は じ め た 。 これから 本 格 的 に 寝 
入る 準備 だ どろ うか 。 

「 ホ ン ニ ャ ア 「」 

で の リラ ックス し た よう す に 訪 わ れ て 。 
私 は 思わ ず 声 を か けた 。 

で が ん だ ばい 

な め る の を や め て 首 だ け こ ちら に 向け た 
ホン ニャ ア の 顔 は , 落ち 着き と ゆとり が あ 
っ て まる て 人 間 の ょ うだ 。 ど こ か に 知性 を 
が て も し で いる ん じゃ な いか な 。 


し ゆう 


プラ だ ポン ニャ キア を 指 こ う 。 朱 ノ グ ョ 
ー ム で 線 描 だ け で 」 

「 寝 て る と ころ ?」 ト オル が 聞い た 。 

「 パ ソコ ユ コン の プロ グラ ム の アイ デア を 考え 
て いる と ころ 。 丈 68000 を ペック に し て 」 
「 ホ ン ニ ャ ア ・IN・ テ クノ 書斎 だ ね 」 

クロ ッ キ ー ブ ッ ク に , 鉛筆 で か ん た ん な 
構図 を つく っ た 。 デ スク に 向かっ て いた ホ 
ン ニ ャ ア が , 椅子 を 回 転 き せ て こち ら 向 き 
に な り , も っ と も らし い 顔 で ゲロ グラ ム の 
構想 を 練っ て いる と ころ だ 。 デ スク に は 双 
680005 し い パ ソコ ン が 乗っ て いる 。 

これ を マウ ツウ ス で 描い て みよ う 。 ま ずい ち 
ば ん 素朴 な こと を し て みる に は 線 描 だ 。 鉛 
筆 の 味 が 出る だ ろう か 。 パ ソコ ン の 画面 の 
中 で こし ら え る 絵 は , 現実 に 描く 絵 し は ま 
っ だ く 別 の 分 野 と 考え た い の で , 手描き と 
同じ こと が で きる 必要 は な いと は 思う 。 で 
も あえ ぇ て 鉛筆 や コン テ の 感覚 で 描い じ て み よ 
う 。 それ は それ で 新しい 味 が 出る か も し れ 
だ いい 。 

ペン の ウィ ンド ツウ を 開き , ケシ ゴム で 画 
面 を 一 掃 し た 。 ま ず は じ め に 細め の ペン を 
選ん で 思い きっ て 線 を 入れ て みた だ が, こま 
か い 動 き を 出す に は まだ 太 す ぎる 。 そこ で 
いち ば ん 細い ロッ トリ ング ペン に 変え て み 
だ 。 ちょ よ つと デリ ケー ト す ぎる けれ ど , 荒 
っ ら ば ぼく な く て いい 。 

それ で すぐ きま 鉛筆 の 感覚 で 描こ うと し 
だ の だ けれ ど 。 そ う は いか な か っ た 。 マウ 
ス は 鉛 吾 ほど 巧み な カー ブ は で き な い し , 
いき な り 意 の まま に 動か す と いう の も た や 
すく な い 。 手つき も 違う 。 それなのに 鉛筆 


の と き の よ うな スピ ー ド 感 で , 一 気 に し あ 
げ よ うと し て 何 回 も し くじ っ た 。 

そう か , 何 も す ば や 《 描 こう と し な 〈 く て 
いい の だ 。 選 ん だ ペン 先 の 太 き は 一 定 な の 
だ し , 鉛筆 の よう な 濃淡 や 速度 感 は も と も 
と 無理 な の だっ た 。 それ な ら ゆ っ くり や っ 
穫 OHa 

を そこ で ゆっ くり ゆっ くり , 描い て みた 。 
机 や パッ コン の 線 も 直線 の 描 法 を 使わ ず に 
舞い だ 。 失敗 する と , 太い ペン 先 に 変え て 
パレ ッ ト の 中 か ら 曰 を 選ん で 塗り , 修正 し 
だ ペグ も パレ ピッ トド の ウレ ウォン ドウ を 。 交 表 
に 閉じ た り 開 いた り 。 そ の くり か え し で 
だ ん だ ん ル マ ツ ウス を クリ ッ ク す る テクニック 
や が Ek EN 
絶え 間 な く 行 われ る ウィ ンド ワウ 操 作 は , ど 
し て も ち も な が か な か の 類 ね し き て お る ラフ パ ツ 
コン で 絵 を 描こ うと する な ら , これ を まず 
乗り 切ら な く て は な ら な い の だ ろう 。 

か ん だ ん な も の だ が ,「 ホ ン ニ ャ ア ・1IN 
・ テ クノ 書斎 」 は で き あ が っ た 。 
きき 7 も 科 し 

「 プ リン ト し て みよ ょ よう よ 」 と トオル は 印刷 
の ウィ ンド ウ を 開い た 。 サ イア, 範囲 , 濃度 , 
フリ ンタ の タイ ブ の 指定 が ある 。 描く こと 
も 編集 も 印刷 も , 画面 の 中 で マウ ス て 処理 
され て いく 。 こ の あたり は や っ ぱり 便利 で 
楽し いな と 思う 。 

3 お あ 。 き 衝 いい 代 で きだ お 【 っ 

トオル の 声 に , 寝 て い (だ た ホン ニャ ア は 目 
を あけ て こち ら を 見 る と , 

2 が が 。 ペク ダダ と いう を し て 。 ま 
た 眠り 5 に 入っ だ 。 

猫 と コン ピュ ー タ @7 
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本 橋 純 


トラ ンス フォ ー ム メ 機 能 ( 交 上 下 ・ 諾 右 反 
転 ) と , 文字 描画 の パラ メー タ を 設定 する 
ウィ ンド ウ の 登場 で す 。 先月 号 と 同様 に マ 
シン 語 エ リア を 確保 し (RAM を 増設 し て い 
れ ば , CLEAR &H4000), 

BLOAD 画 餅 AMA-25h", ADR 
で 読み 込み ます (ADR は 入力 し た と き の 先 
頭 番地 )) あと は MACINTO-C な どの マシ 
ン 語 入力 ツー ル を 使っ て リス ト 1>~3 を 打 
ち 込 ん で いき ます 。 

な お , 上 下 ・ 左 右 反 転 が 独 立 し た リス ト 
に な みて で て に きま すす が,。 トラ ンス フォ オー へ た と ッ 
緒 に 入力 し て くだ きい 。 両 者 の うち で メイ 
ン と な る の は 当然 前 者 で す 。 と は いっ て も 。, 
トラ ンス フォ ー ム 自体 の 機能 し し て の 利用 
ょ り も , 拡大 ・ 縮 小 ( と き に は 回 転 ) に 利用 
する ほう が 多い と 思い ます 。 


操作 方 法 

1) トラ ンス フォ ー ム 機能 

左 ボ タン で ます 年 形 の 男 囲 を 指定 し ます 。 
する と 図 1 の よう な 表示 が る され ます 。 図 を 
見 て 察し の よい 人 は も う 変 形 の や り 方 は わ ゎ 
か っ た と 思い ます 。 5 つの 小 き な 四角 が 中 
心 と 四隅 に あり ます ね 。 こ こ で 左 ク リッ ク 
する と ょ 四隅 の 場合 は その 隅 が 移動 で きる よ 
うに な り ま すし , 中 心 の 位置 で は 男 囲 全体 
が 移動 可能 に な り ま す 。 で , 適当 な 位置 に 
動か し た な ら 左 クリ ッ ク し て 位置 を 固定 し 
ます 。 そ ん な こん な で , 移動 , 変形 と も に 指 
定 が 終了 し た ら ,。 5 つの 四角 の どこ で も い 
いで すか ら を の 内 部 で 左 ダ ブル クリ ッ ク を 
行い ます 。 それ て 描画 が 開始 きれ ます 。 
あと , 上 トト ・ 左右 反転 は 左 ボ タン で 知 形 
を 指定 すれ ば ょ よい だけ で す の で 間 題 な いで 
0 の 5 

拡大 縮小 や 回 転 は トラ ンス フォ ー ム 機能 
で 実現 で きま さす 。 と も 人 は はい っ て も ラフ ラリー タン 
ド で 四隅 を ぐり で ぐり 動か し て 拡大 縮小 な と 
を 行う と いう 結構 条 ろ し い 手 段 で すけ と 。 
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お 待ち どう さま で し た 。 い よい よ 今 月 は この 講座 の ハイ ライ 
ト と も いう べき 自由 変形 機能 の 解説 で す 。 こ れ を 追加 する こ 
と で か な り の 機能 強化 と な り ま す 。 ア ル ゴ リ ズム か ら 人 解説 し 
ます の て 他 機 種 の ユー ザー も お お い に 参 考 に し て くだ さい 。 


を それなら 初め か ら そ うい 2 う 機 能 を つけ て お 
け ば に い に ビビ ゃ な に ば ゎ j と 思わ れん れ だ 人 も いる 
で て で しま て ドラ ンス フキ ーー チチ 
ン を 利用 すれ ば で きる の で 作る の は た や す 
い の で す が , それ を 入れ る だ け の メモ リ が 
も うな い の で す ( 残 り 0 メモ リ は あと 80Om〈 ら 
い )。 A000 ロ ーF77Fam が プログ ラム に 割り 当 
て て あり ます 。 当初 は これ だ け あ れ ば 十分 
Eo の て の い だ の に 。 て くそ 一 こん な こも な 
ら プ ログ ラム も バン クチ ェ ン ジ 可 能 な 設計 
に し て お な て べき だ っ RR 
2) 文字 ウィ ンド ツウ 

文字 ウィ ンド ウ は 単に IOCS の SYMBOL 
ルー チン 用 の パラ メー タ を 設定 する だ け の 
つま ら な い ウ ィ ン ド ウ な の で , きっ る し と 片 
ぶ け ます 

右側 に 横 方 向 , 縦 方 向 の 大 きる を 変え る 
だ め の レ バー が あり ます 。 こ れ は いち ば ん 
下 が 1 倍 で , 上 が 7 倍 と な っ て いま す 。 そ で 
し て , 8,。 16 と いっ た 文字 が あり ます が , 
これ で 半角 文字 の ドッ ト 数 を 設定 し ます 。 
あと , 文字 の 方 向 は 4 つの 矢印 が 密集 し た 
アイ コン て 情 定 し ます 。 で 。 矢野 が っ の は 
き は 左 か ら 右 へ 文字 を 書い て い 〈《, と いう 
ご も て す 。 ル の と き は は 大字 の フシ ォ ン ト が 90 
回 転 し て 上 か ら 下 へ 書い て いき ます 。 


解説 : トラ ンス フォ ー ム 

解説 の 前 に この ルー チン の 制作 過程 の 話 
が し て お きま し よう 。 呈し て "トク ンス ラフ 
ォ ー ム 誕生 秘話 (いま 明か る れる 彼 の 過去 
と は 7 選 ら ざる 時 の 終わ り に 彼ら は な に 
を 見 た の だ ろう か …… ) 」 

を も そ を も, DMACS で この 機能 が 動い て 
いる の を 見 た の が この ルー チン と の 出会い 
て 上 だ SSTAEE で て 見 だ た の て は な い ょ たこ 
ろ が 哀 菊 漂う )。 そ の 描画 過程 を 見 て いる と 
き 。 アデ アル ジリ ズム が 思い 浮か ん で きた の て 
す 。 ラ イン ルー チン (の 移動 処理 ) を 流用 
すれ ば で きる に と 。 


し か し , その と き は 頭 の 中 で 考え た だ け 
で 実際 に 作り 始め た の は も っ と あと の こと 
で し た 。 なにしろ , を その頃 は 画 餅 の シス テ 
ム も 完成 し て いな か っ だ の で すか ら 。 9 月 
に な り , 画 餅 の 制作 は いっ た ん 休み に し て 
別 の 独立 し た ルー チン を 作っ て いま し た (な 
に し みろ 試験 期間 どっ た も ん で )。 を その と き 作 
っ だ の が , 「700 に 負け る な 。 テ キス ト VR 
AM 用 拡大 縮小 回 転 PUT エ ルー チン ( 笑 )」 な 
の で ご ざ ご ざる 。 こ こ で 前 に 考え ん だ アル ゴリ ズ 
ム を 使っ て み だ た わけ で す (ああ , ゲー ム に 
し か 関連 づけ られ な い 自 分 が 悲し い …… 上 
結局 , この ルー チン は “アフ ター 革 "” きせ 
る に は 遅い ルー チン で し だ が ,。 ここ で 待た 
グ ウ カ バウ は 下 トラ ンス フラ ォ ー ム らら ルー チン を ぞ を 作 
る 際 に 役立て られ だ の で す 。 

この よう に ゲー バム 用 の PUT ルーチン が 先 
祖 と な っ て いる の で , 若 十 精度 に 問題 が あ 
っ て 多少 汚く な り ま す 。 けど, DMACS を 
図 ] ドラ ンズ ス フォーム 


実線 の と ころ が 上 と いう こと 


320X200 ド ッ ト で 見 れ ば , た いし て 精度 的 
な 違い は な る そう で すし 。 を それ に 参考 書 と 
いう も の に まっ た (依存 せ ず , 独自 に 考え 
だ も の だ と いう こと で 勘 弁 し て くだ さい 。 
ま , 画 餅 で すか ら な ん で も あり で すし ね 。 
余談 で す が , 先祖 の PUT エ ルー チン は バー ジ 
ョ ンプ グッ ジ さき 札 て 。 アジ ター 条 くら いか 
ら で き そう な 速度 に な っ て いま す 。 

それ じゃ あ , ぼちぼち 解説 あし て いき ま 
CE 

この ルー チン の 描画 方 法 の 概要 は 図 2 に 
示す よう に な っ て いま す 。 元 の 図形 で の デ 
ー タ は 上 か ら 下 へ 1 ライ ン ご と に 位置 を 移 
動 る せま す 。 それ に 応じ て 捕 画 側 の 図形 で 
は デー タ 側 の 直線 に 対応 し た 直線 を 描画 し 
て いき ます 。 人 から これ ら を より 詳し て か 
つ ボ トム アッ グ に 人 述べ て いき まし ょ う 。 
0) ライ ン ル ー チ ン 

先月 の ライ ン ル ー チ ン で は 2 点 間 の 差 の 
絶対 値 dx, dy て (dx>dy の と き な ら ), ST 
=dy/dx の よう に し , dx 移動 する 間 に dy 移 
動 す る よう に し て いま し た ね 。 それ を 今回 
トラ ンス フォ ー ム ルー チン で 用 いる と き は 
2 点 間 の 距離 lx(=dx 二 1) ly(=dy 二 1) て, 
ST 三 I の 以 と し て 考 理 する こと に し ます 。 
lx 移動 する 間 に ly 移 動 す る よう に な る わけ 
で す 。 こ れ だ と 1 ドッ ト 多 く 〈 描 いて し まい 
そう で す が 。 る に あら ず 。 

1: ドット ご と の 描画 
2・S=S+ST で 桁 上 が り が 起こ っ た ら y 移 
動 
3・x 移動 
4 :]x 回 どけ 1 一 3 を 繰り 返す 
この よう に すれ は ば, 結局 描画 する の は lx ド 
ッ ト 分 に な り ま す 。 きら に S の 初期 値 SO を 
0SSSST の 範囲 で 設定 し ます 。 こ れ は だ 
と えば , 水平 方 向 の ライ ン の と き は ly=1 
で あり y 方 向 の 移動 が 起こ っ て し まう よう 
な 気 が し ます 。 しかし, 前 述 の 範囲 で S を 
設定 すれ ば lx 回 目 の 描画 の 際 の S は , 
S テ (lx 一 1)*ST 十 S0= ニ 1 一 ST 二 SO0 く 1 
で あり , S は 桁 上 が り し て いな く 。 y 方 向 
の 移動 が 起こ り ま せん 。 こ の よう に , S の 
初期 値 の 設定 も を する だ け で dx, dy を 用 いる 
場合 と 変わ ら な く な る わけ で す 。 

で て は な ぜ 上 x, ly を 用 いる の か と いう と 。 
私 が トラ ンス フォ ー ム 処理 を 考え る 際 に 2 
点 間 の 差 で 考え ず に 距離 で 考え ん た と いう 単 
に それ だ け の こと で す 。 それ に , 画 餅 の 除 
算 ル ー チ ン は 除 数 に 0 が き て も エラ ー に し 
て な い の て 平気 で す が 。 ほか の 処理 系 で 実 
行 す る と き な ど に dx=dy=0 の 場合 を チェ 
ッ ク す る より は lx, ly を 用 いた ほう が 簡単 
な が な: あう だ 気 が し ます し われ 。 


1) 直線 描画 

1 次 元 デ ー タ と 描画 する 直線 が 図 3 の よさ 
うに な っ て いる 場合 を 考え て いく こと に し 
ます 。 こ の と き の 処 理 は ライ ン ル ー チ ン の 
上 京 を 打つ 部 分 で 描画 カラ ー を デー タ に よっ 
て 与え る よう に 変更 すれ ば で きま す 。 デ ー 
タ の 位置 も XO0 か ら X1 ま で 移動 きせ て いく 
わけ で す が , その 移動 速度 は 描画 する 直線 
の 長き に 応じ て (描画 直線 の 点 の 移動 より ) 
速く し だ り 遅 く て し た りす る こと が 必要 と な 


り ま す 。 こ れ を 行う た ゆめ に は 先月 の グラ デ 


ー ン ョ ジル ーー チン よみ し (て 。 ウツ イシ ジル デー チ ナ 
ン で の 移動 方 法 を 流用 し ます 。 

直線 の 長き は 1 で すか ら , これ と デー タ 
の 長 さ し と で デー タ 位 置 の 移動 速度 を 調整 
図 ど 描画 の 実際 


図 4 処理 の 変更 


(X1, x1) 


通常 


(x0, y0) 


すれ ば よい わけ で す 。 し か し ,1=sqrt(lx * 
lx 十 ly*ly) で あり , 1 を 求め る 際 に 乗算 2 
回 と / 1 回 の 計算 が 必要 と な り ま す 。 こ 
の こと て 処理 が 重く な る の は 必至 で す 。 る 
の た だ ため , 画 餅 で は 1 の 代わ り に lx, ly の うち 
長い ほう (ここ で は jx) を 用 いる よう に し て 
し まい ます 。 これが 精度 を 落と す 原 因 の ひ 
と つ で す が , 所 座 320X200 ド ッ ト で す 。 正 
( 員 に や の だ たと の て 大 売 な いで し ょ よう 。 
そう する と , 図 で は lx>L で す の で 移動 
処理 は lx 回 線 り 返る きれ ます 。 描画 側 も lx> 
ly て あり 同じ 回 数 だ け 繰 り 返 きる れる の て , 
カウ ンタ を 共用 で きま すね 。 も し , 共用 で 
き な い な ら , 描画 側 と デー タ 側 の 位置 の 移 
動 が 同時 終了 する よう 調整 する 処理 が 必要 


(x1, y1) 


変更 を 加え た も の 


MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ 作 成 講座 ざ ? 


と な り ま す 。 よって, 繰り 返し 回 数 は 一 致 
し ただ ほう が 都合 が よい わけ で す 。 しかし, 
これ は lx>L の 場合 の 話 で す 。 lx くし L の 場合 
は 繰り 返し 回 数 が 上 で 一 致し ませ ん 。 と い 
うこ と は 前 述 の 調整 処理 が 必要 に な る の で 
し ょ うか 。 こ の 間 題 を 画 餅 で は lx く L の よ ょ 
う な 場合 に 限り 次 の よう な 処理 を する よう 
に し て 解決 し て いま す 。 

繰り 返し 回 数 は し で な 〈]x に し て し まい 
ます 。Sd, STd は 通常 の まま (STd=1000 
Omg*lx/L: Sd=Sd-STd)。 そし て , 通常 の 
処理 

1: Sd=Sd+STd で CY が 立っ た だら その 位 直 
図 5 移動 の 例 


AQX1, YT) B(X2, Y1) 
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図 B 移動 時 の 処理 
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a(x1, y1) 


d(x4, y4) 


の カラ ー デ ー タ で 1 ドッ ト 描 画 
2: デ ー タ 位置 の 移動 
を 次 の よう に 変更 し ます 。 
1 : Sd=Sd+STd て で CY が 立っ た だ たら 3 へ 
2: デ ー タ を 移動 きせ , 1 へ 戻る 
3・ 1 ドッ ト 描 画 

つま り , 次 の 桁 上 が り の 位置 まで 一 挙 に 
移動 し て いる わけ で す 。 図 で 示す と 図 4 の 
まだ り ま す 。 

この よう に し て デー タ 位 置 の 移動 処理 を 
作る と , 全体 の 処理 は , 

ST =10000m*ly/lx :S=ST 一 1 : 

1: デー タ 位 置 の 移動 し と 1 ドッ ト の 描画 
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lxR c(x3, y3) 


変形 後 
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2:S=S+ST で CY が 立っ た ら y 移動 

3: x 移動 
4 :1~-3 を lx 回 繰り 返す 

の よう に な か ます 

2) (家人 の ラ イン 

元 の 図形 ( 邊 形 ) と , 変形 後 の 図 形 の 座 
標 や 長き が 図 5 の よう に な っ て いる 場合 を 
考え ます 。 概略 で 述べ た よう に 元 の 図形 の 
デー タ 位 置 は 上 か ら 下 へ 1 ライ ン ご と に 移 
動 し ます 。 直 線 AD と 直線 BC 上 を それ ぞ れ 
(Xl, YR, XVI YL YUI : 
Y2) の よう に 移動 し て いく わけ で す 。 を し 
て , (X1, Yi) は 変形 後 の 図 形 の 直線 ad 上 
の 点 に 対応 し , (X2, Yi) は 直線 bc 上 の 点 に 
対応 し ます 。 そのため, 直線 ad, bc 上 を 移 
動 す る 処理 が 必要 で す 。 こ れ は 当然 ライ ン 
ルー チン を 利用 し ます 。 この 移動 処理 で 注 
意 し な けれ ば な ら な い 点 が ひと つ あ り ま す 。 
通常 の 移動 は 図 6 の () の ょ うに ly ぐ く lx 
の と き で は , y 方 向 の 移動 を 行う 際 に x 方 
向 の 移動 も 行い ます 。 こ れ で 移動 きせ て 捕 
画 を 行う と 描画 図形 に 隙間 が で き て し まい 
ます 。 極端 な 例 で は 45* の 回 転 を きせ た だ ら 図 
7 の (1) で の 斜線 部 が 描画 きれ ず , 隙間 に 
な っ て し まい ます 。 この間 題 を 解決 する に 
は , 前 述 の 場合 な ら y 方 向 の 移動 を する 際 
に 同時 に x を 移動 きせ な いよ うに し ます 。 
する と , 図 7 の (2) の よう に 隙間 は な く な 
り ま すね 。 こ の 処理 を ライ ン ル ー チ ン の 若 
干 の 変更 で 実現 する に は 図 6 の 1) の 場合 
で は 次 の よう に し ます 

"ST=ly/ (lx+ly) :S=STー1 と 設定 。 す 
る と 繰り 返し 回 数 は lx 十 ly と な る 。 


 ・S=S+ST で 桁 上 が り が あれ ば y 移 動 し , 


を そう で な けれ ば x 移動 。 
・ デ ー タ 側 移動 処理 で lx 十 ly を 描画 側 の 長 
さと する な 。 

これ で よい わけ で す 。 こ の 方 法 で 移動 き 
せる と 図 6 の (2) の よう に な り ま す 。 

し か し , 画 餅 で は この 方 法 は 使っ て いま 
せん 。 データ, 描画 側 の 移動 と も 変更 を 加 
ぇ ず , 距離 の 短い ほう の 移動 を 行う あと に 
1) の 直線 描画 シー チン を 呼ん で し まう の で 
すま 。 つま BIO 6) の よう に , 

1 : 1) を 呼び 出す 
2・S=S+ST で 桁 上 が り が あれ ば y 移 動 し 
て , 1) を 呼び 出す 

3: x 移動 

の よう に し ます 。 これ で は 同じ デー ダグ て 直 
線 を 重ね て 描画 し て し まう 欠陥 が あり ます 
(精度 を 落と す 原 因 を の 2)。 し か し , を も 
を も 先祖 が ゲー ム 用 で し た の で , 前 述 の 方 
法 を 用 いた と し て も だ いし た 直 い が な い の 
OTCE NSP も よう 。 


3) 左右 ライ メン で の 移動 

図 5 で の 説明 に 戻り まし ょ う 。 左 右 の ラ 
ィ ン の 移動 その も の は 2) で 解説 し た と お り 
で す が , だ か ら と いっ て 両方 が 同 速度 で 移 
動 し て は うま く 変 形 後 の 図 形 を 描 じ てく れ 
ませ ん 。 そこ で , 座標 c, d へ 同時 に 到着 
する よう に それ ぞ れ の 移動 速度 を 調整 する 
処理 が 必要 に な り ま す 。 

ご これ に も 5 ライ ン ル ー チ ン を 流用 し ます 。 
長き は 1) の と き の よ うに 直線 の 長き る その も 
の を 用 い ず , lyL, lyR を 用 いる こと に し ま 
す 。 こ の 場合 は , 

STIr=10000n*lyL/lyR ; Slr=STlr—1: 

1 : Sir=Sir+STir て CY フラ グ が 立っ た ら 
2) の 処理 を 呼び 出し て 左 ラ イン の 移動 
2: 2) の 処理 を 呼び 出し て 右 ラ イン の 移動 と 

な り ま す 。 

4) y 方 向 デ ー タ 位置 の 移動 

3) で の lyL, lyR の うち 長い ほう と デー タ 
側 の LY で , デー タ 位 置 の 方向 の ) 移動 
を る させ ます 。 これ は 1) で の デー タ 移動 ルー 
チン で て 処理 し ます 。 う 一 ん , 簡単 な 解説 。 
5) まとめ 

1) 4) の 処理 を まとめ て 変形 処理 を 行い 
ます 。 られ 杜 次 の よう か か だ ちな に なり ます 。 
1 : 1) の 処理 を 行う 
2 : 設定 回 数 だ け 繰 り 返 し た な ら 終 了 
3 : 3) の 処理 を 行い 。 その 結果 と し て 左右 と 

ちら か の ライ ン を 移動 きせ る 。 すなわち, 
2) の 処理 を 呼び 出す 

4 :4) の 処理 を 行う 

5: 1 へ 戻る 

ここ で は 。 2 で 終了 判定 を し て いま す 。 
最後 で 判定 し て も よき る そう で す が , そう す 
る と 図 5 で 点 c ま た は d が 画面 の 端 で ある 
ょ うな 場合 に 問題 が お 生じ ます 。( 繰 り 返 し 回 
数 が ly な ら ) lyR 回 目 の と き は 1) の 描画 は 
直線 cd と たと なり ます 。 こ こ で 終了 る せな いと 
3 を 行い ます ね 。 3 で は 2) の 処理 を 呼ん で 
いま す が ,。2) で 解説 し た よう に 左右 ライ ン 
の 移動 の 際 , 1) の 処理 を 呼び 出す よう な と 
き が あり ます 。 つまり, 画面 外 へ 移動 し て 
か ら 1) の 処理 が 行わ れ て し まう 可能 性 が あ 
り ま す 。 しかし, 画 餅 で は 画面 外 で の 直線 
の 描画 を サポ ー ト し て ませ ん 。 に も か か わ 
らき 呼び 抽 し だら そう , 処理 が あっ 
ちの 世界 へ トリップ ( 禁 走 と も いう ) し て 
し まい ます 。 そ 一 いう わけ で , 終了 判定 が 
2 に ある の で す 。 


プロ グラ ム に つい て 


この ルー チン は 1 ドッ ト の デー タリ ー ド 
と 捕 画 の 部 分 の み が 各 機種 に 依存 する も の 


で す の で , 他 機 種 ス ズー ザ ー の 人 も を その 部 分 
を 変更 すれ ば 動く と 思い ます (た だ し , 320 
メ 200 ド ッ ト 用 で すけ と ど )。 そ の だ め , プロ 
グラ ム の 説明 も し て お きま し ょ う 。 

まず , デー タ 形 式 は 図 8 の よう に な っ て 
いま す 。 こうして, デー タ 側 と 描画 側 の 形 
式 を 統一 し て ぢ おけ ば な に か と 便利 で す 。 次 
に , この ルー チン を 呼び 出す と き は メモ リ 
上 の ワー ク に 座標 を 設定 し て おき ます 。 図 
5 の 場合 で いえ ば , 

ワー ク (ux, uy) 一 (X1, Y1) 

ワー ク (dux, duy = KX2= Xl, Y2 一 Y1) 
と 設定 し , 変形 後 の 座標 (x1,y1) ~ (x4,y4) 
図 B デー タタ 形式 


左右 ライ ン の 移動 調整 . 本 文 3) 


TSIDE d|, 


y 方 向 の デー タ 位 置 の 移動 本 文 4) 


TDTLN 


直線 描画 本 文 1) 


は それ らし と 同一 の ラベ ル 名 を 入れ て お きま 
す 。 そ うし て か ら 6TRANSF を CALL し ま 
す 。 各々 の ルー チン の 説明 は ソー スリ スト 
申 に う ぎ っ たい ぐら い 書 いて お きま し た の 
で , そちら を 参照 し て くだ る さい 。 ブ プロ グラ 
ム 自 体 は 個人 的 に は 非常 に わか りや すく 〈 書 
け て ある と 思う の で , マシ ン 語 初心 者 も 理 
RC きる で し よう 。 


解説 (お まけ ) : 文字 


文字 の 描画 は IOCS ユール を 利用 し て い 
る さと は HIG も 述べ まし だ 。 し か し 。 こ 


TDRDT 
上 交 | "| ・ | ル >| * | 


ーー 


2S. 
に 


〆 = / 


ーー 


1 」 


ーー 


移動 の 際 に 「 す る :1 


デー タ |> 描画 側 | : 1 


し な い ・0 


yy 


ライ ン し | 


・ 0 


dl 
1 , 


/ る 


MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ 作 成 講座 @ ら 


れ だ と 整数 倍 の 拡大 と 90' お き の 回 転 し か で 

き な い ば か りか , 単色 で し か 描け ませ ん 。 
画 餅 で は これ で 十分 だ ど と 思っ て いる の で 利 
用 し て いる の で す が , も っ と 疑っ た こと を 
や ろう と 思う と 独自 に プロ グラ ム を 作る こ 
と に な り ま す 。 を そこ て で 必要 と な る の は フォ 
ント デー タ を 読み 込む ゲロ グラ ム で すね 。 
者 い 。 これ は IOCS ユ ー ル (SVC 67m) に 用 
意 し て いる の で て で, それ を 利用 する と よい で 
し ょ う 。 これ は BASIC で の cgpat$ に 対応 
し て に ます 。 

で , 利用 方 法 は DE に 文字 ュー ド (BASI 
C の の マニュアル 参照 ) を 入れ て 呼ぶ と , DE 
に フォ ント デー タ の 格納 アド レス が 入っ て 
戻っ て きま す 。 こ うし て , デー タ を 読め ば , 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


emononnーーーーーーー ボ ーーーーーーーーーーーーーーー ジ ーーーーーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


8 の OhlxX 1989.9. 


あと は 変形 きせ よう が グラ デー ショ ン で 描 
こう が な ん て も あり て すね 。 

フォ ント を 直接 ROM か ら 6 読み出す こと 
も や っ て や れ な いこ と も あり ませ ん 。 し か 
し ゅ 。 そん な さよ は グラブ ルッ グ ~ の つか 
な い エディ イィ イタ” な ど で 高 速 に テキ スト 表 
示 を 行う 以外 は 無理 し て 作る こと は あり ま 
せん し ね わ ね 。 

玉 玉 玉 

次 回 は エフ ェクト 関係 (ソフ ト フ ォ ー カ 
ス , 色調 変換 , カラ ー 変 換 ) の 詰まっ た ウ 
ィ ン ド ウ と ファ イル 関係 の ウィ ンド ツウ が 登 
場 し ます 。 遠近 感 の ある 作品 な ど が 描け , 
な お か つ そ の 作品 が デイ スク に セー プ ブ , ロ 
ー ド が で きる わけ で すね 。 い まま で ctrl-G 


で BASIC を 起動 し て いた 人 , お 疲れ る まで 
し た 。 それ か ら , 説明 不足 で 申し 訳 な か っ 
た の で す が 画 餅 は G-RAM を 増設 し な いと 
正常 に 動作 し ませ ん 。 一 部 の 方 に ご 迷惑 を 
お か けし た こと を お 詫び し ます 。 で は 来 月 。 


st oa ee 


eo oes 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


SUM: 17 B6 62 2D C4 98 ED 94 CF4C 


DCF2: 
DCF2: 
DCF2: 
DCF2: 
DCF2: 
DCF2: 
DCF5: 


DCF8: 
DCFC: 
DCFF: 


DD09: 
DD93: 
DD04: 
DD96: 
DD6A: 
DD9D: 
DDOE: 
DDii: 
DD15: 
DBi8: 
DD19: 
DDiC: 
DDiD: 
DDIF: 
DD23: 


DD26: 
DD27: 
DD28: 


DD2C: 
DD2F: 
DD39: 
DD31: 
DD32: 
DD36: 
DD37: 
DD3B: 
DD3E: 
DD41: 
DD44: 


DD47: 
DD49: 
DD49: 


DD4C: 
DD4D: 
DD4E: 
DD4F: 
DD59: 
DDSi: 
DD52: 
DDs5: 
DD59: 
DD5A: 
DDSD: 
DD69: 
DD63: 
DD67: 


DD6A: 


DD6C: 
DD6C: 
DD6C・ 
DD6F: 
DD7i: 
DD73: 
DD76: 
DD79: 
DD7A: 
DD7B: 
DD7C: 
DD7D: 
DD7E: 
DD7F: 
DD86: 
DD81: 
DD82: 
DD&3: 
DD84: 
DD85: 
DD88: 
DD89: 
DD89: 
DD89: 
DD8C: 
DD8D: 
DD8F: 


動 
DD91: 


2E 


FE 


98 
9D 


FA 
19 


FB 


FA 


FA 


FB 


FB 


9E 40 87 65 D4 05 5BA1 
リス ト 。 
9452: LPTON 
9453: != ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 
9454: :transform in: tux,uy) 。 {dux, duy), 
9455: ; tx1,y1) ,、、。 tx4,y4) 
9456: !== ャ ュ ュ ニャ ニニ ニニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニニ ニニ ーー ニニ ーー ニー 
9457: TRANSF: CALL TRANIC : 初 期 設定 
9458: LD HL, (x4} 
9459: LD DE, (xij 
9456: LD A, ly4} 
9461: LD B, A ; (x4,y4} = tHEL,B) 
9462: LD A, tyi} 
9463: LD C,A txi, ylj = DE,C) 
9464: LD A,08H iflsg 初 期 値 - 移 動 と 共に 描画 
9465: LD IX, TLLINE ; ボ ホイ ンタ 
9466: CALL TRSUB jj 左 ラ イン 
9467: PUSH HL Lieft-l1-max tixL-1, iyL- 
9468: LD HL, (x3} 
9469: LD DE, (x2} 
9479: LD A, (y3) 
9471: LD B, A tx3。y3) = iHL,B} 
9472: LD A, ty2) 
9473: LB C,A i tx2.y2) = (DE, C} 
9474: LD A,98H flag- 移 動 と 共に 描画 
9475: LD IX, TRLINE 
9476: CALL TRSUB  : 右 ライ ン 
9477: POP DE DE-Lleit-1。 HLsLright-1=maxilxR-1。 lyR-1) 
9478: XOR A ;filag 初 期 値 
9479: LD IX, TSIDE 
9486: CALL TRDSUB : 左 右 ラ イン 移動 調整 設定 
9481: INC HL :L++ 
9482: PUSH HL 1:S&ve maxl=max (Lieft, Lrighy 
9483: DEC HL imaxl-1;: ル ー プ カウ ンタ ネタ 
9484: LD DE, (duy) ; DE-LY-1 
9485: XOR A iflag 初 期 値 
9486: LD IX, TDTLN 
9487: CALL TRDSUB jy 方 向 デ ー タ 位置 移動 設定 
9488: LD HL。ux 
9489: LD DE,TDTLN+1 
9490: LD BC, 0003H 
9491: LDIR : (ux,uy) を ワー ク へ 転送 
9492: TRANSI: ;ioop 
9493: CALL TDRAW 1 直線 描画 
9494: POP BC POP eounter 
9495: DEC BC jcounter-- 
9496: LD A,B 
9497: OR 
9498: RET z 終了? 
9499: PUSH BC 
9500: LD HL, (TSIDE+4) ;Sir 
9591: LD DE, (TSIDE+6) ;STir 
9592: ADD HL, DE ;Slir=Slr+STir 
9503: LD (TSIDE+4) , HL ;Sir 
9504: CALL C, TLRSHT ; 左 右 ラ イン の 短い 方 
9505: CALL TLRLON 左右 ライ ン の 長い 方 
9566・ LD IX, TDTLN 
9507: CALL TRDMOV :y 方 向 デ ー タ 位置 移動 
9508: JR TRANS1 
9599: : 初 期 設定 (2599 用 ) 
95106: {ーーーーーーーーーーーーー 
9511: TRANIC: CALL _GRWMO iG-CRTC を 単色 描画 モー ド に 
9512: ED A, 9FFH 
9513: 0UT (9BDH) , A 
9514: LD A, ftmrolj ji 透明 色 
9515: LD BC, 196FH ; マ スク デー ネタ 
9516: LD H,A A=bbbbdddd 
9517: RRCA 
9518: RRCA 
9519: RRCA 
9520: RRCA ;A=ddddbbbb 
9521: AND C 
9522^ OR B 
9523: LD EA :L-=MB369H 用 カラ ー 
9524: LD A, EH 
9525: AND C 
9526: OR B 
9527: LB H, A :H=MB31H 用 カラ ー 
9528: LD (TDRDT+16) , HL 
9529: RET 
ーー : 左 右 ラ イン の 移動 調整 
3 1 : ーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー 
9532: TLRSHT: LD A, (TSIDE) : 短 い 方 
9533: OR A flag (7bit)-=0 な ら 
9534: JR Z,TLRSLL : 左 ラ イン の 移動 
9535: JR TLRSLR * そ う で な いな ら 右 ライ ン み の 移 
9536: 


ES 


21 
5B 


FB 
IF 


BE 


9537: TLRLON: LD A, (TSIDE) 
9538: OR A 

9539: JR 2Z,TLRSLR 
9546: 1JR TLRSLL 
9541: TLRSLL: LD IX, TLLINE 
9542: JP TRMOV 

9543: TLRSLR: LD IX, TRLINE 
9544: JP TRMOV 

9545: : 直 線 描 画 ----- 

9546: :-ー-ーーーーーーー ニ ーーーーーー 

9547: TDRAW: PUSH IX 

9548: PUSH HL 

9549: PUSH DE 

9556: PUSH BC 

9551: finitialize 

9552: LD HL, (TRLINE+1) 
9553: LD DE, (TLEINE+ 1) 
9554: LD A, (TRLINE+3) 
9555: LD B, A 

9556: LD A, (TLLINE+3) 
9557: LD A 

9558: XOR A 

9559: LD IX, TDRDT 
9560: CALL TRSUB 

9561: PUSH HL 

9562: ; 

9563: LD DE, (dux) 
9564: LD A, 40H 

9565: LD IX, TDRDT+8 
9566: CALL TRDSUB 

9567: LD HL, TDTLN+1 
9568: LD DE、TDRDT+9 
9569: LD BC, 0003H 
9579: LDIR 

9571: POP BC 

9572: INC BC 

9573: TDRAW1: :loop 

9574: PUSH BC 

9575: CALL TRDOT 

9576: LD 1X, TDRDT 
9577: CALL TRMOV 

9578: LD IX, TDRDT+8 
9579: CALL TRDMOV 

9580: POP BC 

9581: DEC BC 

9582: LD A,B 

9583: OR C 

9584: JR NZ,TDRAW1 
9585: 1 

9586: POP BC 

9587: POP DE 

9588: POP HL 

9589: POP _ IX 

9599: RET 

9591: :-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
9592: ): デ ー タ 側 の 位置 (X,Y) , 
9593: 描画 側 の 位置 (rt) と する と 
9594: : pset(x。y)。point(X。Y) を 行う 
9595: :-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
9596: TRDOT: EXX 1 (exx 
9597: LD HL, (TDRDT+11) 
9598: LD H, 6 

9599: LD DE, (TDRDT+9) 
9600: LD A,E 

9601: CALL _GADRS 

9692: LD DE, GRAMPO 
9603: ADD HL, DE 

9604: AND 97H 

9605: LD B,A 

9606: CALL TRTHMC 

9697: EXX } 
9608: RET NZ 

9609: ; 

9610: PUSH HL 

9611: PUSH DE 

9612: PUSH BC - 
9613: LD HL, (TDRDT+3)} 
9614: LD H, 0 

9615: LD DE, (TDRDT+1) 
9616: LD A,E 

9617: CALL _GADRS 


MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ 作 成 講 座 


長い 方 
flag (7bit) = な ら 
: 右 ラ イン の 移 勤 


: そ う で な いな ら 左 ラ イン の 


描画 側 の 移動 
i: 描 南側 の 杉 動 


5 右 ラ イン (xyi HL,Bi 
[ライン sy)- WDE,C, 

flag= 移 動 の 愉 に 描画 は 行わ な 
; 描 画 全 の 移動 設定 

iSave |-Ismax tlx-1,iy- 1 


も は 
flag=x 方 向 の デー タ 杉 動 


ix 方 山 の デ ー タ 位置 の 移動 設 
jiy 方 向 の デー タタ 位置 ワ ー ク を 
: x 方 向 の デー タ 位 置 ワ ー ク 
: デ ー タ 転送 

-1 

* ラ イン 描画 用 カウ ンタ 


1 チー チ 位 生 の か ラー を | ドッ 


ji 描 画 側 の 移動 
; デ ー タ 側 の 移動 


(2599 用 ) 


; (X,Y) = (DE, HL} 
jsave {X mod 256) 
:Y*49+HHL 

iat 4098H 


; (x。y) ~ (DE, HL) 


iy ま 40+x 


&7 


DE24: 11 
DE27: 19 
DE28: E6 
DE2A: 4F 
DE2B: 47 
DE2C: 3E 
DE2E: 28 
DE30: 07 
DE31: 19 
DE33: 5F 
DE34: 79 
DE35: D9 
DE36: 1E 
ら か ) 
DE38: 99 
DE39: 30 
DE3B: ED 
DE3D: 1C 
DE3E: 57 
DE3F : 
DE3F: 3E 
DE41: D3 
DE43: AF 
DE44: D3 
DE46: 3E 
DE48: D3 
DE4A: D9 
DE4B: 
DE4B: 96 
DE4D: OE 
DE4F: 79 
DES0: C6 
DE52: CD 
DE55: D9 
DES6: 7E 
DE57: 91 
DE5A: ED 
DE5C: CD 
シ と フト 
DESF: D3 
DE61: 9C 
DE62: 16 
DE64: D9 
DE65: 3A 
DE68: CD 
DE6B: 7E 
DE6C: A3 
DE6D: 29 
DE6F: 
DE6F: 79 
DE70: CD 
DE73: 73 
DE74: OC 
DE75: 19 
DE77: 
DE77: C1 
DE78: Dl 
DE79: Ei 
DE7A: C9 
DE7B: 
DE7B: 
DE7B: D9 
DE7C: 57 
DE7D: D9 
DE7E: 7A 
DE7F、 B7 
DE80: D9 
DES1: 7A 
DE82: D9 
DE83: C8 
DE84: 
DE84: D5 
DE85: 7B 
DE86: B7 
DE87: D9 
DE88: 7A 
DE89: D9 
DE8A: 28 
DE8C: 
DE8C: @F 
DE8D: 15 
DE8E: 29 
DE90: D1 
DE91: C9 
DE92: 
DE92: 97 
DE93: 15 
DE94: 29 
DE96: Di 
DE97: C9 
DE98: 
DE98: 


67 


95 


28 


D8 


49 


F9 
BF 


DE98: 3A 57 FA 


DE9B: B7 
DE9C: C8 
DE9D: 

DE9D: C5 
DE9E: 3E 
DEA6: D3 
DEA2: 78 
DEA3: B7 
DEA4: 3E 
DEA6: 28 
DEA8: 907 
DEA9: 160 


DEAB: ED 5B 2E FB 


DEAF: 4F 


DEB9: 3E 33 
DEB2: CD 28 BF 


DEB5: 7A 
DEB6: D3 
DEB8: 7E 
DEB9: DB 
DEBR: Al 
AND 
DERC: 47 
DEBD: 
DEBD: 3E 


FD 


DEBF: CD 28 BF 


DEC2: 7B 
DEC3: D3 
DECS: 7E 
DEC6: DB 
DEC8: Al 
AND 

DEC9: A9 


DECB: C9 
DECC: 
DECC: 
DECC: 
DECC: 
DECC: 
DECC: 


BS OhlX 1989.9. 


LD DE, GRAMPO iat 4909H 
ADD HL, DE 
AND 97H 
LD C,A ;C-=(x mod 8) 
LD B, A iB=(x mod 8} 
LD A, 1H idot 
: JR 7,TRDOT2 
: TRDOT1: RLCA 
: DINZ TRDOT1 
: TRDOT2: LD E, A ドット 用 ビッ ト デ ー タ 
LD A。C ;ix mod 8 
EXX 1 (exx 
LD E, 9 iflagss> ビ ピット シ フト (左右 ど ち 
SUB B ; lx mod 8) 一 (X mod 8) 
JR NC,TRDOT3 
NEG iabs(。。) 
INC E <- 人 へ 、 shift 
: TRDOT3: LD D, A iD =bit_shift counter 
LD A, 07H 6 
0UT (9@BCH) , A iBRGI14 プ レー ン 
XOR A : 同 時 読み 込み モー ド に 
0UT (9BDH) , A 設 定 
LD A, 89H 同時 書き 込み モー ド に 
0UT (9BCH) ,A i 設 定 
EXX Hi 
jloop 
LD B, 2 
LD C,MPGP9 iMB36H 
: TRDOTS: LD A,C 
: ADD A,2 iMB32H( 裏 画面 ) 
CALL _SET4H ;4000H に 配置 
EXX ; {exx 
LD A, (HL) ォ $ デ ー タ 位 業 RY アド レス 
LD BC, 94BCH ;B,R,G,I 毎 に 
: TRDOT6: IN A, (C) : デ ー タ を 得る point,Y) 
CALL TRBST : 得 られ た デー タ を 搭 画 位置 へ 
0UT (9BDEH) ,A : デ ー タ を G-CRTC へ 設定 
INC C 
DJNZ TRDOT6 
EXX } 
LD A, (MP4) 
CALL _SET4H ; マ スキ ング VRAM 
LD A, (HL) ji を 読み 込む 
AND E 5 ドッ ト 用 ビッ ト デ ー タ と AND 
JR NZ,TRDOT7 ji マ スキ ング され て いた ら 
sdraw 
LD A,C 
CALL _SET4H 
LD (HEL),E ;GRAN へ 書き 込む 
: TRDOT7: INC C 
DJNZ TRDOT5 
POP BC 
POP DE 
POP HL 
RET 
hi Shi ft-ー~~~~ 
: TRBST: EXX 3} 
LD D, A ;data save 
EXX ; {exx 
LD A,D 2 フト カウ ヴ ウン ネタ 
OR A 
EXX i} 
LD A,D 
EXX 1 (exx 
RET Z 
ま 
PUSH DE 
LD A,E ; 左 か 右 か の fiag 
OR A 
EXX る 
LD A,D 
EXX 1 fexx 
JR 2Z, TRBSTL 
: TRBSTR: ;<-shift 
RRCA 
DEC D 
JR NZ,TRBSTR 
POP DE 
RET 
: TRBSTL: ;->shift 
RLCA 
DEC D 
JR NZ,TRBSTL 
POP DE 
RET 
ij 透明 色 チ ェ ッ クー- 
TRTMC: LD A, (tmfisg) ij 透明 色 モ ー ド で 
OR ji 女 い な ら 
RET Z j 抜 ける 
PUSH BC 
LD A,7 
0UT (9BCH) ,A 
LD A,B iA=(X mod 8) 
OR A 
LD A, 91H 
< JR Z,TRTMC2 
: TRTMC1: RLCA : デ ー タ 位置 の ビッ ト デ ー タ 
: DiINZ TRTMC 1 
: TRTMC2: LD DE, (TDRDT+16) ; 透 明 色 
LD C,A * デ ー タ 位置 の ビッ ト デ ー タ 
LD A,MPGPi+1 iMB33H( 裏 画面 ) 
CALL _SET4H 
LD A,D ; カ ラー 設定 
0UT (9BDEH) ,A 
LD A, (HL} 
IN A, (9BCH) ; デ ー タ 読み 込 
AND ): デ ー タ 位置 らし ッ ト デ ーッ ー タ で 
LD B, A 
LD A, MPGP 1 :MB32H( 裏 画面 ) 
CALL _SET4H 
0UT {6BDH) , A 
LB A, (HL) 
IN A, (RCH) 
AND C (データ 位置 の ビッ ト デ ー タ で 
AND B : 画 方 の カラ ー で AND し て 256 色 
POP BC 
RET 
描画 位置 (DEC) か ら (HL,B) へ 
: 移 動 す る 際 の 設定 
; in IX( ポ イン タ ),(DE,C),(HL,B),Alflag) 
jout: HL{(-max (ix-1,iy-1}) 
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73 
72 


71 93 


52 
96 


91 
52 


71 
D4 


91 
62 


99 


BE 
96 
97 


94 
95 


99 
94 
96 
94 
95 
97 
95 


DF 


DD 
DF 


91 
92 


91 
92 
91 
92 


91 
92 


93 


9748: TRSUB: LD (IX+1) ,E 
9749: LD (1X+2) ,D 
9759: LD (IX+3) ,C 
9751: OR A 

9752: SBC HL, DE 
9753: JR NC,TRSUB 1 
9754: ADD HL, DE 
9755: EX DE, HL 
9756: OR 91H 
9757: SBC HL, DE 
9758: TRSUB1: : 

9759: LD D,B 
9769・ LD B, A 
9761: LD A,D 
9762: SUB C 

9763: JR NC,TRSUB2 
9764: NEG 

9765: SET 1,B 
9766: TRSUB2: LD EAA 
9767: LD D, 9 
9768: LD A,B 
9769: OR 80H 
9776: SBC HL, DE 
9771: EX AF,AF" 
9772: ADD HL, DE 
9773: EX AT。AF 
9774: JR NC, TRSUB3 
9775: AND 7FH 
9776: EX DE, HL 
9777: TRSUB3: EX DE, HL 
9778: PUSH DE 

9779: LD (IX+9) ,A 
9780: INC HL 

9781: INC DE 

9782: CALL _-XDIV 
9783: LD (IX+6} ,E 
9784: LD (EX+7) ,D 
9785: DEC DE 

9786: LD ( ほ X+4) ,E 
9787: LD (IX+5) ,D 
9788: POP HL 

9789: RET 

9790: ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 
9791: ) デ ー タ の 長き さ 妃 と DE て 
9792: : 移 動 す る 際 の 設定 
9793: : in: IXA( ポ イン タ ) 
9794: iout: HL に max(lx-1。 1y-1) 
9795・ :--ーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーー ニ ーーー 
9796: TRDSUB: OR A 

9797: SBC HL, DE 
9798: EX AF,AF 
9799: ADD HL, DE 
989090: EX AF,AF 
9801: JR NC,TRSUB3 
9802: OR 89H 
9803: コ DE, HL 
9894: TRSUB3 
9895: ! 指 画 全 の 交 生 

9806: :ーーーーーーーーーーー ニ ーーー 

9897: tuov: LD C。 (IX+6) 
9898: LD A。([X+4) 
9899: ADD A, (IX+6) 
9810: LD (1X+4) ,A 
9811: LD A, (IX+5) 
9812: ADC A, (IX+7) 
9813: LD (LA+5) ,A 
9814: JR NC, TRMOV 1 
9815: CALL TRMVS 
9816: BIT し 
9817: CALL NZ, TDRAW 
9818: TRNOVI: JP TRMVL 
9819: : 

9820: TRMVL: jlong 

9821: BIT 7,C 
9822: JR Z,TRMVY 
9823: JR TRMVX 
9824: TRMVS: rishort 

9825: BIT TE 
9826: JR /,TRMVX 
9827: JR TRMVY 
9828: > 

9829: TRMVX: BIT 9,C 
9836: JR Z, TRMVX1 
9831: $x 

9832: LD L, (IX+1} 
9833: LD H, (1X+2) 
9834: DEC HL 

9835: LD (UX+1),L 
9836: LD {IX+2) ,H 
9837: RET 

9838: TRMVX1: ix++ 

9839: LD L, (IX+1) 
9840: LD HH, (IX+2} 
9841: INC HL 

9842: LD {IX+1) 上 
9843: LD (IX+2) ,H 
9844: RET 

9845: : 

9846: TRMVY: BIT 1 て 
9847: JR Z,TRMVY 1 
9848: ミサ ーー 

9849: DEC (IX+3) 
9859: RET 

9851: TRMVY1: jy++ 

9852: INE (IX+3) 
9853: RET 


9854: : デ ー タ 開 の 移動 


RE ca 


9856: TRDMOV: LD 
9857: TRDMV1: LD 


9858: ADD 
9859: LD 
9869: LD 
9861: ADC 
9862: LD 
9863: EX 
9864: BIT 
9865: JR 
9866: < も 
9867: EX 
9868: JR 
9869: CALL 
9879: JR 
9871: iTRDMV2・ CALL 
9872: : RET 
9873: TRDMV3: > ェ L 
9874: EX 
9875: RET 
9876: iCALL 
9877: iRET 


9878: TRDMV2 : 
9879: TRDMSB: BIT 


9886: JR 
9881: I XmOV 
9882: JR 


ーー 


C, (IX+9) 
A, (IX+4) 
A, (IX+6) 


AF,AF' ilaf 
7 TRDMV3 
AFJAF af} 
C, TRDMV2 
TRDMSB 
TRDMV1 
TRDMSB 

AF,AF af} 

NC 

TRDMSB 

6,C 

Z, TRMVY 1 

TRMVX1 


iDE 
$ 最 初 の 位置 を ワー ク へ へ 
;B 


HL-DE 


iHL<DE 
jiHL>DE に し て 
iflag dx=-1 
iHL=abs (HL-DE) 
;HL=ix-1 

;D=B 

;B=flags 


;D-C 


;sA=abs (D-C)} 
iflag dy:=-1 


iDE=ly- 1 

;A= flags 

iflag XLINE(lx>=ly) 
> (lx--ー(ly-1) 


iflag YLINE(lx<ly) 
; DE>HL に 

; DE>HL 

max tix-1, ly 1 
Ii ib に する 
iDE=106990H* 昌 ./DE 

i ST 

15*ST- 1 


: 和 AX(1xXー1。 |y- 1) 


, (HL,DE),A(flasg) 


iflag HL<BE 


iflags 


5=S+ST 
i 短 い 方 の 移動 
iflag 秒 動 と 同時 に 直線 描画 ? 


直線 描画 
長い 方 の 移動 


iflasgs 


5d=Sd+STd 

isave CY フ ラグ 

i 描 画 側 く デ ー タ 側 
iCY が た つま で 


: デ ー タ 位置 の 
: 移 動 を 繰り 返す 


: デ ー タ 位置 の 移動 
ix 方向 †++ キ + 
i 方 半 キキ 
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維新 の 嵐 

麻雀 狂 時 代 SBPEOCIAL II ・ 冒 険 編 

第 4 の ユニ ッ ト ・ デ ュ ア ルター ゲッ ト 
X58000 

2 の 0224 コグ ラウ スズ ウチ ビオ シシ ッ プ ・ 

ゴル フ 
スズ スターシップ ラン デブ ー 
ミッ ド ・ ガ ルツ 6BK ゴ ー ル ド 


ダブ ルイ ー グ ル スー パー ハン グ オ ン 登 場 
38 万 キロ の 虚空 
高速 日 本 語 マ ル チ ス クリ ー ン エディ タリ JAM さて , この 秋 に 登場 する X68000 用 ゲー 
ES68K ム ソ フ ト の な か で , 話題 を 集め そう な 最新 
アト は れれ だ し こと に 3 わけ で て まま 衣 は 
二 上 真 を 区 江 で だ さい な 計ら いき な り シ 


ャ エン か がら スー パー ハン グ ォ キン が 登 坦 記 あ 。 


X68000 の アク ショ ン ゲ ー ム 強し | 


1. アフ ター バー ナー (前 回 順位 ) | 
2. ジェ ノ サ イド ' ー 
3. TETRIS (XI/X68000) 6 
4. R-TYPE 10 
5。4 ア ド ヴ ァ ンス トー ファ シタ ジア ン 2 
6. ソー サリ アン (追加 シナ リオ 含む ) 15 
7. Might and MagicII 9 
8. デス ・ ブ リン ガー 12 
9. 野球 道 5 
10. 信長 の 野望 ・ 戦 国 群雄 伝 4 
今月 か ら , この 「 読 者 が 選ぶ 今月 の ゲー ム 10」 


担当 が 代わ っ た の で , ちょ っ と 私 な り に スタ イ 


パイク: が ユー ナー を ガン ガン 攻 
め な が ら 走 る 走る 。 i As の スピ 
ーー ド 感 は 凄い 。 グ ラン プリ レー サー の 
爽快 感 を 味わう に うっ て つけ の ゲー ム 
だ 5 え | そう 。 移植 は お 馴染 み の SPS。 

発売 が 待ち 遠 し い ソ フト で すね 。 下 の - 
写真 は プー ey ー ダ ー バ ン ド ・ ジャ パン 
が 現在 進め て くれ て いる ウィ ング ス 。 

ゼロ 乏 で 下旬 や 空中 生 が 楽し め 
ちょ っ と 毛色 の 変わ っ た シュ ー | 
イン グ ゲ ー ム な の で す 。 3 


と に か さく, 風 を 切っ て コー ナー に 飛び 込 
む ス ピー ド 感 を 完璧 に 再現 。 も う 気 分 は す 
っ か り サ ロン か レイ ニー か 。 詳細 は 来 月 
サン ダー ジレ レード と 上 も に おち お 局 け する か ら : 
楽し み に 待 っ て て ね 。 そう そう ,。 それ と 電 
流 新 聞 社 の ファ ンタ ジー ゾー ン が よう や く 
発売 に が なり まし だ た 。 こち ら は GAME REVI 
EW て 紹介 し て いる か ら , そ っ ち を 見 ね 。 

その 下 て 巨大 空母 を 相手 に 戦う せ ロ 戦 の 
与 真 は 。 ブ ロー ダー バン ド ・ ジ ャ パン が 現 
在 進 め て くれ て いる ウィ ング ス の 雄姿 。 こ 


ル を 変え て み ま し た 。 こ れ か ら も よろ し く お 願 
いし ます 。 と いう わけ で , や っ ぱり アフ ター バ 
ー ナ ー は 強い で すね 。 で も , 見 て くだ さい この 

ジェ ノ サ イド 。 ハ ガキ が 届い た 時 点 で は まだ 発 


売 さ れ て いな か っ た の に , 堂々 と 2 位 に 入っ て 


じまい まし た 。 ご れ で , X68000 の ライ シア ウッ プ 
は ます ます 強力 に な っ た よう な 気 が し ます 。 
あと は 追加 シナ リオ の 発売 が 決定 し た ソー サ 
ガン ルカ. まだ 放 p で あま まじ た 。 て 物 欄 3 科 %] 
turbo ユー ザー の 定番 商品 と いえ そう で すね 。 ご 
さて , 来 月 の 見 所 と いえ ば 
・ ジ ェ ノ サイ ド は 果たし て トッ プ を 狙え る か ? 
ァ ン タ ジ ー ゾ ー ン の 動向 は ? 
と いら た と の で もし まう か こら 皆さん が か がら の お 
ガキ を お 待ち し て いま す 。 ( 浦 ) 
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こ は 賞 金 10 万 円 と 賞状 が 
の ほか , な ん と !⑥h! 多 賞 」、 
ロ シ ャ ー プ 賞 」 各 2 名 に も 豪 
ij きれ る ん だ る う で す (Oh!X 
決め て いな いけ ど )。 こ ん な 機 
ある も の じゃ あり ませ ん か ら 

ご 応募 くだ きい ね 。 
アン ス ヨコ S28 タクシ ツ 
家 092(522)6347 


ペペ シゴ が 定 移 の に トト し て ある 。 


ee, し 
こっ の こっ の で 


デン 


a 
レス ーー1 


XX]/X]turDO 用 新作 ソフ ト 


ーッ aw ES は | 5 ーッ "Ne 3 」 い も 3 YY の 8 月 | 日 現在 発売 中 文 かっこ な p 近 近日 発売 予定 
ee 表 a RS 用 に ここ * 明 記さ れ た も の 以外 の 価格 に つい て は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 


sc 


テー レン 


ご ミラー 


ュ ノ ゴマ SAY KN て きゃ 


12 Se es 文 維 新 の 嵐 

1858 年 。 浦 人 賀 に ペリー 総督 率い る 4 隻 の 艦隊 が 
来航 し た 。 ち ょ うど その ころ , 経済 情勢 が 不安 定 
な 日 本 は , これ を 発端 に 一 気 に 激動 の 時 代 を 迎え 
る こと に な る 。 そ し て そこ に :, 日 本 の 将来 を 変え 


Er 


0 と は 四 ら て ズラ イボ バト ジジ 等 式 に 決ま っ て いな いも の が 山 は ど あ る ん だ 


レー タ 十 シュー テイ ング アク ショ ン と いう 。 か ら , 誰 も 整理 で き る わけ が な い 。 よう と 志 に 燃え る 英雄 た ちがい た 。 
一 風 変 わ っ だ た ゲー ム と な り そ う な の で , 期 じ か し も っ : と 凄い の は , ゲー ムダ イト ル 彼ら の 持つ 思想 と , そし て それ ら に まつ わる 人 
侍 で ^ き : を うっ こる を 発表 きれ て いな い が , X68000 に 年 内 発 物 た ち を テー マ に 展開 され る , 戦国 シミ ュ レ ー シ 
NE は こめ き 朋 記 6 秋 に か け て XX68 売 定 り ウ フト バウ ス が まだ まだ で の 休 テン ジリ ーー 夫 有 の 抽 
ペ Ne SA ぼ 得 紅 、 の 政治 を どう し て ゆく か と いう 思想 
す 衝 昌也 定 の 新作 を ここ で ズラ ッ と ご SG あざ まあ 間 だ ' 
用 0 0 で の ね お と 基 あま が る うと し てい る 。: ズ レイ ヤー も 歴 
て いき だ た だい て も と 因 い ます の で 」 ゲー ム ro 7c の か) 史上 の 人 物 と な っ て , 周囲 を 説得 し RC 
ジア ツジ の 背 き ん は 心して 読む よー に (区 1] ユ と いう わけ で , 来 月 は ゲー ム 特 集 を や る と き に は 剣 の 力 で ね じ 伏せ て , 国内 思想 の 統一 
ーー の 者 きん で めん な さい) まず せ は : か ら 。 期待 し て 待っ て いる よう に ! 目指 す 。 君 は この 激流 の な か で ど と FM 


な お , この 維新 の 嵐 は , 光栄 の オリ ジ ナ ル CD 


日 本 テレ ネッ ト の 夢幻 戦士 ヴァ リス II。 ツ ソ 
1 サイ クロ ン で 作っ た OO・ ア ニ メ 大 募集 付き の サウ ンド ウェ アバ パー ジョン も 同時 に 発売 さ 


ルフ ・ チ ー ム は ,。 こ の 8 月 に 一 挙 に 2 本 ミッ れる ぁ 。 
ド ・ ガ ルツ ゴー ルド 68K と バル セロ ナ の 風 。 サイ クロ ン 68K/Express68 む よび ,。 アニ “tro 用 5'2D 版 3 枚 組 9,800 円 
ホビ ー ジ ャ パン の リン グマ スタ ー, バシ ョ メキ ッ ト を 使っ て いる ユー ザー を 対象 に , CD 付き サウ ンド ウェ アア. laz200 円 
クト 攻 久 の エメ ラル ド *・ ド ラゴン , スタ ジ 発売 元 の アン ス ・ コ ン サ ル タ ン ツ が 10 月 7 (2 ドラ イブ 専用 ) 
ォ パ ン サ ー の JOSHUA, 日 本 コン ピュ ー タ 日 , 東京 渋谷 の 新 大 宗 ど ん ル フォー ラム 8 に RRB es 
シス テム の テン プル マス ター, ザイ ン ・ ツ お いて , 「 第 1 回 サイ クロ ン CG 大 会 」 を 開 麻雀 狂 時 代 ス ペ シ ャ ル に , パソ コン 版 オ リ ジ ナ 
フト は 雪 の 国 ク ルー ジュ , バル ー サ の 復讐 , 催し ます 。 ル の 続編 が 登場 。 2 人 対戦 モー ド は 前 作 の よう な 
ゝ ミン シング バ パー ド ツ フト の ロー ドス 島 戦 記 , 参加 資格 は , X68000 の サイ クロ ン ユ ー ザ 単なる 麻雀 大 会 で は な く , 今度 は スト ー リ ー ま で 
アー トディ ンク の ダブ プル イー グル に リバ ー 一 で あれ ば , それ で OK。 応 募 方 法 は , 当 つい て の 登場 だ 。 そ の 物語 と は , 彼女 の 今日 
ヒル ソフ ト の D.C. コ ネ ク シ ョ ン 。 それから 日 会 場 受 け 付け に 午後 2 時 まで に 提出 する OO CN 
シャ ー プ の サン ダー プレ ー ド に スー パー ハ か , また は 9 月 30 日 (当日 消印 有効 ) まで MPN 
ング オン , コナ ミ の A-JAX も ある ぞ っ . に プン ズ スコ ロン サル タン ジ 本 社 ま て デー タダ イ テ ム に よっ て 相手 の 少 牌 を 誘っ た り も で きる 。 
どう だ , 一 気 に こ れ だ け 並 べ る と , 見 事 に の 入っ た フロッピー ディ スグ を 郵送 も て 4 人 対局 で は , プレ イヤ ー の 振込 み 回 数 トッ 


これ まで の 情報 と 重複 し て し まっ だ か ら , だ きい 。 応募 者 全員 に は , 大 会 記念 オリ ジ プ 回 数 , 上がり 役 の 記録 , 解析 が 可能 と いう 誠 華 


どれ が 初め て 聞く 最新 作 か どう か すっ か り ナル エン シャツ が プレゼ ンド: ざき 下る そう で ます 。 セッ ト 。 前 作 同 様 7 人 の 美女 も 登場 する が , それ 
以外 の 新しい 趣向 で も 十分 に 楽し ませ て くれ る 麻 


2 湊 3 倍 症 で なっ て じ ま つ た だ る: う 。 それ は この コン テス ト で 選ば れ た 優秀 者 に 雀 人 が 三 ぬ ちな つら Ci る 
紹介 し て いる 側 ど っ て よく 〈 覚 を えて いな い の グラ ンプ リ 僅 1 名 に 賞金 20 万 円 と 賞状 が , Xlturbo 用 5'2D 版 3 枚 組 6,800 円 
だ あら > 佳 方 が な い 。 まや て や 発売 是 が 正 アー メモ デリ ング レン ダリ シグ の 各部 ( 2 ドラ イブ 専用 ) 


9 の Oohlx 1989.9. 


マイ クロ ネッ ト 容 011(561)1370 
5 寺 電 の エニ ッ ト 3・ デ ュ ア ルター ゲッ ト 

プロ ン ウ ィ ン の キャ ラク ター と , アニ メ 番 組 形 
式 の 手軽 な か な ストー リー 展開 が 人 気 の 第 4 の ユニ ッ 
トシ リー ズ 。 そ の 最新 作 , 「 デ ュ ア ルター ゲッ ト 」 
が いよ いよ X lturbo に 登場 だ 。 

今回 の スト 王 状 一 は , 越 中 剛 主 と サイ コパ ワー 
ブー スタ ー が 奪わ れ , ブロ ン ウ ィ ン , アッ シュ た 
ち は そ の 奪回 の 任務 に 就く 。 そ こ で ブロ ン ウ ィ ン 
は 自分 と まっ た く 同 じ 交 を し た 敵 に 遭遇 する 。 も 
し や 彼女 は , 自分 の オリ ジ ナ ル で は 7? 戦い つつ 
も 苦悩 する ブロ ン ウ ィ ン 。 果 た し て その 謎 が 解き 
明か され る と き , 彼女 が そこ に 見 た 真実 と は いっ 


前 2 作 と は 変わ っ て , 感情 的 要素 を コマ ンド と 
し て 与え る 新しい 手法 を 用 いて お り , より 感情 移 
入 を 強く 打ち 出し た 構成 と な っ て いる 。 こ の スト 
ー リ ー を 体験 し 終え た と き , 君 は ブロ ン ウ ィ ン の 
秘密 を 知る こと に な る 。 


X Iturbo 用 5 2D 版 3 枚 組 7,800 円 
( 2 ドラ イブ 専用 ) 
デー タウ エス ト 会 06(968)1236 


X58000 ソ フト @ ミ ツー ルズ 


次 ころ ヤツ ッ ツク グ クニ グラ ウズ スチ ポン セオ キオ ンシップ ゴ 
ルフ 

ら の 2 ウン バーグ の 大 の 独 を 間 け ば アデ リカ 
4 大 メジ ャ ー を 制覇 し た 偉大 な プレイ ヤー の 側面 
が 頭 に 浮か ぶ 。 だ が 彼 が ゴル フ コ ー ス の デザ イナ 
ー と し て も 優秀 で ある こと は , 一 般 の 人 に は あま 
り 馴 染み の な い 話 だ ろう 。 

傘 の 役 が デイ ナー と し て の セン ス を 生か し , 
メジ ャ ーー 大 会 の 舞台 の 中 か ら 和 厳選 し た の が , この 
wi ッッ ク ッッ ニ クラ ウス チャ ン ピ オ ンシップ ・ 
革 ル ジア :wr だ 。 

プレ イヤ ー は スト ロー ク , も し く は スキ ンズ プ 
レイ で ホー ル を まわ る 。 人間 同士 の ほか に コン ピ 


ュー タ に 登録 され た ゴル ファ ー と の プレ イ も 可能 。 


00 の が が (に は ば は ジャック ニク ラウ ズ 夫 人 も 入っ て 
いる 。 こ の ゲー ム は , ショ ッ ト の 練習 だ け で な く 
各 ホ ー ル を 練習 ラウ ンド と し て まわ る こと も で き 
る 。 画 面 は 3 D ア ング ル に よる も の で , ショ ッ ト 
の アニ メー ショ ン は デジ タイ ズ し た デー タ を 基 に 
作成 し た と いう , これ まで に な い 凝 っ た 手法 を と 
っ "で CS る 。 

日 本 版 の 製作 は ビク ター 音楽 産業 。X68000 の ゴ 
ルフ ゲー ム の ラッ シュ の な か で , 海外 ソフ ト か ら 
の 移植 の 持ち 味 を し っ か り と 出し て くれ る こと を 
期待 し た い 。 

X 68000 用 

ビク ター 音楽 産業 


5'2HD 版 価格 未定 
谷 03(423)7901 


第 4 の ユニ ッ ト 3・ デ ュ ア ルター ゲッ ト 


六 ス ター シッ プラ ン デ ブー 

宇宙 空間 に 突如 出現 し た , 謎 の “ 穴 " と 正体 不 
明 の 宇宙 船 。 貴 方 は この 空間 の 謎 を 解く た め , 単 
独 潜入 を 試み た 。 そ の 船内 で 見 た も の は …… 1 
ステ ー ジ 前 半 は アク ショ ン ゲ ー ム 。 敵 ロボ ッ ト 
を か わし な が ら 船 内 に 散ら ば っ て いる アイ テム を 
集め , 乗員 を 探し 出す の だ 。 そして, 見 つけ 出し 
た 女 戦士 を 尋問 する の が , お 楽し み ス ペ シ ャ ル ス 
テー ジ 。 マ ウス で 体 を こち ょ こち ょ し て 情報 を 聞 
き 出す 。 4 人 の 女 兵士 を 制 詩 し た と き , この 宇宙 
船 の 正体 が 明らか に な る の だ が 。 制覇 す る の が メ 
か が っ 僚 居 。 

特に この X68000 版 は , デジ タイ ズ 画 面 と PCM サ 
ワン ン が ゲー な を より 王 礎 磨り 上 げ て ぐ 槍 で いる 
( ? )。 ま っ , 詳し いこ と は 自分 の 目 で 確か め る の 
が 一 番 な ん で し ょ う ね 。 き っ と 。 

X 68000 用 5 2HD 版 2 枚 組 8,800 円 
スキ ャ ッ プ トラ スト 谷 03(407)0687 
文 ミッ ド ・ ガ ルツ 68K ゴ ー ル ド 

ホワ イト ドラ ゴン に 育て で られ た 少年 カイ ン : ゞ 示 
ー ジ ュ と , その 友だち の 竜 サ ー ク ン ・ ホ ワイ ト 。 
2 人 が ある 日 洞窟 の な か で 妖しい | 本 の 剣 を 見 つ 
けた と ころ か ら , この 天界 を も 揺るが す 壮 大 な ド 
ラマ しほ 区 ター ト ず る 。 

ウル ジフ .e チー な の 藻 欲 作 財 ミド ババ ガ ルン 」、 は 、 
全 12 話 か ら 成る アク ショ ン ア ド ベ ンチ ャ ー だ 。 横 
スク ロー ル 型 の シュ ー テ ィング が 主体 だ が , 人 物 
や イベ ント に 出会う と ビジ ュ ア ル シ ー ン が 展開 さ 
れる 。 ビ ジュ ア 北 に こだわ る ウル タマ チーム の 衝 呈 
だ け に , X68000 で どん な 世界 が 展開 され る か 楽し 


みな 作品 だ 。 
X 68000 用 5 2HD 版 4 枚 組 12,800 円 
ウル フ ・ チ ー ム B03(5273)4795 


太 ダ ブル イー グル 
「 ス っ ?- アー トディ ンク か ら ゴ ルフ ゲー ム ? 」 
そう , A 列車 や 大 海 令 な ど , 独特 の セン ス に ファ 
ン の 多い アー トディ ンク の 最新 作 が , この 「 ダ ブ 
ルイ ー グ ル 」 だ 。 

今回 も その オリ ジ ナ リティ が いか ん な く 発 揮 さ 
れれ 多 江 シグ さき る 同じ な ら 。 ボー ル が ころ が る 
と ころ も 一 緒 と いう , パタ ー ン 化 さ れ た 従来 の ゴ 
ルフ ゲー ム と は 一 線 を 画 し , 体力 , 気力 , 技術 , 
疲労 の 4 つの パラ メー タ の 組み 合わ せ が , プレ イ 
に 大 きく 影響 し て くる 。 ゲ ー ム の 進行 は , まっ た く 
の 素人 が プロ テス ト を 受け 出場 資格 を 得 , や が て 
は 40 も ある トー ナメ ント を 選ん で 出場 し 優勝 を 狙 
う という, 太陽 君 も 真っ 青 の ゴ ルフ 人 生 を 歩ん で 
いく の だ 。 引退 セレ モニ ー で は , プレ イヤ ー が 歩 
ん だ ゴル ファ ーー 人生 を 振り 返る ダイ ジェ スト 機能 
も 付い て いる 。 

X 68000 用 
りー インス ング 


5 2HD 版 2 枚 組 9,500 円 
会 0474(77) 754| 
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JAMES68K 


文 38 万 キロ の 虚空 


ノベル ウェ アシ リー ズ 第 4 弾 が , X68000 か ら 登 
場 ず る 2 今 人 ほほ キソ アト で そそ と ば 人 づ プ で まわ づつ 
て で ドーム な の 流れ を く お SE 靖 炎 人 ク 8 

物語 は , 2I 世 紀 半 ば 人 類 は いよ いよ 宇宙 植民 時 
代 を 迎え よう と し て いた 。 米国 元 大 統領 クロ フォ 
ー ド 率い る NSCA 財団 が 計画 を 進め た スペ ー ス コ 
ロニ ー が 完成 を 迎え る こと に な っ た 。 主人公 相場 
謙 は , コロ ニー の 取材 班 と し て 現地 へ 出向 く の だ 
が , オー プ ニ ン グセ レモ ニー を 前 に 漂う 陰謀 の 影 。 
目 の 前 に 現れ て くる 事 衣 に 対し て , どう ふる まう 
か は すべ て プ ブ プレイヤー 次 第 。 主 人 公 の 立場 に 合わ 
せ た ス トー リー が それ ぞ れ 用 意 さ れ て いる の だ 。 

雇用 法 , 亜 欧 の 経済 格差 , 環境 問題 , コン ピュ 
ー タ 通信 網 , 人 口 問題 , 国際 政治 情勢 な ど , 複雑 
に 絡み 合う さま ざま な 要素 の な か で ドラ マ は 展開 
EC 

X 68000 用 5 2HD 版 4 枚 組 9,800 円 

ンス テム ササ コル B03(635)5145 
次 高速 日 本 語 マ ル チ ス クリ ー ン エディ タ JAMES 

68K 

エディ タ は 反応 速度 が 命 と いう 人 に と っ て , 決 
定 版 と も いう べべ き 高 速 マ ル チ ス クリ ー ン エディ タ 
が 登場 し た 。 

ウィ ンド ウ 数 は 50. マー クジ ャ ンプ に より 異な 
る ウィ ンド ウ 間 の 参照 が 一 発 で 行え る ほか , デ 
ィ ス ク の 階層 ディ レク トリ や ファ イル 内 容 の 参照 
に より , ファ イル の 選択 も 手間 を か けず に で きる 。 
住 様 と じ で ば ほ ば 標準 と いう 生 こ る だ が , 3 な だ よ ま 
り も JAMES68K の 特長 は , ほか に 例 を 見 な い 操 作 
性 と 高速 性 だ ろう 。 

また , 改行 文字 や タブ 文字 の 表示 切り 換え や , 
VRAM の テキ スト ワー ク 割 り 当 て が 可能 な ど , 極 
力 無駄 な 手間 と 時 間 を か け な い 設計 に 仕上 げ ら れ 
て いる 。 こ の よう に , 低 価 格 で 機能 を 絞り 込ん だ 
ツー ル の 登場 は , 今後 の ソフ ト の 幅 を 広げ る 意味 
で 大 い に 期 待 し て お きた い 。 

X 68000 用 

の に まこ 


5 2HD 版 20,000 円 
会 0849(22)2411 


THE SOFTOUCH 9 の 7 


プ / の 7 の グ 


GAME REVIEW 


今月 の 目玉 は や は り X68000 版 の ファ ンタ ジ 
= ソー ジン と いう こと に な る ん で し ょ . う ね 。 
それ と , X1 版 麻雀 狂 時 代 SPECIAL I と , ち 
ょ っ ぴり エッ チ な X68000 版 スタ ー シ ッ プラ 
ン デ ブー と いう , か な り 異 色 な 組み 合わ せ 
で お 届け し ます 。 


92 onx 1989.9. 


連れ 去ら れ た 恋人 を 探し て さす ら う 人 雀 士 。 


暗い 過去 を 引き ずり な が ら , 彼 は 今日 も 徒 
童 で 戦い を 繰り 広げ る の で す 。 

お ぉ ーー っ , コス プレ の 娘 が ミサ イル で フ パ 
ー ツ を 吹き 飛ば し て 脱 で ぞ 一 っ .! この 演 
出 , 洗練 され て いな い グ ラフ ィ ッ ク , 音声 
合成 , 今回 も マイ クロ ネッ ト の セン ス が 大 
爆発 だ ぁ ! 

みん な 変 に “良い 子 ” ソ フト を 目指 す な 
か で , わざ と クセ の ある 強力 ソフ ト を 作る 
この 姿勢 が いい 。 その 証拠 に アイ テム 購入 
ゃ 役 の 記録 , スト ー リ ー な ど 最 近 の トレ ン 
ド は すべ て 押 き えて ある 。 し か も スト ー リ 
ー が 衝 ね お れ た 恋人 を 探す と た きた も ん だ 。 こ 
の た だ たま ら な い B 級 ウケ 狙い が , 非常 に 素 晴 
らし い 。 

マッ ウス で の 操作 性! 
キー ボー ド の は ほう は , 
し の 


会 
7 じい O 


万 人 ウケ は し な い だ ろ うけ ど , 僕 は 好き 

だ な ぁ 。 同じ 北海 道 の へ こぎ れい な 基 ま あじ 

ゃ ん ゲー ム を 慶応 と する な ら , こっ ちほ は 早 
稲田 っ て 感じ だ よね 。 

釈 中 度 pp pb に Db ( 昌 .U.) 

人 MR 
や っ ぱり ゲー ム に 出 て くる 女の子 が それ ら 

CC RL hi RD} 

き に , まる で どこ か の アド ベン チャ ー ゲ ー 
ム み た だ たい に マッ プ が 出 て き て どの 店 で 麻雀 
を する か 決め る ん で す が , その 決め た 場所 


Ce だ る の 
決定 / 取り消し が な 
逆 な ん じゃ な いか , と 思え る の が 残 


て 対戦 相手 の 女の子 が 「 よ ょ よろしく ー」 と 挨 


[ ゲー ム 要 素 
泣か せる スト ー リ ー 


拶 し だ り , 
と いう 演出 が ある わけ で す 。 

ゲー ムセン ター の 麻雀 ゲー ム が 最近 。 、 女 
の 子 と の スト ー リ ー が 付い た も の が 出 て き 


ペン を さっ た だ て で てく た 


( 控 ど か P3 と か ね ) けど 。 これ は その 影 
響 な ん で し ょ うか 。 コン ピュ ー タ の 思考 ル 
ー チ ン も これ 以上 強く する と 間 題 が あり を 
う だ し , 特徴 を 出す た め に こう いう 演出 が 
考 を を ら る kL I うう HE, 
と の CN だ うに 次 の が 出 で き る より 
は この デ の は ほう が いや いら 思い ます ね 。 を 
れ に 短い メッ セー ジ の 会 話 が 表示 る れる だ 
け で も , 打つ 人 の 表情 が 想像 で き て , いい 


も AE 9 。 
筆 中 度 ゆ pp レレレ (CE) 
X1turbo 用 5?2D 版 3 枚 組 6,800 円 (税別 ) 
( 2 ドラ イブ 専用 ) 
マイ ク 販 率 み ト 谷 011(561)1370 


正体 不明 の 宇宙 船 の な か で の シュ ー テ ィ ン 
グ ク ゲ ー ム , と 思い き や , スペ シャ ルス テー 


ジ が メイ ン な ん で だ しょ よう ね 。 これ は ほ き っ と 。 
パソ コン ゲー ム の ある と ころ 必ず あり の , 
の 休ん ス シラン 
シー ン と , 後半 の ビジ ュ ア ル シ ー ン に 分 か 
で る 前半 4 注入 党 ip の ナ 
クジ シダ シン 称 。 こ こく ご で は,。 義 ロ ボッ トト を 
避け な が ら , 各種 アイ テム を 集め る こと に 
08258 人 や を だ て さん 取っ で お て と , 
後半 で 有利 に な る の だ が , どう や ら , この 
面 は ゲ プレイ ヤー を じ ら す だ め に ある らし い 。 
ES が に いる 委 性 者 筐 まえ る と だ 商 の 
ビジ ュ ア ル シ ー ン が 待っ て いる 。 

こっ ち で は , 道具 や アイ テム を 使っ で 実 
与 取 り 込 み の お 姉さん に 対し , いろ いろ な 
ご と を する わけ だ 。 古く 《 く は) マカ が や 回 
女 伝説 と 同じ 手法 で ある 。 う まく いけ ば , 
徐々 に 脱い で いく の は ほ 定 石 ど むり 。 2 パタ 
ー ン の アニ メ が 恥ず か し い 。 

な お , モデ ル の お 姉 る さん は , ちょ っ と ケ 
バ い 水 商売 風 ど びっ た りす る の で , ハー フロ 


リー タ 志 向 で ポッ プレ モン あたり が ちょ う 
SMMIY と いう 人 に は 向 が な いい だ ろう 。 
EESa 3 3 3 コレ 3 ルレ (お ) 
いつ か し ら , こん な ゲー ム が 出る ん じゃ 
な いか し ら , と 思っ て いた 。X68000 が 出 た 
と き 。 必ず この テ の ゲー ム は だ くさ ん 出る 
しみ 二 枯 IN いた だそ 上 上 て この テ 
の ゲー ム は 誰が どう 作っ て も B 級 に な る ぞ , 
と 僕ら は 思っ て いた だ 。 案の定 そう だ っ た 。 
だ 05 た ドジ ジリ ング て で て も だ 誠 さ と る 
デジ タイ ズ て で 取り込も うと も , B 級 に な っ 
て も まう の は 宿 舘 も も 忌 よう 。 し か し 上 。 
B 級 猟 舎 SF だ っ て , 敵 の 女の子 を メメ する 
だ め に アイ テム を 集め る こと だ っ て 恥じ る 
こと は な い 。 デジタイズ の 絵 を 相手 に “ マ 
の し うと 6 も 也 選 訪 こと は な いらい の だ 。 
だ な だ お し スキ ヤッ タン が 取 ず で きる ま W: モデ 
ル の 人 選 を 誤っ だ た こと だ 。 パ ソコ ン の 画面 


に 出 て 〈 る 女の子 は , 実在 の 女の子 と は 違 
う の だ 。 この へ ん の 人 選 は ゲー セン 版 の 麻 
雀 ゲ ー ム が 究め て いる か ら 参 考 に する と い 
い だ み ろう 。 女の子 が 天沼 (ない と:( 柱 か が 
に よ 2006 き CC めも 故 届 すま で て が パテ な 
の で あっ ぅ た 。 

雪 中 度 際 了 yyppp じ (K) 


ゲー ム 要 素 


アク ショ ン 


X68000 用 5?2HD 版 2 枚 組 8,800 円 (税別 ) 
スキ ャ ッ プ トラ スト 谷 03(407)0687 


巨大 要塞 建設 の 野望 を 打ち 砕く た め , 戦い 
続け る オ パ オ パ 。 こ の バラ ンス は , や は り 
名 作 と 呼べ る ゲー ム と いえ そう で す 。 
パス テル カラ ー の 美しい 画面 , 軽快 な B 
GM。 そし て 可愛 い キ ャ ラク ター が ポン ポ 
ン 飛 び 回 る と っ て も 楽し い シ ュー ティ ング 
ゲー ム の 登場 で す 。 

この ファ ンタ ジー ゾー ン は , いわ ず と 知 
れ だ た アー ケー ド 版 か ら の 移植 で す が , で さき 
の よる は , あの 電流 新聞 社 が や っ て いる ん 
で すか ら 保証 付 き 。 素 晴らし いで き に な っ 
て いま す 。 最 初 の うち は , オリ ジ ナ ル が 数 
年 前 に 作ら れ た ゲー ム だ け に 。 少々 時 代 遅 
れ に 感じ る の で は な いか と 思っ て いた の で 
す が 。 いさ ざさ ゲ ー ム を 始め て みる と , スピ ー 
デイ な ゲー ム 展 開 と 。 豊富 な バリ エー と ショ 
ン が 用 意 き る れ だ た ボスキャラ な ど , 古き な ん 
か は これ っ ぱ ぽ っ ち も 感じ る きせ な い ほ ど 楽 し 
< イミ な きま に だ 。 

難易 度 の レベ ル は 中 くら いっ て と ころ で 
し よう か 。 里 し ま ぎ まま か と いっ で て 簡単 記 
も が ない ve: 非 党 ヒン SN4. し すい と と F 二 表 
ング の cs と いあ る を で し よう 。 き が 気 な 4 
お 勧め で す よ 。 
幸 中 度 際 yp ppp じ ( 純 ) 
了 は ぁ は ぁ , ファ ンタ ジー ゾー ン が 完成 し 
だ な で まっ で て も で れ は 重い いよ は スポ 
ー ト だ 。 う ぉ , 音楽 は 相変わらず 完璧 だ な 
ぁ , 電流 の 移植 は 。 う っ , 下 に 曲名 が 表示 
る され た ぞ ,。 まっ , まる か ぁ 一 , X68000 の フ 
メン タ 必 ー※ だ ーー は 国内 で は 多き 机 そ y 
だ 海外 バー ジョ ン か ぁ 。 こ れ は う 一 ま 一 い 
ー ぞ 一 。 敵 の 出現 パタ ー ン も , 動き の アル 
ゴリ ズム も アー ケー ド を そっ くり 5。 ゲ ー ム 中 


の 洲 蘭 ク クセス は 一 切な いし も あら 次 ) 
ン の 世界 


さ ・ 


メ 。 あ あぁ ー,。 ファ ンタ ジー ゾー 


ry: < > 
ンー 


ビジ ュ ョ ポル AS 


シュ ー テ ィング 


に 引き ずり 込ま れ て いく うぅ うー。 あ っ , あん 
な と ころ に 登録 キー が 。 怪し ぃ ぞ ,. 押 し て 
や れ 。 う ぁ 一 , 得体 の 知れ な い メ ニュ ー が 
出 だ だ で 。。 こ の メー ュー で は 音楽 才 示 小 ジ 
ん ンジ ジン を ビシ パシ 切な 換 和 だ たり 。 

性 分 の ジ 本 デー を ディ ネス ク に セー スズ で 
きだ りす る の か 。. ラ ング の 設定 は も ちろ る ん, 
ノー ミス の パー フェ クト ブレイ も 見 られ ち 
ゃ う 。 これ は X68000 ユ ー ザ ー 必 携 の 機能 満 
寺 が ーー ム ジラ フト の 巻 場 だ が 。 ブ ラボ ポー 


雪 中 度 了 > pp じじ ( 秋 ) 
X68000 用 5?2HD 版 7,800 円 (税別 ) 
容 03(445)611l 


電波 新聞 社 


こい 2 が が な 全戸 
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る ジェ ノ サ イド 


KJRVUSRSRKI is the central figure of battle. 
RY is help him in RMLL ETRL BATILE. 
Other Cast 
り the mind ke 1 2 | 
DERonbend- 


Dr. Meppner- 


妥協 を 許さ ぬ 
ハー ドア クシ ョ ン 


Ogikubo Kei 


荻窪 


= 
i md 


アク ショ ン 派 ゲー マー た ち が , 発売 前 か ら 
心待ち に し て いた この 「 ジ ェ ノ サイ ド 」。 と 
に か く デ カイ キャ ラ が 画面 狭し と ビュ ン ビ 
ュ ン 飛び 回 る 。 い ずれ に し て も ,X68000 の オ 
リ ジ ナ ル ゲ ー ム の 世界 は ,. ます ます ハー ド 
で スピ ー デ ィ な 展開 を 見 せ 始 め た よう で す 。 


X68000 用 5"2HD 版 4 枚 組 8,800 円 (税別 ) 
ズー ム 011(613)0191 
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CDO IISAN me 


な た = ば な て ジェ エム サイ オド 培 あて いて 
な に か 引っ か か る も の を 感じ た 。 この 違 和 
感 は な ん だ ? よく 画面 を 見 る 。 そ うな の 
だ 。 画 面 に は 戦闘 フィ ー ル ド の 他 に は 自分 
の エネ ルギー し か 表示 る れ て いな い の が だ 。 
を う 。 バイ スコ アデ ア ど ころ みか が スコ ヨ デ さだ た も が 
い 。 家 天命 れ な いと どこ ろか ス ヨ ダ な が ん て 
概念 が どこ に も な い の で ある 。 妥協 を 許 き 
な い , 戦い 続け る こと の み を 義務 付け られ 
だ 男 の ゲ ー ム 。 これが ジェ ノ サ イド の 正体 
つら だ の て ある 。 

玉 

MESIA と か いう “" 超 ニュ ー ロ コン ピュ ー 
タ “( 笑 ) を 壊し , た と え ぇ 砂漠 の な か 放射 能 の 
な か , ひだ すら 前 進 突き 進 め 、 と いう バト 
少 ゲーム 。 ずん で り し た だ 下 ピ ジー サー (な か 
に 乗っ て いる 人 の 動き を トレ ー ス し て 動く 
の だ そう だ 。 こ いつ に 乗っ だ た だら 5) に デラ か り 
筆 も は じ れ や し な に ) ょ 右手 に は サー ベル 。 
だ っ だ ひと り て で 夏 漢 を 前 に し , 途方 に くれ 
る 。 ト レー サー の コン ピュ ー タ は よく 喋る 
ラク ディ どい う の ゆ の だ を で うだ ( 身 )5 に こん な 
チャ クチ ャ と 喋る コン ピュ ー タ を 作る ヤッ 
の セン ス を 疑う 。 

第 1 ステ ー ジ で ある 砂漠 で は , ノリ の い 
い BGM が ステ ナレ オ か な 響く で シュ リッ も 
地 中 か ら ミ ドリ の へ ビ が 丸まっ て 飛び 出 て 
〈 る 。 敵 が 出 な く な る と , 先 へ と 進む 。 源 
平 の 剣 と 違っ て ライ ト サ ー ベ ル だ か ら , 硬 
いも の を 叩い た か ら と いっ て 曲がっ た り め 切 
れ 味 が 鈍っ た り し な い 。 しかし, こっ ち に 
は 飛び 道具 は な いく せ に , 敵 8 ら ん の ロボ ッ 
ト な ん か は バコバコ 弾 を 撃っ て くる ん だ 。 
これ は 卑 局 だ 。 特 に 緑色 の 警備 ロボ ッ ト 野 
郎 は 困っ た こと に , 離れ れ ば 弾 を 撃っ て 
る し , 逃げ れ ば 飛び か か っ て くる の だ 。 $ 
うこ れ は 接近 戦 と 覚悟 を 決め , 上 段 か ら サ 
ー ベ ル を 振り 下ろ すし か な い 。 


第 矢 廊 諸 7 - ジ ァ ン ン 笠 巻 め る mmー= 


楽し て 実 を 取る 実践 講座 びあ る 。 ジ ャ ン 
プ は B ボ タジン に よ ち て が る あ 彼 を 。 ジャ ン シ ン 
を 制す る 者 は マン ガ 界 を 制す と いわ れる 
ょ うに ジャ ンプ を 使い こなす の は 重要 で あ 
る 。 ジ ャ ンプ し た あと の 姿勢 制御 は 次 の 3 
つ に 集約 きれ る 。 

) ジャ ジブ プ セ も た 方 向 の まま で 前 中 後 の へ 

行 さ 3 
2 た ジン ジャ ンプ し て 後ろ み を 向い だ りす る 。 
3) ジャ ンプ し て 空中 で 伸 身 宙返り 半 ひ ね 

り 。 

で ある 。 こ れ ら 6 は 曲 者 で ある 。 ジ ャ ンプ キ 


’ 


O 


ー を 押し た まま に する か す で 離 すか ,。 アタ 
ッ ク キ ー を 押す か 押 き な いか な ど で 違 っ た 
ッ パ ター ン を 見 せる か り 背 

普通 に ジャ ンプ し て レバ ー を 逆 方 向 へ 入 
れる と, 後ろ を 向く が , 空中 で サー ベル を 
振 ひ 9 下ろ し だ まま レバ ー を 逆 に 鞭 因 る と, 
進行 方 向 を 向い た まま 後ろ へ 下がる 。 空 中 
で サー ベル を 振り 下ろ す に は ジャ ンプ ボタ 
ン は 離し て な けれ ば な ら な い 。 さらに 伸 身 
宙返り 半 ひ ね り は ジャ ング を し て , ジャ ン 
プ ボ タン を 離し , ジョ イス ティ ッ ク レ バー 
を 寺 選 入 必 を と て きる の だ が :、 う ゆ 半 と い 
う の が ミソ で ある 。 

人 間 行 動 心理 学 的 に いっ て , ジャ ンプ ボ 
タン を 押し だ とき, つい 高く 跳び た いと 思 
う あ まり , 無意識 の うち に レバ ー は 上 を 向 
い 宙 まう の だ 。 し が 区 た れ で て も 伸 身 宇 
返り 半 ひ ね り は し な い 普 通 の ジャ ンプ だ 。 
な ぜ な ら , 行動 心理 学 的 に いっ て (本 当 か 
な あ ), 長く ジャ ンプ し よう と 思う あま り , 
無意識 の うち に つい ジャ ンプ ボタ ン を 押し 
続け て し まう か ら で あ る 。 

つま り , だ 。 興 衝 じ た 局面 で は , 空中 で 
サー ベル を 振り だ た だい! と , 思う あま り ジ 
ャ ンプ ボタ ン を 離し て アタ ッ ク ボ タン を 押 
そう と し た 途 端 。 無意識 の うち に レバ ー が 
上 に 入っ て い だ せ いて 伸 身 宙返り 半 ひ ね り 
を し て 無防備 に も 敵 に 背中 を 見 せ て 着地 し 
て 殴ら れ た だ とか, 伸 身 宙返り 半 ひ ね り て 敵 
の 後ろ に 回 ろう と 必死 に レバ ー を 上 に 入れ 
る けれ ど , ジャ ング ボタ ン の 指 が 膨 着 し て 
離れ ず , た だ 敵 に 突っ 込ん を だ だ け に な っ た だ 
りす る の で ある 。 サ ー ベ ル を 振り 下ろ そう 
と 必死 に ボタ ン を 押す の に , ジャ ンプ ボタ 
ン を 押し っ 放し に し て いた お か げ で 敵 に 激 
突 す る こと も 徐 し 《 く ない 。 こ の くら い ジ ャ 
ンプ を 制す る の は 難し い の だ 。 

* * 
を ん な こん な で , 1 面 の ボス 力持ち の 


工作 機械 野郎 "に 出会っ て し まっ た 。 グ ア 
ッ と 叫び な が ら 6 長い 腕 で 殴り か か る の は ま 
だ し も ゃ , 真 上 に 放っ た ミサ イル が 画面 を 飛 
び 出 て か ら 6 落ち て くる と か , 離れ る と 自動 


アレ アレ アア レア アレ アア アア アア アァ 5。。 コー ギン HEIINN NRR ーー アデン ツン 
ァ アン ヤン イン フイ ンプ イン プン フン スン テン デン レン IO も シン ネル ンス ーー ンス ネン ネン ネン ヤン 
i 


こい つが ガ コ ガ コ と 師 り 来る 工作 機械 野郎 


追尾 ミサ イル を 撃っ て くる な ど 実 に 鍵山 の 
ボス に 相応 し い 野 郎 な の だ 。 私 みた い に , 
「 グ アッ と いっ て 殴り か か る 次 が 魅力 
的 !」 な ど と 倒錯 する 奴 以外 は る っ さと や 
2 つけ て し よさ 宝 wM あ が マニュ 
ル に こい つの や っ つけ 方 が 書い て ある 。 ふ 
ん ふん (当然 ,。 ESC と キー で ポー ズ し て か ら 
読ん で いる の よ ), ナ ニッ 「! 伸 身 宙返り 半 
ひね り の 間 は 敵 弾 の 当たり 判定 も を し て いな 
だ まま: 


箕 穫 訂 2 FO KEIO ーー き 


な ん と , 上 段 で 振り 下ろ す よ り も , 連射 
で る よ あま くき て で 技 が あっ た だ の だ 。 
ジャ ング し て サー ベル を 振り , その まま 振 
り 下 ろ し た 姿勢 で 敵 に 突っ 込む (アタ ッ ク 
ボタ ン を 押し た まま に する の だ 1! )。 そ の 名 
も 「 下 段 の ジャ ング 突き 『」 で ある 。 し か 
も , 空中 に いる 間 は , 下段 の ジャ ング 突き 
の 姿勢 の まま で 前 や 後ろ に (少し だ ば けれど) 
動け る の だ 。 こ れ で , 素早 い 敵 に も 対処 で 
きる 。 も ちろ ん , 着地 し た ら 6 構え の 姿勢 に 
戻っ て し まう の で 注意 で ある 。 こ の 技 と , 
ジャ ンプ バリ エー ショ ン を 使い こなせ ば , 
ジェ ノ サ イド 極め の 道 (ハマ り の 道 と も い 
う ) に 一 歩 近づい た と いえ よう 。 

* * 

る も あり な ん 。 廃虚 を 通り すぎ よう と す 
る と 。 ス ゴゴ ゴゴ と と どん な 鈍い 人 間 で も す 
わか る 嫌 な 予感 の 音 。 空 中 か ら 画面 3 つ 
や 4 つ は 優 に あり そう な 巨大 戦艦 。 し か もち も, 
丸い BB 弾み た いな 弾 を ダバ ダバ と 撃っ て 
くる か と 思え を えば, ハッ チ が 開い て 猿 を 改造 
し だ よう な 小さ 〈 く て , 自分 の 何 倍 も す ば し 
っ こい ちょ こま か 巡 者 野郎 が どど と どっ と 飛 
び 降 り て 来る の だ 。 

それ で も っ て , 巨大 戦艦 を 追い 返し て 建 
物 の な か を 進む と , 巨大 な 貨物 運び 用 エレ 
ベー ター が あっ て , この な か で し ゃ が ん で 
待っ て よう 。 そし て 地下 を 抜け 出す と , い 
き な り 洞窟 。 飛 ん で くる ゴキ ブリ を 人 謗 けた 
あと ( 伸 身 宙 返り 半 ひ ね り て 簡単 に 避け ら 6 
れる が , 別に 戦っ て も いい ),」 ゴゴ ゴゴ と ド 
リル 付き の 設 怖 の “天安 門 戦 車 ” が 出 て < 
る 。 これ は , 何 度 も 踏み 潰 る れる うち に 「 こ 
の , 天安 門 戦 車 が !」 と 叫ん だ の が 名 前 の 
出来 大 。 

こい つが 硬い わ 強 いわ の 困っ た も の で , 
し か も , だ だ の 下段 の ジャ ング 突き で は 壊 
せな い 。 減 多 に こん な こと は し な いけ れ ど , 
壊し 方 を 教え を て や ろう 。 た だ ただ, 人 の 言葉 に 
頼ら ちず , 英 を 見 て 瞬間 に その 弱点 を 看破 す 
る 目 も ジェ ノ サ イド に は 必要 だ 。 

この 天安 門 戦 車 は 前 方 下部 の ドリ ル を 壊 


Of  -、。・ 


な に 斬っ て ん だ っ て 7? こい つが 噂 の 巨大 戦艦 
す 。 す る と , BB 弾み た いな 弾 を 乱射 し て 
る 。 が 。 ビビ っ て 下がっ て は いけ な い 。 強 
力 な レー ザー 砲 を 撃っ て くく る からだ 。 密 
し て いる 限り , レー ザー 砲 は 大 丈夫 。 ドリ 
ル を 壊し た ら , 次 は 前 の 赤い 窓 を 壊す の だ 。 
これ に は より 深い 踏み 込み が 必要 な の で 
留意 する こと 。 こ こ で , 焦る あま り 行 動 心 
理学 の 罠 に 落ち る と, 伸 身 宙返り 半 ひ ね り 
し て 敵 の 後ろ の に 回 っ て し まい , バッ ク し て 
き た 戦車 に 確か れ て し まう と いう 悲惨 な 目 
に あい か ね な い 。 

で , 前 の 赤い 窓 を 壊し た ら , 次 は 後ろ の 
赤い 窓 だ 。 伸 身 宙 返り 半 ひ ね り で 後ろ に ま 
わり , 下段 の ジャ ング 突き で KO だ ! 

と , 簡単 に 書い て いる けど ,。 苦労 し た 。 


箋 稼 刀 3. ELOIN デ ティ の EL 7 み 還 


この 守護 霊 君 は 。 アタ ッ ク ボ タン を 押し 
続け る と (お っ と 忘れ て は な ら な い 連 射 解 
除 ), どん どん 電気 を 溜め て 白く 光っ て い 
CO も 職 池 も べそ の と る 
ー の 入っ て いか た 方 向 へ ヒュ ー と 飛ん で いき 。, 
霊気 を 放出 し て ヨー ヨー の よう に 戻っ て 
る の だ 。 や っ だ た だ ぜ 強力 飛び 道具 ! と いい 
だ な と ころ だ が ご 本 まま だ 使い く な ま の 
が 難し い 。 最 初 に マス ター すべ き は 。 斜め 
45 度 上 方 飛ば し と , 和 斜め 45 度 下方 叱 き つけ 
だ 。 そ うす れ ば , 飛ん で いる ヤツ に も 背 の 
低 じ ヤツ に も 有効 。 

敵 の 攻撃 を 一 度 で も 受け る と 充電 し 直し 
だ か ら , 敵 が 密集 し て いる と ころ や , 霊気 
を 溜め る 間 を 与 を て くれ な い 高 速 移動 野郎 
に は 向 か が な い の で 気 を つけ る こと 。 

ネ 、 

3 面 は と に か く , 不気味 突然 変異 メタ モ 
ルフ ォ セ ス 野 郎 の 束 , メタ モル フォ セ ャ ス 和 群 
所 だ さん な と て と ころ, さっ ざさ と お さら 6 欄 む 
だ いこ だ と ば ぶ わ る ふわ も だ 灯 放 だ 株 和 9 
て 切る と な か か ら 生 まれ だ バル カン 砲 野 
郎 が 相手 な ら 6, 守護 寺 を 2 回 くら いぶ つ 
ける と 生ま れる 前 に 破壊 で きる 。 

で , この 面 の ボス キャ ラ で ある 巨大 (本 
当 和 RB 夫 J 浮 穫 と な る と) に うい と めん 


6 で ® 
EE AE i 


か に 道楽 の 看板 じゃ ある まい し , と に か く 硬 い 


俺 が 悪かっ た 。 許 し て 。 謝る か ら な か に 入 
れれ の も とい 人 テ 培 人 売 だ 。 

と に か く 〈, 浮い て いる の を 下 に 降ろ し て 
止め な いと 話 に な ら な い 。 それ に は , 下部 
の 洋 太 朱 ンジ ン ン を 壊す で, だ ん だ 寺下 想 
っ て こら れる と , こち ら も 下 に 潜り 込め な 
く な る か ら , 下 を 潜っ て 前 に 回 りな が ら 壊 
し て いく の が ベス ト 「! ( 普 の 根性 じゃ で き 
な や ん だ っ です ルカ りら を た Co CO 
ン は 前 方 に つい て いる か ら , それ を 壊し て 
動き を 止め る 。 それで も っ て , 戦艦 の 上 へ 
出る 。 そこ で , 怪し いと ころ が 数 カ所 ある 
の で , そこ を 壊せ ば , 戦艦 の な か に 潜り 込 
め る と いう わけ 。 

な か に 入っ て し まえ ば , あと は 根性 ある 
の み 。 不気味 な 顔 ど だ けど , 頑張 っ て 壊 を う 。 
ボ ボ 
残り ペー ジ が も うな いか ら , 急 で ぞ 。 4 
面 は 放射 能 メ タモ ルフ ォ セ スバ イオ 野郎 の 
盗り 場 だ 。 叩 ぐす たび に 胞子 を まき 散ら し て 
メモ ルフ ラフ ォ ー ゼ する 野郎 と か 。 クラ テ ゲ 野 
郎 と か ぷわ ぷわ 浮く 卵 ど だ けれど 壊 す と な か 
か ら べ 口出し ゲロ ゲロ 野郎 と か いろ いろ と 
楽し い , ほん っ と に 楽し い 。 あー 楽し い 。 
硬い ヤツ も 嫌 だ けど 柳 の よう に し な や か な , 

明 苦 に 腕 押し キャ ラ も や っ か い だ 。 

ここ の ボス は な ん と , ズー ム の ある 北海 
道 名 産 の カニ だ あ 。 腹 と 背中 に 目 が ある の 
で , 下 の 目 は カニ が 跳ん だ 隙 に 真下 か ら 守 
護 吉 を ブチ 込め ゆば な ん と か な る 。 問題 は 上 
の 目 だ 。 こ れ は , 画面 画 サイ ド の 棚 に 飛び 
乗れ る か ら , まず 飛び 乗っ て , 泡 を か わし 
な が ら 機 会 を うか が い , えい や っ と カニ の 
背中 に 飛び 乗っ て , 叩け 。 叩け 。 叩け 一 。 
は あ , は お あこ に うろ な せま る: サイ ボド 
に は セー プ 和 機能 は な い ぞ 。 コ ン テ ィ ニ ュー 
は ある けれ と ど 。 は あ , は あ 。 

次 が 最終 面 で ある 。 内容 は 内 緒 で ある 。 
た だ , 最後 に 顔 を 3 つ 持 つ ボ ボブ な 野郎 が 
ん で さる ね に た だ けい ば いう て 

すべ て を 倒し た あと に 明か きれ る 真実 な 
ん て の も ある けれ ど , 疲れ た 頭 に は よく わ 
か ら な か っ だ わい 。 蛇足 じゃ , 蛇足 じゃ 。 
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久々 に 心地 よく ハマ れる パズル ゲー ム が 登 
場 し た 。 な ん と この ゲー ム は , 読者 か ら の 
投稿 作品 で ある と いう 。 さらに 驚く の は , 
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新 /! マ リグ ゲー ム の 登場 


本 で を に 326 ETRISE( 漂 1) に パ 
53 や の て と うる の の: 定 だ の 大 甚 
な 時 間 を , 際限 な 〈 く 食い 潰し て し まう , プ 
C4 で ね お きだ 2 りり 3 の が 
DS 72 に あし で SD の 名 も 
「 琉 球 」。 琉 球 と た は , も ちろ ん 沖縄 の こと で 
お ある ( 注 .2)。 

こら LL は い いっ 祥 さ で ん な ゲー な が が つっ エ いい 
2 と PF い 語 が 2 次 元 ポ ボー カー だ っ だ りす 
る の だ 。: ド ラジ プ は ,. 西 洋 カル タ と る いう 
ぐら い だ か ら ( 注 3), 沖縄 特産 で も な ん で 
も な い の は も ちろ ん の こと だ 。 タイ トル が 
「 琉 球 」 な の は , BGM や 背景 の グラ フィ ッ 
ク な どの 演出 部 分 が 沖縄 風味 に な っ て いる 
か ら で あ っ て , 決し て どこ か の 編集 部 が 撮 


京 2 収 材 と 称し て 沖縄 に 遊び に 行き た い が た 
に 付け られ た 名 前 で は な い 。 本質 は あく 


まで も 純粋 な トラ ン フ ゲー ム で ある 。 
を それでは, その 2 次 元 変則 ボー カー の ん ル 
ー ル を 説明 し よう 。 


ルー ル の カ ョ emm 


まず , ゲー ム 画 面 の 写真 を 見 て ほし い 。 
真ん中 上 に は ,。 4 枚 の カー ド が 表 に な っ て 
いる た 全う 5 この な か か が か がら 」 枚 好き な み 
ー ド を 取り 。 下 の フ ィ ー ル ボド 和 功 選 こ か に 落 
る の の を 放 て も つろ て まだ た 。 1 正規 府 要 取 すり. 
トド ト の フィ ー ル ド の どこ か に 落と す 。 と まあ , 
これ を 繰り 返 ず わけ だ な 。 

ト の フィ ー ル ド に は 5x 5 枚 の カー ド が 
直 け る スペ ー ス が ある 。 ポーカー っ て の は , 
5 枚 で ひと つの 役 を 作る の だ か らし て , 2 
次 元 ポ ー カ ー の 場合 は , 5 xX5 枚 並べ る っ 
て ぇ の は , 当たり 前 田 の クラ ッ カ ー で ある 
( 注 4 )。 

さて 。 下 の フ ィ ー ル ド に 25 枚 の カー ド を 
敷き 詰め 終 を ん を だら,。 ひと まず ゲー ム は 終了 
Rs KDET; # 低 。 横 , ボ め の 人 役 の の 合計 が , 
クリ アポ イン ト を 越え て いれ ば 次 の 面 に 進 
め る が , 足り な けれ ば を その 場 で ゲー ム オ ー 
8099uSr と に が る ルコ 夫 き を 圭 替 


KE 


な 
EH 
A 
「 
きこ 
ン 
プラ 
ー 


縦 。 横 , 任 め の 役 が 勝負 の ポイ ジン 


ー ド は ば は ある けど も ちろ ん クリ アポ イン ト 


は ) 面 が 進 び に つ 和 RE 遍 で な っ う で ゆく て 。 ワ 


ジ ペ ペア, ツー ベア , 2 前 一 カテ ドド ( 注 5)。 
は い 出 来 上 が り , と 簡単 に いく ほど 世の中 
で ん な に 区 も ない 。 

入 は , 上 が ファ イブ カー ド の 3000 点 や ロ 
イヤ ルス トレ ー ト フラ ッシュ 2800 点 か ら 下 
は ワン ペア の 200 点 。 っ て 決ま っ て い 2 
が ペア な を な 相当 っ ら 炎 は 。 いま る 8 
い が い いよ まま 放 び 表 太 。 だ いた だ いこ ん 
な と こる か な 。 


DLE EE 
SE 大 人 信 を 。 ド ラ ち ゃ ん と のび 
太 君 に お 願い し ょ う ( 注 6)。 
の ね を, 人選 委 を た も ん 。 う ざ づ だ い ル ー ル 
の 説明 は も うい いか らき あ , 早く 遊ぼ う よ 。 
ドコ うじ じゃあ, の び 太 君 学 発 編 引 っ て 
て も いい よ 。 ボ ク は ドラ や き を …… s 
の お わ お 一 い 。 えー っ も の まず 上 の カード を 
見 で だ 2 を 枕 む も 全然 揃っ て な に や > だ か 
ら さ を 徐 を 取ら て も 押入 だ か ら さ バー ネト の 
7 を 取っ て ボ ポト ン ! Ea 
ドジ バ カカ だ な あ ,. のび 天 君 は 。 7 を 左 隅 に 
直 い ちゃ っ て 。 人 
いか 。 これ を 隅 に 置け ば , 3 方向 ロイ ヤル 
CR Cs 
の を っ が を で っ 大 ぶし や わあ 基 ペ ベー ニ ド 
の A を 取っ て ぇ , ボ ト ン 。 
Nt の び 太 君 は 。 も う , 左 隅 
-7 直 いい ゃ っ だ た だ ん だ か ら 。 わざ わざ 右 
raion 


注 |) と きど き TETIS と 書い て あっ た りす る け 
ど , あれ は 装飾 。 "は 「 ヤ ー」 と 読む の だ し , 
だ いた い シ アデ ア 語 ほほ ば は: に と か SS な だ 交 交 字 民 な 
い 。JIS 漢 字 コ ー ド の 2721』 か ら を 見 て ほし い 。「 
注 2) 本来 は , 中 国 に よる 沖縄 の 呼び 名 だ そう 
が 

注 3) と 思っ た ら , トラ ンプ (カー ド ) の 超 こ 
り に は , 中 国 起 源 説 , イン ド 起 源 説 , エジプト 
起源 説 な ど が ある , と 小学 館 の 万 有 百 科大 事典 


こ 書 いて あっ た 。 

注 4) ちょ っ と 古 す ぎ た か し らん , この ネタ は 。 
注 5) - 石野 真子 の 歌 。 え っ ? ~ 知ら な いっ て 。 
注 6) 〇 有 藤子 ・F・ 不 二 雄 / 小 学 館 
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いひ 


ン 
上 
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| 上 


ンプ ペン ヘン ジュ ペー ペン 


| ママ 


k 求 カー ド は や は り 中 央 か 上 の 両 隅 に 置き 7 だ も 


に ドコ 


よく 〈 く 見 て ざら ん よ 。 き っ き 取 っ た 7 の 後ろ 
か ら , 琉球 カー ド が 現れ だ で し ょ 。 こ れ を 
右 隅 か 真ん中 に 置く こと を 考え ん だ ほうが, 
より ハイ スコ ア を 狙え る よ 。 

の : ね ぇ , この 琉球 カー ド っ て な に 7? 

ド : 早い 話 が ジョ ー カ ー る 。 な ん に で も な 
る 便利 な カー ド な ん だ 。 

0 そう な の 。 ふーん 。 

に で る も も つの と よく (考え 
間 制 限 は な いん だ か ら 。 


な きゃ 。 時 


の わか っ て る よ ま 。 うる きい な あ 。 う 一 ん 
Db 

その 後 10 分 経過 。 

ドド のび太 有人 どう? 決ま っ た だ 7 の 
太 君 っ て ば あぁ 。 
0 さき ジー ぐま テ 。 


。 寝る こと に カ ヵ 
は ら , 起き て / 


ド : また 和 寝 て る 。 ま っ た < く 
け て は ,。 天才 的 な ん だ か ら 6。 


息 き て 「! 

9. もう 。 8 きつき から いちいち う る きい か 
あ 。 を そん な に いう ん な ら 。 ド ラ え ぇ えも ん や っ 
LM し 0 


ド : イシ シシ , じゃ あ 見 て て よ 。 こ の 場合 

は , 縦 方 向 に フラ ッシュ を 狙っ て と , し ま 
手 が す で っ た ! 

・ ド ラ え も ん の を の 丸い 手 ( 注 7 ) じゃ , 

hb 

ス を 使っ て ご らん よ 。 

ド : ギ キャー,。 ね ずみ ー! 

と まあ , こん な ふう に 楽し 〈 く 遊べ る ゲー ム 

な の だ LT た 


リリ An の 1 有 L __L_L_L_LT 


る て, 琉球 の 舞台 に な っ た 沖縄 で ある 。 
面 ク リア ご と の ご ほう び は , 沖縄 の 伝統 工 
雲上 品 や , お 祭り の 風景 な どの , 実写 取り 込 
み の グ ラフ ィ ッ ク で ある 。 沖縄 県 は 60 余 り 
の 島々 か ら な る の だ が ,。 どう や ら , 撮影 は 
本 島 の み で 行わ れ だ よう だ 。 

旅行 好き の 友人 に よる と , これ は 民家 の 
屋根 の 上 な ん か に ある 守 神 シー サー だ , と 
か , これ は エイ サー っ て 祭り の 様子 だ ろう 
と か いち いち 教え て くれ た 。 沖縄 の 海 は は 
ん っ と に きれ いで 。 スキ ュー ババ ダイビング 
は 病み つき に な る ぞ , と も 話し て くれ た 。 

私 目 身 は , 歴史 や 文化 に 疎く , 旅行 に も 
あま り 興 味 を 感じ な いた ち だ ( ゲ ゲ ボ ッ ツア 
ー に は 生 き だ い ょ 還っ て いる ) 人 
と ころ か , クロ ー ル の 息継ぎ も で き な い 。 
じ か が し,。 これら 5 の グラ フィ ッ ク が ら 。 エキ 
チック な 。 ロマ ンチ ッ ク な 香り を 感じ . 
な ん か いい な あ , と 思っ て し まう 。 本 当 は 。 
行っ て みな いと , よる な ん て わか ん な い だ 

けど , 東京 か ら 沖縄 ま で 飛行 機 で 片道 


i 


4 万 円 する らし いし 。 ハ プ が 出る ぞ ー, な 
ん て 脅かさ る れる し , そん な 時 間 も な い し 。 
あと ,BGM も いか に も 沖縄 っ ぽい 曲 で , 
グラ フィ ッ ク と 相まって 沖縄 情緒 を 前 面 に 
押し 出し て いる 。 

ゲー ムセン ター の ポー 
が ちな , ラス ペペ ガス の ギン ギン ギラ ギラ ム 
ー ド と は 違っ て , 新鮮 で , か つ 落 ち 着 いた 
ムー ド を 醸し 出し て いて , と っ て も 好感 が 
持て る の だ 。 


ル ハルマ り に 閑 す る 一 考 旋 
琉球 は パズル ゲー ム で は ある が , そん な 

に 頭 を 使う も の で は な い 。 使っ て る の か ,, 

使っ て な い の か , よく わから な いよ うと な, 
人 を 持っ て いる ( 注 8 )。 こ の 点 が 
実は パズル ゲー ム 作 成 に な お ける ポイ ント な 
i Ao 
, 一 般 ウ ケ す る わけ な いし , あま り 簡 単 


5 ぎ て も つま ら な い 。 ある 程度 。 偶然 が 作 
用 する 思考 ゲー ム , これ だ 。 
偶然 の 要素 が 含ま れ て いな い と , 刀 太 1 は 


つい て こない 。 も し 失敗 し て も, 単に 運 
が 患 か っ た の だ , と 思わ せる だ け の 逃げ 道 
を , 初め っ か ら 用 意 し て お いて や ら な けれ 
ば な ら な い ( 注 9 )。 頭 が 悪い , 機転 が 利 ヵ 
な いな ん て 。 ゲー ム 中 に 思い 知ら きれ て は 
だ ま ら な いで は な いか 。 それ に 偶然 は 。 緊 
張 と 期待 を も た だ たらす と いう 効果 も ある 。 

か と いっ て , 偶然 が を の ほとん ど を 支配 
し , テク ニッ ク の 蓄積 も で き な い よう な っ ヾ 
ズル で は , お 話 に な ら な い 。 プ レイ ヤー を 
虎 し い 気 分 に きせ て は いけ な い 。 場 数 を 踏 
ん で も , 初心 者 大差 な し , っ て の で は 悔 
し い 。 は っ きり いおう 。 経験 を 積ん だ 人 間 
は , 初心 者 を 見 下す 特権 を あほ し が る も の な 
の だ ( 注 10)。 

この 琉球 に は 。 EASY や HARD な どの モ 
ー ド が 用 意 き れ て いて ,。 これ ら の 違い は 。, 
HARD の ほう が より 多く の カー ド が 見 ぇ * 
いる っ て こと に ある 。 つ まり は 。 偶然 性 ヵ 
低く な っ て いる 分 だ け , プレ イヤ ー は 一 生 
懸命 考 を な くっ ちゃ な ら な い , っ て わけ 。 

この , 偶然 と 必然 の ゲー ム バ ラン ス が 非 
吊 に 大 切な わけ で , 琉球 は ここ ん と こ , 特 
に ARD モ ー ド は うま (て き て いる 。 で で て, 
私 の よう な 者 で も 気軽 に 遊べ る の だ 。「 い や 


ー, あっ ぱ れ , あっ ぱ れ , は げ ひ よさ よこ ( 注 
11) 」。 
疫 六 ソフ 人 な ん だ っ て 


この ソフ ト , も と も と は , LOGiN 誌 へ 
の 投稿 作品 で あり , 1989 年 7 月 7 日 号 を 見 
て みる と , 準 堀井 賞 に 選ば れ て いる 。 作者 


面 を クリ ア す る と こ SNR 


は 京都 の 大 学生 。 商品 化 の 院 に は いて もち 
か 手直し され る らし い が 。 個人 の 作品 が >* 
ッ ケ ー ジ 公 き れる っ ら て の は , いま の ざさ 時 世 
で 村 な が 友 に 馬 上 いこ も だ と 雪が 

投稿 作品 で は , ジ ツジ: ネッ ュ ジ 大 の 作っ 『 商 
品 に は 歯 が 立 た な いと いう の が 相場 。 が ん 
ば っ て 作 さ づな ね イオー ス も さき や, グラ ディ ォ ウ 
ス も どき を よく 〈 く 見 か ける が , 残 念 な が ら 完 成 
度 が いま ひと つ な も の が 多い 。 だ か が ら っ て 。, 
作っ て も し ょ う が な いと は いわ な い 。 や は 
りこ こ は , アイ デア 勝負 の 作品 を ぶつ け て 


みる の が いい 。 
別に 長い プロ グラ ム で な で ぐ て も ,。 オリ ジ 
ナリ ティ と , 独創 的 な か センス の ある も の が 


いい 。 な ん て , いう は 易 し , 行う は 難し だ 


われ や っ 
で も , な に か 作っ た ら , LOGiN も いい け 
と > OhlX も) みみ し (ね 、 人 な の て あっ た 。 
つい で に ,。 (で ) の ショ ー ト プロ ば ピー て い ぃ いも, 
お 忘れ な 〈。 

* * 
昨日 , 今日 東京 は 雷雨 。 こ ん な 日 は , 
出 カ es 友達 を 呼ぶ の も 迷 
吉 の つて も ん だ 。 で も こん な 日 は ,。 デ ログ ダラ 
ミン グ 日 和 , 琉球 日 和 と 考え を る と いい か も 
ね GE12 も とにかく, 軽く サラ ッ と ハマ ッ 
て , し か も チョ ッ ピ リ 難 しい 。 この 沖縄 風 
味 の 味 付け は , な か な か に お いし ゅ う ご ざ 
まし だ 。 


注 7) ベタ ン ハ ンド と いっ て , 物 が くっ つく 仕 

掛け に な っ て いる 。 

注 8) ひょっと し て , あま り 考 え ず に 遊ん で い 
る の は 私 だ け だ ろう か 。 中 学 時 代 , 国語 の 先生 
に , あな た は な に も 考え て な いん じゃ な い の ? 
と いわ れ て し まっ た , 苦い 記憶 が 時 る 。 

注 9 ) 受験 に 失敗 し た と し て も , 運 の せい に で 
る 受験 制度 で 幸せ 。 も し 知徳 体力 測定 機 な ん 

て も の で (で きる わけ な いけ ど ), 人 間 が 正確 に 

順序 付け られ た と し た ら 減 入っ て し まう 。 いい 

訳 の 余地 が な い 人 生 っ て ぇ の は つら い 。 

注 10) 年 長者 を 尊敬 し よう っ て いう の も , これ 

に 通じ る ん じゃ な いか な 。 

注 I|) 友人 の 口癖 。 意味 不明 。 

PE 
に 忙し い 昨 今 。 お 勧め サー クル が あっ た ら 教 え 

を て だ さい 。 
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自己 増殖 型 と いう 独 得 の スタ イル を 持つ F 
ORTH。 最近 で は 少し 疎遠 に な っ た 感 は あ 
る ものの, 実際 に 使っ て みる と な か な か に 
愛着 の 持て る 言語 な の で す 。 それでは, X 
68000 に 発売 され た ば か り の mFORTH の 特 
長 を これ か ら ご 紹介 する こと に し まし ょ う 。 
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を の 圭 ( も に いっ て も 5 年 は 前 )。 本 誌 に 
「 ふ ぉ 一 す 3 人 作 か 発 表 し 清水 和 八 農 誠 。 


FORTH を 評 し て こう 述べ て いま す 。「FO 
RTH は 誰 も 知ら な い 自 分 どけ の 言語 を 作 

る こと の て きる 方 能 の 言語 わあ を る を に は ーー 子 
糧 伝 の 必 肝 の 言語 」 な の だ と 。 この よう に 


FORTH と いう 言語 は それ に 触れ た 者 を 摩 
に し て し まう , 魔性 を 秘め た 言語 な の で す 。 
この FORTH は, アメ リカ の 天文 台 に 勤 
め て いた チャ ー ル ズ ・ ム ー ア と いう 人 が 電 
波 望 遠 鏡 を 操作 する た め に 開発 し た 言語 だ 
と いわ れ て いま す ., 氏 は 大 文 
古 を 辞め , 自分 で 会 社 を 設立 し て FORTH 
の 普及 活動 に 努め た と いい ます か ら , FOR 
TH の 素晴らし きる を ひと り 0 で も 多く の 人 に 
知っ て も らい だ か っ だ の で し ょ う 。 を その よ ょ 
うな 事情 も あっ て 一 部 に は 浸透 し て いた FE 
ORTHT て TL た が , OhIMZ の 計上 て 5-05 の 
「magiFORTH」 が 発表 きれ て 以後 , 次 第 に 


を その後 ム ー ア 


FORTH の 名 前 を 聞く 機会 が が なく な っ た は よ 
う て す 

し か が し 。, a を 破る よう に 。 この た 
び X68000 用 に 伝説 の FORTH が 発売 され る 
i な イ 
ンタ ラリ タタ て は な か て 完 金 な ユン パオ タラ と し 


て の 登場 で す 。 か つて 清水 氏 が 絶賛 し た 必 
和 炉 の 言語 に ー 静 れ る チャ ンス が xX 6800( )() ユー 
ザー に も や っ て きた の て す 。 


FORTH と いう 言語 の 栓 所 ーー 


新しい 読者 の 皆さん の な か に は , FORT 
HH と いう 言語 を 知ら な い 人 も 多い と 思い ま 
す 。 そこ で , mEORTH の 説明 に 入る 前 に 
FORTH の - 般 的 な 特徴 を 直し て お きま す 。 
1) ワー ド と 自己 増殖 性 

ERORUH は ちょ っ と 変わ っ だ アロ グラ ミ 
ング 言語 で す 。EFORTH の 命令 は ワー ド と 
呼ば れ , ワー ド を 定義 する こと が ブロ グラ 
yy ka 
ム の 実行 に な り ま す 。 新 た な ワー ド の 定義 
は 既存 の ワー ド を 組み 合わ せ て 行わ れ ま す 


そし て , ER NR PC 
シス テム に 備わっ て いる ワー ド と な ん ら 区 
中 が 〈 便 用 で きる よう に な り ま す 。 つ まり 


命令 が 増え た こと に な る わけ で すね 。 

また だ た, FORTH の シス テム は は ほとん と の 
部 分 が FORTH 自身 で 記述 され て いま す 。 
0 本 ょ っ と 知識 が あれ ば シス テム の 
な か で 気に入ら な い 箇 所 を 書 oe 
これ は シス テム が 使用 する ワ 
ー ド を 自分 が 定義 し だ ワー ド 
こも し で て で すす 。 この さよ すす に 
た 日 か ら ど ん どん 成長 し て 
の 言語 な の て すず す 。 


て 直 1 
FORTH は 使い 始め 
いく 〈 自己 増殖 型 


2) スタ ッ ク と 逆 ボ ポー 
スタ ッ ク と は 。 一 般 の CPU で 関数 を コー 
ル す る と き に 戻り アド be 
ら リ ター ン す る と き に 戻り 
er hai 
つま り , 最初 に 入れ だ データ を 最後 に 取り 
出す 構造 を 持っ た デー タ の 保存 場所 な の で 
す 。 
FORTH 


ラン ド 記 法 


で は 関数 コー ル 用 の 戻り アド ン と 
ス を 入れ れる スタ ッ ク (リタ ー ン スタック ト ょ 
いう ) と 独立 に デー タ の 演算 を 行う スタ ッ 
ク (パパ パラメータ スタ ッ ク し と いう) を 持っ て 
いま す 。 ま だ ただ, ルー プ 構 造 を 効率 よく 実現 
する だ た だ ため の スタ ッ ク (DO スタ ッ ク と いう ) 
を 持つ FORTH も あり ます 。 

さて , この スタ ッ ク は FORTH を 特徴 っ 

る 最大 の 要因 と いっ て も 過言 で は あり ま 
せん 。 す べ で て の ワー ド は スタ ッ ク に 対し て 
な ん ら か の 操作 を 行い ます 。 だ た と えば , 

12 23 + 
と いう FORTH の プロ グラ ム は 次 の よう に 
J 作 し ます 。 さ まず 12 と いう サー ド に は 
NINE 入れ られ , 次 
に “23" と いう ワー ド に よっ て 23 と いう 値 
り ス タク に At ます し て 反 
“ 土 "/ と いう ワー ド に よっ て スタ ッ ク の 先 因 
(23) 2 番目 (12) の デー タ が 取り 出 きれ 。 
加算 きれ た を の 結果 (35) が 再び スタ ッ ク に 
入れ られ ます 。 こ の よう に ワー ド (演算 ) 
の 実行 結果 は スタ ッ ク の 先頭 に 残り ます 。 
まだ た, 演算 に スタ ッ ク を 使用 する 性 格 上 , 
ワー ド の 並び は 逆 ポ ー ラ ンド 記法 に な り ま 
す 。 
3) ボトム アッ プ な プロ グラ ム 開 発 

多く の FORTH の 処理 系 で は , 入力 し た 
ワー ド の 定義 を を その 場 で ユン パイ ル し て 新 
し い ワ ー ド を 作り ます 。 こ の た だ ため, ワー ド 
の 定義 の な か で 用 いる ワー ド は すでに 定義 
る れ て いる も の で な く て は な り ま せん 。 こ 
れ を プロ グラ TN いう 人 観点 
か ら 見 る と 。 あらかじめ 必要 と な る ワー ド 
(サブ ルー チン ) を すべ て 作っ て お いて か ら , 
最後 に それ ら の ワー ド を 集め て 目的 と な る 
ワー ド (メイ ンプ ログ ラム ) を 作る と いう 
ポポ トム アッ プ な アプ ロー チ に な りり ま すず す 。 こ 
わ ゅ る 構造 化 ゲ ログ ラミ ング で は 最終 的 な 
日 的 を 次 々 と 個々 の 機能 に 分 和解 し て い 《 ト 


ッ プ ダウ ン な アプ ロー チ が な され ます が , 

ょ ほど 大 規模 な プロ グラ ム を 作る の で な い 
限り ,。 ボトム アッ プ の は ほう が 早く プロ グラ 
ム 開 発 で きる も の な の で す 。 


4) ROM 化 
FORTH は 電波 2 太 束 鏡 の 制 仙 用 痢 発 さ 
ee ウリ Oo 


さき 込ん て 制御 機 甘 など に 組み 込む こと を 最 
終 卓 的 と し て いま す 。 こ の た め FORTH の 
ュ ン パイ ラ は 非常 に コン パク ト な オブジェク 
ト ュ ユー ド を 出力 する よう に 作ら れ て いま す 
(コー ドサ イズ が 小さ い ほ う が ROM に 焼く 
時 間 を 節約 で きる )。 この た めか , 一時期 F 
ORTH は シン グル チッ プ ' マ イコ ユン の 開発 言 
語 と し て 注目 を 浴び て い だ たよ う で す 。 


力 F0 有 7 月 の 毎 仙 


没 近 は 主流 で は な く な っ た か ら と いっ て 
も , FORTH が 扱い に くい 言語 びと いう こ 
と は あり ませ ん 。 先 に 述べ だ た よう に FORT 
H は ブロ グラ ム 開 発 は し や すい し , 拡張 性 
も 優れ て いま す 。 ワ ー ド だ け か ら な り , デ 
ー タ の 受け 渡し に 必ず スタ ッ ク を 使用 する 
と いう シン グル な ね 言語 体系 は 。 美しき きん 
感じ る せ て くれ ます 。 


まだ , あと か ら 述 べ る よう に , FORTH 
は アセ シン プリ 言語 と の リン ク も 容 に て き 


ます 。 で すか ら 6FEORTH の 愛好 家 が いな く 
だ る こと は ます な いや で し ょ う 。 し か し 。 彼 
ら が FORTH の 処理 系 を 身近 な パソ コン に 
求め る と き , それ が X68000 で な いと し た ら 
それ は 悲し いこ と で は あり ti, X680 
00 で FORTH が 動く 。 そ れ だ ! 
今回 の mFORTH の 登場 は 大 き i 
る と いえ る で し よう 。 

それ て は, mFORTH の 特徴 に つい て 順 
CU くさ と だ し まし ょ う 。 
1) コン バイ ラ 方 式 と 構造 化 プ ログ ラミ 
が 

mFORTH は イン タプ リタ が 主流 の 従来 
の FORTH と 違い 完全 な コン パイ ラ で す 。 
イン タブ リタ で な いた だ め 対 話 性 に は 欠け ま 
を の 。 83 フ パ 久 の ユン パイ ラ 上 し て テラ ァ オル 
を すべ で て 読み 込ん で か ら 。 オブ ジェ クト っ ュ 

ー ド を 出力 する た め , 従来 の 使用 する ワー 
ド が 先 に 定義 きれ て いな けれ ば な ら な いと 

う 制 限 は あり ませ ん 。 こ れ で , ブロ グラ 
ム 開 発 に お いて , 従来 で は ボトム アッ 2 

アフ ロー チ し か 許さ きれ な か っ た FEORTH て 
も , 構造 化 プ グロ グラ ミン グ に 適する トッ プ 
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次 ウン な アフ ロー チ も て きる よう に か っ た 
の で す 。 

や は り , 構造 化 デ ログ ラミ ング が で きる 
か と うか に よっ て 一 般 ユ ー ザ ー へ の 受け は 


大 きく 変わ っ て きま すか ら ,。 この 点 は 重要 
で すね 。 ま た だ た, ブロ グラ ム の 構造 化 を 助け 
る だ た だめ に "SWITCH" や “CASE” な ど と い 
っ だ は か の FORTH で は 見 られ な いよ うな 
便利 な 制御 構造 $ 備 を て いま す 。 

2) アセ ンプ ブリ 言語 の 記述 と マク ロワ ー ド 
FORT 是 の ワー ド は 既存 の ワー ド を 組み 


考え て も , 


合わ せ て 作る の が 建て 前 で す が 、mFORT 
H て で は アセ ンプ ブリ 言語 で 直接 ワー ド を 定義 
する こと も で きま す 。 その 場合 , 普通 の ア 
セン ブラ と 同様 の ニー モニ ッ ク を 使用 で き 
る の て 比較 的 簡単 に ワー ド の 定義 が で き て 
し まい ます 。 ア セン プリ 言語 が 使え れ ば も 
う 居 いも の は あり ませ ん 。 ア セン ブリ 言語 
リンク グ を 行う こ ょ と て CPU や パソ ツ ュ ン の ず 


べ で て の 機能 を 利用 する こと が 可能 に な り ま 
す 。 
mFORTH は まる に 万 能 の 言語 に 成長 す 


る 可能 性 を 持っ て いる の で す 。 
3) 分 割 コ ン パ イラ と ライ ブラ リ 

mFORTH で は プロ グラ ム の 分 割 コ ン パ 
イル が てき これ は 一 般 の 分 割 ュ コンパ 
イル の 概念 と は 少し 異な っ て いて , ある フ 
アァ イル を コンパイル する と き に は 別 の ひと 
つの オア ジュ クト ドラ アァ イル (コシ パイ % 湖 
み の フ ァイル ) だ け を 参 胎 する こと が で き 
ます (これ を リン ク グ と いう )。 オ プ ジ ェ クト 
レベ ル で ファ イル を イン クル ー ド する と で 
も いえ ば よい の で し ょ う ヵ 

し が か し 。 リ ソリ ンク する アァ テ オル が きら に 和書 
の ファ イル を リン ク し て いる 場合 は . その 
ファ イル 内 て で 定義 きれ た ワー ド も 5 きか の ば 
Cl る の で す 。 一 般 の 

分 割 コ ン パ イル の イメ ー ジ は 。 dE 
し だ ブロ グラ ム を 後 か ら つ な ぎ 合 わせ る こ 
と で す が 。mFORTH RR 
ライ プラ リ ( あ る い は mFORTH その も の ) 
図 1 分 割 コ ン パ イル の イメ ー ジ 図 2 


a) 通常 の 分 割 コ ン パ イル 
] [ ] | ] 

| 

| 


b) mFORTH の 分 割 コ ン パ イル 


ソー スス ファ イル 
(.4TH) 


コン パ バ パイル 


オブ ジェ クト 変換 
(OBJX) 


実行 可能 ファ イル 


Human68k 上 で 実行 


を 順次 拡張 し な が ら 組 み 込ん で いく と いう 
も 5 の で し ょ う ( 図 1)。 そして, mFORTH 


の 基本 的 な ケー ド は この よう な オォ オプ ジェ タク 
ト フ ァイル の 形式 で 供給 され て いて , それ 
を リン ク す る こと で いろ いろ な 基本 操作 が 

きる よう に な っ て いる の て で て す 。 参考 ま て 
に , 図 2 に mFORTH を 用 いて プロ グラ ム 
痢 発 を 行う 場合 の 処理 手順 を 示し て お きま 
す 。 

4) X68000 の 専用 機能 を サポ ー ト 

X68000 の 言語 で ある か ら に は , X68000 
の 機能 を すべ て 扱え る も の で あっ て は しい 
も の て す 。 その 点 , この mFORTH は 抜か 
りお わり ませ ん 。 も つも も 。 ア セン テリ 言 請 
IE NN 

て コツ コン ツン と X68000 専 用 の 機能 (グラ フ 
ィ ッ ク 、 スプ ライ ト や FM 音源 ) を 扱う ワー 
ド を 作る を こも も て さき さす ます す 。 

し か し を た ん な 労力 を し な る て も mFOR 
了 了 HH て は Human68k の DOS コ ー ル と X68000 
の 10CS コー ル を サザ ポート す る た だ ため の ライ 
プラ リ が 付属 し て いま す 。 こ れ ら の ライ ブ 
ラリ は ソー ス フ ァ イル の 形式 で 供給 きれ て 
いま すか ら ワ ー ド の 改造 や 拡張 容易 に で 
さる て し まう 
5) シン ボリ ッ ク デ バッ ガ を 標準 装備 

mFORTH は イン タプ リタ で は な い の て , 
A St イン 
タプ リタ で あれ ば , 1 つ ひ と つの ワー ド を 


デバ ッ グ し な が ら プ ログ ラム を 作っ て いけ 
mFORTH の 開発 手順 


(MF) 


新 ラ イブ ラリ 


(.X) 


ファ イル 変換 
(CV) 


HEX フ ァイル 


ROM 化 


THE SOFTOUCH 9 の 


る の 完 記 し た グロ グラ ム に パグ は ます あ 
り ま せん 。 し か し , 


いき まや ん 。 


に バグ が ある か ど 
わか り ま せん 。 実行 し て みて うま く 動 か な 
いと き は 。 どの ワー ド が 洋 
巡ら す の で す 。mFORTH て 
状況 に 対処 で きる よう に 
ッ ガ "FSD" が 標準 装備 る 

この デバッガ を 使え ば プロ グラ ム で 定義 占 
時 
アド レス 代わ り に 指定 て 
I 


リス ト 1 


ニニ ニニ ーー ニー 


£2: 


100 onix 


パイ オラ て は を うす も 
多く の 場合 。 定義 し だ た ワード 


亜 い の か と 考え を 


6) ROM 化 に 最 


きる の て 便利 で 直 カ ' 和 れる ) 


ーー ター ドー なー シー ター テー ドー ター forth.4th に トー た ーー トー ター キー テー キー トー を トー ネー シー バー セー 
flink iocslib 

る る る る る る る る る る る る る る る なる な を る を る を る と る る る る と どる と る と と る と る と る る る と る る る る る を る る る 
;# これ は mFORTH の サン シン プル プロ グラ ム で す * 
? 率 ーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー * 
; * スペ ー ス で 終了 、 それ 以外 の キー で ポー ズ 。 * 
‘* ポー ズ の 解除 は な に か キー を 押す 。 を 
ぅ ネ 
7 ネ 中 森 章 (7/23/1989) * 
は る る る る る る る る る る と る な る る る る と る る る る を る る を る る る る る る る る る を る る と る な る る る る る る る を を る る: 

: Var col x Cor y_cor direct times 

VA end の end 1 end2 end3 
1data PAT = { の 99999999h, 99999999h , 99999999h, 9900 


: rstaok  ,1099h 
・ dstack  ,199h 
・ end 


1989.9. 


適 


は この よう な FORTH は 制御 月 
< ポポ リ x FN ROM 化 ! に 向い だ た 言 
し て いま す 。 し だ 。 FUR1H 


で も いろ いろ 便利 な 機能 を 

oP 2 の の の の 
と デー タ 部 (RAM に 置か れる ) 
) ア ドレ ス や スタ ッ ク ポ イン タ の 値 を 自由 


9991h, 


DB.X よ り も 強力 な が デバッガ と いえ る か も 
し れ ま せん 。 も っ と も , 
ラム は スタ ッ ク ポ イン タ を 勝手 に 書き 換え ぇ 
うか は 実行 し て みる まで て し まう の て 。 DB え 
グラ ム を トレ ー ス する こと すら で き 


FORTH の フロ グ 


で は FORTH の ブロ 


1 を 意図 し た 言語 て あり 
て ある こと は すでに 
で は ROM 化 と いう 人 観 
を 有 し て いま す 。 
ド 部 (ROM に 


99999912h, 99999123h, 99991234h, 99912344h, 
99912345h, 99123456h, 99123456h, 91234567h, 
91234567h, 91234567h, 12345678h, 12345678h, 
9 の 9999911h, 99911122h, 91122233h, 12233344h, 
23344455h, 34455566h, 45566677h, 56677788h, 
67788899h, 788999aah, 789aaabbh, 89aabbcoh, 
89abccddh, 89abcdeeh, 9abcdeefh, 9abcdefQh } 

init var1 の fffh co1 ! 

1init var2 x Cor Ol y cor 0! eol の 0! . 

init var3 16 XX cor: ! 16 y caor ! 9 direct ! @ times: 1 
496 end の 9 ! 496 end1 ! 0 end2 上 end3 1 

1init gr 8 crtmod g olr on b_curoff . 

: reSet gr 16 ortmod . 

init sp Sp _init drop 256 do i sp_cgclr enddo . 

3 nc col col @ 1999h + dup col ! . 

: def sp_pal 15 do i 1+ 1 inc_col spalet drop enddo . 

: def sp_pat 9 PAT 1 sp_defcg . 

: gp_moved4 89999999h x cor @ y_cor @ の 90199h 3 sp_regst 
89999991h x cor @ 16 + yoor @ 4199h 3 sp regst 
89999992h x oor @ y cor @ 16 + 8100h 3 sp regst 
89999993h x cor @ 16 + y cor @ 16 + 0c100h 3 sp regst . 

: Setup_gr begin 

begin 
col @ setpalet 
x cor @ y cor @ over 32 + over 32 + fi111 
9 setpalet 
x Cor @ y_oor @ over 32 + over 32 + box 
col ij+! 32 y cor +! 
y cor @ 512 >= 

until 

y cor 9! 32 x oor +! 

x cor @ 512 >= 

until 

: chg_palet 256 do i dup 8 fsl times @ + gpalet drop %enddo ・ 

‘: Chk eor direct @ 
case の of caseQd hscroll endof 

1 of case1 vscroll endof 

2 of case2 hsocro11 endof 

3 of case3 vscroll endof 
endoase ・ 

: cased x cor 1+! x oor @ endQ @ > if 
1 direct ! 16 end の -! chg_palet endif . 

: casel y cor 1+! y_cor @ end1 @ > if 
2 direct ! 16 end1 -! chg_palet endif . 

: case2 x cor 1-! x_cor @ end2 @ <= if 
3 direct ! 16 end2 +! chg_palet endif . 

: case3 y _ cor 1-! y_cor @ end3 @ <= if 
9 direct ! 16 end3 +! chg_palet endif . 

・ hscroll 9 x cor @ の home . 

: vscroll 9 9 y cor @ home . 

‘kill time 299 do fnop enddo . 

: chk fine b keysns if 

getchar 29h = if reset gr system else getchar endif 
b_curoff endif . 

人 E を る を る を る を る る る る も る る る る る る る する る る る も る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る る : 

・ main init varl init gr init sp def sp _ pal def sp _ pat sp_on 
init var2 setup_gr 
begin 

init var3 
begin 
sp move4 ohk cor times @ 1+ の ffh fand times ! 
chk fine kill time 
end の 9 @ 256 <= unti1 
again ・ ・ 
を を る を る る を る る する る を る る る する る る る る る る る る る る も る る る る る る る る る る る る る る る る る る る そる る る る る る る る そる る る る る える る える る る 
・ pstack  ,100h 


3 サン プル 実行 画面 


休 = し 


設定 て きる よう に な っ て いま す 。 さ まだ だ 。 
制御 装置 に 組み 込ん だ プログ ラム を ICE て 
シン ボリ ッ ク デ バッ グ す る だ た だめ の シン ボル 
ァイル を 出力 する ツー ル も 用意 き れ て い 
了 これ ほど まで に ROM 化 を 意識 し た 
mEFORTH で す が , X68000 用 の バー ジョ ン 
に は オプ シェ クト フロ グラ ム を HEX え ファ ォ 
ル (ROM ラ イタ の 入力 形式 ) に 変換 する ツ 
ー ル が あり ませ ん 。 Human68k の CV.X を 
使え ば よい と 考え ん だ の か も し れ ま せん が , 
これ は 少し マイ ナス ポイ ント で す 。 


サン フル プロ グラ ム の 説明 


これ まで , mFORTH に つい て 説明 し て 
きま し た が , 言葉 だ け て で は FORTH が どの 
ょ うな 言語 が か は っ きり し な い の で サン プル 
ブログ タム を 作っ て みる こと に し まし ょ う 。 
リス ト 1 が この mFORTH で 記述 し た サン 
ブル ブロ グラ ム の 例 て す 。 こ の グロ グラ ム 
は 本 誌 1989 年 2 月 号 で スプ ライ ト を 扱う ア 
セン ブリ 言語 の プロ グラ ム 例 (87 ペ ー ジ ) と 
発表 し た も の に , スク ロー ル す る グラ 
フィ ッ ク 画 面 の 背景 を 付け た も の で す 。 
プロ グラ ム の 記述 自体 は な ん だ か 暗号 め 
いて いま す が ,。 これ が FORTH と いう 言語 
: 朋 らく だ きい 。 図 @ に サル ブ ピ ル ブロ グ 
ラム の 実行 画面 を 示し て お きま し ょ う 。 
最後 に 悦 相 で す 
mFORTH を 使用 し た 感想 は 。 う まく 《 表 
現 で きま せん が , 結構 本 気 で 作ら れ た FO 
RTH 言 語 の 処理 系 だ と いう こと で す 。 ICE 
の た だ ため の シン ボル ファ イル を 生成 する ユー 
ティ リティ が 付属 し て いた の は 驚き で , 最 
終 的 に は ブロ グラ ム を ROM に 焼 か な けれ 
ば メー カー に 対し て 悪い ん じゃ や な いか と さえ 
思っ て し まい ます 。 個人 的 に は FORTH イ 
ンタ ブリタ が 付属 し て いな い の が 寂し い 気 
が し ます が , これ が 19,800 円 と は 超 破格 値 
も いい と ころ で す 。 こ の mFORTH は 従来 
の コン ピュ ー タ 言語 と は ちょ っ と 毛色 の 悦 
う FORTH に 触れ て , 人 生 観 を 変え て みた だ い 
と いう 人 に は お 勧め か も し れ ま せん 。 


Kuwano Masahiko 


菜 野 雅彦 


発売 以来 , 売れ 行き 好調 の サイ バー ステ ィ ッ フク 。 で も , こ 
れ を アフ ター バー ナー 専用 の オモ チ ヤ に こし て お こく の は あま 


り に も も つ だ いな い 話 。 と いう わけ で , 使 つ て 楽し む サ イ 
バ パース ティ ッ ツン ク 活 用 講座 を お 届け する こと に こし まし よう 。 


7 月 号 で すでに 紹介 る れ て いま す が , 中 
の アナ ログ ジョ イス ティ ッ ク 「 サ イ バ ー ス 
ティ ッ ク 」(CZ-8NT:23,800 円 ) が 6 月 に 発 
売 に な り ま し た 。 売れ 行き は か な り 好 調 な 
よう て で て, 1 カ月 ほど 前 ,。 ふら り と 立ち 寄っ 
た 秋葉 原 の 電 気 街 で も , うず 高く 積ま れ た 
箱 に は 「 予 約 済み 」 の ステ ッ カ ー が ペタ ペ 
タタ と 貼ら れ て 並ん で いま し た 。 


マウ ス か ら ア ナ ロ グ ステ ィ ッ ク へ ヘ へ 


で 0 ザイ 2 スー ステ チ ティック グ ク 。 これ まで の , 
メー カー 純正 の 機 甘 と し て は も ちろ ん , 一 毅 
的 に 売ら れ て いる 周辺 機器 と し て も あま り 5 
見 か け な い も の で し た だ 。 現在 , パソ コン の 
ォ プ ショ ン 人 入力 装置 と し て 最も 普及 し て い 
る ジョ イス ティ イッ ク や ジョ イ バ パッ ド の た で 
い は , いずれ も 4 方 向 に スイ ッ チ が 付い て 
いて , ステ イッ ク が 傾く と その 方 向 の スイ 
みよ: が ON に な る よう に し 。 こ れ を ジョ イ 
ステ ィ イッ ク ポ ボート か ら 直 接 読み 取る 方 法 を 
と っ て いま す 。 斜め の 方 向 は 縦 と 横 の スイ 
ッ チ が 同時 に ON に な っ て いる か どう か を 
見 て 判断 する わけ で す 。 
em に 対し サイ バー ステ ィ ッ ク は 読み 
取り の 精度 を ずっ と 細か くし , 前 後 左 右 の 
傾き を それぞれ 128 段階 の デー タ と し て 読 
み 員 せる よう に し て いま す 。 つ まり 。 ステ 
ィ ッ ク を 少し 傾け た の か , 大 きく 傾け た の 
か と いう 細か い 情 報 ま で を 読み 出せ る よう 
に し て いる わけ で す 。 画面 な ど で 1024 ド ッ 
ト な ど と いう 言葉 を 聞い て いる と ,128 段 階 
(左端 か ら 右端 まで 動か し て 256 段 階 ) と い 
う の は キメ が 荒い よう な 気 が す る か も し れ 
ませ ん が , 操作 す る 立場 か ら す れ ば ステ ィ 


真 上 か ら 見 る と これ だ け ス イッ チ が 並ん で いる 


ッ ク の 傾け られ る 男 囲 を 256 分 割 す る と い 
うこ ょ で て すか ら 。 デ シタ ル 的 な ガク か ガク し 
た だ 感じ は まっ だ た だく あり ませ ん 。 

実際 に サイ バー ステ ィ ッ ク の デー タ 読 み 
取り 用 の BASIC の 外部 関数 を 自分 で 作っ て , 
読み 取っ た デー タ を 表示 し て みる と 、 ほ ん 
の 少し ボディ を つつ いた り 本 体 を 持ち 上 げ 
だ た り し た だ け で デー タ が 変化 する の が わか 
り ま し だ 。 こ うな る と 確か に アナ ログ ジョ 
イス ティッ ク と 呼べ る 細か る です 。 

考え て も みれ ば ステ ィ ッ ク も , スロ ッ ト 
ル も ,。 ハン ドル の 回 転 角 も , お よる を 操作 と 
名 の つく も の は みな アナ ログ 情報 で す 。 ゲ 
ー ム と は , 抽象 化 (単純 化 ) し た 仮想 空間 
の 現実 へ の 投影 作業 と 考え れ ば , より 高度 
な も の に な る に つれ て コン トロ ー ル も アナ 
ログ 的 に 行う よう に な る の は 自然 な 流れ な 
の で す 。 

業務 用 の ビデ オォ ゲー ム で も 初期 の ブロ ッ 
ク 朋 し て で 可変 抵抗 痢 が 使わ れ て 以来 ,。 アナ 
ログ 方 式 で 動か す も の は ご くく 一 部 に 限ら れ 
て お り , 大 部 分 は スペ ー ス イン ベー ダー 以 
来 , 伝統 的 に 2 また は 4 方向 の スイ ッ チ を 
使う よう に な っ て いま し た だ た 。 それ が 最近 の 
いわ ゆる 体感 も ちの の よう な 高級 機 で は , 人 
間 が 行う あら ゆる 操作 を アナ ログ 的 に 取り 
込ん で 反応 する よう に な っ て き て いま す 。 

現在 の パソ コン の 多く は 標準 入力 装置 と 
し て キー ボー ド し か 持っ て いな いと いう こ 
と も あっ て か , 接続 きれ る ジョ イス ティ ッ 
ク も や は り 4 方向 ス イッ チ 方 式 が 主流 の よ 
う て で す 。 確か に これ まで の 実績 が 示す よう 
に , この スイ ッ チ だ け で も か な り の こと が 
で きま す 。 し か し ゲー ム の 種別 に に っ て は 
スイ ッ チ の 入っ た 方 向 に 一 定 速 度 で 移動 す 
る だ け で は どう し て も 不満 が 残る も の が 出 
て きま す 。 大 きく 素早 〈 動 か し た り , 少し 
位置 を 修正 し た り と いっ た , 細か な コン ト 
ロー ル を 必要 と する アル カノ イド な ど で は 
操作 性 の 面 か ら ジ ョ イス ティ ッ ク に 見 切 5 
を つけ , 次 第 に マウ ス を 選ぶ よう に な っ て 
きま 革 し だ 。 


そう し て 発売 開始 以来 3 年 を 経て ,。 X68 
000 の 実力 が いか ん な く 発 揮 き れる に つれ , 
ゲー ム 用 と し て だ け で な く , 手軽 な アナ ロ 


グ デ ー タ 入力 装置 し とし て も , そろ そろ アナ 
ログ 方 式 の ジョ イス ティ ッ ク が 欲し いな あ 
と , 江 然 と は この 私 も 思っ て いた の で す が , 
あま り 誰 も 見 向き もち もし て くれ そう に あり ま 
ぜん て し た だ た 。 も か し , そ さ に 登場 し た の が 
業界 の 初物 軍団 。 な に が な ん で も 業界 初 ! 


世界 初 ! 楽し く な けれ ば パー ソナ ル で は 
な い ! と まで いっ た だ たか どう か は 知り ませ 
ん が 。 と に か く サ イイ バー ステ イィ イッ ク は シャ 


ー プ の 手 に よっ て 人 世に 出 た わけ な の で す 。 


まず は 外見 の ご 紹介 


最初 に ちょ っ と 断っ て お きま す が , サイ 
バー ステ ィ ッ ク は 左右 の ステ ィ イッ ク と も 根 
元 か ら は ずれ , 入れ 替え る こと も で きま す 
が 。 ここ で は 買っ て きた 状態 。 す な わ ち 右 が 
4 方 向 に 動く ステ ィ ッ ク , 左 が 前 後に 動く ス 
ロッ トル と いう 配置 を 前 提 に お 話し ます 。 
サイ バー ステ ィ ッ ク を 見 る と , まず 最初 
に 大 き な ス ティ ッ ク と と スロットル が 目 に つ 
き , その 間 に 押 し ボタ ン の 大 きい の が 3 個 , 
小さ い の が 2 個 ,、 スラ イド スイ ッ チ が 4 個 , 
スラ イド ボリ ュー ム が 2 つ , し か も 右 の ス 
ティ イッ ク に は 押し ボタ ン が 2 個 ,、 スラ イド 
式 の スイ ッ チ が ひと つ , 左 の ステ ィ イッ ク ( ス 
ロッ トル ) に は 押し ボタ ン が ひと つと , ト 
グル 式 の スイ ッ チ が ひと つと ,。 と に か 〈 く 一 
面 ス イッ チ の 山 で す 。 

この 山 を 見 る な り , あの 一 , 私 は 腕 が 2 
本 , 手 の 指 が 各 5 本 し か な いん で すけ どる 
を だ の し まし もし よ 。 な が つて 上 し まい もそ も す で 
が 。 これ ら の うち コン ピュ ー タ 側 へ の 入力 
デー タ と し て 扱わ れる の は 8 個 ど け で 。 こ 
れ ま で お 馴染 み の A ト リガ , B ト リガ は 真 
ん 中 の 大 き な ス イッ チ ボ タ ンカ 右側 の ステ 
ィ ッ ク の トリ ガス イッ チ の どちら も 使え る 
ょ うに な っ て いま す 。 これ で プレ イヤ ー 側 
の 入力 デー タ と し て 受け 付け て くれ る も の 


不思議 な 環境 ソフ ト の 世界 7 の 7 


は 6 つ に な り ま す 。 
この ほか の スイ ッ チ は 

『) アア ミヨン な が と に に も ある 。 スゲ メー トス 
オッ チ 

2) 同じ 〈 く おぉ 馴染 み の セ レク トス イッ チ 

2) これ まで て の スイ ッ チ 式 の ジョ イス ティ ォ 
ッ ク の ふり を し て くれ る (し だ が っ て ス えろ 
イッ チ 式 の ジョ イス ティ ッ ク 対 応 ソ フト 
も その まま 遊べ る) アナ ログ デジ タル 
切り 替え スイ ッ チ 

4) B ト リカ 連射 モー ド 切 り 和 替え (連射 / 単 
発 / 自 動 連射 ) スイ ッ チ 

5) A ト リガ 連射 ON/OFF ス イッ チ 

6) A/B ボ タン 入れ 替え スイッチ 

と な っ て いま す 。 
2 つの スラ イド ボリ ュー ム は それ ぞ れ A 

ポ ボタン と B ボ タン の 連射 スピ ー ド コン トロ 

ー ル に 使わ れ て いま す 。 


アナ ログ デー タ 処 理 


サイ = ゲオ イッ グ ょ X68000 の 接続 に 
これ ま て て の ジョ イス ティ ッ ク と 財 様 。 ショ 
4 スチ ィ ッ クボ ポート を その まま 便 っ て いき 
す 。 ジョイ スティック ボ ポート の 信号 線 を 巧 
少 に 使っ て , 大 量 の デー タ を 分 割 し て や り 
取り する よう に し て いま す 。 こ の や り 取 り 
フー ドウ ョ アブ だ け て 有り うこ も 0 て きだ が ( 
は あり ませ ん が , そん な 苦労 あす る より は 
ワン チッ プ マ イオ イコン を 直せ て し まっ た ほう 
が 小型 簡単 , 安価 , 多 機能 , フレ キシ プ 
CDO TVA Ne FA 
は CPU が し っ か り 鎮 座 し て いま す 。 

スイ ッ チ だ け で 6 ビッ ト 分 。 それ に 加え ぇ 
て アナ ログ チャ ン ネ ル が ある の で すか ら , 
サイ バー ステ ィ ッ ク か ら 送 られ る デー タ 量 
は 従来 の スイ ッ チ (デジ タル ) 式 の ジョ イ 
ステ ィ ッ ク に 比べ て だ い へ ん 多く な っ て い 
ます 。 こ の デー タ の 受け 渡し の た め に ちょ 
っ と し だ た 手順 を 踏む 必要 が ある の で す が , 
これ は 後述 する こと に し て , まず は 送ら れ 
て くる デー タ を 見 て みる こと に し まし ょ う 。 
まず は スイ ッ チ 類 で す が 。 これ は すべ て 
ひと つが 1 ビッ ト の デー タ に な り ま す 。 離 
す と 1 で, 押す と 0 に な り ま す 。 サイバー 
ステ イッ ク に は 6 つの トリ ガ ボ タ ン が あり 
ます が 。 実は 送ら れ て くる デー タ と し て は 
10 ビ ッ ト が 用 意 き れ て いて , あと 4 つま て 
ボタ ン を 追加 する こと が で きる よう に な っ 
て いま す 。 こ れ は 隠し 機能 と し いう より は , 
今回 の ス え スティック で は 付け る 場所 が な か っ 
だ だ ゆめ の よ うう て す 。 

続い て 楽し みな アナ ログ デー タ で す 。 ス 
ティ ッ ク の 傾き は それ ぞ れ (ステ ィ ッ ク の 


ノレ 


7 の 2 onix 1ggg.9. 


左 で ちょ う 


縦 方 向 / 横 方 向 の 傾き , ス ロッ トル の 傾き ) 


8 ビッ ト の デー タ て 送ら れ て きま す 。 左右 


方 向 は 左端 が 0, 右端 が FEFn, 前 後方 向 は 
興 の ほう が 0 て 手前 側が FFrn に な っ て いま 


す 。 スティック か ら 手 を 離す と セン ター 
ます が , この と き の デ ー タ は 80n, あ る 
* は 7Fn ち ょ うど 還 er は に いか すず 。E 
i きま す 。 背面 に 
YOYIM を 6 も か り ま す 2 が アト 
グ 部 が 結構 敏感 に で き て いる の と , ステ ィ 
ee et Ry 
ント が ある の て ,。 パネ ルル を コツ コツ と EH 


だ た だ け で も 1 や 2 は デー タ が 変わ り ま す ( 振 


動 セ ン サ や 加速 度 計 に も 使え を る か も し れ な 
い )。 この 誤 半 は ソフ ト て 吸収 する 必要 が あ 
か まず 。 

アナ ログ デー タ は 今回 の サイ バー ステ ィ 
ッ ク て は 3 つて す が 。 こ ちら も 実は も $ う ひび 
と つ 隠 きれ て いる チャ ン ネ ル が あり , これ 
も デー タダ と し て 送ら れ て きま すず す (いつ て も 
だ けど )。 ス ロッ トル 側 の 左右 方 向 デ ー タ 


て し ょ う 。 あちこち 表 に 軸 て こない も の が 


だ くさ る ん あっ て 妙 な 感じ で す が ,。 ステ ィ ッ 
ク を は ず し て , コネ クタ の ピン 数 を 数 える 
と な る ほど ね と 思わ せる も の が あり ます 。 
アナ ログ 2 つと ヌス オッ チ が 6 個 、 グラ ンド 
が 届 ト つの て ちょ う P ビ 9 ビン だ か らら 。 ス イッ 
チ の ひ 
ー タ と し て 送ら れる の は 5 個 か ……, 右 と 
と 10 個 に 


デー タ の 渡し 万 


サイ バー ステ イィ ッ ク か ら 送 っ て くる デー 
久 は 10 ピ ビッ ト の トリ が スイ ルッ チチ と 上 と 。 @ ビ 
ッ ト X 4 チャン シン ネル の アザ ログ デー ズ タ の 証 
2 ビッ トド 6 あり ます 。 一 方, 


Z 語 オ イ スティ 
ッ ク ボ ポ ボート の ほう は と いう と 9 本 の ピン の 
うち ,。 2 本 は 電源 で すか ら 信 号 ラ イン と し 
て 使え を る の は 7 本 し か あり ませ ん 。 こ の 7 
本 を 使っ て , 42 ビ ッ ト の デー タ の 受け 渡し 
を 行う こと に な り ま す 。 サイ パー ステ チ ティッ 


1 ーーーー-ー アナ ログ ジョ イス ティ ッ ク 誕 生前 史 


単純 に ジョ イス ティ ッ ク の 傾き を 読み 取る だ 
げ の 、 アナ ログ ジョ イス ティッ ク と いう ちの が 
れれ まで な か っ た わけ で は あり ませ ぜん 。 今 目 の パ 
ソコ ン の 元祖 と も いえ る , AppleIlI の ジョ イス テ 
クイ シダ ソル トス は アナ オロ グ や し た か ら 、 
ステ イッ ク の 根 天 に ボリ ュー ム を 付け 。 
ボタ ン を 付け た も の が ずい ぶん 前 か ら 売 られ て 
いま し た 。 私 も MZ-700 に IC.2 個 を 使っ て ジョ 
イス ティ ッ ク ポ ー ト に 可変 抵抗 器 ( ボ リュ ー ム ) 

_- を つない だ こと も あり まし た 。 分 解 能 を 問わ な 

い の で あれ ば , ジョ イス ティ ッ ク ポ ー ト か ら ア 


と つ は 連射 ON/OEFF 制 御用 だ か ら デ 


な マ 2 だ た り す る の で す 。 


KU 


ク で は , 3 本 の 信人 号線 で タイ ミン グ を と っ 
て , 4 ビッ ト デ ー タ を 11 回 送る 方 法 を 使っ 
まま まり 

普通 の ジョ イス ティ イッ ク で は , ステ イッ 
ク の 方 向 を 読む た め に 使わ れ て いる 4 本 の 
ライ ン を デー タ 用 と し 。 トリ ガー ボタ ン 読 


み 出 し 用 の 2 本 を サイ バー ステ ィ イッ ク か ら 
の スケ ーー 次 スス (ACK 信 人 号 。 HH 是 /L 信 号 ) 残 
る 1 本 を X68000 か ら サ イ バ ー ス テイ ィ イッ ク へ 


の デー タ 転 送 開始 要求 信号 (REQ 信 人 号 ) に 
し て いま す 。 こ の よう に する と ,。 信号 の 向 
さき が 人 通常 の スイ オイ オッ チ 式 の ジョ イス テオ ネッ クタ 
の と き と 同 じ に な り ま す の て , 多少 怪し 気 
ムイ ンタ フェ イオ スス を 持っ た パッ メン 上 よっ つっ な 
い だ と き に デジ タル モー ド と アナ ログ モー 

ド を 間違え た と し て も 単に 動作 し な い だ け 
で 。 な ん ら か の ダメ ー ジ が 与え られ た り , 
壊れ だ た りす る 恐れ は まっ だ 〈 く な く , 安心 し 
て 使う こ と が て で きま す 。 

REQ 信 号 は X68000 か ら の 転送 開始 要求 
と し て だ り U り て な く 。 信 写 を 元 に 戻す ダイ ミ 

グ に よっ て 転送 タイ ミン グ が 4 段階 に 切 
り 替 わる よう に な っ て いま す 。 遅く し て も 
特に メリ ッ 内 る わけ で は あり ませ ん し , 
X68000 の 場合 に は 最高 速 で 5 問題 な く 取り 
A 
プロ セッ サ の 能力 が 低かっ だ り , ウェ イト 
数 が 多かっ だ り し て , つい て こら れ な い 機 
種 と つ な で た めで し ょ う 。 

サイ バー ステ ィ ッ ク は , 一 度 REQ 信 号 を 
受け 取る と を その あと の 11 回 の デー タ 送 出 は 
相手 の タイ ミン グ を 見 る こと な く , 一 方 的 
に 垂れ 流し て きま す 。 し た が っ て , 機器 の 
能力 に よっ て は つい て こら れ な い 場 合 も 考 
えら れる わけ で す 。 

ACK (通信 制御 ) 信号 は , サイ バー ステ 
ィ ッ ク が デー タ を 机 え だ た こと を 示す も の て 
X68000 は この 信号 が 0( し 上 レベ ル ) の と き に 
デー タ を 読み 込み ます 。 

革 /L 全 人 写 は 。 サ ザイ バー スチ イッ ク が 貞 し 
て いる デー タ が 偶数 番目 の デー タ で ある ヵ 
奇数 番目 の デー タ で ある か を 示す も の て す 。 


ナ ロ グ デー タク を 読む の は さほど 召し いこ と で は 
あり ませ ん 。 

た だ の ころ の ジョ イス ティ ッ グ は いか 
に も ポリ ュー ム に 本 切 れ を 付け まし た と いう だ 
け の チャ チ な し ろ も の で , ステ ィ ッ ク を 傾け た 
ら , 手 を 離し て も 自動 的 に セン ター に 戻る よう 
な 機能 さえ な く , サイ バー ス デ ティ ッ ク の よう な 
本 格 的 な も の と は , ほど 遠い 存在 で し た 。 ど ち 
ら か と いう と , マウ ス が 登場 する 以前 の , 簡易 
ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス と いう 感じ で し か 捕 ら 
えら れ て いな か っ た よう で す 。 


ハー ドウ ェ ア で 転送 を 行う の で あれ ば , 
ACK の ほか に 上 H/ 代 信号 を 使う 必要 は あり ま 
せん (ACK の 立ち 下がり で ラッ チ す れ ば よさ 
いわ け で すか ら ) が , ソフ ト で ポー ト を 読 
ん で いる 場合 に は , ed け で す と 非常 に 
難し く な り ま す 。 本 
だ め に i あと , ACK が 1( 
戻り 。 再び 0 に 戻る の を 確認 する 必要 が あ 
り ま す 。 と ころ が 、ACK が 1 に な っ て いる 
時 間 は 4zs( 最 速 モ ー ド 時 ) し か あり ませ ん 。 
ちょ っ と も だ つい て いる 上 1 に な っ た の を 
礁 認 て き な い まま に な り 。 デ ー タ を と りこ 
ぼ ば すこ と に な り ま す 。 日 /L は ACK が 1 の 期 
間 に 切 り 替 わる よう な の で , 1 回目 は H/L 
=ACK =0, 2 回 目 は H/ 上 =1, ACK =0 と 
いう 条件 を 見 る だ け で , 簡単 に 取り 込む こ 
と が で て きる わけ で す 。 

7 月 号 の 「C 調 言語 講座 PRO-68K」 に 紹 
介さ れ だ ブロ グラ ム で は , H/L が 変わ っ だ た 


図 1 


c (0) 
チャ ン ネ ル 0 (右側 ステ ィ ッ ク 前 後 ) 


光央 貞 議 男 痢 還 


c (1) 
チャ ン ネ ル 1 (右側 ステ ィ ッ ク 左 右 ) 


3 


c (2) 
チャ ン ネ ル 2 (左側 スロ ッ ト ル 前 後 ) 


| 


C (3) 
チャ ンー ネル 3(7? 7 7 未 実装 ? 7 2) 


| | | 


c (4) 
スイ ッ チ 情報 (その 1) 


lelelolelelrle 


( 未 実装 ) 


c (5) 
スイ ッ チ 情報 (その 2) 


A 6 「 ™ 


( 未 実装 ) 
*c (5) の A, B は c (4) の A, B と 同一 


の を 確認 し た あと に ACK=0 を 確認 00 
ます が 。 波形 を シン クロ スコ ー プ で 確認 
ei Wi 2 5 人 時 人 


に OR ete さて ( 偶 
数 番目 で は ACK と H/L が 同時 に 動く )。 奇 


数 番目 の と き は 両方 を 同時 に 見 て , 両方 と 
50 と いう 条件 で 判断 し て も 構わ な いよ う 
Ce 
デー タ の 受け 渡し の 手順 は 次 の よう に な 
i 
1) REQ=0 と する 
2) H/L=ACK=0 に 
タ を 引き 取る 


な る の を 待ち も , デー 


3) REQ=1 に する (最速 モー ド に ty 
1) H/L=1, ACK=0 に Re 

ー タ を 9| き 取る 

5) H/L=0, ACK=0 に な る の を 待ち デ 
= か りさ 取る 


以下 4) &5) を 4 回 繰り 返し , 合計 11 回 の 
i そる その後, 4 ビッ ト ご と 
に 分 解く きれ た だ データ を 編集 し 直し て 扱い や 
すい デー タ に すれ ば よい わけ で す 。 

デジ タル 式 の 場合 の ょ うに , 
れ ば いつ で も デー タ が 入っ て いる と いう わ 
け に は いか な い の で , 面倒 な 気 が す る か も 
し れ ま せん が , 伝送 プロ トコ ル と 呼べ る よ 


うな シャ レ た こと を し て いる わけ で も な く ., 


また 関数 や デバ イス ドラ イ バ に し て し ま を 
ば , ずっ と 使い 回 し が きき ます か ら , 2 回 
目 以降 は な に も 考え ず に 便利 に 
で きま ず 。 


_ 人 外部 関数 と サン プル プロ グラ ム 


ポー トト k を 見 


央 な こと を が 


| 
」 


7 月 号 て , アナ ログ ジョ イス テイ ッ ク の 
サポ ボート ツラ フト と し て デパ イス ドラ オバ が 
「C 調 言語 講座 PRO-68K」 で 発表 きれ まし た 
が 。 ず いぶ ん 気合 が 入っ て い だ の で , いき 


な りあ れ を 見 せら れる と , サイ バー ステ ィ 
ッ ク を 使う の は ずい ぶん と 難し いこ と の よ 
うに 思え ん て し まう で も じょう 。 和 村 もり ケタ 
と うな っ て し まっ だ た ひとり で すそ ご た も ある 
2 少し 気楽 に 使え そう な X-BASIC の 外部 
関数 を 作っ て み ま し た だ (リス ト 3)。 

使い 方 は 皇 っ て 簡単 。 ま ず プ ログ ラム の 
先頭 で astset( ) を 実行 し て お きま す 。 読み 
出し は キャ ラク タ 型 の 配列 を 用 意 し て 

char で 【D) 

asStick (C) 
の よう に すれ ば それ で 終わ り で す 。 こ の と 
き , 配列 の 各 要 素 に は 図 1 の よう な デー タ 
か: 入 つっ てい ます : 

取 後 に , astrst( ) を 実行 し て むき ます 。 
BASIC の 外部 関数 に 限定 する の で あれ ば , 
astset( ), astrst( ) は , 初期 化 時 や syste 
m を 実行 する と き に 目 動 的 に 呼ば れる よう 
に すれ ば よい の で す が , コン パイ ル す る 人 
も いる だ ろう と いう こと で ,。 別 の 関数 に し 

お きま し な た 。 

この 関数 を 使っ て , 簡単 な サン プル プロ 
グラム を 作っ て みさ し た ひも っ は 
ステ ィ ッ ク の 傾き さ を RGB, HSV の 色情 報 

こ 割 り 当 て て 。 ス ティ イッ ク と スロ ッ ト ル の 
0 - 合 わせ た 色 で 四角 形 を 表示 する 5 もの 

す ( リ スト 1)。 も う ひ と つ は 編集 部 で 遊 
和 EE て さき さき て し まっ た だ たい スマ アマ ライ 
ト が 画面 いっ ぱい に ステ ィ ッ ク に 反応 し て 
踊り 回 る プロ グラ ム (リス ト 2) で す 。 放 
直し て お く 〈 く と 勝手 に 跳ね 回 り 、 スティック 
を 動か す と 影響 を 受け て 動き が 大 きく 変わ 
り ま す 。 基 本 の スプ ライ ト 6 個 の 動き を 基 
に 48 個 の スプ ライ ト が 上 下 , 左右 , 斜め な 

に 対称 に 動く 姿 は , 踊っ て いる と いう 感 
覚 が びっ ただ り で す 。 まっ, NN レア 
ト み だ いな も の だ と 思っ て くだ る 

まず , スプ ライ ト の 進 連語 


ショ 


1000 /* 


1010 /* サイ バー ステ ィ ッ クチ ェ ッ ク プ ログ ラム 


1929 /* ステ ィ ッ ク の 位置 で 色 を 変え ます 


1939 /* 右 が RGB、 左 が HS V に よる も の で す 


1949 /* 

1959 char c(5) 

1969 int i 

1979 astset( ) 

1989 screen 1,3,1,1 

1 の 999 looate 22,29:print"H 
1199 locate 22,21:print"S 
1110 oca も te 22,22:print'V 
1129 repeat 

1130 astick(c) 

1149 
1159 
11609 
1179 
1189 
1199 
1290 
1219 
1229 
1239 until (c(4) and 2)=@ 
1249 astrst( ) 


locate 22,10 
for ミ = ひ to 5 


next 


に 


fil1(145,299,245,399,hsvy(c( の 9)*199/133,c( 1 ) /8,c( 2 ) /8) ) 
fi11(255,299,355,399,rgb(oc( の )/8,c(1)/8,c(2)/8) ) 


print right$("0"+hex$(c(i)),2);" 「: 
locate 24,20:print c( の 9)*199/133:1oocate 38,20:print c(8)/8 


locate 24,21:print oc(1)/8:locate 38,21:print c(l)/8 
locate 24,22:print c(2)/8:locate 38,22:print c(2)/8 


不思議 な 環境 ソフ ト の 世界 7 の ? 


リス ト 2 実行 画面 


初期 値 を 6 個 、 ス ティ ッ ク て 決め ます 。 ス 
ティ ッ ク を 傾け な が ら B ボ タン を 押せ ば 確 

定 て す 。 す べ て の 向き が 決ま る と スプ ライ 
ト が 動き 始め ます 。 8 ま に ぶ つか る と 跳ね 返 
り ま す が , この と き 少 し だ け 速 度 が 沙 ち , 
次 第 に 動き が 遅く な が り ま す 。 ち ょ っ と 細工 
が ある の で , と き と どき 乱数 で 速度 が 与え ら 
れ , いつ まで も 動き 続け ます 。 こ こ で A ボ 
タン を 押し な が ら ス テイ ィ イッ ク を 動か す と , 
動き が 大 き 〈 く 変わ る よう に な っ て いま す 。 
小さ きい ブロ グラ ム で すか ら , この 動き に 関 
し て は 言葉 で 説明 する より も , 実際 に プロ 
グラ ム を 打ち 込ん で も ら っ だ ほう が わか り 
や すい て し ょ よう 。 

と に か く , 見 て いる も の を 不思議 な 気持 
ちあ に も れ て て れる ツク ント に 住 上 が っ て し まい 
まし た 。 こ れ に ゆっ た り と し た 音楽 を 用 意 
すれ ば , 最近 は や り の スト レス 解消 の た め 
の eg 波 が どう し た こう し た と いう , 立派 な 


( ? ) 環 境 ソ フト と し て も 使え る と 思い ます 。 
最初 は , た だ X68000 の スプ ライ ト を 使っ て , 


ザイ バ パー ステ ォ ッ ク て いく つか の キャ ラク 
多き コピ ビュ コ 動 か そう と し た だ だけ げ な ん て す 
け と ね 。 
* * 

マイ コン を パッ アツコ ョ ンジ ン 上 と 呼び 変る 。 それ る 

楽し けれ ば な ん で も あり と いっ な た 自由 
痢 放 な 機械 が オフ ィ ス オー トメ ーション の 
掛け 声 と と も に , た だ の ビジ ネス ツー ル に 
され て し まっ て ずい ぶん 日 時 が 経過 し た よ 
う に 思い ます 。 基 社 の と っ た この 戦略 は 
を それ な り の 成功 を 収め 大 き な シ ェ ア を 提 

に ひま し た 。 し か し 。 これ が だ め に 6 
年 も た っ て も 相変わらず CPU と メモ リ 容 量 
の 変更 ば か が かり と いう 事態 を 招い た と いう こ 
と は , パー ソナ ルコ ンピュータ の 進歩 と い 
う 面 か ら す れ ば 大 き な 損 失 で し た 。 おかげ 
で 現在 の ほとん どの パー ソナ ルコ ユ コンピ ュー 
タ が 6 年 以上 も 前 の 設計 その まま の , MS- 
DOS 付 き ワ ー プ ロナ eg に な っ て し まっ て い 
る 有り 様 で す 。 

を の よう な 状 況 の な か で 生ま れ た だ 大胆 な 
メー ソナ ルコ ンピュータ に , これ また 大 胆 


7 の 2 onhix 1989.9. 


な 発想 の も と に 生ま れ た 周辺 機器 が , この て も いい 。 ロ ボッ ト の コン トロ ー ラ に も い 
サイ バー ステ ィ イッ ク で す 。 フル に 使え ば 8 いか も 。 そう る う 。 ヤマ ウツ ンド し あう な 
ビッ トメ 4 チャ ン ネ ル の アナ ログ デー タ と , ん て と ど 使い 方 は い に いくらでも 考 ぇ 


10 ビ ッ ト の デジ タル デー タ を 渡せ る この 方 
式 な ら ,。 3 次元 デー タ 入 力も で きる (を そう 
いえ は ば は 。 Applel に は パー サラ イタ ー な ん 


い と いう の に ……… | 


が 発売 る きれ る ころ に 


て いう も の が あっ た っ け )。 ハン ドル を 付け る ん だ ろう な あお あ 。 
リス ト ら 
190 の 9 int XX(5) YY(5),dx(S) ,dy(S) ,g(5) 
1919 char c(5) 


int count 

int i,sdx,sdyvy 

astset() 

screen 1,3,1,1 

console 0,31,0 

sp_init() 

sprite_ pattern() 

sp_disp(1):sp_on() 

sdx-=-Q:sdy=9 

{or i120 to 5 

box(2,2,506,506,1989) 
repeat 


1140 astick(c) 

1150 1ine(256.256,256+sdx/2,256+sdy/ 2 ,0 ) 

1160 SdX=(c( 1 ) -&H80)* ネ 4:Sdy=(C(0)-&H80)*4 

1170 1ine(256,.256,256+sdx/2,256+sdy/2,.65535) 

1180 locate 5,1i:print #11 2 ) KS MAOXK/ dy=>' ;sdy 

1190 unti] (c(4) and &H4) = の 

1200 Line(256,256,256+sdx/2,256+sdy/2, 9 ) 

1210 dx(1) =SdxX:dy( 1 ) =SdQY 

1220 x(1)=25699:y(1i)=25699:g(i)=5 

1230 repeat 

1240 astick(c) 

1250 unti] (oc(4) and &H40) 

1260 next 

1279 cls 

1289 box(2.2.596,.596,1989) 

129 の 9 repeat 

13 の 9 の 9 for 1= の O to.5 

1310 a8tiok(C) 

13209 if (oc(4) and &H89)= の 9 then dx(i) =dx(1)+o( 1 ) -&H80:dy(i) =dy(i)+o( の 9) -&H80 

1330 SD_ move(i,x(i) /199,y(i)/100) 

1349 SD_move(i+6,492-x(i)/199,y(i)/190 ) 

1350 SD moOVe(1+12,492-x(i)/199,492-y(i)/1090) 

1360 SD_move(1+18,x(1)/199,492-y(i) /100) 

1370 sp_move(i+24,y(i)/100,x(i)/1006) 

1380 SD_mOVe(1+3 の 0,492-y(1)/199,x(i)/100) 

1399 SD _ move(i+36,492-y(1)/199,492-x(i)/100) 

1499 sp_move(i+42,y(i)/100,492-x(i)/106) 

1410 if x(i)+dx(i)>49000 then { 

1420 x(i)=98000-x(i)-dx(i):dx(i)=-dx(i)*9/10 

1430 } else { 

1440 if x(i)+dx(i)<100 then x(i)=200-x(i)-dx(i):dx(i)=-dx(i)*9/10 else x 
(i)=x(i)+dx(i) 

1459 } 

1469 if y(1i)+dy(1i)>49999 then { 

1479 Y( 1 ) =98999-y(i ) -dy(i) :dy(1i)=-dy(1)#*9/10 

1489 } else { 

1490 if y(i)+dy(i)<1009 then y(i) =209-y(1)-dy(1):dy(1)=-dy(i)*9/10 else y 
(i)=y(i)+dy(i) 

1500 } 

1510 dy ( i ) =dy( 1 ) +g( 1 ) 

1520 if y(i)>48599 and x(1i)<26999 and x(1i)>25099 then dz(i)s-rndt) #300+150:d 
y(i)=-rnd()*1400-200 

1530 next 

1549 until (c(4) and 2) = の 

1559 end 


1569 funo sprite pattern( ) 
1570 dim char oc(255) 
1580 in を も + 

1590 cs t 

1600 
1610 
1620 
1630 
1649 
1650 
1669 
16709 
1680 
1690 
1790 
1710 
1720 
1730 
1740 
1750 
1760 } 
1770 for エミ の to 255 
1780 Sp_def( の ,c) 
1790 next 

1800 endfunc 


に っ) 
⑤ 
に っ 


SS ぐさ どど ぐ ぐ どど @ ぐ ぐる ぐ @ ど 6 ぐ ざ ぐ @ ざ ぐる 
CE SC SES 
= ここ = ooononono〈m= = = ご 
ぐさ SS ビー こ ェ に = 2 ee ee ee OSES 
= OP トト On~ ~~ ~ 
CE ee ©@ 
G+ーー = = eee 
に 
2 2 ee ーー 
ュー ボー モコ の ひい の ココ の の コ の の ココ お デ ェ ー 
Sone 2 2 ーー ーーー 
= ON た ~~ >~ 
ぐ ざこ ~ ~ ~ CTSOTSES STS 
デー トー トー トー デー ご ご ご デ 
on OO の 


< ここ m 上 ココ ココ ココ ココ 必 の < こ 


られ る そ う で す 。 D>, 
で も 
ば , 


貯金 な ん て あま りな 
きっ ょ この Oh! 多 
買っ て し まっ て い 


9999 DO 00 99 99 93 86 41 53 ED 
9998 54 49 43 4B 99 9 CO 91 EC 
9919 00 99 92 C2 74 65 78 74 89 
0018 00 4B CO 92 99 99 99 690 9D 
9929 64 61 74 61 99 4B CQ 93 A8 
9928 00 99 99 99 62 73 73 99 48 
の 93 の 9 CO 94 00 99 99 OQ 73 74 AB 
の 038 61 63 6B 99 B2 91 99 00 E2 
0040 00 F4 5F 61 73 74 69 63 67 
9948 6B 99 B2 91 00 9 99 8C AA 
995 の 9 5F 61 73 74 73 65 74 00 F3 
9958 B2 の 1 99 99 99 CQ 5F 61 33 
0060 73 74 72 73 74 9 20 91 6 1 
9968 99 9 の 9 99 99 42 91 960 99 43 
9 の 97 の 9 99 40 42 91 99 99 99 49 C3 
9978 42 91 00 00 99 49 42 91 C6 
SUM DA 67 1C BA 27 84 BD D1 7651 
の 08 の 9 99 9 の 99 40 42 91 99 99 83 
の 988 99 40 42 91 99 00 99 40 C3 
0090 42 の 1 9 の 99 99 49 42 91 C6 
9998 00 00 99 49 42 91 99 99 83 
99A の 9 00 42 42 91 00 99 99 58 DD 
の 9A8 42 91 00 99 99 6C 19 2B EA 
99B の 9 の 0 99 00 00 99 99 99 99 90 
00B8 00 99 99 00 99 99 99 99 20 
00C0 99 99 99 99 4E 75 61 73 97 
99C8 74 69 63 6B 99 61 73 74 F3 
9 の 9D の 9 73 65 74 99 61 73 74 72 96 
00D8 73 74 99 99 42 9 の 1 99 99 2A 
の 9E の 00 64 42 91 99 99 99 68 QF 
00E8 42 91 99 99 9 6A 19 97 C4 
90FO 00 34 FF FF FF FF FF FF : 2E 
00F8 42 01 00 00 99 7C 42 91 92 
SUM: 62 6 の 9 9C ED 74 DD EB 8C 54C5 
の 199 99 99 99 8C 42 9 の 1 99 99 CF 
0108 99 CO 39 99 99 O00 99 94 F4 
の 911 の 19 17 22 6F 99 OC 43 E9 FQ 
0118 00 9A 2F 09 61 6C 58 8F F6 
0120 4E 75 42 A7 FF 2 58 8F B2 
0128 23 CO 46 91 9 99 99 78 A2 
013 の 1 OB 20 7C 9 の E9 AQ 97 47 
9138 19 BC 00 99 20 39 46 91 75 
9 の 14 の 9 00 99 99 78 19 OD 6B 98 98 
9148 2F 91 00 00 FF.20 58 8F 36 
0150 7 の 99 41 F9 46 9 の 1 99 99 F1 
9158 092 BC 10 OD 31 49 99 92 4E 


2: *- アナ ログ ・ ジ ョ イス ティ ッ ク (サイ バー・ ス ティ ッ ク ) 
3: *- 読み 込み 関数 
4: *ー 

5: *- 1989-96-17 M.Kuwano, No rights reserved 

RR CRANE GS R's 
7: *- 呼び 出し 方 ( 例 ) : 

8: *- ohar Cc(5) 

9: *- astiok( 5 ) 

10: *- 入る デー タ は ・・ 2 

11: *- 1 人 右側 ステ ィ ッ ク 左 右 


12: *ー cl) 、。、。。 右側 ステ ィ ッ ク 前 後 

13: *- (2 2 左側 ステ ィ ッ ク 前 後 (スロ ッ ト ル ) 
14: *ー CR Ss 予備 (将来 用 ? ) 

15: *- c(4)..... トリ ガ ・ ポ タン 

16: *ー @( お 5 お ) 、。、。 、 トリ が ・ ポ タン 


17: *- と 、 な り ま す 
18: *- 配列 は 6 バイ ト 以 上 確保 し て くだ さい 。 
19: *- イス チェッ ク を や っ て いな い の で 、 あ ら ぬ と ころ まで 


て いい 書き 込ん で し まい ます 。 

= 。 いつ ひな が ら イ ンタ プリ タン コン バイ ラ 夫 放 で す 
24 : ネーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
25: ‘include doscall .mac 
26: .include fdef .h 

レイ 人 glob1 _astick 

28: globl astset 

29: ・glob1 astrst 

30: 

31: IOCS equ $0f 
< 

33: PPI PORT A equ $e9a991 

34: PPI PORT B equ $e9a993 

35: PPI PORT C equ $e9a995 

ボ PPI CWR equ $e9a007 
38: RQ _ASSERT equ $8 

39: RQ NEGATE equ $9 

40: 

41: TIME LIMIT1 equ 1999 
42: TIME LIMIT2 equ 100 
43: ‘text 

44: ‘even 

45: * 


46: * イン フォ メー ショ ン ・ テ ー プ ル 
: ネ 


ああ ちち ちち ちち 


92 1 の C1 12 29 00 93 93 
の 1 00 OF E9 41 14 29 79 
の 97 02 92 99 OF 82 92 9E 
cl 12 29 99 94 92 91 13 
OF E9 41 14 29 99 98 7E 
92 9 の 9 OF 82 92 19 C1 68 
29 99 95 92 91 99 OF 52 
41 14 29 99 09 92 92 7 4 
OF 82 02 10 C1 12 29 9F 
99 02 の 1 00 OF E9 41 3C _ 
CB 21 AF 4B 61 8C CO BB5F 
29 00 91 02 02 99 OF 51 
92 10 C1 12 29 99 OA 9A 
01 00 OF 19 C1 4E 75 A6 
54 83 43 83 6F 81 5B 6B 
45 83 58 83 65 83 42 4E 
62 83 4E 82 AA 82 A2 96 
C8 82 A2 82 DD 82 BD 9C 
A2 82 BE 82 AF 82 C7 DE 
45 81 45 99 00 83 54 63 
43 83 6F 81 5B 81 45 5A 
58 83 65 83 42 83 62 6D 
4E 82 AA 82 C6 82 DC : A3 
Cl 82 BE 82 El 82 C1 2A 
BD 81 45 81 45 81 45 91 
45 99 99 39 99 99 00 F6 
11 19 96 99 99 99 90 27 
93 B9 E7 69 TF E4 2E DCD8 
00 9 の 9 OF 99 99 99 99 の F 
00 00 99 99 99 99 99 909 
00 9 の 9 99 99 99 00 90 99 
99 99 99 99 99 O00 90 00 
99 00 99 99 9 00 99 90 
99 9 の 99 99 00 9 00 90 
の 99 9 の 99 99 00 QQ O00 99 
99 00 99 99 00 99 90 00 
00 00 9 の 00 の 9 99 00 99 
99 9 の 99 99 O00 99 99 90 
99 9 の 9 9 の 9 99 99 99 00 90 
00 99 99 99 99 99 99 00 
00 00 9 の 9 99 99 99 99 90 
99 00 99 99 99 99 99 90 
00 00 99 00 99 99 99 90 
00 9 の 9 99 99 99 99 99 90 
00 99 OF 00 9 の 9 99 9 の 9 BD6C 


(この プロ グラ ム を アセ ン ブ ル す る に は C コ ン パ イラ の 付属 ファ イル が 必要 で す ) 


58 8F B2 
の 9 78 : A2 
AO の 97 47 
46 91 7 4 
DA 33 EZ2AF 
6B 98 98 
58 8F 36 
99 99 F1 
099 02 60 
99 00 D2 
00 94 C7 
58 8F 3B 
99 00 F1 
99 02 4E 
58 8F B2 
99 78 A2 
97 90 C1 
02 AA 2D 
AO 91 : AB 
34 3C AO の 
93 E8 D1 
53 94 7ECA 
12 90 QB 
FF F6 79 
14 BC C6 
98 11 F8 
66 92 87 
99 96 E2 
6 の 42 18 
1 の 11 C8 
57 CB 96 
19 C1 BB 
46 DF 7D 
46 の 1 7B 
6B 98 9C 
58 8F 36 
43 F9 99 
19 05 AC 
0C 1F 、4732 
46 の 1 37 
69 D2 C7 
46 91 16 
12 29 CC 
E9 41 3E 
99 OF 56 
* 
.dc.1l 
.dc.l 
・do.1 
・do.1 
・do .1 
・do .1 
・do.1 
dc.l 
・do.1 
・do .1 
・do 。1 
。dc 1 
_RES1 : 
_RES2: 
_END: 
_BRK: 
_CTRL D: 
_INIT: 
_RUN: 
_SYS: 


rts 


: * 
: を トー クン ・ テ ー プ ル 
・ ネ 


: PTR_TOKEN: 


1 ・ 
: * パラ メー タ ・ テ ー プ ブル 
ネ 


: PTR PARAM: 


: キネ 
: * パラ メー タ TD テ ー プ ブル 
っ 


: ASTICK PAR: 


.dc.n 
<W 


: ASTSET PAR: 


’astick’ ,Q 
’astset’ ,Q 
’astrst’ ,Q 
9 


ASTTCK PAR 
ASTSET PAR 
ASTRST PAR 


aryl c 
void_ ret 


不思議 な 環境 ソフ ト の 世界 7 の 2 


109: * 
191: * 関数 アド レス テー ブル 
102: * 
193: PTR_EXEC: 
.dc. 
105: .dc. 
・do 


ーー 


108: * 
109: * スタ ッ ク ・ バ ッ フ ァ 
110: * 


111: SPBUF: 
2 .ds.1 1 
113: 
114: .even 
115: * 
119: * アナ ログ ・ ジ ョ イス ティ ッ ク 読 みだし (イン タプ リタ 用 ) 
に 】 
118: astiok: 
119: movea. 1 12(sp) ,a1 
120: lea 19(a1 ) ,a1 
121 : move. 1 al,-(sp) 
122: bsr _astick 
123: addq. 1 #4,sp 
124: rts 
125: 
126: * 
2 * アナ ログ ・ ジ ョ イス ティ ッ ク 用 に 、PC4 を 1 に する 
128: * 
129: astaet: 
130: cir.l -(sp) 
131: dc _SUPER 
132 addqg. 1 #4,sp 
133 move,1 do, SPBUF 
134 movea. 1 #PPI CwR,a9 
135 move.b #RQ_NEGATE,(a09) 
136 move . 1 SPBUF , dQ 
137 bmi astset aiready super 
138 move . 上 d1,-(Sp) 
139 dc.1 _SUPER 
149: addq,1 #4,sp 
141: aStset already_super: 
142: moveq・1 #9,d9 
143: 1ea.1 AS_RETVAL,a9 
144: move. nw d の 9,2(a9 ) 
145: rtg 
146: 
147: * 
148: * プロ グラ ム 終 了 後 、PC4 を 0 に 戻し て お か な いと 
149: * デジ タル ・ モ ー ド 用 の ソフ ト の うち 動か な く な る も 
159 の : * の が で て くる らし い 
151: * 
152: _astrst: 
153: clr.1 ー( gp) 
154 do .w _SUPER 
9 お < addq.1 #4,8p 
156: move. 1 dQ, SPBUF 
157 movea. 1 #PPI CwR,a9 
158 move.b #RQ_ASSERT, (aQ ) 
159 move. 1 SPBUF , dQ 
169 bmi aatrat already super 
161 move. 1 dl,-(sp) 
162 dec,l _SUPER 
163: addq. 1 #4,sp 
164: astrst already_ super: 
165: moveq. 1 #9,d9 
166: 1ea .1 AS _RETVAL,a9 
167・ moVe の d9,2(a9) 
168: rts 
169: ・ 
179: * 
I * アナ ログ ・ ジ ョ イス ティ ッ ク 読 みだし (コンパ イル 博 用 ) 
72: * 
173: _astick: 
174: bsr get astick 
175: cmpi 1 #9,d0 
176: bne _astick end 
177: move. 1 4(sp) ,d9 
178: move. 1 dQ,-(sp) 
179: bsr aj_compile 
189: addq. 1 #4,sp 
181: moveq. 1 #9,d0 
182: _aStiok end: 
183: lea.l AS_RETVAL,aQd 
184: move .w d9,2(a9) 
185: rts 
186: 
187: * 
で * アナ ログ ・ ジ ョ イス ティ ッ ク デ ー タ 取り 込み 
時) 
199: * a の Buffer pointer 
191: * a1 PPI PORT A 
192: * a2 PPI CWR 
193: * d9 data 
194: * d1 data 
195: * d2 Loop counter 
196: * d3 Timeout counter 
197: * 
198: get astiok: 
199: clr,l ー( gp) 
209: dec.w _SUPER 
291 : addq.1 #4,sp 
202: move. 1 d9,SPBUF' 
203: move.w sr,-(sp) 
204: ori.w #$0700, sr 
205: 1ea .1 AS TMP BUF,a9 
206 : movea 1 #PPT PORT A,a1 
207 : movea . 1 #PPI CwR,a2 
208 : 
209: move .w #4,d2 
219: moveq・1 #9,d0 
211: move .w #TIME LIMIT1,d3 
212: move.b #RQ_ASSERT, (a2 ) 
213: _astick 1: 
214: move .b (a1 ) ,d9 
'= の ) && timer--) 
215: move.b d9 ,d1 
216: andi .b #$60 ,d の 
217: dbeq d3, astiok 1 
218: beq _aSstiok ok 1 
219: bra _astick not ready 
220: _astiok ok 1: 
221 : move.b d1 ,(a9)+ 
222 : move.b #RQ_NEGATE, (a2 ) 
223: 
224 : _astick 2: 
225: move.w #TIME LIMIT2Z,d3 


106 


Oh! X 1989.9. 


void ret 


void ret 


astick 
_astset 
_astrst 


* get astick(); 


* get astick() { 
を SPBUF = SUPER(9): 


1 PUSH(SR) ; 

* disable trap( ) : 

ネ buffer pointer = AS TMP_BUF: 
* ppi_ port a = PPI PORT A; 
ネ ppi_cwr = PPI CWR; 


* loop_ counter = 4; 

* Joydata = 0; 

* timer = TIME LIMIT1 
に *ppi cwr = RGQ ASSRRT 


* while (((data = #ppi port a & の x69) 


ネ if ( !timer ) 
* goto( astiok not ready ) : 


* *buffer pointert++ = datai 
* *ppi cwr = RQ_NEGATE: 


* do { 
* timer = TIME LIMIT2; 


226: _astick 21: 

227: btst.b #5,(al) * while('(*ppi port a & 9x29) && も 

1mer-- ) 

228: dbne d3, astick 21 ネ : 

229: bne _astick 22 * if (!timer ) goto astick tim 

eout : 

230: bra _astick timeout 

231 : _aStiok 22: * while(((data = +*ppi port a) & の xy 

40) && timer--) 

232: move. b (a1) ,d1 

233: btst #6,d1 * ? 

234: dbeq d3, astick 21 

235: beq _aStick ok 2 * if (!timer ) goto astiok tim 

GOUut 

236: bra _astick timeout 

237: _astick ok 2: 

238: move 、b d1,(a9)+ * *buffer pointer++ = data: 

239: move.w #TIME LIMIT2,d3 に timer = TIME LIMIT2: 

240: _astick 3: 

241: move.b (al ) ,d9 * while(((data = (*ppi port a & Ox 

60 ) ) != 9) && timer--) 

242: move. b dQ,d1 * . 

243: andi.b #$60,d9 

244: dbeq d3, astick 3 * if (!'timer) 

245: beq _astick ok 3 * goto ( astiok timeout ) : 

<46: bra _astick timeout 

247: 

248: _astick ok 3: 

249: move. b dl, (a9)+ * *buffer pointer++ = data; 

250: dbra d2, astick 2 * } while (loop_ counter--); 

る 8943 

252: moveq・1 #9,d3 ネ retstat = 9: 

253; _astick exit: 

254: move.w (ap)+,sr * sr = POP(): /* 割り 込み フラ グ を 戻す 
*/ 

255: move.b #RQ NEGATE, (a2 ) に *pp1 cwr = RQ NEGATE: 

256 : move . 1 SPBUF ,d1 * _SUPER ( SPBUF ) ; 

257: bmi _astick already super 

258: move, 1 al,-(sp) 

259: dc,1 _SUPER 

260 : addq. 1 #4,sp 

261: _astick already super: 

262: move . 1 d3,d0 

263: rts * 

264: 

265: _astick not ready: 

266 : moveq. 1 #1,d3 ネ data = 1: 

267 : 1ea .1 AS MSG NOT READY,al * msgptr = AS MSG_NOT_READY: 

268: bra _astick exit 

269: 

270: _astick timeout: 

レイ を 1 moveq・1 #2,d3 * data = 2; 

272: lea.l AS_MSG_TMOUT,a1 に magptr = AS MSG TMOUT; 

273: bra _astick _ exit 

274: * 

275: * アナ ログ ・ ジ ョ イス ティ ッ ク デ ー タ 編集 

276: * 

277: 

278: aj) compile: * aj oompile(pack data) { 

279: movea 1 4 (sp) ,a9 

280: lea.l AS_TMP BUF,al 

281: 

282: move.b 2(a1 ) ,d1 に pack data[9] = joy raw_data[6] | (Joy _ raw d 

ata[2] << 4); 

283: andi.b #$f,d1 

284: asl #4,d1 

285: move.b 6(al),d2 

286: andi ,b #$f ,d2 

287: or.b d2,d1 

288: move. b di, (a9)+ 

289: 

290: move.b 3(a1 ) ,d1 * pack data[1] = joy raw data[7] | (Joy_raw d 

ata[3] << 4): 

291 : ardi .b #$f ,d1 

292・ asl #4,d1 

293: move.b 7(al ) ,d2 

294: andi .b #$f ,d2 

295: or.b d2,d1 

296: move.b d1 ,(a0)+ 

297 : 

298: move. b 4(al),di * pack data[2] = joy_raw_data[8] | (joy_raw d 

ata[4] << 4); 

299: andi.b #$f,d1 

309: asl #4,d1 

301: move 、b 8(a1 ) ,d2 

302: andi .b #$f ,d2 

393: or.b d2,d1 

304: move. b d1 ,(a9)+ 

395 : 

306 : move.b 5(a1 ) ,d1 * pack data[3] = joy_raw_data[9] | (joy_raw d 

ata[5] << 4); 

307 : andi .b #$f ,d1 

308: asl #4,d1 

309: move.b 9(al),d2 

310: andi ,b #$f ,d2 

311: or.b d2,d1 

312: move. b d1,(a9)+ 

KS 

314・ move .b 9(a1 ) ,d1 * pack data[4] = joy_raw_data[l] | (joy raw d 

ata[9] << 4): 

315* ardi 、b #$f ,d1 

316: asl #4,d1 

317: move. b 1(al),d2 

318: andi 、b #$f ,d2 

319: or.b d2,d1 

320: move. b d1,(a9)+ 

321: 

322: move.b 19(a1 ) ,d1 * pack data[5] = joy_raw_data[1091: 

323: andi ,b #$f ,Q1 

324: move・.b d1 , (a9)+ 

3 の 5 ミ 

326 : rts * } 

327: 

328: 

329: AS MSG NOT_READY: 

339: ・do 、b ぅ サイバー・ ス ティ ッ ク が いな いみ た い だ け ど ・・「,9 

3 まま even 

332: AS_MSG TMOUT: 

333: ‘dc.b "サイ バー・ ス ティ ッ ク が と まっ ちゃ っ た ・・・・"',6 

334: even 

335: AS_TMP BUF 

336 : ds.b 12 

337: AS _ACK BUF 

338: ・ds .b 5 

339: .even 

349: AS_RETVAL 

341: ・do 9 

342: .dc.w 9 

343: .dc.w 0 

344: 、end 


MINMIIIIIIIIIIIIII X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング (入門 編 ) II 


正しい フル タ の 作り 万 前編 


Murata TOShiyuki 村田 役 辛 


Assembler | 


今回 の 題材 は “フィルタ” で ある 。 今月 と 来 月 の 
2 回 に わた っ て , 半角 の 英 小 文字 を 大 文字 に 変換 す 
る (ほか の 文字 は 素通り させる) フィ ル タ を 例 に 「 フ 
ィ ル タタ は こう 作る !」 と いう と ころ を 見 て も らち お う 
= 思う 。 ブ ログ ラム は 仮に UPPER. 又 と 名 づけ よう 。 
これ は 僕たち が 作る 初 の 実用 ゲ プログラム (使い道 が 
の る か と うか が は 別に し て て) に な る 。 

と は いえ ぇ 最初 か ら 即 使 を 4 プロ グラ ム を 作ろ うな 
ん て 欲 ば る と あと て 後悔 する こと に な る か ら , まず 
は で きる 範囲 で 作る 。 そし て 一 応 動 くも の が で きた 
ら 動作 試験 を し て みて , 不備 を 探し 出し て は 修正 し 
と いん 。 この 試す 直す と いら いう サイ グル は 。 デ ログ 
ラム を 作り デバ ッ グ する 過程 を の も の で あり , 今回 
は を その あたり も ちょ っ と 強調 し て みる つも り で いる 。 
な お , フィ ル タ に 関し て は 109 ペ ー ジ の ユラ ム 参 照 。 


| 


小文字 > 大 文字 変換 の 手順 


標準 入出 力 を 使っ た 文字 の 取扱 い は も う 飽 きる は 
と や っ だ 。 あ と は 英 小 文字 を 大 文字 に 変換 する 方 法 
を 押さ る えれ ば , と りあ え ぇ ず “小文字 一 大 文字 変換 フ 
ィ ル タ ” の 原型 を 作る こと が で きる 。 小文字 一 大 文 
字 変 換 の 手法 は 先月 最後 の ゲロ グラ ム で 示し て ある 
が ,。 ここ で も う 一 度 詳 し 〈 く 話し て お こう 。 

この 処理 は 次 の 2 つの 段階 か ら な る 。 

1) 対象 と な る 文字 が 英 小 文字 か どう か 調べ る 
2) そう で あれ ば 大 文字 に 変換 する 

し ご て で 当 矢 。 

第 1 の ステ ッ プ で ある 英 小文字 か どう か の 判断 は 
ASCII ユー ド の 比較 で 行う 。" ョ “ーー” z の 文字 に は 
61mー7An の 連続 し た ASCII ュ ユー ド が 割 9 当て られ て 
いる が から, 下限 の 61』 と 上 限 の 7An と の 都合 2 回 比 
較 し , その 大 小関 係 か 6 小文字 と (そう で な いも の に 
居り 分 ける こと が で きる 。 つまり, 次 の よう な 手順 
に な る 。 


さて , ある デー ダ を 「" フィ ル ダ 」 に が ける , と いう つの は よ ぐ や る ご こ ご 
と で す が , 今回 は 前 後編 に わた だり の , 半角 の 英 小 文字 を 大 文字 に 変換 


1-1) 下限 で ある 61n と 比較 する 。61n 未 満 で あれ ば 

小文字 で は な い 
1-2) 上 上限 で ある 7An と 比較 する 。7An よ り 大 きけ 

れ ば 小文字 で は な い 
3) 1]-1) と 1-2) の チェ ッ ク グ ク に 引っ か か ら な けれ ば 

小文字 で ある 。 

第 2 の ステ ッ プ も また ASCII ユ ー ド レベ ル で の 単純 
な 操作 だ 。“A"ー" グ "の 文字 に は 41 ョ 一 5An の ASCII 
ュー ド が 割り 当て られ て お り , これ は 小文字 の ュー 
ド と ちょ うど 20』 ずれ て いる 。 と いう こと は ,。 小 文 
字 の ASCII ュ ユー ド か ら 20m を 引け ば 大 文字 に 変換 で 
きる わけ だ 。 

以上 の 考え も を を その まま サブ ルー チン の 形 に する と 
リス ト 1 の よう に な る 。 こ の サブ ルー チン toupper 
は dO0.b に ASCII ュ ユー ド を 入れ て 呼び 出す と ,。 小文字 
つ 大 文字 の 変換 を 行っ て , 結果 を dO.b に 入れ て 戻る 。 


4 一 7 行 が 小文字 か どう か を 調べ て いる 部 分 だ 。 
この 判定 の 結果 , 英 小文字 と 判断 され た ら 8 行 で 20m 


を 引い て 大 文字 に 変換 する 。 な お , ここ で 使っ て い 
る bcs, bcc に 関し て は 無 符号 数 の 大 小 比 較 ”" を 参 
内 し て も らい だい 。 


試作 する :UPPEH.X 第 1 版 


材料 が 捕っ だ た ところで, UPPER.X の 第 1 版 を リ 
スト 2 に 示す 。 プ ログ ラム 自体 は 簡単 な もの だ か ら 
と くに 解説 すべ き 点 お も な い 。DOS ュ ー ル getc で 1 文 
手 読み 込み , 英 小 文字 どっ た ら サ ブル ー チ ン toupp 

リス ト 1 


が * 半 角 英 小文字 っ 英 大 文字 変換 サブ プルー チン 
3 ジー も OGDDG で 

CD SD を る 本科 

bcs toupr の * 

6: CmDp1、b 。 #7Z リ 7+1.d9 に 

2 boc toupr の * 

8: subi.b  #$29,d0 * 小 文字 
と も OUDY の は で も サブ ル 


小文字 一 大 文字 変換 の 処理 は 
20』 を 引く 代わ り に , DFn と AN 
D を 取っ て も 同じ 結果 が 得 ら れ 
る 。 理 由 は 各自 考え よう 。 


身 小文字 つ 大 文字 変換 サブ ルー チン 


X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 7 の Z 


リス トロ UPPEH. SB (その 1 ) 


の OO -1 で 〇 で ) の 1) ュー DD 一 


19: toupper: 


25: touprd: 
* 


29: * 
39: mystack: 


32: mysp: 


108 ohnx 1989.9. 


美 小文字 っ 英 大 文字 変換 フィ ル タ 第 1 販 
nclude doscall.mac 

text 

even 

lea , 1 mySD,SD *sSp の 初期 化 

DOS GETC * 1 文字 入力 

bsr toupper * 小 文字 > 大 文字 変換 
move.w dQ9,-(sp) * 1 文字 出力 

DOS PUTCHAR * 

addq.l #2,sp * 

bra loop ん 基線 返す 


cmpi.b 
bcs 
cmpi.b 
bcc 
Subi .b 
rtS 


。Stack 
.even 


‘# 
18: * 英 小文字 っ > 英 大 文字 変換 サブ ルー チン 


#’a’,d09 * 英 小文字 か ? 

touprQ ネ 

#7 ァ 7+ ォ 1,.d9 * 

toupr の 9 ネ 

#$20,d09 * 小 文字 な ら 大 文字 に 変換 
* サ ブ プルー チン か ら リ ター ン 

256 * ス タッ ク 領 域 


er で 大 文字 に 変換 し て か ら putchar で 標準 出力 に 書 
き 出 す 。 こ れ を 無限 ルー プ の 中 で 延々 と 繰り 返し て 


いる ゐる 。 
で は , ア ャ ンプ ブル 後 , 
AUPPER 
で 起動 し , 適当 に キー ボー ド か ら 文 字 を 打ち 込ん で , 


正しく 動作 する か と どう か 確認 し て も らい た だい 。 英 小 
文字 が 大 文字 に 変換 きれ る か どう か 確認 する の は も 
ちろ ん , “そう で な い 文 字 が 化け た り し な いか と どう 
か な どの 点 に つい て も 忘れ ず に チェ エッ ク し て ほしい 。 
いい 加減 に 作っ て ある だ け あ っ て , 早々 に 問題 点 が 
見 つか る だ ろう 。 

まず ,、 リタ ー ン キー を 押し た と き の 改 行動 作 が お 
か し い 。 カー ソル は 行頭 に 戻る だ け で , 次 の 行 に は 
移動 し て くれ な い 。 その た だ ため, 続け て 入力 し た 文字 
が 重ね て 表示 され て し まい , 大 変 に 見 苦し い 。 こ の 
原因 を 探る た め に , プロ グラ ム の 動作 を 追っ て みよ 


p 
リタ ー ン キー を 押す と 0D と いう コー ド が 入力 き 
れる 。 これ は 英 小 文字 で は な い の で ,。 大 文字 へ の 変 


換 処理 は 行わ れず に 素通り し , その まま 標準 出力 に 


吐 に 出 され る 。0DH は カー プ ソル か 行頭 に 移動 す る - 


コン トロ ー ル コー ドド だから,。 これ に より カー ソル は 
行 の 先頭 に 戻る 。 こ の の ち , プログ ラム は ルー し 
て 再び 文字 の 入力 待ち に な り , 次 に 入力 され た 文字 
は 重ね て 表示 る れる こと に な る 。 
Human68k で は 改行 は ODH と 0An と いう 2 つの コ 
ー ド で 行う こと に な っ て いる か ら , OAn の “カー ソ 
ル を 次 の 行 に 移動 する ” 動作 が 欠け て いる 分 、 
が 中 途 半端 に が か っ て し まっ て いる わけ だ 。 
結局 , この 症状 は OS の 改行 コー ド (0ODn 二 0An) と 
キー ボー ド か ら 入 力 さ れる 4 改行 コー ド (ODnm) と の 差 


改行 


に 原因 が あっ だ た だ 。 本 来 , この ょ よう な 場合 は OS が つじ 
つま を 合わ せ て くれ る (キー ボー ド か が ら 0Dm を 入力 
し た ら 自 動 的 に 0Dn 十 0Am の 入力 に 変換 し て くれ る ) 
べき だ 思う の だ が , 少な て と も DS ラー デル getc に 
は の うい うとし 欠 人 な いよ うだ 。 

を こ で , 0Dn が 入力 され だ た 6 ら 0DH に 続け て 0An も 
入力 さ れ だ た こと に し て や る ” こと を 考え る 。 “本来 
な ら 6505 に や っ て ほし か っ た "こと を プロ グラ ム 側 で 
肩代わり し て や ろう と いう 発想 び 。 け れ ど 無 条 件 に 
0An を つけ る よう な 単純 な 処理 で は ,. あと で まん た 別 
の 間 題 が 生じ る こと に な る 。 こ の 件 に 関し て は も 2 
少し 動作 試験 を し て か ら 結 論 を 出す こと に し ょ う 。 

き て , UPPER.X の 不備 と の 2 。 こ ん な こと は 動 
作 試験 を する まで も な い の だ が , 無限 ルー プ に な っ 
て いる 関係 で いつ まで だ っ て も プロ グラ ム が 終了 し 
これ も 立派 な バグ と いえ る だ ろう 。 DOS ュ ー 
ル getc 内 で は ブレ イク チェ ッ ク が 効く か ら , BREA 
K キー を 押せ ば 止ま る こと は 止ま る の だ が , 
ト と は いえ な いし , 標準 入力 を ファ イル に リ ダ イ レ 
クト し た と き に どう な る か が 心配 だ が 。 あ と で テス ト 
し て みる 必要 が ある 。 


な い 。 


ス マー 


動作 試験 の 心構え 


ト 上 で 見 つけ た 2 つの 動作 不良 は , ちょ っ と 試し て 
みれ ば 誰 に で も 見 つけ られ る 類 い の も の だ っ た 。 し か 
し , 現実 の プア ログ ラム の バグ は こん な 素直 な も の ば 
か り と は 限ら な い 。 もう 大 丈夫 だ と 思っ た プロ グラ 
ム に , ある 』 突 然 ひ ょ ん な こと か ら 中 が 見 つか る と 
いう の は よく ある 話 で ある 。 あ と で 困り た く な けれ 
ば , 考 ぇ 待 る 限り の 状況 を 想定 し て 事前 に 茂 し 〈 動 
作 試験 する ほか な い 。 見 つか ら な い バ グ は 潰し よう 
が な い の だ 。 そ を そのため に は 動作 試験 の とき に と どれ だ 
け の 状況” を 考え つけ る か が 鍵 に な る 。 

ここ で 一 時 脱線 し て , 一 般 的 な 動作 試験 時 の コッ 
と いう か ボイン ト を 簡単 に まとめ て お こう 。 こ れ は ば 
な に も マシ ン 語 に 限っ た 話 で は な い 。 

た と えば , 高級 言語 で 平方 根 を 求め る ブロ グラ ム 
な り 5 関数 な り を 作っ た と する 。 平方根 で らい 関数 と 
し て 用 意 き れ て いる だ ろう が , あえ て な に や ら 笛 体 
の し れ な い ア ル ゴ リ ズム を 駆使 し て 作っ た も の と し 
ょ よう 。 ブ ログ ラム は 一 応 動く よう に な り , 動作 試験 
する こよ 上 に な か なら だ 。 読者 どい とこ を と う や っ て テ 
XX ト ド す る だ クラ の 。 

2 と か 3 と か 平方 根 が いく つ に な る か 暗記 し て い 
る 数 を パテ メー タ と し て 与え ,「 ひ と まひ と よ に ひく 
み ご ろ 」 と か 「 ひ と な み に お ご れ や 」 と か ブツ ブッ 
いい な が ら , 結果 が 正しい か どう か 見 比べ る で らい 
の こし と は 誰 で も やり 9 を うだ 。 も う 少 し 多く の 数 に つ 


いて 結果 を 求め , 数 表 な り 電 卓 な り , に 動作 が 
確認 きれ て いる ほか の ブ プログラム (BASIC の 関数 な 
と ど ) と 比較 すれ ば な お 安心 どろ う 。 こ の と き 可 能 て 


_- あれ ば , 目 で 見 て 比べ る の で は な く ,。 ブログ ラム で 
チェ ッ ク で きれ ば より 確実 に な る 。 
次 に “誤っ た 入力 が あっ た 場合 "に 何 が 起こ る か 


も 確か め て お か な けれ ば な ら な い 。 これ は プロ グラ 
ム に と っ て は 入力 が 適切 な と き に 正しい 結果 を 返 
エラ ー チ ェ ッ ク を 組み 込ん で ある の な ら , 故意 

iP 
ー チ ェ ッ ク 目 体 が 上 正しく 機能 する か どう か を 確認 し 
て お く 。 平方 根 ゲ ログ ラム の 場合 で あれ ば , 
ー タ が 負 の 数 だ っ た ら (複素 数 を 扱う こと を 考え な 
い 限 り ) エラ ー と し て は じ 〈 よ うに 作ら れ て いる は 


2 マラ メ 


ず だ か ら ,。 一 1 か な ん か を 食わ せ て みて “ 子 定 どぉ 
り エ ラー に な る ” こと を 確か め る 。 エ ラー チェ ッ ク 
を 組み 込む こと を 忘れ て いた 場合 に は , この 段階 で 


プロ グラ ム の 異常 が 発見 きれ る だ ろう 。 

が 。 や っ か いな こと に ,。 エラ ー チ ェ ッ ク を 忘れ た 
と さき に は そもそも “ブロ グラ ム に 不当 な 入力 が ある 
か も し れ な い ”" こと も 忘れ て し まっ て いる 場合 が 多 
い 。 プ ログ ラム を 作っ た だ とき の 先入観 を 動作 試験 に 
持ち 込ん で し まう と , 肝心 な こと を 見 落と し て し ま 
2 も の だ 。 動作 試験 に 臨む と き に は , す ば っ と 頭 を 


ge th dn 


は な い が )。 この 場合 の 必殺 技 は “制作 者 と は 完全 に 
ei eae 


う 。 人 数 は 多けれ ば 多い ほど よい 。「 完 成 し た ら 君 に 
も 使わ せ て あげ る か ら さ ー」 と か な ん と か いっ て 友 
だ ち を まる め 込 も う 。 

ひと り 黙 々 と デバ ッ グ し て いる の で あれ ば , 無理 
を し て で も きる きら に 状況" を ひね り 出 し て みる 。 

"極端 な 場合 "と いう の も 要 チ ェ ッ ク 事 項 で ある 。 
この 平方 根 デ ログ ラム も 。 も し か す ち る と 非 常 に 大 き 
0 介 程 で オー バー フロ ー し て 。 誤 

答え を 返す か も し れ な いし , 絶対 値 の 非常 に 小 

i fe ria 
症状 が 見 つか る か も し れ な い 。 これら は 実際 に 大 き 
な 数 や 小さ な 数 を 与え て 動作 試験 し な けれ ば , 潜在 
的 が バグ と し て あと あと まで 残っ て し まう こと に な 
の 

案 空 の 平方 根 プ ログ ラム で は 関係 な い が , “条件 判 
断 の 境界 付近 " も 重点 チェ ッ ク 項 目 の ひ と つ だ 。“10 
以下 ” と 判断 すべ き と こ ろ を “10 よ り 大 きい " に し 
て し まう よう な ミス は 単純 な か だけ に 見 つけ に くい が , 
実際 に 10 の 前 後 の 数 を デー タ と し て 与え て 実験 し て 
みれ ば 一 目 瞭 然 だ 。 

それ か ら 。 ルー ププ が 止 し い 回 数 だ け 回 る か どう か 
も 確か め て お か な けれ ば な ら な い 。BASIC の for ル 
ー プ の よう な 一 定 回 数 回 す オル ー プ で , ルー プ カ ウ ンタ 
の 初期 値 が 1 少な か っ た だ たり 多かっ た だ りす る の は か な 
り (マシ ン 語 で は 非常 に ) 危険 な バグ で ある 。 ま た , 
不定 回 数 の ルー プ (X-BASIC の while 一 endwhile や 
do 一 while で 表 る れる よう な 構文 ) で は , “最初 か ら 
条件 が 成立 し て いる 場合 は 1 度 も ルー プ を 通ら な い 


nn 


狭義 で は , 標準 入力 か ら デ ー タ を 読み 込み , 
適当 な 処理 を 加え て 結果 を 標準 出力 に 書き 出す 
ログ ラム の こと を “ウィ ル タ コ マン ド " なか ない 
し は 単に "フィ ル タ ” と いう 。 こ の 場合 , 扱う 
デー タ は テキ スト (文書 , 文字 デー タ ) で ある 
こと が 仮定 され る 。 

標準 入出 力 は 通常 コン ソー ル (キー ボー ド と 
CRT) に 割り つけ られ て いる か ら 。, と の 状態 て 
の フィ ル タ は キー ボー ド か ら デ ー タ を 読み 込 
み (処理 を 加え て ) 結果 を 画面 に 表示 する " だ 
け の プロ グラ ム と し て 機能 する 。 が , DOS の サ 
ービス (正確 に は COMMAND. X の 機能 ) で ある リ 
ダイ レク ショ ン を 利用 し て , 

A>FILTER <FILE1 
と いう 具合 に 標準 入力 を ファ イル に リ ダ イ レ ク 
ト し て や れい ば , “FILE1 か ら デ ー タ を 読み 込ん で 
結末 を 画面 に 出す ”" よう に な る し , 

A>FILTER >FILE2 
と 標準 出力 を リダイレクト すれ ば “キーボード 
か ら 読 み 込 ん だ デー タ を 処理 し て 結果 を 
に 書き 出す プログ ラム に 早変わり する 。 

ぶら に は 。. 
A>FILTER <FILE1 >FILE2 


と 入出 力 と も に リダイレクト すれ ば, “FILE1 か 


フィ ル タ 
ら デ ー タ を 読み 込ん で 結果 を FILE2 に 書き 出す " 


、 こ と も で きる も "うち 


A>FILTER <FILE1 >PRN 
な ら , “FILE1 か ら デ ー タ を 読み 込み , 結果 を プ 
リン タ に 出力 よる こと に な る 。 
フィ ル タ 関 係 で リ ダ イ レ ク シ ョ ン と 並ん で も 
う ひ と つ 重 要 な DO0S の サー ビス (これ も 本 当 は C 
0MMAND. X の 機能 ) が "パイプ" で , これ は 複 
数 の フィ ル タ を 連結 する も の だ 。 た と えば , 
A>FILTER1 <FILE1 | FILTER2 
と や れ ば , FILTER1 の 出力 が その まま FILTER2 の 
入力 と な る 2。 も ちろ ん フィルタ は さら に 3 つ 
4 つと いて で てら で も つなげ て 使う こと も で きる ゆ の 、 
1 つ ひ と つの フィ ル タ は 単純 な 機能 し か 持っ 
て いな で て も 。 この よう に リタ イレ クシ ジ ション を 
洒 用 じ た り パイ プ で つない だ りす る こと で 。 よ 
り 複 雑 な 処理 を 行う こと が で きる よう に な る 。 
逆 に いえ ば , 個々 の フィ ル タ は 単純 な 処理 だ け 
を 行う よう に 作れ ば すむ し , むし ろ 単 純 で あれ 
ば ある だ け 応 用 が 利く と も いえ る 。 


1) フィ ル タ を リ ダ イ レ ク シ ョ ン と 組み 合わ せ 
て 使う 場合 , 
A>FILTER <FILE1 >FILE1 


の よう に 入力 ファ イル と 出力 ファ イル に 同一 の 
も の を 指定 する と 期待 どおり の 処理 が 行わ れ な 
いか が か ら 気 を つけ よう 。 
2) Human68k で の パイ プ は 一 時 ファ イル を 介し 
て 行わ れる 。 つ まり , | 段 目 の フィ ル タ の 出力 
は こっ そり ファ イル に 書き 出さ れ , その ファ イ 
ル が 次 の フィ ル タ の 入力 と な る 。 この 一 時 的 に 
作成 され た ファ イル は コマ ンド の 実行 後 自 動 的 
に 削除 され る 。 要 する に , 

A>FILTER1 | FILTER2 
は , 内 部 で は 

A>FILTER1 >TMP 

A>FILTER2 <TMP 

A>DEL TMP 
と 同等 な 処理 に 置き 換え て 実行 され て いる 。 な 
お , この 一 時 ファ イル が 生成 され る パス は , 

A>TEMP A:\ 
の よう に 指定 し て お く こ と が で きる 。 こ の 指定 
が な い 場 合 に は カレ ント ディ レク トリ に 一 時 フ 
ァイル が 生成 され る 。RAM ディスク が 使え る の 
で あれ ば , 一 時 ファ イル を RAM デ ィ ス ク 上 に 生 
成す る よう に し て お く と 速く て 静か で ある 。 
3) 実際 に は COMMAND.X の コマ ンド 行 の 最大 
入力 文字 数 =255 文 字 に よっ て 制限 を 受け る 。 
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の か 。 それ と も 5 も 1 肛 
これ は 設計 時 に 
実際 に 何 通 りか の 条件 下 で プロ グラ ム を 動か し て み 
れ ば は っ きり する だ ろう 。 

ブロ グラ ム を 作り 慣れ な いこ ろ は , どこ か ら テ ス 
ト す れ ば よい の か 
いく つも ブロ グラ ム を 作っ て いく うち もち に., 
な だ な い だ は こう いう こ ょ と た が あっ た だから 今度 は こう か 
な ” と いう 勘 (? ) が 働く よう に な る 。 
め て いけ ば , 動作 試験 時 で は な く 設 計 の 段階 で バク 
に な る 寸法 だ 。 
ここ で 話し た こと を 教訓 に UPPER.X を い 
- 度 厳し く 動 作 試験 し て みて も らい だ た だい 。 
部 の 文字 が 不当 
(見 つか ら な いよ う で は まだ まだ が だ 頭 


ク 項 目 に な る 。 


い 。 が か が , 


を 潰せ る よう 
で は, 
読者 が Human68k の ver 2.0 を 使 ま - 
用 し て いる の で あれ ば , BREA ル バグ 
K キー に より この 沈黙 状態 か 


ら 抜 ける こと が で きる 。 が , 見 つか る は ず だ 


と 1 さ う 上 が サナ ェ エッ 
才 康 すべ きこ と だ が , 


は 回 る の カ か" 


な か な か わか が ら な いか も し れ な 


修 命 的 


に 化け る "と いう 症状 が 


る 症状 て あり , 
語 明 し て お せく 。 


ら デ ー タ を 入力 し た 場合 
つか 見 られ る と 思う 。 
八 み UPPEN く UPPEKS 


て る の は よい こ ょ だが, 


詳し てく は コラ ム 日 本 語 の 呪い "て 


し つこ く 動 作 試験 し こみ る 


る さて,。 キー ボー ド か ら の 入力 で すら これ だ け 問 題 
が あっ た だ わけ だ が , 
レク ショ ン を 交え ぇ て 実験 し て みる 必要 が ある 。 次 の 
これ を 推し 進 ょ うに 


フィ ル タ で ある か ら に は 


し て , 標準 入力 を 自分 自身 の ソー ス フ ァ 


に リダイレクト し て 実行 し て みよ う 。 キー ボー ド か 
と は また 違っ た 症状 が いく 


改行 は 正しく 行わ れ て いる 。 


Hunian66K2Ver1U 人 で 全 上 KR が 同じ PP 
いる 場合 は な ぜ か BREAK キ ー ーー ーー - 
が 効か な い の で , INTERRUPT この UPPER.X 3 つ 目 の バグ 全角 文字 を 入力 す 懸念 で あっ た "無限 ルー プ に な っ て いる こと の 影 
スイ ッ チ を 押し て 強制 終了 し る と , 変 な 文字 に 化け て 出力 され る 場合 が ある "と は , し っ か り 0 
て も らい た い 。 これ は ver1.0 、 IA B に 9 
の マイ ナー な バグ だ と 思う . いう も の だ 。 た と えば "敏幸" と 入力 し て みる と 尋 を の ます ま 黙 込ん で し まう と いう 2 延 状 に な っ て 現 
幸 " の ょ うに 化け る 。 こ れ は 漢字 ュー ド の 関係 で 起こ れる 。 し か も 上 里 り 込む 直前 に 画面 が クリ ア さ れ て し 
無 符号 数 の 大 小 比 較 
条件 分 岐 の 基本 中 の 基本 で ある , “比較 し て み を 使え ば よい 。 て お く 。 

た 結果 が , 等 し けれ ば 分 岐 す る "と か "等しく また 同様 の 設定 で bhi C=0 か つ Z=0 の と き 分 岐 

な けれ ば 分 岐 する "手法 は 何 度 も 顔 を 出し , cm sub. w dl do bcc C=0 の と き 分 岐 

p 後 に , beq や bne を 使え ば よい の だ っ た 。 ここ を 実行 する と , d0.w に は 0003』 と いう 結果 が 得 beq Z=1 の と き 分 岐 

で beq と bne の 実体 は “ZzZ フ ラグ が セッ ト さ れ て られ る 。 こ れ を 無 符号 演算 と 考え る と , 2 か ら bne Z=0 の と き 分 岐 


いれ ば (1 な ら ば ) 分 岐 する "命令 と ,"Z フ ラ 
グ が リセ ッ ト さ れ て いれ ば (0 な ら ば ) 分 岐 す 
る 命令 だ と いう こと , 68000 に は Z 以 外 に C や 
N な どの ウフ ラグ も あっ た こと を 思い 出 も て も ら 
う と, Z 以 外 の フラ グ を 条件 と する 分 岐 命令 
か ある だ ろう と いう こと が 想像 で きる 
bcs, bcc は C フラ グ を 条件 と する 分 岐 命 令 で , 
cs と cc は それ ぞ れ Carry Set, Carry Clear の 略 だ 。 
二葉 と どおり. C (キャ リ ) フラ グ が セッ ト さ れ 
て いる と き 分 岐 する 命令 と . リセ ッ ト さ れ て い 
る と き 分 岐 する 命令 で ある 。 
どう いう 用途 に 使う か は , で ブフ ラグ が どん た な 
場合 に 変化 する か 考え て みる と わか る と 思う 。 
C フ ラグ は 加算 の 結果 が 演算 サイ ズ を 越え て 繰 
り 上 が り が 発生 し た 場合 や , 減算 の 結果 , 桁 借 
り が 発生 し た 場合 に 立つ (= セッ ト さ れる =1 
に な が る) アラ グ だ か ら , まず 加減算 の オー バ 
ー フ ロー の 判定 に 使え る だ ろう 。 
た と えば d1.w が FFFFi で d0. w が 0002』 の と き 
5 
add.w dl1, do 
を 実行 する と , 加算 結果 は 10001m ョ に な っ て し ま 
い 。 オ ペレ ーション サイ ズ ( ご この 場合 は ワー ド ) 
で 表現 で きる 範囲 の 数 を 越え る の で , C フ ラグ 
が セッ ト さ れる (も ちろ ん d0.w に は 下位 ワー ド 
の 0001』 だ けが 残る )。 ワ ー ド か ら の 繰り 上 が り 
が 生じ た と き 分 岐 し た けれ ば , この 直後 に 
bcs 
を 置け ば よい し , 繰り 上 が り が 生じ な か っ た と 
き 分 岐 し た けれ ば ば , 
bcc = 


77 の ohnx 1g989.9. 


65535(=FFFFm) が 引け な い の で , 上 位 か ら 桁 
借り し , 10002 ョ ーFFFFn と 見 な し て 演算 し た も 
の と 見 な せる 。 そして, この 桁 借 り が 発生 し た 
こ .: と を 表す た め に 。. やはり C フ ラグ が セッ ト さ 
れ ( 意 味 的 に は Carry で は な く Borrow), 直後 に , 
bcs な 7 

を 置け ば , “ 桁 代 り が 生じ た と き に 分 岐 す る " こ 
と が で きる 。 

次 に C フ ラグ が 比較 時 に 持つ 意味 に つい て 考 
えて みる 。 比較 命令 cmp は 減算 を 行い , フラ 
グ だ け を 変化 させ て 結果 を 捨て る “ 
Sub だ フラ グ の 変化 は まっ だ で 癌 じ だ 。 sb で は 
減算 の 結果 , 上 位 桁 か ら の 桁 人 計り が あっ た と き 
に C プ ラグ が セッ ト さ れ だ わけ だ が に 橋 合 り が 
生じ た と いう こと は 被 減数 が 減数 より 小さ か っ 
た どの 9 で だ する 

cmp. W d1, d0 
実行 後 “( 無 符 号 数 で 考え て ) d0.w が d1.w より 
いと きき に は CC フ スラ クイ が EE 

cmp. w d1, d0 

bcs 2 
は , d0.w の ほう が d1.w よ り 小 さい と き に 分 岐 す 
る , 

cmp. Ww d1, d0 

bcc = 
な ら , d0.w が d1.w 以 上 の と き 分 岐 す る , と いう 
意味 に な る 。bcs, bcc の 導入 に より , 無 符号 数 
の 大 小 比 較 が 行え る よう に な っ た わけ だ 。 

68000 に は さら に C フ ラグ と Z フ ラグ を 組み 合 
わせ て 条件 分 岐 する 賢い 命令 が 用 意 さ れ て いる 
これ まで に 財 H で きた も の と 併せ て で て , 下 に まとめ 


命令 だ か ら , 


bls C=1 ま た は Z=1 の と き 分 岐 
bcs C=1 の と き 分 岐 
ここ で な に か を 感じ 取っ て も ら え れ ば 話 は 早 
い の だ が , ひら めく も の が な けれ ば 次 を 見 て ほ 
し い 。 ご こ ご れ は , 
cmp XY 
実行 後 の フ ラグ 変化 と X と Y の 大 小関 係 と の 関 
連 を 示し た も の だ 。 


イン ん C=0, Z=0 
Y=X C=0, Z=0 ま た は C==0, Z=1 
Y=X C=0, Z=1 


0 
Y キ X C=0, Z=0 ま た は C=1, Z=0 
YX C=1, Z 
Y く X C=1, Z=0 

すべ て の 可能 性 を 網羅 し た の で ちょ っ と ご ちゃ 
ご ちゃ し て いる が , 下線 部 が 必要 十分 条件 で あ 
る 。 

つま り , 上 に 挙げ た 6 つの 条件 分 岐 命令 に 
り , 任意 の ( 無 符 号 数 の , 大 小 比 較 が 行え る 。 
な み に bhi の hi は Hlgh, bls の ls は Less or Same の 
意味 だ 。 

さて , しつこく" 無 符号 数 の 場合 ~ と いう こ 
と を 強調 し て きた 。 と いう こと は , 符号 付き 数 
の 比較 に は ここ で 紹介 し た 方 法 は 使え な いと い 
うこ と だ 。 で は , 符号 付き 数 の 比較 を 行う 方 法 
は な い の か と いう と , 実は ちゃ ん と ある 。 が , 
符号 付き 数 を 扱う 場面 は あまり ない の で , いま 
ここ で 覚え る 必要 は ぜん ぜん な い (よっ て 紹介 
も し な い )。 まとめ て 生え よう と すず す 名 で と 、 か えっ 
て 混乱 し て し まう こと に も な りか ね な い が 。 ゆ 
と り の ある 人 は 各自 調べ て みて ほし い 。 


0 | 


止 し く てく 動作 し 
キー ボー ド か ら デ ー タ 入 


と いう 不可 解 な オマ ケ も も れ な くつ いて 〈 る 。 
こま で の 実験 で UPPER.X の 現 バ ー ジ ョ ン に お 
ける 問題 点 が か な り は っ きり し て きた 。 

1) BREAK キ ー を 押 き な いと 止ま ら な い 。 キ ー ボ ー 
ド か ら デ ー タ を 入力 する 場合 は と も か く , 標準 入力 
を リダイレクト し た 場合 は ファ イル の 最後 まで 処理 
し た だ たら 停止 し て くれ な いと 困る 


ge 
5v 


(' ポ 


2) キー ボー ド か ら 入 力 す る 場合 に 改行 動作 が 正 し 
く な い (標準 入力 を ファ イル に リダイレクト する と 


止 しく 改 行 する ) 


3) 入力 も を ファ イル に 切り 換え た 場合 、 フ ァイル の 

最後 ひび なぜ か 画面 が クリ ア さ る され て し まう 

4) 全角 文字 の 入力 が 考 應 きれ て いな い 
次 の 節 で は これ ら の 間 題 点 を 一 気 に ク リア する 。 
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まず , ファ イル の 最後 まで 処理 し た ら 自 動 的 に 終 
了 す する よう に し ょ よう 。 そ の だ た だめ に は , ファ イル の 最 
後 を 検出 する 方 法 も 知ら な く て は な ら な い 。 

Human68k の テキ スト ファ イル は 一 般 に 次 の よう 5 
な 構造 を し て いる 。 

1) 各行 は 0Dr, 0An で 終わ る 
2) ファ イル の 最後 は 1An と いう 
で 表す 

試し に UPPER.S を DUMP. X で 覗い て みる と ( 図 
1) この と お り 5 の 構造 び だ し いう こと が 確認 で き 
ろう 。 

この 新しい 情 


1 オド トド の ョ ヨード 


彼 に よっ て , プ ブログ ラム を いつ 終了 
8 ぜ だ らし よい か が わか る 。 つ まり 、 1Au が 人 人力 され 
だ た だ ら , 実行 を 終 を る よう に すれ ば よい 。 これ は getc 
に より 0 入力 され た 1 バイ ト デ ー タ を 1Aan と 比較 し て 
処理 を 振り 分 ける よ 
ろう 。 この 変更 に より , デー 
0 の た き 
な る 。 
wt。 つい て に 1Am と いう コー ド に つい て 
少し 調べ て みょう 。『Human68k ユー ザー ズ マ 
覧 を 見 て みる と , 1 


タ を キー ボー ド か ら 入 
も CTRL+Z を 押せ ば 終了 する よう に 


も う 
ー ユ 
アル 』 の コン トロ ー ル コー ドー 

は 画面 クリ 
さっ き の 実 験 で ファ イル の 最後 まで 処理 し た 時 点 て 
画面 が 消去 きれ た の は , この ファ イル エン ドコ ー ド 
兼 画面 消去 コー ド の 1Amn が フィ ル タ を 素通り し 画面 
に 出力 され て し まっ た だ め だ っ た の だ 。 入力 が 1Ar 
だ っ だ た だら 即座 に プロ グラ ム を 終了 する (1Am は 出力 
し な い ) よう に すれ ば , 謎 の 画面 クリ ア の 問題 も 片 
つて こと を と に な る 。 

次 に 改行 動作 の 不備 を 
いす る わけ だ が , 


直す 。 入力 の 0Di を 特別 扱 
単純 に 0Am を 付け 加え る の で は 3 う 


る だ 


ょ よう な 数 行 の 追加 で 実現 で きる だ 


ア の コン トロ ー ル コー ド に な っ て いる 。 


まく な い 。 


00000000 
00000010 
99900920 
99900930 


00000210 
00000220 
00000230 
00000240 


0An。 0An に 変換 きれ て し まう 


(で びび コ の の ぴょ の CC 一 
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9A 99 2E 65 領域 ..mysp:.・・・ 
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図 1 


リス トヨ 3 UPPER.S (その 


英 小 文字 っ 英 大 文字 変換 フィ ル タ 第 2 販 
nolude dosca1 1 .mao 
。 LeGx も 
・even 
lea.l mysp, sp *sp の 初期 化 
DOS _GETC *1 文字 入力 
cmpi.b #$1a,d9 * フ ァイル エン ドコ ー ド か ? 
beq done * そ うな ら 装 了 
cmpi.b  #$9a,d0 *LF コ ー ド か ? 
beq 1oop * そ うな ら 無 視 
cmpi.b  #$9d,d の *CR コ ー ド か ? 
beq Cr lf * そ うな ら LF,CR に し て 出力 
cmpi.b #$80,d9 2 り 小さ けれ ば 
bcs hankaku ASCII コ ー ド 
cmpi.b #$a の ,d9 sON セン ら 
bos zenkaku ト JIS の 1 バイ ト 目 
cmpi.b #$e の ,d9 OO 上 9H 来 満 な ら 
bcs hankaku ASCII カ タカ ナ 

*E6 和 以上 な ら 

* シフ トト JIS の 1 バイト 自 
move. い  dO,-( sp) * シ フト JIS の 1 バイ ト 目 を 
DOS _PUTCHAR * その まま 出力 
addq.1 #2,sp * 
DOS _GETC + あう 1 ババ イト 桂 っ て < る 
move.w dO0,-(sp) * ォ シフ ト JIS の 2 バイト 目 も 
DOS _PUTCHAR * その まま 出力 
addq.1 #2,sp * 
bra loop * 繰 り 返 す 
bsr toupper * 小 文字 っ > 大 文字 変換 
move.w  d9,-(sp) * 1 文字 出力 
DOS _PUTCHAR * 
addq.l #2,sp ネ 
bra 1oop * 繰 り 返 す 
move.w dQ,-(sp) *dO に No NOM 
DOS _ PUTCHAR *CR コ ー ド を 出力 
move.w #$0Qa,(sp) *LF コ ー ド を 出力 
DOS _PUTCHAR * 
addqg.1 #2,sp 
bra 1oop * 繰 り 返 す 
DOS ‘EXIT * 終 了 


cmpi.b 
bcs 
cmpi.b 
bcc 
Subi .b 
rts 


.stack 
.even 


#’a’,dQo 


toup 


rQ 


を" 2 すす 】。d ひ 


toup 


#$20,.d0 


256 


rQ 


に > 


・ 本 
・*#* 甘 小文字 っ 美 大 文字 変換 サ プ ブルー チン 
・ touDp 


* 美 小文字 か ? 
* 


3 
ネ 


* 小 文字 な ら 
まこ ルー チン か 


9 を: 考 ao 
リ ター 


Vr 


* ス タッ ク 領 域 


と いう の は , 入力 を ファ イル に 切り 換え 
て いる と き に は , 各行 の 終わ り の 0Da, 0An が , 0Di。 
こと に な る か ら だ 。 

入力 が キー ボー ド か ファ イル か を 調べ で る こと が で 
きれ ば は 処理 を 振り 分 ける こと が で きる し , 実際 そう 
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MORE.X は 1 画面 ご と に 表示 
を 一 時 停止 する 拡張 TYPE コ 
ゲド の よう な が プログ ラム だ 
が , この よう に 標準 入出 力 と 
も に . り ダイ レク ト し た と き に 
は “ 何 も し な い フ ィ ル タ “" と し 
て 動作 する 。. い ま の 場合 は UP 
PER.S は TEST.S に その まま コ 
ピー され る 。 


実は Human68k で は テキ スト フ 
デイ ル と そう で な い テ ァイル 
on イル ) を 内 部 で 
は まっ た だく さく 区別 じ て いな い 。 
あく まで ユー ザー が 勝手 に 区 
別して いる に 過ぎ な い 。 と こ 
の で 。 シン ドコ ヨー ド が な が いと 
する と 。 どう や っ て ファ イル 
の 終わ り を 表し て いる の か と 
いう 疑問 が 生じ る が , これ は 
単純 な こと で , ディ スク に は 
ァイル の 本 体 以外 に ファ イ 
ル の 長 さ な どの 情報 が 別に 格 
納 し て ある の だ 。 ほ ら , DIR で 
ァイル サイ ズ が 表示 され る 
じゃ な いか 。 


この bmi は beq や bne の 親戚 で , 
その 意味 は “演算 結果 が 負 (= 
N フラ グ が 1 ) で あれ ば 分 岐 " 
で ある 。 つい で に いっ て お さく 
と "演算 結果 が 正 (N フ ラグ 
が 0) の と き 分 岐 させ た け 
ね れ ば , 
bpl = 

を 使う 。 そ れ ぞ れ は MInus と 
PLus の 略 に な っ て いる 。 


1 


Oh! X 1989.9. 


する こと も 可能 な の だ が , ここ 
法 を 採る こと に し た 。 
1) 0D』 が 入力 きれ だ た ら , 0DH。0Am の 2 バイ ト に 
変換 し て 出力 する 
2) 0Am が 入力 る きれ だ た ら , 捨て る (出力 し な い ) 
これ に より , 0ODi が 単独 で 現れ た 場合 に 0Di, 
0An が 連続 し て 現れ た 場合 に も 止 し く 対 応 で きる よ 
うに な る 。 フ ァイル の 途中 に ぼ ぽつんと 0An が 入っ て 
い だ り する 可能 性 が が な いと は いえ な いか ら , これ は 
100% の 方 法 で は な い が , 実用 上 の 問題 は な いと いう 
判断 だ 。 

最 俊 に 全角 文字 を 考 應 し て 身 小 文字 一 大 文字 変換 
周り を 練り 直す 。 い まま で は 文字 を 単純 に 1 バイ ト 
ずつ 処理 し て いた た め に ,。 2 バイ ト を 組 に し て 扱う 

ジン トド IS コード が 不当 に 化け て し まっ て いた 
わけ だ か ら , 入力 され た 文字 が シフ ト JIS コー ド か 
どう か を 調べ , そう で あれ ば 素通り きせ る よう な 処 
理 を 付け 加え を えれ ば よい だ ろう 。 手順 は 次 の よう に な 
の a 
1) 1 バイト 持っ て 〈 く る 
2) それ が シフ ト JIS コー ド の 1 バイ ト 目 で な けれ 

ば , 英 小文字 っ 大 文字 変換 し て か ら 結 果 を 出力 し , 

1) へ 戻る 
3) シフ ト JIS コー ド の 1 バイト 目 で あれ ば , 無休 

件 に 素通り させ る (変換 は 一 切 行わ な い )。 続い て 

も う 1 バイ ト 持 っ て き て , これ も 素通り させ る 。 

それ か ら 1) へ 戻る 

で , 以上 の 発見 され た 限り の 不備 を 直し た UPPE 
R X の 修正 版 が リス ト 3 だ 。13-14 行 が ファ イル の 
終端 か どう か を 調べ る 部 分 。 16 行 あたり か 改行 周り 
の 処理 に な っ て いる 。 また, 22 一 27 行 が 全角 文字 の 
| バイ トト 目 か どう ラ か の チュ ェ ッ メグ ク て 。 ここ て や っ て い 
あま 
1) 80g よ り 小 る さい コー ド は 半角 文字 
2) 80m 一 9FaH な ら ば シフ ト JIS コ ー ド の 1 バイ ト 目 
3) AOn 一 DE なら ば 半角 (カタ カナ ) 

4) EOm 以 上 な ら シ フト JIS ュ ユー ド の 1 バイ ト 目 

と いう 一 連 の 比較 と 処理 の 振り 分 け だ 。 本来 シ フト 
]IS ュ ユー ド の 1 バイ ト 目 は 81n 一 9Fa ま だ は EOn 一 EFg 
の 範囲 だ か ら 2) と 4) の チェ ッ ク は 正しく な いよ う 
に 見 える が , X68000 で は 8000』 友 と F000n 以降 の 2 
バイ トコ ユー ド て で 各種 の 半角 文字 も 表 すこ と に な っ て 
いる の て これ て よい の だ 。 

プロ グラ ム の 各部 の 働き が わか っ た ら , まだ さる っ - 
さき の さよ うに あれ これ と 実験 し て みよ う 。 入 妨 が キー 
NG 標 
準 入力 を ファ イル に リダイレクト し た と き に は ファ 
イル の 最後 で ちゃ ん と 止ま る か , 全角 文字 が 化け た 
り じ な いか 。 1 つ ひ と つ 確 認 し て お く こ と 。 


で は も っ と 簡単 な 方 


さら に 改良 する :UPPEH. X 第 3 版 


さっ さき Human68k の テキ スト ファ イル は 1Am て 終 
わり る た いっ うだ 。 し か し 。 容 ほこ の シア ァイル エン ド ュ 
ー ド は な さす て も よい こも に な っ て いじる 試し LK: 

A>MORE <UPPER,S >TEST.S 
を 実行 し て も らち に た らい 。 TEST. STUPPER. S$ の 
容 は まっ た な た てく 変わら な に が (YPEL し て る よう DI 
R コ マン ド で ディ レク トリ を と っ て みる と , TEST. 
S の ほう が 1 バイ ト 短 い こと が わか る と 思う 。DUMP. 
X て ダン プ し て みれ ル ば 。 UPPEKIS に は お あお っ た ファ 
イル エン ドコ ー ド 1Ai が TEST.S に は な いこ と も 確 

記 て きる だ ろう 。 フ ァイル 末 の 1An が 削ら れ て し ま 
う の は , MORE.X に 限ら ず Human68k 上 の フィ ル 
タ の 一 般 的 な 副作用 だ 。 

TEST.S は , 当然 エディ タ で 読み 込ん で 編集 する 
こよ が て きる し 。、 ASX て アセ ン フ ブル する こと も て 
さら 。 こ の こと は ほ き ブ ァイル エッ ド ヨ ー ド が や いて めい 
な く て も テキ スト ファ イル と し て 成り 立つ と いう こ 
と の 証拠 で ある 。 

る て 。 いま の と ころ UPPER、X は ファ オル エン トド 
ュー ド の み に 頼 っ て ファ イル の 終端 を 調べ て いる 。 
この だ め 。 上 の 話 に あっ た エン ドコ ユ コード の な い テ 
キス ト フ ァイル ” は きち ん と 処理 で き な い 。 

つう UPPKRN こく 」1ESTI.S 
を 実生 す る と 。 予想 て お おり ファ テ ァイル の 
し た 時 点 で 黙 り 込ん で し まう 。 

を そこで, UPPER.X を きら に リス ト 4 の よう に 修 
目 す る 。 初 登場 の DOS ュ ユー ル fgetc を 使っ て 標準 入 
力 か ら の 1 文字 入力 を 行っ て いる 。 詳し い 話 は 次 回 


最後 ま て 処理 


こま わす が , 15 行 か ら の 
clr. w ー (Sp) 
DOS IL 
addq. 1 せ 2. sD 
は , は ば 
DOS GETE 


と 同等 の 処理 を 行う も の だ 。 大 き な 違 い は getc が ま 
っ だ く エ ラー を 返 き な い の に 対し て , fgetc の ほう は 
TO NA NT 
だ 。 フ ァイル が 終わ っ て いる の に きら に デー タ を 読 
tte し 。 そ 
の 時 点 で プログラム を 終了 し よう と いう 嬉 足 な 手 で て あ 
る 。 エ ラー が 生じ た か どう か を 調べ て いる の が 19 行 の , 


tst. 1 do 
で あり , tst の 実行 に より d0.1 が 負 で あれ ば N フ ラグ 
が YY つつ (N フ ラグ が 1 に な る ) か ら 。, 

bm = 
ょ り 5 処理 を 振り 分 け て いる 。 


厳密 に は この チェ ッ ク は 不 十 分 で あり , ファ イル リス ト 4 UPPER.S (その 3) 
エン ド に 達し た と き 以 外 の エラ ー も 同列 に 扱っ て し 


い いこ と で は ほ は ない 。 まま, 応急 手当 て 「 敵 小 文字 っ っ 敵 大 文字 変換 フィ ル タ 第 3 白 
と いつ た と a る だ 。 3: , include doscall.mac 
Sr Ra ラー SR 3: CR * $9d 
あと , いま ま て 数 IS 6: LF ーー $0a 
1: 2 equ $ia 
類 い が 5 一 7 行 で 定義 し た ラベ ル (! き 換 えら れ て 0 ea 
3 0 od 0 
いる 点 に 目 を 止め て も ら に た い 。 RS ーー 
SE 12: eut: 
ラム 中 で 使う 定数 を 意味 を 持っ た 記号 て 書 き 表す よ 1 3 : jea.l mmYSD,SD *sp の 初期 化 
a a _ 14: 
うに すれ ば 。 ブ ログ ラム の 読み や すき が 向上 し , ま 15. loop: Slr,n  -(AD) * 1 文字 入力 
16 : DOS _FGETC * 
た , ミス タイ プ の 危険 も 少な くす る こと が で きる 。 1 、 こ 
19: も gt ,1 da * エ ラー か ? 
20: bmi done * そ うな ら 終 本 
と 
| 22: cmpi.b #EOF,d9 を プッ ァイル エン ドコ ー ド か 
第 4 版 に 向け て 22: っ こ 。。 ファ ィ イル ミン 
24 
25: cmpi.b #LF,d0 *LF コ ー ド か 
26: beq loop * そ うな ら 無 視 
UPPER.X は 2 段階 の 修正 を 経て , だ いぶ まとも 27 : 
2$: cmpi.b #CR,d0 *CR コ ー ド か 
が フィ イル タタ に な っ て きだ た 。 しかし, まだ 。 発信 と は …~ 。 * そ うな ら CRILF に し て 出 カ 
いえ ず 。 バ グ と 呼ん で 差し 支 を な いよ う な 不備 が 残 32: van 。 hi 【 。 9500 -「 
は cmpi.b #$aQ,d9 r80H 上 AOH 未 満 な ら 
っ て いる 。 34: bcs Zenkaku シブ プ ト JIS の 1 バイト 目 
35: cmpi.b #$e9,d0 FAON ト E9H 来 満 な ら 
Z 36: bcs hankaku ASCI ほ カタ カナ 
十分 長い テキ スト ファ イル を 用 意 し ーー YEOH 以 上 な ら 
A>UPPER <FILE * ーー「「0「0「 
グー EE 4 の 9: zenkaku: 
を 実行 し て みる と , た ぶん , 気持 ちの 悪い 症状 が 見 41: move.w  d9,-(sp) * シ フト JIS の 1 バイ ト 目 を 
」 42・ DOS _PUTCHAR * その まま 出力 
られ る だ ろう (出力 結果 が 読 ゆ る か が 7? )。 ま た だ た,。 リス 4 a 
3 の oO 45: DOS _GETC * も う 1 バイ ト 持 っ て くる 
ト 5 に 示す X-BASIC プ ログ ラム を 実行 する と TES 46: nove.y 0.-lp) ォ シ フト 18 の 2 パイ ト 日 
に 47・ DOS . _PUTCHAR * その まま 出力 
と い うう ンダ デイ ル 名 の 短 い ファ イル が 生成 され る か ーー addq.1 #2,sp * 
ら , TYPE, DUMP で 内 容 を 確認 し た うえ で , UPP ーー 。。 。。 。。 
・ 、 52: hankaku: 
ER.X の 第 1 3 版 そ れ ぞ れ に 対し て , 53: _ 。  . toupper * 小 文字 っ 大 文字 変換 
54: 
A>UPPER TEST 55: move.w d9,-({(sp) *1 文字 出力 
56: DOS _ PUTCHAR ネ 
を 実行 し て も らい た い 。 そして, この 2 つの 実験 か ー 
= MM や 58: 
59: b 1 * 繰 り 返 す 
ら バ グ の 原因 を 想像 し て みよ う 。 69: + OO 
。 お まい er if: 
ルルー 宝 行 nh な 2 mmOV@ 。 d9,-(sp) *d の 9 に は CR コー ド が 入っ て いる 
る さらに, 実行 速度 の 問題 が ある 。 現 バー ジョ ン の oe ーー っ 
メー ぷ - ゝ 64: * の * es 
UPPER. X は マシ ン 語 で 書か れ て いる に も か か わら 65: DoS FUTCHAR 
sk 66: addq.1 #2,sp * | 
ず , 遅い の だ 。XC を 持っ て いる 人 は , リ スト 6 の U eT. , _ na 
は ra oo0p 3 
PPER.XX と 同等 な 処理 を 行う (た だ し 全角 文字 の 入 ーー 
o ゃ 一 ee 8 EXI 
力 は 考慮 し て いな い ) C ブ ログラム“C_UPPER.C” 721 s ィ ーー 
を ユン パイ ル し 2 
’ ・ も OUDDGY・ 
75: cmpi.b #’a’,dQ * 英 小文字 か ? 
A>UPPER <UPPER, S >TEST1 Ce 
78: も t の * 
A>C_UPPER <UPPER.S >TEST2 79: subi.b #9260,do * 小 文字 な ら 大 文字 に 変質 
Sc の 5 8 の 0: toupr の : rtS * サ ルー チン か らら リターン 
を それ ぞ れ 実行 し て 両者 の 速度 を 比較 し て も らい た ee 
い 。 こ の 結果 は 少々 ショ ッ ク で ある 。 8 。 
vy 。 は 85: tack: 
あと , 人 間 工 学 的 (? ) に 見 て 。 この プロ グラ ム 86 : 。 .ds.1 286 * ス タッ ク 領 域 
_ ト a 8 87: mysp: 
を も っ と 使い や すく で き な い か どう か は 一 度 検討 し 9 
て みる 必要 が ある 。 た と えば , フィ ル タ は は ほとんど 
リス ト 5 テス トブ プロ グラ ム (X-BAGgID 用 ) リス ト 6 COC_UPPER. C(X 用 ) 
19 /*UPPERJX テ スト 用 プロ グラ ム 4: #include <stdio.h> 
29 int fp ー。 #include く <ctype・.h> 
39 di h d < ・ . 
49 し 1 .. 7 main() EOF は End Of File の 略 
69 /* 6・ も 0! 
7 の 9 fp = fopen( "test", "oc" ) 7・ 
80 fwrite( dat, 19, fp ) 8: while( EOF != ( c = getohar() ) ) 
99 folose( fp ) ーー ] putohar( toupper( © ) ): 
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の 場合 リダイレクト を 利用 し て 使う も の だ か ら , わ 
ざわ ざ , 

>HPPER で UPPER S 
と 打ち 込む の で は な く , 

A>UPPER UPPER.S 
の よう に 直接 ファ イル 名 を 指定 で きる よう に する で 
き で は な が ながい だ ろう か 。 


UPPER.X に バグ 取り 十 高速 化 キ オマ ンマ シン イン タ 
フェ イス の 改善 を 施し , また , 突如 出 て きだ た DOS コ 
ー ル fgetc に 関す る 補足 を 行う 子 定 で いる 。 

も し , 読者 が 来 月 まで 暇 を も て あま す よ う で あれ 
ば , UPPER.X を 改造 し て 大 文字 を 小文字 に 変換 す 
る フィ ル タ LOWER.X を 作っ て みた り , 全角 の 大 文 
字 を 全角 の 小文字 に 変換 する フィ ル タ を 作っ て みた 


@ りす る の も 面目 い だ ろ う 。 
次 回 は 正しい フィ ル タ の 作り 方 (後編 ) と し て , と いう と ころ で 来 月 と 続く 。 
日 本 語 の 呪い 


英語 圏 で は , コン ピュ ー タ が 扱う 文字 と いえ 
ば 英 数 字 と 若干 の 記号 だ け だ 。 これ は た か だ か 
100 個 程度 の 数 で あり , 7 ビッ ト (128 通 り ) も 
あれ ば カバ ー で きる 範囲 だ し , も う 少 し 特殊 な 
記号 や セミ グラ フィ ッ ク 文 字 な ど を 加え た と し 
て も , 8 ビッ ト =1 パ イト (256 通 り ) の コー ド 
で 十分 表現 で きる 範囲 で ある 。 対 し て , 日 本 で 
は 漢字 と いう も の が ある お 際 で , 1 バイ ト の コ 
ー ド で は 足り ず に , 2 バイ ト て で 1 文字 を 表す 漢 


字 コ ー ド が ASCII コー ド と 併用 され て いる 。 併 ・ 


用 と いう の が 悲惨 な と ころ で , これ は 文字 を 
扱う ブ プログ ラム を 作る うえ で , と き に や や こし 
い 問 題 を 引き 起こ す 。 本 文 に ある UPPER. X の 第 

1 版 は , 見 事 に この 問題 に 引っ か か っ て し まっ 
て いる 。 常に 1 文字 = 1 バイ ト で ある 英語 圏 の 
プロ グラ マ と は 違っ て , 僕たち は この 日 本 語 
の 呪い " を 引き ずっ て いる の だ 。 

漢字 コー ド に は 何 種 類 か ある が , ふつ う 使 わ 
れる の は IS 漢字 コー ド と シフト J ノリ S 漢 字 コ 
ー ド だ け と 考え て 差し 支え な い だ ろ う 。X680 
00 で は 表向き シン フト JIS コ ー ド が 採用 され て いる 
が , 内 部 的 に は と き お り JIS コ ー ド を 使う 場面 も 
ある よう だ 。 

JIS コ ー ド で て は, 第 |、 第 2 バイ ト と も に 21n 
ー7En の 範囲 の 数 だ けが 使わ れる 。 つ まり 2121i 
か ら 始 まり 217E』 の 次 は 2221 に 飛ぶ わけ だ 。 JIS 
コー ド を 考え た 人 は , 00 ョ 一 1Fn と 7Fa( ス タン ダ 
ー ド な ASCII コ ー ド で は “カー ソル 位置 の 1 文字 
削除 "の 意味 を 持つ ) の コン トロ ー ル コー ド お 
よび 20』 の スペ ー ス と ダブ ら な いよ うに 気 を 遺 
っ た らし い 。80nm 以 降 を 使わ な い の は , 文字 を 7 
ビッ ト で 表す よう な プロ グラ ム を 考慮 し た た め 
だ ろう か 。 

JIS コ ー ド の 最大 の 欠点 は , ASCII コ ー ド と 単純 
に 区 別 で き な い と いう こと だ 。 文字 列 中 に 41u, 
42』 と いう バイ ト 列 が あっ た 場合 ,. こ れ を “AB 
と いう ASCI コ ー ド 2 文字 と 見 な し た ら よ い の か 、, 
JIS コ ー ド の 1 文字 貴 と 見 な し た ら よ い の か 
_ が わか ら な い 。 苦肉の策 と し て , 文字 列 中 の 漢 
字 の 前 後に 漢字 イン (ここ か ら 漢 字 で す よ ー 
と いう 意味 の コー ド ) と 漢字 アウ ト (ここ ま 
で が 漢字 で す よ ー と いう 意味 の コー ド )“ を 置く 
方 法 が 使わ れる こと に な っ た 。 こ の 方 法 で は 疎 
味 と いう 文字 列 は 

漢字 イン , 41m』, 42n, 41n。 42n, 漢字 アウ ト 
と いう 形 で 表 さ れる 。 

が , この 方 法 に は "デー タ が 長く な る ", 部 
分 文字 列 を 抜き 出す の が 面倒 な どの 欠点 が 残 
っ て いる 。 

ン フ ト 」JS コ ー ド は も う 少 し うま い 方 法 で 1 バ 
イト コー ド (ASCII コ ー ド ) と 混在 で きる よう に 
作ら れ て いる 。 シ フト JIS コ ー ド の 1 バイ ト 目 に 
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漢字 イン コー ド の 意味 を 併せ 持た せる と で も い 
っ た らい い の だ ろう か 。 

シフ ト JS コ ー ド で は , 第 1 パイ ト は は 81 一 9FI。 
E0On 一 EFa が , 第 2 バイ ト は 40』ー7EH,。 80 ロ 一 FCI 
が 使わ れる 。 第 1 バイ ト に は 妙 な 隙間 が ある が , 
ここ は カタ カナ の ASCII コ ー ド リ が 割り 当て られ 
て いる 部 分 だ 。 つ まり ,。 シ フト JS コ ー ド の 1 バ パ 
イト 目 は ASCII コ ー ド 00』ー7Fa の 英 数 記号 ・ コ ン 
トロ ー ル コー ド , AOn 一 DFii の カナ と 重複 し な い 
よう に 作ら れ て いる 。 これ に より , 半月 英 数 字 
・ カ ナ と シフ ト 4』IS コ ー ド が 混在 し て も , し っ か 
り 区 別 で きる と いう わけ だ 2?。 

シフ ト JIS コ ー ド と ASCII コ ー ド が 混在 し た 文字 
列 は , 先頭 か ら 1 バイ ト ず つ 順 に 見 て いっ て , 
81 ョ ロー9Fi。 EOn 王 EFi の コー ド が 現れ た ら , その 
次 の 1 バイ ト と 合わ せ た 2 バ パイ ト が 漢字 を 表す 
も の と 判断 する 。 JIS コ ー ド を 使っ た と き の よ う 
な 漢字 イン , 漢字 アウ ト が 必要 な い 点 に 注目 し 
て ほし い 。 

ここ て , せっ か く ASCI コ ヨード と 区 別 で きる よ 
うに な っ て は いて も , プロ グラ ム 側 で 対応 し て 
いな けれ ば 意味 が な い 。 一例 を 挙げ ける と , DOS 
コー ル getc で は シフ ト JIS コ ー ド は 1 バイ ト ず つ 
2 度 に 分 け て 入力 され る か ら , これ を も と の 2 
バイ トコ ー ド に 再 構 成す る の は ユー ザー プロ グ 
ラム の 仕事 だ 。 

UPPER. X の 第 1 版 で は , これ を 怠っ て いた た 
め に 、 た と えば 敏 (シン フト JI5 コ ー ド 9571) 
が 入力 され る と , 

1) 1 バイ ト 目 の 95』 を 持っ て くる 。 ASCII コー 

ド の 小文字 の 範囲 外 だ か ら 素 通り させ る 
2) 2 バイ ト 目 の 71』 を 持っ て くる 。“"q の AS 

CI コー ド だ から , 大 文字 0 (ASCI コー トド 

51』) に 変換 する 
と いう よう に 誤動作 し , 結果 と し て , “ 敏 が 
^ 緩 (シフ ト JIS コ ー ド 9551H) に 化け て し まう 。 
正しく は , 1 バイ ト 目 を 取り 出し た 時 点 で 。 シ 
フト JIS コ ー ド だ と いう こと を 調べ ご 2Z パ イト 自 
も 素通り させ る よう 細工 し な けれ ば な ら な い 。 

さて , 実際 に は X68000 で は シフ ト JIS コ ー ド を 
若干 拡張 し て 使っ て いる 。 これら は 他 機 種 で は 
通用 し な い X68000 独 自 の 文字 コー ド で あり , あ 
れ ば 便利 な こと は 確か な の だ が , プロ グラ ム を 
作る と き に は 問題 に な る こと も ある 。 

まず , EB9Fa 一 EC9En は (全角 ) 外字 の コー ド 
に な っ て いる 。 これ は シフ ト JIS コ ー ド の 空き 部 
分 だ か ら プ ログ ラム で は ほか の 全角 文字 と 区 別 
し て 扱う 必要 は な い ?。 

80XXu で 表 さ れる コー ド は , 半角 1 文字 を 表 
す (XX の 部 分 に は ASCII コ ー ド が 入る )。 た と え 
ば , 8041u』 は 半角 の "A" を 意味 する 。 画 面 に 
表示 し た 場合 は ASCII コ ー ド 41』 の “A と まっ た 


く 同 じ で ある 。 こ れ だ け な ら 面白 くも な ん と も 
な い が 。 8001 ロ 一 801IFH は コント ロー ルコ ー ド 
を 実行 せ ず に , 文字 と し て 表示 する の に 利用 
で きる (うま く 説 明 し に くい の で ASK の 記号 入 
力 か な ん か て で 調べ て みて ほし い )。 ま た 80A0n 一 
80DFm に は カタ カナ で な く ひ ら が な が 割り 当て 
られ て いる の で , 知っ て いる と 役に立つ こと も 
ある だ ろう 。 

FOXX』。F1XXn に は 1/4 角 上 付き 文字 が , F2XXH, 
F3XXu に は 同 下 付 き 文 字 が 割り 当て られ て いる 
(* と か 。 の よう な や つ )。 FOX と FIXXU、 
F2XXa と F3XX』 は ,。 XXA0m 一 XXDFm が ひら が な に 
な る か カタ カナ に な る か の 違い が ある (FOXXu, 
F2XX』 は カタ カナ , F1XXH。 F3XXqa が ひら が な )。 

さら に , F4XXi』, F5XXd に は 半角 外字 が 割り 当 
て られ て いる 。 この うち , F400』ーF41F』, F500H 
ーF51Fu は 特殊 半角 外字 と か 名 づけ られ て 
いる よう で て で, マニュ アル に よれ ば 。 一 般 の アプ 
リケーション か ら は 使用 で き な い こと に な っ て 
いる 。 

な お , EC9F』 ュ ーEDE2d の コー ド を 画面 に 表示 し 
て みる と , 半角 外字 が 2 つ 合 成 さ れ た も の ( 単 
純 に くっ つけ た 形 で は な い ) が 表示 され る 。 こ 
れ は うま く や れ ば 使用 で きる 全角 外字 の 数 を 増 
や すこ と が で きる こと を 意味 する 。 

F6XX ロ ーFFXXn は 未 使用 だ が , コー ド 入力 な ど 
を 使っ て 無理 や り 表 示す る と , 半角 スペ ー ス が 
表示 され る よう だ 。 こ れ ら は プロ グラ ム 中 で は 
2 バイ ト 半 角 文 字 と し て 扱う の が 自然 だ ろう 。 

以上 が X68000 で 使用 で きる 文字 の すべ て だ 。 
X68000 上 で て 動く プロ グラ ム を 作る か ら に は , こ 
れ ら の 文字 すべ て が 正しく 扱え る よう に 設計 す 
る 必要 が ある 。 こ れ は 僕たち ら が プロ グラ ム を 作 
る 上 で いつ も 頭 に 入れ て お か な けれ ば な ら な い 
こと が ら て ある 。 


1) 日 本 の コン ピュ ー タ で 使わ れ て いる 1 バイ 
ト 系 文字 コー ド は , 正確 に は "ASCII コー ド を 拡 
張 し て JIS で 制定 し た コー ド と いう べき な の だ 
が , 以下 ASCI コ ー ド で 通す 。 

2) 機種 に よっ て は ASCII コ ー ド 80』 一 9Fn や EOn 
以降 に セミ グラ フィ ッ ク 文 字 が 割り 当て られ て 
いる 関係 で , 漢字 を 使う と 使用 で き な い 半角 文 
字 が あっ た りす る の だ が , X68000 で は も と も と 
漢字 の 使用 が 前 提 で ある た め , こう いっ た 心配 
は し な く て すむ 。 

3) 外字 は USKCGM. X で 作る 。 ちなみ に , WP.X 
で も 同様 の 範囲 が 外字 に な っ て いる が , WP.X で 
作っ た 外字 は あく まで WP.X 内 だ け で 有効 で あり , 
シス テム 側 の 外字 と は まっ た く 別 の 扱い に な っ 
て いる 。 僕 は これ を 「 外 池 は 使う な 」 と いう シ 
ステ ム 設 計 者 か ら の メッ セー ジ と 受け 取っ た ! 


先月 は X-BASIC の プログ ラム の 基本 と な る 関数 
の 作り 方 を 実習 し まし た 。 関数 と いう の は , 原料 を 
与え れ ば 特定 の も の を 作り 出し て くれ る 一 種 の ブラ 
ッ ク ボ ックス で す 。 を そし て 関数 を 作る と き に 使う , 
「 条 件 が 成立 し て いる 間 一 を 繰り 返す 」,「 条 件 に よっ 
て 処理 を 分 ける 」, 「 決 まっ た 回 数 だ け 処 理 を 繰り 返 
す 」 と いっ た だ た, プロ グラ ム を 作る の に 便利 な 命令 を 
紹介 し まし た ね 。 

今月 は これ ら の 命令 を 使っ て 実際 に プロ グラ ム を 
作り な が ら , X-BASIC で の プロ グラ ミン グ の 方 法 
を 吉 少し て いき だ た いと 思い ます 。 


便利 な デー タ 集 合 , 配列 


「 1 年 は 365 日 ある が , 偶数 月 の 日 数 を すべ て 加え ぇ 
る と 何 日 に な る の だ ろう か '」 

この 問題 を 考え て み ま し ょ 2 う 。 

まず 最初 に 。 と の 月 に は 何 日 ある の か すわ か る 
25 

tukil 31 

tuki2 =28 


tukil2 =31 
と 12 ヵ 月 分 を 変数 に 格納 し て み ま し ょ う 。 tukil は 1 
月 を , tuki12 は 12 月 を 意味 し て いま す 。 問題 は 偶数 
月 を 足し た 日 数 を 計算 する こと で すか ら , 

sum =tuki2 十 tuki4 十 tuk16…… 十 tuki12 
と すれ ば いい で すね 。 で も こん な ふう に 変数 を 並べ 
て いく の は 少し マヌ ケ な 気 が し ます 。 

だ と えば tukii と いう 変 数 を 用 意 し , 先月 や っ た 繰 
り 返 し を 使っ て 」 を 2 一 12 ま で 2 ずつ 順に 変化 きせ , 
tuki2 一 tuki12 ま で を 表す こと が で きれ ば 便利 を そう で 
す 。 偶数 月 の 日 数 を 合計 する プロ グラ ム は 次 の よう 
な 手順 に な る で し ょ う 。 


X-BASIC ブ プロ グラ 


配列 次 数 を 使 つ 
gumi pasuke 泉 大 介 


世の中 , 変数 に ひと つ だ け 値 を 入れ て お け ば それ で 済む ほど 甘く な いん だ よ , と いう 
わけ で 配列 の 登場 で す 。 複 数 の デー タ を 格納 し て お ける この 便利 な 変数 を 使っ て , 今 
回 は 素数 を 求め た り , 万 年 暦 を 表示 する ブ プログ ラム を 作っ た り し て み ま し ょ っ う 。 


す 。 こ れ ま で 扱っ て きた 変数 に は ひと つの デー タ し か 
米 札 る こと が て きま せん で し た 。 配列 は 図 !1 の よう 
に 複数 の デー タ の 格納 場所 を 持っ て いる 変数 で す 。 
デー タ の 格納 場所 に は 順に 0,1,2。…… と 番号 が 
付い て いま す 。 番号 が 0 か ら 始 まる こと に 注意 し て 
〈 だ さい 。 一 番 左 の 箱 は rei(0), 次 の 箱 は rei(1) と い 
う で あい に , 配列 は 配列 名 と デー タ の 格納 場所 を ペ 
ア に し て 表し まず;。 

X-BASIC の 他 の 変数 と 同様 に , 配列 も 宣言 し な 
けれ ば 使え ませ ん 。 配列 は , 次 の よう に し て 宣言 し 
ます 。 

dim int tuki(12) 
dim が 配列 の 宣言 を 表し て お り , これ は tuki と いう 
名 前 の , 整数 を 入れ る 箱 を 12 番 まで 用 意 し な る いと 
いう 意味 に な り ま す 。 箱 は 0 番 か ら 始 まり ます か ら 。, 
tuki 配列 は tuki(0) か ら tuki(12) の 計 13 個 が 用 意 る 
れ ま す 。 偶数 月 の 日 数 を セッ ト す る な ら , 

tuki(2) =28 

tuki(4) =30 


tuki(12) =31 
と 。 デー タ を 入れ る 箱 の 番号 と 月 を 一 致 き させ て お く 
と わか りや すく て いい で し ょ う 。 偶数 月 の 日 数 は , 
] 三 2 
while 」 く 12 
sum 三 sum 十 tuki(j) 
j=j+2 
endwhile 
て 計算 でき ます 。 る き は ほど tuki と いう 変数 を 使っ て 
表し だ ちの と 。、 は ほとん と 同じ よう に 表現 て き て いき 
すね 。 
さて , 次 は 月 の 日 数 を 表す 配列 に 日 数 を セッ ト し 
ます 。X-BASIC は 配列 に 簡単 に 値 も セット で きる 
よう 人 炎 の よう な 代 和 人 を サポ ー ド トド し て いき す 。 


ミン グ 朝 理 実 面 ( づ / 


通常 私 た ち は 数 を | か ら 数 え 
始め ます が , コン ピュ ー タ の 
世界 で は 数 を 0 か ら 数 え 始め 
る の が 一 般 的 で す 。 こ の よう 
な 数 え 方 を 「0 オ リジン 」 と い 
いま す 。 


X-BASIC で は , 

(配列 名 〕= 人 (要素 並び ]| 
と いう 文法 で 。 プ ログ ラム の 
どこ で で も 配列 に 一 挙 に 値 を 


j=2. に だ る を A れる tuki= {10,31,28,31,………… 30;31| セッ ト す る こと が で きま す 。 
while j」 マ = テ 12 。 ……… 」 が 12 以 下 の 間 繰り 返す これ で tuki(0) は 0 に , tuki(1) は 31 に ……, と 一 気 。 この 便利 な 機能 を ぜひ C 言 語 
sum =sum + tukij に セッ ト き れ ま す (配列 の 番号 と 月 と を 一 致 き せ て で も 折 用 し て ほし いも の で 
j=}+2 いる の で , tuki(0) に は 0 を 入れ て お きま す )。 
endwhile 。  …… 繰り 返す の は ここ まで 
最初 j は 2 ですから 6sum に は tuki2 が 加え られ , 次 に 図 | 配列 の イメ ー ジ 
) は 4 に な り ま すか ら sum に は tuki4 が 加え た られる. 0 NN の 
ょ いう 寸法 で す 。 | | | … | 
この よう な 処理 を 実現 する た め に ある の が 配列 で 
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2 炊 元 配列 は 平面 の イメ ー ジ , 


3 次 元 配 列 は 直方 体 の イメ ー 
ジ で 捕らえ る こと が で きま す 
が , 4 次 元 , 5 次 元 と な る と 
ちょ っ と イメ ー ジ し づら く な 
り ま すね 。 私 は , 4 次元 配列 
は 3 次 元 配 列 が 直線 に 並ん だ 
も の , 5 次元 配列 は 3 次 元 配 
列 が 平面 に 並ん だ も の と いう 
イメ ー ジ で 扱っ て いま す 。 


図 ど 次 元 配列 の イメ ー ジ 


リス ト 1 
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素数 を 求め る 


@ 配列 の 次 元 

前 で 宣言 し た 配列 tuki は , 横 に 直線 に 並ん だ 箱 の 
メー ジ て し だ た だ 。 これ を 1 次 元 の 配列 と いい ます 2。 
図 2 の よう に 箱 を 縦横 に 並べ れ ば , 2 次 元 の 配列 と 
な り ま す 。 こ れ は , た と えば 成績 表 の よう に 出席 番 
号 と 科目 名 の 2 つ に よっ て そこ に 入る デー タ が 決ま 
る と いう よう な 場合 に 便利 で す 。 成績 表 の ほか に も , 
買っ た も の し と 買っ た 日 付 に よっ て デー タ が 決ま る 家 
計 沙 な ど , この 形 の 配列 で 処理 する と 有効 な デー タ 
は 多く あり ます 。 

2 次 元 の 配列 は , 

dim int hako2(10, 10) 
の よう に 宣言 すれ ば 使え を る よう に な り ま す 。 同様 に , 

dim int hako3(10, 10; 10) 
な らち 次元 を 次 宛 名 基 や し て いて こと が で きま す 。 
クラ ス の 成績 表 を さら に 定期 考査 の 順に 並べ て 処理 
する 場合 に は , ひと つの デー タ の 格納 場所 を 示す の 
に 出席 番号 。 科目 名 , 定期 考査 の 3 つの 情報 が 必要 
に な り ま す 。 こ の よう に デー タ 格 納 場所 を 示す の に 
必要 な 情報 の 数 に よっ て 何 次 元 の 配列 を 用 意 す る か 
が 決ま る わけ で す 。 


素数 を 求め る 


で は 配列 を 実際 に 使っ て みる こと に し まし ょ 2 う 。 
例 と し て 取り 上 げ る の は , 指定 し た 数 以下 の 素数 を 
列挙 する プ ブログ ラム で す 。 素 数 を 求め る の に な せ 配 
列 が 必要 な の だ ろう か と 不思議 に 思わ れる か も し れ 
ませ ん ね 。 実は 。、「 エ エラ トス ズ ステ ネス の よみ る い 」 と いら う 
うま い 求 め 方 が ある の で す 。 


ー/ 素数 を 求め て みよ う 
* 


30 int MAX = 1000 
49 dim int flag(10990) 
59 int i 


9 の 9 while i<MAX 
100 if flag(i) = の then { 


110 print i, 
120 erase(i) 
130 } 

1 4 の i=i+2 

159 endwhile 

160 end 

170 /* 


189 func erase( baseiint ) 
190 int i = 2 

290 while base*1 く MAX 
219 flag(base*#i ) =1 

220 i=i+1 

230 endwhile 

24 の 9 の endfunc 


エキ エラトステネス の よる い は ,『 事 数 は 1 と 自分 自身 
以外 に 約 数 を 持た な い 」 と いう 性 質 を 利用 し て いま 
す 。 0 一 1000 ま で の 素数 を 求め た けれ ば , 最初 に , 

int flag(1000) 

と し て 配列 を 用 意 し ます 。 こ の 配列 は flag(0), flag 
(1),…… の 順に 自然 数 に 対応 し , 最初 は 0 が 入っ て 
いま す 。 対応 する 数 が 素数 で な けれ ば flag(n) に 1 
を 入れ る こと に する と , 素数 で な いも の は 「 私 は 素 
数 で は あり ませ ん 」 と あたかも 旗 を 揚げ て いる よう 
に 見 えま すね 。 flag( フ ラグ 族 ) と 命名 し た の は こ 
の た めで す 。 素 数 か どう か , ブロ グラ ム を 続け る か 
和 否 か , の よう に 二 者 択 一 の 問題 を 扱う ときには, 旗 
を 揚げ て いる か 降ろ し て いる か に な ぞ ら えて , こう 
し だ アラ ラク を 使う こと が 少なく あり えせ ん 。 

最初 flag 配 別に は す で て 0 が 入っ て いる と いい ま 
し た 。 つ まり , 最初 の 段階 で ご は すべ て の 数 を 素数 だ 
と 仮定 し て いる わけ で す 。 で は 最も 小さ い 素 数 2 か 
ら 始 め ゆま し ょ う 。 2 xX 2 以上 で 1000 ま で の すべ で て の 
2 の 倍数 n に 対し て , 

flag (n) =1 

と いう 操作 を 行い ます 。 つ ま 5, 
は な いと に う こも て すす 。 

こう し て 2 の 倍数 を すべ て 素数 の 候補 か ら 消 去 し 
た ら , 次 に flag(3) を 調べ ます 。flag(3) も 0 で すか 
ら 3 は 素数 で す 。 3 の 倍数 を 同じ よう に 消去 し ます 。 
lag(4) は 2 の 合 数 を 消去 じ し た とき に 1 に な っ て いま 
すか ら 素 数 で は あり ませ ん 。fflag(5) は 0 で す 。 倍 
数 を 消去 し ます 。 こ の 手順 を 繰り 返し て い 〈 と , 素 
数 だ け を 残し て すべ で て の flag 配 列 の 内 容 が 1 に な り 
ます 。 を そこ で flag 配 列 の 内 容 が 0 の まま の も の を 列 
挙 す れ ば , 1000 ま で の 素数 が 求め られ る と いう わけ 
ee 

こも ジグ グラ に し た の が リス トル で ぞ で す 。 ここ 
で は 「2 有 以外 の 偶数 は 素数 で は な い 」 と いう 性 質 を 
利用 し て , flag 配列 の チェ ッ ク を flag(3) か ら , ひと 
の おき に 邊 う よ う に し て いま す 。 つ まり 何 数 し か 調 
べ で な いわ け で すね 。 ま た , 素数 が 求まる た びに 画面 
に 表示 する こと に し て 。 実 邊 東 度 を 上げ ば て の ま も た 。 
プロ グラ ム は まず 30 行 で MAX に 1000 を モッ ト し て 
いま す 。40 行 目 で flag 配 列 を 宣言 し て いま す が 。 配 
列 の 大 きる を 変数 で 指定 び できない の で 1000 と 直接 数 


2 の 倍数 は 素数 で 


値 で 指定 し て いま す 。 
まず, 70 行 で 最初 の 素数 で ある 2 を 画面 に 表示 し 
お きま す 。print 命 令 は , 
DTE 相 の りこ) ま 25 
と 書く と 数 を 続け て 表示 し ます 。 ま た , 
Drint 小 28345 
ERE 
8 桁 8 析 8 析 8 析 


| 2 3 4 5 
の よう に 8 桁 ご と に 揃え て 数 を 表示 し ます 。70 行 で 
使っ て いる の は この パタ ー ン で す 。 

80 一 150 行 が エラ トス テ ネ ス の ふる い の 部 分 で す 。 i 
を 3 か ら 999 ま で 変化 させ , flag(i) が 0 だ っ だ た だら (ji 
が 素数 だ っ た ら ) i を 表示 し , その 倍数 を erase 関 
数 (180 行 以降 ) で 消去 し ます 。140 行 で i を 2 増 や 
し て ルー アン を 税 は ます 。 


万 年 暦 を 表示 する 


今 で も ある の か どう か は 知り ませ ん が , 私 が 子供 
の 頃 , 万 年 暦 が 付い た 学習 机 が あり まし た 。 こ の 万 
年 歴 は 図 3 の よう に な っ て いて , 数 字 の 書か れ た 板 

一 部 が 図 の 四角 で 囲っ た 場所 か ら 見 を る よう に ヵ 
っ て いま す 。 月 初め に 数 字 の 書か れ た 板 を 左右 に 動 
か せ ば 。 即座 に その 月 の カレ ンダ ー に 早変わり する , 
が か が な か か よく てき だ も の て し だ た 。 た だ だ ひと つの 星 記 
は 毎月 必ず 31 日 まで 表示 る され て いる こと で す が , ま 
ァ こ の くら い は 大 目 に 見 る と し まし ょ 2 う 。 

5 包 陰 ま の イロ グラ の SNS 
よう と いう も の で す 。 数 字 の 書か れ た 板 の 一 部 分 カ 
見 を える と いう 処理 が 面倒 を う で す が , これ は XX-BA 
SIC の mid$ 関 数 を 使う と うま くく 処理 で きる で し ょ 2 う 。 

mid$ 関 数 は , 文字 列 の n 番 目 の 文字 か ら m 文 字 取 
り 出 し て 返す 関数 で す 。 

だ な と る は 

print mid$ (“abcde”, 3, 2) 
と する と , “abcde” と いう 文字 列 の 3 文字 目 か ら 2 
文字 分 取り 出す こと に な り ま すか ら , 画面 に は 「cd」 
と 表示 され ます 。 こ れ を 利用 し て , 図 3 の 板 を 文字 
列 を 使っ て 表せ ば , mid$ 関 数 で 任意 の 位置 を 表示 で 
ます る 

リス ト 2 を 見 て くだ きい 。 mondays と いう 配列 を 
用 意 し , 図 3 の 数 字 の 書か れ て いる 板 を この よう に 
配列 で 実現 し ます 。 表 示す る 月 の 1 日 の 曜日 に 合わ 
せ て 。 この 一 部 分 7 を mid$ 関 数 で 表示 する わけ で す 。 

10 行 で str 者 の 配列 を 宮 言 し て に ます が か が, | | て 
く られ た 見 慣れ な いも の が あり ます ね 。 これ は , 文 
字 列 変数 に 何 文字 入れ る こと が で きる よう に する か 
を 表し て いま す 。 こ れ ま で は この 部 分 を 省略 し て 書 
いて いま し た だ た 。 入 れる こと の で きる 文字 数 を 省略 す 
る と 。 [32] を 指定 し た の と 同じ こと に な り ま す 。 ま 
だ 90 行 で months と いう も う ひ と つの 配列 を 用 意 し 
ここ に は 各 月 の 日 数 を 格納 し ます 。 


@ 1 日 は 何 曜 日 ? 

1 日 の 曜日 に 合わ せ て mondays 配 列 の 適当 な 部 分 
を 表示 する と し て , で は , の WWH は と の よう 5 
れ ば 知る こと が で きる で し ょ うか 。 1 週間 は 7 日 間 
i ee 
いう こと は , 西暦 元 年 の 1 月 1 日 の 曜日 と , 表示 し 
こい 月 の 1 日 が 西 礎 元 年 1 月 1 日 か ら 数 えて 何 日 日 
な の か が わか れ ば , 曜日 を 計算 に より 求め る こと が 
で きま す 。 た だ たと えば 西暦 元 年 1 月 1 日 か ら の 日 数 を 
7 で 割っ た 余り が 1 な ら , その 日 は 西暦 元 年 1 月 1 


| 2 の が. あな 9 
2|13 4 5 6 7 8 91IO 12 13 14 
9 10 日 12 13 14 15 16117 18 19 20 2| 
I6|17 18 19 20 2| 22 23|24 25 26 27 28 
23|24 25 26 27 28 29 30|3I 


図 3 机 に 付い て いた 万 年 麻 


30 | 3| 
リス ト ら 万 年 暦 

19 dim str mondays(5)[49] = { 

20 1 2 3 4 5 § 7 。 

30 "2 3 4 5 6 1 8 9 19 11 12 13 】4 。 

40 " 910 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 , 

50 "16 17 18 19 20 2Z1 22 23 24 25 26 2 28 , 

60 ' 23 24 25 26 27 28 29 39 31 jj 

7 の ‘30 31 8 

89 } 


9390 dim int monthst({i2) = { 0Q, 31, 28, 31, 30, 31, 30, 
31i, 31, 30, 31, 30, 31 1 

199 /* 

119 int year, month, uruu, days 

129 str flag 

130 int i, goout 

149 goout = 9 

159 while goout= の 

169 input "見 た い 年 は ", year 

179 input "見 た い ぃ い 月 は ", month 


180 /* 
199 /#* 2 月 の 調整 
299 


210 months(2) = 28 


229 if year mod 4 = 9 then months(2) = 29 
230 if year mod 100 = 9 then months(2) = 28 
240 if year mod 4009 = の then months(2) = 29 
2589 /* 

269  /* 去年 まで の 半年 の 回 数 

270 /* 

280 year = year-1 

290 uruu = year/4 - year/100 + year/400 
300 months(Q) = year*365 + uruu 

319 /* 

32 の 9  /#* 先月 まで の 日 数 

330 /* 

34 の 9 days = の 

350 for i= の 9 to month-1 

369 days = days+monthgs(i) 

370 next 

380 days = (days+1) mod 7 

390 /* 

400  /#* カレ ンダ ー の 表示 と 終了 処理 

419 /* 

420 print 

436 print "日 月 火 水木 金 土 

440 pr_mondays( days ) 

459 print 

469 print " 他 の 月 を 見 ます か (y/n) 

470 flag = inkey$ 

489 print 

499 if flag < NR then goout = i 

599 endwhile 

519 end 

520 /* 

539 func pr_mondays( x;int ) 

549 int i 

550 for 1= の 0 to 5 

560 print mid$( mondays(i), 19-x*3, 21 ) 


570 next 
580 endfunc 
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EE . 
つて りり と で 


も ちろ ん , 西暦 元 年 か ら 今 の 
も の と 同じ 西暦 が 使わ れ て い 
た わけ で は あり ませ ん 。 現在 
使わ れ て いる 西暦 は , 16 世 紀 
に 作ら れ た グレ ゴリ オ 歴 が 基 
夫 と な か っ て いま す 、。 で すま か ら , 
西暦 元 年 | 月 | 日 の 曜日 と い 
う の は , 理論 的 な 値 で す 。 
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日 と 同じ 曜日 ど と た いえ を る わけ で すね 。 

1 年 を 368 有 目 だ と する と 。 表示 し た だ たい 月 まで の 日 
数 は , 

( 西 礎 一 1) X365 二 「 年 の 始め か ら の 日 数 」 

と な り ま す 。 あ と は これ に , ( 西 歴 一 1) 年 まで の 問 
年 の 回 数 を 加え れ ば OK で す 。 

賠 年 は 次 の 規則 に 従っ て 巡っ て きま す 。 
1) 西 礎 が 4 て 割り 切れ る な ら 癌 年 
2) 100 で 割り 切れ る な ら 問 年 で は な い 
3) 400 で 割り 切れ る な ら 問 年 
で すか ら , 1988 年 まで の 開 年 の 回 数 な ら , 

1988 エ 4 一 1988 そ 100 十 1988 テ 400 

と す 必 は 求 ゆ る こと が で て き ます 。 な お 。 ここ て は 割 
り 算 は 整数 で 行わ れ , 余り は 捨て る も の と し ます 。 

これ で 万 年 麻 を 表示 する の に 必要 な 情報 は すべ て 
揃い は し た ね 。 を えっ, 西 歴 元 年 1 月 1 日 の 曜日 が ま 
だ で すっ て ? 大 丈夫 , 全日 の 日 付か ら 西暦 元 年 の 
カレ ンダ ー を 得る こと が で きま す 。 今 日 が 西暦 元 年 
1 月 1 日 か ら 何 日 目 な の か を 上 の 式 を 使っ て 求め , 
それ を 7 で 割っ た 余り を 出せ ば いい の で す 。 も し 余 
り が 1 なら, 西暦 元 年 1 月 1 日 は 今日 と 同じ 曜日 だ 
っ た だ た はず で す 。 こ の よう に し て 調べ る と, 西暦 元 年 
は 月 曜日 か ら 始ま る こと が わか り ま す 。 
@ リ スト 2 を 細か く 見 る と 

で は ブロ グラ ム に 戻っ て 説明 し まし ょ う 。130 行 ま 
で で 変数 を 宣言 し 終え た だら, 次 は 140, 150 行 で す 。 
150 一 510 行 は while 一 endwhile の ルー プ に な っ て 
いて 。 繰り 返し いろ いろ な 月 を 表示 で きる よう に し 
て あり ます 。 こ の 繰り 返し を 続け る か どう か を 決定 
する た だ ため の 変数 が goout で , goout が 0 て ある 間 , プ 
ログ ラム は 万 年 暦 を 表示 し 続け ます 。 あ る 月 の カレ 
ンダ ー の 表示 が 終わ っ た 後 ,「 他 の 月 を 見 ます か (y/ 
n) 」 と 質問 が きれ , その 答え に 応じ て goout を 1 に 
する か どう か が 決定 され ます 。 

160, 170 行 で 表示 し た い 年 と 月 を 入力 し て も らい , 


万 年 暦 の プログラム は スタ ー ト で す 。 ま ず 表 示す る 
年 が 関 年 か どう か で 2 月 の 日 数 を 決め ます (220 一 2 
40 行 )。 次 に 280, 290 行 で 表示 する 年 の 前 年 まで の 癌 
年 の 日 数 を 計算 。 を し て 300 行 で 西 歴 元 年 1 月 1 日 
か ら 表 示す る 年 の 前 の 年 まで の 日 数 を 求め , 第 0 月 
の 日 数 と し て months (0) に モッ ト し て いま す 。 これ 
は 第 0 月 か ら 表 示す る 月 の 前 月 まで の 日 数 を 足せ ば . 
西 歴 元 年 1 月 1 日 か ら の 日 数 を 計算 で きる よう に す 
る だ めで す 。 こ の 計算 を 行っ て いる の が 350 一 380 行 
で す 。390 行 で それ に 1 を 加え だ も の を 7 て 割っ た 作 

り を 求め , 表示 する 月 の 1 日 の 曜日 を 計算 し て いま 
す 。 

さぁ 次 は いよ いよ カレ ンダ ー の 表示 で す 。430 一 4 
60 行 が カレ ンダ ー の 表示 部 分 で す 。「print」 と だ け 
書い て ある 行 は , 画面 上 で 改行 だ び け し な る いと い 
う 意味 に な り ま す 。 何 曜日 か が が わか る よう に 440 行 
で 曜日 を 表示 し て お いて , 実際 の 表示 は pr_monda 
ys 関数 で 行い ます 。 この 関数 の 解説 は 後回し に し て , 
続き を 見 て いき まし ょ う 。 

カレ ンダ ー を 表示 し 終え た ら ,470 行 で 続け る か ど 
うか を 尋ね , 480 行 で 入力 を 待ち ます 。500 行 は 続け 
る か どう か を 判定 し て いる と ころ で す 。 押 きれ だ た キ 
ー が 「n」 だ っ た だ た ら , while 一 endwhile を 終了 きせ 
る だ め に goout に 1 を 入れ ます 。goout が 1 に な っ て 
いる と 。 endwhile で 150 行 に 戻っ た と ころ で 条件 が 
偽 に な り while-endwhile は 終了 し ます 。「n」 以外 
の キー が 押さ きれ た ら goout は 変更 し ませ ん の で , カ 
レン ダー の 表示 を 続け る こと に な り ま す 。 

残る は 540 行 以降 の カレ ンダ ー 表 示 部 分 で すね 。 関 
数 の 引数 に は , 日 曜日 な ら 0, 月 曜日 な ら 1。…… 
と いう で あい に , 1 日 が 何 曜日 か と いう 情報 が 数 値 
で 入っ て きま す 。 こ れ を も と に mondays 配 列 の 表示 
開始 部 分 を 決定 し , そこ か ら 7 日 分 の 21 文 字 を 順に 
画面 に 出力 し て 終了 で す 。 

皆 き ふん の 誕生 日 が 何 曜 日 だ どっ た の か 調べ て みて く 
だ さい 。 そう そう, 今年 は フラ ンス 革命 の 200 周年 
で す 。 7 月 14 日 の バス チー ュ ユ 生 獄 襲 撃 は 何 曜日 だ っ 
だ た の で し ょ うか 。 万 年 暦 を 操り な が ら , 遠く 歴史 に 
想い を は せる の も また 一 興 。 活 用 し て みて 《 く だ さい 


プ ブログ ラム 改造 の スス メ 


万 年 暦 も コン ピュ ー タ て 実現 し て みた 今回 の プロ 
グラ ム で す が 。 学習 机 の シス テム と 同様 , 2 月 や 4 
月 も 31 日 まで 表示 る され て し まい ます 。 それ ぞ れ の 月 
の 日 数 は も う months 配列 に モッ ト る され て いま す の 
で , これ を 使っ て 余分 な 日 は 表示 し な いよ うに 変更 
する の は , X-BASIC の いい 勉強 に な る で し ょ う 。 

自分 が 考え た 方 法 で ゲロ グラ ム が うま く 動 いた と 
き の 喜 びに は , な に も の に も 代え を が だ いも の が あり 
ます 。 ま ず は pr mondays 関数 を 作り 直す こと か ら 
始め て みて は いか が で し ょ うか 。。 

を それでは, また 来 月 お 会 いし まし ょ 2 う 。 


四 記 大麻 座 PRO-68K 第 / つ 回 


清く 克 し < く ズ マソ ズリ と と の 


先月 に 引き 続き , 本 気 ( ヤ ) で エディ タ を 作 つ て し まい まし よう 講座 の 第 の 回 目 で 
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す 。 今 月 は カー ソル 移動 か ら ベ ペー ジス クロ ー ル へ と , 次 第 に サン ダー ワー ド O 〇 号 
は その 実態 を 月 ら か に し て いき ます 。 し か が し 解説 を 読ん で いく と , や は り モ ッ ト 


ー は 「 ち まち まし た 気配 り と 適度 の 抜き 、 に あつ だ よー で す 。 


先月 か ら 始 め た エディ タ の 制作 で ある が , 2 回目 の 今回 は カー 
ソル 移動 まで を 仕上 び て み る の で あっ た 。 

で , その 前 に まこ と に 申し 訳 な い が 。 ちょ ろ ち ょ ろ と バグ が 出 
て いる の で 訂正 し て お くく ので ある 。 

まず は externh で ある が , な ん と マヌ ケ な こと に yalue.c で 「U 


WORD (=unsigned short) 」 で 宣言 し て いる 変数 が , extern.h 
の な か で は 「int」 と ゆ 一 こと に な っ て いた 。externh を 今月 掲載 
の よう に 証 正 し て いた だき だい 。 こ 一 ゆー の は 致命 的 な バグ で , 
私 は これ に 気がつく まで バグ が 取れ ず に 3 時 間 ほ ど 悩 ん で し まっ 
だ の で あっ た 。 

それ か ら 先 月 号 の リス ト 3, insert_cut_0( ) の な か の 141 行 の 
「w 十 9」 は , 「w 十 8」 の 間違い で あっ た 。 リ スト 3 の 146 行 と 差 
じ 所 あて いた だ きた い 。 

あと は getfile( ) で ある が , 情け な いこ と に ここ の バグ は ちょ 
っ と ひど か っ だ 。 ま る ご と 今月 号 の リス ト 3 の よう に 書き 換え て 
だ だ きだ いら 


カー ソル 移動 を 試み る の で ある 


と いう わけ で , 分 月 は カー ソル 移動 関係 を サポ ー ト し て みた 。 
まだ 編集 は びき な い が , テキ スト を 読む こと は で きる よう に な っ 
だ わけ で ある 。 

カー ソル 移動 し いう と ,「 あ る だ ろう 」 と 思わ れ て いる 機能 の な 
が か に リスク グ クロール 」 が ある 。 が, 夷 は この サン ダー ワー ド 0 号 に 
は スグ ロー ル が な い の で ある 。! それで エディ タタ が て きる の か い 
が だ か と あう 大 も いる だ の う が 。 と こい ちゃ ん と て き て て し まう 
の イ て: ある を る 。 と うし て が と いう と 。 行 スク ロー ル て は な く 。 ペー ン 
スク ロー ル で 勝負 を し て いる か ら な の で ある 。 これ は どう いう こ 
と が か と いと 。 カー ジル が 一 和音 下 に ある と する 。 こ の と き カ ーッ 
ル を も う ひ と つ 下 に 行か せる と, ED.X な どの 行 ス クロ ー ル 型 の エ 
ディ タ で は , 画面 全体 が 1 行 上 に スク ロー ル し , 画面 の 一 番 下 に 
新しい 行 が 1 行 だ ご け 出 て くる わけ で ある 。 

し か し ペー ジス クロ ー ル で は そう な ら な い 。 カー ソル が 画面 か 5 
出 よ うと し た と き に は , カー ソル の ある 行 が 画面 の 中 央 付近 に 来 
る よう に 画面 が ガラ リ と 書き 換え られ る の で ある 。 

これ は , 普通 エディ タ を 使う と き は 編集 の 対象 の 行 (= カー ソ 
ル の ある 行 ) の 前 後 の 内容 を 見 な が ら 作 業 を 行う と いう 事実 か ら 
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見 れ ば , か な り 妥 当 な スク ロー ル の 仕方 だ と 思わ れる 。 現実 に 私 
は ED.X を 使う と き に は , 編集 し た い 行 まで スク ロー ル し て , 
数 行 分 わざ と 行き 過ぎ た あと , 目的 の 行 ま で 戻る よう に し て いる 。 

を の よう な こと を 最初 に いっ て お いて か ら , 具体 的 な 操作 法 の 
説明 に 移る の で あっ た 。 


操作 方 法 は , 
ECP 下 ctrl-N 
左 ctrl-B 右 ctrl-F 


行頭 ctrl-A 行末 ctrl-E 

前 ペー ジ ctrl -Z 次 ペー ジ ctrl -V 

先頭 [ESC]+[ く ] 最後 [ESC]+ [>] 
で ある 。 

まあ , これ ぐ で らい の 機能 が あれ ば , カー ソル 移動 に 関し て は 問 
題 は な いで あろ う 。 な お , 英文 や デブ ログ ラム を 扱う の で あれ ば , 
[前 の 単語 へ ] や [次 単語 へ ] な ども ある と 便利 で は ある が ,「 私 は を 
ーー ゆー 機能 を あま り 使 わな いも ん ね 」 と いう 理由 に より 以上 の 機 
能 に 限定 し て し まっ だ 。 ま , それ ほど 問題 に は な ら な いで あろ 2 う 
(いろ いろ と や り 始 め た ら キ リ が な いし ) 


プロ グラ ム の 説明 で ある 


e.h は まっ た く 追 加 が な い 。 

extern.h と valuec で ある が , vVz_flag, flush_finish の 2 変数 が 
あり 。 これ 記 フ ラグ な わり だ だ 。 わか つて いる 奴 は すず す て に わが 
っ て いる だ ろう が , 一 毅 的 に いう と , プ ログ ラミ ング 技術 に お い 
て フラ グ と は も っ と も 安直 な 手段 で あり , それ ゆ ⑦⑰ ぇ に 悪い 解決 法 
て で て も ある 。 しかし, 強力 な 手段 と いう こと も で きる 。 いい 換 えれ 
ば 劇薬 だ な 。 ま あ , と に か く こ こ で は フラ グ を 使っ て いる 。 使わ 
す に 済ま せる こと も て きる だ みのり と は 思 る だ が 、 使っ だ ほう が ブ 
ログ ラム が 明解 に な る だ ろう と 思わ れ だ た の で 使っ て し まっ だ の で 
ある 。 

それ か ら cct と いう 配列 が ある が 。 これ は を その と き カ ー ソ ル の 
ある 行 を 「 解 析 」 し , テー ブル を 作る だ ため の も の で ある 。 な で ぜ こ 
ん な も の が ある か と いう と , 半角 文字 が 1 バイ トコ ー ド で , 全角 
災 池 が 2 バイ トコ ー ド だ か ら な の で ある 。 
この よう な 赴 骨 な 配列 と いう の も フラ グ と 同じ くら いよ く な い 
の で ある が , 格好 を つけ る の も 面倒 な が の で その まま に し て ある 。 
C 調 言語 講座 PRO-68K 77 の 


で , cct の 中 身 は 


cct [i] [0| ii 番目 の 文字 の 始ま る バイ ト 位 置 
cct [i] [1] i 番目 の 文字 の 表示 位置 (X 座 標 ) 
と が か つの て の る 。 
だ 上 よ を ば 。 1 行 が 次 の よう だ っ た と すず する と (アル フラ ァ ベッ トト は 


全部 半角 ), cct は 図 1 の よう に な る の で ある 。 

“AANt 指 三 本 " 
この よう か 解析 を , 現在 カー ソル の ある 行 に 対し て し て お ぉ お 〈 く の で 
ある 。 

それから , E_flag と 上 いう フラ グ も ある が , これ は 「 E (行末 
I 
の 存在 理由 は "EE が 行わ れ た あと N, P で 上 下 に 移動 し 
ee ti -B や 
^F な どの , ほ か の カー ソル 移動 コマ ンド が あっ た な ら 6FE flag は 
0 と な り , それ 以降 行末 を た どる こと は し な い 。 これ は 日 本 語 の 
テキ スト を 扱っ て いる と き は 特に 必要 な い の で ある が , C で 書 ヵ 
れ だ た ブログ ラム な ど , 改 行 が 多い 廊 章 の 場合 は 意味 が 出 て くる (に 
れ は ほか の エディ タ で 便利 だ っ だ た の で パク ッ て きだ の で ある 。 よ 
い エ ディ タ を 目指 す に は 騰 面 の な い パ クリ も 欠か せな い )。 
変数 の 説明 は これ ぐ で らい に し て , 次 に リス ト 4 で ある 。 

関数 main の 中 で input と いう 関数 を 呼び 出し て いる 。 こ れ は F 
EP な ど を 使っ て 文字 を 入力 する と , 一 気 に 数 バイ ト が 流れ 込ん で 
く 《 る が 。 そ を その と き 、。 それら を 「1 パ イト ずつ の 入 思 」 と し て 見 る 
の と , 「 ま と まり を 持っ た 文字 列 」 と し て 見 る の と で は , 挿入 処 
理 の 速度 が 天 と 地 は ほど も 違っ て くる の で ある 。 今月 の かよ うに カー 
ソル 移動 の コマ ンド を ちまちま と 1 バイ ト ず つ 受 け 取 っ て いる 分 
- こ は わか ら な い だ ろ う が , 本 格 的 に 動き 出す と この よう な 処理 が 
不可 欠 に な っ て 〈 る 。 一 見 な ん の こと は な い 小 技 で ある が , 受身 
を 知ら な いと て と 致命傷 を 受け る こと に な る 。 

で , その input で ある が , 
「 キ ー バ ッ フ アァ に な に か ある な ら ば と どん と ん 読み 出し 。 な く な っ 
た ら 読 み 込 ん だ も の を 入力 し た 文字 列 と し て 返す 」 関 数 な の で あ 
る 。 念 の だ た ゅ ゆ に いっ て おおく 《 が , 「1 行 入力 」 て は |ICR] を 押 き な が 
けれ ば な ら な い の で だ め な の で ある 。 

で , 先ほど も 述べ た insert_cut0 の バグ で ある が , 
する と さき に 。 

= キキ す 9 、 多 0OXIH(S 

まい だ の で ある が これ は と ん て も な い オ オ ボ ポ グ て の あら た 。 
これ は , 
図 1 Cot の 内 容 


タブ を 考 護 


た と えば “AAAN【t 指 本 三 " を 解析 する と 


0 | 2 3 4 5 6 7 
バイ ト 位 置 
X 座標 位置 
| A  A A 
| 1 NN | 
そし て chlen ニ ==8 と な っ て いる 


72 の ohnx 198g9.9. 


三 ( 導 土 8) 巡 OxHHf8: 
CK て て ほら いけ だ な が つう だ の で ある 。 
き て , 今月 の 中 で 一 番 わ か り ず らい の が flush_finish で あろ う 。 
プロ グラ ム で は , 画面 書き 換え の 最 中 に V, ~Z を 検知 し た 
が らち も は 、 まだ 終 あ つろ て 人 な いよ も いう クラ ク (つま り そ れ が 


sh_finish) を 立て て (1 に し て ) 返っ て ぐる よう に し て いる 。 
で , 呼び 出し た 側 で は それ を 検知 し て .「 を それ じ ゃ も う 1 回 画面 
書き 換え を を や っ て き て ね 」 と いう 次 第 な の で ある 。 た だ し これ は 
V, Z の 処理 中 だ け の こと な の で ある 。 その こと が わか る よう に 
vz flag と いう フラ グ を 使っ て いる (フラ グ の 2 段 攻撃 で ある )。 
を こら へ ん の こと は 関数 vVz_interruput( ) で チェ ッ ク し て いる 。 

が こん な が こと し な が っ て ゆい る が と いう と 。 こ ば 、! 以 ペー 
ジ の 速度 を に 上 げ る な だ る め が の で ある 。 と うす る こと に よる て て 、 不 
必要 な 画面 書き 換え を 省け る の で ある 。 

た と えば, 素早 く 2 度 V を 押し た な ら ば , まず 最初 の V に 
反応 し て 画面 書き 換 を が 始ま きる わけ で ある 。 と ころ が その 作業 を 
し て いる 途中 で ,vz_interruput( ) に よっ て ,「 ま だ” V が 押さ れ 
だ びー デ と に うこ 上 が お わか が る わけ だ な (プログラム を よく 見 て 
ね )。 と , いう こと に な れ ば , も うこ れ 以 上 画面 の 書き 換え を 続け 
て も ゎ 無 駄 に な っ て し まう わけ だ 。 そこ て 画面 書き 換え を る っ さと 
めで て 1 館 申 て や ゆで きだ さ ) と いい つろ 0 戻 
る わ サ で て の ね る 。 を テア ずる を 0 途中 で 返っ て 来 
た (flunsh_finish= ニ ー0) と いう こと は 
だ よい ET eS の 。 EG 
も っ と 先 の と ころ を 画面 に 表示 し て き が な が るい 」 と いう こと に な る 
の で ある 。 つ まり 手際 よく 余計 な 作業 を 省 い だ た わけ で ある 。 

よい エディ タダ タ を 作る に は 、 こ こら こん の ちまちま し た 気配 り ? 
必要 な の で ある 。 あ あし ん と ど 。 
curSor( ) 

これ は 今回 中 心 的 な 関数 で ある 。 

と は いっ て も 機能 は 単純 で , 現在 行 (cl) か ら ccs に コピ ビー し , を 
の デー タ を 解析 し て テー ブル を 作り , locate で カー ソル 位置 を 岳 
定 す る だ け で ある 。 これ は 上 下 左 右 の カー ソル 移動 の 直後 な ど に 
頻繁 に 呼び 出さ れる 関数 で ある 。 
nbefore(|, c) 

これ は , 指定 し た 行 (1) か ら c 行 る きか の ぼっ た 行 の 番号 を 返す 


ょ は ぁ A ん vz _- interruput( ) 


関数 で ある 。 それ だ け だ っ た だ ら 単 純 で よい の で ある が ,c 行 る か の 
ぼる 前 に 先頭 行 に 行き 着い た な ら , そこ まで た だ どっ た 行 数 を 返す 
NR NE SEN RG し た の 


ーー 


で は , 途中 で 先頭 行 に 達し た の か どう か が 判別 で き な い の で , を 
の 場合 は セコ く 「 一 だ どっ た 人 行 数 一 1」 を 返す こと に な っ て いる 。 


な ん て リー ニー1」 か と いう と 。 る うし て お か な いと 「0」 と いう 
こと が あり 得る か ら , そう し た だ たら 区 別 が つか な いか ら な の だ ね 。 
な ん と も ちまちま と し だ た キタ ナイ 話 で ある が 仕方 が な い 。 

で , nbefore( NN 符号 の ある 型 (int な ど ) 
て な くく て は な ら な いこ と に 
nnext(l, c) 

nbefore( ) の 逆 で ある 。 


王 忌 、。 


来 月 は 編集 が で きた りす る 


まあ 。、。 き さっ と これ で らい で あろ うか 。 細か く 説 明 し て いく と き 

り が な い の で ここ ら へ ん で や め て お くく 。 例 に よっ て プロ グラ ム 中 
に 注釈 を 入れ て お いた だ の で 読ん で い だ た だ きた だ い 。 alpha.c の は ほう は 
まさ し く 対 症 療 法 の 山 で ある が , 
を 有効 に 呼び 出す こと に 
で きだ の て の る 。 

て な し と こ で , 今月 は これ まで で ある 。 来 月 は いよ いよ 編集 ( 挿 


> 


he 


これ は cursor( ), cursor0( ) 


ょ っ て この 程度 の 大 きる に 押え る こと が 


入 / 削 除 ) を で きる よう に する 予定 で ある 。 そ れ で は , ご さき さげ ん は 
うき よう な 


F.H (先月 号 発 表 分 と 組み 合わ せ て コン パイ ル の こと 。 そ の と き LINE.C を 忘れ ず に ) 


E.H ーー シー ジー ター シー ジー を ーー シー ター タ ダー ジー シー セー ター ポーツ や 
1: /* 第 1 回 目 ! */ 
2 
3: #define Xwidth 80 /* 桁 数 : 最高 9 6 */ 
4: #define Ywidth 20 /* 行 数 : 最高 3 2 */ 
5: #define MaxTextLine 200 /* テキ スト の 最大 行 数 */ 
6: #define MAXLTNE 199 /* 作業 用 の 文字 列 の 長 さ */ 
7: #define Kaigyou 4 /* 改行 マー ク 81A5H */ 
8: 
て 9: #define txt(X) ( buff[ (X) ] .data ) /* 文字 列 デ ー タ 本 体 */ 
1 の : #define before(X) (buff[(X) ] .mae ) /* 前 の 行 番号 */ 
11: #define next{(Xx) (buff[(X)] .ato ) /* 後 の 行 番号 */ 
12: #define EOL ( 9xffFff ) /* 行 の 終端 : あり えな い 行 番号 */ 
i383: 
14: typedef struct LINE { 
185: UBYTE datafXwidth+i]; /* 1 line and EOS */ 
16: UWORD mae: /* 前 の 行 番号 */ 
17.: UWORD ato: /* 後ろ の 行 番号 */ 
18: |) 
19: 
2 の : /* 第 1 回 目 1 */ 
21: 
ーー /* 追加 は な し で ある #/ 
24: /* 第 2 回 目 1 */ 
みな: 
EXTERN.H 交 ジ どる と る と る る る る < 
1: extern struct LINE buff[MaxTextLine] : /* デー タ 本 体 */ 
3: extern FILE *fp の : /* ファ イル 構造 体 へ の ポイ ンタ */ 
4: extern UBYTE filename の [MAXLTNE] : /* ファ イル 名 */ 
5: 
6: extern int cx,cy; /* カー ソル 位置 */ 
7: extern int cxk: /* その 行 の 何 文 字 目 に いる か (全角 ノノ 半角 ププ タプ ブ プ が ある か が から) */ 
8: 
9: extern UWORD fl; /* first line リス ト の 先頭 の 行 番号 
1 の : extern UWORD bl; /* bottom line リス ト の 最後 の 行 番号 ~~ 
まま 
12: extern UWORD hl; /* home line 画面 一 番 上 の 行 番号 */ 
13: extern UWORD cl; /* current 1ine 現在 編集 中 の 行 番号 */ 
14・ 
15: extern UWORD free line: /* 未 使用 の 行 リ スト の 先頭 */ 
16: extern int full flag; /* 空 行 が な く な っ た 時 用 の フラ ゲ グ */ 
17: 
18: extern UWORD kinsetzen[]; /* 禁則 文字 の セッ ト */ 
19: 
20: /* 第 1 回 目 1 */ 
21: 
28: 
23: extern UBYTE com; /* ンド コー ド 格 納 用 */ 
24 
25: extern int vz flag; /* "2Z,"V を 実行 中 の フラ グ (連続 改 ペ ミ ペー ジ に 対応 する た め ) */ 
26: extern int flush finish; /* 2Z2、V を 完了 し た か の フラ グ ( 問 上 ) */ 
27: 
28: extern char vz_control[]; 
29: /* V, 2Z の コン トロ ー ル コー ド を 持っ て いる (あま り よ く な い ) #/ 
3 の ・ 
31: extern UBYTE coco: /* カー ソル 位置 の キャ ラク タ */ 
32: extern UWORD ccode : /* カー ソル 位置 の キャ ラク タ (全角 の 場合 あり ) */ 
33: 
3 extern int cklen; /* 現在 行 に 、 全 角 文 字 、 半 人 角 文 字 合 わせ て 何 文 字 あ ちる か */ 
36: extern UBYTE cos[MAXLTNE] ・ /* 現在 行 を コピ ー し て お く *#/ 
37: extern UBYTE cot[MAXLTNE] [2]: /* 現在 行 の 解析 結果 の テー ブル */ 
38: 
39: extern int E_flag; /* E( 行 未 へ の ジャ ンプ )〉) が 実行 され た か どう か の フラ グ #/ 
49: 
41: /* 第 2 回 目 f */ 
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まう トー ュー トー トー トー トー トー トー ルー Od 
ざ 〇 の ココ の の の いい ーO の の の コ つの の の いい 


まう 
rs 


むう モウ 
も 5 も O 


24: 


IO Po 29 
COQ つの < で や 


29・ 


ws 
る 


31 : 


そら 
[oe 


33: 


wowow wo 
A oe 


38: 


> i くう 
La | 


> や や や や 
nn row Lr 


OP お な 
この ぐさ で コ 


Gr で ①1 
CS も っ うー 


95: 
96: 


Oh! X 1989.9. 


D 
O 


ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ AA2、CC < ここ < こと <<< スン ーー ここ < る る < 
#include <stdio.h> 

#include <basicdQ.h> 

#include <iocslib.h> 

#include <conio.h> 

#include <class.h> 

#include 6h' 

#include "extern.h" 


: main({argc,argv) 


int argc; 


: UBYTE *argvi]: 


{ 
$nt i,i:; 
UBYTE coms[MAXLINE]; 


まま も も ) ) 

if (argo < 2) strcpy(filename9, DELETE.ME" ): /* フ 
elae stropy(filename の 9,argv[1]): 

fp の = fopen(filenameQ, "r+t"); /* ブフ 
if (fp の == NULL) fp の = fopen(filenameQ, "w+t"); /* 新 
if (fp の == NULL) error("main:file open'"); /* な 


getfile(fp0) : /* ブフ ァイル の 読み 込み */ 


cl = oxk = cx = Cy = 9 の: /* カー ソル 位置 な どの 設定 +/ 
flush(Q); /* 位置 画面 表示 */ 


CUTSOY( ) : 
while(1) ({ 
if (input(coms,MAXLTINE) == 1) { 
com = *coms; 
} else { /* FEP か ら の 入力 */ 
/ ネ n_insert(oomas ) : まだ だ よー ん #/ 
cursor(); 
continue; 


} 
if (9x29 <= com) { /* 1 文字 入力 し た */ 
/* insert(com); まだ だ よー ん */ 
continue; 
} 
Switch(com + の Ox49) { 
case 'A': /* 行頭 へ */ 
do_A(): 
E flag = 9; break; 
case 'B’: /* 左 */ 
do_B( ) : 
RE flag = の : break: 
case 'E’: /* 行末 */ 
do BE(): 
E flag = 1: break: 
Ca8e 'F): /* 右 */ 
do_F(): 

E flag = の: break: 
case ’L’: /* 書き 直し */ 
do L(); break; 

case ’N’: /* 下 */ 
do N{(}; break; 

case ’P’: /* 上 */ 
do P(): break: 

CaSe ’V’: /* 次 買 */ 


E flag = 9: break: 
case ’X’: XA/ 

do X(); break; 
case ’Z’: /* 前 頁 */ 
do Z(): 
E flag = 9: break: 
/* ESC ま / 
do_ESC( ) : break: 


} 
cursor(); /* 現在 行 を 解析 し て お く *#/ 
finis(); /* コン ソー ル を 元 に 戻し た りす る */ 


CaSe ’ 


/* 2 2 2 4 この 部 分 は 先月 と 同じ る する $ */ 


finis() 

{ 

/* ぁゃ ゃ る ゃ る ゃ る この 部 分 は 先月 と 同じ る きゃ る ゃ る  #/ 
} 


/* ファ イル を 読み 込む */ 
getfile(fp) 
FILE *fp; 


int Wi WiV, 0: 
UBYTE 1[MAXLINE+*2]; /* MAXLINE > Xwidth */ 
UBYTE s[MAXLINE*2] : 


/* る を る る 次 の 1 行 訂正 $ る る を る *#/ 


が な い */ 


ー プ ブ プン し て みる */ 
作る */ 


を ぼく の 学校 の 文化 祭 の テー マ は な ん と 「 夢 を か た ち に 」 で す 。 〈 る を 一 , 来年 は 実行 委員 
に な っ て 「 夢 の つづ き を 語 ろ う 」 に し て や る ゼ ぜ 1 


し まっ た , 俺 は 3 年 生 だ っ た 。 
庄子 真 海 (15) 宮城 県 


97・ fl = wl = newline(EOL,EOL ) : /* 
98: under_print(" フ ァイル 読み 込み 中 …"); /* 
99: 


最初 に 1 行 分 を 手 に 入れ る 
時 間 の 掛か る 作業 の 時 は メ 


100: *s = \ の /* 前 か ら の 繰り 越し は な し */ 


101 : while(! feof(fp)) { 


102: fgets(1,MAXLTNE ,fp) /* 適当 な 長 さ だ け 読 み 出 す */ 


103: C = strien(l); 


104・ if (! co) break: /* を る る る ぐ 追加 $$ る ゃ る */ 


105・ 


106 : if (1[(c = atrlen(1) - 1)] == ’¥n’) (  /* 最後 が 改行 な ら マ に する */ 


197・ [C++] = Kaigyou >> 8; 
108: 1 [C++] = Kaigyou & Qxff; 
109・: (lol 49 

110: 


/* 文字 列 終了 も 忘れ ず に */ 


} 
まま まま stroat(s,1): /* 前 か ら の 繰り 越し の 後に 加え る */ 
i112: /* 注 : MAXLINE > Xwidth だ か ら 、s の 中 に は 必ず 1 行 分 以上 の 文字 列 が 入っ て いる */ 


113: 

114: do { 

まま 生え inaert out9(s,1): /* 
116: stropy(bufffw1].data,s): 
117: wl = getnext(w19 = wl); /* 
118: if (nl =- ROL) { /* 
119: bl = w10: 

120: under blanc( ) 
121: return; 

122:. } 

123: strepyts,i1}; /* 
124: } while(strlen(s) >= Xwidth): / ネ 
125: } 

126・ 

127. /* を る を る 追加 を ゃ る */ 

128: do { /* うー 
129・ inSert cutQts,1i); /* 一 行 
130: stropy(buff[w1].data,s): 

131: wl = getnext(wl0 = wil); /* 次 の 
132: if (wi == EOL) { /* も う 
133: bl = wid; 

134: under blano( ) : 
まり: return; 

136: } 

_137: Stropy(s,1 ) /* s 
138: } while(strlen(s) > の ひ )・ /* s が 
139: /* る る @@ 追加 $$ る る を */ 

149・ bl = wl; /* 最後 の 行 番号 を b1 に 覚え て 
141: under blanc() : 

142: } 

143: 

144: insert cutQts,t) 

145: /* を る 次 の 1 行 訂 正 ゃ ゃ る を る */ 

146: w = (w+8) & Qxfff8; /* 
147: 

148: 

149: /* 指定 行か ら 下 を 書き 直す */ 

159: filushQ(y,1) 

151: int y; /* 書き 直し 開始 位置 */ 


十 淀 


へ 草 
な 議 


お く */ 


I 


152: UWORD 1; /* 書き 直し 開始 行 : 最終 行 (b1) で は な いこ と */ 


まま 


154: flush finish = の : /* その うち わか る */ 


155: for(:y < Ywidth-3:Y++) { 


156: flush 11line(y,txt(1)): /* 1 行 表 示 */ 


157: + = next(l); 


158 : if (1 == EOL) { /* 最終 行 に 突き 当たっ た */ 
/ ネ 


159: B PRINT("\xib[ の 9J"): 

160: わ break: 

161: } 

162: 

163: /* を $$ る 次 の 3 行 訂正 $$ を ゃ を */ 

164: if (vz_interrupt()}) { /* コマ ッッ ド 
165: return; 

166: } 


カー ソル 位置 か ら 最 後 ま で クリ ア */ 


の 連発 ? */ 


167: /* その うち わか る */ 


168: } 


169: fiush finiah = 1; /* その うち わか る */ 


170: } 
17i: 

172: /* コマ ンド / ズ 文字 の 
173: /* FEP か ら の 入力 
174: /* 原則 と し て 文字 列 
175: input(s,max) 

176: char *s; 

7 f 

178: int c; 

179: 

180: c= の ゆ ・ 


181: while(c == 9 の 9) { /* 必ず 何 か 1 。 / 。 


182: while(kbhit() && (co < max-1 ) ) /* 
183・ 8 [C++] = INKEY(); 

184: } 

185: } 


/ 


186: stc] = \ の 9「: /* 文字 列 の 終端 記号 を 忘れ ず に */ 


187・ return(C): 

188: )} 

189: 

190: /* ctr1-X + ? の 処理 */ 

i191: do X() 

192: { 

193: under print("CTR-X:"}; /* モー ド 
194: com = INKEY(); /* 1 文字 
195: under blano() ; /* モー ド 
196: cursor( ) 


> うお ゼー っ , や っ だ 一 「 サ ンダ ー フ ォ ー ス IL」 を と いた だ た ず ぉ ー っ , と 喜ん で いた 次 の 日 , 学 
校 の 帰り に 自転 車 で コケ て 指 の 先 の 皮 が ズ ズ ダッ と むけ て し まい (これ が また 痛い ん だ )。 指 
用 の バン ソー コー が 必需 品 も し な っ て し まっ だ 。 あ あ , ゲー ム が で き な い よ ぉ ー! 

清水 了 (15) 大 阪 府 


C 許 


紀 


nn 


* / 
ッ セ ー ジ を 出す */ 


ん */ 
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197・ Switch(Com+ の x4 の ) { 


198: case ’C’: /* 終了 */ 
199: finis(); 
200: case ’D’: /* コア ・ ダ ンプ #/ 
201: under_print(" コ ア ・ ダ ンプ 中 …"); /* メッ セー ジ 表 示 */ 
202: Core dumD( ) : 
203・: under blano(): /* メッ セー ジ を 消す */ 
294・ break: 
205 : case ’L’: /* 表示 位置 を 変え ず に 画面 書き 直し */ 
206 ・ flush(h1) : 
207・ ゝ break: 
208: case 'S': /* セー ブ */ 
209: /* まだ だ よー ん */ 
210: break ; 
まま も: case ’G’: /* 中 断 */ 
212: bell(); 
213: break; 
214: default: 
16: breaki 
216: } 
217: key_empty(); /* key buff empty */ 
218: } 
219 
220: /* ESC + ? の 処理 */ 
221: do ESC() 
222: { 
223: under_print("ESC:"); /* モー ド を 示す */ 
224: com = INKEY( ) : /* 1 文字 だ け 入 力 */ 
225: under blanc( ) : /* モー ド 表 示 を 消す */ 
226: Switch(com) { 6 
227 : case "< く !: /* テキ スト の 先頭 に ジャ ンプ */ 
228・ ci = fl; 
229: cxk < cx < cy < 9: 
230: flush(f1l); 
231: break; 
232: case ">'・ /* テキ スト の 最終 に ジャ ンプ */ 
233: /* inaert Cut _all(); あと で ね */ 
234: cl = も i: 
235: do_E(); /* 行末 に 行く :cx,cxk を セッ ト す る */ 
236: cy = center flush(); 
237 : break; 
238: case ’¥x20’: /* マー クセ ッ ト #/ 
239: /* まだ だ よー ん */ 
2409: break; 
241: case ’¥007’: /* 中 断 */ 
242・ be11( ) : 
243: breaki 
244: default: 
245: break; 
246: } 
247: key_empty(); /* key buff empty */ 
248: ] 
249 
ここ ペー ニー ニニ ニス ここ ここ < SUB,C な ジニ ニニ こぐ な エニ 
2 /* ゃ る ゃ る ここ まで は 先月 と 同じ を る る  #/ 
3: /* カー ソル 位置 を 設定 し 、 現 在 行 の 解析 を する */ 
4: cursor() /* set ooo & ces *#/ 
5: f{ 
6: locate(cx,cy)}; 
7 CUTSOY ひ ( ) : 
8: } 
9: 
1 の : /* 現在 行 の 解析 を する */ 
11: cursor の 9() /* set Coo & Cos *#/ 
12: ({ 
13: strcpy(lccs,bufflcll].data); /* 現在 行 を cos に コピ ビー する #/ 
14: ktable( ) : /* 解析 する */ 
15: ccode = coc = cosi[ccticxk]I[0]]; /* カー ソル 位置 の キャ ラク タ を 取り 出す */ 
16: if (iskanjilccc)) ccode = (ccc << 8) | cocg[cct[cxk][9]+1] 
17: /* 全角 文字 へ の 対応 */ 
18: # 
19: 


20: /* 1 行 目 か ら c 行 遡る 。c 行 の 前 に 先頭 行 に 達し た ら (- 遡 っ た 行 数 -1) を 返す */ 
21: nbefore(1,o) 

22: int 1,e: 

23: { 

24: int 3: 


26: for(i = 0;i < oi;it++) [ 
27: if (1 == fl) { /* 先頭 行 に 達し た */ 


28: return({(-i-1); 
} 
30: } = before(1): /* 前 の 行 を た ぐる #/ 


} 
32: return(l); 
33: ] 


35: /* 1 行 目 か ら c 行 下る 。c 行 の 前 に 最終 行 に 達し た ら (- 下 っ た 行 数 -1) を 返す */ 
36: nnext(l,c) 

37: int 1,c:; 

38: t 

39: nt 3 


イン ディ ・ ジ ョ ー ン ズ は 凄い 。 この 映画 に は 活字 や 絵 じ ゃ 表せ な い 映 像 の 素晴らし る が 
124 onhix 19g9.9. あふ れ て いる 。 ラ スト シー ン で 泣き 笑い に な っ た と ころ に あの テー マ が 流れ て き て ……。 
幸せ な 一 日 で し た 。 晴山 佳彦 (19) 千葉 県 


40: 

41: for(1 = 0;i < coc;it+) { 

42: if (1 == bl) { /* 最終 行 に 達し た */ 
43: return( -1-1 ) : 

44: } 

ーー - | = next(」)・ /* 次 の 行 を た ぐる #/ 
47: return(1): 

48: } 

49: 

5 の 9: /* c] が 画面 の 中 央 に 来る よう に 画面 を 書き 変え る *#/ 
51: /* cl の Y 座 標 を 返す */ 

52: oenter flush() 


53: { 
54: int よ ・ 
55: 
56: ま = oo >> 1}}: 
57: if (| < 0)} 【 /* 指定 数 だ け 遡 る 前 に 先頭 行 に 出くわし た 。-1-1 が 遡っ た 行 数 */ 
58: flush(f1 ) : /* 先頭 行 を 一 番 上 に し て 書き 直し */ 
59: return ( --1 ) : /* c1 の Y 座 標 を 返す */ 
60: } else { /* 指定 行 数 だ け 遡 っ た 所 の 行 番 号 は 1 */ 
61: fjush(1): /* 1 を 一 番 上 に し て 書き 直し */ 
62・ return((Ywidth-4) >> 1): /* c1 の Y 座 標 を 返す */ 
63: } 
64: } 
65: 
66: /* cos を 分 解 し て cct に テー ブル を 作る */ 
67: ktable() 
68: { 
69: int CX,i; 
70: UBYTE wv; 
Ti: 
2: 4 G コ tx 疹 : 
73: while(1) { 
74・ CC も [1 19O】 = o: /* バイ ト 位 置 を セッ ト #/ 
75: cct[ i++][1] = xi /* x 座 標 位置 を セッ ト #/ 
76 : if (iskanji(w = cos[o++] )) { /* 全角 文字 の 場合 */ 
77: C++; 
78: x +2 2: 
79: } else if (w == '¥t') { /* タブ の 場合 */ 
80・ x = (x+8) & Qxfff8; 
8l.: } else if (w) { /* 普通 の 半角 文字 */ 
82・ に る 2 
83: } else { 
84: cklen = i; /* 文字 数 を 覚え て お く */ 
85・ break;  /* return */ 
86 : } 
87: } 
88: } 
89: 
90: /* "V,"Z で イン タラ ブ ト を 起こ すか どう か */ 
91: vz_interrupt() 
92: 人 
93: unsigned int c; 
94: 
95: if (vz flag && kbbit()) { 
96・ 1f ((C = INKEY()) == vz flag) 
_ return(1 ) : /* 立て 続け に 改 ー ジ コマ ンド が 入力 され た */ 
99・: return( の ひ )・: 
199: } 
VALUE.C 
ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ VALUE.C "ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 
1: #include <stdio.h> 
2: #include く basic の .h> 
3: #inciude <iocsiib.h> 
4: #include <conio.h> 
5: #inciude <class.h> 
6: #include Ye.h" 
7: 
8: struct LINE buff[MaxTextLine]; /* デー タ 本 体 */ 
9: 
19: FILE *fp の : /* ファ イル 模造 体 へ の ポイ ンタ */ 
11: UBYTE filename の [MAXLTNE] : /* ファ イル 名 #/ 
12: 
13: int cx,ery: /* カー ソル 位置 */ 
1 int cxk; /* その 行 の 何 文字 目 に いる か (全角 ノ 半 角 ノ タプ が ある か ら ) */ 
16: UWORD fl; /* first 1ine リス ト の 先頭 の 行 番 号 */ 
17: UWORD bl; /* bottom line リス ト の 最後 の 行 番号 */ 
18: 
19: UWORD hl; /* home line 画面 一 番 上 の 行 番 号 * 
29: UWORD oc1: /* current line アア イッ */ 
2i: 
22: UWORD free line; /* 未 使 用 の 行 リス ト の 先頭 */ 
ーー int fu11 flag = の : /* 空 行 が な く な っ た 時 用 の フラ グ #/ 
25: UWORD kinsetZen[ ] = { /* 禁則 文字 の セッ ト */ 
26: ) 「。 ます 
27) ) 」 !/。 !「』: すす |) | 
28 も 。 い ,) 5 , まま , お 。 
49) ア 。 オイ 。 ウ ) エエ 。 キジ 
30・ ン オッ 。 
31: ‘*» ‘0', 0 2 
ハー ド デ イ スク が は ほし い 。 で も 高く て 買 を な い 。X68000 ノ ー マ ル を 50 万 近く で 買っ た 私 
と し て は , いま の ACE, EXPERT, PRO の HD を 持っ て いる 人 が うら や まし い 。 C 調 言語 講座 PRO-68K 7 グ 5 


石堂 直樹 (19) 愛知 県 


: int vz flag = 60: / を 2 V を 
・ int flush finishi /* 2 V を 


ん 
・ UBYTE ooo: /#* カー ソル 位置 
: UWORD coode : /* カー ソル 位置 


・ int cklen: /* 現在 行 に 、 全 


: UBYTE ccs[MAXLINE] : /* 現在 
: UBYTE cct[MAXLINE][2]: /* 現在 行 


: int E Flag: /* E( 行 未 へ の ジ 


・/# 第 2 回 目 1 */ 


・ /* 第 1 回 目 1 */ 


: UBYTE com: /* コマ ンド コー ド 格 納 用 */ 


連続 改 ペ ー ジ に 対応 する た め ) */ 
グ ( 同 */ 


・ Char vz_control[] = "\x16\xla': 


/ Y. 2 の コ : ー ド を 持っ て いる (あま り よ く な い ) *\/ 


(AONASD) */ 

文字 合わ せ て 何 文字 ある か */ 
て お で! 

の テー プル */ 

が 実行 され た か どう か の フラ グ #/ 


AL PHA.C 


ニニ ニニ ニニ ニニ ニン ニン ベニ ニニ ALPHA .C ioe re roo odo 


126 ohnx 198g9.9. 


: #include く gtdio.h> 
: #include <basic の 9.h> 
: #include <iocslib.h> 


#include < く conio.h> 
#include <class.h> 
#include "e.h" 
#include "extern.h" 


/* 行頭 へ */ 


・ do_A() 


cx = cxk = 9: /* この あと で cursor() が 実行 され る か ら こ れ で いい の だ */ 


まま (cx == ひ の ) { /* 
if (cl => fl}) return; /* 

cl = beforetcl); /* 

do_E(); /* 

if (cy) 【 /* 

Dy~~)} /* 

} else { /* 

cy = center flush(); 


| | | 肝 愛 計 さ 

嘩 中 SS 乙 記 

dd < トト 
“SnS9Snsys 

え 2 ゴ ヒエ ゴゴ ゴゴ ざ ゆい 

| 評 法 る 汗 へ 其 

SS の 完全 。 吾 到 


} 

} else { /* 行頭 で な い の 
cxk--; /* 1 文字 前 へ * 
cx = cet[cxk][l]; /* x 座標 を そろ える */ 


の St 。 


、 


4 / ま 村人 / 


cursor0( ) : /* 解析 を し 直す 
Cxk = oklen-2: /#* 行末 の 文字 へ 
Sx = octioxkiEll: /* 行末 の 文字 の 
Cursor0( ) : /* ccode を 得る た め に も う 一 度 解 析 し 直す */ 
if ((ooode == Kaigyou ) /* カー ソル の 下 は 改行 マー ク ? */ 
| (octiexkillil]} >)> ルナ wi3dtb)) ( /* 1 文字 右 に 行く と Xwidth 以 上 ? */ 
} elae { /* そう で な い の な 6 */ 

cxk++; 

cx = oot[oxk][1]: /* も う ひ と つ 右 へ */ 


if ((cl == bl) && (ooode == '¥0’)) return : 


る 条 : 
字 が な い 状 態 の 時 に F が 入力 さ 
行 マ ー ク (ヤマ) が ある 時 に ^F が 
(3)1 文 字 右 に 行く と Xewidth 以 上 に な っ て し まう 
if 
| 
| 


と き 
tt 


((cxk > cklen-2) /* カー ソリ 
| (ocode == Kaigyou) /* カー ソ ) 
| (cot[oxk+1][1] >= Xvidth)) [{ 

cl = next(o1 ) : 

cxk = CX = 9; 

Cy++; 

if (oy >= Ywidth-3) { /* 次 の 買 へ */ 
cy = Center flush(); /* co1 行 を 中 心 に し て flush す る *#/ 


” 
1 
ささ 


く と Xwidth 以 上 */ 


} 


} else { 


最近 , 記事 内 容 が 充実 し て きた 。 加 えて 3D や CG 特 集 で ある 。 
る 。 


感涙 の 今日 この ご る ろ で あ 
菊田 俊彦 (31) 茨城 県 


ぁ 字 野 総理 の 退陣 は , 
と 似 て る , 


68: 
69・ 
7 9・ 
1 ] 
2 


cxk++; /* 単純 に 右 へ 行く */ 
CX = cectiexk] ii]; 


73: / ネ * EH */ 


な まく do L() 
75: 

76: 

本 まま 

78: 


9: / ま F */ 


89: do N() 
1: { 
82: 
83: 
84: 
85: 
86: 
87: 
88: 
89: 
90: 

本 まい 
92: 
93: 
94: 
95: 
96: 
97: 
98: 
99: 
100: 
101: 
102: 
193: } 
104・ 


195: /* 上 */ 


196) do P() 
107: { 
198: 
109: 
110: 
まま まく 
i124: 
113: 
114: 
115: 
116: 
117: 
118: 
119・ 
120・ 
121: } 
122: 


123: /* 次 頁 


124: do V() 
125: { 
126: 
127: 
128: /* 
129: 
130・: 
131: 
132: 
138: 
134: 
135: 
136: 
137: 
138: 
139: 
140: 
141: 
142: } 
まう 
144: /* 前 頁 
145: do 2Z() 
146: [ 
147: 
148: 
149・ 
150・ 
151: 
152: 
153: 
154: 
4155: 
156: 
1857: 
i158: 
159: 
160: 
161: 
162: 
163: 
164: 
165: } 


と 思う 。 


cy = center flush(); 


UWORD c10: 


1f (cl == Db1) return: /* 最終 行 な ら な に も し な い *#/ 

C10 = next(C1): /* 次 の 行 を チェ ッ ク #*/ 

if ((strlen(bufffc]19].data) == 9) /* 次 の 行 が 0O 文 

&& (! jstrochr(buff[c1].data,Kaigyou) ) ) 【 /* 現在 行 に 改行 
ャ return : /* 何 も せ 帰 

} 


cl = el9; /* 次 こす る */ 
Cursor9( ) : /* 解 
if (E flag) { /* 右 

GOo_E()) /4 を 
} else { /* さ 


リリ 


cklen-2; /* 新しい 行 が 短い な ら 行 末 */ 
/* 文字 の "番目" を 変え な い */ 
} 


で アオ すす /* Y 座 標 を 増やす *#/ 
if (cy >= Ywidth-3) { /* 下行 
cy = oenter flush(); /* cil 行 


cx = CCtfioxk]iE1 


} 


まま (cl ニニ fl) return; /* 先 

cl = before(o1 ) : /* 前 

cursorQ(); /* 解 

if (E flag) {  /* 右 喘 に いた 
do_E(): /* それ な ら 右 

} else { /* さも な くば 
if (cklen-2 < cxk) cx cklen-2; /# 新しい 行 が 短い な ら 行 末 */ 
CX > octioxkllll: /* 文字 の "番目" を 変え な い */ 

} 


cy--; /* Y 座 標 を 減ら す */ 
1f (ey * 09} 【 /* 最上 行 を 超え た ら 前 買 */ 

cy = center flush(); /* cl1 行 を 中 心 に し て flush す る */ 
} 


*/ 


int Vv; 


insert_cut_all(); まだ だ よー ん */. 
Cursor ひ ( ) : /* 念 の た め 解 析 し て お く #/ 
if ((cl == b1) && (ocode == ’¥0’})) return: /* も し る て */ 
vz_flag = 9x16: /* vg flag を セッ ト す る */ 
do { 
if ((w = nnext(h1,Ywuidth-5+((Ywidth-4) >> 1))) < の) 【 
cl = bl: /* 最終 行 に 達し た */ 
} else { 
cl = wi 
} 


cy = oenter flush(); 

cxk = cx = 09; /* 行頭 へ */ 
} while(! flush_finish); /* vz interrupt() に か か っ た な ら も う 一 度 */ 
vz flag = 0: /* vz flag を クリ ア す る #/ 


*/ 


まお WW 


if (hl == {fl} { ん 既に 先頭 買 に 達し て いる */ 
に XK SS CX < Ce + 
cli = fil: ー 最上 行 の 行頭 へ */ 
return; 
} 
vz flag < Vxila:; /* vz _ flag を セッ ト す る */ 
do { 
if ((w = nbefore(hl,Ywidth-5-((Ywidth-4) >> 1))) < の) ({ 
ol まま /* 先頭 行 に 達し た */ 
} else { 
Sl = vt; 
} 


cy = center flush(): 

cxk = cx = 89; /* 行頭 へ */ 
} while(! flush finish); /* vz_interrupt() に か か っ た な ら も う 一 度 */ 
vz flag = の : /* vz _ flag を クリ ア す る */ 


「SUPER 大 戦略 」 で 負け そう に な っ た と き , 慌て て リセ ッ ト す る の 


山下 智也 (19) 大阪 府 


言語 講座 PRO-68K 7 グ Z 


‘is Pr Mi 


、。CGA シ ステ ム に た く は 


に な で 


子 想 を は る か に 上 回 る も の て ・ 靖 二 ょ っ 
て 赤字 の 噂 も あっ た 収支 も 、 ちゃ ん と 黒字 に な る メド が 
ちょ まし た 。 和 皆さん の 期待 の 大 きる を 改め て 痛感 し , 身 


の 引き 締まる 思い て す 。 な お ぉ お ,。 まだ お ぉ 手元 に CGA シ スズ ステ 
ム が 届い て いな い 方 は 。 イン フォ メー ショ ン の コー ナー 
を ご 覧 くだ きい 。 

と まあ , 墜 昔 し いあ いる つ は この くら い に し て ,。 今回 
の メイ ン テ ー マ で ある CAD の 説明 に 移り ます 。CAD は , 
物体 の 形状 を 3 面 図 と 透視 図 を 見 な が ら マ ウス て で て デザイ 
ンジ し て てい パシ ジ ショ クラ みて サ す 。 

物体 形状 デザ イン (モデ リン グ ) と いう 作業 は , CGA 
制作 の 出発 点 で あり な が ら , 直感 的 に 3D を と ら え る セン 


ス や コツ コツ 積み 上 げ て いく 〈 妨 面 力 を 必要 と し ます の で , 


「 誰 だ で も 。 す で 簡単 に 」 と いう わけ に は な か か な か いき まき ま 
せん 。 EN ME 
い 機 能 を 持っ て いる だ け に , か な り 複 雑 で 挫折 し て し ま 


ile 
initialize 


| Semple wu 
Et 


図 | 画面 に 向かっ て 左上 が 平面 図 ( 上 が Y 軸 の 正方 向 , 
右 が X 軸 の 正方 向 ), 左下 が 側面 図 ( 上 が Z 軸 の 正方 向 , 右 
の 正方 向 ), 右 下 が 正面 図 ( 上 が Z 軸 の 正方 向 , 右 が 
正方 向 ), 右上 が 透視 図 で す 。 操 作図 面 は 図面 の 枠 
E の ベン カラ ー の 破線 に より 囲ま れ て 表示 され ます 。 
i は , その 図面 の まわ り に ある 矢印 を クリ ッ ク す る 
示 領 域 を 変え る こと が で きま す 。 右端 の 操作 パ 
か ら 順 に , A パ ネル , B パ ネル , C パ ネル と 言 
C パ ネル は , マウ ス を クリ ッ ク す る と , Panel 1 
anel 5 に 順に 変わ っ て いき ます 。 


人 DoGA-C じ GP アニメ ーション 講座 《3) 


AD を 攻略 せよ 


今回 は DoGA・CGA シ ステ ム 最 大 の 難関 , 難攻不落 の 宇宙 要塞 CAD 
(3D サー フェ スモ デリ ング ツー ル ) を 攻略 し て みよ うと 思い ます 。 
その た め , 執筆 陣 と し て も , マニ ュ ア ル の 第 3 章 「CGA 制 作 入門 」 
の 作者 と し て 有名 な ( ? )MAX 田 口先 生 も お 呼び し まし た 。 


う 初心 者 も 少な て あり ませ ん 。 こ の あたり に 難攻不落 の 
字 宙 要 寒 と 呼ば れる 所 以 が ある の で す 。 

まず は MAX 田 口先 生 に 「CAD 入 門 編 」 を お 願い し た あ 
と , 再び 私 が CAD を 使い こなす テク ニッ ク を いく つか ご 
紹介 する こち に し ます 。 


MAX 田 口 の AD 入門 


@ び ます は 面 画 の 説明 か ら 

私 は , 今回 の 宇宙 要 案 CAD 攻 略 隊 の 隊長 に 選ば れ た M 
AX 田 口 で ある 。 与え そら れ た ペー ジ は 少な い 。 し か も 攻略 
隊 の メン バー は 初心 者 は ば は かり で ある 。 は な は だ 心 も と な 
い が , CAD に も 弱点 は ある は ず だ 。 進め , 勇者 た ちょ ! 
CAD 攻 略 な くし て , 作品 は 作れ な い の だ ! 

さて , 図 1 が 宇宙 要 案 CAD の 見 取 図 (画面 ) で ある 。 
3 つの パネ ル の うち , A パネ ル は モー ド の 選択 や 一 般 の 
B パ ネル は 面 ポ ボイン タ と 3D カ ー ソ ル の 移動 や 
操作 。C パ ネル は 表示 画面 の 設定 や を の 他 の 環境 設定 に 
関係 し だ た ヨコ マン ド が を それ ぞ で ル まとめ て ある 。 し か も C パ 
ネル は , さら に Panel 1 か ら Panel 5 に 分 か が れ て いる 。 も 
ちろ ん 各 パ ネル の 詳し い 説 明 は , 我ら が バイ ブル 「 マ ニ 
ュ ア ル 」 の 第 4 章 に 書い て ある 。 
@ ま すず は 紙 飛 行 機 の 形 を デザ イン し て みる の だ 

それ で は , いよ いよ CAD 攻 略 の 第 1 段階 と し て , まず 
は 紙 飛 行 機 を 作っ て みよ ょ よう 。 た っ た 4 つ し か 面 が な い 科 
単 な 物 体 に する つも り だ か ら , あっ と いう ま に で きる は 
す だ 。 
@ た と え ア トリ ビュ ー ト が ひと つ で も , アト リ ビ ュ ー ト 
の 登録 か ら 始 め る の だ 

天 介 に アプ トド トリビュー ト を 登録 する 。 ア トリ ビュ ー ト の 
づけ は ATR で 行う けど , 面 の アト リ ビ ュ ー ト の 決定 は 
この CAD で 行う の だ 。 この 点 を よく 理解 し て お いて は ほし 
bh 

アト リ ビ ュ ー ト の 登録 に は ,. まず A パ ネル の Attribut 
e Mode の と ころ を クリ ッ ク し て アデ アトリビュート モー ド 
に 入る 。 次 に その 中 の Attribute 登録 を クリ ッ ク す る と 
メト リセ ビュ ー ト 名 の 入力 状態 に な る の て ,。 アデ ト リゼ ェ ー 
ト 名 を 登録 する 。 キ ー ボ ー ド か ら 「kami」 と 入力 し て ( ち 


SE 2 の ドム 


ゃ ん と この と お り に 半角 の 小文字 で 入力 する こと ), リ タ 
ー ン キー を 押す 。 ア トリ ビュ ー ト の 入力 が 終了 し た ら 。, 
ESC キ ー を 押す と アト リ ビ ュ ー ト モー ド に 戻る 。 

アト リ ビ ュ ー ト 指定 と は , これ か ら 新 し 〈 作 る 面 の ア 
トリ ビュ ー ト 名 を 指定 する こと で ある 。 最 初 の 状態 で は , 
アト リピ ビュ ー ト 指定 は atr no と な っ て いる 。 こ の まま 
ご と , 作っ た 面 の アト リ ビ ュ ー ト が atr no に な っ て し 
まう 。 そこ で , アト リ ビ ュ ー ト 指定 を 変更 する た め に 
アト リピ ビュ ー ト 名 の 登録 が 終わ っ た ら Attr. 指定 変更 の 
と この を グル ナッ グ し て 、 ザ ドリ セ ュ ョ ュー ト 林 定 を 変更 ずる 。 
アト リ ビ ュ ー ト の 指定 変更 に は ,. マウ スカ ー ソ ル を 「ka 
il と 書い て ある と ころ に 持っ て いっ て クリ サッ ク す る 。 
現在 の アト リ ビ ュ ー ト 名 は C パ ネル の Panel 1 の 一 番 下 
に 表示 る され て いる か ら , を そこ が ちゃ ん と 「kami」 と な っ 
て いれ ば , アト リ ビ ュ ー ト の 指定 変更 は 終了 だ 。 

これ で これ か ら 作 る 面 に は 「kami」 と いう 7 
ーー トド ト が つり られ る こと に な っ ゥ っ た わり けり だ 。 
人 @ 面 を 作る た め の 基 礎 知 識 な の だ 

面 を 作成 する (物体 を 実際 に 作る ) に は , A パ ネル の 
Edit Mode を クリ ッ ク し て , エ デ イ ッ ト モ ー ド で 行う 。 
この CAD で 取扱 う 最 小 の 単位 は 面 で , 物体 は 面 を 組み 合 
わせ る こと に よっ て 作っ て いく 《 (つま り 。 で きた 物体 は 
紙 で 作っ た 張り ぼ て の よう な も の に な る )。 だ か ら ア ン テ 
ナ の よう な 直線 を 作る こと が で き な い の で , も し そん な 


FR だ 


物体 を 作る こと に な っ た ら , と て も 細長 い 面 を 作っ て ご 
まれ か れず もじ か が な に a 
また だ た, この CAD に は 面 の 指定 を する た め の 面 ボイン タ 


と , 点 を 指定 する た め の 3D カ ー ソ ル が ある 。 
現在 ポイ ント され て いる 面 は 、 パ ネル B の 「 ポ イン ト 
連 認 」 を クリ サッ ク す る は 点 析 で 表示 きれ る 。 新 し く 面 
を 作る と ポイ ンタ は を の 面 に 勝手 に 移動 する 。 つ まり , 
特に 面 の ポイ ンタ を 変更 し な か っ た だ た ら 一 番 最後 に 作っ た 
面 に 面 の ポイ ンタ が ある こと に な る 。 

3D カ ー ソ ル は 空間 座標 上 の 1 点 を 示し て いて , その 1 
点 は 各 平 面 図 の 2 つの 白色 の 直線 の 交点 で 表 さ る れ て いる 。 
この CAD で は 面 に 対す る 操作 は ポイ ント され た 面 に 

に 対す る 操作 は 3D カ ー ソ ル の 座標 に 対し て 行わ れ て いる 。 
物体 を 作る とき は YZ 平面 が 正面 図 し な る の で , この 
図面 が 物体 を 前 か ら 見 た 図 と な る よう に 作成 し た ほう が 
い 。 人 に は が の 向き に 作っ て も か まわ な いけ り けど,。 こう 
し て お お 《 と 。 フ レビー ムラ ファ オル を 作る と き に いち いち 物 
体 の 向き で 頭 を 悩ま せる 必要 が な く な る の て 便利 で いい 。 
また だ た, 普通 は 物体 の 中 心 点 が 原点 に くる よう に 作る の が 
いけ ど , 家 と か 木 な ど は 底面 の 中 心 が 原点 に な る よう 
に 作成 し た ほう が , フレ ー ム ファ イル が 作り や すく な る 。 
物体 を 作る とき は 物体 の 中 心 を どこ に 置く か も よく 〈 考 ぇ 
ik4 有 で きる よう に な れ ば ーー 人 前 だ 。 
@3D カ ー ソ ル の 移動 は , この CAD の 特徴 な の だ 

3D カ ー ソ ル の 移動 に は , 平面 図 に マウ スカ ー ソ ル を 持 


っ て いっ て クリ ッ ク す る と , マウ ス の 位置 まで 3D カー 
ツル が 移動 する 。 こ の 移動 の 仕方 が この CAD の 最大 の 
特徴 に な っ て いる 。 

まず , マウ ス を 移動 し た いと ころ まで 持っ て いっ て 右 
クリ ッ ク す る と , 3D カ ー ソ ル の 縦 の 線 が マウ スカ ー ソ ル 
RO 
表 る され て いる の で , 3D カ ー ソ ル の 位置 が 横 方 向 に だ け 動 
OG 
直 は 関係 な い 。 も ちろ ん マウ ス の 右 ボ タン を 押し な た まま 
マウ ス を 左右 に 動か す と 3D カ ー ソ ル の 縦 の 線 が 一 緒 に 動 
く < (つま り 3D カ ー ソ ツル の 位置 が 左右 に 動く こと に な る わ 
け だ )。 

3D カ ー ソ ル を 縦 方 向 に だ け 移 動 し た いと き は , マウ ス 
を 左 ク リッ ク す る 。 つ まり 右 クリ サッ ク と 左 ク リッ ク を す 
れ ば 3D カ ー ソ ル は マウ スカ ー ソ ル の 位置 に 移動 する わけ 
だ 。 こ れ だ と マウ ス の ボタ ン を 2 回 クリ サック する 必要 が 
ある の で めん どく 〈 く る さい か も し れ な い が , この 移動 の 方 法 
は , だ と えば 3D カ ー ソ ル を 縦 や 横 に だ け 移 動 し た いと き 


な と ど に 非常 に 便利 だ 。 
また , ある 点 に 3D カー ソル を 移動 し た い 場 合 . まず 3 


D カー ソル の 縦 の 位置 だ け を 合わ せ て (つま り マ ウス の 
左 ボ タン だ け を クリ ッ ク し て ), その あと 横 の 位置 を 合わ 
せ て 思っ た 点 に 移動 する 。 と いう こと が で きる 。 マ ウス 
の 右 ボ タン と 左 ボ タン を 両方 押し た まま マウ スカ ー ソ ル 
を 動か す と 3D カ ー ソ ル も 一 緒 に 動く て けど, で きれ ば そん 
な こと は し な いで , 早く この CAD の 3D カ ー ソ ル の 移動 
方 法 に 慣れ て ほし い 。 
@ い よい よ 面 を 作る の だ 

面 を 入力 する に は 2 つの 方 法 が ある 。 面 の 頂点 も ひと 
つっ ずつ 決定 し て いく 方 法 と , Edit Mode の コマ ンド を 利 
用 する 方 法 だ 。 や は り 初 心 者 は コマ ンド を 使う な ん て 横 
首 は せ ず に , 頂点 あ ひ と つ ず つ 入 力 し て い 
この 方 法 き を え で きる よう に な れ ば , 根性 次 第 で と 4 
体 で も 作れ る よう に な る の だ 。 何事 も 基本 が 第 - 

ます は 紙 飛 行 機 の 羽根 を 作ろ う 。A パ ネル の EE 
de を クリ ッ ク し て ディ イット モー ド に 入る 。 4 
以外 で は 面 は 作れ な い 。 


2 3D カ ー ソ ル を 
使っ て 飛行 機 の 羽根 
を 作っ て いる と ころ 。 
右上 の 透視 図 は , X, 
Y, Z の 各 軸 まわ り 

に 回 転 さ せ て 向き を 

変え て みる と わか り 

や すい 。 


E デ イット モー ド に 入っ だ た だら, マウ スカ ー ソ ル を 平面 
真ん中 より 右 の ほう に 持っ て いっ て を そこ で 左 ク リッ 
る 。 す る と 3D カ ー ソ ル が 右 に 移動 する 。C パ ネル に 
の 3D カ ー ソ ル の 座標 が 表示 され て いる の で , それ を 
[し て , 3D カ ー ソ ツル の 座標 が (400, 0, 0) と な る よ 
う に す る 。 平 面 図 の 右 の ほう が X 軸 の 正方 向 な の で , る 
れ よ り も XX 座標 が 小さ い 場 合 は SD カーソル を も っ と 右 に , 
大 きい 場合 は 左 に 移動 きせ れ ば いい 。 

また , 写真 で は 見 を え ず らい が 平面 図 , 側面 図 , 正面 図 に 
は バッ ク に 青い 線 で マス 目 が ある 。C パ ネル の Panel 1 
に ある glid が それ だ 。 これ は 40 ご と に 引い て ある の で て, 
X 軸 の 正方 向 へ 10 マ ス で ちょ うど と (400, 0, 0) に な る 。 

3D カ ー ソ ル が (400, 0, 0) に 移動 で きた だら, そこ で ス 
ペー スキ ー を 押す と A パ ネル に 表示 が 出 て 面 入 力 状態 に 
な る 。 ス ペー スキ ー と B パ ネル の 点 確定 は 同じ 機能 た 
どい や ちか ちち マウ ス を 動か が き な い て いい 分 スペ ー ス キテ 
の ほう が ゎぉ 得 だ 。 

こう し て 面 入力 状態 に 入る と , 現在 の 3D カ ー ソ ル の 位 
置 が 面 の ひと つ 目 の 頂点 と いう こと に な る 。 三 角形 を 作 
る の だ か ら あ と 2 つの 頂点 を 決定 し な いと いけ な い 。 を 
こ で 3D カ ー ソ ル を (一 360, 一 320, 0) に 移動 きせ る 。 今 
回 は , 左 ク リッ ク だ け じ ゃ な く て 右 クリ ッ ク を 使っ て 縦 
方 向 に も 移動 きせ な いと (一 360, 一 320, 0) に 移動 で き 
な い 。 さ っ き 確 定 し た 点 か ら 黄 色 い 点 線 が 現在 の 3D カ 
ー ソ ル の 位置 まで 延び て いる けど , これ が 作っ て いる 三 
角形 の 辺 に な る の だ 。 

3D カ ー ソ ル を (-360, 一 320, 0) に 移動 きせ た ら , 再 
び こ こ で スペ ー ス キー を 押し て 点 を 確定 する 。 す る と 黄 
色 い 点 線 が 黄色 い 実 線 に な る 。 こ うな っ て 初め て , 2 つ 
目 の 点 の 確定 が 終わ っ た こと に な る 。 3 つ 目 の 点 は (一 4 
40。 一 40,。 80) な の で , いて 6b ら 平面 図 で が ん は っ て も 。 
Z 座標 は 80 に な ら な い 。 そこ で 。 マウ スカ ー ソ ル を 直面 
図 の 真ん中 より 2 マス 上 の と ころ に 持っ て いっ て 右 ク リ 
ッ ク す る 。Z 座 標 が 80 に な っ だ ので, あと は 再び 平面 図 
に 戻り , 3D カ ー ソ ル の 位置 を (一 440, 一 40, 80) に 持っ 
て いっ て スペ ー ス キー を 押す と 3 つ 目 の 点 の 位置 の 確定 


は い , こんにちは 。 姫 てこ ざいます 。04A 生か ら 税 金 な ん か と る な よ な )。 


ban no manyuaru mo tukutta houga iinde naika 姫 : 本 名 が 「 あ きこ 」 で , 
i. (和訳 : うー む 。 まあ いい で すけ ど 。 航空 便 は め 」 だ っ た か ら で す (単純 明快 )。 

高い な あ ……。 船便 じゃ だ めで すか 7? この 際 , 小手 : あ の -, カンパ と し て , ビー ル 券 と 図書 
英語 版 の マニ ュ ア ル も 作っ た ほう が …… ) 券 を 送っ て きた 人 が いる ん で す が , どう し た ら 
小手 肖 開 税 は どう な る ん でしょ う 。 ま る か よい て し ょ う 7 

っ て こと は な いて し ょ うわ ね (まったく, 店 乏 学 . ( 某 プ ロジ ェクト チー ー ム の スタ ッ フ ) 


ーー da for me? (和訳 : DoGA CGA シ ステ ム を カナ アル の 印刷 や 発送 の 業者 に は , し っ か り 取 られ き で す 。 
| た は ず だ な ー。 まあ, その 分 は 実費 の 計算 に 入 (会 計 課 より : 当方 で は , 物 々 交換 は お 取扱 い 


が 終わ る 。 3 角形 を 作る の だ か ら , 点 の 決定 が 3 つ 終 わ 
っ た だ たら リ ター ン キ ー を 押し 面 を 確定 する 。 す る と 今 作っ 
た 3 角形 が 緑色 で 表示 ら る れる 。 

我々 は つい に 面 の 作成 に 成功 し た の だ ! 

あと は , 3 つの 頂点 が それ ぞ れ , 

(一 440,。 一 40, 80), (一 360, 0, 一 120), (400, 0, 0) 
と な る 3 角形 を 作っ た ら 紙 飛行 機 の 左 半分 が 完成 する 。 
右 半分 も Y 座 標 の 正 と 負 を 逆 に し た 面 を と それぞれ 作れ ば 
それ で 紙 飛 行 機 の 完成 だ 。 

人 物体 作成 の 終了 

物体 の 作成 が 終了 し た ら Edit Mode を クリ ッ ク し て モ 
ー ド 選択 に 戻り , 今度 は Quit を 選ぶ 。 を そし て Save & Ex 
光 の と ころ で て 左 クリ ッ ク す る と 。 モー する ファ イル 者 
を 開い て くる の で 適当 に ファ イル 名 を 入力 し て リタ ー ン 
キー を 押す 。 こ れ で いま まで 作っ た だ デー タ が セー ブ き され 
て CAD が 終了 する 。 あと は AUTO で 自分 の 作っ た 物体 を 
見 て みる の も いい 。 

@ これ て で 終わ っ た と 思う な よ 

うー む 時 間 が な い 。 残念 な が ら 今回 の CAD 攻 略 は ここ 
まで て ある 。 し か し 。 今 財 ここ で 学ん だ こと を 利用 ずれ 
ば , CAD の 完全 攻略 は 目 の 前 で ある 。 

それでは, 勇者 諸君 の 健闘 に 期待 する 。 


CAD テ クニ ッ ク 編 


@ い か に し て CAD を 使い こなす か 

正直 に いっ て CAD を 使い こなす に は ある 程度 モ セン ス が 
必要 で す 。 2 , 3 日 で 複雑 な 物体 を 自由 自在 に デザ イン 
で きる よう に な る 人 も いれ ば , な か な か 進歩 し な い 人 も 
いま す 。 し か し 要 は 「 慣 れ 」 の 間 題 な の で すか ら , 1 時 
前 で も 多く CAD に 接する こと が 大 切 で す 。 

CAD に は 非常 に た くさ ん の 機能 が あり ます が , それ ら 
の 機能 を ひと つ で も 多く 知 っ て いる こと が 使い こなす コ 
ツ ……… i むし ろ , いく つか の 大 切な 機能 
を 徹底 的 に 使い 込む ほう が 実戦 的 で す 。 マ ニュ アル で は 
RDNS 


の ペン ュー ム が 「 ひ 


(NT) 姫 : 姫 の 担当 で な い の で わか りか ね ます 。 会 計 


。 行き まま ーー すり (アム ロ の 口調 で ) 姫 : 来る と 思っ た , この 質問 。 そ ん な わけ は な 課 の ほう へ お た ず ね くだ さい 。 個人 的 に 言わ せ 
_ 小 羊 : Please send "DoGA CGAsystem to Cana いで でしょ" と 言い た いと ころ だ けど , マニ ュ て も ら え ば , 姫 は ビー ル よ り 水 割り の ほう が 好 


(カナ ダ の Mr. S) っ て いる の て で て, 安心 (7 ) し て くだ さい 。 し て お り ま せん ) 
姫 : リー Mu. Ma iidesu kedo. koukubin ha takaina 小 羊 ・「 あ き 姫 」 の 名 前 の 由来 は 何で すか 『? と いう わけ で , 今月 は こ れ で お し ま い 。 お 手紙 
CC . hunabin jya dame desuka? kono sai, eigo  ( 某 編集 長 M) お 待ち し て いま す 。 
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能 が 大 切な の か よく わか ら な いで し ょ う 。「 回 転 体 」 な ど 
は 一 見 便利 そう で す が , 使え る 機会 が 限ら れ , 面 数 が 増 
ぇ える ば か り で あま り 実 用 的 で は あり ませ ん 。 

特に 重要 な も の を 挙げ る と , 以下 ひよ うに な り ま す 。 


A パ ネル 面 削 除 Attribute 登 録 
object 初期 化 

B パ ネル Point 面 確認 面 呼び 出し 
平面 投射 最近 点 
面 確 定 点 確 定 
確定 取り 消し 

C パ ネル Scale m. Cont. 
m. cont. *2 pen color 


ま ただ, 次 に 重要 な も の を 挙げ る と 以下 の よう に な り ま す 。 


A パ ネル 角柱 作成 面 の attr. 変 更 
attr. の 色づけ 
C パ ネル C. SDeed C. speed *2 


2 グ - は (2Y 系 7 ル 5 ) 

これ だ け 知 っ て いれ ば 通常 の 制作 に は 不 自 由 し な い は 
ず で す 。 を の 他 の 機能 に つい て は , どん な も の が ある か 
を 知っ て お いて 必要 な と き に マニ ュ ア ル を 調べ れ ば 十分 
も (まう 
@CAD の 禁じ 手 
1) 穴 の あい た 面 

壁 に 窓 を つけ る と き な ど は , 穴 の あい た 面 が 必要 に な 
り ま す 。 し か し この CAD で は その よう な 面 は す サポー ト し 
て いま せん 。 そこ で て, 冬 を 複数 の 面 に 分 割 す る こと で 解 
決 も ます 。 
2) 同一 平面 の 含ま れる 2 つの 面 

ある 物体 の 表面 に マー ク な ど 入 れる た め に , ある 面 に 
重ね て 別 の 面 を 作る 人 が いま す が , これ で は 作画 時 に 問 
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題 が 発生 し ます 。 た と えば 次 ペー ジ 図 3 の よ うに , 四角 
(XY 平面 : Z=0) の 上 に 三角 の マー ク を 入れ る と し 上 識 
この と き , マー ク の 三角 形 も XY 平面 (2=0) で 供 
は いけ ませ ん 。 そ ん な こと を する と ,「 空 間 の ある 6 
同時 に 複数 の 物体 は 存在 し な い 」 と 言っ た アイ ン 
イン の 立場 が な てく な っ て し まい ます 。 CAD で は ワイ ヤ フ 
レー ム し か 人 作成 し ませ ん が , 物体 の 面 に 色 を つけ た 場合 , 
作画 プロ グラ ム は 1 ライ ン ご と に どちら の 色 で 作画 すれ 
ば よい の か 迷っ て スト ライ ブ が 発生 し ます 。 

この よう な 場合 , 2 通り の 解決 方 法 が あり ます 。 ま ず 
ひと つ は , 三角 形 を 四角 の 面 か ら 平 行 に 少し 浮か せ て お 
方 法 で す 。 同 一 平面 で な けれ ば よい の だ か ら , 浮い て 
いる の は ほん の ちょ っ と で よい は ず で す が , 実際 に は 誤 
寿 の 問題 が あり ます の て , 全体 が 1000 で らい の 物体 な ら 10 
くら い 離 し て みて くだ きい (マス 目 の 設 定 を 変え る と 差 
は も っ と 微妙 に で きま す )。 この 方 法 で は , 横 か ら 眺 め る 
と , 三角 形 が 浮い て いる の が 見 を た りす る の で す が , 実 
夫 に や っ て みる と ほとん ど 気 に な り ま せん 。 

も 5 う ひと つ は , 四角 の 面 に 三角 形 の 穴あけ , その 穴 
に 三角 形 を は め 込 む 方 法 で す 。 も ちろ ん 容 の あい た 面 は 
で きま せん の で , 実際 に は 分 割 す る こと に な り ま す 。 し 
か し 非常 に 面倒 な 作業 し な り ま す の で , あま り 現 実 的 で 
は あり ませ ん 。 

2 8 圧する うつ の 面 

これ は 絶対 に し て は いけ な いと いう ほど の も の で は あ 
り ま せん 。 し か し 交差 し て いる と ころ は , 複数 の 面 が 存 
在 す る こと に な り , その 1 ドッ ト の 色 が どちら の 色 に な 
る か , さだ か で は あり ませ ん 。 を の 結果 , 境界 線 が ギザ 
ギザ に な っ て し まう 可能 性 が あり ます 。 これ を 避け る に 
は , どちら か の 面 を 分 割 す れ ば ょ い の で す 。 


さて , 今回 紹介 いた し ます の は , プロ ジェ ク 
トチ ー ム DoGA と 淀川 を は さん で の お 向い さん に 
あたる 「 大 阪 工業 大 学 グ ラフ ィ ッ ク 研 究 会 」( 略 
称 : GR) で す 。 な に し ろ 自 転 車 で 30 分 ほど の と 
ころ に ある の で , 当 チ ー ム と の 交流 も た い へ ん 
盛ん に 行わ れ て いま す 。 代表 の 森山 さん は , 学 
会 な ど に も いく つか 論文 を 発表 し て いる ぐら い 
ハイ レバ ベール & ア カ デ ミ ッ ク ム 方 て す 。 で は どう 
そ 。 . 

は じ め ま し て , 私 た らち は グラ フィ ッ ク 研 究 会 
て す 。 

当会 は 大 阪 工業 大 学 の 学生 有志 に よる CG の 
研究 団体 で , 1982 年 発足 と いう 大 学 の CG 研究 
サー クル と し て は 比較 的 古い 時 期 に 研究 活動 を 
開始 し て 以来 。 7 年 間 に わ た っ て 現在 も な お 活 
動 を 行っ て お り ま す 。 


0) を 利用 し た リア ル タ イ ム CG ア ニメーション 
シス テム の 開発 を 行っ た り , ソフ ト 面 で は 1I6,0 
00 面 と いう 面 デ ー タ に よる 人 体 モ デル と その 歩 
行 シ ミュ レー ショ ン 映 像 を 作成 し て 専門 誌 に 紹 
介さ れ ま し た 。 

そし て 現在 , 新しい アイ デア の CGA シ ステ ム 
「ANGEL( エ ンジ ェ ル )」 の 開発 を X68000 上 で 行っ 
て お り ま す 。 こ の シス テム は 以下 の 特徴 を 持っ 
て いま す 。 

BASC ラ イク な プロ グラ ム に よる CG ア ニッ の 
記述 ・ 実 行 が 可能 で す 。 

独自 開発 の 「 S バッ ファ 法 」 に よっ て , 22.800 
ポリ ゴン を アン チエ リア シン グ 処 理 付き で 3 時 
間 30 分 で 描画 で きま す (標準 シス テム + ハー ド 


ディ スク 構成 で 可能 つっ RAM ディス ク な ら さ ら に 


高速 実行)。 

当会 で は この よう な シス テム 開発 の 他 に , 各 
種 CG シス テム を 使っ た CG ア ニメーション 作品 
の 制作 や CG の 建築 シミ ュ レ ーション へ の 応用 
と いっ た テー マ を 各 メ ン バ ー が 自由 に 行っ て い 
ます 。 また, 1987 年 か ら DoGA プ ロジ ェクト に も 


参加 し て お り , さら に 同年 コン ピュ ー タ グラ フ 
ィ ッ クス 連合 に も 参入 , 当会 は その 大 阪 支部 と 
し て 活躍 し て いま す 。 

これ か ら も CG の 研究 や アニ メー ショ ン 制 作 
活動 を 通じ いろ いろ な CG サー クル や アマ チ 
ュ ア (CG 作家 の 方 た ちと 知り 合い た いと 思い ます 
す の て で て, どう で よろ し く お 願 いし ます 。 

また , 大 阪 工業 大 学 の 学生 さん て 興味 の ある 
方 は ぜひ ご 連絡 くだ さい ! 
連絡 先 : 〒535 大 阪 市 旭 区 中 宮 5-I5-20 嘱 荘 

グラ フィ ッ ク 研 究 会 代表 
森山 弘樹 
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図 3 XY 平面 上 の 四 
角 い 面 の 上 に 三角 形 
を 作る 。 三 角形 の 3 
頂点 の Z 座標 は 10。 
図 4 ( 右 ) 図 3 の 正 
面 図 を 拡大 し た と こ 
ろ 。 三 角形 が 四角 の 
面 か ら 「 浮 いて 」 い 
る の が わか る 。 


5 パッ ク の グリ 
ッ ド を 使い だ いた い 
の 見 当 で 作成 し た 
( 正 ) 六 角形 。 


7 ラグ 
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@ 作 業 効 許 の 向上 
1) キー ボー ド の 活用 

- 般 に キー ボー ド よ り マ ウス の ほう が 操作 性 が よい と 
思わ れ て いま す が , 実際 に は キー ボー ド の ほう が よい ケ 


ー ス も だ くき ん あり ます 。 こ の CAD に お いて は , すべ で て 
の 機能 が キー ボー ド で 実行 で きる よう に な っ て いま す の 
で , マウ ス (右手 ) と キー ボー ド (左手) を うま く 使 い 
分 ける こと が , 操作 性 を 向上 きせ る コツ と いえ ます 。 
以下 の 機能 に つい て は , 常に キー ボー ド て 操作 する よ 
に A がけ て で だ RK る で Cs 


面 確定 : リタ ー ン 

点 確 定 : スペ ー ス 

点 確定 取り 消し : BS 

Point 面 確認 : [イデ テ ジ ペ キネ キー= モ な いい ほう) 
面 呼び 出し : に ( / ) 
面 呼 び 出し ( 逆 ) : SHIFT+「3 」( /  ) 
平面 投射 : 半 凍 ん ) 
最近 点 : 8 jt / ) 
面 削除 : DEL 


「Z コ (側面 図 ), 
「S コ (透視 図 ) 


操作 図面 の 変更 :「A」( 平 面 図 ), 
「X」( 正 面 図 ), 
: 視 図 の 物体 の 移動 , 回 転 : 
テン キー, 四則 演算 キー 

『 の よう に , 前 述 の 「 特 に 重要 な 機能 」 の 大 部 分 が 
ミー ド で 操作 する こと に な り , マウ ス は は ほとんど 3 
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D カー ソル の 移動 に 専念 びき ます 。 
2) メッ シュ の 活用 


メッ シュ と は 3 面 図 に 表示 きれ て いる 青 の マ ス 目 の こ 
と ょ で す 。 起動 時 に は , 1 マス (glid) が 40 に 設定 る きれ て 
いま す が , この 値 で は 100 と か 300 と いう 座標 が ちゃ ん と 
マス 目 上 に こない の で 私 は 嬢 いて す 。 そ こ て C ズ パネ ル の 
Panel 1 の scale を 右 ク リッ ク し て くだ きい 。 1 マス が 20 
に な り ま す 。 また, 3D カ ー ソ ル は 起動 時 に 10 ず つ し か 動 
が な いよ うに な つら えい ます 。 

初心 者 は 小さ な 思 凸 や 細部 に こだわ りす ぎる 傾向 が あ 
り ま す 。 ど ん な に 細か いと ころ に 凝っ て も , 最終 的 に ア 
ミミ メーション に な っ だ と も とき さき さ に は は と ん と ど と 変 むり ませ る る 。 
も っ と デフ ォ ル メ し て , 抽象 化し て , 単純 化し て くだ る 
い 。 形状 デザ イン の 最大 の ポイ ント は , 複雑 な 形状 を い 
か に それ らし く 単 純化 する か と いう こと で す 。 

モデ リン グ す る と き は , 物体 の すべ て の 頂点 が きち 
っ と メッ シュ の マス 世 の 上 に 来る よう に 心がけ て だ 3 
い 。 それ が で き な い よう な 面 な ど は , 思い 切っ て 省略 す 
る で らい の つも り で よい と 思い ます 。 それに よっ て , 操 
作 性 は 飛躍 的 に 向上 し ます 。 
3) 正 多 角形 の 作り 方 

ょ く 使 う 正 多角 形 は , 三 , 四 , 六 , 八角 形 で す 。 四 角 
形 つ まり 正方 形 は 誰 に で も で きる の て で 話 を 別に する と し 
て 。、。 宗 。 八 多 形 は どう や っ て 作れ は まい て し よう か 。 
CAD に は 「 正 多角 形 作 成 」 と いう 機能 が ある の で これ 
を 使え ば 簡単 だ …… Ce るい の て 信 あ だ まだ 
で す 。「 正 多角 形 作 成 」 で は 厳密 に 正しい 図形 を 作成 し ま 
す の で , それ ら の 頂点 の 座標 は けっ し て メッ シュ の マス 
目 の 上 に の っ て くれ ませ ん 。 正 多角 形 を 作る の は 簡単 で 
も , その 後 の 作業 効率 が 著しく 低下 し て し まい ます 。 
モデ リン グ に お いて 必要 な こと は , 厳密 に 正しい 図形 
で は あり ませ ん 。 それ っ ぽく 見 える えす れ ば よい の で す 。 
図 5 は マス 目 を 使っ て 適当 に 作成 し た 六角 形 の 平面 凶 で 
すか が , よく 見 る と 明らか に 厳密 な 正六 角形 で は あり ませ 
ん 。 て も 十分 それ らし も 見 える と 思い ます 。 
価 同 一 平面 の 問題 

この CAD は サー フェ スモ デリ ング ツー ル , つま り 面 を 


基本 単位 と し て 物体 を 構築 し て いき ます 。 各 面 は 何 角形 
で も よい の で す が , 面 で ある 以上 , 各 項 点 は 同一 平面 上 
に な いと いけ ませ ん 。 し か し な が 6, ひ と つの 面 の すべ て 
の 頂点 を 同一 平面 上 に の せる こと は 意外 と 面倒 な む の で す 。 
適当 に 面 を 作っ て いる 途中 で 点 確定 し よう と する と 「 ピ 
ッ 」 と 文句 を いわ れる こと が あり ます 。 これ は を の 点 が 
ちゃ ん と 同一 平面 に の っ て いな い 証 拠 で す 。 

も ちろ ん , XY, YZ, ZX 平面 の どれ か に 平行 な 面 な 
ら ば 入力 は 非常 に 簡単 で す 。 し か し , どの 平面 に も 傾い 
た 面 の 場合 は どう し た ら よ いで し ょ うか 。 

1) 和 終 め の 面 は 使わ な い 

と は いえ た 。 まっ た だ てく 便 わ な いと いう 訳 に は いき ませ ん 。 
安易 な 気持 ち で 使っ て は いけ な いと いう こと で す 。 そし 
て , 和 縦 め の 面 を 使う 場合 は 必ず 簡単 な 比 の 傾き に し て お ぉ 
くも と ゆう こと が 大切 で す 。 

傾き の 比 が 簡単 し いう の は , た だ たとえば, 「XY 平 面 に は 
垂直 て で て, X 方 向 に 2 進ん だ ら Z 方 向 に 1 進む 」 と か ,「 ど 
の 平面 に 対し て も 垂直 で な い が , XX 方 向 に 1 進む と Z 方 
向 に 1 まだ は Y 方 向 に 1 進む 」 な ど と いう 言い 方 で 傾 
さき 表現 て きる と いう こと です 。 

この ょ よう に し て お く 〈 と , 難し い 計 算 な し に 簡単 に 同一 
平面 に の せる こと が で き , し か も 各 項 点 が 。 メッ シュ の 
マス 目 の 上 に 合う よう に な り ま す 。 

2) 三角 形 に 分 割 する 

ビタ ゴラス さん の 言う こと を 信じ る と ,「 一 直線 上 に な 
い 3 点 は ひと つの 平面 を 構成 する 」 そ を そう で す 。 つ まり , 
三角 形 な ら 必 ず す べ て の 頂点 が 同一 平面 上 に な る の で す 
( あ だ り まえ か ) 

で すか ら う まく 同一 平面 に の ら な いよ うな ら ば , 全部 
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角形 に 分 割 選 て し まそ は よい の 0 て で す 。 だ だ この と き 
分 割 の 仕方 で 形状 が 若干 変わ り ま す の で 注意 が 必 柚 「 
3) 平行 線 を 含む 四角 形 
ピタ ゴラス さん が くれ だ も う ひ と つの アド バイ ス 
対 の 平行 線 は ひと つの 平面 を 構成 する 」 と いう の か ヵ 
ます 。 つ まり 一 対 の 平行 線 の ある 四角 形 (簡単 に 
台形 ) の 各 項 点 は か な ら ず 同一 平面 上 に ある と いう ご こ 
て で て す 。 こ れ を 利用 する と , 四角 形 の 各 項 点 を 簡単 に 同一 
ザ 面 上 上 に 軒 《 こ と が で きま す 。 
4) 平面 投射 

平面 投射 は , まる に 同一 平面 の 問題 を 解決 する た め に 
設け 5 れ た 機能 で す 。 うま く 同 一 平面 に の ら な いと き に 
は , 「 6 」 の キー (テン キー で な に は う ) を 押し じ て て だ きる 
い 。 3D カ ー ソ ル が 同一 平面 に な る よう な 位置 に , 自動 的 
に ずれ て て くれ ます 。 少 し 注意 が 必要 な こと は , この ずれ 
方 が を の と き の 操 作図 面 に よっ て 異な る と いう こと で す 。 
操作 図面 し いう の は , 4 面 図 (3 面 図 + 透視 図 ) の 内 
の ひと つ で , その と き の ペ ンカ ラー の 点線 で 囲ん で 表示 
され て いる も の で す (点線 は よ 〈 注意 し て 見 な いと わか 
り ま せん )。 

ずれ 方 は 操作 図面 (た だ し 透視 図 は 除く ) に 対し て 垂 
直方 向 に な る の で , た と えば 平面 図 が 操作 図面 の 場合 , 
3D カ ー ソ ル は Z 軸 (高き ) 方 向 に の み 動 いて 同一 平面 上 
に な り ま す 。 で すか ら , 上 か ら 6 見 て この 位置 に 頂点 を 作 
り だ か っ た 場合 , 平面 図 を 操作 図面 に し て か ら 平 面 投身 
を 行 の て で だ さい 。 

一 見 非常 に 便利 な の で す が , この 機能 は あま り 使 わな 
い ほ は ほうが よい で て で しょ う 。. 簡 単に 同一 平面 に で きる た め , 
安 克 な 気持 ち で 絆 め の 面 を 作っ て し まい ます 。 平面 投射 
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な ぜ CGA シ ステ ム が 届か な い の か 


バ パター ン 1 まだ 申し 込ん で いな い 


な ら , 途中 で な く な る こと も ある か も し れ ま せ 


し て くだ さい 。 こ の シス テム や 当方 の 活動 が カ 


届か な い の は と 一 ぜん で す 。 申し 込み を 希望 
され る 方 は お 早め に 。 一 応 , 申し 込み は I0 月 末 ま 
て と いう こと に な っ て お り ま す が 、 マ ニュ アル 
の 増刷 な ど は 数 が 揃わ か いと で き な い の で , な 
く な っ た と ころ て 終了 し て し まう か も 知れ ませ 
ん よ 。 
パタ ー ン 2 申し 込む の が 遅かっ た 

どの くら い の 応 募 が ある か よく わか ら な か っ 
た の で , 8 月 | 日 発送 分 は 少な 目 に 用 意 し て い 
まし た 。 そ れ が 予想 外 の 反響 だ っ た た め , 7 月 
に な っ て 本 当 に すぐ 申し 込ん だ 方 に し か 送れ な 
か っ た の で す 。 あ わ て て 追加 の 準備 を し , 1, 2 
週間 遅れ て 2 回 目 の 発送 を 行う 準備 を し まし た 
が , それ で も 7 月 中 に 応募 され た 方 の すべ て に 
は 到底 対応 で きま せん 。 ただ今, 3 回 目 の 発送 
を 準備 中 で す の で , 7 月 後半 以降 に 申し 込ま れ 
た 方 は いま し ば らく お 待ち くだ さい 。 
バ パター ン 3 申し 込み が 届い て いな い 

自分 で は 申し 込ん だ つも り で も , 当 チ ー ム に 
届い て いな い 場 合 が あり ます 。 書留 や 郵便 振替 
な ら 大 丈夫 で す が , 普通 郵便 で 申し 込ん で いる 


ん 。 思い当たる 方 は , 往復 葉書 で , 当 チ ー ム の 
「 ア フタ ー サ ービス 係 」 ま で 、 問い合わせ て くだ 
さい 。 
バタ ー ン 4 送り 先 を 書く の を 忘れ た 

私 も 郵便 振替 な ん て 知ら な か っ た の で あま り 
人 の 事 は 言え ませ ん が , 振替 用 紙 の ご 自分 の 住 
所 と 名 前 を 書く 欄 に , 当 チ ー ム の 住所 と 私 の 名 
前 を 書い て , どこ に も 発送 先 を 書い て いな い 方 
が 数 名 いら っ し ゃ いま す 。 あ の う , 私 は どこ に 
送れ ば よい の で し ょ うか 7 思い 当たる 方 は , 
振り 込ん だ 郵便 局 名 と 日 付 を 明記 し , 筆跡 鑑定 
用 に (? ) 「 鎌 田 優 」 と 数 回 書い て 当 チ ー ム まで 
送っ て くだ さい 。 
バ パターン 5 カン パ を し な か っ た 

申し 込み は , 実費 3000 円 キオ カン パ (1 ロ I000 
円 ・1 日 以上 ) と いう こと に な っ て いま す 。 そ テ 
れ な の に 実費 3000 円 し か 振り 込ん で いな い 方 が 
2, 3 名 いら っ し ゃ いま す 。 カ ン パ な ん て 強制 す 
る も の で は な いし , カン パ を 目当て に 活動 し て 
いる わけ で は な い の で 別に か まわ な いと いう 見 
方 も で きま す が , 申し 込み の 条件 を よく 思い 出 


ン パ に 値 し な い , つま り 区 同 で き な い と いう 方 
の こ 応 募 は ご 遠慮 願っ て いま す 。 

カン パ が な か っ た の は , た ぶん 何 か の 勘違い 
だ と 思う の で す が , と りあ え ず 発送 は 保留 に な 
っ て いま す の で , ご 連 絡 く だ さい 。 
バタ ー ン 6 発送 に トラ ブル が あっ た 

発送 は 宅配 便 な ど を 使用 し て いま す 。 届 いた 
か どう か の チェ ッ ク は 発送 業者 の ほう で 確認 し 
て いま す の で て で,。 まず す 問題 は な いて し ょ う 。 ず っ 
と 不在 に し て いた りす る と , 届き よう が な いか 
も 知れ ませ ん 。 
パタ ー ン 7 DoGA に 非常 事態 が 発生 し た 

この パタ ー ン だ け は 人 避け て ほし い 。 今 の と こ 
ろ る 特に 大 き な ト ラブ ル は な く , 予定 通り に 進ん 
で いま す 。 し か し 今後 , 落雷 に よっ て すべ て の 
プロ グラ ム が 消 減 す る と か , プロ ジェ クト ルー 
ム が ゴジ ラ に 朋 わ れる と か いう こと も ある か も 
し れ ま せん 。 そ の よう な 場合 , DoGA に 問い 合わ 
せ て も まっ た てく 背信 不通 に な っ て いる で し ょ う 。 
その よう な と き は , た だ ひたすら 神 に 祈り を 捧 
げ ま し ょ う )。 


宇宙 要塞 CAD を 攻略 せよ ! 
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まっ て で きた 頂点 の 座標 は も , メッ シュ の マス 目 の 上 に 
いる わけ が あり ませ ん 。 平面 投射 は , 使え ば 使う ほ 
ス 目 の 上 に の ら な い 点 が 増え , 操作 性 が 低下 し , き 
対 め の 面 が 増え , また 平面 投射 を 使わ な けれ ば いけ 
《 な る と いう 麻薬 の よう な 性質 が ある の で す 。 こ の 機 
能 は あく まで 最後 の 手段 し し て 用 いて くだ さい 。 


来 月 は アト リサ だ 一 っ 


き て , 今回 は CAD を 使い こなす テク ニッ ク 編 な と を お 
届け し まし た だ た 。 だ いぶ 本 格 的 な CCA らし く な っ て きだ よ 
うに 思う の で す が , CAD を 相手 に 悪戦 苦闘 し て いる 資 き 
ん の 役に立て た でしょ うか 。 上手 〈 く 使い こなせ な か っ 
た 方 も 。 も う 一 度 チ ャ レン ジ し て くだ さい 。 CAD の テク 
ニッ ク な ど は , この 程度 で 尽き る よう な も の で は あり ま 
せん 。 和 皆さん も 自分 な り の テク ニッ ク を と ん どん 開拓 し 


と し て 話 を 進め ます の で , ちゃ ん と 練習 し て お いて くだ 
きい 。 それ か ら お まけ と し て CGA シ ステ ム の 隠し 機能 
いく つか 紹介 し まし ょ う 。 お 楽し み に 。 

秋 の 学 祭 用 に CGA 制 作 に 取り 組ん で いる 方 も 多い と 思 
いま す 。 順調 に 進ん で いま すか 7? や は り い き な り 大 作 
に 挑む の は 無謀 ほし いう も の で す 。 とりあえず 今 年 は で き 
た カッ ト を つなげ て ,。 客 よ せ の デモ を 作る ぐら い の 気 持 
も で 取り 組ん だ ほう が よい で し ょ う 。 面 日 いじ も の が で き 
た ら ,。 ぜひ 拝見 きせ て くだ さい 。 お 便り お 待ち し て いま 
すず 

わーい 。 わーい 。 に こ に こ ぷん ! 

太 DoGA・CGA シス テム は 一 般 の お 店 で は 取り 扱っ て いま せん 。 私 達 
の 活動 に 賛同 し て くだ さる アマ チュ ア の 方 に は , カン パ (1 ロ :10 
00 円 より ) と 実費 (3000 円 ) だ け て 配布 し て いま す (プロ グラ ム は 
無料 で す )。 郵便 振替 で 申し 込ん で くだ さい 。 

申し 込み 期間 : 1989 年 7 月 | 日 一 10 月 30 日 


郵便 振替 口座 : 大 阪 3-109598 口座 名 : 鎌 田 優 
また は ,DoGA プ ロジ ェクト ルー ム CGA シス テム 配布 係 に 直接 現金 


CN の も くだ の いい 


来 月 は アト リ ビ ュ ー ト デザ イン の テク ニッ ク を 中 心 に 
解説 し ます 。 ア トリ ビュ ー ト デザ イン は 簡単 な よう て 難 
し か か が か ! 通 な と と の て す 。 EK(Z ドリ と ュ 
ー ト エディ タ ) の 使い 方 は 完全 に マス ター し て いる も の 


書留 で 申し 込ん で いた だ いて も 結構 で す 。 
な お , 発送 は 申し 込ま れ た 順番 に 行い ます の で , 場合 に よっ て は 


ます 。 


少し 遅れ る こと が あり ます 。 
太 CGA システム, 本 連載 , 各 コ ラム に つい て の お 手紙 お 待ち し て い 


〒533 大 阪 市 東淀川 区 淡路 5-17-24 篤 コ ー ポ 102 号 室 
DoGA プ ロジ ェクト ルー ム 「 な ん で も どん と こい 」 係 


@CGA 教 養 講座 その ] 「 世 界 の 最 先端 の CGA 作 品 の 動向 」@ 


世界 の 最 先 端 の CC と いえ ば SIGGRAPH 
(シグ ラフ ) で ある 。 SIGGRAPH は も と も 
と は 純粋 な る CG の 学会 で あり , 最新 の アル 
ゴリ ズム や ハー ド を 発表 する 場 で あっ た 。 
し か し , そこ の フィ ルム ショ ー で 最新 の 映 
像 が 公開 され る と な る と , そこ に 人 気 が 集 
中 し , いろ ん な 人 が 見 に 来る よう に な り , 
ほとん ど 単 な る お 祭り に な っ て し まっ だ の 
だ (アメ リカ 人 は な ん で も お 祭り に し て し 
ツル 

今年 で まだ 10 年 で らい の も の だ が , 幸い 
に し て を の 間 の ほとん と 大 部 分 の フィ ルム 
を 見 る こと が で きた だ (も ちろ ん 国内 で )。 を 
こ で 最新 の 作品 を 中 心 に し な が ら , 最 先端 
の CGA の 動向 を まとめ て みた 。 以下 の 内 容 
に つい て は 私 の 独断 と し いわ れる 方 も いら っ 
し ゃ る だ ろう が , 少な く と も 私 は こう 感じ 
た の だ (だ か ら そ れ が 「 独 断 」 な ん だ っ て 
ば ) 
1) レン ダリ ング アル ゴリ ズム の 追求 

まだ 地球 上 で 巨大 な 恐竜 た ち が 全 盛 を 誇 
っ て いた ころ 。 レイ トレ ー ス の アル ゴリ ズ 
ム が 発表 きれ , チェ ッ カ ー ボ ー ド の 上 を 飛 
び 跳 ね る 透明 の 球 が 流行 し た も の だ 。 当時 , 
グラ フィ ネッ ク ・ ワ ー ク ステ ーション と いえ 
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ども 今 の パソ コン に 毛 が は を だ よう な も の 
で ,CG は な か な か 手 に 余っ て いた だ 。 だ か ら 
SIGGRAPH に な いて も , いか に アル ゴリ 
ズム を 工夫 し て ( 手 を 抜い て ) それ らし じい 
絵 を 高速 に 表示 する か と いう テー マ が 注目 
を 浴び た 。 そこ で , きま ざま な スム ー ス シ 
ェ イ ディ ング や マッ ピン グ が 次 々 と 発表 る 
れ て いた だ た 。 レイ トレ ー ス に お いて も 高速 化 
は 論議 の 的 で , 空間 分 割 法 (等 分 割 , オク 
トリ ー) な ど が 発表 る きれ た の で ある 。 

現在 の 市 販 の パソ コン CG ソフ ト は ちょ 
うど この ころ の 技術 を 実用 化し て いる と い 
を と る だ の なわ うう 0 INRAEE は パン フ マ ク セン 
グ ' を , サイ クロ ン は 等 分 割 法 を を それぞれ 使 
用 する こと が で きる 。 

し か し , この 流れ は 次 第 に 下 火 に な っ て 
し まっ た だ た 。 な なぜ な ら 。 ツー クス テア ーション 
の 能力 が 向上 し , あま り 計 算 ス ピー ド を 気 
に する 必要 が な く な っ て きだ か ら だ 。 それ 
ょ り も いか に 現実 に 忠実 な 画像 を 生成 する 
か と いう と ころ に 興味 が 移っ て いっ た ( 初 
心 者 の 中 に は , レイ トレ ー ス は 完璧 で 完全 
に 現実 と 同じ 画像 が 生成 で きる と 思っ て い 
る 人 が いる よう で す が ,。 と ん で も な い 間 違 
い 72。 を の 代表 が ラ デ イ オジ ティ ーー 法 て , 


物体 間 の 相互 反射 (照り 返し ) な ど を 忌 実 
に 再現 し た 。 こ れ は 主 に 建築 の 分 野 で , 音 
屋 の 環境 シミ ュ レ ーション な ど に 利用 され 
で て る Ss 

こと まで 書い て 気 が っ いた だ た の だ が 。 せる 
ぜん CGA 作 品 の 解説 を し て いな い 。 そ こ て 
現実 に 忠実 な 描写 を 描い て 注目 され た 作品 
の ひと つ 「FOG CITY」 を 紹介 し ょ よう 。 こ 
れ は 日 本 が 誇る CG 界 の 3 教授 の ひと り , 
広島 大 学 の 中 前 教授 の 作品 で , 文字 通り 移 
の 中 の 街 を 表現 し て いる 。 日 が 暮れ る に つ 
れ て 霧 が 出 ,。 す べ で て の 物 が ぼや け て いく 。 
通り 過ぎ る 車 の ヘッ ドラ イト が か っ こい い 
(特に スト ー リ ー は な い ) 

た だ 残念 な の は 。 ここ 数 年 これ ば ぼっ が 9 
や っ て いる た だ た め , つい に 去年 は SIGGRAP 
ジオ ネム ショ ー ド 参加 で き な そ な る っ て で も 
まっ た 。 し か し 中 前 教授 は 大 変 僅 い 方 な の 
で ,。 私 ご と き が 「 も っ と 変わ り ば ぇ を の ある 
の を 作っ て j」 な ども と 借 を うな こと を 書 な で 
は 決 も て て きる な いい 

し か し な が ら , この 流れ も すでに 主流 で 
は な い 。 レ ンダ リン グ ア ル ゴリ ズム の 追求 
自体 が も う 下 火 に な っ て し まっ た の だ 。 

(次 回 に 続く ) 


Lefeat X 


流れ る 星 を バッ ク に 敵 巨大 戦艦 に 挑む 横 ス フロ ー ル タイ プ の シ 
ユー ティ ング ゲー ム で す 。 豊 富む な オプション 兵 器 を 使い こなし 
て 英機 を 撃ち 落し て くだ さい 。CTC を 持つ た を マシ ン で は BG 


Asano Hidefunmi 


ト 6 ま で は ファ イル 名 が 決ま っ て いま すか 


浅野 英史 
M 対 訪 に も な り ま す 。 
シュ グ だ 


X1 ユ ー ザ ー の 方 お 待た な せ し ま し た 。 

「Defeat X」 は X1 用 の 横 ス クロ ー ル 型 
ツウ ョ ーー アイ ング ケー の て で て す 。 全面 て 。 月 
機 の 装備 を を その 面 の 特性 に 合わ せ て 選択 し 
な が ら , 最後 の デカ キャラ を 倒し て いく と 
いう 。 シュ ー テ ィング ゲー ム と し て は オー 
ソ ド ッ クス な 構成 な が ら , な か な か ゲー マ 
ー の 血 を 熱く し て くれ る ゲー ム で す 。 非 パ 
ワー アッ プ 型 グラ ディ ウス と いっ た 腕 囲 気 
だ と 如 つ て も ら え れ ば いい で もし ょ よう 。 

4 面 構成 BGM, ボス キャ ラ つ き で も プ 
ログ ラム は 6K バ イト 程度 で す の で , 打ち 
込ん で も な く な ら な い ダ ンプ リス ト に 苦し 
むこ と も な いで し ょ う 。 ぜひ 打ち 込ん て 遊 
CA で で だ きい 。 


まず, 最初 に ひと 言 。 こ の プロ グラ ム は 
すべ て (CZ-8FB01 (X1 用 ディ スク BASIC) 
V1.0 て 動作 する よう に で き て いま すか ら 。 
CZ-8FB01 以 外 で は 使用 し な いで くだ さい 。 

で は 入力 方 法 で す 。 リ スト 1 か ら リ スト 
いま 江 の う も リス ド エ 。 リス トク 2。 リス 
ド を は BASIC プロ グラ ム で すか ら 。 CZ-8 
FBO01 を 立ち 上 げ て , その まま 入力 し て セ 
デン し で くだ きい 。 が 小 、 ス トド 5 。 
リス ト 6 は マシ ン 語 で すか ら 。 マシ ン 語 モ 
ニタ まだ は MACINTO-C な どの マシ ン 語 
入力 ツー ル を 使っ て 入力 し て いき ます 。 チ 
ェ ッ クサ ム , CRC チ ェ ッ ク バ イト を よく 確 
誰 し だ た うえ で , これ ら の プロ グラ ム は を それ 
ぞ れ 同じ 1 枚 の ディ スク 上 に セー ブ し て お 
CC SC で も いら 


まだ , .SAVE す る 際 , リス ト 2 か ら リ ス 


ら , 必ず , 
リス ト 2 : SAVE MUSIC DRIVER. 
Bas” 
リス ト 3 :SAVE"MUSIC DRIVER. 
Bin ", &HF800, &HFA66 
リス ト 4 : SAVE"SP SUB.Bas” 
リス ト 5 : SAVE SP MAIN.Bin ", 
HD000,&&HDE37 
リス ト 6 :SAVE"ROUND DATA.B 
in ,&HE500, &HE8FF 
の よう に し て モ セージ する よう に し ます 。 
リス ト 1 を 実行 すれ ば , 自動 的 に ファ イ 
ル を 呼び 出し , し ば らく 《 す る と ゲー ム が 始 
まず 


る し て 難し い 操 作 は 必要 あり ませ ん が , 
プレ イ に は 2 トリ ガー の ジョ イス ティ イッ ク 
が 必要 で す 。 ふ つう の シュ ー テ ィング ゲー 
ム の よう に , ジョ イス ティ ッ ク で 自 機 を 上 
下 左 右 に 動か し て (8 方 向 で す ), A ボ タン 
で 剤 を 撃ち ます 。GAME 画 面 の 右上 , 残 機 
数 の 左 横 に は , 現在 | 武器 一 覧 
目 分 が 選択 し て いる 
装備 が 示さ れ て いま 
す 。 

装備 に は NORMA 
L, TWIN, UP-DO 
WN, 3WAY, BEHI 
ND の 5 種類 が あっ 
て , それ ぞ れ 弾 の 出 
る 方 向 と 数 が 違い ま 
す 。 各 装備 の 機能 は 
図 い の よう に な っ で 
いま す 。 画面 上 に は 
同時 に 6 発 の 弾 し か 


ROUND: 4 SPEED:S 
Press Trigoaer To Starti 


出 ま せん か ら , 敵 キ ャ ラ や 状況 に よっ て こ 
れ ら を 使い 分 け て いく こと が 攻略 の ポイ ン 
ト で す 。 こ の あたり は 実際 に や っ て みた は ほ 
2 が よく (お か る で し ょ よう 。 

この 装備 は ゲー ム の 最初 か ら す べ で て 使用 
て き , 選択 は ど ジョイスティック の B ボ タン 
で いつ で も 変更 可能 で す 。 

を それから, タイ トル 画面 が 出 て いる と き 
は , ジョ イス ティ イッ ク の 上 下 で ゲー ム の ス 
ビ ピード を 調節 で きま すし 。 ジョ イス ティ ッ 
ク の 左右 で 面 の 選択 が びき ます 。 ス ピー ド 
は , 9 (か な り 遅 い ) か ら 1 (超人 的 な 速 さ ) 
まで お 好み の まま と どう ぞ 。 面 は 1 か ら 4 面 
まで 取り 揃え て お り ま す 。 

各 面 は 強制 スク ロー ル に よる 敵 基地 攻略 


EHIND 
トー 


トニ 


Defeat X 7 25 


と 敵 機 迎撃 」 ボス キャ ライ 構成 され て いま ブログ ラム の うち , BASIC で や っ て いる 
す 。 各 面 の 最後 に は , 大 型 の ボス キャ ラ が の は イト ル 部 分 と エン ディ ング で らい 
威厳 を も ちっ て あな だ た を 迎え て くれ ます か ら , で , その ほか は すべ で て マシ ン 語 で 動作 し て 
中 心 部 に 弾 を 打ち 込ん で 破壊 し て あげ て < いま ず 。 


だ さる さい 。 これ で その 面 が クリ ア で きま す 。 な お , この ゲー ム は CTC を つけ て いる 機 
すべ て の 面 を クリ ア す る と 感動 の エン ディ 種 で は PSG に よる BGM つ き に な り ま す 。 
ング が あな た だ た を 待っ て いま す 。 FM 音源 ボー ド や X1turbo 内 蔵 。 立体 視 ボ 


ー ド な あ 。 それぞれ て CTCO の アド レス が 連 
いま すか ら , リス ト 2 の 150 行 を 注釈 を 見 


ッ 四 ダグ 


て 自分 の 機種 用 の アド レス デー タ に 変更 し グ ゲ ー ム を じっくり と 楽し ん で みて 〈 く だ る 
リス ト 1 は PCG 定 義 。 リ スト 2,3 は 音 て く 〈 く だき さい 。 デ フォ ルト は X1 の FM 音源 ボ 0 
楽 用 の プロ グラ ム で す 。 リ ス + 4, 5 が 本 命 ー ド に な っ て いま すす ので , た と えば , Xltu Profile 


の ゲー ムジ ログ ラム て す 。 ゲ グ ゲーム ぬ 中 の ほ と rbo で あれ ば , 150 行 の 4 , 7 を 160, 31 に 変 浅野 さん は 大 阪 詩 に お 住ま い の 1I8 歳 , 高校 3 年 


* 5 ュ セ ーッ クー 、 生 で す 。 マイ コン 歴 は 約 5 年 , MZ-700 を 経て , 
に 0 き 五 . » Oo 9 


で , プレ イ 中 の プレ イク キー は 効き ませ ん 。 それでは, XX1 で は 久々 の シュ ー テ ィ ン ロー ル に も 挑戦 し た いと の こと 。 
リス ト 1 SP INIT.Bag 


19 WIDTH49:CLS:CSIZE1:CFLASH1 :LOCATE10,19:PRINT# の "Wait a moment,please." 
29 FOR 1=32 TO 99:DEFECHR$ (1) =STRING$(3, LEFT$(CGPAT$(i) ,8) ) :NEXT 

3 の A$( の )=STRING$(8,CHR$( の ) ) :PALET 1,.0:OPTTONSCREEN 2: 

4 の 9 A$(1)="UrUxU ェ U ェ ":A$(2)=" ェ U ェ U ェ U ェ U" :A$( 3 ) = " 〒 エ エエ 〒〒〒〒〒" 

50 READ A$,B$:A$=A$+B$:FOR 1= の 9 TO 34:B$=BIN$(VAL("&H +MID$(A$,T*2+1,2) ) ) 
69 FOR J=1 TO 3:A(J) =VAL("&B"+MTD$(B$,J*2+1.2) ) :NEXT 

70 DEFCHR$(177+[)=A$(A(1) )+1A$(A(2) )+A$(A( 3 ) ) : NEXT:B$=A$( の 9) 

89 DEFCHR$(33 ) =HEXCHR$(STRTING$(3, "9090997EFF7E9909") ) 


100 DEFCHR$(35 ) = B$+HEXCHR$(STRTING$(2, "0999183C3C189999")) 

119 FOR I-97 TO 129:READ A$:DEFCHR$( 十 ) =HEXCHR$(A$) :NEXT 

120 C$=STRTING$(16, "9 の”):FOR I=121 TO 146 STEP 2:READ A$:GOSUB209:DEFCHR$(T)=HEXCH 
R$(RIGHT$(C$+A$+A$,48) ) :DEFCHR$( 二 +1 ) =HEXCHR$(RIGHT$(C$+B$+B$,48) ) :NEXT 

130 FOR 1-9 TO 7 

140 A$= "909990909"+RIGHT$( "0"+HEX$(2~!I),2)+ "999999":GOSUB 170:NEXT 

159 FUN “MUSIC DRIVER .Bas" 

160 "ーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー SET STAR PAT、 

170 B$=STRING$(16,"9"):DEFCHR$(T) =HEXCHR$(A$+B$+B$ ) 

189 DRKCHRS(118)= HEXCHR$(A$+B$+A$) :DEFCHR$(T+16) = HEXCHRS(A$1A$1AS ) : RETURN 


190 '---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー SET REVERSE 
200 A=1:B$="'":FOR J= の TO LEN(A$)/16-1:FOR K=7 TO 9 STEP -1 

219 B$=B$+MID$(A$,J*16+K*2+A,2) :NEXT:A=A+9:NEX ず :RETURN 

220 !-、-ーーー-- ーーーー ニ ーーー ニー ニーーーーー ニ ーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー PCG DATA 


239 DATA"B98CBC83B38FBF9984948191859598B892B2" 

240 DATA'96B6AC86A68EAE96B69EBEA38BAB9BBBAF" 

250 DATA"000000381CIF3F3F 9 の 909999381C1F3FBF 999099381CIF3F3F" 
260 DATA' の 90990999999COFB 000000000000COFB 9090099999909COFB" 
279 DATA" の 0990999909999909 の 999990999090099C9 099099999999009099" 
289 DATA"093FO09F07930099 89BFO09F97939909 993FO00FO7039990" 
290 DATA"1DEDODCOBF909999 1DEDODC9BF090999 1DEDODCOBF999900" 
309 DATA "8OFFF009909909099 F8FFF09989009990 8OFFFO90999009909" 
319 DATA'"90999900990901FF 00000000000000F8 00009990009991FF" 
320 DATA'909999009990E3F1 0900090990999677F 990909999990E3F1" 
330 DATA 0990060E1870FEEO 0099060E1E7EFEFE 9999969E1870FEE0" 
340 DATA IF00000000000000 1F01000000000000 1FO0009099099999" 
350 DATA"FQ6FO01003F000000 FQEFQ01000F000000 FO6FO1093F9900909" 
360 DATA OQFCFE3FCFQ000000 Q155EA35CEQ000000 QQFCFE3FCF000000" 
370 DATA"0000000000010FFF 0000000000000000 9999099900919F99" 
380 DATA"0000000000E3FOEF 0000000000040000 990990999984C098" 
390 DATA" 0000020QETCFCQOFC 00000410000060203 0000000000000000" 
409 DATA"0300000000000000 99999093999999009 90900990999990099" 
419 DATA"F70390FFO00090999 99990999099090900 94939900999909009" 
420 DATA"FCFCFC3B00000000 9209099999999009 9999C93890999900" 
439 DATA'990909999991961D 909999999999190991 999909099991061D" 
440 DATA の 990099938EODB89 9990999938EODB89 9999099038EODB89" 
450 DATA'0999000E3 の FCFC18 9090909E3EFCFC18 9999999E39FCFC18" 
460 DATA "7FO7999199999090 TFIF000000000000 7FO97099109999999" 
470 DATA 3FTFIFETF9000000 1FIFO79199999999 3F7F1FE7F990999909" 
489 DATA' 800080ECF4700000 COFOFOE9799009009 B80008QECF4700000" 
490 DATA"971F3F7F7FFFFFFF , EOF8BFCFEFEFFFFFF , "QO71F3FTFTFE1C0C0" 
599 DATA'971F3F7969C9C980", EOF8FCFE7E3F3F1F , 971F304949899990" 
519 DATA'"EOF8FC3E1E1FOFOF , 9718999999990999","EO781COE06970393" 
529 DATA" の 99990090971E3E7E の 099909909061C181999999090975FBBFF" 
539 DATA"90009999E9787C7E09900009998683819999999949A94820" 
549 DATA 7F7FOO7F77E3E3999999007DO4E3C2E3757A997F14E3E390" 
559 DATA'FEFEO9FEEEC7C79909999949994989C7499099FE28C7C700" 


リス ト ど MUSIC DRIVER.Bas 
MN 


10 CLEAR&HFTFF:LOADM "MUSIC DRIVER .Bin" 

20 "ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー TONE READ 

30 PLAY 7200:DIM A$(11):FOR T=9 TO 11:READ A$(T) :NEXF 

40 PLAY "VO":ADR=&HFA88 

50 FOR I=1 TO 8:PLAY "O"+RIGHT$(STR$(I),1):FOR J= の TO 11:PLAY A$(J) 
69 OUT &H1C909, の 0:A=INP(&H1B の 0 ) :OUT &H1C09,1:B=INP(&H1B090 ) 

7 の POKE ADR,A,B:ADR=ADR+2:NEXT:NEXT: エ = の ひ 

80 Di Cl,#Cl,Dl, 4#D1l, El, Fl,#F1l,G1,#G1,Al,#Al,Bl1 

90 ドーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー MML SET 

100 ADR= の 

110 READ A$:TF A$="* THEN 140 ELSE ITF A$="END" THEN 156 

129 FOR J=1 TO LEN(A$) :OUT &H3FFF+I*256+ADR+J,ASC(MID$(A$,J,1)) 
13 の 9 NEXT:ADR=ADR+LEN(A$):GOTO110 


732 の ohix 1989.9. 


140 =+1:GOTO109 

159 POKE &HFB49, 4,7: ’ Turbo:169,31 RS-232C:168,31 リッ タイ ホー ト * :4.10 
169 RUN "SP SUB.Bas'" 

17 の 9 'ーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー MUSIC 1 

189 DATA "L103V9M7 [2E6EEE5A5E9D6DDD5G5D9C6CCC5F5C9<B6BBB5B5B9>] 

199 DATA “<B7>B7LS5AGfED7C<B>C9C7DCE7GAB9R9 

299 DATA "B7>C<BAGfED7C<B>C9CCDCE7GAB9R9:「",* 


219 『 

229 DATA "L3O2V8M3([@A][@eG][@F][@E]|)([@E]E[@D1[@C]<[@B]>1):「」* 
230 '-ーーーーーーー ニ ーー ニーーーー ニ ーー MUSIC 2 

249 DATA "L302V9M5([4CdG]1CdDGI)([4Fg>C く 1FgG>C く | ):",* 

259 ” 

269 DATA "L3O1M3( [4CCV7PCPV9 ]CCCC1| ) ([4FFV7PFPV9 ] FFFF| ):",* 

27 の ーーーーー ニ ーーー ニーー ニ ーー ニニ ーー TENUKI 

280 DATA *,* ネ ,* ネ 。 ネ 

290 *-ーーーーー ニ ーーー ニーー ニ ーーー ニーー MUSIC 3 


399 DATA "M9V7O3L3 [3(A>AGA く | ) (G>GFG<| ) (F>FEF<|) (G>GFG<| ) ] 
31 の DATA "(A>AGA<|) (G>GFG く | ) (F>FEF<|) G>GFG く <G>GEE 

329 DATA "L5D8C <B>CDC <B8A G8A3B3 A7G6F3 G7A5B5 >C8E5 G9 

339 DATA "ARL3RAGF G8FE A5R5RAGF G7E5DC <B7>C5D5 C8<BA G8AB A7AB>CD 
349 DATA "L5C7DE F7ED <B7>CD C9 L9[TRRR]:",* 

3 さ 5 の ”’ 

360 DATA "M9V9O2L9RRRR AGFG L7AAGGFFGG M6L5AAAAGGGGFFFFGGL3GGGG 
379 DATA "L5M5CCCC く BBBBAAAAGGGGFFFFGGGGAAAAL3[8B] 

380 DATA ">(CCR5CCCC<GGGGAA1BB> )GG>L5CCCC く BBBBAAAA>L3[8C] 

390 DATA “<[7B]A[7G]A[8B]C9 L9[〒RRR]:",* 

4 の 9 DATA END 


リス ト 3 MUSIC DRIVER.Bin 


F800 F3 DD E5 F5 C5 D5 E5 DD 96 F8EQ 39 OF DD 7E 96 F6 9 28 : BE FE9A8 
F808 21 6A FA 21 4E FB AF 32 D9 F8E8 74 DD 5E 94 DD 56 95 18 : 93 F9B の 
F810 67 FA CD 4C FE8 DD 21 79 E9 F8FO 6C 20 14 62 6B DD 5E 94 AC F9B8 
F818 FA 21 4E FC 3E 92 32 67 3E F8F8 DD 56 05 DD 75 94 DD 74 : DF F9C9 
F820 FA CD 4C F8 3A 48 FB FE : 86  " 。 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー F9C8 
F828 FF 29 18 3A 4D FB C6 93 82 SUM: 8A 49 79 44 86 42 26 ED D939 F9D の 
F830 32 4D FB 39 QE 21 76 FA : 49 F9D8 
F838 35 20 91 34 21 85 FA 35 : 5F F900 95 DD 36 96 91 18 56 FE : 8B F9E9 
F849 20 91] 34 El Di C1 Fl DD 96 F908 17 39 OF 13 DD 73 97 DD 9D F9E8 
F848 El FB ED 4D DD 7E 9B F6 72 F910 72 98 TE D6 30 DD 77 99 5B F9FQ 
F850 00 CC 7B F8 DD 35 9B 3A : 96 F918 18 43 2 11 DD 7E 09 3D : 2D F9F8 
F858 67 FA CB 3F C6 98 4F DD 65 F920 28 3B DD 77 099 DD 5E 97 : 02 
F869 7E QD 96 1C ED 49 95 ED : D5 F928 DD 56 98 18 39 FE 19 39 : CA SUM: 
F868 79 DD 34 QE DD 7E QE DD DE F930 13 3A 48 FB FE FF 28 99 BE 
F870 BE 9A CO DD 36 QE 99 DD : 86 F938 7E D6 2A DD 77 9C DD 77 : 32 FA99 
F878 35 QD C9 DD 5E 99 DD 56 79 F940 OD 13 18 19 29 12 3A 4C : 99 FA98 
MA F948 FB EE 12 32 4C FB 91 07 : 7C FA1Q 
SUM: 27 7F 84 3D AE E9 5E 96 94E9 F950 1C ED 49 05 ED 79 18 965 : DA FA18 
F958 11 99 99 18 9 E1 C3 81 : 4E FA29 
F880 91 E5 19 CD B7 F9 FE OD : 87 F960 F8 F6 99 20 OA D5 11 00 : FE FA28 
F888 39 OB F5 CD CC F9 32 69 : 5D F968 99 CD A5 F9 Dl 18 1E 26 : 98 FA30 
F899 FA Fl C3 61 F9 29 99 CD : FE F970 00 DD 6E 02 29 29 29 44 : 9C FA38 
F898 CC F9 DD 77 03 E1 18 E1 F6 F978 4D 29 99 91 88 FA 99 3D : 48 FA49 
F8A9 FE OF 30 0A TE D6 39 DD : A8 ーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー FA48 
FE8A8 77 92 13 E1 18 D3 20 OF : 87 SUM: B6 BO C9 EB 7E 43 D9 58 6A66 FA59 
F8B9 7E D6 30 87 DD 77 9A 13 : 7C FA58 
F8B8 DD 36 QE 99 C3 5D F9 FE : 38 F980 87 4F 06 00 09 D5 56 23 : 33 FA69 
F8C9 13 39 0C D6 11 DD 46 92 : 5B F988 SE CD A5 F9 D1 DD 7E 9C : 91 
F8C8 89 DD 77 92 C3 5D F9 29 : 9F F990 DD 77 OD DD 36 OE 99 3A : BC SUM 
FE8DO QD DD 73 94 DD 72 95 DD 92 F998 69 FA DD 77 QB DD 73 09 : 12 
F8D8 36 96 99 C3 5D F9 FE 15 68 F9A9 DD 72 の ひ 1 EI C9 06 1C 3A : 56 


リス トス SP SUB.Bas 


19 'POKE &HF9EZ,&HC9 

20 IF MEM$(&HD009,3)=HEXCHR$("ED 73 D4") THEN 49 

39 CLEAR &HCFFF:LOADM "SP MAIN.Bin":LOADM"ROUND DATA.Bin" 

40 WIDTH49:SCREEN:POKE &HFB4B,149 

50 DEFINTA-Z・FOR iT=6 TO 12:READ A: SOUND IT,A:NEXT:DATA 30,28,0,09,16,0,35 


70 '- ニ ーーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーー SET TITLE 
89 LP=7:L(9)=4:L(1)=4:B$( の 9)=" ":H$(1)=" キ "| MAKE" 
99 FOR I-9 TO 7:TITLE$(T)=A$(I):NEXT 
199 LP=11:L(9)=2:L(1)=3:B$(9)=CHR$(28):B$(1)="D": "MAKE" 
119 FOR I-9 TO 3:READ A$:F$([)=HEXCHR$(STRING$(4.A$)+STRING$(32,"9") ) :NEXT 
120 *-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー TITLE 
130 CGEN1:FOR =1 TO 32:FOR J= の 9 TO 6 STEP 2 
149 LOCATE5,J+5:PRINT RIGHT$(TITLE$(J) ,1) : 
150 LOCATE37-,J+6:PRINT LEFET$(TITLE$(J+1 ) ,[) : 
169 NEXT:NEXT 
179 DEFCHR$(219)=STRTNG$(24,CHR$(9) ) 
189 FOR = の 9 TO 11:LOCATE9,3+1T:PRINTA$() ):NEXT 
199 A$=STRING$(8,CHR$(0) ) : B$=STRING$(16,CHR$(9) ) 
209 FOR I-9 TO 3:DEFCHR$(219 ) =F$(1):PAUSE1:NEXT 
ま 


220 RD= の :SP=4・CGEN 

239 LOCATE8,29:PRINT Press Trigger To Start!" 

22 の 9 LOCATE8,18:PRINTUSTNG "ROUND・# SPEED:# ,RD+1.SP+ 1 

250 S<=STECK(1) :RD=RD+(S=4ANDRD> の 9)-(S=6ANDRD く 3 ) 

26 の 9 SP=SP+(S=2ANDSP> の )-(S=8ANDSP<8 ) 

279 PAUSEI:IF STRIG(1)= の 9 THEN 249 

280 MEM$(&HDCEA , 9 ) = "アア アハ ハハ ハハ ハ 

299 POKE &HDF37,1,SP*5.85.48.85 ・POKE &HE984. の 9,4,RD 

399 CGEN1:FORT=9TO1:SCRREN、t:LENE( の 9.9)-(39,24), | ",BF:NEXT 

319 FOR = の TO 1999 STEP 128:MEM$(&HE の 987+[T,128)=STRING$(128,CHR$( の 9) ) :NEXT 
329 SCREEN:CALEL &HD999:POKE &HEB48,255 

339 IF PEEK(&HE085)<>255 THEN 380 

349 SCREENO9.9:SCREEN:LOCATE12,.11:PRINT << GAME OVER >>" 

35 の 9 PAUSE7 の 9:CLSKGOTO130 

369 END 

37 の 9 !ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ENDING 

389 SCREEN9,1:CLS4:YA$=CHR$(31)+CHR$(29)+CHR$(29)+CHR$(29) 

399 FOR [= の TO 199:PSET(RND(1)*287+16,RND( 1 )*199,RND( 1 ) *2+1 ) ・NEXT 
400 LINE( の 9.9)-(15,.199),PSET,4,BF:LINE(393. の 9 の)-(319,.199) ,PSET、4,BF 
41 の 9 の FOR I-9 TO 369 STEP 19 3 

429 LTNE(20.9)-(29+COS(RAD(T) )*7,9+SIN(RAD(E) )*6) ,」" ツ ",BF:NEXT 
439 SCREEN 1,1:PALET 4.9:PALET 2.5:PALET 3.7:PRW 16 


ーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーー ie tt roe nt oe 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


3C : 46 
7 5 FC 
FA : EF 
78 : 0R 
39 : A1 
C9 : 6B 
Nt 
SR : 89 
15 : 69 
EE 1 て 4 
し 08 
FA 9 の 768 
ED : B8 
4 の 9 : BE 
ZR : 77 
29 : DA 
FA : 72 
20 : 16 
FB : 79 
79 : €5 
45 : A9 
4 5 8A 
29 : 93 
9C : BQ 
: 98 
CF 1626 


Defeat X 7 ば / 


7289 onhix 1989.9. 


FOR [=9 TO 199:LTNE(161-T,.99+[T)-(169-1,1090+] ) ,XOR,7 

FOR J=9 TO 199:NEXT:NEXT :PAUSE20 

FOR I-9 TO 37:LOCATET,19:PRINT"abo"+YA$+ "def"):FOR J= の TO 199・NEXT 
LOCATET,19:PRTNT" "+YA$+" "て NEXT 

C( の 9)=9:C(1)=2:C(2)=6:C(3)=7 :SOUND 12,50 

FOR 1-0 TO 3:PALETQ,C(I):PALET4,C(I):SOUND13,0:FOR J= の 9 TO 10:NEXT:NEXT 
CLS:FOR = の TO 15:8SOUND13.9:PAUSE1:NEXT 

PAUSE 20:FOR I-=2 TO 9 STEP -1:PALETQ,C{(I)}:PALET4,C(I):PAUSE 3:NEXT 
PAUSE29:POKE &HFEB48,4:POKE &HFB4B,255:CALL &HF9E2:PAUSE5 の 

RESTORE 769 :P=19 :CGEN 

READ A$:IF A$="END THEN 570 

LOCATE 29-LEN(A$) /2.24:PRTINT A$:PAUSE P :FOR 1= の 9 TO 1:PRINT:PAUSE P :NEXT 
GOTO540 

FOR I-09 TO 6:PRINT:PAUSE P :NEXT 

LOCATEQ,9 :PRINT CHR$(14):PAUSE P :GOTO580 

END 

クーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-- DATA テン カイ (L(n)=1 キ " ョ ウノ LENGTH,LP=LOOP カイ スウ ) 
LABEL "MAKE" :READ A$,B$:B$=A$+B$:L=L( の )+ す L(1) 

FOR I-9 TO LP:A$="":D$=MED$(B$, I*L+1,L) 

FOR J= の 9 TO 1:A=VAL("&H +MID$(D$,L( の 9)*J+1 上 L(J) ) ) 
A$=A$+RTGHT$(STRING$(L(J)*4. "の" )+BITN$(A) 上 (J)* ネ 4 ) : NEXFT 

FOR J=1 TO LEN(A$) :MID$(A$,J,」1)=B$(VAL(MID$(A$,J,1 ) ) ) : NEXT 

A$( 上) =A$:NEXT・RETURN 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー TITLE DATA (Defeat) 

DATA "7E9090C099219199992081099029878998" 

DATA "4132319C417A7A4842424248FC3231A8" 

# ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー TITLE DATA (X) 

DATA "FFBFF7FD921FE049FE4897EBO97849" 

DATA "99DC99858912DB8295CC40BFEFEDEE" 


?ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー FADE IN DATA 

DATA "5509" "55AA" , "FEFAA"、 FEFEFFT 

)# ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー STAFF ROLE 

DATA "--- Defeat ---", the resist IV", "Main Program , H.Asano" 


DATA "Music composed","H.Kamon", J.Nakamoto",H.Ohgata" 

DATA "Chr、design', H、Asano", Speciali thanks to","K.Kozima , S.Ishii" 
DATA "TAraki"  "、 , Defeat -resist TV- in 1989" 

DATA "(C)Kitasenr1i science club.",END 


リス ト 5 SP MAIN.Bin 


DIEQ 7D FE QF 28 95 38 92 2D 1E D3A8 32 8C EO 21 85 EQ 35 DD : 36 
DIE8 2D 2C 22 87 EQ 11 03 92 F8 D3B9 21 4A E1 06 96 DD 6E 99 : A3 
D1F の の 1 E4 DC CD 61 DA CD 7E 1 4 D3B8 DD 66 91 3E 2B BD 38 2E : DO 
DIF8 DC CD 49 D2 El 2B 7C B5 91 D3C の 3E 1E BC 38 29 3E 93 BC : 76 
a D3C8 39 24 BD 3 の 21 DD 7E 92 BF 
SUM: FA D8 58 C7 59 19 18 3E 19FC D3D0 85 6F DD 7E 93 84 67 DD 1A 
D3D8 75 99 DD 74 91 CD C6 DC 36 
D299 20 CD 96 64 C5 CD 99 DA 53 D3E の 9 E5 CD 75 DC 7E FE 21 El : 81 
D208 2A 87 EQ 11 93 92 9 の 1 E4 8C D3E8 39 9@4 36 21 18 94 DD 36 BA 
D219 DC E5 CD 61 DA El 2C 3E 14 D3F0 00 64 11 9094 00 DD 19 19 7F 
D218 2C BD 30 の 1 2D 22 87 EQ DQ D3F8 BC C9 E5 96 93 CD C6 DC : E2 
D229 CD 7E DC CD 49 D2 C1 19 Kh OC 
D228 DB ED 7B QD E4 C9 C5 CD 8F SUM: Bl 10 BA 98 4A EQ A8 6A 5F29 
D230 39 D2 CD TE DC C1 10 F6 F9 
D238 C9 CD 90 DA CD 52 D2 CD : BE D499 CD 75 DC TE FE 20 20 04 : DE 
D249 50 D6 CD F7 D4 CD 49 D2 : A6 D408 23 19 F8 AF E1 C9 E5 06 : 6F 
D248 C9 2A 37 DF 2B 7C B5 20 : 85 D419 92 CD C6 DC CD 75 DC 11 AQ 
D250 FB C9 21 8C EQ TE FE 50 : 1D D418 39 99 7E FE 20 20 94 19 99 
D258 38 14 35 3D FE 51 C2 AF : TE D429 10 F8 AF E1 C9 E1 11 92 55 
D260 D3 3A 85 EQ FE FF C2 AF EQ D428 99 2C CD AB D4 2D C3 FE : 66 
D268 D3 ED 7B QD E4 C9 F3 3E : 26 D439 D2 E1 FE 92 DA FE D2 11 : 6E 
D279 QE の 1 90 1C ED 79 95 ED 83 D438 92 99 25 2C CD AB D4 24 C3 
D278 78 FB 4F 2A 87 EQ ES 3A : 72 D449 CD AB D4 2D C3 FE D2 Ei ED 
ーーーー ニ ーーー ニ ーー ニーー ニ ーーーーーーーーーーーー バ ーーー ~~ D448 FE 03 DA FE D2 11 92 99 : BE 
SUM: 74 99 49 DB D8 B9 99 81 9652 D459 2C CD AB D4 16 FF 2C CD 86 
D458 AB D4 16 91 CD AB D4 2D : OF 
D289 8C EQ F6 99 20 43 25 CD : B7 D469 2D C3 FE D2 El FE 92 DA : 7B 
D288 FA D3 28 92 CB C1 24 24 CB D468 FE D2 11 99 92 2C 25 CD : 91 
D290 24 CD FA D3 28 02 CB C9 : 7C D479 AB D4 16 FE 24 CD AB D4 : 93 
D298 25 25 2D CD OE D4 28 92 : 50 D478 2D C3 FE D2 El CD 95 D4 : D7 
D240 CB Di 2C 2C CB BR D4 2B : CB CC ーーーーーーー ニ ーーーー 
D2A8 19 C5 CD C3 D9 E5 21 85 : C9 SUM: AB D2 49 63 70 B2 9A 93 2E48 
D2B9 EQ 35 El 3E 70 32 8C EQ 42 
D2B8 Ci 2C CD QE D4 28 02 CB : 91 D480 FE 02 DA FE D2 11 02 9 : BD 
D2C9 91 2C CD の E D4 28 92 CB 61 D488 2C CD AB D4 2D 1E FE CD 8E 
D2C8 D9 79 E1 11 1C 05 91 2A : 90 D499 AB D4 C3 FE D2 E5 21 4A 62 
D2D9 94 CD D2 D4 22 87 EQ 1F 1F D498 Ei の 1 00 06 11 94 00 7E : 7B 
D2D8 1F F5 30 06 AF 32 89 EQO 94 D4A の O FE 2C 38 91 QC 19 1 F7 8F 
D2EQ 18 22 3A 89 EQ F6 00 29 F3 D4A8 El 79 C9 D5 11 94 99 DD EA 
D2E8 17 3A 8B EO 87 4F 06 99 98 D4B の 9 21 4A E1 06 96 DD 7E 9 : B3 
D2F9 E5 21 74 DD 99 TE 23 66 : 67 D4B8 FE 2B 39 96 DD 19 1 F5 5A 
D2F8 6F 7A CD 95 D4 E9 3E 98 4E p4Cc0 Di C9 DD 75 99 24 DD 74 61 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー D4C8 91 25 Di DD 73 92 DD 72 98 
SUM: 5B FA A2 Bl 10 B9 92 96 4A2D3 D4D9 93 C9 1F 38 91 25 1F 38 AQ 
D4D8 91 24 1F 38 91 2D 1F 38 9 の 1 
D399 3D 32 89 EQ F1 1F 3 93 1B D4EQ の 1 2C F5 7C BA 3 91 24 AD 
D308 AF 18 16 3A 8A EQ F6 00 77 D4E8 BB 38 91 25 TD B8 39 91 7F 
D319 20 OF 3A 8B EQ 3C 32 8B CD D4FO 2C B9 38 91 2D F1 C9 21 26 
D318 EO D6 95 38 94 32 8B EQ 94 D4F8 3B DF CB OE 39 55 FD 21 96 
D329 3C 32 8A EQ 3A 8C EQ 91 RO 
D328 E4 DC F6 00 28 9B 3D 32 58 SUM: AD 95 3F 2A EB D1 AE 1B D833 
D339 8C EQ CB 57 28 93 91 F3 AD 
D338 DC 11 93 02 CD 61 DA 3A 34 D599 62 E1 96 14 11 98 99 FD 73 
D349 8C EQ F6 090 28 06 3D 32 : FF D598 TE 92 F6 909 28 99 FD 4E F2 
D348 8C EQ 18 63 2A 87 EQ DD : 55 D51 の 9 96 81 FD 77 096 39 12 FD 4 の 
D350 21 62 El 96 14 11 98 99 : 97 D518 7E 00 FD 4E 94 81 FD 77 : C2 
D358 DD 7E 00 95 FE 93 30 98 : 29 D529 99 FE 94 38 26 FE 2C 39 : BA 
20 D369 DD 7E 91 94 FE 02 38 3B 63 D528 22 FD 7E 93 F6 99 28 99 C7 
44 D368 DD 19 1 EC DD 21 2A E2 FC D539 FD 4E 907 81 FD 77 97 39 7E 
A9 D379 96 14 DD 7E 94 F6 9 28 97 D538 16 FD 7E 91 FD 4E 95 81 63 
9A D378 21 DD 5E 91 7B 95 C6 92 35 D549 FD 77 9 の 1 FE 94 38 94 FE B1 
IK OO D548 1D 38 04 FD 36 99 32 FD BB 
42 SUM: 6B 56 67 13 74 B7 58 2C 4923 D559 19 19 B4 FD 21 62 El 96 44 
5A D558 14 FD 7E 99 FE 2C 39 19 92 
9F D389 FE 95 39 16 DD 56 92 7A F8 D569 6FE FD 66 Qi CD C6 DC E5 27 
1E D388 94 3C FE 93 39 QC E5 EB DD D568 CD 75 DC TE El FE 21 38 D4 
・ 41 D399 CD C3 DY El DD 36 94 99 6 1 D579 96 FD 36 00 32 18 02 36 BB 
42 p398 18 99 11 の B 99 DD 19 19 43 D578 23 11 98 99 FD 19 19 D9 3B 
E4 D3A9 D1 18 9C CD C3 D9 3E 79 C6 ミン ベニ ドド < 


y 8 月 号 の X1 特 集 は すご く よ か っ た で す 。 僕 自身 も 「 ち ょ っ と な ん か する 」 と いう と き に は 
X68000 よ り X1 の ほう が 使い 勝手 だ が よく て いい な , と 思う こと が し ば し ば あり ます 。X1 は 
ほか の マシ ン と 違っ て 質 の いい ユー ザー が 多い は ず で すか ら (MZ も ) これ か ら も ずっ と 生 


き 延 び て ゆ 〈 く で し ょ う 。 要 は ユー ザー の 気合 で す よ ね 。 


小田 島 


浩一 (17) 東京 都 


SUM: 45 E6 B4 OD 8F 40 C2 EF ECQ4 D878 18 2A 87 EO OE 02 06 093 : C2 DB68 FO 21 99 E9 の 1 BO 94 ED : 9C 


D589 C9 B7 ED 5B 87 EQ 14 1C : 5F SUM: 4B 6C 93 19 24 BC D2 A1 594F DB78 39 95 32 8 EQ 18 07 20 : 906 
DEB8 BE5 ED S2 EL CB DS CD EO 8  ((。 。 《( パ きき だ 8: パ 8 半 hh ーー 222 交 82822 交 22 MA 
D590 D5 Dl D8 FD 75 00 FD 74 : 61 D8809 E5 CD C6 DC 7E FE B1 39 : B1 SUM: 33 8C D7 72 6B 5F 46 99 2245 
D598 91 7B 95 CD D5 D5 FD 79 : F5 D888 24 23 19 F8 El 24 OD 2 : 81 
DSAO 04 FS 7A 94 CD D5 D5 FD : 7B D899 ED 21 4A E1 06 96 5E 23 : C6 DB80 99 3E 91 32 8E EQ 23 C3 : CE 
D5A8 79 95 4F F1 B9 38 19 61 : 17 D898 56 2B EB CD C6 DC EB 1A : EQ DB88 C9 DA FE 94 39 97 23 7E : 7D 
DSBO 2E 990 4F CD FS D5 FD 36 : 47 D8AQ FE Bl 38 92 36 64 11 94 : 98 DB99 32 91 EQ 18 F1 29 OD 23 : FC 
D5B8 92 00 FD 75 93 18 9D 67 : 93 D8A8 99 19 10 EA C9 El 2A 87 : 6E DB98 TE 32 8F EQ 23 TE 32 99 : 82 
D5C0 2E 9 の 0 CD FS D5 FD 75 92 : 39 D8B9 EQ CD C3 D9 21 85 EQ 35 : 94 DBAQ EQ C3 CF DA FE 96 30 QC : 8C 
D5C8 FD 36 93 00 FD 36 96 99 : 6F D8B8 3E 79 32 8C EO C9 3A 82 : D1 DBA8 23 11 EA DC 91 99 99 ED : Fl 
D5D9 FD 36 97 99 C9 96 99 C8 : Di D8C9 EQ 47 85 6F FE 98 38 94 : 5D DBB9 BO C3 C9 DA AF 32 8E EQ : 65 
DS5D8 38 92 04 C9 ED 44 05 C9 96 D8C8 83 FE 2C D8 78 ED 44 32 69 DBB8 18 CC 96 903 11 96 EQ 3E : B2 
D5EQ FD 21 62 El 11 98 99 96 : 89 D8D9 82 EQ C9 3A 83 EQ 47 84 : 93 DBC9 95 99 32 95 EQ C5 D5 D5 : AB 
D5E8 14 FD 7E 00 FE 2B DQ FD : 85 D8D8 67 FE 05 38 94 82 FE 1E : 44 DBC8 DD E1 96 QF C5 DD 7E 9 : F3 
DS5FO 19 19 F6 37 C9 AF 96 10 E4 D8EQ D8 78 ED 44 32 83 EQ C9 DF DBDQ 57 FE 00 28 33 3A 95 EQ : 5F 
D5F8 29 17 2C 91 30 92 2D 81 : DD D8E8 21 6F EQ 34 23 TE 2B BE : 2E DBD8 DD 46 92 89 FE 08 38 93 : E6 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー D8FO DO 36 99 2A 89 EQ 3E 95 : D3 DBEQ D6 98 15 DD 77 92 6A DD : 99 
SUM: DB 9D 9E 34 A7 E5 4D 92 1893 D8F8 85 6F 3A 71 EQ 84 67 E5 4F DBE8 66 91 DD 75 99 2C 2C 2C 3D 
a DBFQ 2C 47 3A 95 EQ D6 92 CB : C5 
D600 10 F6 C9 7C E6 QF 4F DD : 6C SUM: 02 F2 CE 9F DD 53 CD 18 39C1 DBF8 27 CB 27 CB 27 80 57 CD : AF 
D608 21 OB ES3 06 14 DD TER90 EE IIW 上 WIWBE 上 ERE 上 上 上 EE キキ NN キ ヘ キャ ミキ †WiW き SQ9 き は な は ルク ルル 〈…^『00…# ぼ lsk@sDD も すま よ 上 了 上 H 上 H 上 B け U⑳|⑱W※ ぼ よ , 20200 4 
D619 F6 00 28 98 11 95 99 DD : 19 D999 CD 81 D5 E1 3A 72 EQ 84 : 14 SUM: F2 QE 83 BF E5 C4 32 64 F774 
D618 19 1 F2 C9 E5 7C FS DD : 17 D998 67 CD 81 D5 C9 21 73 EQ : C7 
D629 36 94 99 E6 89 28 94 DD : 4A9 D910 35 7E FE 95 28 2D F6 90 : 91 DC99 C6 DC TE FE 21 39 91 72 : E2 
D628 36 94 Ql Fl E6 79 9F OF : A9 D918 29 10 ED 5F 6F 3A 74 EQ : 79 DC98 11 93 99 DD 19 C1 1 BC : 97 
D639 OF 5F 16 99 21 TE DD 19 19 D929 4F C5 CD F5 D5 C1 81 32 1F DC19 El E5 96 OF 7E F6 99 28 : 77 
D638 5E 23 56 EB DD 75 92 DD : F3 D928 73 EQ 3A 75 EQ FE 93 D8 : BB DC18 95 19 1 F8 18 29 ED 5F : AA 
D649 74 93 E1 DD 75 91 79 97 : 2B D939 2A 75 EQ 91 2A DD 2D 2D : E1 DC29 FE 28 39 1A E5 21 39 DF : 8E 
D648 97 DD 77 99 9D 29 B8 C9 : 99 D938 2D 22 75 EQ 11 93 97 CD : 8C DC28 CB 96 E1 39 11 36 28 23 : 74 
D659 DD 21 96 E3 96 14 11 95 17 D949 61 DA C9 2A 6C EQ ED 5B : C2 DC39 ED 5F E6 1F FE 18 39 96 : 9D 
D658 99 C5 D5 DD 7E 99 F6 90 : EB D948 89 EQ 19 25 25 22 75 EQ : 3A DC38 CE 95 77 23 36 99 D1 21 : 8D 
D660 28 50 DD 35 99 20 4B FD : F2 D959 18 D8 21 77 EQ 35 C9 23 : 89 DC49 3C 99 19 54 5D C1 95 C2 : 8E 
D668 21 2A E2 96 14 11 9B 99 : 63 D958 TE 2B 77 2A 79 EQ ED 5B : EB DC48 BF DB C9 DD 21 A6 E3 96 : FQ 
D679 FD 7E 94 F6 00 28 96 FD AQ D969 8 EQ 19 EB 2A 87 EQ E5 DA DC5 の 9 14 D5 11 95 99 DD 7E 99 5A 
D678 19 19 F5 18 35 FD 36 99 : 9E D968 3A TB EQ 47 C5 E5 D5 CD : 28 DC58 FE 93 38 96 DD 19 19 F5 : 3A 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー D979 8A D9 84 67 CD 8A D9 85 : 93 DC69 D1 C9 D1 DD 75 99 DD 74 : OE 
SUM: DO 64 1E FB A3 83 7E 48 FC79 D978 6F 22 87 EQ EB CD 81 D5 : 96 DC68 91 DD 73 92 DD 72 93 ED : 92 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー DC79 5F DD 77 94 C9 D5 11 FQ : 56 
D689 99 FD 36 91 2D DD 7E 91 : BD SUM: CC 2B 1B CE 1B 73 93 9D 2F55 DC78 97 B7 ED 52 D1 C9 CD 91 : F5 
DGBS FD (1 02000N9240000 980 の の 2  《《8〈1「1W 人 (000 ブ 7 ブ | ブツ || ブ 【|6066( 和 OO {tt つづ h 人 iii 
D699 93 4E 23 46 23 FD 71 98 : 53 D989 Di E1 C1 19 E7 El 22 87 : F4 SUM: 7E 5C D5 DF 41 E3 94 7D DQ98 
D698 FD 79 99 FD 75 95 FD 74 : 5E D988 EO C9 ED 5F E6 1F D6 19 : EQ 
D6AO 96 FD 75 93 FD 74 94 ED : DD D999 C9 DD 21 6A E3 96 14 C5 : F3 DC89 D9 21 F4 FQ QE 28 3A 3A : 88 
D6A8 5F FD 77 97 DD 7E 04 FD : 36 D998 DD 7E 92 F6 00 28 1B 3D : D3 DC88 DF 47 F5 16 18 1E 28 7E : QD 
D6B9 77 9A D1 Cl DD 19 19 Al : BA D9A9 97 97 6F 26 99 91 16 DD : 97 DC99 ED 79 23 93 1D 20 F8 3E : FF 
D6B8 DD 21 2A E2 96 14 C5 DD : C6 D9A8 99 44 4D DD 6E 99 DD 66 : 28 DC98 98 85 6F 39 91 24 15 29 : 86 
D6C の 6E 03 DD 66 94 7C F6 9 : 2A D9B0 の 1 11 92 92 CD 61 DA DD : FB DCA の 9 EC CD 1F DA 01 19 99 3A : 96 
D6C8 CA 4D D7 DD 7E 99 F6 99 : 3F D9B8 35 02 C1 11 93 99 DD 19 : 92 DCA8 8B E9 87 87 87 11 4C DD : 3A 
D6D9 20 20 TE FE FF 20 97 DD : BF D9C9 19 D5 C9 F3 C5 91 9D 1C : 99 DCB の 83 5F CD 19 DA 91 99 18 : B2 
D6D8 6E 95 DD 66 96 TE CB BF : C4 D9C8 ED 49 91 99 1B ED 49 FB : 83 DCB8 3E QC ED 79 OC F1 ED 79 : 13 
D6EQ CB 3F CB 3F CB 3F CB 3F : 28 D9D の C1 C5 FD 21 6A E3 96 14 : QB DCC9 EE 04 32 3A DF C9 C5 7D : 48 
D6E8 DD 77 99 23 DD 75 93 DD : 49 D9D8 11 93 00 FD 7E 92 F6 99 : 87 DCC8 6C 26 99 29 29 29 29 44 : 7A 
D6FO 74 94 DD 35 99 2B TE F5 : 28 D9EQ 28 06 FD 19 19 F5 C1 C9 : D3 DCDQ 4D 29 99 96 FO 4F 99 C1 : 8E 
D6F8 DD 6E 91 DD 66 92 DD 46 : B4 D9E8 FD 75 00 FD 74 91 FD 36 : 17 DCD8 C9 20 Bl B2 BE B7 C2 B6 : 39 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー D9F9 92 95 C1 C9 21 QC E4 86 : 28 DCE9 B8 B9 BD B5 61 62 63 64 : 6D 
SUM: 75 F4 93 E9 85 FB 8D 3E EA9B D9F8 27 77 3E 99 2B 8E 27 77 : 33 DCE8 65 66 BE BE B1 B1 BE BE : 25 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー DCFO BE BE BE 20 20 29 20 2 : DA 
D700 9A 95 20 02 EE 93 01 59 : 73 SUM: BA 4 13 D5 86 F3 EC F9 1D4E DCF8 20 20 20 29 6D 6E 6F 79 : 3A 
108 00 11 22 9】 CD DI DA BL ) 980 の の 22) 0 2020tctctctctectczczczXI ヶ IX+ 々 +7+1†+6C6('†+ ヶ O+ ゝ ゎ +†+ ゎ 0q+0 ゎ ngqkz ぇ # ぇ + ゎ + ハ ハハ † エ † キ † キ めん 55 6 202ー0coeo IE 
D710 CB 7F 28 03 CD D2 D4 3E : 26 DA99 3A 84 EQ BE DO 21 85 EQ : B2 SUM: 59 EE 20 F1 07 3F 11 A8 7475 
D718 91 BD 38 96 DD 36 94 99 13 DA98 34 C6 92 27 32 84 EQ C9 : 82 
D720 18 2B DD 75 91 DD 74 902 : E9 DA19 3A 3A DF 89 47 1A F6 99 : 2A DD99 71 72 73 74 75 76 77 78 : A4 
D728 DD 34 907 3A 68 E9 DD BE : 35 DA18 C8 ED 79 93 13 18 F6 91 : 53 DD98 67 68 69 6A 6B 6C 99 92 : 9B 
D739 97 39 99 DD 36 97 9 E5 : 3F DA29 99 99 11 3F DD CD 109 DA : E4 DD19 8C 8E 8B 8D 8F 91 87 89 : 62 
D738 CD 81 D5 E1 CD B1 D7 38 : 91 DA28 3A OB E4 CD 4C DA 3A QC : 62 DD18 88 8A 83 85 84 86 7F 81 : 24 
D749 QC DD 4E 98 DD 46 99 11 7C DA39 E4 CD 4C DA AF CD 4C DA : 79 DD29 80 82 7D 7B 7E 7C 79 7B : E8 
D748 03 92 CD 61 DA 11 QB 9 : 29 DA38 13 9@1 21 99 CD 19 DA 3A : 26 DD28 7A 7C 20 20 C8 20 C8 B6 : 9C 
D759 DD 19 C1 95 C2 BE D6 DD : EF DA49 85 EQ FE FF 20 02 3E 99 : C2 DD39 C8 B6 2 C8 B6 20 C8 B6 : BA 
D758 21 A6 E3 96 14 C5 DD 6E : D4 DA48 CD 4C DA C9 F5 E6 FQ 1F : A6 DD38 20 29 C8 B6 29 20 C8 53 : 19 
D769 99 DD 66 91 TD FE 93 38 : FA DA59 1F 1F 1F C6 3 ED 79 93 : BC DD49 43 4F 52 45 3A 00 4C 45 : F4 
D768 40 DD 4E 92 DD 46 93 11 : A4 DA58 Fl E6 QF C6 39 ED 79 93 : 45 DD48 46 54 3A 99 4E 4F 52 4D : 19 
D779 92 92 E5 CD 61 DA E1 CD : 9F DA69 C9 CD C6 DC DS E5 E5 D5 : AC DD59 41 4C 20 99 54 57 49 4E : EF 
D778 B1 D7 39 97 3E 91 CD F4 : BF DA68 11 FF F5 ED 52 D1 E1 39 : 26 DD58 20 29 20 909 55 50 2D 44 : 76 
ーー DA7O 15 E5 CD 75 DC TE E1 FE : 75 DD60 4F 57 4E 99 33 2D 57 41 : EC 
SUM: 9F 93 EC C4 57 4B 59 C2 7DDE DA78 21 3 96 OA FE 21 38 9 の 1 : B9 DD68 59 29 29 99 42 45 48 49 : Bi 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー DD79 4E 44 29 9 25 D4 31 D4 : BQ 
D789 D9 18 26 3A 92 E9 47 3A : 44 SUM: 13 5C 39 EA 77 72 CO CD 87E5 DD78 64 D4 47 D4 7C D4 8E DD : QE 
Di 31 0 SD BB 20 98 BD SB AMD 
D790 99 20 03 DD 34 99 DD 34 : 45 DA89 77 93 23 1D 29 EB El 11 : B7 SUM: 12 64 19 22 56 E5 5 AD F959 
D798 94 3A 68 EQ DD BE 94 3 : 55 DA88 39 00 19 Di 15 20 D5 C9 : ED 
D7A9 9@8 DD 36 94 909 24 CD 81 91 DA99 3A 91 EQ 47 21 92 EQ 34 : B9 DD89 9D DD BA DD C9 DD D2 DD : 66 
D7A8 D5 11 95 99 DD 19 C1 19 : B2 DA98 TE 99 C2 66 DB 77 21 9@1 : AA DD88 D6 DD DD DD ED DD FC DC : 9@F 
D7B9 AC 7D FE 2C DO FD 21 4A : 8B DAA の E9 11 99 E9 91 8 94 ED : 55 DD99 2B 1A 1B 4A 1B 1A 2B 19 : 23 
D7B8 E1 06 96 11 94 9 FD 7E : 7D DAA8 BQ 21 8D EQ 34 7E FE 93 : Fi DD98 1B 49 1B 19 FF 92 DD 7B : F1 
D7C9 0 の 95 FE 93 39 98 FD 7E : 49 DAB9 DA 66 DB 36 99 2A 93 EQ : EE DDA9 7B 3B 1A 1B 2A 1E 1A 2E : 7B 
D7C8 91 94 FE 92 38 95 ED 19 : E8 DAB8 3A 8F EQ F6 99 28 9A 3D : QE DDA8 16 1E 26 17 16 27 15 17 : DA 
D7D9 1 EC C9 FD 36 99 64 DD : 39 DACO 32 8F EQ 3A 9 EQ 2B 18 : 8E DDB9 25 1D 15 2D 19 1D 29 1B : FE 
D7D8 36 94 99 DD 36 99 91 CD : 1B DAC8 96 7E FE FF CA 74 DB E5 : 7F DDB8 19 FF 92 DD 7B 5B 3B 1A : 22 
D7EO C3 DY 3E 91 CD F4 D9 37 : AC DAD の 11 2B E9 96 98 C5 21 EA : 93 DDC9 1B 2A 1E 1A 3E 3B FB FB : EC 
D7E8 C9 21 TE EQ 7E 23 34 BE : DB DAD8 DC 17 38 93 21 F3 DC F5 : 13 DDC8 FF EC DC FB CB 76 FB CB : D9 
D7FO 2A 8 EQ ED 5B 69 EQ 29 : 3B DAE の 3E 93 01 93 99 ED BQ EB : CD DDD の 75 FF 98 DD 7B FF 98 DD : B8 
D7F8 1C AF 32 7F EQ 3A 73 EQ : E9 DAE8 91 2D 00 09 EB 3D 29 F2 : 71 DDD8 7B 7B 7B 7A FF 92 DD 7A : 43 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー DAFO Fi Cl 19 E1 E1 3A 8E EQ : 2C DDEQ 1B 1A 2B 1A 7B DB 4B 19 : 34 
SUM: F1 95 AO 1C CE A7 79 62 93E9 DAF8 FE 91 28 66 23 TE E5 17 : 2A DDR8 1B 29 1B 79 79 FC DC 6B : 94 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー DDF の EE 3B E9 3A 6E DB FD AD : 3F 
D899 FE QD 38 11 3A 6B EQ 1F : F8 SUM: 5F 8C 5E 25 D8 52 9C CC 34D4 DDF8 76 36 FB FB FF FF 92 FE : Al 
8h FE DC BE DS Fl IBE RS DC ) 48 A 
D819 D3 D8 F1 18 95 3A 6B EQ : 3E DB99 39 1E F5 11 2B 95 62 6B : 51 SUM: 2C E6 CB 8D 88 F6 6A 14 DD19 
D818 1F 1F E5 D5 1F F5 DC E8 : DQ DB の 8 CD C6 DC CD 75 DC 7E FE : 99 
D820 D8 Fl 1F F5 DC QD D9 Fl : 90 DB19 29 28 95 14 14 14 18 EE : 8F DE00 03 91 FF 04 91 FF FF 04 : 9A 
D828 1F F5 DC 52 D9 Fl D1 El : BE DB18 21 QE DD EB CD 4B DC F1 : DC DE98 95 E7 FF 94 14 FE7 E6 C6 : A6 
D839 22 80 EQ E5 91 3C DF CD : 59 DB29 17 3 1E F5 11 2B 1B 62 13 DE19 86 96 FF 94 QC 94 FF 904 : A2 
D838 61 DA E1 ED 5B 6C EQ 19 : C9 DB28 6B CD C6 DC CD 75 DC 7E : 76 DE18 FF 90 FF 92 FF 93 94 FF : 95 
D849 DD 21 4A E1 96 96 C5 DD : D7 DB39 FE 20 28 95 15 15 15 18 : A2 DE29 94 96 C3 FF 93 03 FF 94 : D5 
D848 TE 00 95 FE 93 39 1B DD : 3C DB38 EE 21 12 DD EB CD 4B DC : DD DE28 98 E7 FF 93 02 FF 94 QC : 902 
D859 7E 91 94 FE 93 39 13 E5 : 3C DB49 F1 El F5 E6 7C 1F 1F F6 : SD DE30 EF FF 03 01 FF 94 FF 99 : F4 
D858 DD 6E 99 DD 66 91 CD C3 1F DB48 00 28 09 5F 23 56 ES EE : D9 0 0 0Wwm> A 
D869 D9 DD 36 99 64 21 6E EQ : BF DB59 CD 93 D6 E1 F1 17 39 9A : C9 SUM: 88 DA C1 11 24 03 EA DD A1DB 
D868 35 El 11 94 00 DD 19 C1 : E2 DB58 23 5E 23 56 E5 EB CD 93 : 9A 
D870 19 D4 3A 8C EQ FS 99 29 : AQ DB69 D6 E1 23 22 93 EQ 11 FQ : 79 


を と ど な だ か XX1 用 の ディ スク 版 ( あ っ た だ た かな) 「 黄 金 の 墓 」 を 譲っ て くら は い 。 ど こ に も な い 
の や 。 見 つか ら 6 へ ん の や 。 岡村 直也 (18) 兵庫 県 Defeat X 729 


リス ト B HOUND DATA.Bin 


E5009 C9 FF 93 97 FF 04 97 9 : DC E668 99 87 80 83 4 93 99 91 : EE E7B8 93 00 9 9 の 14 56 15 48 : CA 
E598 QF 94 90 99 3B 14 05 94 : FB E670 49 9B 00 9B 99 8B 8 81 : 092 E7CO 99 OF 37 90 FF 02 FF 91 : 47 
E510 99 99 9 36 45 9A 94 FF : 88 E678 49 81 4 の 9 81 8 81 89 C3 : C6 FE7C8 FF 94 FF 99 53 QC QB 17 : 83 
S51 05 C7 Ct CL EI EL CEI ET OB NN NN CN NNN RR ETDQO 94 04 1E 00 14 02 96 64 : A6 
E520 C7 C7 FF 94 06 9 の 1 99 989 98 SUM: CQ 44 7A 24 EE1 9C A5 68 A63D E7D8 64 099 9 の 19 19 97 95 QA AC 
E528 6C 95 19 85 99 09 4 08 46 E7E9 99 8 92 99 9 00 95 54 6B 
E530 93 99 の 7 40 QF 9 の 9 97 0 69 E680 OD 93 C3 4 の 9 C3 49 C3 8D 66 RE7E8 96 57 21 93 54 33 53 96 人 1 
E538 03 49 の 1 OF 14 の 1 08 9 の 1 69 E688 D5 C3 80 C3 12 94 ET7 990 Dg RE7FO 32 04 35 61 21 52 81 21 Ei 
E540 99 の 1 40 93 99 93 2C 44 B7 E699 E7 99 E7 CO の E7 CQ C3 CO B8 ; E7F8 05 61 22 81 52 82 99 00 DD 
E548 QF 44 97 95 94 QF 49 3F 81 E698 C3 の 9 C3 89 C3 49 C3 99 Ce SS < 
E550 00 1F 90 97 49 OF 00 97 7C R6A9 C3 89 C3 CB D5 EF 009 EF 84 SUM: 7E AA 34 82 11 F3 67 BA DBBB 
E558 00 93 90 の 1 4 の の 1 49 99 8E E6A8 99 EF 00 6F 99 2F 99 97 94 
E560 9 の 9 99 9 1D 99 1D 25 44 AC E6B9 4 の 9 93 40 01 49 91 9 FF C4 E899 B3 FF 03 96 FF 95 C1 Ci 41 
E568 08 44 の D 40 99 OB 96 9 の 1 B4 E6B8 92 FF 01 FF 04 FF 09 FF 93 EAQ8 Ci Cl Ci C1 Ci Ci €E1 81 C8 
E570 99 の 1 009 93 99 97 99 93 QE E6C0 94 FF 00 55 OF QD QE 98 8A FE819 CO F7 99 81 CQ 81 CQ 99 D2 
E578 99 91 4 43 99 E7 CQ 43 6E E6C8 95 32 99 QF 91 9A 37 1E A6 E818 99 99 9 の 9 BB 99 BB 099 83 92 
ーーー ウホ ンー ュー ャ ュー シー ンーーー ニ ニーーーーー E6D の 9 の 9 の 9 00 00 の 9 00 99 50 50 E820 89 83 89 DF 09 97 CQ 97 59 
SUM: 2D 8C 75 BE 8C 23 BS 79 4C21 E6D8 89 93 00 99 99 99 23 81 3 E828 CQ 81 4 99 49 93 4 C7 F4 
E6EQ 98 24 85 99 34 96 42 36 6C E839 49 CF 99 81 CQ 85 AB 46 C6 
E580 00 01 4 の 93 99 097 99 93 4E E6E8 91 61 の 1 49 34 91 61 09 6B E838 OB 46 CD 99 Ci QQ 81 89 EQ 
E588 の 9 91 40 91 4 の 9 93 00 97 8C E6FQ 72 11 OB 82 71 12 92 900 95 E849 C3 89 E1 CQ 81 D4 26 9B FA 
E590 00 OF の F 45 97 49 00 O00 AA E6F8 9 の 00 00 の 09 の 9 00 00 00 90 E848 CO 99 49 D1 49 C3 8 の F7 E4 
E598 07 45 95 OF 99 07 00 93 A ee E850 QC D4 FF 94 14 81 99 00 78 
E5A0 09 の 1 90 91 99 の 1 2B 95 33 SUM: 25 の 1 82 B5 81 2B 3D 77 73BD E858 99 99 99 QQ 99 99 QE 96 1 4 
E5A8 QF 95 93 99 97 9 37 99 55 RE869 99 12 34 99 32 66 OR RE D2 
E5B0 F3 CQ 3B 9 1B 99 33 49 7C E700 CB FF 93 04 FF 95 22 22 19 E868 99 90 28 98 18 18 99 99 FQ 
E5B8 21 40 21 49 の 1 00 99 99 C8 E7908 22 22 22 22 22 22 22 07 F5 E8709 2F 99 9F 99 09 00 EF 099 3F 
E5C0 の 9 99 FF 02 FF 01 FF 94 94 E719 99 97 49 97 49 99 OF 95 A2 E878 8D 49 81 6F 4A QF 4A 8B EB 
F5C8 FF 99 62 19 QB 95 95 94 8A E718 FF 9 の 4 94 OF 99 99 99 99 1 
E5D9 1E 99 の F Q1 0A 32 99 098 6A E720 の 0 99 OF 35 QF 99 QF 49 A2 SUM: の A B1 5D Al AA 56 69 8B B455 
E5D8 99 99 99 00 9 99 59 50 AQ E728 OF 49 00 90 FF 94 06 3F 97 
E5E の 04 99 00 00 08 15 03 1F 43 E730 00 99 00 00 49 40 07 47 CE E889 49 8B 89 8F 99 8B 40 81 26 
E5E8 11 99 33 99 23 01 43 32 EF E738 9 の 9 99 OF 40 OF 49 9 の FE 99 AD E888 CQ C1 80 El 99 Al CQ 81 C4 
E5FQ 21 94 26 41 31 51 32 22 62 E749 QF 99 99 の F 56 93 49 93 BA RE899 F6 29 16 29 Al CQ E3 09 A2 
E5F8 9 の 7 61 42 53 93 99 99 9 の 9 99 E748 4 の 9 の 7 99 97 99 93 49 99 91 E898 C7 CF 49 8F 89 89 49 81 38 
ER OOO E750 99 00 05 9B 93 40 97 40 2A RE8A9 4 83 49 81 49 81 99 81 C6 
SUM: 84 CA 8E 49 DD Fl 61 1D 9476 E758 1F 99 1F 9 99 90 9 096 44 RE8A8 90 81 D7 28 FF 92 FF 9 の 1 81 
ERE769 D5 FF 94 95 97 909 99 90 E4 PABG FRE G4 FE S81 CEC 13 OF iD FE 
E600 C2 FF 03 07 FF 04 0A 090 Dg E768 99 4C 36 49 FF 94 16 99 DB RE8B8 99 96 3C 99 QF 93 QB 37 9F 
E698 13 05 9A 95 9 QF 095 900 3B E779 16 66 99 009 99 96 95 19 39 FE8C9 28 99 9 12 12 QB 97 93 61 
E619 9A 45 16 56 99 05 94 99 54 E778 18 99 00 99 34 67 OB E7 A5 E8C8 99 99 98 99 99 QQ 08 44 86 
E618 27 B4 19 34 FF 05 B9 89 YB eee E8DQ QE 32 46 97 53 94 48 96 32 
E620 B9 B9 B9 B9 B9 B9 B9 93 12 SUM: 6C 24 E5 A7 51 62 BB 3D 87ED E8D8 53 11 91 35 QB 12 31 43 2B 
E628 99 37 9 F7 99 E3 C9 C1 : 92 RE8E9 34 92 57 13 31 23 35 99 さる 2 
E630 99 C1 09 C1 12 44 81 CO 19 E780 00 99 2F 95 06 85 99 90 BF E8E8 Al 52 21 12 QA 24 Al 52 47 
E638 81 89 81 4 83 00 87 OB D7 E788 99 17 37 99 2F 56 OF D6 B8 FE8FO 11 05 99 99 99 QQ OQ 660 16 
E649 D6 83 49 81 4 の 9 El 2F 44 AE E790 99 9 9 14 76 FF 94 95 92 FE8F8 99 99 9 00 99 9 99 99 909 
E648 11 44 C1 89 C1 4 の 9 99 99 : 39 S70 UI 40 90 GU US 7% 40 4 RS Il OO 
E650 99 40 83 95 54 BF 49 9F : B3 E7AO 99 00 99 00 FF 94 95 OF : 17 SUM: QD 87 78 C5 56 76 9A 44 6C38 
E658 99 87 CO C3 4 83 40 A1 : AE E7A8 00 00 00 6B 08 QB 98 4 : C6 
E660 89 E5 90 E5 49 CD 8 C7 9E E7B9 49 99 99 99 9 の FF 94 97 4A 


《 広 告 の 半 ペ ー ジ 》 棚 か ら ボ タモ チ が 落ち て ぎ て 首 に ベッ タリ 
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7 タ の onix 1989.9. 


09 進化 を と た どる 

構造 化 コ ン パ イラ SLANG と 実数 演算 パッ ケー ジ 
SOROBAN を 使用 し た シミ ュ レ ーション プロ グラ ム 
で す 。 た だ し 。 シ ミュ レー ショ ン と は いっ て も ゲ 
ー ム と は 違い ます 。 も っ と 純然 と し た 意味 で の シ 
ミュ レー ショ ン , それ も 生物 の 進化 を 題材 に し た 
アロ グラ ム 。、 それ が この BUGS で す 。 

この よう が ブログ ラム た と し て は が か ん と いっ で も 
ライ フ ゲ ー ム が 有名 で すね 。 も ちろ ん S-0S で も ラ 
イフ ゲー ム は 作ら れ て いま す 。S-0S 用 の ライ フ ゲ 
ー ム は 1986 年 4 月 号 に 掲載 され まし た 。 自由 に カ 
ー ソ ルコ ント ロー ル も で き な い “MACE" 用 に 作ら 
れ た プロ グラ ム で し た の で , 直接 ワー ク を 書き 換 
える な ど , か な り 強 引 な 方 法 を 取ら な けれ ば ま と 
も な 表示 を 行え ませ ん で し た 。 そ れ が いま や , さ 
ら に 進ん だ シミ ュ レ ーション が コン パイ ラ で 記述 
され , 実数 演算 を 行い , より 多く の 機種 で 動い て 
いま す 。 いろいろ と 進化 し た も の で すね 。 

ご の プロ グラ ム は ほ , 大間 に と っ て は た だ 眺め て で てい 
る だ け の 環境 プロ グラ ム に 等 し いも の で す 。 な か な 
か 利口 に な ら な い BUG た ち を も どか し く 思 いつ つ 
も 温か く 見 守っ て あげ まし ょ う 。 な お , 実行 に は 


SLANG, SOROBAN, 実数 演算 ライ ブラ リ が 必要 で す 。 


生物 進化 シン シミュレータ BUGS 


@PC-9801 で “SWORD" ? 

PC-286, PC-980| 用 の “SWORD" が 

届い て し まい まし た (「PC-286 お よび PC-9801 版 」 

と し て 投稿 し て くる と いう と ころ が な か な か ……)。 
こ 4 ル は 。 か が な が り 高 束 な エマ ュ ユ レ ー タ に よる も の 


on 9 


で , ディ スク は 直接 読み 込み 可能 。 仮想 ド ライ ブ 
の 設定 も 可 。 と , ざっ と 見 た だ け で も か な り 気 合 
の 入っ うた プロ グラ に な っ で いま すら の えて, の 
| 版 MAGIC が 無 変 更 で 走る ? と な る と も は や た 
だ 者 で は あり ませ ん 。 

BTRON マシ ン で S-0S を 走ら せる と いう 野望 が 
克 う く な っ た いま (BTRON が ), 日 本 制覇 に は PC- 
980| 版 は 欠か せな いも の か も し れ ま せん 。 

@ お 知ら せ 

先月 発表 し た CP/M 用 ファ イル コン バー タ で 機種 
に より 動作 が お か し く な る ニニ と が 判明 し まし た 。 
現在 調査 中 で す の で デバ ッ グ 情報 は も うし ば らく 
お 待ち くだ さい 。 

また , 以前 か ら 何 度 か 投稿 を 呼び か け , また 要 
望 も 多かっ た S-0S 用 の オセ ロ ゲ ー ム は , 掲載 許 
可 の 際 の 制限 が 厳し く な っ て いま す 。 オ セロ ゲー 
ム を 作成 中 の 方 は 原作 の ボー ド 版 の ルー ル に 忠実 
に する よう に 心がけ て くだ さい 。 


@S-OS の 系 譜 ( 3 ) 
S-0S “MACE” が 発表 され た 翌 


ヨ 月 の 1985 年 7 月 
号 で は , Z80 の アセ ン ブ ラ ZEDA (ゼー ダ ) と デバ 
ッ ガ ZAID (ザイ ド ) が 発表 され まし た 。ZEDA は い 


わ ゆ る 「 ア プ ソ リュ ー ト アセ ンプ ブラ 」 で , ZEDA を 
使っ て 作っ た プロ グラ ム は 特定 の アド レス で し か 
動き ませ ん 。 し か し , エディ タ を 内 蔵 し て いる た 
め プ ログ ラム 作成 と マシ ン 語 へ の 変換 が ZEDA を 披 
げ る こと か な かく 行え まし た 。 ま た ZD( は プロ グ す 
ム の 開始 番地 が ZEDA の 直後 と な が っ て お り , この 

2 つ を 組み 合わ せる こと で ブロ グラ ム の 作成 か ら 
デバ ッ グ まで の 一 連 の 作業 を 簡単 に 切り 替え る こ 
る が で きた の で す 。 

CP/M な ど で は エディ タ を 起動 し て ソー スプ ロ 
グラ ム を 作り 。 次 に エディ タ を 終 耳 し て アセ ンプ ラ 
を 起動 し マシ ン 語 に 変換 、 そ し て リン カ を 起動 し て 
リン ク (アプ ソリ ュー ト ア セン プラ で な い 場 谷 . り 
ンク と いう 作業 を し て 初め て 実行 可能 な プロ グラ 
ム が で きる ) と いう 作業 は 類 わ し いも の で し た ( こ 


の 手順 は X68000 の Human68k 上 で マシ ン 語 ブロ グ 


ラム を 作る 場合 も 同様 で す )。 大 き な プ ログ ラム は 
作れ な いと いう デメ リッ ト は あっ た も の の , ZEDA 
の この 方 式 は 多く の 読者 に 支持 され まし た 。 
S-OS の メリ ッ ト は , 異な る 機種 で 同じ マシ ン 語 
プロ グラ ム を 実行 で きる こと だ け で は あり ませ ん 
掲載 され る プロ グラ ム は すべ て ソー スリ スト 付き で 
発表 され まし た 。S-0S の アプ リケーション は 言語 
関係 の も の が 多く ,「 プ ログ ラミ ング 言語 の 仕組 み 」 
を 理解 ずる に は も っ て こい だ と いえ る で し まう 
マシ ン 語 の 格好 の 教材 が 提供 され て いる わけ で す 

続く 8 月 号 で は , マシ ン 語 か ら ア セン ブリ 言語 
の ソー スプ ブロ グラ ム を 生成 する ZING (ジン グ ) が 
発表 され , それ まで ソー スプ ログ ラム を 入力 する 
の が 面倒 だ っ た 方 で も , ダン プリ スト を 入力 し Z| 
NG で ソー スプ ログ ラム を 生成 する こと が 可能 と な 
り ま し た 。 こ れ で マシ ン 略 ブロ グラ ミン ダグ の 全 琴 
の 神器 (アセ ンプ ブラ , デバッガ, ソー スコ ー ド ジ 
ェ ネ レー タ ) が 出揃い , Sc-O0S ア プリ ケー ショ ン の 
投稿 が 始ま り ま す 。 


THE SENTINEL 747 


O 


西村 進 


BUG。 と は いっ て も あの ブロ グラ ム の 天 
こと で は あり ませ ん 。 じゃあ 
の が か が 。 実は これ は 。 且 経 サ 
サイ エン ス 社 )1989 年 7 月 号 
レグ エエ ーション シ 」 て 旨 
進化 シミ ュ レ ーション を SL 
ラム し た も の な の で て す 。 

ま 化 し は いっ て も , サル が ヒト 
する わけ で は な く , 水中 に 棲む 
3 食物 と な る バク テリ ア を 探し 求 
> うち に , その 探索 パタ ー ン が 
の へ と 進化 し て いく と いう 


ヒ っ て ナン ダウ 


われ て , 誰 も が まず 思い 出す 
ン の 「『 種 の 起 原 』 で は な いで 
まん と か ね ? )。 すべ て は この 本 
hg 

イィ イン が 唱え だ の は 「 自 然 選択 説 」 
で す 。 すなわち , 生物 は みん な 多 
- 生 存 競争 が 起こ り , 生ま れ 
な 変異 を 持つ も の が 生き 残 
_ (いわ ゆる 適者 生存 と いう や 
の 子 に この 変異 が 伝え られ る 
の で , 生物 は その 方 向 に 次 第 に 進化 し て い 
く 定 あろ みう と いう も の で す 。 

も っ と も 話 は これ ほど 単純 で は な く 〈, 進 
化 は 突然 変異 に よる も の で ある と する 「 突 
然 変異 説 」 と いう 学説 6 も あり ます し , は か 
に も 隔離 , 倍数 体 や 雑種 の 形成 な ど , いろ 
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生物 進化 シミ ュ レ ーション BUGS 


SLANG と 実数 演算 バッ ケー ジ SOROBAN を 使っ た 生物 進化 
シミ ュ レ ーション プロ グラ ム で す 。 画面 上 で 自然 濁 汰 モデ ル を 再 
現し て み ま し ょ う 。 そ の ほか , ロー ダ の 変更 か あり ます の で , 必 
ず 目 を 通し て お いて くだ さい 。 


いろ な 要素 が か らん で きま す 。 しかし, 突 
然 変異 を 素材 とし て 自然 選択 が 働き ,、 それ 
が 進化 の 原因 を な す , と 考 る の が 一 般 的 で 
すず 6 

それ で は いっ た いな に が , 親 か ら 子 へ と 
変異 を 伝え て や く の で し ょ うか が 。 そう て す , 
いわ ゆる 遺伝 子 と し いう も の で す 。 生化 学 的 
に いう と DNA (デオ キシ リボ 核酸 ) と いう 
と と なり ます 。 

いわ ゆる 生物 と いう も の は , 皆 こ の DNA 
と いう も の を 持っ て いま す 。 そ し で この 
DNA と いう も の は を その 親 か ら 伝 えら れ だ も 
の な の で す 。 で すか ら 子 が 親 に 似る の は 当 
包 よ いう わけ て で て す 。 し も しかし, 子 が 親 と まっ 
だ く 〈 く 同 じ DNA を 受け 継ぐ と は 限り ませ ん 。 
な ぜ な ら 突 然 変 異 の 可能 性 が ある か ら で す 。 
つま り , 親 の DNA に ちょ っ と 変異 が 起こ 
っ だ も の が 子 の DNA に な る と いう わけ で す 。 
調 解 が な が いよ うに いっ て お きま す と , 人 
間 の 子供 が 親 と 違う と ころ を 持つ の は , 別 
に 突然 変異 に に る わけ で は あり ませ ん (も 
ちろ ん 突然 変異 に よる と ころ も 少し は ある 
の で し ょ う が )。 なぜなら ひと 日 に 親 と いっ 
て も 父親 と 母親 が いて , 2 人 の 遺伝 子 を 受 
け 継 で か ら で す 。 

仮に ここ で 父親 が XXX, 母 親 が YY と いう 
遺伝 子 を 持っ て い だ と する と 子供 は 又 と Y 
の 中 間 で ある XY と いう 遺伝 子 を 受け 継ぐ 
こと に な る わけ で す 。 で すか ら 子 供 は 父親 , 
母親 両方 と も に 対し て , 似 て いる と ころ, 
似 て で いな いと ころ あ を 持つ わけ で す 。 

さら に な ぜ 同 じ 両 親 か ら 生 まれ た の に 容 
次 の 違う 見 弟 が 生ま れる か , まだ どう し て 
男の子 が 生ま れ だ り 女 の 子 が 生ま れ だ た りす 
る の か と いう こと で す が , 父親 の 人 遺伝子 が 
Xx, 母親 の 遺伝 子 が Yy で ある と する と , 
生ま れ た 子供 の 遺伝 子 は XY/Xy/xY/xy 
と いう 4 通り の 可能 性 が ある の が わか り ま 
まあ 科 。 

この ほか に も 優性 / 劣 性 遺伝 子 , 遺伝 子 
の 組み 換え を など, さら に 多く の こと が か ら 
ん で きま す 。 だ いだい 人 間 と も な る と 実効 


性 の ある 遺伝 情報 の 量 た る や , する まじ い 
も の が あり ます か ら , と て も 説明 し きれ る 
も の て は あり ませ ん 。 そ こま で いく 〈 と 玩 全 
に 生物 の 授業 に な っ て し まい ます か ら ( メ 
ン デ ル の 遺伝 の 法則 っ て 覚え て いま すか )), 
興味 の ある 方 は 自分 で 調べ て みて くだ さい 。 

と まあ 、 つ きつ め て いて と この 話 は か な 
り 面倒 く る きい こと に な っ て し まい ます が , 
ここ て 扱う の は も っ と も 単純 な が モデル で す 。 
すなわち , ある アメ ー バ か らき る さら に 2 つの 
同様 の アメ ー バ が 生ま れ て くる と し ます 。 
この 場合 、 ア メー バ は 単体 で 子 を 生む こと 
に な り ま すか ら , 人 間 と 違っ て (人 間 は 男 
性 と 女性 に よる 有 性 生殖 ), 無 性 生 殖 と いう 
こと に な り ま す 。 当然 。 子 の DNA は 親 の D 
NA と ほぼ 同じ も の に な り ま す 。 は ほ は ば 。 と 
いっ た の は 突然 変異 し いう も の が ある か ら 
6 

こう し て 新しい アメ ー バ が 誕生 し て くる 
わけ で す が , エサ (バク テリ ア ) の 数 と い 
う の は た か が 知れ て いま すか ら , 当然 アメ 
ー バ の 数 が 過多 に な り , 生存 競争 が 起こ る 
わけ で す 。 

その 結果 と し て より 効率 的 に エサ を と る 
の て さる アテ オーパ CA いう よる 、 は 
り 効率 的 に エサ を と る こと の で きる よう な 
遺伝 情報 と DNA と し て 持っ て いる アメ ー ツ 
だ けが 生き 残る , すなわち 「 適 者 生存 」 と 
が る お わり で すず す 。 これ が こら で いう と ころ の 
「 進 化 」 な の で す 。 


BUG の 世界 に て 


BUG の 世界 の 規則 は 前 述 の 別 劇 サイ エ 
ンス に 詳し い の で す が , ここ で も 重要 な 点 
に つい て 説明 し て お きま し ょ う 。 BUG は 仮 
想 の 生物 で す が , 生物 で ある か ら に は 1 匹 
1 匹 み な 固有 の DNA を 持っ て いま す 。 

を そして, その BUG の 行動 は 自選 の DNA 
に 入っ て いる 情報 を も と に 決定 され ます 。 
すなわち 。 BUG が 1L ス テッ プ ご と に と どちら の 
方 向 に , どの で らい 回 りや すい か を 決定 す 


る あけ で す 。 

具体 的 に は , DNA は 回 転 す る 方 向 ( 6 方 
向 ) ご と に 回 転 し や する を 表す 数 F/R/HR/ 
RV/HL/L (それ ぞ れ 前 方 / 右 前 方 / 右 後方 / 
後方 / 左 後方 / 左 前 方 を 表す ) を 情報 と し て 
持っ て いま す 。 を そし て この 情報 に より , 回 
転 す る 方 向 が 決定 され る わけ で す 。 

だ た と えば BUG が 右前 方 を 向く 確率 は , 

I 2 の 0 ま の 2 PT 

2 がり ま す 。 

この よう に し て 各々 の BUG は DNA の 情 
報 と 乱数 に より 1 ステ ッ プ ご と に 回 転 方 向 
を 決定 し , その 方 向 へ 1 歩 進み ます 。 そし 
て 進ん だ 場所 に エサ で ある バク テリ ア が い 
れ ば それ を 食べ る こと が で きる わけ で す 。 

エサ の バク テリ ア は ある 規則 に 従っ て 降 
う て き ます が 。 と の バク テリ ア を 1 欧 食 べ 
る ご と に BUG は 自分 の エネ ルギー を 一 定 値 
だ け 増 や すこ と が で きま す 。 し か し BUG は 
1 ステップ 動く ご と に エネ ルギー を 1 ずつ 
人 由理 し で し まい ます から 、 2 クチ テリ ア に う 
まく あり つけ な い BUG は 死ん で 消 を えて し ま 
いま す 。 

逆 に 。 バク テリ ア の 捕り 方 が うま い BUG 
は , 体内 に エネ ルギー を どん と どん 蓄え て い 
き , 十分 に 成熟 し た (ある 回 数 以上 動い た ) 
時 点 で 分 裂 し て 2 匹 の 新しい BUG を 生み 出 
し ます 。 その 際 に は エネ ルギー は 3 匹 ( 親 
1 匹 , 子 2 匹 ) で 3 等 分 し , 子 の DNA 情 報 
は 親 の DNA 情 報 の 値 か ら 適 当 な 数 を 増減 し 
だ も の と な り ま す 。 だ だ し 一 方 の 子供 BUG 
の DNA 情報 の 値 を 増し た ら , も う 一 方 の 子 
供 BUG の DNA 情報 は 同じ 値 だ け 減 ら す も 
の と し ます 。 

この よう な 手続 き を 1 ステップ ずつ 行う 
と 。 バク テリ ア の 探索 パタ ー ン (すなわち 
DNA 情 報 ) の 悪い BUG は 自然 海 汰 され , 
良い 探索 パタ ー ン を 持つ BUG が 繁殖 する よ 
うに な り ま す 。 こ れこ そ が , 「 自 然 選 択 」 
の 結果 な の で す 。 

ちな み に , バク テリ ア の 降っ て 〈 る 確率 
が 画面 上 の どこ で も だ いた だ た い 等 し けれ ば , 
「 李 航 虫 」 と いう あま り 向 き を 転回 し な い (F 
の 値 が 大 きい ) BUG が 繁栄 し ます が , 局 地 
的 に 確率 が 高い 場所 が あれ ば 、 そ こ で は 「 グ 
ル グ ル 回 り 」 と いう 一 方 向 に だ け 回 る 確率 
の 高い BUG が 繁栄 し ます 。 


天地 創造 


この ジミ ュ レ ーション で は いで 《( つ か の 定 


数 や 関数 を 変え る こと に よっ て 環境 (BUG 
の 住ん で いる 世界 ) の 設定 を 変更 する こと 
で きよ ます 。 


図 ] BUG の 動き 方 
' | < 


BUG 


トン |, NN 


まず , 定数 で す 。KETA と 
MAXL は それ ぞ れ 画面 の 幅 と 
行 数 を 表し て いま す 。 で すか 
ら width(KETA) で, 表示 和男 
囲 は (0,0) 一 (KETA -2, MA 
メー は と に する と に な か すま 
す 。40 桁 モー ド 固 定 の エー ザ 
ー の 方 は KETA=40 と し て お 
いて くだ る さい 。 一般 に は 表示 
範囲 は で きる だ け 広 くし て お 
いた ほう が ょ い 結 果 が 得 ら れ 
る と 思い に ます 。 

また だ, BUGMAX は BUG の 最大 数 , FIR 
STBUG は 最初 の BUG の 数 で , BUGLIFE 
は BUG の 寿命 , REPYEAR と REPENGY 


は それ ぞ れ 繁殖 可能 と な る 年 齢 と エネ ル ギ 


"すす 。 

る さらに, FIRSTENGY は 最初 の BUG が 
持っ て いる エネ ルギー, ENGYMAX は 1 
匹 の BUG が 持つ こと の で きる 最大 の エネ ル 
ギー, EEEDENGY は バク テリ ア を 1 匹 食 
べ で る こと に よっ て 得 ら れる エネ ルギー を 表 
し て ます 。 

次 に 関数 で す が , amedas (x,y) と いう 
関数 を 変え る こと が で きま す 。 これ は 1 ス 
テッ プ ご と に 画面 上 の すべ て の 点 で 呼び 出 
され, バク テリ ア が 降っ て くる か どう か を 
胃 も し て 返し ます 、 す な ね ももち も 。 隊 っ て くれ 
ば TRUE を, 降っ て こ な け れ ば FALSE を 
返し ます 。 

これ を 改造 する こと に よっ て , 先ほど 述べ 


だ よう に 局 地 的 に バク テリ ア の 豪雨 が 降る 


よう に し て みて も 面白 いで し ょ 3 う 。 


和 人力 忌 実 行 


この ブロ グラ ム を 実行 する に あ だ っ て は 


いう まで も な く S-OS"SWORD" が 必要 で 


す が , さら に , SLANG, 浮動 小数 点 パ ッ 


ケー ジ SOROBAN 同 ライ ブラ リ SOROBAN. 


LIB が 必要 で す 。 

ここ て ひと つや つっ て も ちい だ いこ と が あ 
り ま すら 
この ブロ グラ ム は MEMAX か ら 下 へ 64^ ヾ 
人 下 ぞ ソー ク と し て 確保 し て いま す 。 し か 


PD ーー 
HR | RV Nh = 


ニュ ー ロ ー ダ に つい て な の で す が . 


図 己 親 BUG と 子 BUG 


“df 


し , 機種 に よっ て は これ を も う 1 バイ ト 確 
作 し な いと うま く 動 作 し な いこ と が あり え 
ます 。 を そこで ニュ ー ロ ー ダ の 300B』 を 40H か 
ら 41m へ と 書き 換え て くだ さい 。 

る さて, 本題 に 戻っ て 入力 で す が , まず B 
UGS.SL を エ デ イ タ か ら 入 力 し ます 。 こ の 
と き 。 テ チー ブユ エ ユーザー の 方 は ファ イル の オイ 
ンク ルー ド が で きま せん の で 。 イ ング ルー 


rr 
Cn 
rr 
ーー 


ド し て いる 位置 に 前 も っ て SOROBAN.LIB 


を 付け 加え て お いて くだ さい 。 

そし て 次 に , まず ロー ダ で SOROBAN を 
適当 な 位置 に ロー ド し て か ら , SLANG で 
ユン パイ ルル し 。 ツチ イル 名 BUGS で T セー ア 
し 下 く だ さい 。 

この 際 に SOROBAN が 破壊 され て し まっ 
た 場合 に は , 再 ロ ー ド 後 , 実行 し て くだ る 
い 。 BUG が バク テリ ア を 求め て 動き 出し ま 
す 。※ ま が バク テリ ア で ,。 3 ベ <3 キャ ラク タ 
の 四角 形 の も の が BUG で す 。 


最後 に 


高速 性 に 関し て は それ な り に 気 を つか っ 
だ つも りな の で すす が, 少々 遅く て オラ イラ 
する の で (必ず し も 実数 演算 の せい で は な 
い ),。 スキ ッ プ 機能 を つけ まし た 。 実行 中 
に S を 入力 する と, 10 ス テッ プ グ 分 は 画面 に 
出力 せ ず , 計算 の み 行 いま す ( 何 ス テッ プ 
分 ど だ け ス キッ プ す る か は 定数 SKIP に よっ 
て いる た 


また , スペ ー ス を 入力 する と 一 時 停止 し 


て 画面 左上 に 現在 の BUG の 数 を 表示 し ます 。 


な お ,。 ブレ イク で 中 断 で す 。 
初め は グラ フィ ッ ク 画 面 で 表示 する 予定 
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だ っ た の で す が , 文字 画面 で この 状態 で 


すか ら , 
想 き され ます 。 サ イエ ンス の 記事 に よる と, 
1 分 間隔 で 次 々 と 世代 が 交代 す る そう で す 


か な り 遅 く な っ て し まう こと が 子 


いき ませ ん 。 し か し , 1 時間 半 も 待て ば , 


明らか に 「 巡 航 虫 」 が か な り の 数 に な っ て 
いる の が わか る こと と 思い ます 。 
は 


目 然 


海 汰 に よっ て バク テリ ア 


ま を 「 ご ゆっ て くり と 」 お 楽し みく だ きい 。 

Profile 

の 西村 さん は 京都 府 に お 住ま い の 19 歳 , 現在 大 学 
2 年 生 で す 。 マイ コン 歴 は 約 4 .5 年 で MZ-2500 を 
使用 し て いま す 。 こ の コー ナー に は また 近い う 


> = o へ — へ へ さ い > 4 o ヽ N ーッ > = ー た 
が 。 この プログ ラム で は 残念 な が ら そ う は の 探索 パタ ー ン が 徐々 に 洗練 る れ て いく る ち に 登場 し て いた だ く こ と に な る と 思い ます 。 

1 /* for (y=@j y<MAXL: y++) 

シレ 1 BUGS, SL for (x=0; x<KETA-1; x++) 

, + 原生 動物 進化 レミ ュ レ ーション て yramlxl ly]=(Amedas(x,y)) 7 * ロリ 5 

* 

5 *¥* サイ エン ス 7 月 号 129 

共に 業 コン ピュ ェ ュー ター レク リエ ーション より 130 syraminit() 

7 * 131 var X。 ザ > 

8 * BUG Feed(Bacteris) 132 { 

9 * 000 キ * 133 for (y=9: y<MAXL: y++) /* Sub-VRAM 初期 化 */ 

10 * 0@0 * 3 134 for (x-0; x<KETA-1; x++) 

11 * 000 * * * 18% Svram[x] [y] ~ (amedas{x,y) or yramlxi lyl=- まま )7 を リー ュ 
12 】 186 ] 

13 * Do BUGs survive or die off? 137 

14 */ 138 sort(n) /* イン チキ ソー ト (ガー ベジ コレ クシ ョ ン )  */ 

5 139 YAT i, jstemp: 

6 0RG $3008; 149 [ 

17 OFFSET $9000-$3006: 141 for (1=9i 1i<ni t+) 

18 142 if (memw[bugptr[i] | =>9) 

19 #include SOROBAN, LIB 143 [ 

2.9 14 4 temp=bugptrlili 8 

21 conskt KRTA=80。 /* width KETA  */ 145 for j= <n-1; j++) 

22 MAXL=24。 /* locate(?, MAXL} is prohibited */ 146 bugptrjl=bugptr[j+1]: 

23 SKIP-18, /* how many skip を */ 147 bugptr[in-1] =temp: 

24 BUGMAX・100, /* maximum of BUG */ 148 ] 

1 BUGSIZE-=32, /* size of BUG structure  */ 149 } 

26 FIRSTBUG・19, /* first number of BUG */ 159 

27 BUGLIFE<5096,  /* Iife Iimit of BUG */ 151 newgen() /* BUGS が 異常 増殖 すれ ば FALSE、 そ う で を な けれ ば TRUE */ 

28 REPYEAR=100, /* 。 reproductable year of BUG */ 152 var deathi 

29 REPENGY<500, /* reproductable energy of BUG */ 153 

39 FIRSTENGY-49, /* 。 particular energy of first BUG  */ 154 Syvraminit(); 

31 ENGYMAX<1506,。 /* ま maximum of BUG energy */ 155 death<grow()i /* One step forward */ 

32 FEEDENGY=40: /* energy par Feed(Bacteria) */ 156 if (deasth!<6) 

33 157 sort{(bugnum) ik /* Garbage collection */ 

34 array byte vramr [KETA-2] [MAXL-1] , byte svramr [KETA-2] [MAXL-1] ; 158 tf ((bugnum-bugnum-death)-=0) /* BUG die. off */ 

35 var byte vram[] [MAXL-1] , byte svram[] [MAXL-1]: 159 return(TRUE)i 

36 Array byte bugdata[BUGMAX*BUGSIZE-1] /* BUG デー タ 領 域 */ 169 returntnewborn())j / ま * ま Make new BUG */ 

37 array word bugptr[IBUGMAX-1] /* BUG へ の ポイ ンタ  */ 161 

38 array byte getal@sng], /* 確率 を 実数 か ら 束 数 に 変換 する 倍率 (65535) */ 162 

39 byte zero[@sngl, /* 。 (filoat)9 */ 163 grow() 

48 byte zwei[@sngli /* (float) 9 */ 164 var i, turn,death; 

41 array word xmove[5] = [ %0, %2, を 2。 0,%-2,%-2 ], 165 var word pli 

42 word yaovef5] = [ %2, を 1,%-1,%-2,%-1, %1 ] 166 

43 167 for (i=89,deathr0; 」<bugnumi i++) 

44 var bugnumi /* BUG の 数 */ 168 [ 

45 169 prbugptr li]: /* を p=&(: 番 目 の bugdata) */ 

46 main() 176 turn<getturn(&p[1il): /* prbi] に 従っ て turn を 返す */ 

ーー yar ーー / D[4] =turn<(p[4]+turn) mod 6: /* turn*newturn 

* 

49 Vrams vramr; /* を 。 yram 人 は 配列 vramr [| [| へ の ポイ ンタ  */ まま p[2]・(p[2]+xmove[turn]+KETA-1) mod (KETA-1) : /* x=xtxmovel(turn) 
59 Svram=svramr; /* svram は 配列 svramr [| [| へ の ポイ ンタ  */ */ 

51 width (KKETA) : 173 p[3]-(p[3]+ymove[turn] +MAXL) mod MAXL: /* 。 y=y+ymove(turn) 
52 @single(): /* 計算 は 単 精度 */ */ 

53 setfeont) 3 /* 実数 定数 の 定義 */ 174 pi]<p[il+putbug(p[2],p[3])*FEEDENGY-1: /* put bug and eat yirus 
5 4 initbug(): /* BUG を FIRSTBUG 区 発生 */ */ 

55 vraminit(): /* 仮想 VRAM 初期 化 */ 175 if (pll>ENGYMAX) 

56 // 176 Pl] <ENGYMAXi /* energy<-ENGYMAX */ 

57 print(¥e"): 177 p [0] ++; /* 。 year++ を */ 

58 sk~9; 178 // 

59 while(bugnum!<9) 1 if (p[9@]>BUGLIFE or p[1]・-9) /* 寿命 or 銀 死 */ 

$9 

§1 if {newgent} !=TRUE) 181 p[9]・90: /* year*9 */ 

62 182 de ath++: 

63 locate(60,9): 183 

64 print( Too many BUGs were reproducted。\Yn')i 184 8 

565 exit; 185 return{death): 

$6 186 

67 easefsk) 187 

68 188 newborn() /* Memory Over し た と き は FALSE、 そ う で な いと き は TRUE */ 
$9 9: display (): /* 表示 */ 189 VAT jpbirth, deltai 

70 1: [ 199 var word pl。word pnl[],word pn21]: 

7 1 rewrite(): /* 全面 表示 */ 191 

72 a 192 for (ji<@。birth<9: ji<hugnumi i++) 

7 3 ] 193 { 

74 others: sk--; 194 p=bugptr [ii]; 

75 ] 195 if (p[9W]>REPYEAR AND p [i]>-REPENGY) /* 分 列 可 能 */ 

76 Swap(&vram, bsvram)} i 196 

77 case(inkey(9)) 197 if (bugnum+birth+2>=BUGMAX) /* を 。 Memory Over */ 
78 [ 198 return{(FALSE): 

79 pause{}: /* PAUSE & PRINT bugnum */ 199 

39 9 /* SKIP mode */ 299 pnivbugptr[bugknum+tbirthl: 

8i skesk+SKIP: 26 1 pn2<bugptribugnum+tbirth+11i 

82 locate(9.6): 202 pnl[@]=pn2[9]-1: /* 1 year old */ 

83 Print('SKIP"): 203 pl1]-pnilllj pag [1] ep [1]/3:; /* divide Energy equally */ 
84 ] 204 pn1[2]<pn2[2]<pn [2]: な 4 

85 $1B: [ 205 pnl[3]-pn2[3]<p[3]: /* y */ * 
86 locate(9。9) 266 pnl[4]*pn2[4 相 =-pi4]i /* 。 turn  */ 

47 exiti 207 // 

88 298 for 人 (」*5i 」<11: j++} / ま を recieve DNA +*/ 

89 ] 209 [ 

98 ] 216 delta<rnd(7)-3 

91 if (bugnum=<0) 211 pnilfj]=p [jj]rdelta: 

92 Print("YcBUGs died off.Y¥n’); 212 pn2[j] pj]-deltsi 

93 213 } 

94 214 Setprb(&pn1[5]。&pn1l[1l1l): 

ー setfcon() ーー setprb(&pn2[5],&pn2[11] ): /* set newborn's turn distributio 

R 

97 @cvutf(geta,65535): /* geta=65535 */ 216 birth-birth+2: 

98 人 @cvutf(zero,0): /* zero=9 */ 217 } 

99 @cvutf(zwei,2): /* zwei-2 */ 218 | 
199 219 bu&gnum<bugnum+birthi 
9 1 2296 return(TRUE): 
192 initbug() 22 1 ] 
1903 var word pli 222 
104 a 223 setprb(word genel[],word prb[j) 
195 [ 224 var i, fp; 
108 for (i=6; ji<BUGMAXi i++) 225 array byte gsum[@sng],byte gpow[6] [@sng], byte dummylesngli 
1897 bugptr[lil=bugdata+BUGSIZE*ii 226 [ 
198 for(bugnum=0: bugnum<FIRSTBUGi bugnum++) 227 Ouove {gsSum, zero}i /* +gsum=9 + を +/ 
16 9 [ 228 Gmove{gpow[0], zero); /* +*gpow{0]-9 *+/ 
116 pbugptr [bugnum]; 229 for (i-1; i<?7; ュ ++) 
11 1 p[9]-1: /* 1 year old */ 236 [ 
112 Pl1l=FIRSTENGY: /* energy=Default */ 231 fp=@cvitf(gpow[i],gene[i-1]): /* 。 *fp=*gpowlil=(float)geneli-1| 
113 p[2| =rnd{(KETA-1); /* BUG's x を +/ まま / 
114 pP13]=rnd(MAXL) : と 人伝 8 Re 8 232 @edd(gsum,&gsum,@pow(fp。zwei,。fp) )!/ キ SU ニキ SumtpOwi2。*fp) キネ / 
115 pl4|=rnd(5): /* 。 random turn */ し ] /* 。 *fp=pow(2,*fp) */ 
116 for(i=5: i<11i tr) 234 fp<gpow[9]: /* 。 *fp=9 */ 
117 Plilsrnd(7)-3: /* random gene */ 235 for(i=@i i<6: i++) 
118 setprb(&p[5],&pl1lll): /* set turn distribution */ 236 [ 
119 | 237 Oadd (fp, fp, gpow [it+tl]l): /* を fp-kfp+kgpowfi+tl] を +/ 
124 ] 238 ediyv (dummy, tp, gsSum) i /*  *dummy= キ fp/* を gsum */ 
12 1 239 Prb[i] =@cyftu(@mul(dummy,dummy,EetaA)): 
1232 veraninitt 2496 /* 。 prb[i]-(unsigned) (*dummy**geta)  */ 
123 var x,y: 241 ] 
12 4 [ 242 
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var xyi 


、 2403 cerita 
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243 284 
44 gctturn(word prb [lj) ーー /* prb に 従っ て turn を 1 つ 返 す 、 */ 285 

245 var 1。Fii 8 286 for (y・6: YSMAXLi y++) 

0 287 for (x-9; x<KETA-1; x++) 
O247 ricrnd(65535) 288 
_ 248 for {ir0; i<5; i++} 8 289 locste (xy)) 

_249 if (ri<prbil) 296 - (yj 1) ) 
A returnti): 28i 1 
1 return(S): 8 292 } 

252 } 293 
253 294 swap(word >H mr qj) 
254 putbug(x,y) /* (x,y) を 左 麻 の 座標 と し て Sub-VRAM に BUG を 書き 込む */ 295 var tempi 
5 var feed, /* 食べ た ウイ ルス の 数 を 返す */ 296 
dx, dy, papyi 297 temp~p [9]; 
298 p [0] -qa [0j: 
for (feed-0。 が 4 dyes: dy++)} 299 0 ue 
3 for {dx-0; dx<3: dx++) 39 す 9 ] 
SS Prevraaipxr (Gerde) wod (KETA- ri 0d MAXL) 」) 36 1 
OE 302 psause 0 
: : 393 var Xi 
feed++; きき 84 
svramfpr] [py]-~ (dx--1 and dy==1) 9 79 1 0 395 foente tts( 0} 
: : き 396 Print(" PAUSE:・ wm 
svramipx} lpy]<(dx=-1 sand dyーー11 7 9 0 ーー vw ~~ 
return{(feed}; ーー for PR il xt+) 
1 

79 る 1 1 ee ste tx。 $) : 

_ 271 displsy() 312 CO (911) : 

272 ver xy アッ で) 313 | 

273 314 まき 

274 for (yr0; y<MAXLi y++) [も 

275 fer (x-0; x<KETA-1) x++) 316 Amedas(x,y) 

276 、。 ((e-svranlx] [yj) !-vrsam[x] by) まま 

277 318 if (x<49) 

278 3 locate(x,y): 319 - return(rnd(296099)・-9): 
を Frint(str$(c。1))j 329 else < 
286 ] 321 Feturn(rnd(20009) <4) : 
も | 322 } 8 

282 323 
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ERE A TIN EE SR IN EA RIE REE TR NE ER RS 
* 以上 の アプ リケーション は , 基本 シス テム で ある 

S-0S “MACE" また は S-0S"SWORD" が な いと 動作 
し ませ ん の で ご 注意 くだ さい 、。 


生物 進化 シミ ュ レ ーション BUGS 7 タタ 


HNIINHS NL 


C3 


初め て お 便り し ます 。 先日 SWO 
QO RD で 入力 途中 の ファ イル を ロ 
ー ド し よう と し て ,。 誤っ て ファ 
イル を KIEEL し て し まい まし た 。 パッ クア 
ッ プ も 取っ て いな か っ た の で , この まま だ 
と 長い 時 間 を か け て 入力 し た プロ グラ ム が 
無駄 に な っ て し まい ます 。 削除 し て し まっ 
た ファ イル を 復活 させ る こと は で き な い の 
で し ょ うか 。 編集 室 の 皆さん , どう か 助け 
て く だ さい 。 使用 機種 は X1 で す 。 
徳島 県 岡田 栄子 
この 手 の 質問 に は ディ レク トリ 


回 に 記録 きれ て いる 内 容 さ きえ ぇ 知っ 
『1 | て いれ ば 対処 する こと が で きま 
ッ 


X1turbo な よび XX1 で 使わ れ て いる ディ ス 
ク BASIC や SWORD は レ ュ ー ド 0 を IPL, 
レコ ー ド 14 を EAT, レコ ー ド 16 一 31 を ディ 
レク トリ 領域 。 レコ ー ド 32 一 1279 を デー タ 
領域 (2 D の 場合 ) に 使用 し て いま す 。 こ 
の な か で ファ イル ネー ム や 最後 に ファ イル 
を 保存 し た 時 刻 , パス ワー ド な どの 情報 を 
記録 し て いる 部 分 が ディ レク トリ で す 。 

ひと つの ファ イル は 32 バ イト の 情報 を 持 
っ て いて 。 1 レコ ー ド に は 8 つの ファ イル 
リス ト 1 


A) 100 「 ま ネネ ネ ネネ ネネ ネネ ネ 本 本 本 本 林 林 玉林 。 
119 ’ DISK RESCUE PROGRAM 
129 43444434434313414441 
139 ' 


(9 or 1) ", 


情報 が 記録 きれ ます 。 こ こ に は ファ イル の 
格納 アド レス や ファ イル サイ ズ な どの 情報 
も 当然 記録 きれ て いま す 。 

S-0OS で は ロー ドコ ュ コマ ンド の Lt も, 削除 
コマ ンド の K が キー ボー ド 上 で 隣 同士 の 位 
四 に ある だ め に た 。 う っ か り し て いる と ロー 
ド あ よう と し た ファ イル を 肖 し お や つが だ. 
な ん て こと な 起こ り ま す 。 

カー デイ ル を 消し て し まっ て も 。 その 
あと その ディ スク に 新しい ファ イル を 書き 
込ん だ り 既 存 の ファ イル を 更新 し た り し な 
けれ ば , その ファ イル の 内 容 は ちゃ ん と 残 
っ て いま す 。 し か し 4 氏 バ イト を 超え る フ 
ァイル に つい て は 復活 が 難し く な っ て きま 
す 。 と いう の は , ディ スク BASIC で は 4 氏 
バイ ト を 1 クラ スタ と いう 単位 で 扱っ て い 
て , この クラ スタ と いう 概念 の も あと に デイ 
スク へ の 記録 が 行わ れ て いる か ら で す 。 

ファ イル が 最初 に ぼ ば この クラ スタ か ら 始 
まる か は ディ イレ クト リ に 
と ころ が 4K バ イト を 超え る と 複数 の クラ 
スタ に まだ が っ て デー タ が 記録 きれ る こと 
に な る の で ,。 どの クラ スタ か ら ど の クラ ス 
タ に デー タ が つなが っ て いる の か を 把握 す 
る 必要 が 出 て きま す 。 そ の つなが り を 記録 


590 PRINT HEX$ (A+B-1 ) : へ 
699 IF M=1 THEN CHR(9):"Exee adrs 


610 RETURN 


超え る ファ イル を と どう 


記録 る され て いま す 。 


UESTICON am A MES ER 


に で や あの が FAT と いう と ころ で すす 
ファ イル を 削除 命令 で 消し て し まう と , 
その ファ イル の 属性 (バイ ナリ だ と か ASC 


II だ と か の ) を 示す 部 分 が クリ ア さ れる だ 


け で な くく , FAT の つなが り ま で も クリ ア さ る 
れ て し まう の で す 。 で すか ら 4K バ イト を 
し て も 復活 させ だ い 
と き に は , 手探り で FAT の つなが り を 探し 
出す こと に な り ま す 。 こ れ は 暗い 洞窟 の 中 
に 明り も つけ ず に 入っ て いく よう な も の で , 


相当 の 経験 し カン の よさ が 要求 きれ ます 。 
初心 者 の 方 に は まず 無理 で し ょ う 。 


そこで, と り 急 ぎ フ ァイル の 格納 アド レ 
ス を 表示 し て , な お か つ 削 除き れ た ファ イ 
ル が あれ ば , それ を 復活 させ る よう な プロ 
グラ ム を 作っ て み ま し た (リス ト 1-A) 

非常 に 汚い (プロ グラ ム で 恥ず か し い の で 
す が , そこ ら へ ん は 笑っ て 許し て くだ きい 。 
実行 する と いろ いろ 質問 され ます の で キー 
ボー ド か ら 適 当 な 数 字 を 入力 し て くだ さい 。 
あと は 勝手 に ファ イル の 格納 アド レス を 表 
示 も も そ で まず 2 

ちな み に ASCII フ ァイル や BASIC フ ァ イ 
ル で は ファ イル サイ ズ の み が 表 示さ れ ま す 。 
また だ , 途中 に 削除 きれ た ファ イル が ある と 


MO 


149 PRINT "Input drive No. 639 LABEL "FUKKATU" 
2 159 DR$=INPUT$( 1 ) ・ IF (DR$ く > 2 AND DR$<>"1") THEN 159 - 649 QOSUB "FILENAME" : GOSUB "ADRS" 0 
169 PRINT DR$ 、 ] 656 PRINT " フッ カッ サモ マス カ (Y- の N-1) ": 
170 PRINT "Search file ーー (1-Bin 2-Bas 3-Aso) "; 、 669 D$=INPUT$( 1 ) : IF D$<" の 9" OR D$>" 、。 THEN 


89 M$=INPUT$(1):IF M$<"1" OR MW>"3” THEN i 


AL(M$):IF M=3 THEN M=4 
。 。。 


220 ’ Read directory 
、 
- 24 FOR REC=16 TO ーー 3 
、 259 DEVT$ DR$+":",REC, A9B9 
、 269 GOSUB "DISPLAY" 
- 279 AA$=A$:A$=B$ 
、 289 GOSUB "DISPLAY" 
_ 290 B$=A$:A$=AA$ 
399 DEVO$ DR$+": " REC, A$,B$ 


670 PRINT D$:IF D$="1" THEN 839 
680 PRINT "File mode (1-Bin 2-Bas 3-Asc ) 


690 N$=TNPUT き (1):TF N$<"1" OR N$>"3" THEN ee ーー 
700 IF N$="3" THEN N$="4" ー 
710 MID$(A$,J,1) =CHR$(ASC(N$)-48) 
7120 DEVI$ DR$+":",14,Y$,Z$ 
130 MEM$(&HC000,128)=Y$ 。 
140 MEM$(&HC986,128 ) =Z$ 
150 ADR8=&HCO00+VAL("&H"+HEX$(ASC(MTD$(A$,J+30, 2 
160 81=VAL("&H"+HEXS(A8C(MTDS(A$。J419,2) )- 1 ) ) 
770 TF SI>&HF THEN ST=&HF ーー 


789 POKE ADRS,&H89+ST 


790 Y$=MEM$(&HC909 , 1 28 ) 


1 ーー 800 Z$=MEM$(&HC980,128) 
ーー 810 DEVO$ DR$+":",14, Ys,2% 
349 ” Display directory ーー 
_359 ・ 2 [ 
366 LABEL "DISPLAY" 
370 FOR J=1 TO 128 STEP 32 
380 X=ASC(MID$(A$,J, 1)) B) i199 いさ る る る る せる る る る る を る を る る る る て る を る 3 
399 IF X=255 THEN 499 119 ’ FAT BACKUP PROGRAM 
499 A=VAL("&H"+HEX$(ASC(MID$(A$,J+21, , 2 ) ) ) ) *256 120 i 
410 A=A+VAL("&H"+HEX$ (ASC(MID$(A$,J+20,2)))) 130 
420 B=VAL("&H"+HEX$(ASC(MID$(A$,J+19,2))))*256 140 ’ FAT ラフ * ツ ンス ル 
430 B=B+VAL("&H"+HEX$ (ASC(MID$(A$, J+18,2)))) < re 
449 =VAL("&H"+HEX$ (ASC(MID$ (A$, J+23, 2) ) ) ) *256 170 DR$="1:" ’ DRIVE No. 
450 C=C+VAL("&H"+MTD$(A$,J+22,2 ) ) 180 DEVT$ DR$,14,A$,B$ 
469 IF (X AND M)<>9 GOSUB "FTLENAME" : GOSUB "ADRS" 190 MEM$(&HC999 ,128)=A$ _ _ 
470 IF X= の THEN GOSUB "FUKKATU" 200 MEM$(&HCO80,128)=B$ 
475 7 470 キ * ョ ウラ REM - こ スルト KILL YU ッ ムシ スル ヨウ ニ ナル 219 SAVEM  。 backup. ob3" ,&HC000, &HCOFF 
480 NEXT | 229 END 、 
490 RETURN 2 _ 
“ 300 ) ょ ゲン シタ FAT 3 a 
395 ”' 
319 DR$="1:" ・ DRTVE No. 
ーー 320 CLEAR &HC999 
"iIDS CAs, 3+14, 3); = 330 LOADM DR$+"Fat backup.Ob3" 
ノー 349 A$=MEM$(&HC909,128) 
2 ーー ーー 350 B$=MEM$(&HC689,128) 
ーー 。 360 DEVO$ DR$,14,A$,B$ 
EL_ ‘ADRS ーー ーー 


80 TP M=1 THEN PRTNT HEXe(A) i"H-"; 


7 タ 2 の onhix 1989.9. 


復活 させ る か どう か を 聞い て きま す 。 そ の 
と き に を その ファ イル が バイ ナリ ファ イル か 
ASCII フ ァイル か BASIC フ ァイル か を 到 
ね て きま すず が も し 忘れ て し まっ て いた ら 6 
ひと と お り 選 ん で や っ て みて くだ るい 。 を 
の ファ イル が 4K バ イト 未満 で て で, な お か つ 
KILL し た 直後 の 状態 の デ ダ ィ スク な ら 100% 
復活 し ます 。 

4K バ イト 以上 の BASIC フ ァイル で も 途 
中 まで は 復活 し ます が , その よう な ファ イ 
ル を 読み 込む と 酸 走 する こと が あり ます 。 
うま く ロ ー ド で き な い 場合 に は , 残念 な が 
5 復活 不可 能 で す の で あき ら め て くだ さい 。 
な お お , この ジグ な が ラム は ディ イズ みお 交 も そ 
書き 込み を 行う の で ,。 デ バッ グ が 完了 する 
まで は バッ クア ッ プ ディ スク に 対し て 実行 
の て る だ 

FAT を 復活 させ る 作業 は か な り 大 変 な 作 
業 な の で , お まけ に FAT の バッ クア ッ プ "を 
取っ て お くく プロ グラ ム を 作っ て み ま し た 
(リス ト 1-B)。 Strat up.Bas な ど に 加え て お 
け ば 便利 で し ょ う 。 

日 頃 か の ら デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ を 取っ 
て お け ば , この よう な 事態 に な っ て 慌て る 
こと は あり ませ ん 。 で きる だ け ま め に バッ 
クア ッ プ を 取る よう に し て お きた いも の で 


ず チ 。 (影山 裕昭 ) 
OS-9/X68000 を 使っ て いま す 。 

⑧) この 前 OS-9 の ディ スク を 抜い 
て ほか の ディ スク を 入れ て ディ 


レク トリ を 見 よう と 思っ た ら エ ラー が 出 て 
し まい まし た 。 お か し いと 思っ て いろ いろ 
な コマ ンド を や っ て みた の で す が う ん と も 
すん と も いい ませ ん 。 ど うな っ て る ん で す 
か ? 佐賀 県 石田 俊彦 


OS-9 は Human と 違っ て コマ ン 
回 ド に 内 部 コマ ンド と いう も の が 
同 な いか ら で す 。 で は いき な り 答 


が 2 行 で 終わ っ て し まう の で も う 少 し 詳し 
く 説明 する こと に し まし ょ う 。 まず Human 
68k で コマ ンド ライ ン か ら 指 定 さ る され た コマ 
ンド を 実行 する 場合 、 まず それ が 内 部 コマ 
ンド で ある か どう か を 見 に いき , その あと 
で カレ ント ディ レク トリ ,。 PATH コ マン ド 
て 指定 され た ディ レク トリ に その コマ ンド 
が ある か と どう か を 探し …… と いう 具合 に な 
っ て いま す 。 

内 部 コマ ンド と いう の は あら か じ め Hum 
an の 内 部 (つま り メ モリ 上 に ) に 設定 され 
だ ユマ ンド で DIR, REN, COPY な ど が こ 


れ に あたり ます 。 ですから, Human で は D 
IRN は シス テム ディ スク が どこ に も 入っ て な 
《 て も 使え る わけ で す 。 

と ころ が , OS-9 は そう で は あり ませ ん 。 
コマ ンド を キー ボー ド か ら 受 け 取 る シェ ル 
(Human の command.x に 相当 し ます ) は 自 
分 目 身 で は コマ ンド を 持っ て いな いで , ほ 
と ん どの コマ ンド を ディ スク 上 の /D0/CM 
DS か H0/CMDS と いう ディ レク トリ (ある 
い は ユー ザー に よっ て CHX コマ ンド で 設定 
る れ だ ディ レク トリ ) に 探し に いき ます 。 DI 
R も 例外 で は あり ませ ん 。 を その た だめ, シス 
テム デイスク が 入っ て な けれ ば シェ ル は う 
ん と も すん と も いい ませ ん 。 

で , まず 第 一 の 解決 策 で す が フ ォ ー マ ッ 
ト し て 作っ た すべ て の ディ スク に CMDS を 
コピ ー し て や っ て や る と いう 手 が あ り ま す 。 
これ な ら ば どの ディ スク を 使っ て も コマ ン 
ド が 動か な いと いう こと は あり ませ ん 。 し 
か し , コマ ンド を 自作 する の が 好き な 人 の 
場合 使い た い コ マン ド が その ディ スク に 
入っ て いな いと いう こと も あり 得 ま す 。 

それ に , OS-9 の ディ スク アク セス は お 
世辞 に も 速い し は いえ な いよ うな 速度 で す 
の で , フ ロッ ピー ベー ス で OS-9 を 普通 に 重 
か そう と すれ ば コマ ンド 実行 の た びに フロ 
本 華人 ま か の まな と ブ グ みや スギ に で は 美枝 
っ きり いっ て 使い も の に な り ま せん (フロ 
ッ ピ ー の よう な 容量 も 小さ 〈 遅 い 補助 記憶 
装置 を この テ の OS で 使う ほう が 非常 識 な 
の か も し れ ま せん が )。 

そこ て 第 2 の 方 法 と し て , OS-9 に も ちゃ 
ん と 抜け 道 (と いう ほど お お げき な も の で 
は な い が ) を 利用 する 手 が あ り ま す 。 その 
名 を メモ リモ ジュ ー ル と いい ます 。 これ は 
OS -9 の シェ ル は コマ ンド を 実行 する と き メ 
モリ の な か に その コマ ンド を 残し て お き , 
あと で その コマ ンド が 呼ば れ だ と き に ディ 
スク を 読み に いか な く て も いい よう に し て 
いま す (呼ば れ だ コマ ンド が ステ ィ ッ キイ 
モジ ュー ル で ある 場合 )。 

MDIR て 確認 し て みれ ば わか る と 思い ま 
す が , いま まで 使用 し た コマ ンド が ほとん 
どす べ て メモ リ 内 に 入っ て いる は ず で す 。 
を それなら ど うに か し て その メモ リ 中 に コマ 
ンド を も で り 込 ませ て し まえ ば Human で い 
う 内 部 コマ ンド の 代わ り に な る わけ で す 。 

それ を 行う の が LOAD ュ ユマ ンド で す 。 こ 
れ で 可能 な 限り の コマ ンド を メモ リ に 詰め 
込め ば そこ そこ 使え る よう に な る で し ょ 2 う 。 


77777 へ 、 質問 箱 


また だ た 「MFREE -e」 で セグ メン ト 単 位 で 
の 空き エリ ア を 見 る こと が で きる の で , ど 
の くら い の コ マン ド が 入れ られ る か わか り 
ます 。 ま だ , メモ リ が 足り な く な っ た 場合 
は UNLINK コ マン ド で メモ リ か ら 削 除 す 
る ここ だ が: だ きま す 。 

ま , それ で 使い 心地 は 多少 は よく な る か 
も しれ ませ ん が は っ きり いっ て 気休め ぐら 
い に し か な り ま せん 。 OS-9 の ディ レク ト 
リ の 構造 は 複雑 に で びき て いる うえ ぇ に OS-9 自 
体 が 余り に 細か く モ ジュ ー ル 化 さ れ て お ぉ り , 
ディ スク ひと つ 読 む の に いろ いろ な と ころ 
を 通る た め デ ィ イス ク の リー ド は 遅く な っ て 
に まま まま まだ: され を と うに か し て 宣 
《 く し よう と し て も OS-9 の 構造 上 ., ディ スク 
の ベリ ファ イ を 省 か せる で ぐら いし か 手 が あ 
り ませ ん 

で すか ら デ ィ ス ク の 読み 書き が 絶対 的 に 
遅い しい フロッピー ディ スク で は OS-9 で の オペ 
レー ショ ン は か な りき つい も の が あり ます 。 
OS -9 を まとも に 使い た い の で あれ ば ハー ド 
ディ スク は 必須 の も の で す の で ぜひ と も ハ 
ー ド ディ スク を 買っ て くだ さい 。 特 に OS-9 
で は ハー ド デ ィ スク は 初期 投資 に みあ うだ 
け の 絶大 な 性 能 強 化 が 見 込め ます 。 い まや 
ハー ド デ ィ スク や メモ リ も さる ほど 高く な い 
の で すし , 20M の ハー ド デ ィ スク と 1M バ 
イト の 増設 RAM く らい の 装備 は , 思い き 
っ て つ 層 あま は た うそ モ し まう か 

( 古 村 聡 ) 


質問 に お 答え し ます 

日 ご ろ 疑 問 に 思っ て いる こと , どん な こ 
と で も 結構 で す 。 ど ん どん お 便り くだ さい 。 
難問 , 奇 問 , 編集 室 が 総力 を 上 げ て お 答え 
いた も た ます 、 だ だ し 。 お 客 ぜ いた だい てい 
る も の の 中 に は , マニ ュ ア ル を 読め ば すぐ 
に 回 答 が 得 ら れる よう な も の も 多々 あり ま 
す 。 最低 限 , マニ ュ ア ル は 誤読 し て お きま 
し ょ う 。 質問 は な る べく 具体 的 に 機種 名 , 
シス テム 構成 , 必要 な ら 図 も 入れ て こと 細 
か に 書い て くだ さい 。 ま た ., 返信 用 切手 同封 
の 質問 を よく 受け ます が , 原則 と し て , 質 
問 に は 本 誌上 で お 答え する こと に な っ て い 
ます の で ご 了承 くだ さい 。 なお, 質問 の 内 
容 に つい て , 直接 問い 合わ せる こと も あり 
ます の で , 電話 番号 も 明記 し て くだ さい ね 。 

宛先 : 〒102 東京 都 千代 田 区 
九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 

帳 日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 
「Oh ! X 質 問 箱 」 係 
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FILES 77 ハバ 


この の シンプ デ トム クス は ダイ 上 ルド 迷 直 ーー 
筆者 名 , 誌 名 , 月 号 , ベー ジ で 構成 され て 
いま す 。 王 日 著 い で すね 。 各地 で 催さ れる 
在 代 り も た け な わ と いっ た と ころ で し ょ う 


か 。 皆さん 。 - 寝 冷え と 夏バテ に は ご 注意 を 。 
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一 般 

NIES コン ピュ ー タ 事情 (|) 台 湾 

最近 コン ピュ ー タ 業界 で も 追い 上 げ の 目立つ アジ ア N 
IES の 各国 に つい て レポ ー ト 。 第 1 回 は 台湾 パソ コン 界 
の 実情 を コン ピュ ー タ ショ ウ を 中 心 に 紹介 。 一 一 絹 集 部 , 
ASAHI パソ コン , 18 号 , 96-I0Ipp. 

y 特集 C 言語 入門 

言語 入門 の 手引 き , 主 な C 言 語 の 特徴 や 使い こなし 

方 な ど 。 一 一 編集 部 , !/0, 8 月 号 , 90-|27pp. 

p パソ コン CPU の 主流 80386/80486 入 門 

CPU の 発達 の 歴史 か ら , 最新 プロ セッ サ の アー キテ ク 
チャ まで を 解説 し て いる 。 一 一 絹 集 部 , ASCII, 245-260 
pp. 

見 えて きた カラ ー 液 晶 

液晶 表示 を カラ ー 化 する うえ で 乗り 越え て きた 壁 , お 
よび 今後 の 課題 に つい て 解説 する レポ ー ト 。 一 一 編集 部 , 
ASCII, 8 月 号 , 309-316pp. 

ビジ ネス マン の 情報 管理 術 

電子 手帳 用 の プリ ンタ 2 機種 の 解説 と , 暑中 見 舞い 状 
の 打ち 必 に チャ レン ジ 。 マ ーー 棚田 洋 ー ャ ダイ 当 ジャ る 
月 号 , 313-316pp. 

プログラム BASIC カー ド 

シャ ー プ が 発売 し た 電子 手帳 と パソ コン と の 接続 シス 
テム を 紹介 し , さら に その 手順 と 用 途 の 可能 性 な ど に つ 
いて 述べ て いる 。 一 一 高橋 雄一 ,。 マイ コン , 8 月 号 , 344- 
348pp. 

な ん で も Q&A MZ シリ ー ズ 編 

書院 AX 用 の ハー ド 構 成 と , その 辞書 ROM と スト リー 
マ の 仕様 に つい て の 質問 に 答え て いる 。 一 編集 部 , マ 
イコ ン , 8 月 号 , 391-392pp. 

> ビジ ネス ショ ウ 入 門 

晴海 の 展示 会 場 の 様子 や , ちょ っ と 目新し い 出 し 物 を 
紹介 し て いる 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 13 号 , 154-157pp. 
Py 図解 世界 の コン ピュ ー タ ちゃ ん 第 16 回 

ソニ ー の ワー クス テー ショ ン NEWS と , デー タ 記憶 メ 
ディ ア に つい て 解説 。 コ ンピュータ 用 語 の 独断 的 解説 つ 
き 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 13 号 , 174-175pp. 

ネッ トワ ー カ ー ホ リッ ク 

電話 代 を 安く 抑え る た め の パ ケッ ト 通 信 網 に つい て 解 
説 。PDS は X68000 の ボイス アラ ー ム を 紹介 。 一 一 編集 
部 , LOGIN, 13 号 , 198-20Ipp. 
yp GNU と スト ー ル マン 

ソフ トウ ェ ア の 配布 , 利用 に つい て の 新しい 考え 方 , 
GNU( グ ニュ ) プロ ジェ クト の 解説 と それ を 提言 し て い 
る プロ グラ マ , スト ー ル マン 氏 を 紹介 。 一 一 編集 部 , 
LOGIN, 14 号 , 160-16Ipp. 
y 図解 世界 の コン ピュ ー タ ちゃ ん 第 17 回 


“「 天 才 の 知恵 」 を 万 人 の も の に する 情報 科学 " 
だ いき 天 牧 な サ プ タ イド ルル 。 ここ 下 め いう さよ 表 の 
知恵 」 と は コン ピュ ー タ を 設計 する 専門 家 の こ と 。 
万 人 と いう の は それ を 実務 で 使う エン ド ユ ー ザ ー 
の こと で す 。 つまり, ハー ド を 設計 する 側 と それ 
を 使う 側 と の 断絶 ・ ギ ャ ッ プ が 実務 と か け 離 れ た 
アー キテ クチ ャ の 計算 機 を 生み , 両者 の 仲立 ち で 
ある SE や プロ グラ マ に 大 き な 人 負担 を 強い , ひい 
て は 「SE30 歳 定年 説 」 (優秀 な SE を オー バー ワー 
ク で 潰し て じ ま う ) を 生み 由 す こと に な る か ら , 
も っ と 使い や すい コン ピュ ー タ が 必要 だ , と 説い 
て いる の が 本 書 な の で す 。 著 者 は その 解決 を デー 


SX-3 を 例 に スー パー コン ピュ ー タ の 高速 化 な ど に つ 
いて 解説 。 コ ンピュータ 用 語 独断 的 解説 大 事典 も な か な 
か 面白 い 。 編集 部 , LOGIN, 14 号 , 174-175pp. 

w ネ ント フー カー ポリ ッ ク 

ゲー ム の サポ ー ト が 好評 の シエラ オン ライ ン BBS, リ 
ゾー ト ネ ッ ト の 白浜 シー サイ ド ネ ッ ト , 八 ヶ 后 ネット , 
LACCO を 紹介 。PDS は , X68000 の GROT.X な ど 。 一 一 編 
集 部 , LOGIN。 14 号 , 198-20lpp. 


MZ-80K/C/1800/700/1500 


MZ-700/1500 
つき ぬけ た 世界 

幽 体 離 脱 を 利用 し て オバ ケ を 退治 し よう と いう ゲー ム 。 
ー 一 神前 幸 造 , マイ コン BASIC Magazine, 8 月 号 , 126- 
127pp. 
ゅ ヒレ ヒー シン グ 

敵 の 車 や 壁 に 当たら な いよ うに 5 周 す る 。 カ ー レ ー ス 
ゲー ム 。 一 一 橋本 隆 , マイ コン BASIC Magazine, 8 月 
号 , 128-|29pp. 
MZ-1500 
Thunder'N'Blade 

戦闘 ヘリ を 操り , 3 ラウ ンド を クリ ア す る 。 移植 版 。 
ー 一 深田 郎 , マイ コン BASIC Magazine, 8 月 号 , 130-13| 


MZ-80B/2000/2500/2800 


MZ-80B/2000/2500 
p 影 さん の 山登り 
坂 の 上 か ら 転 が っ て くる 岩 を 避け な が ら 登 っ て 行く ワ 


ン キ ー ゲ ー ム 。 一 一 Calling, マイ コン BASIC Magazine, 
8 月 号 , 132p. 
MZ-2500 


行軍 将棋 審判 者 

一 瞬 に し て 軍人 将棋 の 勝敗 を 判定 する ショ ー ト プロ グ 
シタ 柴田 ガボン , 8 月 号 , |/0, 168p. 
STAR DUST 

8 種類 の 攻撃 パタ ー ン を 持つ 敵 と 戦う シュ ー テ ィング 
ゲー ム 。 一 一 電 人 , マイ コン BASIC Magazine, 8 月 号 , 
133-135pD. 


X1/X1turbo/Z 


X1 シ リー ズ 

な ん で も Q&A XI/Xlturbo/X68000 シ リー ズ 編 

X| と ポケ コン の デー タ 転 送 。 お よび アナ ログ ジョ イス 
ティ ッ ク の 仕様 , Sampling PRO-68K の 朗読 機能 に つい て 
な どの 質問 に 答え る 。 編集 部 , マイ コン , 8 月 号 , 


タフ ロー マシ ン に 求め て いま す 。 世の中 は デー タ 
を 主眼 に お いた 並 列 処理 が 中 心 だ か ら で す 。 し か 
し , 前 述 の ギャ ッ プ が 埋まら な い 限 り , 社会 に 必 
要 な デー タフ ロー マシ ン は 出 て きま せん 。 著者 は 
それ を 何と か し よう と し て , 本 書 を 書い た よう で 
す 。 一種 の エン ド ユ ー ザ ー の 啓蒙 と いう 感じ で す 
ね 。 コ ンピュータ を 知る 私 た ち が 読 むと , いさ さ 
か 甘口 に 思え て し まい ます が , 読者 対象 が コン ビ 
ュー タ を 避け て いる 社会 人 で すか ら ね 。 (K) 
電脳 的 創造 の 方 法 國井 利 奉 著 

日 本 実業 出版 社 刊 会 03(814)5161 
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389-390pDp. 
誌上 公開 質問 状 

熱転写 プリ ンタ CZ-8PC3,。 マウ ス CZ-8MN2 に つい て 説 
明 , 紹介 し て いる 。 一 一 多田 太郎 , マイ コン BASIC Ma 
gazine, 8 月 号 , 65-66pD. 
pp COSMO 

敵 を 誘導 し て 破壊 する ゲー ム 。 自 機 に 慣性 が つい て い 
る 。 一 一 神谷 栄治 , マイ コン BASIC Magazine, 8 月 号 , 
162p. 
FIRE FAIRY 

妖精 村 の 火 の 精 が 修業 の た め に 帽子 で 炎 を 受け 止め る 。 
ー 一 細谷 晴夫 ., マイ コン BASIC Magazine, 8 月 号 , 163- 
165pp. 
A-JAX 一 ーー ラン キン グー 

ゲー ム ミ ュー ジッ ク プ ログ ラム , FM 音源 ボー ド と 
NEW FM 音源 ドラ イ バ が 必要 。- 一 一 上 田 順一 , マイ コン 
BASIC Magazine, 8 月 号 , 200-20Ipp. 
X1turbo シリ ー ズ 
p SOFT RADAR 

麻雀 狂 時 代 SPECIAL パ ー ト I , 痢 の 壱 与 伝説 。 今夜 も 朝 
まで POWERFUL ま あじ ゃ ん 2 デー タ 集 な ど を 紹介 。- 一 一 
編集 部 , POPCOM, 8 月 号 , 8-27pp. 
p MONSTER ROAD 

モン スタ ー の いる 道 に お 金 が いっ ぱい 。 サ イコ ロ の な 
い 双 六 の よう な ゲー ム 。 一 一 中 西 弘幸 , マイ コン BASIC 
Magazine, 8 月 号 , 166-168pp. 
ぁ 最新 ゲー ム 徹 底 解剖 

ソー サリ アン 「 宇 宙 か ら の 訪問 者 」 を 徹底 解剖 。- 一 一 
編集 部 , LOGIN, 13 号 , 122-125pp. 


X58000 


中古 度 チェ ッ カ 

SRAM の 中 に 記録 され て いる 稼動 時 間 の 合計 を 読み 出 
し て 表示 させ る も の 。 一 一 磁石 , |/0, 8 月 号 , 134-135 
PP. 
マウ ス 感 度 変更 プロ グラ ム 

マウ ス の 感度 を 好み に 合わ せ て 変え られ る 。 これ て 狭 
い 机 で も OK( ? )。 一 一 市 原 昌 文 , |/0, 8 月 号 , 129-13| 
PP. 
ファ イル / デ ィ レ クト リ 削 除 ユ ー テ ィ リ ティ 

指定 し た ディ レク トリ を , その 下 に ある ファ イル ご と 
ー 発 で 削除 する コマ ンド を 作る 。 一 一 市 原 昌 文 , |!/0, 8 
月 号 , 160-164pp. 
pp X-BASIC の 拡張 プロ グラ ム 3 

拡張 関数 を XC 用 に ライ ブラ リ 化 する 。 一 一 WIZARD N, 
I/0, 8 月 号 , 183-192pp. 
pp MAKE & MKMK 

作成 日 時 な ど 条 件 を 指定 する と 該当 する ファ イル の み 


を コン パイ ル す る ユー ティ リティ と , その 指示 ファ イル 
自動 作成 ユー ティ リティ 。 一 一 井本 裕司 , 1/0, 8 月 号 , 
217-234pp. 
AV WORKSHOP 

Z'sSTAFF PRO -68K Ver .2.0 と ZsTRIPHONY DIGITAL 
CRAFT, その他 新 製品 の 紹介 。 一 一 宮本 親 一 郎 , ASCII, 8 
月 号 , 319-321pp. 
p DSK 

Human68k 上 で 0S-9 上 の プロ グラ ム モ ジュ ー ル の デ 
ィ ス アセ ンプ ブル を 行う セミ オー トディ ス ア セン プラ 。 一 一 
川本 到 二 , ASCII, 8 月 号 , 370-37Ipp. 
p 0S-9/68000 徹 底 解 剖 (基本 編 ) 

0S-9/68000 に つい て , その 構造 や プロ グラ ム 環 境 , 
ROM 化 の 技法 か ら 最 適 化 シス テム の 設計 まで , 解析 を 試 
みて いる 。 一 一 編集 部 インターフェイス, 8 月 号 , 140 
-229pp. 
GAMING WORLD 

開発 中 の ジェ ノ サ イド , 38 万 キロ の 虚空 な ど を 紹介 。 
ー 一 編集 部 , テク ノ ポ リス , 8 月 号 , 23-40pp. 
改造 法 苦 楽 部 

X68000 の アフ ター バー ナー を , メッ シュ の 煙 か ら オ リ 
ジ ナ ル の よう な 煙 に 改造 する 。 一 一 石本 淳 , 編集 部 , テ 
クノ ポリ ス , 8 月 号 , 105-106pp. 
p パソ コン ゲー ム 通 信 

プレ イ す る た びに 違っ た 物語 を 楽し め る ゲー ム , ザ ・ 
キン グ ・ オ プ ブ ・ シ カゴ を 紹介 。 一 一 馬場 総 太郎 (ゲー マ 
ー じ いさ ん ), ファ ミコ ン 通 信 , 14 号 , 134-135pp. 
pp X68000 ワ ー ル ド 

最新 ゲー ム の ジェ ノ サ イド , 大 江戸 繁盛 記 , 麻雀 武蔵 , 
WINGS, 38 万 キロ の 虚空 や . 3D グラ フィ ッ ク ツ ー ル の D 
IGITAL CRAFT, Musicstudio PRO-68K の バー ジョ ン ア ッ プ 
サー ビス の お 知ら せな ど 。 一 一 編集 部 , POPCOM, 8 月 
号 , 113-119pp. 
Py LET'S PROGRAMING 

ガソリン の 消費 税込 み 給油 計算 の X-BASIC 解 答 例 。 一 一 
藤本 健 , マイ コン , 8 月 号 , 270-279pp. 
ぁ 誌上 公開 質問 状 

X68000ACE-HD で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 起 動 さ せる 
方 法 と ,。 ボス コ ニ ア ン の BGM の 楽譜 な ど に つい て 答え 
で てる 8 多田 太郎, マイ コン BASIC Magazine, 8 月 
号 , 66p. 
移植 版 と り で の 攻防 

対人 間 , 対 コ ンピュータ 戦 が 楽し め る 。 アイ テム も 強 
化 さ れ て いる 。 一 一 軽 澤 誉 , マイ コン BASIC Magazine, 
8 月 号 , 169-17Ipp. 
Py 移植 版 SOCCER 

2 人 スポ ー ツ ゲー ム 。 ジ ョ イス ティ ッ ク が 2 本 必要 。 
ー 一 LUM2, マイ コン BASIC Magazine, 8 月 号 , 172-|74 
PP. 


FILES mA 


THUNDER CROSS 一 一 Great Battleship- 一 一 

ゲー ム ミ ュー ジッ ク プ ログ ラム 。 一 一 川野 俊 充 。 マイ 
コン BASIC Magazine, 8 月 号 , 187-|9Ipp. 
pp チャレ ンジ ! X68000 

新着 ゲー ム , ファ ンタ ジー ゾー ン , ジェ ノ サ イド を 紹 
介 。 一 一 佐久 間 亮 介 。 マイ コン BASIC Magazine, 8 月 
号 , 276-277pp. 
pp NEW SOFT 

異色 の ロボ ッ ト ア クシ ョ ン ゲ ー ム , ジェ ノ サ イド を 紹 
介 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 13 号 , 16-17pp. 
pp X68000 新 聞 

新着 ゲー ム , ニュ ー ジ ー ラ ンド スト ー リ ー や , ブロ グ 
ラム 言語 FORTH. スプ ライ ト エ ディ タ TERAZZ0, 麻雀 武 
蔵 , サン ダー ブレ ー ド , ジェ ノ サ イド を 紹介 。 一 一 編集 
部 , LOGIN, 13 号 , 176-18Ipp. 
py SOFTWARE REVIEW 

X68000 版 アフ ター バー ナー を 紹介 , 解説 し て いる 。 一 一 
船田 戦闘 機 ,。 LOGIN, 14 号 , 32-33pp. 
SOFTWARE REVIEW 

デス プ ブリン ガー を 紹介 。 一 一 渡辺 る ね , LOGIN, 14 号 , 
34-35DD. 
y 最新 ゲー ム 徹 底 解 剖 中 

新着 ゲー ム , ジェ ノ サ イド の ステ ー ジ | , 2 を 研究 し 
て いる 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 14 号 , 126-129pp. 
y X68000 新 聞 

ジェ ノ サ イド 。 ね し 式 デジ タル クラ フト スプ アン シン 
ッ プ ラン デブ ー, 大 江戸 繁盛 記 , C-TRACE トラ ンス ピュ 
ー タ 版 , サイ クロ ン Express, MUSIC PRO-68K の デー タ 
集 。 一 一 編集 部 , LOGIN, 14 号 , 176-18Ipp. 


ポケ コン 


PC-1245 
> FAST NUMBERS 

16 進数 を 使っ た 反射 神経 ゲー ム 。 一 一 橋爪 宏之 , マイ 
コン BASIC Magazine, 8 月 号 , 177p. 
PC-1600K 
ポケ ッ ト コ ンピュータ 活用 術 

ポケ コン の 電子 手帳 化 と し て , 今回 は 電話 帳 機能 の 追 
加 を し て いる 。 一 一 朝田 洋一 マイ コン , 8 月 号 。317- 
321pp. 
PC-E500 
DANGEROUS HIGHWAY 

トラ ッ ク の 通る 道 の 宙 を ふさ げ ! 一 一 水谷 雅彦 , |/0, 
8 月 号 , 264p. 
PC-G801 
誌上 公開 質問 状 

PC-G80I の スク ロー ル 機 能 な ど に つい て 解説 し て いる 。 
ーー 一 編集 部 , マイ コン BASIC Magazine, 8 月 号 , 65p. 


熱き 探求 の 日 々 

か の ワトソン 博士 と と も に DNA の 2 重 ら せん 
構造 を 発見 し , ノー ベル 賞 を 受け た 科学 者 フラ ン 
シス ・ ク リッ ク の 自伝 。 2 重 ら せん の 発見 か ら 遺 
伝 暗号 の 謎 が 解明 され る まで の , いう な れ ば 分 子 
生物 学 の 古典 時 代 に お ける エピ ソー ド を 中 心 に , 
筆者 の 体験 な ど が 語ら れる 。「 根 っ か ら 科 学 好き の 
お じ さ ん 」 が 知 的 ゲー ム を 楽し みな が ら 遺 伝 の 仕 
組み の 謎 に 迫る 様子 に は , 科学 や 生物 学 に つい て 
考え させ られ る 言葉 が ちり ば め ら れ て いる 。 
F. ク リッ ク 著 中 村 桂 子 訳 TBS プリ タニ カ 刊 
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書籍 の 価格 は 消費 税込 み で す 。 


人 と 機械 の 知能 


脳 ・ コ ンピュータ ・ 視 覚め ぐつ て 

MA フィッシュ ラー ロフ ァ ー シ ャ イン … 枚 玉井 詩 媒 … 訳 
IHTELLIEEHCE _ 
The Eye, the Brain, 
and the Computer 3 


フェ スレ マート ッ パ ン 便 簡 笠 党 リー ズ 


人 と 機械 の 知能 

本 書 で は , 知能 と は な に か と いう 問題 に つい て 
人 工 知 能 研究 者 に よる 探求 が な され て いる 。 知能 
は 人 間 に 固 有 の も の か , 動物 に も 認め られ る の か , 
機械 で 知能 は 実現 で きる の か 。 こ うし た 基本 的 問 
題 か ら , 脳 生 理学 の 研究 成果 や 人 工 知能 分 野 と し 
て の 認識 , 学習 , 言語 に つい て , さら に は ヒト や 
動物 の 視覚 と コン ピュ ー タ の 視覚 処理 まで , 多岐 
に わた る テー マ が 展開 され て いる 。 
M.A. フ ィ ッ シュ ラー, O. フ ァ ー シ ャ イン 著 
玉井 哲雄 訳 トッ パン 刊 B5 判 400 ペ ー ジ 
4640 円 谷 03(295)3461 


FILES Oh! X 7 タダ の 


愛読 者 プレ ゼン 


7 公 092(522)6347 
プレ ゼン ト の 応募 方 法 サ ンク ロン ヒビ 
と じ 込 み の ア ン ケ ー ト は が き の 該 当 項 目 を すべ て ご 記入 の うえ , - XD「ess 
希望 する プレ ゼン ト 番 号 を は が き 右 下 の ス ペー ス に ひと っ 記入  。 X68000 用 5'8HD 版 78.000 円 1 名 


し て お 申し 込み くだ さい 。 締め 切り は 1989 年 9 月 18 日 の 到着 分 
まで と し ます 。 当選 の 発表 は 1989 年 日 月 号 で 行い ます 。 新しい アル ゴリ ズム の 
採用 で さら に スピ ー ド 
アッ プ , 高度 な テク ニ 
ッ ク と リア リズ ム を 実 
現し た サイ クロ ン Expre 
ss を | 名 の 読者 に 。 


- 


ジェ ノ サ イド 


X68000 用 572HD 版 4 枚 組 8,800 円 3 名 


ー 人 0 容 03(486)7111 


琉球 


X68000 用 5'HD 版 5,800 円 3 名 


5Sx5 の 2 ルト に ポー カー の 役 を 作っ て 
点 を 競う パズル ゲー ム 琉 球 を 3 名 の 読者 に 。 
沖縄 情緒 も た っ ぷり 味わえ ます 。 


パト ル ア ク ショ ン ゲ ー ム ,。 ジェ ノ ザ イ 


ド を 3 名 の 読者 に 。 次 々 と 現れ る 敵 を 人 
か た っ ぱし か ら な ぎ た お し て いく 痛快 
さ を ど う ぞ 。 キン グレ コー ド 公 03(945)2111 


リー サリ アツ スー バー アレ ンジ バー ジョ ン 


2,920 円 3 名 


日 本 ファ ルコ ム の ファ ンタ ジー RPG ソ ー サ リア ン の BGM が 
13 曲 収め られ た CD を 3 名 の 読者 に 。 


創 美 企画 谷 03(261)8631 ps WE 
ソ ピ ュー タ : ア ニメーション Valumel,g |「 7 月 号 プ レ ゼ ント 当 過 者 。。 。 


各 4,800 円 各 己 名 [ 和 ] ア ド ヴ ァ ンス ト ・ フ ァ ン タ ジ ア ン (大 阪 府 ) 南 光 (大 分 県 ) 矢 野 英 
明 [2 野球 道 (東京 都 ) 池 田 知 繁 田中 広幸 (広島 県 ) 山 中 啓之 
ソン グフ ァイル 68K シリ ー ズ a. (北海 道 ) 小 林 敏 哉 b. (神奈 川 


し 


と ルル け カ ン ・ フ イル な だ * イ ン 


た お 2 セイ する で 県 ) 田 村 明 広 c. (千葉 県 ) 高 橋 政明 d. (栃木 県 ) 金 沢 光 昭 [43.5 
者 導 及 ベス トー ビデ オ ・ 才 イン チ 2HD フ ロッ ピー ディ スク (愛知 県 ) 本 多 宗 生 [5 図説 コン ビ 
ワー ド を 受賞 し た LD を 各 2 ュー タグ ラフ ィ ッ クス (北海 道 ) 田 中 宏 征 (石川 県) 千葉 信幸 

名 の 読者 に (Voll か 2 を 明記 以上 の 方 々 が 当選 され まし た 。 お めで と う ご ざ いま す 。 品物 は 順 
の こと ん 次 発送 いた し ます が , 入荷 状況 な ど に より 遅れ る こと が あり ます 。 


また , 公正 取引 委員 会 の 告示 に より , この プレ ゼン ト に 当選 され た 
方 は , この 号 の 他 の 懸賞 に は 当選 で き な い 場合 が あり ます の で ご 了 
承 くだ さ い 。 ; 


(価格 は すべ て 消費 税別 で す ) 
150 ohnx 1989.9. 
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・ 情 ・ 報 ・ コ ・ー・ 


INFORMIA TION 
UORNER 


NEW PRODUCTS 


電子 メモ ご 機種 


PA-210/180 
シャ ー プ 


シャ ー グ は , 電子 メモ シリ ー ズ の 新 製 品 
と し て PA-210/180 の 2 機種 を 発売 し た 。 価 
属 は と も に 6,500 円 。 両 機種 し も カタ カナ 
12 桁 x 2 行 表示 で , メモ し た デー タ を 計算 
に も 使え を る デー タメ モ 計 算 機 能 が つい て い 
壮 $ 

PA -210 は , スケ ジュ ー ル 機能 の ほか に , 
名 前 8 文字 ・ 番 号 12 桁 で 記憶 きせ た 場合 , 
最大 450 人 分 の 電話 番号 が スト ア で きる 電話 
帳 機 能 を 持つ 。 名 前 の ほか 会 社名 を 登録 す 
る 項目 が あり , 電話 番号 の 呼び 出し は と ど ち 
ら で も 0K の ダブ ル サ ー チ 機能 に な っ て いる 。 
ま だ, 別売 の 通信 用 コネ クタ CE-210L(1 , 1 
00 円 ) を 使っ て PA-210 同士 の デー タ の や り 
取り も 可能 。 

PFA-180 は , 最大 120 件 分 登録 びき る スケ 
ジュ ー ル 機能 ・ 電 話 帳 機 能 の ほか に 豊富 な 
アラ ーッ メ 機 能 を 用 意 。 ス ケ ジ ュ ー ル の 日 時 
や 記念 日 な ど に 合わ せ て アラ ー ム が 鳴る と 
同時 に を それら の デー タ を 表示 し た り , 毎日 
一 定時 刻 に , ある い は スケ ジュ ー ル の 10 分 
前 な ど に 鳴ら すこ と も で きる 。 時 計 ・ カ レ 
ンダ ー 表 示 に 週間 スケ ジュ ー ル 件 数 も 表示 
さる れる 。 

どちら も カー ド タ イ プ で リチウム 電池 を 
使用 。 

く 問 い 合 わせ 先 > 
シャ ー プ 貫 容 06(621) 1221, 03 (260) 1161 


PA-180 


(価格 は すべ て 消費 税別 で す ) 


最大 100 イ ンチ の 鮮明 映像 が 楽し め る 
液晶 ビジ ョ ン XV-100Z 


シャープ 


シャ ー グ は , 液晶 パネ ル を 使っ た 投影 方 
式 の プロ ジェ クタ ーXV-100Z を 発売 し た 。 
本 体 価格 は 485,000 円 、 ス クリ ー ン ・ ビ デオ * 
AV アン プ な ど と 組み 合わ せ て シス テム を 構 
成 し た 場合 の シス テム 価格 は , ほぼ 100 万 円 
前 後 。 

この 方 式 は , 1 個 の ラン プ か ら 出 る 白色 
放射 光 を RGB の 三原 色 に 分 解 し , 光 シ ャ ッ 
ター と な る 3 枚 の 白黒 液晶 パネ ル を 通過 る 
せ , さら に この 3 つの 単色 映像 を ダイ クロ 
イッ ク 波 長 選択 ミラ ー で ひと つの フル カラ 
ー 映 像 に 合成 し て 投影 する も の 。 最 大 100 
イン チ か ら 25 イ ンチ まで の 画面 サイ ズ を 自 
由 に 選べ , スク リー ン ま で の 投影 距離 を 変 
えて も フォ ー カ ス 合 わせ だ け で 鮮明 な 映像 
を 得る こと が で きる 。 

く 〈 問 い 合わ せ 先 > 
シャ ー プ 旨 容 06(621)1221, 03(260)1161 


XV-100Z 


プロ グラ ム 関 数 電卓 
fx-4500P 
カシ オ 計 算 機 


カシ オ 計 算 機 は , 学生 や エン ジニ ア 向 け 
の プロ グラ ム 関 数 電卓 fx-4500P を 発売 し た 。 
価格 は 8,500 円 。 

” 20 ステ ッ プ の 容量 を 持ち , 書き 込ん だ 

ログ ラム を ファ イル ネー ム て 管理 で きる 
プログ ラッ メ 機 能 を 搭載 。 分 数 ・ 積 分 計算 処 
理 や 124 の 関数 / 機 能 を 持ち , 三角 ・ 逆 三角 
関数 や 双曲線 ・ 逆 双曲線 関数 か ら 座標 変換 
に も 対応 し て いる ほか, 2/8/16 進 数 の 変換 ・ 


計算 機能 , 標準 偏差 ・ 回 帰 分 析 の 統計 機能 
な ども 装備 し , も ちろ ん 加減 乗除 や カッ コ 
の 優先 順位 も 判別 で き る 。 

ま だ, 電話 番号 や メモ な ど を 入力 し て お 
け ば 電子 メモ 帳 と し て も 使用 で きる 。 

上 段 に 数 式 , 下段 に を その 答え を 表示 で き 
る 大 型 2 段 表示 。 

縦 形 手帳 サイ ズ で 幅 73 奥行 141.5x 厚 さ 
9.2mm。 重量 90 g 。 
く 問い 合わ せ 先 > 

カシ オォ 計算機 帆 谷 03(347)4811 


.fx-4500P 


超 小型 ワー プロ 
ワー ド バ ン ク Pen ら 
セイ コー エプソン 


も セイコー エプソン は , 従来 機 を 機能 アッ 
し た 超 小 型 ワ レー プロ ・ ワ ー ド バン ク グ Pen 2 
を 発売 し た 。 価 格 は 24,800 円 。 

Pen2 は 入力 し た い 文 字 を 液晶 画面 上 に 手 
書き 入力 すれ ば よい た め 入 力 の スピ ー ド が 
速い , 外字 登録 も を 10 文字 に し た , 印字 開始 
文字 を 指定 すれ ば 行 の 先頭 か ら だ け で は な 
《 途中 か ら も 印字 で きる , 文字 サイ ズ を 1 
行 を 一 度 に 変更 で きる , な ど が 新しい 特長 。 
JIS 第 1 水準 漢字 は すべ て カバ ー し て いる の 
で 変換 の 手間 が は ぶ け , ま た JIS 区 点 コ ユー ド 
に よる 入力 も 可能 。 さ ら に 明 朝 体 ・ ゴ シッ 
ク 体 の 両方 を 標準 で 装備 , 印字 部 に は 48 ド 
ッ ト の 熱転写 プリンタ を 採用 し , カラ ー リ 
ボン も 用 意 し た の で カラ フル で 美しい 印字 
が 可能 に な っ た 。 

まだ 料 体 ・ 網 か け ・ 白 抜き ・ 白 抜き 斜体 
な ども 1 文字 ご と に 指定 で き る 。 外字 と し 
て 手書き の 文字 ・ 記 号 ・ イ ラス ト も を その ま 
ま 登 録 ど きる 。 


ベン ギン 情報 コー ナー 757 


サイ ズ は 横 51 x 奥 行 32X 高 る 163mm, 重量 
約 200 g 。 
< 問い合わせ 先 > 
セイ コー エプソン 帽 容 0266(58)1705 


ワ ャ ーー ド ノ パ ンク 
Pen2 


手書き 入力 の 電子 手帳 
ah | 
三洋 電機 


手書き 入力 専用 の 電子 手帳 EE N -1 が 三洋 
電機 か ら 発売 され た 。 価格 は 22,800 円 。 
漢字 も か な も 手書き で タッ チ パ ネル が から 
入力 で き , 認識 キー に よっ て きれ いな 文字 
に 変換 きれ る 。 記 号 文字 イラ スト , JIS 第 
2 水準 漢字 も 簡単 な 操作 で 入力 が 可能 。 

さま ざま な デー 次 を を 孝 上 出 し の つい た だ た カー 
ド と し て 最大 975 枚 まで 登録 で き , また 項 
目 ご と に 分 けら れる の で 整理 や 検索 も 容易 


> マー に am Watch 敵 


コン ピュ サー ブ が ソー ス を 買収 
パソ コン ネッ ト は 日 米 と も ど 強 体制 へ 
米国 の パソ コン ネッ ト の 老人 科 で びあ る ザ ・ 
ソー ス を サー ビス する 4 会社 。 ソー ス ・ テ レン レ . 
コン ピュ ー テ ィング 社 が , さき ご ろ 同 業界 
トッ プ 企 業 の ュ コン ピュ サー ブ ・ イ ン フ ォ メ 
ーション ・ サ ービス 会 社 に 吸収 合併 され た だ 。 
これ に より , 米国 の パソ コン ネッ ト サ ー ビ 
ス は コン ゼ ュ サナ ナー デ と ゼネ ラル 委 シ と クト 
リッ ク 社 の GEnie の 2 大 ネッ ト 支 配 の 時 代 
に 突入 し た 。 

ソー ス 社 は 数 年 前 か ら 経 営 難 が 続い て お 
り , 経営 母体 も クル クル と 変わ っ て いた 。 
最後 の 経営 者 どっ た リー ダー ズ ・ ダ イジ ェ 
スト 社 も 降り る こと に な り , 同業 者 で ある 
ュ ン ピュ サー ブ 社 が 吸収 合併 を 提案 , ソー 
ス 側 が 了承 し た も の だ 。 

これ に より 。- ソ ツー ス の 会 員 は コシ ン 間 滞 衝 
ー ブ 社 に 引き 継が れる こと に な り , 現在 , 
移行 作業 中 。 ソ ツー ス は 8 月 1 日 で サー ビス 
を 打ち 切り , ソー ス の 会 員 は 同日 まで に 移 
行 手続 き を 終了 する 。 
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紀和 える 。 
また 1 週間 分 の スケ ジュ ー ル を 時 間 単 位 

だ か し だ た きら 。 に 合わ せ て ア 
ラー ム を 鳴ら すこ と も で きる 。 
加減 乗除 ・ 定 数 ・ べ き 乗 ・ 逆 数 


スケ ジュ ー ル ( 


・ ヌ モリ 


計算 な と ど 多 彩 な 10 桁 計算 機能 を 持ち も , さら 
に 2* ス ワー ド に よる シー クレ ッ ト 機 能 や 表 


示 の 濃淡 を 変 を た り 入 力 音 を 鳴ら し た りす 
る こと も て ある 。 

く 問い合わせ 先 > 

三洋 電機 帆 谷 06(443)5144 


EN-| 


OA 機器 を ゴキ ブリ か ら 守 る 
ゴキ 減 シ ー ト 
エレ コム 


温度 が 一 定 で 暖か く 居 心地 の いい OA 機 
益 か ら ゴ キ ブ リ を 遠ざけ る ゴキ 減 シ ー ト が 


米国 の パソ コン ネッ ト は トッ プ が コン ピュ 
サー ブ て 会 員 は 50 万 人 を 超え る 。 2 位 の G 
Enie に は 20 万 人 の 会 員 が お り , 3 位 グ ルー 
グモ も て デル アァ す や メ ー ス が と 様 数 の 企 
業 が 会 員 5 万 一 10 万 人 の レン ジ て 乱立 し て 
いる 。 ソ ー ス の 経営 難 は 高度 化 さ れ た シス 
テム を 維持 で きる だ け の 会 費 が 集まら な か 
っ だこ. 都電 2 きる を 。 

2 パソ コン ネッ ト と いっ て も , 初期 の BBS 
を 主体 と し た 掲示 板 シ ステ ム か ら は , か な 
り 様子 が 変わ っ て お り , 多彩 な 情報 ネッ ト 
ワー ク に な っ て き て いる 。 を その 反面 で , 会 
員 個 々 か ら 徴 収 する 会 費 は 少額 な どけ に , 
スケ ー ル メリ ッ ト を 追わ ざる を 得 な い 性 格 
の に の ネス が と の がら だ が Sm と 
新進 の GEnie の 双方 が 他 と 比較 に な ら な い 
ほど 強い 集客 力 を 見 せ た た め , それ 以外 の 
サー ビス 会 社 は 顧客 獲得 の 目 算 が 大 幅 に 狂 
ら ぎ 上 は の た 。 

この 話 は 米国 び どけ の 話 で は な い 。 日 本 で 
も 6 万 7 千 人 の 会 員 を 抱え る 日 本 電気 の P 
C-VAN と 会 員数 5 万 6 千 人 に 達し た NIF の 
NIFTY-Serve が 完全 に アス キー 以下 の 他社 


ゴキ 減 シ ー ト 


エレ コム か ら 発 売る され た 。 価格 は 1,500 円 。 
em 人 生 琴 の ボン コン な ど 
の 下 に 敷く て と, アル ミ 蒸 着 な どの 光沢 テー 
プ が 乱反射 する よう な 構造 に な っ て いる た 
め ゴ キ ブ リ の 感覚 を 混乱 きせ て よせ つけ な 
Pt 
サイ ズ は 縦 50X 横 50cm、 色 は シル バー。 
<〈 問 い 合 わせ 先 > 
エレ コム 貫 容 0723(62)7555 


低 価格 A4 フ メン ン ニ リ 
ムラ 2 タ 2M5 
村田 機械 


普及 価格 の ファ クシ ミリ , ムラ タ M-5 が 
村田 機械 か ら 発 売 さ れ た 。 価 格 は 89, 800 円 。 
新 製品 は A4 サ イズ の 送受 信 が 可能 で , 高 
速 20 秒 伝送 が で きる 。 し か も ボタ ン 操 作 ふ 


を 大 きく リー ド し て いる 。 ち な み に PC-VA 
N は GEnie と , NIFTY は コン ビュ サー と 
業務 提携 し て る が , この こと は 決し て 偶然 
(は hw だ みう ミ 


バハ バ ソ コン ソフ トド ト 流 通 会 社 が 合併 
日 本 GE が 本 格 進 出 へ 


合併 と いえ ば , 独立 系 の ツ ソフト ウェア ・ 
ジャ パン と 日 本 SE 系 の ソフ トウ ェ ア ・ イ ン 
ター ナシ ョ ナル の 両 パ ソコ ン ソ フト 流通 会 
神 同 直 が と の は で 対等 合併 し た 。 ジ ャ ッ パン 
社 は 業界 2 位 . イ ンタ 社 は 5 位 と いずれ も 
同 分 野 で は 有力 企業 だ どっ た 。 

ソフ ト 流 通 と いえ ば , 日 本 ソフ トバ ンク 
が 突出 し て お り , 後 を 4~5 社 の 中 堅 が 追 
う 形 だ っ た が , 今回 の 2 社 合併 に より , バ 
ンク に 対抗 する 勢力 と し て 肖 上 し た 。 
今回 の 合併 劇 は 日 本 SE グル ー プ が 本 格 的 
に ソフ ト 流 通 分 野 に 進出 ,。 フト バン ク へ 
の 対抗 を 名 乗り 出 た と 見 る の が 正しい だ ろ 
う 2 。 これ まで は 比較 的 小 き な 市 場 だ っ た だ ソ 
フト 流通 も 。 パソ コン ソフ ト 市 場 の 拡大 に 
と も な い , 早く も 1 千 億 円 級 マ ー ケ ッ ト に 


た つと 簡単 な 操作 に より 誰 で も 操作 で きる 
よう 配慮 きれ て いる 。 ま た , 専用 電話 機 は 
オォ オート ダイ ヤル (ワン タッ チ 3, 短縮 17) 採 
用 の 多 機能 型 で .、 ワン タッ チ 再 ダイ ヤル や 
オン フッ クダ イヤ ル も 可能 。 伝送 速 度 は , 
9600/7200/4800/2400bps。 
大 きる は 幅 296 x 奥行 244Xx 高 きる 106mm, 重 
量 4.2kg。 
く < 問い合わせ 先 > 
村田 機械 則 容 075(672)8111 


ムラ タ M-5 


CG 作品 を 集め た LD ] 
コンピ sー タ . ay Vol.] 8 
_ 創 美 企画 。 

GG アニ メ の 作品 を 収録 し た LD, 
ュー タ ・ ア ニメーション Vol.1, 2 が 創 美 企画 
より 発売 され た 。 価格 は 各 4,800 円 。 


= 


ュ 

アニ メー ジ ション COOL Se 
FF An 
PP IMafion 


この アル バム は , 1988 年 度 ア メリ カン ・ 
フイ ルオ 2K 元 ( テ ュー ト の ビデ ォ ア 
ー ト 部 門 で 「 ベ スト ・ ビ デオ ォ ・ ア ワー ド 」 を 
受賞 し て いる 。 リ アル タイ ム ・ フ ライ トシ 
ミュ レー ショ ン を 始め ユニ ー ク な キャ ラク 
タ に よる 3D ア ニメーション が いっ ぱい 。 
く 〈 問 い 合わ せ 先 > 
帆 創 美 企画 容 03(261) 8631 


INFORIIATION 


89 全国 (草の根 )BBG 大 会 
- 全国 BB 大 会 事務 局 。 


全国 の BBS 局 の 運営 社 ・ 、 久 員 が 党 に 集 
い , 交友 を 深め , 情報 を 交換 し , さら に さる 
ま ざ ま な 間 題 を 討議 する 大 会 が , 来 た る 8 
月 20 日 名 に 東京 ・ 千 代田 区 の 科学 技術 館 1 


F 催 し 物 会 場 で 開催 され る 。 開催 時 間 は 午 


前 10 時 か ら 午後 4 時 半 ま で 。 人 入場 は 無料 と 


0 の て も Y る る 

坦 賛 企業 ・ 団 体 な どの 展示 ・ 実 演 ・ 即 売 
や BBS 局 へ の フリ ー ア クセ スタ ー ミ ナル 
不用 品 市 場 や ゲー ム 大 会 な ど が 計画 きれ て 
いる 。 

〈 問 い 合 わせ 先 > 

全国 BBS 大 会 事務 局 谷 03(263)6940 


。 新潟 パソ コン ・ ソ フ トウ ェ ア コ ン テ ス ト _ 
新潟 発 ハ ピ ネ ス _ 
_ 灯 識 テ レト ヒビ 会 ま 未 也 誠 
新潟 市 お な よび その 近郊 市 町 村 か ら の 応募 
者 を 対象 に ソフ トウ ェ ア コ ン テ ス ト が 来 
年 2 月 18 日 人 印 に 開催 きれ る 。 
プロ グラ ム 部 門 ・ ア イデ ア 部 門 と に 分 け 
ッッ グ ーー ンジ フト や 2 イツ ウシ を 笠寺 ずる 
アイ デア を 募集 し て いる 。 応募 期間 は , 本 
年 7 月 1 日 か ら 10 月 20 日 まで に 応募 票 を 提 
出 、 プ ログ ラム 部 門 の 作品 は 来年 1 月 15 日 
まで に 提出 と きる れ て いる 。 
く 問 い 合わ せ 先 > 
ビッ ト ・ ユ ニオ ン 容 025(222) 1151 


SE 


成長 し た 。 今 後 は 有望 な 市 場 。 と くに ソフ 
ト 開発 と 違っ て , 純粋 な 商社 活動 で ある だ 
け に , この 市 場 か ら 得 られ る 利益 を めぐ っ 
て の 網 引 き は 今回 の 合併 劇 を 機 に 活発 化し 
を う 。 
ラッ ブ プ トップ も カラ ー 時 代 
NE が 今月 発売 


先月 号 で は ギリ ギリ の 入 稿 で 東芝 の ダイ 
ナブ ッ ク J-3100SS を 紹介 で きた が , 続い て 
今度 は 日 本 電気 か ら わ が 国 初 の カラ ー 版 ラ 
ッ プ トッ プ 機 が 発売 され た 。 

PC-9801 シ リー ズ の LX5C と い 2 う 8 色 表示 
の 16 ビ ッ ト の 286 マ シン で 8 月 18 日 に 発売 。 
価格 は 74 万 8 千 円 。、40M バ イト ハー ド デ 
ィ ス ク を 内 蔵 し て いる の で , モノ クロ 版 の 
5 割増 し と 見 な す の が 妥当 。 

昨年 秋 に セイ コー エプソン が 開発 発表 を 
し て 以来 , 東芝 , 日 本 電気 , 日 立 製作 所 , 
三菱 電機 と 相次い で カラ ー 液 晶 パ ネル を 用 
い だ た ラップ トッ プ パ ソコ ン の 試作 品 を 公開 
し て きだ 。 その 際 。 セイ コー エプソン や 東 
芝 が 提示 し た 価格 は 百 万 円 弱 び っ た 。 モノ 


クロ 版 の 2 倍 以 上 が 懸念 る され て いた の だ が , 


それ か ら 半 年 ちょ っ と た だって, 日 本 電気 が 
最初 に 製品 化し た の だ が , 意外 に 安かっ た 
と いう 刺 じ だ 。 

これ で 価格 的 に 法 外 な 高き で は な い , と 
いう こと が 証明 きれ だ た の で , カラ ー ラ ッ プ " 
トッ フッ ソコン が 実用 化 に 入る 時 期 が 早く 
も 到来 し た と 見 て いい 。16 ビ ッ ト 普 及 品 の 
カラ ー 版 が 40 万 円 前 後 で 発売 され れ ば いよ 
いよ だ 。 東芝 の 20 万 円 機 も 発売 きれ た こと 
だ し 。 ラッ ププ ズ 二 六 4% ソ コン も 充実 が 著 し 
《 な っ て きた 。 テ レビ が 見 られ る X68000 の 
カラ ー ラ ッ プ トッ プ 版 に は お 目 に か か れる 
だ た ち う か 

スー バー ファ ミコ ン , 発売 延期 
ゲー ム ボ ー イ は 好調 の すべ り 出 し 


いつ 出る か , と の 期待 が 高まっ て いた フ 
アァ ミコ ン の 16 ビ ッ ト 後 継 機 スー パー ファ ミ 
コン が 今後 1 年間 , 発売 凍結 に な っ た 。 理 
由 は 輸出 用 ファ ミコ ン と ゲー ム ボ ー イ の 需 
愛 が 好調 で , メモ リ チ ッ プ ( 主 と し て ソフ ト 
用 の マス ク ROM) が 不足 スー パー ファ ミ 


コン 用 まで な いこ を と による, と 任天堂 で は 
説明 し て いる 。 

スー パー ファ ミコ ン の 仕様 は 16 ビ ッ ト の . 
カス タム CPU で , メイ ン メ モリ 管理 能力 14 
M バ イト , カラ ー256 色 表示 。 

ちな み に ゲ ー ム ボー イ は 7 月 まで に 60 万 
台 を 出荷 。 年 内 140 万 台 を 国内 で , 8 月 か ら 
スタ ー ト し な た だ 対 米 輸 出 で は 年 内 150 万 台 を 予 
定 。 来年 秋 に は 内 外 合計 で 累計 1 千 万 台 の 
大 吾 乗 せ も 可能 だ と い 2 う 。 


ディ スカ ウン ト 続 く FD 
J3.5 イ ンチ PHD も 30U 円 台 突 入 へ 


使っ て いる 人 に は 当たり 前 の 話 だ が , こ 
れ ま で フロ ッ ピ ー の 中 て 唯一 , 高値 販売 が 
続い て いた 3.5 イ ンチ の 2HD タ イプ 呈 が いよ 
いよ 400 円 を 割り 込ん だ 。 

5 イン チ 品 が タイ プ を 問わ ず 又 落し て い 
る の は も ちろ ん , 3.5 イ ンチ の 2DD 用 が ワー 
プロ 用 と し て 売れ て お り 1 枚 200 円 台 ま で 安 
く 《 く な っ て いる 。 い よい よ 2HD も 安く な り 5 
FD の 安さ が 徹底 し て きた 。 朗 報 で は ある 。 

(KT.) 
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今年 の 夏 は ムシ 著 い わ , 台風 が ポコ ポコ 
来る わ で (これ っ て , 関東 地方 だ け な の 
か な ), ずい ぶん と 気合 の 入っ た “ 夏 に 


を を グラ フィ ッ ク を 特集 し て ほし か っ た の で , と 
て も 7 月 号 の 特集 は 楽し く 読 むこ と が で きた 。 
コン ピュ ー タ 内 部 構造 を 知り 尽く し た ユー ザー 
は 少な い の で , も っ と 高級 な 利用 法 や , 機能 法 
を 示す プロ グラ ム の 例 を た くさ ん 載せ て ほし い 。 
岸野 真樹 (|8) 香川 県 
発 コ ンピュータ グラ フィ ッ ク に は と て も 興味 が 
あっ た の で , 7 月 号 の 特集 は た め に も な り ま し 
た 。 と て も 面白 か っ た で す 。 
浜田 憲一 (20) 埼玉 県 
特集 の 「3D グ ラフ ィ ッ ク へ の 飛翔 」 は と て も 
よかっ た と 思い ます 。 多少 , 頭痛 が する の を 除 
け ば 。 清水 達朗 (20) 岐阜 県 
いき な り Z バ ッ フ ァ ア ル ゴ リ ズム で すか ら , 
ちょ っ と 難し く 感 じ ら れ る と ころ が あっ た 
か も し れ ま せん 。 でも, 理論 と 処理 方 法 の 
概略 だ け で も 理解 し て いた だ けれ ば , 後々 
きっ と 役に立つ こと が で きる 特集 だ と 思っ 
て いま す (少し 自慢 )。 
例 7 月 号 は 難し い ! Do6GA・*CGA シ ステ ム ほ し 
い ! 合体 , 変形 ファンネル ひ ゅ ん ひ ゅ ん て 
の が 作り た い 『 土井 宏治 (!5) 東京 都 
今月 の D6GA の 連載 で は , 変形 する と ころ 
まで は ほ い っ た みたい です よ 、 フアン ネル は 
付い て な か っ た みた い だ け ど 。 
全 「X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 入門 」 ヘ リ 
クエ スト な ん で すけ ど , X68000 の ウリ は や っ ぱ 
り グ ララ ィ ッ ク か が スジ ライ だ と を と 息 いま すず す 5 誠 
か ら 早 く グ ラフ ィ ッ ク の こと を 取り 上 げ て くだ 
さい 。 村田 敏幸 さん 頼み ます 。 
牛島 睦 (17) 福岡 県 
を を 「x68000 マ シン 語 入 門 」 に 続い て , 今度 は 「X 
-BASIC」 の 連載 が 始ま っ た が , これ は な か な か 
いい こと だ と 思う 。 長期 連載 で 基礎 を みっ ちり 
と た た き 込 ん で ほし い 。 グラフィック や FM 音源 
な ん か より も , こう いっ た 標準 的 な 入出 力 の プ 
ログ ラム の ノウ ハウ を 連載 し て ほし い 。 毎 月 こ 
うい っ た か た ち で 見 て いる ほう が ,、 一 度 に マニ 
ュ ア ル を 読む より よく 頭 に 入る と 思う 。 
斎藤 健一 (22) 香川 県 
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FROM READERS TO THE EDITOR 


な っ て し まい まし た 。 でも, Oh! X 読 者 
の 皆さん に は 夏バテ な ん て 関係 な いよ ね 。 
今月 も 元気 いっ ぱい に いき まし ょ う 。 


ひと つ 説 明 す る と , すぐ に 小さ い プ ログ ラ 

ム で 実践 し て みる 。 こ の 積み 重ね が コン ピ 

ュー タク を 使っ て 勉強 する の に や は り 最 適 な 

の か も し れ ま せん ね 。 村田, 泉 両 氏 に も み 

ん な の 期待 に 沿う よう , “締め 切り 守っ て " 

が ん ば っ て も らい た いも の で す (つい つい 

人 「 マ シン 語 カ ク テ ル in Z80's Bar」 を 読ん で, 

創刊 時 の パッ ケー ジ ソ フ ト の 紹介 を 思い 出し 

(な ん だ か 構成 が 似 て る よう に 感じ た ), 久 し ぶ 

り に 創刊 号 を 読ん で み ま し た 。 古き よき 時 代 で 

すね 。 つ いこ の 前 の よう に も 感じ ます が , 時 の 

流れ は 早い も の 。Z80 の ニー モニ ッ ク を 覚え よう 

と し て , 何 回 も 挫折 し た こと を 思い 出し な が ら 
本 も で 読ま せ て い だ だ きま し た 。 

栗 坂 明 (20) 埼玉 県 

を を やこ やっ! MZ ペン ギン が 復活 し まし た ね 。 と 

いう こと は , その うち マジ ッ ク バ ス の アニ メ 講 

座 や アイ ドル イン タ ビュ ー, SBS, それ に 必殺 の 

オー クス ター の お 姉さん の 表紙 も 帰っ て くる ん 

で すね ! 山川 俊介 (21) 徳島 県 

オー クス ター の お 姉さん は 帰っ て こない 代 

わり に , 8 月 号 に は “和牛” を 登場 させ と き 

まし た けど ,。 い か が だ っ た で し ょ うか 。 
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最近 , シャ ー プ の 電子 シス テム 手帳 を 買っ た 
ん で すけ ど , これ は な か な か 使え ます 。 特に メ 
モ 機 能 が いい の で す 。 分類 コー ド 方 式 に な っ て 
いま すか ら , 必要 な 情報 が 素早 く 取 り 出 せま す 。 
また , IC カ ー ド も 最近 は ゲー ム な ん か も 出 始め 
て いい と 思い ます 。 中 山 美喜 也 (28) 岩手 県 
あの TETRIS も ビー・ ピ ー・ エ ス か ら 発 売 
され る よう だ し , も うす ぐ 発 売 と な る Sta 
tionary PRO-68K を 使え ば , X68000 に も 
つみ か が る みた い だ も も (それ ジョ イス ティ 
ッ ク 端 子 に ), これ か ら OhIX で も 電子 シス 
テム 手帳 は 注目 し た いと 思っ て いま す 。 
る 伊豆 で は 最近 地震 が 頻繁 に 起こ っ て いる よう 
で す が , 大 丈夫 で し ょ うか 。 関東 大震災 の 再来 
だ と 困り ます (Oh!X の 発売 が 遅れ て し まう )。 気 
を つけ て くだ さい 。 菅 本 淳二 (22) 広島 県 
心配 し て くれ て あり が と う 。 でも, 伊豆 の 
は ほう も ずい ぶん と お きま っ て きた よう だ し , 
9 月 の 10 日 が 近い の は 気 に な る けど , まっ , 
当分 の 間 は 大 丈夫 で し ょ う )。 
人 シャ ー プ さん に お 願い が あり ます 。 独自 の 64 
ビッ ト CPU を 出し て くだ さい 。 シ ャ ー プ さん に 
は 作れ る は ず で す 。 待 っ て る けん ね 。 名 づけ て , 
MPU-SX64 (光ファイバー 方 式 )。 球 形 の CPU だ 
まっ >。 相賀 清 (21) 岡山 県 
いま, XlturboZ 』 を 買う か , 冬 の ボー ナス と 合 
わせ て X68000 を 買う か 迷っ て いま す 。 う < へ てん, 
turbo の ソフ ト を 捨て る の は も っ た いな いし , 
X68000 も 捨て が た い 。 宮地 英 則 (25) 兵庫 県 
を る を つ , つい に , 響子 さん 24 枚 組 が 届い た 1! こ 
れ で し ば らく X68000 は お 休み に な っ て し まう 
で し ょ う 。LDP を 酷使 する な ぁ …… 。 話 は 変わ り 
ます が , 編集 部 の 方 で 「 ほ 一 ほほ ほ ! 」 と 高 飛 
車 な 笑い 声 が 聞こ えて くる , あの 「 白 鳥 鹿 子 で 
ご ざい ます 」 の ファ ン の 方 は いま せん か ? い 
まや あの マン ガ は , 時 代 の “大 トレン ディ で 
あり ます 。 山崎 勝義 (35) 茨城 県 
白鳥 慌 子 っ て 。 スピ リッ ツ の ツル モク に 出 
て くる 彼女 だ どっ た ら 知 っ て る けど , こち ら 
の 白鳥 麗子 さん は (U) 氏 の ほう が 専門 な 
も の で , 今後 読ん で 勉強 し て お きま す 。 
中 日 , 奇跡 の 逆転 優勝 ! 
金城 起 賢 (|7) 神奈 川 県 


段 か た マツ ・ 
N 純生 と か し 本 


5 あい 


愛知 県 人 会 の 荻窪 持氏 は ,「 中 日 ファ ン は い 
さ ぎ よく 今年 は 玉砕 する ん だ 」 と 騒い で お 
が ます 
免許 は ある が , 車 が な い 。 電脳 倶 楽 部 は ある 
が , X68000 が な い 。 こん な 僕 に 愛 の 手 を 。 
陣内 達夫 (9) 大 阪 府 
つい で に , 仕事 は 山 の よ うに ある けど , 時 
間 が な い 。 と いう , 茶 編 集 部 に も 愛 の 手 を 
誰か 差し 伸 べ て くれ な いか な ……。 
例 7 月 号 I63 ペ ー ジ の 渡辺 仁 さ ん へ 。 私 も 3 歳 と 
2 歳 の 息子 に 付き 合っ て ,「 ぶ ふえ は うた う 」,「 ピ 
コピ コ ポ ボン 」 を は じ め , 「 や っ ぱり ヤン チャ 
ー」, 「 プ ルプ ルプ ルン 」, 「 の ん た っ く 」,「 あ い 
うえ お 」 な ど , 教育 テレ ビ の 幼児 番組 を よく 観 
賞 し て お り ま す 。 ち な み に 私 は 「 お か あさ ん と 
いっ し ょ 」 の 神崎 ゆう 子 お 姉さん の 隠れ ファ ン 
人 平沢 昭 介 (30) 千葉 県 
結局 は 若い お 父さん た ち も る, 結構 楽し みな 
が ら , 幼児 番組 を 見 て いた りす る わけ で す 
ね 。 
を を げ け げっ, 斎場 ステ ィ ッ ク 君 っ て , まる で 俺 の 
こと みた いじ ゃ ん 。 大学 受 験 の と き は 情報 工学 
科 し か 受け な か っ た し , 将来 は タイ トー に 入社 
し よう と 心 に 決め て る し , 実は 自宅 か ら 自 転 車 
で 5 分 くら い の と ころ に 知る 人 ぞ 知 る タイ トー 
の 中 央 研究 所 が ある の だ 。 ス ティ ッ ク 君 ほど エエ 
作 技 術 は な いけ ど , ZUNTATA の 方 々 , 3 年 後 の 
就職 活動 の と き は まっ 先 に 行き ます の で その と 
き は よろ し く お 願 いし ます 。 
高山 稔 (20) 神奈 川 県 
俺 の こと みた いっ て いっ た っ て 。 まさ か 小 
学校 の 自由 工作 で 火縄 銃 な ん か 作っ た り は 
し て いな いで し ょ う ね 。 
スプライト エディ タ の 「TERAZZ0」 を 間違え 
て ,「 テ ラ ゾ ー」 な ど と 読ん で いた の は この 私 で 
す 。 今 月 の 中 森 氏 の レビ ュー を 読む まで | カ月 
も マヌ ケ な 読み 方 を し て いた か と 思う と , 情け 
な く な る 今日 この ご ろ 。 
河 部 義信 (|7) 愛知 県 
大 丈夫 で す 。 編 集 部 で も 最初 は 。 み 一 ん な 
「 テ ラ ゾ ー」 と 呼ん で た みた いで すか ら 。 
を 暑い 。 と に か く 著 い 。 今 日 な ん て 3| 度 ぐら い 
も あっ た 。 ずっ と 前 の Oh!X に 載っ て いた 簡易 FM 
音源 /PSG ミ キサ ー も ハン ダ が 溶け て 動か な い 
(これ は ウソ )。8 月 に な っ た らい っ た い ど うな 
っ て る ん だ ろう ? 上 地 雅之 (|7) 沖縄 県 
沖縄 も 暑い けど (去年 の 夏 は 万 座 で 遊ん で 
まし た )), 東京 の 朝 か ら 晩 まで ムシ ムシ し た 
著 さ き に 比べ る と , まだ 許せ る よう な 気 が し 
ます 。 
誰か に な に か を 説明 し よう と する と き に , 言 
葉 よ り 絵 を 使っ た ほう が わか りや すい と いう こ 
と は , こと わざ に も 似 た よう な 言葉 が ある よう 
に 明らか だ が , 3 次 元 モ デル を わか る よう に 絵 
に する の は 結構 た い へ ん な こと だ 。 や は り 究 極 
の 伝達 手段 は , 直接 脳 に 電気 信号 に 変え て 送り 
込む 方 法 な の で し ょ うか 。 
田中 雅俊 (22) 神奈 川 県 
別に 電気 信号 送り 込む の も いい に けど, OhIX 


a は ・ 


和歌 山県 
ィ ラ スト な ん て , 


この 調子 で 。 お 次 は ジェ ッ ド 


よね 。 一 i 
クエ スト し ちや ゃ お う 


1 冊 分 くら い 入 れ ち ゃ うと , すぐ に オー バ 
ー フ ロー 起こ し ちゃ っ て , 頭 か ら 煙 モク モ 
ク な ん で こと に に な りか ね まま 共 ん よ 、。 まっ お : 
を また 今年 も 花粉 症 に 悩ま され て いる 。 昨 年 は 
た いし た こと な か っ た が , 今年 は 半端 で は な か 
っ た 。 こ れ で 6 年 連続 だ ぜ 。 編 集 部 に も 花粉 症 
の 方 いま せん か ? な に か いい 防止 法 が あっ た 
ら 教 えて くだ さい 。 吉田 裕 (7) 岩手 県 
これ と いっ た 防止 策 は な いよ う で す が , 基 
「 ス トナ リ ニ 」 と いう 鼻炎 用 の 薬 が , 社内 
の 花粉 症 仲間 ( ? ) の 間 で は 人 気 が あ る み 
た いで す 。 
を る $ を サイ バー ステ ィ ッ ク を 買お うと 思う 。 つ いで 
に フッ トペ ダル も ほし いし , ハン ドル も ほし い 。 
コー モー の サー ビス な た て の も いい を 本 念 : 
上 野 民夫 (2I) 東京 都 
ハン ドル は ぜひ と も ほし いと ころ で すね 。 
それ と A-JAX や サン ダー プ ブレー ド の 発売 
に 合わ せ て , 原寸 大 の ヒュ ー イ コブ ラ を セ 
ッ ト 販 売 す る 。 つ いで に お 持ち 帰り 特価 販 
売 も や る 。 や は りこ れ で 決ま り で し ょ 。 
人 最近 UNO (総理 大 臣 で は な い ) と いう カー ド ゲ 
ー ム を 初め まし た 。 や っ て みる と 結構 楽し め る 
の で 時 間 を 忘れ ます 。 と ころ で , この UNO の XI 版 
の ゲー ム ソ フ ト を どなた か 考え て いた だ け な い 
で し ょ うか 。 以 前 , MZ-2500 版 は 発表 され た と 思 
う の で , 移植 の 好き な 方 お 願い で き な い で し ょ 
うか (もちろん, 編集 部 の 皆さん で も 結構 な の 
加藤 徹 (27) 愛知 県 
人 ディ スプ レイ に フィ ル タ を 付け よう と 思う の 
で す が , 「 紫 外線 を カッ ト 」 と か 「 電 磁 波 を カッ 
ト 」 と か いわ れ て も よく わか り ま せん 。 紫 外線 
や 電磁 波 な ど は , 目 に どの よう な 悪い 影響 を 及 
ぽ ぼ す の で し ょ うか 。 水谷 邦久 (|7) 神奈 川 県 
そう いえ そえ ば, サン グラ ス ま で 昔 は 発売 され 
て いた よう だ けど , 最近 は あま り 騒 が れ な 
く な っ て し まい まし た ね 。 で も , や は り そ 
れ よ り 先 に 気 を つけ な けれ ば な ら な い の は , 
視力 の 低下 で し ょ う , きっ と 。 
を 早く も 夏休み を と っ て 家族 3 人 で 軽井沢 に 旅 
行 し て きま し た 。 初 夏 の 軽井沢 は まだ 人 通り が 
少な くく 別荘 の 一 帯 の 森 で は , カッ コウ や コジ ュ 
ケイ や , な ん と ウグイ ス の 鳴き 声 も …… 9 
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p 味 野 真一 群馬 県 


し , 都会 の 頑 を 落と し , と て も さわ や か な 気分 
に 漫 る こと が で きま し た 。 
国見 協 一 (32) 神奈 川 県 
も うす で ぐ 前 期 試 験 が 始ま る 。 | 年 生 の と き は , 
| 週間 で 14 教 科 (| 日 2 教科) も あっ た が , 2 
年 生 の いま は , | 週間 ちょ い (8 日 ) で 4 教科 
し か な い 。 う 一 ん , これ は 困っ た ! 4 教科 し 
か な い の は いい の だ が , あと の 教科 は 後期 の み 
の 一 発 試験 だ ! 200 ペ ー ジ ぐら いあ る 本 | 冊 
分 が 試験 範囲 な ん て , ちょ っ と " 酷 " だ と 思い 
ませ ん か ? さ ーー, 勉強 する か 
西村 泰和 (21) 千葉 県 
を を この た び , めで た く 普 免 が 取れ まし た 。 それ 
は い 一 ん で す が , 僕 は 背 が 低い うえ に 童顔 な の 
で , 道 で すれ 違う ほか の ドラ イ バ ー の 目 が 妙 に 
気 に な っ て し まい ます 。 ド ライ バー の 皆さん , 
僕 は ちゃ ん と 免許 持っ て いる ん で すか ら , 変 な 
員 も 発 だ すす に な ん だ ひし な いで を だ さじ いで 
望月 隆史 (|8) 長野 県 
を を 「 え っ , 我が家 の 水道 代 が 35 万 円 ? 」。 も ちろ 
ん ミス で あっ た 。 そ の あと お 偉 さ ん 2 人 が 詫び 
を 入れ に 来 た が , この と き 持 っ て きた 手 土 産 が 
「 千 里 の 水 」 な る 缶 飲 料 ( ? )。 文字どおり 千里 
の 水 が 入 っ て る や つ で , 水道 局 で 作っ て いる も 
の らし い ( も ちろ ん 非売品 )。 飲 ん で みる と ほん 
と に た だ の 水 で , 哲 に 書い て ある 原材料 の 欄 を 
見 る と 「 水 道 水 」。 ど ー り で カル キ 臭 いわ け だ 。 
缶 に は 太陽 の 塔 な ん か の 絵 (万 博 公 園 だ な ) が 
印刷 し て あっ て , 「 ゆ め ・ わ くわ く 」 と か 書い て 
あっ た 。 どー ゆ ーー 意味 や ね ん 。 
四ツ谷 類 (5) 大 阪 府 
水道 料金 が 35 万 円 っ て いう 話 も 凄い け ど , 
缶 入り 水道 水 っ て ,。 い っ た いな ん な ん で し 
ょ う ね 。 蛇口 を ひね れ ば どこ で も 飲め る も 
の な の に 。 
を $6 月 中 旬 の 夕方 , 秋葉 原 駅 の ホー ム で パソ コ 
ン サ ン デ ー に 登場 し て いた 高橋 雄一 氏 ら し き 人 
を 見 た 。 街中 で 有名 人 に 会 う の は , 2 年 くら い 
前 , 電車 の な か で 沢田 聖子 を 見 て 以来 だ っ た の 
で ウキ ウキ し て いた の だ が , 本 人 と 確認 する 間 
も な く 彼 は どこ か へ いっ て し まっ た の で あっ た 。 
ウー ム , 残念 。 望月 隆 (24) 東京 都 
を $6 月 18 日 (くも り )。 今日 は 東京 お も ちゃ ショ 
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ー に 行き まし た 。 会 場 に 着く と , 人 人 人 で , 大 
の 大 人 も た くさ ん いま し た 。 や は り 自 分 と し て 
は , NEC と SEGA の ブー ス が 気 に な り , いち も くさく 
さん た に 行っ て みる と , な ん と ガガガ ド ライ ブ の 
アフ ター バー ナー が 出る そう で, 今日 は それ だ 
け で 満足 し て 帰り まし た と さ 。 
平野 岳志 (18) 東京 都 
を メガ ドラ イブ を 買っ ちゃ っ た い 。 けど, ソフ 
ト が 少な い の で , メガ アダ プ タ ま で 買っ ちゃ っ 
た 。 同じ 68000CPU な ん だ か ら , 早く 同じ ソフ ト 
が 出 揃 え ば , OhIX を 読ん で も くやし い 思 い を し 
な が な く な る ぁ る ぞ 。 高橋 克 公 (33) 岩手 県 
平野 君 の お 便り に も ある よう で だ , 今度 は ア 
フタ ー バ パー ナー も 登場 する そう で す 。 メガ 
ドラ 版 の で き に 期待 し た いと ころ で すね 。 
金 先日 , スタ ー ク ルー ザー の Xlturbo 版 を 解き ま 
し た 。 あ の スト ー リ ー の クサ さ は イー ス よ り ス 
ゴイ ! し か し , よく あん な の が turbo で 動く も 
の だ と 感心 し た (少し 遅い けど ……)。 それから 
話 は 変わ る が “ 画 餅 ′” を XI に も 発表 し て くだ さ 
い 。 岡野 礎 (17) 静岡 県 
を を イース 』 の エン ディ ング で , ゴー バン (? ) 
が いっ て いた 魔法 に つい て の 言葉 を 読み な が ら , 
この な か の 魔法 は いま の 科学 や 文明 と いう も の 
じゃ な いか と 思っ た 。 人 は , 暮らし を よく する 
た め に 機械 を 作り 出し , その 公害 で 減 び か か っ 


て いる (らし い )。 友 人 に 話し た ら , 考え すぎ だ ・ 


と いわ れ た けど ね 。 川合 弘之 (18) 東京 都 
イー ス の 場合 だ と , 結構 , そう いっ た 意味 
を 隠し 持っ て いた と し て も お か し く は あり 
ませ ん よね 。 
現在 , 僕 は 友人 の 家 に 「 戦 国 群 雄 伝 」 を や る 
た め に 毎週 通っ て ます 。 僕 に と っ て シミ ュ レ ー 
ショ ン で こん な に 面白 い ゲ ー ム は 初め て で , 感 
動 し まく る 毎日 で す 。 信長 や 家康 が 強 す ぎる と 
思う の で す が , ひい き の 毛 利 も 西日本 一 の 強 さ 
を 誇っ て いる の で , あま り 気 に な り ま せん 。 光 
栄 さ ん , 今度 は 「 三 国 志 」 で こ 一 ゆー の を 出し 
て くだ さい 。 待 っ て ます ヨ 。 
島村 唐 也 (|6) 広島 県 
神戸 製鋼 の CM は いい 。 お 次 は スナ フキ ン 復 活 
か 木村 陽一 (|8) 京都 府 
3D グ ラフ ィ ッ ク で すか 。XIturbo の グラ フィ ッ 
ク も せめ て MZ-2500 ぐ らい ほし いで すね ぇ 。 や 
っ ぱり X68000 は いい で すね ぇ 。K 氏 の 絵 (アニ 
メー ショ ン ) は よかっ た 。 僕 は あの FI の 傾い て 
いる 感じ が と て も 気に入っ て し まっ た 。 早く 
X68000 が 買い た い 。 う て ん , あと 20 万 円 ちょ っ 
と 足り な いな ぁ ( 現 在 貯金 4 万 円 ゞ らい )。 つら 
いも の が あり ます 。 な ん で OhX の スタ ッ フ の 人 
は みん な 持っ て いる ん だ よー。 持 っ て いな い 人 
いま すか ? 西川 さん も 高沢 さん も 荻窪 さん も 
祝 さ ん も (「 試 験 に 出る X68000」 な ん て 出さ な い 
で くだ さい よ 『), み ー ん な 持っ て いる だ ろ 一 。 
くやし 一 っ 。 と, な げ く 人 加 ポ ボー 人 で し た 。 
樋口 雅人 (|6) 福島 県 
持っ て いな い 人 も 結構 いま す よ 。 パ ソコ ン 
希 ボ ー は も っ と た くさ ん いる みた い だ け ど 。 
最近 , 「 部 屋 が コー ド の ジャ ング ル と 化し て い 
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る 」 と いう ハガキ を 見 受け る が , まだ まだ 甘い ! 
私 な ん ぞ は 下宿 が 6 畳 だ っ つの に , 電源 用 ケ 
ー ブ ル だ け で 20 本 ! (当然 , 冷蔵 庫 , 時 計 な ど 
の 生活 家電 は 除い て いる )。 こ れ ら は すべ て XXI 
turbo, AV,。 シン セ な どの 命綱 で ある 。 各種 イン 
タフ ェ イ ス や ライ ン ケ ー ブ ル な ど は いっ た い 何 
本 ある ん だ ろう 。 な か に は 借り も の も 入っ て る 
ハズ な ん だ けど な 。TEAC の AVP25 が ひと つ で 足 
りな く て , も う ひ と つ 買 い 足す くら い だ も ん 。 
よく ヒュ ー ズ が 飛ば な いな ぁ ?7 ちな み に ., 
AVP25 と は 15 ロ の ディ スト リピ ュー タ で す 。 
佐藤 仁 (20) 山梨 県 
ほん と , よく ヒュ ー ズ が 飛ば な いも の で す 
ね に で も 。 こん な に な っ て の いる ん た じゃ に - ゲ 
ー ブ ル が 群生 し て いる 次 っ て , か な り 壮 絶 
な も の が あり そう 。 
全う ちの マイ コン 部 は , 部 員 約 50 名 の うち シャ 
ー プ 派 が 3 人 し か いな い 。 よ っ て シャ ー プ の マ 
シン は いま まで な か っ た 。 しかし, や っ と の こ 
と で X68000 が 導入 され る こと に な っ た 。 次 は Oh! 
X の 導入 だ 。 長井 勝 栄 (20) 高知 県 
あの 一 , で きれ ほ 毎 月 部 員 の 皆さん 全員 に 
買っ て いた だ けれ ば , と っ て も あり が た い 
ん で すけ ど ……。 
を |987 年 2 月 号 の 0hIMZ に , 「 デ ー タ の 互換 性 を 
探る 」 と 題し て BASIC を 媒介 に 各種 ワー プロ の 
文書 ファ イル を 相互 に コン バー ト す る 記事 が 載 
っ て いま し た が , スー パー 春 望 』 や 将軍 な と ど と , 
新しい ワー プロ 用 の プロ グラ ム を 開発 し て いた 
だ て で 予 富 は な いで も じょう が が? 
田代 勝久 (19) 佐賀 県 
田代 君 は 。 いっ た い ど の マシ ン と 文書 ファ 
イル の や り と り を し た い の か な 。 こ の 2 つ 
の ワー プロ は , も し X68000 が 相手 の 場合 だ 
と , 2HD 版 の MS-DOS の テキ ス フ ァ イル 形 
式 に する こと が で きれ ば , 少し 面倒 どけ ど 
な ん と か コン バー ト は 可能 だ と 思い ます 。 
ああ 気持 ち が 悪 い , 気味 が 悪い 。 い っ た いな 
ん の こと か と いい ます と , 実は 僕 は Oh!X | 月 号 
の プレ ゼン ト に 当たり , その 本 が つい 先日 届い 
た ん で す 。 こ こま で な ら 「 あ あ , 嬉し いな ぁ 」 
な の で す が , それ か ら 約 | 週間 後 , な ん と 今度 
は R-TYPE が 届い て いる で は な いで すか ! 封 


筒 を よく 見 る と , 某 LOGiN の 文字 ! そう で す , 
こち お で も プレ ゼン ト に 当 だ つて じ ま っ た の で 
す 。 しかし, 2 度 あ る こと は 3 度 あ る 。 そ の 次 
の 日 に は 僕 の 大 好き な 永井 真理 子 お 姉 さ ま の 直 
筆 サ イン 入り テレ カ が 速達 で 届い た の で す 。 も 
う 今度 は 驚き ませ ん で し た 。 背筋 を 走る 冷た い 
も の を 感じ た だ け で し た 。 私 は 花 の 受験 生 ( 現 
役 だ よ ん ) な の で す 。 こ ん な こと で 運 を 使っ て 
し まっ て いい の で し ょ うか 。 ウ ー ン 複雑 な 気持 
に 橋本 浩二 (I8) 兵庫 県 
人 6 月 24 日 ,「 ス ー パ ー フ ェ ス ティ バル in 
DOME」 で ウイ ンク の ミニ コン サー ト 。 7 月 8 日 
は 武道 館 で 浜田 麻理 。 そ ん で も っ て |0 月 27 日 か 
ら は 幕張 で 東京 モー ター ショ ウ 。 あ 一, コン サ 
ー ト は 最高 だ っ た し , モー ター ショ ウ が 待ち ど 
ー し い 。 こ ん な 私 は 浪人 生 ……, さあ 夏 が 勝負 
2 大 河原 知道 (8) 神奈 川 県 
橋本 君 や 大 河原 君 み た いな 元気 な 人 た ち が , 
受験 雑誌 と し て の OhIX を 支え て くれ る 原 
に よう ね: きら 、 と た 。 
を いま, 僕 の 姉 が シャ ー プ の 入社 試験 を 受け て 
いま す 。 もし, シャ ー プ の 社員 に な れ た ら パ ン ソ 
コン が 安く 手 に 入る か な あ 。 安く 手 に 入る よう 
だ っ た ら X68000 PRO が ほし いよ ー。 

三 上 昌浩 (6) 島根 県 
田山 真美 子 ら ちゃ ん の デビ ュー 曲 「 青 春の 
EVERGREEN」 買 っ て ね 。 8 月 2 日 発売 だ よ 。 

滝田 邦 博 (9) 千葉 県 
を Oh! X の 読者 の 方 や 編集 部 の 皆さん の な か で , 
岡村 孝子 さん の ファ ン の 方 は いら っ し ゃ いま す 
か 。 先日, 「Eau Du Ciel」 と いう アル バム が 出 
まし た の で , よかっ た ら ぜ ひ 聴 いて みて で くださ 
い 。 そ の な か で も 2 曲目 の 「 虹 を 追い か け て 」 
と 7 曲目 の 「 愛 が ほし い 」 は お 勧め で す 。 友人 
に 孝子 さん の 歌 は 皆 同 じ に 聞こ える と いう 人 が 
いま す が , 私 は よく 聞け ば そん な こと は な いと 
思い ます 。 さ さや く よ う な 歌声 は いつ 聞い て も 
気持 ち し を フレ ッシュ に し て くれ ます 。 

根本 忠之 (21) 千葉 県 
今日 は 念願 の X68000 が 我が家 に 来る 日 で す 。 
が ん ば れ , 来 月 か ら | 年 ロー ン だ | 

横山 昭男 (20) 高知 県 
それ は オメ デ ト ウ 。 つ いで に ロー ン も が ん 


Vy 一 
な か な か に 
r 獲 に 小判 」 レ 
っ て いう の か 人 。 


ば っ て ね (な ん の こっ ちゃ )。 
私 は 初心 者 で す 。 根 っ か ら の ビギナー で す 。 
私 に も わか りや すい X68000 を 生か す 方 法 を こ 
れ か ら も よろ し く お 願 いし ます 。 
堀 耕一 郎 (27) 大 阪 府 
いま 仕事 場 に X68000 を 置い て いる の で す が 
自宅 に も X68000 を 置か ざる を 得 な く な っ て し 
まい , 困っ て いま す 。 家庭 に 仕事 を 持ち 込む の 
は イヤ な の で す が , いつ で も X68000 が 傍ら に い 
る と いう 環境 は まん ざら で も な いけ ど 。 
伊藤 秀樹 (30) 愛知 県 
を X68000 関 連 の 記事 が 読み た い ば か り に , ログ 
イン , コン プ , ポ プ コ ム を 買っ て いる が , どれ 


妙 向 


支 MZ-700/1500,。XI そ の 他 の 機種 を 対象 と し た 
「EXTRA」 で は 会 員 を 募集 し ます 。 2 カ月 に | 度 
発行 の 会 報 に は , お 便り や 短い プロ グラ ム , Q& 
A に 売り 買い の コー ナー な ど 豊 富 な 情報 を 満載 
(A 5 判 サ イズ で 4 16 ペー ジ )。 入 会 金 は 100 
円 。 会報 | 回 分 の 会 費 は 112 て 143 円 で す 。 現在 
会 員数 は 49 名 で , 売り 買い の コー ナー は 会 員 以 
外 の 方 に も 開放 し て いま す 。 興 味 の あ る 方 は |I00 
円 分 の 小 為替 を 送っ て いた だ けれ ば 案内 書 と 会 
報 を お 送り し ます 。 ま た , 案内 書 の み ご 希 望 の 
方 は , 62 円 切手 同封 の うえ 封書 に て 連絡 を 。 〒 
8II-42 福岡 県 遠賀 郡 岡 垣 町 戸 切 794-3 筑紫 
高宏 (22) 

支 「Game Land」 と いう サー クル を 発足 させ る に あ 
た り 会 員 を 募集 し ます 。 機 種 は 一 切 間 い ませ ん 。 
活動 は , ゲー ム 情 報 を 中 心 に さま ざま な こと を 
行っ て いき た いと 思っ て いま す 。 詳し いこ と は 
62 円 切手 同封 の うえ 封書 に て 。 〒929-Il 石 
川 県 河北 郡 七塚 町 浜北 ホ 26 西田 豊 (I6) 

支 MZ-2500 ユ ー ザ ー を 対象 と し た サー クル 「MCJN」 
で は 会 員 を 募集 し ます 。 活動 内 容 は 月 | 回 発行 
の ディ スク 会 報 を 中 心 に さま ざま な こと を や っ 
て いま す 。 現在 会 報 も Vol. 8 まで 出し て いま す 。 
詳し いこ と は 62 円 切手 を 同封 の うえ 封書 に て 連 
絡 を 。 〒92| 石川 県 石川 郡 野々 市 町 粟田 |-147 
フレ ンド リー ハウ スヤ マグ チ 207 相田 寛 (21) 

支 パ ソコ ン サ ー ク ル 「IPL」 で は ,。 X シリ ー ズ の パ 
ソコ ン ユ ー ザ ー 会 員 を 募集 し ます 。 活動 内 容 は , 
会 誌 「IPL.X」 の 発行 を 中 心 に ,。 ゲー ム も 含め た 
コン ピュ ー タ の 活用 法 な ど に つい て 考え て いき 
た いと 思っ て いま す 。 詳し いこ と は 72 円 分 の 切 
手 を 同封 の うえ 連絡 を 。 直 ち に 「IPL.X」 の 創刊 
準備 号 を 送付 し ます 。 また, 同時 に イラ スト の 
描け る スタ ッ フ も 募集 し て いま す の で , イラ ス 
ト に 自信 の ある 方 は 大 歓迎 で す 。 〒300-12 
茨城 県 生 久 市 牛久 町 1137-36 柳 舘 孝太 郎 (|8) 

支 XlIturbo ユ ー ザ ー を 対象 と し た 「Studio Attic」 で 


も X68000 コ ー ナ ー が 少な い 。OhIX は シャ ー プ の 
パソ コン の 専門 誌 な の に , 特に ゲー ム 関 連 の 記 


事 が も の 足り な い の で , つい つい 他 誌 も 買い 込 


ん で し まう 。 どう か , OhX だ け 買 えば , 他 誌 は 不 
必要 ! くら いい える よう な 雑誌 に な っ て ほし 
いも の で す 。 プ ログ ラム の 記事 は , いま の まま 
で も ダン ト ツ な ん だ か ら 。 
田中 忠昭 (26) 東京 都 
「OhIX さ え あ れ ば 他 誌 は 不要 」 と 呼ば れる 
よう に , ぜひ な っ て みた いも の で す が ,。 そ 
の た め に は あと 500 ペ ー ジ くら い 厚 くし て , 
スタ ッ フ の 数 も あと 100 人 くら い 増 員 し な 
きゃ, きっ と 無理 な 話 で し ょ う ね 。 


は , その 筋 の 方 や その 筋 を 目指 し て いる 方 々 の 
会 員 を 募集 し ます 。 活動 は , ディ スク 会 報 の 発 
行 を 中 心 に 行っ て いま す 。 興味 の ある 方 は , 120 
円 分 の 切手 を 同封 の うえ 封書 に て 連絡 を 。 折 り 
返し 会 報 の サン プル 版 を お 送り し ます 。 〒58| 
大 阪 府 八 尾 市 末広 町 2-!-2 磯崎 元 洋 (|6) 

支 X68000 ユ ー ザ ー の 方 で , 情報 交換 や PDS の 交換 
な ど を 行っ て くれ る 方 を 探し て いま す 。 サ ー ク 
ル で は な い の て で て 気楽 に お 付き 合い いた だ ける 方 
を 希望 し ます 。 賛同 され る 方 は 62 円 切手 を 同封 
の うえ , 連絡 を 。 〒533 大 阪 府 大 阪 市 東淀川 
区 大 桐 2-!-I9 笠原 聖 一 (|9) 

衣 X68000 ユ ー ザ ー を 対象 と し た サー クル 「 達 人 」 
を 発足 させ る に あたり , 会 員 を 大 募集 し ます 。 
活動 内 容 は , 月 | 回 の ディ スク 会 報 と 会 誌 の 発 
行 を 中 心 に 。 ゆく ゆく は D-RETURN を 超え る よ 
うな ソフ ト の 製作 を 考え て いま す 。「 プ ログ ラム 
な ら 任 せろ ! 」 と いう 人 や , 「 ア イデ ア な ら バ ッ 
チリ だ ぜ う 二 と いう 人 か など, ルル に か く , PE て 
や る ぜ ! 」 と 思っ て いる 人 は , 62 円 切手 同封 の 
うえ 封書 に て 連絡 を 。 〒433 静岡 県 浜松 市 初 
生 町 1043-4 阿部 猛 美 (17) 

支 「Thank」 で は , X68000 ユ ー ザ ー で プロ グラ ム を 

自分 で 組み た いと 思っ て いる 方 , ゲー ム の 好き 

な 方 , 音楽 の 好き な 方 , CG を 楽し みた い 方 を 募 

集 し ます 。 活動 は プロ グラ ム の 解説 , ゲー ム 特 

集 , ミュ ー ジ ッ ク 講 座 ,。CG コ ー ナ ー な ど を 成 

り 込 ん だ 月 | 回 発行 の ディ スク 会 報 を 中 心 に 行 

っ て いま す 。 入 会 ご 希望 の 方 は 62 円 切手 を 同封 

の うえ 封書 に て 連絡 を 。 〒377-02 群馬 県 北 

群馬 郡 子 持 村田 尻 I789-2 新藤 満 春 (I8) 


売り ます ーー 

文 MZ-252| 用 ビデ オ RAM ボ ー ド ・ パ レッ ト ボ ー ド ・ 
ボイス ポ ボード の 3 点 セ ッ ト を | 万 5 千 て | 万 8 
千 円 で 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 〒737 広島 県 
呉 市 的 場 2-3-1| 上 瀬 彰 (43) 

支 デ ィ ス プレ イ MZ-ID26 (アナ ログ / デ ジタル , 
400 ラ イン ) の 箱 付き を 4 万 円 で 、 ま た , ポケ コ 
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@ 掲載 ご 希望 の 方 は , 官製 ハガキ に 項目 (売る ・ 買 う ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 連 
絡 方 法 …… ) を 明記 し て お 申し 込み くだ さい 。 

る ⑧@ ソ フト の 売買 , 交換 に つい て は , いっ さい 掲載 で きま せん 。 

人 @ 取 り 引 き に つい て は 当 編 集 室 で は 責任 を 負い か ね ま す 。 

候 応 募 者 多数 の 場合 , 掲載 で き な い 場合 も あり ます 。 


ン PC-1360K( 箱 , マニ ュ ア ル 付 き ) を 2 万 円 で 。 
連絡 は 電話 番号 明記 の うえ 往復 ハガキ で 。 〒733 
広島 県 広島 市 西区 高須 2-2-50 藤山 隆之 (20) 

支 プ リン タ CZ-8PC2( ケ ー ブ ル , マニ ュ ア ル , リボ 
ン , 箱 付 き ) を 3 万 円 で 。 連絡 は 往復 ハガキ で 。 
〒505-0I| 岐阜 県 可児 郡 御 書 町 伏見 593-| 伏 見 
ハイ ツ 203 山田 勝 人 (24) 

廊 MZ-2500 用 RAM DISK・RM-25E (テレ シス テム ズ 
製 , 640K バ イト , 付属 ソフ ト 付 き ) を 送料 込み 2 
万 5 千 円 で 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。 〒969-I6 
福島 県 伊達 郡 桑折 町 字 西 大 隅 76 半沢 勉 (19) 


買い ます 


文 X| 用 ドッ トイ ン パ クト プリ ンタ CZ-8PD シ リー 


ズ の いずれ か を 送料 込み | 万 円 前 後 で (ケー ブ 
ル , マニ ュ ア ル 付 き , 箱 な し 可 )。 連絡 は 往復 ハ 
ガキ で 。 で きれ ば 手渡 し 希望 。 〒259-I2 神 
奈川 県 平塚 市 長 持 273-2 大 森 幹 雄 (17) 

文 X| 用 カラ ー イ メー ジ ボ ー ド CZ-8BVI を 送料 別 | 
万 円 前 後 で 。 連 絡 は 価格 明記 の うえ 往復 ハガキ 
で 。. 〒992 山形 県 米沢 市 福田 町 2-3-58 白銀 
浩和 (18) 

廊 カ ラー イメ ー ジ ユニ ッ ト CZ-6VTI (付属 品 込み ) 
を 3 万 て 3 万 5 千 円 で 。 ま た , CZ-600C 用 増設 | 
MB RAM・CZ-6BEI を | 万 円 で 。 連 絡 は 往復 ハ ガ 
キ で 。 〒771|-|I4 徳島 県 板野 郡 吉野 町 西条 字 
地 免 138 大 浦 晃 裕 (20) 

支 FDD・CZ-520F (付属 品 込み ) を 5 万 円 前 後 で 。 
連絡 は 希望 価格 明記 の うえ 往復 ハガキ で 。 〒 
940-2| 新潟 県 長岡 市 上 富岡 町 21 おふくろ 葵 10| 
太 和 田 誠 (18) 

廊 XIturbo model10 用 G-RAM・CZ-BGR2 を 送料 込み 
1, 500 円 で 。 完 動 品 で あれ ば 説明 書 が な く て も 
可 。 連 絡 は 往復 ハガキ で 。 〒010 秋田 県 秋田 
市 濁川 字 三 材 作 |-74 岩沢 正樹 (|6) 

支 CZ-600DE 用 チル トス タン ド CZ-6STIE を 3 千 円 
前 後 で 。 連 絡 は 往復 ハガキ を 希望 。 〒620 京 
都 府 府 福知山 市 か し の 木 台 5-54-4 伊 井 英 善 ( 
16) 
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ヤ 「 グ ラフ ィ ッ ク 環 境 の 課題 」 は わか りや す 
く , か つ ポ イン ト を 押さ えて いま す 。 CG が そ 
ここ こ に 池 沙 し て は いる も の の , いざ 「 や っ 
て みよ う 」 と 思っ て も そう 簡単 に は いき ませ 
ん た じ ね 。 3D と な 本 湊 な お の 才 そ た で も うく し 
か し 送 に 「 や ろう 」 と 思え ば 「 で きる 」 環 境 
が 今 の われ われ に は 用 意 さ れ て いる の も 確か 
で す (特に X68000 ユ ー ザ ー さ ん , 君 の こと だ 
よ )。8 ビッ ト 全 体 の パソ コン 市 場 で は , 高度 
な CG を 作る こと に お いて は 「 軸 が な か っ た の 
で は な く 空 が な か っ た 」 と いう の に は うな ず 
きま し た 。 それから , 3D デ ー タ の 共通 化 な ど 
は ぜひ や っ て も らい た いこ と で す 。2D で も や 
っ て ほし いな お あ 。 それ に し て も : こ 友 か ちな は 
I6 ビ ッ ト 以 上 で な いと 3DCG の 話 に は つい て い 
け な い よう や す な あ 。 ワイ ヤー シセ レーム そ デ 
モ っ て た シル フィ ー ド や ウィ バー ン は いま さ 
ら な が ら に 凄い と 思い ます 。 ス ター クル ー ザ 
ー は 8 ビッ ト の 現役 ぶり を 物語 っ て いる し 。 
まだ まだ 発展 する 分 野 で すね 。 

大 津 和 之 (|9) XlturboZ 福岡 県 

ヤ 「 グ ラフ ィ ッ ク 環 境 の 課題 」 は , 短い 記事 
の た めか どこ か 消化 不良 的 で , も っ と 述べ た 
いこ と が た くさ ん あっ た の に 出さ ず じ まい だ 
っ た よう な か な 印象 を 受け た 。 せ っ か く 貴 重 な 問 
題 提起 を し て いる の だ か ら , で きれ ば ここ で 
も 具体 的 な 事例 を 多用 し て CG 最 前 線 な ど ま で 
や っ て ほし か っ た 。「 3 次 元 デ ー タ 処理 の 基本 
技 」 で の 最も 重要 な ポイ ント は 多面 体 の 回 転 ・ 
移動 だ が , この あたり は 簡潔 に 流し て あっ て 
多少 物足りな さ を 感 じ る 。 公 式 集 的 な 記述 の 
み で は た と え リ スト つき で も 「 基 本 」 を 説明 
し た こと に な ら な い の で は 。 そ うし た 説明 不 
足 を 「 透 視 変換 アル ゴリ ズム 」 ま で き て 補っ 
て いる 感じ 。「Z バ ッ フ ァ ア ル ゴ リ ズム 」 で は 
図 な ど が よく 工夫 され て お り , これ ら の 図 と 
囲み 記事 と で も 考え 方 は よく 理解 で きそう だ 。 


_ 1988 年 9 月 号 DMACS 

P.6| Y 方 向 の ドッ ト 数 が 8 で 割り 切れ な い 

場合 , 画面 下 の 一 部 が 切れ て し まい ます 。 
A44En 30 0A > 00 00 

に 修正 し て くだ さい 。 
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た だ , 全体 的 に か な り 駆 け 足 な の で も う 少 し 
書き 込ん で ほし か っ た 。 話 は 変わ る が , 研究 
用 モー ド つ き の 強 力 な 「 森 田 の 将棋 II」 が X 
68000 用 に 出 た 。 こ の ソフ ト の た め に X68000 


を 買い た く な っ て し まっ た 。 XI 用 の ほう は 処 


理 が 遅く , 定石 で 攻め まく る と 弱い 部 分 も 見 
られ た が , この へ ん は X68000 の パワ ー で な ん 
な く 解 決し て いる だ ろう 。 プ ロ で も 勝て る か 
どう か と いう 難し い 局 面 が 用 意 さ れ て いる こ 
と を 期待 する 。 

中 野 賢 一 (29) MZ-2000, XIG/turboZII, PC 
-125|, PC-880|, FM-8, BI6LX 山口 県 
ヤ 「 透 視 変 換 ア ル ゴ リ ズム 」 は 全般 に 平易 に 
説明 され て いる と 思う が , 座標 系 の 回 転 の と 
ころ は も っ と 詳し い 説明 が あっ た ほう が いい 
の で は な い だ ろ うか ?  X 軸 まわ り の 回 転 も 
考慮 し , 各 軸 まわ り の 回 転 の 順序 を 変え る と 
どう な る か , な ど な ど 。 「Z パ ッ プ ファ アル ゴリ 
ズム 」 も 十分 に 解説 され て いる 。 8 月 号 の 続 
編 に も 期待 する 。 特 に リス ト 3 の 汎用 サブ ル 


- 一 チン は コン パイ ラ の 種類 を 問わ ず 使 え そ う 


な の で , 私 に と っ て は た い へ ん 有益 な プロ グ 
ラム だ 。 ま た 「X-BASIC プロ グラ ミン グ 調 理 
実習 」 は , 全般 に 平易 すぎ る と 思う 。「X-BAS 
IC の 起動 」 な ど は 不要 。 第 | 回 の 内 容 と し て 
は こん な も の か も し れ な い が 。 今後 は グラ フ 
ィ ッ ク ry し く 書 いて くれ る と 
いい と 思う (HuBASIC と の 比較 な ん か も ちょ 
ER et 
森川 一 (24) XlturboII, X68000ACE-HD 北 
海道 

ヤマ 「 ス ムー スシ ェ イ ディ ング へ の 道 」 の よう 
に 「 最 低 限 の 努力 で 最大 限 の 効果 」 的 な 手法 
は 非常 に 好感 を 覚え る 。「 ど ん な に 細か く デ 
ー タ を と っ て 3D 表 示し た っ て 人 間 の 目 っ て 結 
構 鋭 いん だ よね 。 で も こう や っ て 人 の 目 に や 
さ し く する と 案外 粗く て も 気がつか な いん だ 」 
と いう の が 友人 の 弁 。 な る ほど , 人 間 の 人 間 
た だ る を きろ る で まね 。 

小笠 原 陽介 (21) PC-980IEX2, PC-E500 東 
京都 

マ 画 餅 シ ステ ム の よう な 発想 の (つま り 成 長 
する と グラ ウイ オック エディタ 住い いで て すね: 
これ まで 発表 され た も の は , それ | 本 で 完成 
を 目指 し て いる た め オ プシ ョ ンプ ログ ラム の 
設定 まで 気 を 回 し て は いま せん で し た 。 そ の 
点 , 画 餅 は 欲し い 機 能 だ け で も 動作 する し , 
バー ジョ ン ア ッ プ 時 も 改訂 し た い ル ー チ ン の 
差し 替え だ け で すみ そう だ し 。 個人 的 に は 階 


EM する Ma わせ は 


調 の 項目 を も う 少 し 説明 し て ほし か っ た で す 。 
藤原 博 人 (25) XlturboZ 鳥取 県 
YMZ-2500 は も と も と 8 ビッ ト の 中 で は 突出 
し て いる 機能 を 持つ マシ ン な の に , メー カー 
サイ ド か ら そ の 力 を 生か せる よう な グラ フィ 
ッ ク エ ディ タ が 出 て いな い の は 残念 な こと だ 
が , 画 餅 シ ステ ム の よう な サポ ー ト が ある の 
は 素 晴 し いと 思う 。 仕様 も な か な か 意欲 的 で 
これ か ら が 楽し み だ 。 今後 は ウィ ンド ウシ ス 
テム や ぼかし な ど , 読ん で いる だ け で も 楽し 
いよ うな 部 分 も 重点 的 に や っ て ほし い 。XItu 
rboZ や 他 機 種 の ユー ザー に も 参考 に で きる よ 
うな 連載 に し て も らい た い 。 ま た ,「X68000 マ 
シン 語 プ ログ ラミ ング 」 て で 詳し く DB.X を 説明 
し た の は 正解 と いえ る だ ろう 。 や は り マ シン 
語 の プロ グラ ミン グ に は デバ ッ グ が 重要 だ 。 
今後 は 何 か 1 本 の プロ グラ ム を 題材 に し て 詳 
し て く て 解説 じ て い っ で ぐれ る と う 析 も い 。 それ 
か ら , 使用 法 が 中 心 だ っ た 今月 の 「MZ-2500 
MIDI 入 門 」 で は , も う 少 し 動作 の 一 般 的 な 解 
説 も いれ て くれ た ら も っ と 面白 か っ た 。 また ., 
「 わ れ ら 電脳 遊戯 民 」 が 最終 回 に な っ て と て 
も 寂し い 。 思 うに ゲー ム 界 は いま だ 甘え て い 
る 人 ほ よ せん ゲー な だ が それ で も ゲー ム な 
の だ 。 オ タク うけ を 狙っ た グラ フィ ッ ク , 型 
に は め て 作っ た よう な 物語 , な ん ら 変 化 の な 
い 音楽 。 な に より , 出 て は 消え て いく 数 々 の 
EE に だ こと 信博 で 考え な で で は か な 
ら な いと 思う 。 

西田 宗 千佳 (18) XIFmodel 20, X68000 福 
井 県 

ヤ 「D6GA*CG ア ニメーション 講座 」 は , 初回 
と いう こと も あっ て か まだ 「 前 置き 」 で 今後 
どう 展開 し て いく の か は は っ きり し ませ ん 。 
PCGA と いう 点 に は お お い に 殖 同 し ます 。 そ し 
て , それ を 盛り 上 げ る た め ソ フト を 柔軟 に 配 
布 し よう と いう や り 方 も 必ず 多く の 賛同 を 得 
る で し ょ う 。 私 見 で す が , どちら か と いえ ば 
アニ メ 的 な CG の ほう が 興味 が あり , パソ コン 
サン デー に よれ ば 2D 用 の ツー ル も 制作 中 と の 
こと て 期待 し て いま す 。 

湯沢 聡 (26) MZ-2500/2800, XIturbo, X68000, 
PC-I360K 東京 都 

いつ も 新しい 視点 か ら の 考え 方 を みせ て く 
れ た 「 わ れ ら 電脳 遊戯 民 」 が 最終 回 に な る と 
は 残念 で す 。 今後 も この よう に 斬新 な 切り ロロ 
の 記事 を ぜひ 連載 し て くだ さい 。 

末吉 克行 (20) MZ-700, XIG/C, FM-7, MSX 
兵庫 県 


ーー 


ブフ 


特集 の ハー ド デ ィ スク と プリ ンタ の 活用 編 
は いか が で し た か 。 フ ロッ ピー ベー ス で は 動 
作 の 難し い ソ フト も 出 て き て ます ます 寺 要 の 
高まっ て いる ハー ド デ ィ スク 。 ち ょ っ と し た 
仕組 み を 知っ て 工夫 すれ ば いろ いろ 使え る プ 
リン タ 。 それぞれ, パソ コン の 周辺 機器 の 代 
RS 
こと で し ょ う 。 こ れ を 機会 に 使い こなし に 
RE 穫 ーー ーー 
する 要望 も 含め て , みな さん の ご 意見 を お 待 
ち し て いま す 。 
今月 は ペー ジ の 都合 に より 「( で ) の ショ ー 
ト プ ロ ば ー て い ぃ 」 は お 休み で す 。 ご めん な さ 
い 。 で も , 来 月 号 で は マシ ン 語 ショ ー ト を 予 
定 し て いる か らち うこ 期待 , と (で ) 氏 が いっ 
て お り ま す の で 皆さん 楽し み に お 待ち くだ さ 
い 。 
帰省 先 の ある 皆さん に お 願い し ます 。 投稿 
作品 な ど に は , 現住 所 と いっ し ょ に 帰省 し て 
いる と き の 連 絡 先 も 書い て お いて くだ さい 。 


Es 


1 カカ 月 ほど ミシガン の 大 学生 が ホー ムステイ し て 
た ん だ けど , これ か が 豪 気 な 奴 で 夜中 ま で 人 の 部 屋 で 
遊ん どい て 翌朝 「 ね ぼ ぽ す け 」 と 起こ し に くる 。 自 分 
の 時 間 が 取れ な い の で 一 計 を 案じ , 居間 に XI を お い 
て TETRIS を や ら せ た ら , そこ か ら 動 か な く な っ た 。 
助かっ た 。 

げに 有り 難 き は ロシア 人 の 知恵 か な 。 (H.U.) 
偉大 な る 指揮 者 ヘル ベル ト ・ フ ォ ン ・ カ ラ ヤ ン 氏 
が 逝去 し た 。 来 年 の 2 月 に 来 日 が 決ま っ た 矢先 の 突 
然 の この 出来 事 に , 氏 を 愛す る ひと り と し て 大 き な 
悲し み に 包 まれ て いる 今日 この 頃 で す 。 あ ーー も う , 
試験 も 終わ っ た し ジメジメ し て て も し ょ う が な い , 
夏 な ん だ か ら 。 こ うな っ た ら 海 に 山 に と 遊び 回 っ て 
や る た ん だ から に それ レッ ツラ ゴー !! (H.K.) 
すい ませ ん 。 シ ョ ー ト プロ ば ぱ ば ー て い は いき な り そ 
の 2 (今月 号 ) が 休載 と いう こと に な っ て し まい ま 
し た 。 それから, 先月 号 の その | で は 中 見 出し が 落 
ち て いま し た 。 そ し て さら に イラ スト の 高橋 君 の 名 
前 も 落ち て いま す 。 本 当 に 皆さん に ご こ 迷 惑 を か けど 
うし で 大 変 申 し 訳 な くん 思い ます 。 来 月 号 か ら は この 
よう な こと が な いよ うに … す る つも り で す 。 (で ) 
6 月 号 の 「 組 曲 ユ ー フ ォ リ ー」 の 感想 を 送っ て く 
れ た 人 。 どう も あり が と う 。 そ の 中 に な ん と 原作 曲 
者 で ある サコ ム の 斎藤 学 氏 か ら の が あっ た の に は 驚 
きま し た 。 そう いえ ば サコ ム の PC88 用 新作 「 ヴ ァ ル 
ナ 」 の 曲 も 氏 の 作品 で す が , これ が また , SB 2 対応 
の いい 曲 ば か りな の で 皆さん 機会 が あっ た ら 是 非 聴 
いて み ま し ょ う ! ( 善 ) 


作品 に 関し て お 尋ね し た いこ と が ある と き , 
「 夏 休み で 田舎 に 帰っ て る ん だ 」 な ん て いう 場 
合 で も 連絡 で きる と あり が た い の で す 。 どう 
か が よみ し く 。 
ヤ 「 残 暑 が 続く 長い 夏 に な る 」 と いう の は 気 
象 庁 の 予測 で し た が , 今年 は 7 月 中 か ら ず い 
ぶん 台風 の 影響 を 受け まし た ね 。 こ ん な と き , 
長年 あま り 変わ ら な いも の の ひと つと し て , 
車 の ワイ パー と 並ん で 健 が あげ られ る と 思い 
ます 。「 雨 は な ぜ 空 か ら 降 る ん で し ょ う 」「 地 
面 か ら 降 っ て きた ら 傘 が させ な いか ら 」 な ん 
て シャ レ に も な り ま せん が , 確か に 雨よけ 用 
パー ソナ ルツ ー ル と し て は , 現在 の 傘 より 優 
れ た も の は 考え に くい で すね 。 開く と 内 側 に 
世界 地図 や 星座 が 描か れ て いる も の も あっ た 
り し て , う 一 ん 世紀 末 に は こう いう も ん も 流 
行 る ん だ , な ど と わけ の わか ら な い 感 心 の 仕 
方 を し て し まい ます 。 そう そう ,。 か の E.T. だ 
っ て PHONE HOME す る の に カサ 使っ て まし 
た っ け 。 そ れ を いう な ら メ アリ ー・ ポ ピン ズ 
さん は 日 傘 で 飛ん で き て た し , サザ エ さ ん に 
も 「 カ サ の 効用 」 っ て の が あっ た 。 

ます ます わけ が わか ら な く な り そ う な の で 
また 来 月 。 暑 さ 負 け に 気 を つけ て , 夏休み 後 
半 も 楽し く お 過ごし くだ さい 。 
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パリ ・ コ レ も も う 秋 冬 。 今年 の 話題 は や は り ,「 フ 
エレ 」 デ ザイ ン の ディ オー ル だ ろう 。 新しい デザ イ 
ナー の 登用 は シャ ネル の ララ ガー フェルド な どの 前 例 
も ある が , 今回 は イタ リア 人 デザ イナ ー に よる フラ 
ンス ブラ ンド で ある 。 現状 を 変え て いく の は た い へ 
ん な こと で は ある が , それ を 乗り こえ な けれ ば 現状 
維持 は ( も ちろ ん 進歩 も ) な い の だ , と 思う 。 (CW) 
ここ に 箱入り ティ ッシュ に か ぶせ る カバ ー が ある 。 
男の子 が 類 杖 を つい て うつ 伏せ に 寝そべっ た 格好 を 
し て て 背中 か がら ティ ッシュ を 取り 出す 。 な か な か 可 
愛 い の だ けど , 背中 が メキ ャ ッ と 裂け て ズル ズル と 
内 容 物 を は み 出さ せる 様 は 物体 X ぽ くも ある 。 内臓 
模様 の ティ ッシュ が あれ ば 似合う か も し ん な しい 。 今 
日 は テレ ビ で 『The Thing』 の 新旧 2 本 立て 。 (Mu) 
py 「 原 子 心 母 シ ジフ ォ ス 」 と いう 名 に つら れ て , 日 
触 歌 劇団 の 演劇 を 見 に 行っ て し まっ た 。 そ の 前 に 六 
本 木 で シン クロ エネ ジャ イザ ー し て きた せい か どう 
か 知ら な い が , 久々 に 面白 い 芝 居 だ っ た 。 な ん と い 
っ て も 客席 まで 飛ぶ 血 , 杭 か ら よ み が え る 吸血 鬼 が 
猟奇 ツ 不老 不死 の 吸血 鬼 は , 永遠 に 岩 を 押し 続け 
る シー シュ ボス と 同じ 悲哀 を 育 負 っ て いる の だ 。(K) 
無事 アメ リカ 出張 か ら 戻 っ て くる こと が で き て 嬉 
し い 。 ア メリ カ と いえ ぱ , 最近 アメ リカ の 会 社 に 転 
職 し た 友人 の 言葉 が 忘れ られ な い 。 粗 挽き ナン トカ 
製法 の ジャ 〇 ブ と いう 缶 コ ー ヒ ー が ある が , ジ 〇 イ 
プ と いう の は スラ ング で オシ 〇 コ と いう 意味 が ある 
そう だ 。 ア メリ カ 人 で この コー ヒー を 買う 人 は いる 
の か な あ 。 (伏せ 字 だ ら け の KO) 
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投稿 応募 要領 

@ 原稿 に は , 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 職 業 ・ 連 絡 
先 電話 番号 ・ 機 種 ・ 使 用 言語 ・ 必 要 な 周辺 
機器 ・ マ イコ ン 歴 を 明記 し て くだ さい 。 

@ ブ プロ グラ ム を 投稿 され る 方 は , 詳し い 内 容 
の 説明 , 利用 法 。 で きれ ば フロ ー チ ャ ー ト 。, 
変数 表 . メモ リマ ッ プ (マシ ン 語 の 場合 ) 
に , 参考 文献 を 明記 し , プロ グラ ム を セー 
プ し た テー プ (ディ スケ ッ ト ) を 添え て お 
送り くだ さい 。 ま た , 掲載 に あたっ て は , 
編集 上 の 都合 に より 加筆 修正 させ て いた だ 
く こ と が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 

@ ハ ー ド の 製作 な ど を 投稿 され る 方 は , 詳し 
い 内 容 の 説明 の ほか に 回 路 図 , 部 品 表 , で 
きれ ば 実体 配線 図 も 添え て くだ さい 。 編集 
室 で 検討 の 上 , 製作 し た ハー ド か 必要 な 場 
合 は ご 連絡 いた し ます 。 

@ 投稿 者 の モラ ル と し て , 他 誌 と の 二 重 投 稿 , 
他 機 種 用 プロ グラ ム を 単に 移植 し た も の は 
固く お 断り いた し ます 。 

あて 先 
102 東京 都 千 代田 区 九段 南 2-3-26 井 関 ビ ル 
日 本 ソフ トバ ンク 出版 部 
Oh!X「 ぢ こざ)」 係 
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pp 「 恐 頂 は 人 間 が 現れ る より 以前 か ら 存 在 し , 人 間 
減 び て か ら も 存在 する だ ろう 」 と は 「 幻 の 城 」 で 
バイ ロン を 演じ た と き の ヒ ュー・ グ ラン ト の 台詞 
グラ ント の 口 か ら 出 た ん で は , ナマ 言う ん じゃ ね ーー 
よ 若 造 が に な っ て し まう の は 惜しい 。 が , 自分 の 
創作 し た 「 恐 頂 」 が 実体 化す る と いう 恐 頂 に 捕らえ 
られ る マリ ー・ シ ェ リ ー は な か な か よかっ た 。( よ ) 
ハー ド デ ィ スク の 定価 を 調べ る 。 あ まり の 実 売価 
格 と の 差 に 驚く 。 自 民 党 の 総裁 候補 に つい て 情報 を 
得 よ うと 『 シ アタ ー ア ッ パ レ 』 を 見 る 。 載 っ て いな 
い ……。 洋行 帰 り の K 0 氏 に 話 を 聞く 。「 英 語 は 通 
じ た ん で すか 」「C 言 語 で 筆談 し まし た 」 な る ほど 。 
3 カ月 前 に 買っ た は ず の ビデ オデ ッ キ は まだ 届か な 
(U) 
X68000 の 場合 , 次 に 望ま れ て いる ゲー ム ソ フ ト 
と いう の は 比較 的 ダイ レク ト に 伝わっ て きやすい の 
だ が , その ほか の アプ リケーション に つい て は 皆 さ 
ん か ら の リク エス ト の 声 が , 最近 あま り 活 発 に 聞か 
れ な く な っ た よう な 気 が す る 。 今後 どの よう な アプ 
リケーション を 期待 し て いる の か , ご 意見 が あれ ば 
ぜひ お 聞か せく だ さい 。 (N) 
写真 で 見 る と 左 か な と 思っ た けど , 動い て いる と 
や っ ぱり 右 だ ね 。 発売 日 に 買っ た LD (3 曲 入 り で 
2400 円 ) の 感想 を 話す と 「 ま っ た く オ ジ サ ン な ん だ 
か ら ぁ 」 な ん て 声 が 返っ て きた 。 ふふふ , どちら が 
いい っ て 言え る の は まだ だ いじ ょ うぶ 。 区 別 が つか 
な いよ うだ と 完全 に オジ サン だ よ 。 と は いえ , 一 回 
り も 違う ん じゃ 物理 的 に オジ サン か 。 (T) 
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最近 , 「Dyna Book (J-3100SS) っ て どう な ん 
で し ょ うか ? 」 と 商 か れる ご ご と が 多い 。 

私 の まわ り に は それ 以前 か ら ポ ボー タ ブル ワー 
プロ を ほし が っ て いる 人 が 結構 多かっ た 。 本当 
に 持ち 運べ て , 年 賀 状 以外 の 用 途 に も ちゃ ん と 
使い も の に な る も の を , だ 。 ポ ー タ ブル ワー プ 
ロロ と いっ て も , どこ が ポー タブ ル な の か よく わ 
か ら な い 重 い マ シン (ああ , PC-1600K は ポー タ 
ブル コン ピュ ー タ だ っ た の に ) は あっ た が , 速 
度 も 原稿 書き な ど を する に は 耐え られ な いく ら 
い 遅 いも の が ほとん ど だ っ た 。 

その うち , 大 き さ 的 に は 手頃 な も の が 現れ た 。 
いわ ゆる ノー トワ ー プ ロ だ 。 ノ ー ト ワー プロ 各 
機種 を 見 渡し た な か で は SONY の PRODUCE 10 
00 が も っ と も 理想 に 近い も の だ っ た 。 が, 実際 
に 触っ て みる と いま ひと つ 使 い 勝 手 が 悪 く , ま 
た , 機能 を 見 て いる と 「 こ こま で や る な ら , な 
ん で パソ コン に し な いん だ 」 と いう 茜 立 ち を 覚 
えて くる 。 こ れ は ほか の ノー トワ ー プ ロ に 対し 
て も 感じ る こと だ 。 パ ソコ ヨン な ら 気 に いら な い 
部 分 に 手 を 加え て …… と いっ た こと も 考え られ 
る が , 押し 着せ の 機能 し か 持た な い 専 用 機 で は 
a 

こう な れ ば , 増設 プリ ンタ 部 の 中 身 を くり 抜 
いて | ボー ドコ ンピュータ を 入れ , RS-232 C で 
本 体 と 接続 する , と か 遊び 半分 な が ら , 結構 真 
面目 に 改造 計画 を 練っ た こと も あっ た 。 そ れ ほ 
ど ま で に , 持ち 運べ る ワー プロ を 渦 望 し て いた 
の だ (も っ と も , 自由 時 間 を 削っ て 仕事 で きる 
と いう だ け の メリ ッ ト し か な い の だ が )。 

そん な お り に 突然 発表 され た の が この Dyna 
Book だ 。 パ ソコ ン な ら ワ ー プ ロ に も な る だ ろう , 
と いう 期待 も で きる し , スペ ッ ク が それ まで の 
ポー タブ ル パ ソ コン を 人 和 進 か に 凌い で いる 。 期待 
する な と いう ほう が 無理 な の だ 。 

問題 が な いわ け で も な い 。 透過 型 液晶 パネ ル 
を 使う と バッ クラ イト の 分 だ け 電 力 消費 が 多く 
な り , 反射 型 液晶 に 比べ て 動作 時 間 が 短く な る 
と いっ た 指摘 も ある 。 従 来 タ イプ の J-3100SL 
で は 反射 型 液 晶 で 連続 使用 4 時 間 が 可能 で あっ 
た の だ が , J-3100SS で は それ が 2.5 時 間 に 短 縮 
され て し まっ た の だ 。 その ほか J-3100 シ リー ズ 
の 周辺 機器 が 接続 で き な い な ども , や や 気 に か 
か る 。 今後 の 各社 か ら 予 想 さ れる 対抗 機種 に よ 
っ て , 決定 版 と は な ら な いか も し れ な い 。 

し か し , それ で も な お , この マシ ン の 夷 た し 
た 役割 り , 果たす べき 役割 り は 大 きい 。 小さ な 
デス クト ドップ と し て し か 使わ れ な い ラ ッ プ トッ 
プ で は 意味 が な い 。 パ ソコ ン ユ ー ザ ー の 多く が 
願っ て いた マシ ン が 現実 に 近づい た と いう 意味 
で 素直 に 喜び を 感じ る 今日 この 頃 で ある 。 

東芝 の J-3100 シ リー ズ は 世界 で いち ば ん 売れ 
て いる ラッ プ ト ッ プ マ シン 。 高級 機 で は , 80386 
に 1I00M バ イト ハー ド デ ィ スク を 積ん で UNIX が 動 
く 。 世 界 的 に も 評価 は 高い 。 し か し , 単なる ラ 
ッ プ トッ プ MS- DOS マ シン に “Dyna Book" と 名 
づけ る な ら ば , 486 で も 載せ た 32 ビ ピット UNIX マ 
シン に は “HAL9000" と いう 名 前 を つけ か ね な い 
0 ッッ と 思う と 妙 に 恥ず か し く な る 。 もし, J 
-3100SS が 富士 XEROX に OEM 供給 され て XER 
OX ブラ ンド の “Dyna Book” が 発売 され る こと 
に で も な っ た ら ( 決 し て あり えな い 話 じゃ な い ), 
アラ ン ・ ケ イ は いっ た い ど ん な 靖 を する だ ろう 
の "2 (U) 
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1989 年 10 月 号 9 月 18 日 (月 ) 発 売 
特集 ゲー ム 面 白 心理 学 


最新 ゲー ム 要 素 徹底 分 析 ファ ンタ ジー ゾー ン / ダ ブル 
イー グル / サ バッ シュ / ね じ 式 / 維 新 の 嵐 他 


ゲー マー 必見 / 


X58000 ゲ ー ム 年 表 


MZ-700System-7 日 用 シュ ー テ ィング ゲー ム SIDEROLL-F 


バッ ク ナ ン バー 常 1 


東京 神保 町 三省 堂 神田 本 店 5F 
03(233) 3312 
// 書泉 ブッ クマ ー ト BI 
03(294)001Il 
/ 書泉 グラ ン デ 5F 
03(295)0011 
秋葉 原 T-ZONE 7F ブ ッ ク ゾ ー ン 
03(257)2660 
八重 州 和 八重洲 ブッ クセ ンタ ー3F 
03(281)1811 
新宿 紀伊 国屋 書店 本 店 
03(354)0131 


高田 馬場 未来 堂 書店 
03(200) 9185 


渋谷 大 盛 堂 書店 
03(463)0511 
池袋 リプ ブロ 池袋 店 
03(981)0IIl 
// 西武 百貨 店 9F 
コン ピュ ー タ ・ フ ォ ー ラ ム 
03(981)01I1I 
神奈 川 横浜 有隣堂 横浜 駅 西口 店 
045(311)6265 
// 有隣堂 ルミ ネ 店 
045 (453)0811 
藤沢 有隣堂 藤沢 店 
0466 (26) 1411 


定期 購読 の お 知ら せ 


Oh!X の 定期 購読 を ご 希望 の 方 は , と じ 込 
み の 振 替 用 紙 の 「 申 込 書 」 欄 に 何 年 何 月 号 か ら 
を ご 記入 の うえ , 年 間 購 読 料 6,720 円 (税込 ) を 
添え て お 申し 込み くだ さい 。 そ の 際 , 裏面 の 通 
信 欄 に 「 〇 年 〇 月 号 よ り Oh!X 定期 購読 希望 」 
と 忘れ ず に 明記 じ て ぐ だ さい 。 なお, すでに 
定期 購読 を ご 利用 いた だ いて いる 方 に は , 購 


7777 ハ い sas 


X1 用 カー ド ゲ ー ム 日 OndIng 


有隣堂 厚木 店 
0462(23)4111 
平塚 文教 堂 四 の 宮 店 
0463 (54) 2880 
千葉 柏 新星 堂 カ ル チ ェ 5 
0471|(64)8551 
船橋 リプ ブロ 船橋 店 
0474(25)01Ill 
// 芳 林堂 書店 津田 沼 店 
0474(78) 3737 
千葉 多田 屋 千葉 セン トラ ルプ ラ ザ 店 
0472(24) 1333 
埼玉 川越 黒田 書店 
0492(25)3138 
川口 岩渕 書店 
0482(52)2190 
茨城 水戸 川又 書店 駅 前 店 
0292(31)0102 
大 阪 北 区 旭屋 書店 本 店 
06(313)1191 


都島 区 通る 堂 京橋 店 
06(353)2413 


京都 中 京 区 オー ム 社 書店 
075(221)0280 
愛知 名 古屋 三省 堂 名 古屋 店 
052(562) 0077 
/ パソ コン 上 前 津 店 
052(251) 8334 
刈谷 三洋 堂 書店 刈谷 店 
0566(24)1134 
長野 飯田 平安 堂 飯田 店 
0265(24) 4545 
北海 道 室蘭 室蘭 工業 大 学生 協 


0143 (44) 6060 


読 期限 終了 と 同時 に ご 通知 申し 上 げ ま す の で , 
同封 の 払込 用 紙 を ご 利用 くだ さい 。 
海外 送付 ご 希望 の 方 へ 
本 誌 の 海外 発送 代理 店 , 日 本 IPS (株 ) に お 
申し 込み くだ さい 。 な お , 購読 料金 は 郵送 方 
法 , 地域 に よっ て 異な り ま す の で , 下記 宛 必 
ず お 問い 合わ せく だ さい 。 
日 本 IPS 株 式 会 社 
〒I0| 東京 都 千代 田 区 飯田 橋 3-11-6 
会 03(238)0700 


田 |989 年 9 月 | 日 発行 定価 560 円 (本 体 544 円 ) 


園 発行 人 丈 正義 
一 編集 人 橋本 五郎 
田 発 売 元 (株 ) 日 本 ソフ トバ ンク 


一 出版 事業 部 〒|02 東京 都 千代 田 区 九段 南 2-3-26 井関 ビル 


Oh !X 編集 部 人 容 03(230) 7681 


出版 営業 部 傘 03(230)7670 FAX 03(262)8397 


広告 営業 部 傘 03(230)7672 


一 刷 凸版 印刷 株 式 会 社 


⑥1989 SOFTBANK CORP. 雑誌 02179-9 本 誌 か ら の 無断 転載 を 禁じ ます 。 


落丁 乱丁 の 場合 は お 取り 替え いた し ます 。 


郵便 は が き 
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多 町 局 
未 訟 、 
018 _- 
(受取 人 ) 
差出 有効 期間 、 
1990 年 9 月 30 東京 都 千 代田 区 
日 まで 九段 南 2-3-26 井 関 ビル 
則 日 本 ソフ トバ ンク 
{AR 編集 宣行 
HHHHH き 
住所 
氏名 年 齢 
・ 勤 務 先 
学校 ・ 学 部 ・ 学 年 


{NAR 9 


念 編 集 室 へ の メッ セー ジ 


いち ば ん 良かっ た 記事 : 興味 の な か っ た 記事 
: これ か ら 載 せ て ほし い 記事 内 容 本 誌 以外 に お 読み の パソ コン 雑誌 


: 推薦 する 市 販 ソ フト 
ウル 因 1 
: 推薦 理由 : 


: 推薦 する ワー プロ ソフ ト を 挙げ て くだ さい 


: あな た の 愛 機 は (所 有機 種 に O 印 を つけ て くだ さい ) な 

: X1( マ ニア タイ プ .C.D.F.G.twin) X1turbo(model 10,20.30,40.ILIIL.Z.ZII.ZIII) 

: MZ-(80K/C. 1200, 700, 1500, 80B, 2000. 2200.2500.2861) 

: X68000( ノー マル , ACE, PRO, EXPERT. [HD]) その 他 : 
: FD( 基 ) TAPE 0D HD( MB) マリ ンタ ( ) : 


77777 へ い 9 


ここ ここ < ご ご と ここ ご で ご て ご ご て お ここ ここ ここ と で こと ご ニー ニー ニー こ = こ ーーー ニ ーー ニー ニー= こ ニー とこ ーー ニー ニー ニーーー ニ ーーー ニ ーー ニー= こ ニー で ーー ここ モ ーーー ボ ーー ニーー ニ ーーー ニー ニーーーー デ 


~ | の 
※※ 創っ 月 杜 
年 6 刊 て すす 
た し ご の 1 加 
間 月 ら の () ( の 
_ 五 の 振 h ′ あ 
年 間 | 
〇 五 付 用 本 
| 部 人 
(2 ん が 半 紙 重 | 取 信 継続 申し 込み 
. Ct な で ら に ー TC NO. 
人 円 円 り の 策 P い 者 Oh/PC 定 期 購読 | リート 
6 ま 申 月 で い 
リ 共 すし ゃ し 事 < 
に の 込 日 し し 島 さ 
: a < 15 け ・ 
料 了 日 新司 し 込み 
) 承 9 ー @ も 月 刊 情報 必 環 購読 TT 継続 申し 込み 
了 4 に 上 さ 処理 試験 年 。 月 9 より | JS NO. 
よ い 
税 い 日 り 0 
込 発 ま Ri - の 払込 て -、 下 部 の 欄 を 汚さ な いよ う 特に 御 注 
み ーー す . この 払込 通知 票 は 、 機械 で 使用 し ます の て 、 下部 7 よ う ー 
6 人 まで だ さい 。 また 、 本 2 
新 依 リ 1 


ーー ニー = ペー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー- 


押 昌 本 ソ フト バン ンク | 


(郵便 番号 


へ べべ て 操 さ と ロン 区 半 / 下 医 吾 ※S 潮 申 


ot 


"ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーー 


at と どき 伴 也 溢 (! い ) 誠 


投稿 プロ グラ ム 大 募集 


Oh !X で は , 毎月 さま ざ グラ ム を 掲載 し て お り ま す 。 
これ ら は すべ て , ゲー ム 音 楽 うち に 自分 の マシ ン て 演 
奏し て みた く な っ た , 市 販 の も の も ある けど も っ と 便利 な グラ フィ 
ッ ク ツ ー ル が 欲し か っ た , また は MZ-700 で スペ ー ス ハリ アー を 遊 
び た い な ど , どれ も 皆さん が 日 常 の な か で パソ コン と 接し て いる う 
ち に 。 ふ と 思い つい た こと を 形 に し よう MO 
作 , 名 作 ば か りな の で す 。 rr 人 

で も , 読者 の 皆さん が そう し て 作り 上 げた プロ グラ ム を , 一 部 の rr ee i 
方 を 除い て は 自分 の ディ スク の な か だ け に し まっ て お く の は も っ た 
いな い 話 。 ひ と り で も 多く の ユー ザー に 使っ て も ら え ば , また それ 
を ベー ス に し て 新しい プロ グラ ム が 生ま れる 可能 性 だ っ て 広がる の 
で お 。 

で すか ら , OhIX で は そう いっ た ちょ っ と し た きっ か け を 機 に , 
完成 度 の 高い も の より も 自分 の アイ デア を その まま 形 に し た よう な かな, 
オリ ジ ナ リティ あふ ぶれ る 投稿 プロ グラ ム を スペ ー ス を 空け て お 待ち 
し て いま す 。 も ちろ ん , ピコ ピコ ゲー ム の よう な ショ ー ト プロ グラ 
ム も 大 歓迎 。 自 信 作 を お 持ち の 方 は , 募集 要項 を よく お 読み の うえ ” : CO 
ぜひ ご 参加 くだ さい 。 お 待ち し て いま す 。 MZ-2500 用 ピコ ピコ アー 4 月 号 ) 


っ 
ES EE SS EE ; 


X1/X1 turbo 用 割り 込み 


ミュ ー ジ ッ ク シ ステ ム PSI 放 1 本 50000 MTA 
GSP MEY BOARD WME 

(1988 年 3 月 号 ) 縛 紅 尊 聞 8 

ER CORD EMI 4 


っ 前 由衣 ER NP WLME C815) 2 1 
00 | WW 部 0 

ょ ちる で で 
< ER STEN 錠前 0RESS こ 
EMD ADDRESS = FE 


第 4-6 小 容 密 座 憎 4-4 
憶 里 乏 アル チア 1IV 


な ムラ タン 
se 


伯 発 、 MA (1-3)REfeiLONNEOLe999 ? 3 


| 1 計 1 


容認 を 取り ます 。 よろ し いで すか ? (YesiV/8 NoiN/KETD 邊 


2 
ait i ーー 。 


wa ae SRGRRY 。 «oto. Dna 


X68000 用 スト ラテ ジー ゲー ム STAR TREK | 


(1988 年 中 月 号 ) 2 [ ai iii 
S-OS“SWORD" 用 ELFES X1turbo 用 レイ トレ ー シ ン グ ツ ー ル turbo RAY TRACER 
(1988 年 2 月 号 ) (1988 年 9 月 号 ) 
|) お 送り いた だ く プ ログ ラム に は , 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 職 業 ・ 連 月 号 が 決定 し た 時 点 で 当方 より ご 連絡 を 差し 上 げ ま す 。 特に 各種 
絡 先 電話 番号 ・ 機 種 名 ・ 使 用 言語 ・ 必 要 な 周辺 機器 ・ マ イコ ン 礎 ツー ル 関 係 , ハー ド 関 係 の も の に つき まし て は 。 特集 内 容 な ど を 
き を 明記 の うえ , 封書 の 宛て 先 の 最後 に は 「Oh!X LIVE」 や 「S- 考慮 し た うえ で 採用 が 決定 され る こと が あり ます の で, 採用 結果 
0S SWORD 」, 「 投 稿 ゲーム プ ログ ラム 」 な ど , プロ グラ ム の 内 を ご 連絡 する まで に 時 間 が か か っ て し まう 場合 も あり ます 。 
投 容 を 明確 に ご 記入 くだ さい 。 6) 投稿 いた だ いた プロ グラ ム に バグ 等 が 発見 され た 場合 に は , 新 
稿 2) 投稿 さき れる プロ グラ ム に は , 詳し い 内 容 を 記入 し た 原稿 と 一 緒 し い プ ログ ラム の 入っ た メデ ィ ア と 一 緒 に , 文書 に て ご 連絡 くだ 
墓 に フロ ー チ ャ ー ト , 変数 表 . メモ リマ ッ プ , 参考 文献 な どの 資料 さい 。 
集 も お 書き 添え の うえ お 送り くだ さい 。 ま た , お 送り いた だ いた 原 。 7) 掲載 され た 投稿 プロ グラ ム に 対し て は 当社 規定 の 原 策 料 を お 支 
要 本 コク で 0 策 。 信 直さ きせ て 1 いた だ (場合 が あり ます 。 払い いた し ます 。 ま た , プロ グラ ム の 著作 権 等 は 制作 され た 方 に 
項 3) お 送り いた だ く プ ログ ラム は 最低 2 回 は セー ブ プ し て くだ さい 。 保留 され ます が , PDS と し て ネッ ト な ど に アッ プロ ー ド され る 場 
基本 的 に 同封 され た カセ ッ ト テ ー プ お よび フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 合 は , 必ず 編集 室 ま で 事前 に ご 連絡 くだ さい 。 な お 。 一 般 的 モラ 
つい て は ご 返送 いた し ませ ん の で 。 あらかじめ ご 了承 くだ さい 。 ル と し て , 他 誌 と の 二 重 投稿 また は , 他 誌 に 掲載 され た プロ グラ 
4) ハー ド 製 作 関係 の 投稿 に つき まし て は , 最初 は 詳し い 内 容 の わ ム の 移植 な ど に つい て は 固く お 断わり いた し ます 。 
か る 原稿 の みお 送り いた だ けれ ば 結構 で す 。 その後 , 当方 に お い 宛て 先 
て 製作 物 が 必要 だ と 判断 し た 場合 は , 改め て ご 連絡 いた し ます 。 〒102 東京 都 千 代田 区 九段 南 2-3-26 井関 ビル 


5) お 送り いた だ いた 投稿 プロ グラ ム の 採用 に つき ま し て は , 掲載 日 本 ソフ トバ ンク Oh!X 編 集 室 「 投 稿 プロ グラ ム 」 係 


ここ に は 1988 年 9 月 号 か ら 1989 年 8 月 号 ま で を ご 紹 
介し まし た 。 現在 1987 年 4 1988 年 |, 2, 4 一 12, 1989 
年 | 一 8 月 号 ま で の 在庫 が ご ざい ます 。 バ ッ ク ナ ン 


バー お よび 定期 購読 の お 申し 込み 万 法 に つい て は 本 
文 160 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


\ 9 月 号 

特集 半期 に 一 度 の グラ フィ ッ ク バ ザー ル 
CG アニ メ の 手法 入門 / ワ イヤ フレ ー ム に よる 3D/X 
68000 ス プラ イト / 画 像 処理 の 基礎 知識 /turbo RAY 
TRACER/MZ-2500 用 グラフィック エディ タ DMACS 
THE SOFTOUCH C-TRACE68/SAMPLING PRO-68K 他 

| C 調 言語 講座 PRO-68K(3) 謎 の 低 次 元 グ ラフ ィ ッ ク 
MIDI 活 用 テク ニッ ク (2) 割り 込み に よる MIDI 通 信 
 Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 (2) 応用 へ の 基礎 固め 

全 機 種 共 通 シ ステ ム ライン エディ タ TED-750/WINER の 拡張 


10 月 号 

特集 百花 線 乱 ゲー ム バ トル ロイ ヤル 
最新 ゲー ム 総 登場 ハイ ドラ イド 3/A 列 車 で 行こ う II / 
た ん ば / 熱 血 高校 ドッ ジ ボ ー ル 部 / フ ルス ロッ トル 他 
MZ-700 用 SPACE HARRIER 

@ Oh!X LIVE 1974(I6 光 年 の 訪問 者 ) / 瑠 璃 色 の 地球 / 
二 人 の ゼネ レー ショ ン / バ ッ ハ の アリ ア 

MIDI 活 用 テク ニッ ク (3) 複 数 の 音源 を 操る テク ニッ ク 

C 調 言語 講座 PRO-68K(4)/Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 (3) 

全 機 種 共通 シス テム SLANG 用 拡張 ライ ブラ リ /MANKAI 


1 月 号 

特集 いま どき の プリ ンタ 活用 術 

メカ ニズム を 理解 し よう / 制 御 コ ー ド / 文 字 と 図形 の 混在 
印字 / 拡 大 文字 の スム ー ジ ング / 外 字 登 録 ツ ー ル /S-H 
COPY / グ ラフ ィ ッ ク の モノ クロ 出力 /X68000 の COPY キ ー 
/ オ リ ジ ナ ル 印 刷 キ ッ ト / 試 用 レポ ー ト 

THE SOFTOUCH NEW Print Shop PRO-68K 他 

胡 OS-9/X68000 入 門 (1) 0S-9 っ て な に ? 

ff @STAR TREK for X68000 

会 機種 共通 シス テム シュ ー テ ィング ゲー ム ELFESI 


nA 


特集 パソ コン は いま 音楽 の 領域 へ 

な ぜ 自 動作 曲 か / 心 地 よ い 雑 音 の 話 / 和 音 の 読み 方 / 美 
| wm し い 響 き の 要素 /4 分 音符 は 歌い 始め る / 古 く て 新しい 
tf 音楽 形式 /FM 音 源 の 仕組 み /Melody Box/MusicBASIC 


@ さ よ な ら Live in '88 バッハ イタ リア 組曲 他 6 本 

| @OhIX | 周年 記念 特別 企画 ' ち ょ っ と あぶ な い 福袋 
OS-9/X68000 入 門 (2) 0S-9 の オペ レー ショ ン 環 境 
Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 /C 調 言語 講座 PRO*+68K 

全 機 種 共 通 シ ステ ム ソー スジ ェ ネ レー タ SOURCERY 


1 月 号 

特集 いき な り 初 春 か ら ハ ー ド ウェ ア 
の デジ タル 回 路 入 門 / 電 子 サ イコ ロ / 乱 数 発生 器 /X1turb 
| o バ ンク メモ リ 拡 張 /X68000 用 CP/M-80 シ ステ ム 他 
。 1988 年 度 GAME OF THE YEAR ノミ ネー ト 作 品 発 表 
@ MZ-2500 用 Hyper Game Book 
@ LIVE in 89 エン デュ ー ロ レー サー/ ア ルル の 女 
@ よう こそ , セガ ・ メ ガ ド ラ イブ !! 
C 調 言語 講座 PRO-68K/Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 
閉 全 機 種 共通 シス テム パズル ゲー ム LAST ONE/FLICK 


ご 月 号 
特集 マシ ン 語 “で じ た る ざん まい " 
アー キテ クチ ャ か ら の マシ ン 語 入門 / ア セン ブラ へ の 招 
待 / 超 入門 Z780 マ シン 語 活用 術 /X68000 料 理 教室 
THE SOFTOUCH 彩 CRONE/Final Ver.3.2 他 
@X|/XIturbo 用 RPG FLAME 
Z80 マ シン 語 ゲ ー ム 工房 最終 回 爆発 , そ し て 完成 へ 
C 調 言語 講座 PRO-68K (8) と お りゃ ん せな の で ある 
OS-9/X68000 入 門 (3) つい に 発売 ! 0S-9/X68000 
全 機種 共通 シス テム 高速 エディ タ ア セン プラ REDA 


162 ohix 1989.9. 


コ 月 号 
特集 BASIC" お も ちゃ 箱 " 

ピコ ピコ ゲー ム か ら 重 カシ ミュ レー ショ ン ま で 
@ X1/X1turbo で MZ-700 用 スペ ハリ / ロ ボッ トゲ ー ム TAMA 
@ 数 値 演算 を 高速 化 FLOAT2 二 .X 
OS-9/X68000 入 門 (4) C 言 語 の 概要 を 見 る 
C 調 言語 講座 PRO-68K(9) ニホン 語 , 不得 意 
新 連載 予告 編 X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 入門 
全 機 種 共 通 シ ステ ム 浮 動 小 数 点 演算 パッ ケー ジ SOROBAN 
THE SOFTOUCH/LIVE in'89/ 知 能 機械 概論 / 猫 と コン ピュ ー タ クタ 


4 月 号 

特集 ゲー マー た ちの “ 新 深夜 族 "宣言 
1988 年 度 GAME OF THE YEAR 

新 連載 X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 

@ X1/turbo パ ズル ゲー ム ロボ ッ ト 衛 兵 

@ MZ-700 用 ゲー ム パ バ パッケージ System-7B 

@ LIVE グラ ディ ウス II / ザ ・ ス キー ム / パ ワー ドリ フト 
連載 C 調 言語 講座 PRO-68K/0S-9/X68000 入 門 
全 機 種 共通 シス テム SLANG 用 実数 演算 ライ ブラ リ 
特別 付録 X68000 イ メー ジ CG ポ スタ ー 


月 号 


『 特集 MIDI サ ウン ド デ ー タ 料理 条 


LA 音源 を FM 音源 で シミ ュ レ ー ト /X-BASIC で MIDI 制 御 


特別 企画 第 4 回 「 言 わせ て くれ な くち ゃ だ ワ 」 


@ シ ャ ー プ パソ コン フォ ー ラ ム "89 in 赤坂 


中 詳解 Human68k ver.2.0 


@ MZ-2500, XI/XIturbo 用 戦略 的 ライ ト サ イ クル ゲー ム 


連載 C 調 言語 講座 PRO-68K/ 0S-9/X68000 入 門 


X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 
全 機種 共通 シス テム ソー スジ ェ ネ レー タ RING 


= 月 号 


特集 これ か ら の Xfamily 
X68000 に 光 磁 気 デ ィ ス ク を / 学 習 リ モコ ン の 製作 
THE SOFTOUCH ライ トニ ング バッ カス /Might and Magicl 他 
@ OPMA 用 外部 関数 に よる KENBAN.BAS 
@ X1/X1turbo 用 ドラ イブ ゲー ム Spirit of Rally 
@ X1turboZ 用 _ これ, パズル な ん で すか 。 
MZ-2500 MIDI 入 門 (1)MIDI ボ ー ド を 作る 
C 調 言語 講座 PRO-68K/X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング 


。 全 機 種 共通 シス テム 超 小 型 コ ン パ イラ TTC 


ノ 月 号 
特集 3D グ ラフ ィ ッ ク へ の 飛翔 

Z バッ ファ アル ゴリ ズム / ス ムー スシ ェ イ ディ ング 他 
THE SOFTOUCH Terazzo PRO-68K/ ア ド ヴ ァ ンス トワ ファ ンタ ジア ン 
新 DoGA*CG ア ニメーション 講座 
開 MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディタ 作成 講座 

マシ ン 語 カク テル in Z80's Bar 
載 | x-BASIC プ ログ ラミ ング 調理 実習 


剛 全 機 種 共通 シス テム TTC 用 パズル ゲー ム TIC BAN 


X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング /C 調 言語 講座 PRO-68K 他 


日 月 号 

特集 1 X1 プ ログ ラミ ング ガイ ドブ ッ ク 
PCG の 基礎 か ら 奥 義 ま で / 超 高速 ライ ン ル ー チ ン 他 
特集 2 3D グ ラフ ィ ッ ク の 深淵 へ 

スキ ャ ン ラ イン Z バ ッ フ ァ /3D モ デリ ング 他 

[ 新 連 載 | (で) の ショ ー ト プロ ば ーー てい 

X68000 マ シン 語 プ ログ ラミ ング /C 調 言語 講座 PRO-68K 
X-BASIC プ ログ ラミ ンク 調理 実習 /D6GA・CGA 講 座 
MZ-2500 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ /Z80's Bar 他 

全 機種 共通 ンス テム CP/M 用 ファ イル コン バー タ 


好評 時 


Oh! MZ1987 年 7 月 号 ま で 25 回 に わた り 連 
載 さ れ た ユニ ー ク な エッ セイ が , 加筆 ・ 修 
正 の うえ 再編 集 さ れ て 一 冊 の 本 に な り ま し 
た 。 バ パソ コン 好き の ダン ナ 様 と 一 人 息子 , 
それ に , と きど き 人 間 よ り も 人 間 ら し い 白 
猫 ホ ン ニ ャ ア が , 著者 の 筆 先 か ら 生 き 生 き 
と 動き 回 り ま す 。 扉 を 開け た ら , そこ は も 
うた だ た か ぎわ き ょ よう この 世界 。 きっ と あか 
た も , 猫 か コン ピュ ー タ が ほし く な る こと 
よう 。 


Na 


い か 、 


8 ツン 獲 と コン ピュ ー 


内 容 X 1 の ハー ドウ ェ ア を くま な く 〈 く 探検 し た 祝 一 
第 0 章 きっ と 完全 無欠 な |/ ロ マップ 平 氏 の 名 著 。 オ リ ジ ナ ルプ ログ ラム も 豊富 に 
第 ] 章 CRTC で どす こい で ある 掲載 。 ユ ー ザ ー 必 携 で す 。 


第 の 章 PCG は 二 度 お いし い の で ある 
第 3 章 漢字 名 野 出 亜 劉 

第 4 章 サブ CPU の お か げ な の で ある 
第 5 草 DTD は 律儀 な の で ある 
第 5 草 GIU で マウ ス で ある 

第 7 章 通信 だ っ て する の で ある 
第 B 章 MA は ヘビ ー 級 で ある 
第 9 章 ディ スク を 回 す の で ある 

第 10 章 PSG は 基本 で ある 


第 11 草 FM 音源 ナハ 人 ハト ムジ ー ク 試験 こ 出る パプ / 


第 12 章 カラ ー イ メー ツボ ー ド で 取り 込む の で ある ー [Es 時 
第 13 章 テー ブ も や っ て し まう の で ある ハー ドウ に =P| の | フルル コース 


第 ]4 章 Z の 機能 は お いし い の で ある 祝 一 平 著 
特別 付録 X 1 処理 技術 者 試験 B 選 判 定価 P.800 円 (税別 ) ーー 


株 式 会 社 日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 SOFT 
〒102 東京 都 千 代田 区 九段 南 2-3-26 谷 03(230)7670 BANK 


和則 : 個 ・ 介 ・ 側 ・ 妥 ・ ‘ME-§ 日 本 ソフ トバ ンク 


特集 本 誌 束 報 に 見 る まじ - 9800 シ リー ズ の 歩み 


| s+PO-8201/PO-100/PO 
es 打 が 製品 カラ ー デ ィ スプ レイ を 搭載 し た PO-980ILX5O 
on 2 語 革 =。。 創刊 当時 の WOOF と 米国 マイ クロ コン ピュ ー タ ショ ウ 
ーー sbm | 画 PC の いじ りか た 入門 画 ね ぇ CP/M っ て どう ゆー~ の 7 


画 や さ し ー く わか る 数 値 計 算入 門 画 PC 工 作 入 門 

画 PC-8001 の 内 部 解析 田 マ シン 語 入門 講座 

園 経営 分 析 シ ステ ム 画 PC-2001 の 特質 を 探る 

田 TANAKA の フラ イト シミ ュ レ ー タ 画 DISGK CHARGE 
画 標 準 フ ロッ ピー を 作る 法 圏 ね ぇ え PaSCal っ て ご どう いう つの" 


ヴ 月 号 
ol 円 


月 特集 MAKING OF GRAPHICS 
PB 万 色 用 グラ フィ ッ ク エ ディ タ for AV4D/40EX/40SX 
特殊 用 途 用 ピク チャ ー エ ディ タ for AV シリ ー ズ 
マン デル ブロ 図形 作成 プロ グラ ム for FMR/TOWNS 
BASIO 版 TOWNG 用 レイ トレ ー シ ン グ 

Py 内 閣 総 理大 臣 成り 上 が り シ ミュ レー ショ ン |Z ト MGH 

5809 デ ィ ス クオ ペレ ーション シス テム Runser 

ゅ 増設 サブ シス テム カー ド の 製作 

p 高速 ダン プ 入 力 ツ ー ル 


月 号 
5B0 円 9 評 発 売 中 


e 種 午前 試験 の 弱点 強化 ! 


月 刊 、 コン ビュー タ 技術 者 必 括 月 前 06828 1989 9 / \ー ド ウェ ア 重 点 図解 


Lr hn で pn = 情報 中 央 処理 装置 と 命令 実行 @ 記 憶 階 層 と 記憶 装置 入出 力 制御 方 式 
情報 処理 試験 で @ 入 出力 装置 の 特徴 シス テム の 構成 と 信頼 
月 電電 8 特集 P オン ライ ン 午 前 問題 の 必須 ポイ ント 総 ま と こめ 


⑧ 伝 送 方 式 @ 伝 送 制御 手順 る 交換 方 式 る ネッ トワ ー の アー キテ クチ ャ 
⑧ 通 信管 理 プロ グラ ム る ロー カル エリ アネット ワー 


p 続 ・ コ ンピュータ 最前 線 
ハイ パー パソ コン は , コン ピュ ー タ と 人 間 の 距離 を 縮め る か 


9 月 号 > レク リエ ー シ ョ ナ ルプ ログ ラミ ング ファ イル の 暗号 化 と 圧縮 
580 円 [学習 講座 ] 合 格 の た め の コ ンピュータ 基礎 / 実 戦 コ ンピュータ 他 
[大 付録 | テー マ 別 工業 キー ワー ド 集 / 商 業 簿記 ワー ク ブ ッ ク 


©° “ Ma 
特集 1990 年 の 新潮 流 , ノ ー ト 型 パ ソコ ン の すべ て 
ー ト パソ コン は 次 代 の 主流 と なる か "p 

り -3100S8 徹 底 研究 ・ そ の 誕生 まで の 曲折 を た ご る 

INSIDE INTEHVIEW エプソン , 日 本 電気 

ユー ザー アン ケー ト 
@THE TEST 国内 発売 直前 NeXT 徹 底 チ ェ ッ ク 
@ 田 原 総 一 郎 の コン ピュ ー タ ・ ル ポ 

つい に 切 札 DyhnaDOOkK を 出し た 東芝 の パソ コン 戦略 
@ 特別 企画 大 岡 灯 パソ コン ベン チャ ー た ちの 動向 
@ 電 脳 時 代 の ヒッ トメ ー カ ー 

CHT ト ッ プ シェ ア を 狙う ソニ ー の ディ スプ レイ 戦術 


すす EE コン ピュータ 時 代 を 読む トレ ンド ・ マ ガ ジ 


COMPUTER | 
80 円 


7 の 6 ohnx 1989.9. 


C フ ログ ラミ ング 環境 の 新た な ステ ー ジ を 切り 開く 


り 月 16 日 


ワ 萌 主 プ リク ラマ の た め の 蒸 旋 短 示 著 月 用 CC- マ カジ シン 


MAGAZINE 


毎月 18 日 発売 


"nC MAGAZINE」 は 
“Turbo 選 Ouick も いっ た コン 2 登場 に よる 
ブ プログ ラミ ング ユ ー ザ ー の 拡大 と 
パソ コン の 機能 向上 に よる ハイ レベ ル な プロ グラ ム 了 環境 の 展開 とらえ 
すべ て の ブロ 多用 ミシン ク ユー ザー が 真 に 必要 と する 情報 を 
提供 し て いき ます 


日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 


日 本 ソフ トバ ンク の 


書籍 特約 書店 


下記 の 書店 の 一 覧 は 、 日 本 ノ ソフ トバ ンク 書籍 特 
約 店 と し て 右 に ある 商品 の 他 、 新 刊 も と り そ ろ 
えて お り ま す 。 ご 希望 の 商品 が ある 場合 は 、 下 
記 の お 近く の 書店 に て お 買い 求め 下さ い 。 

( 注 ) 現品 が 売れ て 補充 中 の 場合 も ご ざい ます の で 、 


ご 注意 下さ い 。 


日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 


〒]0 東京 都 千 代田 区 九段 南 8-3-56 の 03(GB1)4095 


SOFT 
BANK 


く < 北海道? 
札幌 市 紀伊 國 屋 書店 札幌 店 0II-231-2131 
/ 旭屋 書店 札幌 店 0II-241-3007 
か 丸善 札幌 支店 011-241-7252 
/ リー ブル な に わ 011-221-3800 
/ 冨 貴 営 札幌 パル コ 店 011-214-2303 
/ ダイ ヤ 書 房 本 店 011-712-254|1 
/ ダイ ヤ 書 房 西 店 0II-665-6223 
旭川 市 旭川 冨 貴 堂 01I66-26-348| 
/ ブッ クス 平和 マル カツ 店 0166-23-6211 
苫小牧 市 旭屋 書店 苫小牧 店 0144-36-5185 
< 東 北 > 
青森 市 成田 本 店 0177-23-2431 
/ 岡田 書店 0177-23-138| 
弘前 市 紀伊 國 屋 書店 弘前 店 0172-36-4511 
/ ブッ クイ ン 城 東 0172-28-2882 
八戸 市 伊 吉 書 院 0178-44-1917 
盛岡 市 東山 堂 書店 本 店 0196-53-6464 
/ さわ や 書店 0196-53-441I 
/ 第 一 書店 0196-53-3355 
仙台 市 金 港 堂 022-225-652I 
/ 金 港 堂 ブッ クセ ンタ ー 022-223-0979 
/ アイ エ 書 店 駅 前 店 022-264-0718 
/ 丸善 仙台 支店 022-266-1127 
/ 高山 書店 022-263-1511 
/ ブッ クス みや ぎ 022-267-4422 
秋田 市 三浦 書店 0188-33-8131 
山形 市 八 文字 屋 0236-22-2150 
福島 市 岩瀬 書店 コル ニ エ ツ タ ヤ 店 0245-21-2101I 
/ 博 向 堂 0245-21-1161 
郡 山 市 東北 書店 0249-32-0379 
いわ き 市 ヤマ ニ 書 房 本 店 0246-23-348!1 
// 鹿島 ブッ クセ ンタ ー 0246-28-2222 
会 津 者 松 市 宝 文 館 0242-27-5198 
原町 市 文芸 党 0244-22-1720 
< 関 東 > 
水戸 市 川又 書店 駅 前 店 0292-31-0102 
/ ツル ヤヤ プッ クセ シンター 0292-25-2711 
勝田 市 武石 書店 0292-73-1212 
東海 村 大 野 書店 0292-82-2098 
鹿島 郡 な みき 書店 0299-96-1855 
土浦 市 共栄 堂 0298-21-6134 
つく ば 市 丸善 筑波 大 学会 館 店 0298-51-6000 
/ 友 朋 堂 吾妻 本 店 0298-52-3665 
宇都 宮 市 落合 書店 ネリ オン 店 0286-34-3777 
// 落合 書店 東武 ブッ クセ ンタ ー 0286-34-827| 
/ 新星 営 宇 都 宮 店 0286-33-2337 
小山 市 進 通 堂 駅 ビル 店 0285-25-1522 
前 橋 市 燥 平 党 0272-23-1211 
/ リ ブロ 前 橋 店 0272-34-1011 
/ 戸田 書店 前 橋 店 0272-61-5063 
高崎 市 学 陽 書 房 0273-23-4055 
/ サカ 年 書店 0273-62-1500 
/ 新星 堂 高 崎 店 0273-27-3961 
/ 戸田 書店 高崎 店 0273-63-5110 
太田 市 . ナカ ムラ ヤ 0276-22-200| 
く 首 都 圏 > 
浦和 市 須原 屋 本 店 0488-22-532! 


比企 郡 
千葉 市 
/ 
習志野 市 
船橋 市 
/ 

/ 


須原 屋 コ ル ソ 店 
押田 謙 文 党 
ブック セン ター 押田 
三省 営 ブ ッ ク ポ ー ト 
須原 屋 藤 店 

岩渕 書店 川口 店 
黒田 書店 川越 店 

芳 林堂 所 沢 店 

いけ だ 書店 所 沢 店 
黒田 書店 上 福岡 店 
文教 常 朝霞 店 
新星 堂 志木 店 
文教 常 春日 部 店 

錦 電 サー ビス 
多田 屋 セ ント ラル プラ ザ 店 
キディ ラン ド 千 葉 店 
厳 裕 党 

と きわ 書房 本 店 
リプ ブロ 船橋 店 
旭屋 書店 船橋 店 

芳 林堂 津田 沼 店 
第 二 賠 以 堂 
西 ロ アサ ノ 
新星 堂 柏 店 

堀江 良文 堂 

辰 正 堂 駅 ビル 店 
有隣堂 トー ヨー 店 
有 隣 常 東 ロ ル ミ ネ 店 
栄 松堂 相鉄 ジョ イナ ス 店 
そごう ブッ クセ ンタ ー 
丸善 ブッ ク メ イ ツ ポ ル タ 店 
有隣堂 伊勢 佐 木 店 
有隣堂 戸塚 店 
文華 堂 戸塚 店 

アー バン 文華 堂 
文教 堂 青葉 台南 口 店 
有隣堂 アゼリア 店 
有隣堂 川崎 BE 店 
文学 堂本 店 

ブッ クセ ンタ ー 文 教 党 
文教 堂 溝 ノ ロ 店 

島 森 書店 大 船 店 
鎌倉 書店 

平 坂 書房 WALK 店 
有隣堂 藤沢 店 
リプ ロ 有 藤沢 店 
文教 堂 六 会 店 
川上 書店 ルミ ネ 店 
サク ラ 書 店 駅 ビル 店 
文教 堂 四 之 宮 店 

八 小 堂 書店 
伊勢 治 書店 
文教 堂 小田 原 店 
有隣堂 厚木 店 
文教 堂 中 央 林間 店 
文教 堂 相模 大 野 店 
文教 堂 橋本 店 
文教 堂 星ヶ丘 店 


0488-24-5321| 
0486-41-314| 
0486-47-314| 
0486-46-2600 
0484-44-1211 
0482-52-2190 
0492-25-3138 
0429-25-5355 
0429-28-3271 
0492-66-0120 
0484-76-0107 
0484-74-0182 
0487-52-7666 
0492-96-2362 
0472-24-1333 
0472-25-2011 
0474-72-5011 
0474-24-0750 
0474-25-0III 
0474-24-7331 
0474-78-3737 
0474-65-0926 
0471-44-2111 
0471-64-8551 
0473-65-5121 
0473-64-7997 
045-311-6265 
045-453-0811 
045-321-6831 
045-465-2111 
045-453-6811 
045-261-1231 
045-881-2661 
045-864-5151 
045-821-5151 
045-983-5150 
044-245-1231 
044-200-6831 
044-244-1251 
044-811-5557 
044-811-8258 
0467-46-384 1 
0467-46-2619 
0468-25-5537 
0466-26-1411 
0466-27-0111 
0466-82-9610 
0467-87-3827 
0463-23-2751 
0463-54-2880 
0465-22-7111 
0465-22-1366 
0465-36-3677 
0462- 23-4111 
0462-75-4165 
0427-49-0650 
0427-74-5581 
0427-58-6121I 
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文教 堂 城山 店 


三省 堂 書 店 神田 本 店 
書泉 グラ ン デ 
東京 堂 書 店 

旭屋 書店 水道 橋 店 
丸善 お 茶 の 水 店 
厳 容 堂 

いずみ 神田 南口 店 
明正 堂 秋 葉 原 店 
八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー 
日 本 橋 丸善 

旭屋 書店 銀座 店 
書 原 新橋 店 

雄 峰 堂 N S 店 

虎ノ門 書房 本 店 
虎ノ門 書房 田町 店 

芳 林堂 大 井町 店 

明 屋 書店 五反田 店 
紀伊 國 屋 書店 渋谷 店 
旭屋 書店 渋谷 店 
三省 堂 書店 渋谷 店 

大 盛 堂 書店 
紀伊 國 屋 書店 笹塚 店 
紀伊 國 屋 書 店 本 店 
三省 堂 書店 新宿 西口 店 
福家 書店 セン ター ビル 店 
福家 書店 野村 ビル 店 
新星 堂 N S ビル 店 
西武 新宿 ブッ クセ ンタ ー 
芳 林堂 高田 馬場 店 
未来 堂 

旭屋 書店 池袋 店 

芳 林堂 池袋 店 

リプ ブロ 池袋 店 
三省 堂 書店 池袋 店 
新栄 堂本 店 
新栄 堂 ア ル パ 店 
明正 堂 中 通り 店 

リプ ブロ 錦糸 町 店 
ブッ クス ト ア ・ 談 
文教 堂 西 葛西 店 

アク トブ ックス サン カマ タ 店 
竜 文 堂 大 森 駅 ビル 店 
明 屋 書店 東京 本 社 

プ ブック センター 荻窪 
書 原 杉並 店 

紀伊 國 屋 書 店 吉祥 寺 東 急 店 
弘 栄 堂 吉 祥 寺 店 

パル コ プ ブッ クセ ンタ ー 吉 祥 寺 
真光 書店 

啓文 堂 
三省 堂 書 店 三鷹 店 
東西 書房 
文教 堂 小金 井 店 
三成 堂 国 分 寺 店 
東西 書店 
文教 堂 小平 店 


0427-82-9278 


03=233-3312 
03-295-0011 
03-291-5181 
03-294-378|1 
03-295-558|1 
03-291-1362 
03-254-8521 
03-257-0758 
03-281-1811 
03-272-7211 
03-573-4936 
03-591-8738 
03-503-6586 
03-502-346! 
03-454-2571 
03-474-4946 
03-432-388| 
03-463-3Z41 
03-476-33971 
03-407-4545 
03-463-0511 
03-485-013| 
03-354-0131 
03-343-4871 
03-345-1246 
03-342-0298 
03-344-2055 
03-208-0380 
03-208-024! 
03-200-3185 
03-986-031 1 
03-984-1I0I 
03-981-0111 
03-987-0511 
03-984-2345 
03-988-0181 
03-831-0191 
03-846-0111 
03-635-1841 
03-689-3621 
03-735-1551 
03-775-3851 
03-387-8451 
03-393-5571 
03-313-4778 
0422-21-5543 
0422-22-1031 
0422-21-8122 
0424-87-2222 
0423-66-3151 
0422-48-4510 
0422-46-0275 
0423-86-016!I 
0423-25-3211 
0425-75-506| 
0423-43-9223 


MS-DUG い た れ り つく せり 本 sisoo 由 
プレ イ MS-DOS e1900 円 
UNIX System V 
プロ グラ マ ・ ガ イド sizooo 円 
UNIX System V 
ユー ザ ・ ガ イド @ 9800 円 
UNIX オ ペレ ー テ ィング ガイ ド ssooo 由 
言語 の 活用 理解 e2000 円 
言語 の 基礎 知識 e2500 円 
言語 の 応用 50 例 e2300 円 


上 級 ・ 〇 言語 の 応用 例 50 例 *z4oo 


BASICD に よる ブロ グラ ミン グ 
スタ イル ブッ ク 
ソー ティ ング ・ ノ ー ト 
BASIC ブロ グラ ム 
ジェ ネ レ ー タ 集 
98/88 スモ ー ル ビジ ネス 
プロ グラ ム 集 
68 デス クア クセ サリ 集 
J-310U パ ワー ユー ザー ブッ ク 
フロ ッッ ピー ディスク 


プリ プロ セッ サ ・ パ ワー szzoo 円 


Play the C 上 巻 e 1500 円 
Play the C 下巻 e1500 円 
Turbo C 入 門 e2600 円 
BU85 アセ ン ブ リ 言語 e2800 円 


80856 マク ロブ ログ ラミ ング eszeoo 


ビギニング MUMPS e2600 円 
Final Ver. 4.0 ブッ ク e2400 円 
MIFES Ver.4.0 ブッ ク sz4oo 


ビジ ネス ソフ ト デ ー タ 活用 ブッ ク zeoo 由 


東村 山 市 文教 常 東村 山 店 0423-96-1115 
立川 市 オリ オン 書房 ウイ ル 店 0425-27-2311 
八王子 市 くま ざわ 書店 本 店 0426-25-|20I1 
町 田 市 有隣堂 町 田 店 0427-23-3018 
/ 久美 堂本 店 0427-25-1330 
/ 久美 堂 小田 急 店 0427-27-IIl 
/ 久美 堂 東急 ハン ズ 店 0427-28-2772 
/ 文教 堂 鶴川 店 0427-35-4117 
/ 文教 堂 小川 店 0427-96-178| 
多摩 市 くま ざわ 書店 桜ヶ丘 店 0423-37-253| 
福生 市 文教 堂 福生 店 0425-53-7708 
< 甲信 越 ・ 北 陸 > 
甲府 市 文教 常 甲 府 店 0552-22-4600 
長野 市 平安 堂 長野 店 0262-26-4545 
// 長谷 川 書店 0262-26-2122 
上 田 市 平安 堂上 田 店 0268-22-4545 
松本 市 ブッ クス ロク サン 0263-35-5555 
// 改造 社 松本 駅 ビル 店 0263-36-3777 
飯田 市 平安 堂 飯田 店 0265-24-4545 
岡谷 市 笠原 書店 0266-23-5070 
諏訪 郡 平安 堂 下 諏訪 店 0266-28-1111 
新潟 市 紀伊 國 屋 書店 新潟 店 025-24|-528| 
ケ 萬 松堂 025-229-2221 
/ 北 光 社 025-228-2321 
長岡 市 覚 張 書店 0258-32-1139 
/ ブッ クセ ンタ ー 長 岡 0258-36-1360 
/ 長岡 技 大 長峰 文化 0258-46-6437 
山北 町 BOOK メ ディ ア 0254-77-3850 
富山 市 瀬川 書店 0764-24-4566 
/ 清明 営 0764-24-4166 
/ BOOKS な か だ 豊田 店 0764-32-1353 
/ 文苑 堂本 郷 店 0764-22-0552 
/ 文苑 常 赤 江 店 0764-33-0321 
高岡 市 文苑 堂 0766-21-0333 
/ 文苑 堂 横田 店 0766-21-043| 
金沢 市 うつ の みや 片町 店 0762-21-6136 
// 書林 香林坊 本 店 0762-20-501 1 
野々 市 町 王様 の 本 本 店 0762-46-5325 
福井 市 勝木 書店 0776-24-0428 
/ 品川 書店 新 田 塚 店 0776-24-1112 
< 東 海 > 
静岡 市 静岡 谷 島屋 号 服 町 本 店 0542-54-1301 
/ 江崎 書店 0542-54-4481 
/ 吉見 書店 0542-52-0157 
/ 戸田 書店 S BS 店 0542-8|-5733 
/ 戸田 書店 曲 金 店 0542-8|-5899 
沼津 市 吉野 屋 0559-23-5676 
/ マル サン 書店 宝塚 店 0559-63-0350 
富士 市 戸田 書店 富士 店 0545-51-512| 
清水 市 戸田 書店 本 店 0543-65-2345 
浜松 市 浜松 谷 島屋 連 尺 本 店 0534-53-912| 
名 古屋 市 三省 堂 書店 名 古屋 店 052-562-0077 
// 星野 書店 近鉄 ビル 店 052-581-4796 
// 丸善 名 古屋 支店 052-261-2251 
// 丸善 ブッ ク メ イ ツ セ ント ラル パー ク 052-97| -1231 
/ 日 進 堂上 前 津 店 052-263-0550 
/ 三洋 堂 パ ソコ ン シ ョ ッ プ > 052-251-8334 


三洋 堂 い りな か 本 店 


052-832-8202 


フル 活用 ガイ ド 


PC 工作 入門 
続 *P 〇 工作 入門 


Pc6B6 に し ラリック 


試験 に 出る X ] 


Lotus 1-2-3 ガ イド HI 
MS-Chart Ver. 3.1 ガ イド 
まい こと 一 く ガ イド 
新 松 ガ イド 
一 太郎 Ver.3 ガ イド 
新 一 太 郎 ガ イド 
名 古屋 市 ちく さ 正 文 館 本 店 
/ 白樺 書房 西 店 
豊橋 市 精 文 館 
岡崎 市 ブッ クス 鎌倉 
豊 田 市 三洋 堂 梅坪 店 
刈谷 市 三洋 堂 刈谷 店 
春日 井 市 三洋 常勝 川 店 
岐阜 市 自由 書房 
大 垣 市 大 洞 党 ブ ックス 258 
/ 大 洞 堂 岐大 バイ パス 店 
一 宮 市 三洋 営 一 宮 店 
可児 市 三洋 堂 可児 店 
多治見 市 三洋 営 多治見 店 
津 市 "別所 書店 | ビル 店 
四日市 市 文化 セン ター 白 揚 
鈴鹿 市 シェ トワ 白 揚 ス ズ カ 
< 近 議 > 
京都 市 明 々 堂 京 宝 店 
/ アバ ン テ ィ ・ ブ ッ ク セ ンタ ー 
/ オー ム 社 書店 河原 町 店 
/ ジュ ンク 堂 京都 店 
/ オー ム 社 書店 竹田 店 
奈良 市 双 々 堂 大 妃 店 
大 阪 市 旭屋 書店 本 店 
/ 紀伊 國 屋 書店 梅田 店 
/ オー ム 社 書店 大 阪 店 
/ 通 々 堂 京橋 店 
/ 通 々 堂 心斎橋 店 
/ 旭屋 書店 ナン バ 店 
/ ナン バブ ッ ク セ ンタ ー 
/ ヒバ リヤ 書店 ナン バ 店 
/ 旭屋 書店 アベ ノ 店 
/ ユー ゴー 書店 
/ 河村 書店 
枚 市 水嶋 書房 京阪 デパ ー ト 店 
高 市 コー ベ ブ ックス 西武 高槻 店 
東大 阪 市 ヒバ リヤ 書店 本 社 
神戸 市 ジュ ンク 常 セ ンタ ー 街 店 
ジュ ンク 堂 サ ン パ ル 店 
海 文 堂 書店 
/ 日 東館 書林 
姫路 市 新興 書房 
/ 誠心 堂 書店 
和歌 山 市 宮井 平安 堂 
/ 帯 伊 書店 
< 中 国 > 
岡山 市 紀伊 國 屋 書店 岡山 店 
/ 丸善 岡山 支店 
事 山 市 津山 ブッ クセ ンタ ー 
広島 市 紀伊 國 屋 書 店 広島 店 
/ 丸善 広島 支店 
/ 金正 党 
/ 積善 館 
尾道 市 啓文 社 尾道 店 
福山 市 啓文 社 福山 店 
/ ブッ クシ ティ 啓文 社 
/ 啓文 社 コ ア 


山口 市 五十部 誠 文 党 


@ | 800 円 
@ |900 円 


@2800 円 


@2500 円 
@2000 円 
@2400 円 


@2300 円 
@ |800 円 
@|800 円 
@| 700 円 


@ 2800 円 
@2500 円 
@2900 円 
@2300 円 
@2000 円 
@2500 円 
@2300 円 


052-741-1137 
052-774-7223 
0532-54-2345 
0564-54-1822 
0565-35-2334 
0566-24-1134 
0568-32-7806 
0582-65-4301 
0584-81-2553 
0584-74-7766 
0586-77-5734 
0574-63-2334 
0572-24-0340 
0592-24-1014 
0593-51-0711 
0593-82-5221 


075-223-1003 
075-682-5031 
075-221-0280 
075-252-0101 
075-644-2611 
0742-26-6241 
06-313-1191 
06-372-5821 
06-345-0641 
06-353-3209 
06-251-0881 
06-644-2551 
06-644-5501 
06-644-5407 
06-631-6051 
06-623-2341 
06-951-2968 
0720-51-3432 
0726-83-1766 
06-722-1121 
078-392-1001 
078-252-0777 
078-331-6501 
078-391-8701 
0792-85-3344 
0792-81-2055 
0734-31-1331 
0734-22-044| 


0862-32-3411 
0862-31-2261 
08682-6-4047 
082-225-3232 
082-247-2251 
082-248-3715 
082-248-3151 
0848-37-515| 
0849-22-311I 
0849-25-0050 
0849-41-0909 
0839-24-6630 


桐 VBr.P ガ イド 
花子 応用 ガイ ド 


LOtuS 1 -P-3 ガ イド 


ロ 1 ガ イド 
NinJaP ガイド 
Multiplan 


Ver.3.1 ガ イド 
アセ ンプ ブフ ラフ GASE 入 門 


@ 2500 円 
@ 2500 円 
@ 2400 円 


@2300 円 
@2300 円 


@2400 円 
@2000 円 


ハー ドウ ェ ア 徹 底 マ スタ ー szsoo 由 
FOURHTHAN 徹 底 マ スタ ー szsoo 由 


情報 処理 の 基礎 知識 
COBOL 徹底 マス ター 


受験 用 語 ハ ンド ブッ ク 
ワー ブロ 文書 F・ ロ ・P 


@ |600 円 
@2900 円 
e800 円 
@ |200 円 


バイ ト 避 ワー ド の 風 に の っ て siso 四 


田原 総 一 朋 の パソ コン ウォ ー ズ 
コミ ッ ク ・ ト ロン 単 命 
ムー グ ・ ノ イマ ン ・ バ ッ ハ 人 ハ 


RPG 幻 想 事典 


RPG 幻 想 事典 ・ 日 本 編 
魔法 王国 シム ル グ ン ト 


山口 市 文栄堂 

下関 市 中 野 書店 

宇部 市 京屋 書店 
/ 末広 書店 

防府 市 誠 文 堂 国 衛 店 

光 市 三文 字 屋 

鳥取 市 富士 書店 

松江 市 園山 書店 

< 四 国 > 

徳島 市 小山 助 学 館 本 店 
/ 小山 助 学 館 東口 店 
/ 森 住 丸善 

高松 市 宮脇 書店 本 店 

丸 介 市 宮脇 書店 丸亀 店 

松山 市 紀伊 國 屋 書店 松山 店 
/ 明 屋 書店 本 店 
// 明 屋 書店 大 街道 店 
/ 丸三 書店 

新居 浜 市 明 屋 星 原 店 

宇和 島 市 明 屋 宇和 島 店 

高知 市 金 高 堂 

く 九州 ・ 沖 縄 > 

福岡 市 紀伊 國 屋 書店 福岡 店 
/ りー ぶる 天神 
/ 積 文 館 新 天 町 店 
/ 福岡 金 文 堂本 店 
/ 福岡 金 文 堂 朝日 ビル 店 
// 福岡 金 文 堂 デイ トス 店 
/ 福岡 金 文 堂 ア ニ マ ー ト 原 

北九州 市 ナガ リ 書 店 
/ 金 栄 党 
/ 旭屋 書店 北九州 店 
/ 井筒 屋 ブ ッ ク セ ンタ ー 
/ カル パー ク 平 野 
/ 白石 書店 本 城 店 

久留 米 市 エマ ックス た が み 

飯塚 市 BOOK リ ー ド 

大 分 市 パル コブ ッ ク セ ンタ ー 大 分 店 
/ 座 町 晃 星 営 

別府 市 明 林 堂 

宮崎 市 中 央 、 田 中 書店 
/ 寿屋 宮崎 店 

佐賀 市 金華 堂 北 バイ パス 店 
/ 積 文 館 デイ トス 店 

長崎 市 メト ロ 書 店 
/ 好文 党 

佐世保 市 金明 堂 書 店 

熊本 市 紀伊 國 屋 書店 熊本 店 
/ 長崎 書店 

人 吉 市 明 屋 人 吉 店 

鹿児島 市 春 苑 堂 ブ ッ ク プ ラ ザ 
/ ブッ クス みす み 

那 虹 市 球 陽 堂 書房 ビル 店 
/ 文教 図書 


@ |400 円 
@|200 円 
@ 1300 円 
@ |500 円 
@ |800 円 
@ |800 円 


0839-22-561I 
0832-22-6181 
0836-3| -2323 
0836-3| -0086 
0835-25-1988 
0833-7|-0251 
0857-23-727| 
0852-21-4167 


0886-54-2135 
0886-25-1380 
0886-23-3228 
0878-51-3733 
0877-22-5533 
0899-32-0005 
0899-41-414| 
0899-41-4242 
0899-3|-8501 
0897-44-4000 
0895-23-1118 
0888-22-0161 


092-721-7755 
092-713-1001 
092-781|-2991 
029-741-2106 
092-431-1094 
092-451-6175 
092-844-0088 
093-521-1044 
093-53| -3685 
093-63| -6421 
093-641-013I 
093-661-7988 
093-601-2200 
0942-33-184I 
0948-25-7266 
0975-35-0643 
0975-33-0231 
0977-23-2183 
0985-24-3511 
0985-27-4111 
0952-32-1965 
0952-23-7155 
0958-21-5453 
0958-23-7171 
0956-22-4214 
0963-22-5531 
0963-53-0555 
0966-22-5486 
0992-25-3200 
0992-57-10II 
0988-63-3752 
0988-62-1201 


ピュ ー タ ブッ クス 


日 本 ソフ トバ ンク の 短 肥 本 


@ Quick C の 本 格 活 用 を 示す 


uckEO フ ロク ラン ジグ 


備え た 「Quick C」 の 本 格 的 入門 書 。 
野口 雄平 ・ 池 田 和 徳 ・ 中 島 昌 二 共著 


次 定価 2,680 円 


@C STEP UP シリ ー ズ ① 
上 級 ・ 〇 言語 の 応用 50 例 


NE 品 ディ スク ドラ イブ 市 側 編 ! の だ る る 4 


上 原 ・ 中 山 ・ 石 田 ・ 井 上 共著 定価 2.400 円 


@C STEP UP シリ ー ズ (2) 


C+ ナブ ログ ラミ ング 


SN 掲載 門 内 淳 ・ 赤 堀 一郎 共著 定価 2.600 円 


言語 の : @ BASIC か ら の アプ ロー チ 


言語 の 活用 理解 


ee DR 
中 体 例 を 数 多く 取り 上 げ 、BASIC の 知識 を 有 0 

利用 し つつ 、BASIC か ら C へ 順次 移行 で きる よう に 

解説 。 保坂 光 ・ 若 林 淳 共著 定価 2.000 円 


@ 共 本 か ら の アプ ロー チ 
言語 の 基礎 知識 
短い けれ ど 実 用 的 な か サンプ ルプ ログラム を 紹介 し な 
が ら 、C 言 語 の 基礎 知識 を 解読 し て いま す 。 


門 内 淳 ・ 乗 松 保 智 ・ 上 原 哲 郎 共著 定価 2.500 円 


@ 実 践 か ら の アプ ロー チ 
言語 の 応用 50 例 
C 言 語 を 使い 98 上 で どの よう な プロ グラ ム が 作れ る 
の か を 、 豊 富 な サン プル 例 に よっ て 示し て いま す 。 
上 原 ・ 石 田 ・ 乗 松 ・ 中 山 ・ 高 木 共著 定価 2.300 円 


念 初級 C 言 語 講座 
Play the じ [ 上 ・ 下 ] 

C を 身 に つけ た い 、 こ れ ま で の 解説 書 で は も の 中 9 
な い 、 を ん な 要求 に 応 を C の 世界 を 系 統 的 に 捉え 直し 
て いす ます 。 林 晴 比 古 著 定価 各 1.500 円 


信 初 め て の TurboC プ ログ ラミ ング 
Turbo OC 門 

初心 者 に と っ て な じみ の うす い Turbo C 開発 環境 
を だ た くみ に 解説 し な が ら 、 具 体 的 で 示唆 に 富ん だ 用 法 
を ぅ 満載 し た 決定 書 。 林 晴 比 古 著 定価 2.600 円 


ur EN I SIT 0 
3 


信 C 言 語 の 秘め られ た 能力 を 解き 放つ 


いい プリ プロ セッ サ ・ パ ワー 本 晴 上 L 古 著 定価 2.200 円 


印 は 税込 み 、 無印 は 税 抜 き の 定価 で す . 


ooo 
ェ エディット か ら コ ン パ イル ・ 和 実行 まで の 統合 環境 を 


}) け 、 を それ ぞ れ くく ふう を 凝ら し て プロ グラ ム を 作成 。 


ツー ニー ss 
ング る と と この もい 1 02 
H 今 ト * 話 題 の 言 i し 十 十 の 本 格 的 入門 革 10 本 書 の 谷 正 | | 
8) 

4 多 寺 i ケー ニタ 、 一 
RR を カー ド 別 に まとめ 、 サ ンプ ルリ スト や 図版 を 幅 高 に 


@ AP|I ご と に C の サン プル プロ グラ ム 満 載 
OS/2API ブ フック I カー ネル APlI 編 
OS/2 プログ ラミ ング ユー ザー の だめ の 本 格 リ ファ 
ウン スタッグ APLSEON に と に よろ 2 サン プル ラク ョ ャ 
グラ ム を 軸 富 に 掲載 。 坂本 浩 着 次 定価 2,790 円 


⑧ ビ ジネス ソフ ト ユ ー ザ ー の た め の OS 入 門 
MS-DOS い た れ り つく せり 本 
アァ プリ ケー ショ ン ソ フト ユー ザー が 効果 的 な “ファ 
ィ ル 整理 ”* やす る た だ ため の MS-DOS 入門 書 。 
佐藤 みどり 著 定価 1.800 円 


@ ビ ギ ナ ー の た め の レ クチ ャ ー プ ブッ ク 

MS-DOS を 学ぶ う ぇ て で 必要 な 知識 と 必要 で な い 知 洋 
と を ふり わけ 、 初 め て の 人 に で も 無理 な く 学 で る 入門 
計 。 林 晴 比 古 著 定価 1.900 円 


@ は じ め て の シェ ルプ ログ ラミ ング か ら UNIX 応用 まで 
UNIX オ ペレ ー テ ィング ガイ ド 
UNIX の 基礎 知識 か ら 、 シ ェ ル プ ブログ ラミ ング 、MA 
| CSYMA、S に つい て 豊富 な 例 を 用 いな が ら 紹 介し た だ 
ニン PH 議 。 渡辺 ・ 岸 本 ・ 佐 藤 共著 定価 3.000 円 


UNIX System V 

ン 回 クラ マカ イド リリ ー ス 8 
最新 パ バージョン Rel.3.1 デバ ッ 

グ 、 オ プ ブ ジ ェクト の 操作 等 に 関連 する ユー ティ リティ 、 

デー タ 構 造 に つい て 解説 定価 12.000 円 


UNIX System V 

ョ デザ ガイド リリース 

cS i RE 
UNIX System 環境 の 要素 で ある シェ ル や vi、ed 
陸生 也 メー ル な どど 各種 ユー テイ リティ 

ea SS 大 詳細 に 解説 。 定価 9,800 円 


@ マ シン 語 プ ログ ラミ ング の 基礎 か ら 応 用 まで 
8085 アセ ンプ リ 言 語 

8086 の 各 命 令 に 始ま り 、 ア セン ブラ の 使い 方 か ら 、 
GDC の プロ グラ ミン グ ま で を 解説 し た 格好 の マン シン 
語 入 門 書 4 西村 義孝 著 定価 2.800 円 


@ MACRO86(MASM) 活 用 テク ニッ ク 


ASSE ド OO HH85 マ クロ プロ グラ ミ ング 


具 Y 旧 国 MM MSDOS 上 て 動作 する アセ ンプ ラ MACRO86 に 名 
点 を あて 、 そ の 使い こなし 方 、 デ バッ グ の 方 法 を 詳細 | 
に 解説 。 西村 義孝 著 定価 2.600 円 


日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 


情報 処理 試験 対策 シリ ー ズ 好評 発売 中 / 


人 受験 に も 実務 に も 手元 に この 一 冊 ノ 


FOURHTHAN 文 法 ハ ンド ブッ ク 


今井 な き 著 
| こん な 場合 は どう 処理 する ? も っ と 効率 
の wtY 方 法 ば 7 六法 エラ ー は どこ ? 
FORTRAN プ ログ ラミ ング に 関す る 疑問 な 
ら 本 書 に お 任せ ./ 
B6 判 ・256 ペ ー ジ 定価 2,400 円 


@ は じ め て 受験 する 人 の た め の 


情報 処理 人 門 ! コン ピュ ー タ の 基礎 知識 


朝倉 文 敏 著 

ソフ トウ ェ ア 技 術 者 を めざす 者 に と っ て の 
第 一 目標 が 、 情 報 処 理 技術 者 試験 。 本書 は 、 
こう いっ た 初心 者 の か た 向け に 、 コ ン ピ ュ 
ー タ の 基礎 知識 を 、 わ か りや すく 解説 し て 
| いま す 。 B5 判 ・|12 ペ ー ジ 定価 1,200 円 


@ は じ め て 受験 する 人 の た め の 


情報 処理 人 門 II. 関連 知識 


Ce 赤松 徹 ほ か 著 

| 第 2 種 試験 を 突破 する に は 、 関 連 知 識 (数 
学 、 商 業 、 工 業 、 英 語 ) の 習得 が ポイ ント 
こ な り ます 。 本書 で は 、 関 連 知 識 の 重要 な 
基礎 ポイ ント を 、 広 く 浅 く 平 易 に 解説 し て 
いま す 。 B5 判 ・|112 ペ ー ジ 定価 1.200 円 


@ 和 ポ 1 種 情報 処理 試験 

総 整 理 こ 徹底 対策 

日 本 ユニ シス 情報 処理 シス テム 教育 研究 会 編著 

紗 1 種 情報 処理 試験 の 受験 参考 書 。 試 験 範 


ボイン ト を わか りや すく 詳細 に 解説 し まし 
た 。62 年 度 試験 の 解説 付き 。 
B5 判 ・144 ペ ー ジ 定価 2.000 円 


⑧ 情報 処理 技術 者 試験 

三 五 “ FN ゃ 

1 
受 遇 用 語 人 ハンド ブック 
朝倉 文 敏 著 
| 情報 処理 試験 の 受験 対策 と し て 欠か せな い 
| の が 用 語 辞典 。 情 報 処 理 技術 者 と し て 知っ 

っ ARY て お きた い 必 須 用 語 を 広く か つ 詳 し く 解 説 
。 | し て いま す 。 

B5 判 ・180 ペ ー ジ 定価 1.800 円 


y 定価 は 消費 税 抜き で 表示 し て あり ます 。 


囲 の 中 か ら 、 頻 出 50 テ ー マ を 選出 し 、 重 要 ポ ボ 


粒 才 奴 理 計 騰 居 REY] 


人 @ 弟 2 種 情報 処理 技術 者 試験 


ハー ドウ ェ ア 徹 底 マ スタ ー 


重量 朝倉 文 敏 著 


ア 「 月 刊 情報 a も 人 気 の あ る 
普 者 が 、 長 年 の 受験 対策 ノウ ハウ を 結集 し 
i 
初心 者 に も 目 で 見 て 理解 で きま す 。 

A5 判 ・304 ペ ー ジ 定価 2,500 円 


人 @ 弟 2 種 情報 処理 技術 者 試験 


FURHTHAN 徹 底 マ スタ ー 


掛 井 幹 雄 著 


第 2 種 試 験 に 出自 人 れ る ズ ログ ラム 言語 FOR 
TRAN の 受験 参考 書 。 わ か りや すい 解 2 
基本 文法 か ら 応 ) テク ニッ ク ま で 、 試 験 
出る FORTRAN が し っ か り 身 に つき ます 。 
A5 判 ・354 ペ ー ジ 定価 2,800 円 


人 @ 弟 2 種 情 報 処 理 技 術 者 試験 


CUBOL 役 研 マ スタ ー 


聞 了 | 田川 正子 著 


| 出題 傾向 に 沿っ た 内 容 で 、 初 : 7 

ら 2 種 試験 合格 レベ ル ま で 段階 北 的 に 学習 で き 
| る よう に 体系 的 に 解説 。 i 規格 
に 対応 。 A5 判 ・360 ペ ー ジ 定価 2.900 円 


@ これ だ け は 知っ て お きた い 


情報 如 埋 の 茜 知識 


市 川 公 士 ・ 藤 森 洋志 共著 
コン ピュ ー タ の し くみ 、 情 報 化 社 会 の 将来 
像 、 ソ フト ウェ ア 技 術 者 の 心得 と いっ た 基 
本 的 知識 を 、 イ ラス ト を ふん だ ん に 活用 し 
な が ら や さ し く 解説 し て いま す 。 

A5 判 ・|176 ペ ー ジ 定価 1.600 円 


情報 処理 技術 者 試験 の た め の 


アセ ンプ ラビ ABL 入門 


| 東田 幸樹 ・ 山 本 芳 人 共著 


MS 、BASIC を 使っ て 
る 現実 を 直視 し て 、 ずい 所 に CASL と B 
i の 比較 対 周 を 盛り 込み な が ら 、 ア セン 
ブラ CASL の 第 一 歩か ら を 、 平 易 ・ 詳 細 に 
解説 。 A5 判 ・|96 ペ ー ジ 定価 2,000 円 


日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 


HE ーー WI 
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i 的 で 時 \ 
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‘ まつ た 分 を 交 の 2 た 2 
} メー カ 別 に 
科 0 お 
A / 


ほる 


人 戦略 5 
湊 番 唯 、 斉藤 由貴 、 山口 美 


ハ 冊 イ を バ ハ る と ま ラ ーー ンジ DU ココ 江 、 後 謗 久美 子 、 南 野 陽子 、 
お お 廊 ズ が の と シン 見 ズ 分 ん て ス 見 れ ビ 年 ン ン 全 - 見 人 89 
まま ポタ) パピ 5/o の | セリ) ュ ル EE て ゼ セ 
求 近 国 2 れれ 8 ン ママ は 戦 サ ー こみ 。 | 迷っ こっ っ > 
めく 一 スス 「 一 スス と 最 ス 
の 社 辞 通 元 の し > と 3 2 2 
く 斉 ー 〇 ー © 2 〇 
, 書 時 きす に 9 こ あ 方 吉 OA は れれ の の 新 コ 
だ 意 好 究 に か 届 イ F れる "は サザ ょ 何 て 一 だ ん < が ルト ウェア 
さ 店 評 の し / く か の) a と @ = か い 年 史 博 ご ウイ Ps アッ 還 だ Do 
ビビ 2 
。 ズ プ ヒ イ し ここ 業 【@,) の そ と 単 % で か こ は わ に 倫 る あわ. いよ いよ だ アナタ の 牧 が * E 活 の し ゅ <<9 ' 及 職 活 動 ' 
学 売 プ ブ た の 情 君 者 リ う いい わら 他 ず 〇 。 の スタ ー ト だ 。 ここ で 大 事 な ボ ポイント は 、 未 朱 を 2 放し か 現代 は 変化 の 和 娠 代 。 
LE が 2 > 褒 も の か | 社会 が 経済 が 技術 が どん ビ ん 変化 し て いる 。 社会 構造 を 転換 する たき な うねり 
ンコ 中 - - ョ 』 ・ 見 向 て : oO DD ノ > 産 50 は < We の Eat 
6 に] > 和み 絡 の キー コン セプト は コン ピス ー ダ で あり その た め に は 贅 め 
協 1 た ん の | ど え い : 解 ハリ も 業 年 ア $x ye 4 何 か 、 a BM tue. oe 
い も みれ る て 。 禁 ^。 コワ の の ch しく 
いろ ん な 分 野 か ら 業 界 を みせ る 
無料 噌 蜂 画 ザ ・ ソ フト バン グ 89 を ご 希望 の 方 は 電話 で お 申し 込み ( だ さい 。 記 虹 AA まさ に これ か ら の 基幹 産業 。 メー カー 系 と ユエ ユーザ 


ー 系 と 独立 系 に 分 か れ 、 ソ フト ウェ ア 開 発 を 中 心 に 行なっ て いま す 。 


TEL(03)235-9379 上 
タ の ハー ドウ ェ ア 本 体 を 製作 する 企業 

アー トン 「 ーーー ハー ド と ソフ ト を 流通 させ する キー ボイン ト 。 取 扱う モノ が 

pe de TEL(03)235-9379 技術 製品 で ある だ け に 、 専 門 知識 も か な リ 必 要 と され ます 。 

CC TE EE RE E 馬 た 紗 人 計量 団 エン ド ユ ー ザ ー に 直接 製品 を 販売 する だ け 


SOFT 株 式 会 社 日 本 リフ トバ ンク = で だ <、 い AN 事業 に 取り 組む な ど 活躍 の 場 を 広げ て いま す 。 


Ed 統計: 当 オン ライ ン の 国際 化 に と も な い 、 現 在 か な り 大 規 


BARNK 新 規 事業 正 画 室 分 詞 模 な コン ピュ ー タ 化 が 進め られ て いま す 。 今 後 も 電 要 の 多い 分 野 。 
〒162 東京 都 新 宿 区 市 谷田 町 2-37 千 代田 ビル 区 2 四 コン ビュ ー タ の 保守 サー ビス や 、 異 業種 か ら の 参入 な ど 
上 記 の 5 種類 に 含ま れ な い 企 業 群 で す 。 


号 た 
の 諸君 に 無料 で 送る 


次 な 万 号 だ / ノ 
来春 卒業 する 大 学 ・ 専 門 学校 


ザ ・ ソ フト バン ク 789 6 月 号 一 一 


POWERFUL 
MEGADRIVE 
画 MAGAZINE 


So 


EN 


評 発 売 中 グ BR 
日 本 ソフ トバ ンク 出版 事業 部 


の 03-230-7670: 営業 部 


電脳 作家 発売 1 周年 記念 作品 / 9 月 発売 巴 
本 格 的 ファ ンタ ジー アド ベン チャ ー ゲ ー ム 


AQUARIUS - 全 折 宮 - | 四 


対応 機種 : X68000(5 イ ンチ 2HD)4 枚 組 

シナ リオ: 神戸 大 学 情報 ホ 到 損 ※\ FJ:dOD 
クラ フィ ッ ク : 神戸 大 学 情報 統計 部 細見 格 ・ 中 野 博之 

アク エリ アス は 、 電 脳 作 家 ( サ イ バ ー ラ イタ ー)Ver2 .0 上 で 動作 する 全 
4 部 か ら な る 超大 作 シ ナリ オ ソ フト で す 。 美しい グラ フィ ッ ク と BG 
M を ふん だ ん に 使っ た 本 格 的 ファ ンタ ジー アド ベン チャ ー ゲ ー ム を お 
楽し みい た だ け ま す 。 

る @ あ ぁ あら すじ 

強く 賢い 少年 オレ フェ ウス 、 類 希 な る 美少年 ガニ メデ 、 優 し く 美 し い 
少女 アス トレ ア と いう 大 変 伸 の 良い 3 人 トリ オ が いた 。 歳 月 が 流れ る 
うち 、 や が て 、 オ ルフ ェ ウ ス と ガニ メデ は 、 共 に アス トレ ア を 愛す る 
よう に な っ た 。 ア スト レア は 、 悩 ん だ 末 、 オ ルフ ェ ウ ス を 選ん で し ま 
っ た 。 怒 っ た ガニ メデ は 、 魔 女 ヒ ュー ドラ に 自ら の 魂 を 代償 に オル フ 
ェ ウ ス に 災い を な す よ うに 頼ん だ 。 ヒ ュー ドラ は 、 若 く < 美しい アス ト 
レア に 災 始 する あま り 、 ガ ニ メ デ の 願い を 聞か ず 、 ア スト レア を さら 
っ て 、 魔 法 で 石 に 変え 、 洞 窟 に 閉じ 込め て し まっ た の で あっ た 。 オル 
フェ ウス は 、 ア スト レア を 助け 出す た め 、 一 人 旅立つ の で あっ た …… 


英語 の 予習 時 間 70% カ ッ ト に 成功 / 辞書 4000 語 付き / 


基 訳 ヘル バー ずる か まし \5,980 


対応 機種 : X68000(5 イ ンチ 2HD)2 枚 組 
開発 者 : 大 阪 市 立 大 学 マ イコ ン 研 究 会 山本 賢一 (プロ グラ ム ) 
山本 博之 (辞書 ) 


i 


対応 機種 : X68000 (5 イン チ 2HD)2 枚 組 
開発 者 : 神戸 大 学 情報 統計 部 前 部 長 赤坂 賢 洋 半 5, dBl 


日 本 ソフ トバ ンク 出荷 本 数 に よる ラン キン グ 推 移 
「Oh / 新 作 売 れ 筋 」 掲 載 の X68000 ソ フト 中 で の DRETURN(3 月 1 日 発売 ) ラ ン キ ング 


3 位 ( 初 登場 ) 2 位 2 位 


3/20 
6 位 


8/5 


得点 年 令 


1. 22.553.390 森沢 建 行 17 オ 高知 
2. 7/.、381.330 井谷 陸 19 才 兵 庫 
3. 6.291.346 上 鍵 忠 志 17 才 大 阪 
4. 5、462.660 永田 秀和 17 才 愛 知 
5. 4.351.350 上 農 友 寛 16 才 大 阪 
上 位 5 名 様 を 日 コン 連 特 別 技能 会 員 に 認定 。 


第 3 回 締切 は 、 9 月 30 日 消印 有効 。 


郵送 品 貼付 切手 に は 、 オ ー ル 記念 切手 使用 / 
ロコ ン 轄 F 「 通信 販売 の ご 案内 
現金 書留 、 郵 便 振 替 (大 阪 5-4873 日 コン 連 企画 株 式 会 社 )、 為 替 、 
替 で 、 希 望 商品 名 、 対 応 機種 名 、 数 量 明記 の 上 、 
(送料 は サー ビス 。) 

この うち 、 現 金 書留 、 定 額 小 為替 で お 申し 込み の 場合 に は 、 例 えば 、5, 980 円 
の 商品 の 場合 に は 、 端 数 を 切り 上 げ 6,000 円 分 お 送り 戴 い て 結構 で す 。 こ の 
際 の お つり 20 円 は 、 商 品 発送 時 に 同額 の 記念 切手 で お 返し いた し ます 。 


定額 小 為 
お 申し 込み くだ さい 。 


日 コン 連 ら SOF 本 保証 
日 コン 連 SOFT の ディ スク 内 容 を お 客 様 が 破損 され た だ た 場合 、 そ の 
ディ スク と 300 円 分 の 切手 を 同封 し て お 送り 頂け れ ば 、 折 り 返 し 、 新 
し いい ディス ズ グ を お 送り し て いま す 。 


AN ADVENTURE GAME_INTERPRETER 


CDGT Writer 


軍 官 用 WE 守 Ver 2.0 


対応 機種 : X68000(5 イ ンチ 2HD)2 枚 組 Eb 980 
開発 者 : 神戸 大 学 情報 統計 部 部 長 村尾 元 『 

電脳 作家 は 、 専 用 の 言語 で 書か れん た シナ リオ を X68000 上 で 、 コ マン ド 
選択 式 ア アドベンチャー ゲー ム の 形 で 実行 する 一 種 の イン タプ リタ で す 。 
Ver2.0 で は 、OPM に よる 音楽 演奏 や PCM に よる 音声 出力 も 可能 と な 
り 、 よ り 良 質 の アド ベン チャ ー ゲ ー ム が 作れ る よう に な り ま し た 。 
便利 な グラ フィ ッ ク ツ ー ル に 加え 、 買 っ た その 日 か ら 遊 べ る サン プル 
シン シナリオ 件 き で まま 。 


電 騰 作家 グラ フィ ッ ク 選 ミュ ー ジ ッ ク ラ イブ ラリ ー 集 


制作 者 : 神戸 大 学 情報 統計 部 細見 格 ・ 赤 坂 賢 洋 半 3,980 
を を グラ フィ ッ ク デ ー タ 10 フ ァイル 、 ミ ュー ジッ ク デ ー タ 39 フ ァイル 収録 。 


シナ リオ コン テス ト 入 賞 作品 通信 販売 中 . ノ 
FVIL FYF 作 : 三 上 潤一 郎 (Jun.M.Win) Ver2.0 対 応 
\1,000( 日 コン 連 企 画 森 まで 、 直 接 お 申し 込み くだ さい 。) 扇 
内 容 : えい ぶる と いう 少年 が 、 あ る 世界 に 平和 を 取り 
戻す た め に 旅 す る と いう も の 。 


BGM、 音 声 出 力 を フル に 使っ た ユニ ー ク な アド 
ンー っ や SS 


特長 : 


あおき 知ら きせ 


⑧ 日 コン 連関 東 本 部 紹介 
《 関 東 本 部 加盟 団体 》 
横浜 市 立 大 学 パ ソコ ンク ラブ 、 東 京 学 学 教 育 工 学研 究 東京 水産 大 学 略 
コン ピュ ー タ クラ ブ 、 が た MEET COUNT、 和 大 ペッ コン ー 
好 会 、 成 喘 大 学 FAC 電 子 計算 機 研究 工学 院 大 学 電 子 技術 研究 部 、 
NEW MZM、MAC、Peke、 FXTEND PARTY 

大 学 サ ー ク ル 、 同 人 ソフ ト 団 体 大 歓迎 / 関東 地区 加盟 希望 団体 は 、 
日 コン 連関 東 本 部 委員 長 、TEL 03-407-4130 後 谷 行 則 まで 。 


休日 コン 連 全 国 本 部 付 ス タッ フ 募 集 (高校 生 ・ 大 学生 歓迎 ) 
条件 グズ 日 コン 連 全 国 本 部 (な ん ば ) に 頻繁 に 来 ら れる 人 。 
特典 グズ 日 コン 連 全 国 本 部 に ある 各 ソ コン 、 ソ フト 使い 放題 。 


仕事 内 容 プ 各 パ ソコ ン メ ー カ ー と の 交渉 、 日 コン 連 加 盟 団 体 へ の 


連絡 、 イ ベン ト 企 画 
誌 の 編集 協力 。 


・ 立 案 。11 月 創刊 の 日 コン 連発 行 パ ソコ ン 雑 


@ 日 コン 連発 行 の パソ コン 雑誌 ライ ター 募集 

京阪 神 地区 在住 の 方 で 、 パ パソ コン や ソフ ト に つい て の 情報 、 意 見 、 解 
説 、 評 価 な ら び に ショ ッ プ 情報 、 タ ウン 情報 を 提供 し て いた だ ける 方 
を 募集 し ます 。 大阪 制 作 初 の パソ コン 雑誌 創刊 に ご 協力 くだ さい 。 


@ 日 コン 連 パ ナコ ムリ クル ー テ ィング 1Q 開 催 

9 月 30 日 まで 、 上 新 電 機 す &P HOTLINE 上 で 開催 。 

電子 メー ル を 使っ て 人 事 採用 担当 者 に 氏名 ・ 身 元 を 明か さ ず に 直接 、 
集 問 する こと が で きま す 。 

情報 サー ビス 業 ク イッ ク 社 に 興味 の ある 方 は 、 お 気軽 に 
い 。 


ご 利用 くだ さ 


@ 問い 合せ ・ 申 し 込み 先 
〒556 大 阪 市 浪速 区 黄 波 中 2-4-3 村上 ビル 

TEL 06(644) 6901 

日 コン 連 企 画 株 式 会 社 ま た は 日 本 コン ピュ ー タ クラ ブ 連 明 


外国 製 の MS-DOS に もぉ アク セス 出来 る / ノ 


^ ヾ 68O0O0 用 


SUPER DEVICE MONITOR すす の 


Nartg BMZ-EESDOQ で は も うお 馴染 の 『SUPER DEVICE MONITOR "TT" 
の へ Y55000 用 が いよ いよ 発売 され まし た 。 


今 ま で は 、 手 探り で 行なっ て い だ プ ログ ラム の 開発 が 、 容 易 に 出来 る 様 に 成り ます 。 

例え ば C じ コン バイ ラー や 機械 語 を 使 つ て ソフ ト を 自作 し て いる 場合 、 1 バイ ト の 定数 等 を 書き 換え る の に いち いち 
エディ ダー で ソー スプ ログ ラム を 書き 直し て が ガ ら アセ ン ブ ル か が ら も う 一 度 や り 直 さこ なけ れ ば 成ら な か つた だ 作業 が 
‘SUPER DEVICE MONITOR "T"』 を 使う と 1 バイ ト 単 位 で 書き 換え られ る の で 簡単 に 出来 る 
様 に 成り ます 。 特 に ハン ドア セン ブル を する 方 に は 今 ま で に 無 か つ だ 快適 な 開発 環境 を 提供 し ます 。 


太 ア ワク セス し だ セク ター は 、 縦横 チェ RS-232C を 使う と 任意 の ボー 災 256 バ イト を 1 セ フ タ ー と し 1PL 
ッ ツク サム 付 で 表示 し て 、 ワ ー プ ロ 感 レー ト で 人 ふ AY68000 同士 は 勿論 、 ーROM、S-RAM、 MI1N-R 
覚 で 変更 ・ 複 写 ・ ス フロ ー ル 等 の 多 他 機種 に は その 機種 用 の 『SGUPEH AM な ど ご が 別々 の ディ バイ ス と し て 
彩 な エディ ッ ト 機 能 ガ 1 バイ ト 単 位 DEVICE MONITOH "T"」 を  。 アフ セス 出来 ます 。 
dy 本 GE ささ 68000 標準 フォ ー マ ッ ト 以 外 

x*S-RAM や IPL な ど 通 常 ウ ワ セ ス 生計 で 転送 が 行え ス ま す 。 例え ば 。 の フォ ー マ ツ ッ ト も アク セス 出来 る 可 
出来 な い 部 分 を 含め て ふ Y58000 td 5 変 フ ォ オー マッ ト 機 能 付 で す 。 


の 2 フォ ー マ ッ トレ だ ば か り の 2D の デ 
コモ レー は 地 給 て イス ク 1 枚 分 を 1200 ボ ー で 転送 す RS-232C の ボー レー ト の 変更 


る と 約 8 分 間 で 転送 が 出来 ます 。 は 、 ボ タン 1 つ で 簡単 に 出来 ます 。 
(A ス X// の み 不 可 ) 

A ス N68000 用 の み 最 高 1300 ガ ウス の 磁気 を 浴び て も 大 事 な フ ロッ ピー ディ スク が 安全 に 守ら れる 、 三菱 鉛筆 

製 の 磁気 遮蔽 機能 付 『 wwmmg フロ ッ ビ ピー デ ィ ス ケー ス 』 に 入 つ て いま す 。 


SUPER DEVICE 7 ル 47OA77 び O 刀 “7 ツア 


^ ヾ 50O0 ワ O oo: 2HD 15,000』 
C77 So: ジ D 10,000 sn 
A arg (2HD は 受注 生産 ) 5' 2D/2HD 13.000』 
1 と 必 己 名 回 回 回 | | ア 偽 選 回 回 回 3.5 2DB 13.000』 


*MS-ーD 〇 S は マイ フロ ソフ ト 社 の 商標 で す 。 


* 商品 の 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て いま せん 。 ‘SSE Wt Ka 


pp お 求め は 全国 の 有名 マイ コン ショ ッ プ で どう ぞ 。 株 式 会 社 BLUE SKY 
通信 販売 を ご 希望 の 方 は 当社 へ 直接 、 商 品名 ・ 機 種 名 ・ メ ディ ア 名 ・ 住 所 〒411 静岡 県 三島 市 加茂 16-4 
氏名 ・ 電 話 番号 を 明記 の 上 、 現 金 書 留 に て お 申し 込み くだ さい 。 (送料 無料 ) 分 0559-72-6710 


el 放 み 了 f 田 町 品 放 回 あー 回 の 下 避 回 吟 ゆ 人 @ 。QH9HON は 人 ご ど は (X 潜 宣 志 思 下 (GO) 


ロー \ 外 才 通り 

絡 て リー ン が で pa 

ンズ NN 1 AL 
〔 ロ 日 通 ビ ル 


至上 野 ) 


ロコ ャ ヤマギワ 


AVC フ タバ 電機 
〒101 東京 都 千代 田 区 外 神 田 3-2-3 
神田 ユニ オン ビル 会 03-253-7661( 代 ) 


福岡 082-481-g494 
X68000 の 情報 の すべ て / 0 店 は X68000 の 認定 代理 店 と ま お 気軽 に ご 相談 下さ) 


XY 待望 の 新しい 仲間 登場 / へ Y550 ワ 0O 


PERSONAL WORKSTATION PERSONAL WORKSTATION 


EXPERTEXPERT Lils] PRO:PROL] 


集積 度 を 高め た "マン ハッ タ 、 

ン シ ェ ィ ブ "2M バ イト の メイ 拡張 /0 ス ロッ ト を 4 スロ ッ ト 標 準 装備 、 メ イン 
ン メ モリ を 標準 実装 、Human メモ リ だ 652C) 
68Kver2.0 搭 載 (CZ-602C/ 更に 40MB の HDD を 搭載 (CZ-662C) 新しい 
更に 40MB の HDD を 搭載 X68K の 発見 が ある は すず た 

(CZ-612C) あ くま で も X68K に 写 真 の モニ タ は 別売 て す 

こだわ る マシ ン 、 


写真 の モニ タ は 別売 で す 〕 


CZ-602C 標準 価格 \356,000 
CZ-612C 標準 価格 \466.000 


CZ.662C 機 格 Y408000 TL 
CZ-662C 標準 価格 \408.000 AVC 特 価 


従来 機 も 忘れ ず | お 勧め ディ スプ レイ コー ナー 組合 せ は 自由 、 価 格 は お 気軽 に < 
‘v4 @0.3Imm ド ッ ト ヒ ッ チ @0.3| トド ピッ チ 
A さ GSO0O0 に // CZ-612D ' CZ-603D 0. 3 mm ッ ト ヒ ビッ 
PERSONAL WORKSTATION 標準 価格 \ 118,800 eTV チ ュー ナ 搭 載 標準 価格 \84,800 eTV チ ュー ナ 無 し 
ACE -ACE [Is] AVC 特 価 “3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン AVC 特 価 “3 モー ド オ ー ト スキ ャ ン 
9 チルト 台 同 梱 e チル ト 台 同相 
ッ ト ヒ ・ e0. ッッ トピ ヒッ チ 
CZ-611IC(HDD タイ フ ) CZ-6502D @0.39mm ド トット ヒッ チ CU-21CD 0.52mm ド ッ ト ヒ ッ 
¥ 99.600 標準 価格 \ 99.800 WTV チ ュー ナ 搭 載 標準 価格 \ 139.800 WTV チ ュー ナ 無 し 
叶 AVC フ タバ 特価 オー 
3 モー トド オー トス @3 モ ー ド オー トス キャ ン 
[写真 の モニ タ は 別売 で す ) AVC 特価 ドガ オー トス キャ ン AVC 特 価 
@ チル ト 台 同 梱 @ チル ト 台 取付 不可 
型番 品 名 標準 価格 販売 価格 型番 品 名 標準 価格 販売 価格 型番 品 名 標準 価格 販売 価格 
CU-14BD "ディ スフレ イ Y 64,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8PC2 熱転写 フリ ンタ (24 ド ッ ト ) \ 69,800 AVC フ タバ 特価 CZ-6BFI 増設 RS232C ボ ー ド Y 49,800 AVC フ タバ 特価 
CU-14FD 。 ディ スフレ イ Y 84.800 AVC フ タバ 特価 CZ-8PC3 熱転写 フリ ンタ (24 ト ッ ト ) \ 65.800 AVC フ タバ 特価 CZ-6BPI 数 値 フ プロ セッ サボ ー ド  \ 79,800 AVC フ タバ 特価 
CU-14GD "ディ スフレ イ Y 69,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8PC4 熱転写 フリ ンタ (48 ド ッ ト ) \ 99.800 AVC フ タバ 特価 CZ-6EBI I/0 ボ ポッ クス Y ?8,000 AVC フ タバ 特価 
CZ-860D ディ スプ フレイ Y\ 99.800 AVC フ タバ 特価 AN-8TU RGB シ ステ ムチ ュー ナ  Y\ 33,100 AVC フタ バ 特 価 CZ-234LS Al 開発 ツー ル Y 188.000 AVC フ タバ 特価 
CZ-830D ” ディ スフレ イ Y 90,600 。 AVC フタ バ 特 価 CZ-8PK7 フリ ンタ ( 80 桁 ) Yi22.000 AVC フ タバ 特価 CZ-219SS 0S-9 Y 29.800 AVC フ タバ 特価 
DZ-880D "ディ スプ レイ \102,100 AVC フ タバ 特価 CZ-8PK8 フリ ンタ (136 桁 ) YiI52.000 AVC フ タバ 特価 CZ-227BS TOP 財務 会 計 Y 200.000 。 AVC フ タバ 特価 
BF-68PRO CRT フ ィ ル ター \ 19,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8PK9 フリ ンタ ( 80 桁 ) \ 89.800 AVC フタ バハ 特価 CZ-213MS MUSIC PRO-68K \ 18,800 AVC フ タバ 特価 
CZ-502F FDD(2DD) \ 99.800 AVC フタ バ 特 価 CZ-6VTI カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト  \ 69,800 AVC フ タバ 特価 CZ-214MS 3OUND PRO-68K \ 15,800 AVC フ タバ 特価 
CZ-503F FDD(2D) Y 49,800 AVC フ タバ 特価 CZ-8BV2 _ カラ ー イ メー ジ ボ ー ド \ 39,800 AVC フ タバ 特価 CZ-212BS ビジ ネス PRO-68K Y 68,000 AVC フ タバ 特価 
CZ-6BEIA IMB / 増 設 \ 38,000 AVC フ タバ 特価 CZ-6BU| "ユニ バー サル 1I/O ボ ー ド \ 39,800 AVC フタ バ 特 価 CZ-21I1LS 。C コ ン バ ハイ ラ PRO-68K  \ 39.800 "AVC フ タバ 特価 
CZ-6BE2 2MB | MM | \ 79,800 AVC フ タバ 特価 CZ-6BGI  GP-IB ボ ー ド Y 59.800 AVC フ タバ 特価 CZ-141SF NEW-ZBASIC Y 18.800 。 AVC フ タバ 特価 
CZ-6BE4 4MB \ ボ ポー ド \138,000 AVC フ タバ 特価 CZ-8TMI モデ ム \ 29,800 AVC フ タバ 特価 CZ-137SF turboZ's STAFF \ 19,800 AVC フ タバ 特価 
AN-160SP アン プ 内 蔵 ス ビー カー  \ 59,800 AVC フタ バ 特 価 CZ-8TM2 。 モテ ム Y 49,800 AVC フ タバ 特価 CZ-133SF "モテ ムタ ー ミ ナル ソフ ト  \ 25,800 。 AVC フタ バ 特 価 
CZ-8BSI FM 音源 ボード \ 23,800 。 AVC フタ バ 特 価 CZ-8NTI トラ ッ ク ボ ー ル \ 13,800 AVC フ タバ 特価 Z'STAFF PRO-68K \ 58,000 AVC フ タバ 特価 
CZ-6BNI スキ ャ ナ 用 バラ レル ボー ド \ 29,800 AVC フ タバ 特価 CZ-6SDI シス テム ラッ ク \ 44,800 AVC フ タバ 特価 kamikaze \ 68.000 AVC フ タバ 特価 


HE シス テム を 搭載 、 


アロ グ ら コイ ステ デック X1 タ ー ボ シリ ー ズ の XiturboZ の 本 格 派 た 拉 と 
標準 価格 \23.800 独自 の 機能 を 全 継 承 RA 2 ロク ググ 
ーー VCCI ゼ ロ dB 基 準 に オー トス キャ ン テ ィ ス フ に 
に = レイ 。 

適合 させ た 。 


CZ-888C…\169.800 
CZ-860D…\ 99,800 
合計 …… ¥ 269, 600 


特価 ??? 


三 火 価格 は ご 相談 に 応じ ます 
R 火 電話 で お 問い 合せ 下さ い 


CZ-88I1C…\179,800 
CZ-880D… \109,800 
合計 oes ¥ 289,600 


特価 ? 7 2 


応談 = 火 価格 は ご 相談 に 応じ ます 
じ 品 火 電話 で お 問い 合せ 下さ い . 


CZ-830C…・\ 90,800 
CZ-830D…・\ 90,600 
合計 ………| \190,400 


AVC 特 価 \?72 ? 


応談 


AVC 特 価 \ ぎ 77? 


e 頭金 な し (手軽 な 電話 クレ ジッ ト ) 9 製品 先取 り ( お 支払 い は 約 | に 2 ヶ月 後 か ら ) @ 低 金利 クレ ジッ ト (| 回 の 支払 い は 2.700 円 以上 で 3 一 48 回 。 ボ ー AM ] 0 時 が か がら PP M. 7 時 
ナス 併用 も 可 ) @ カ レッ ジ クレ ジッ ト ( 保 証人 な し 。 但し 満 20 歳 以上 の 学生 の 方 ) 2 1 生生 用 の う (- 両親 が 代理 購入 者 と し て お 申し 込み 下さ い ) 

合 納 期 G 血 常 の 場合 、 当 社 に 申込 書 が 到着 後 週間 以内 。 特 に 人 気 の あ る 商品 で 品薄 の 場合 、 少 々 納期 が 遅れ る こと が あり ます の で 御 了 了承 下 さい ) ま で 党 付 日 曜 ・ 祝 日 も 党 業 
e 完 全 保証 (すべ て メー カー 保証 書付 アフ ター ケア 万 全 ) @ 全 国 代 引 ( お 届け し た 者 に 、 代 金 を お 支払 \ い た が だく 方 法 で す 但し 手数 料 1.000 円 ) 」 ーー 


きこ RHEE > ユ 財 皿 夫 生 中 産 ラ ー< さ 


— 
< 


。 と は ほ 哨 吾 S 刀 商 司 S 詩 


SHARP ON 
NEC . Ke 


@, AppleCompu 


ー re HOUSE で 68000CPU が 大 流行 三 


こだわ り 派 向け の マン ハッ タン シェ イブ 
A A BBOOOE EXPERT 


ci コ 北 関東 最大 の 06000 前 店 


スロ ッ ト い っ ぱい ロー コス ト タ イ プ 
A ki 


シン 
AYG8O000 用 ハー ド デ ィ スク 


ee 
¥18:000~ ¥ 89,600 


容量 20M バ イト 


メー カー 純正 
特別 奉仕 価格 


\Y128-990* ¥110,000 | \125:000* \106,000 


容量 20M バ イト 容量 20M バ イト 
オー トシ ッ ピ ング 機能 

PC98 シ リー ズ 用 で す が X68000 で 

も 動作 し ます 


\158:990* ¥134,000 


容量 40M バ イト 


オー トシ ッ ピ ング 機能 
PC98 シ リー ズ 用 で す が X 68000 で 
も 動作 し ます 


^ ヾ 559000U オリ ジ ナ ル ソ フ トウ ェ ア 


、 90-D: 

BASIC 拡張 関数 

パッ ケー ジ 
¥9,800 


X-BASIC の 機能 を ア 
ッ プ させ る 約 50 種 の 
関数 パッ ケー ジ 


CP/M68K 
エミ ュ レ ー タ 
\19.800 
CP/M68K の BDOS コ 
ー ル 機能 を エミ ュ レ ー 
ト し 、CP/M68K の アプ 
リケーション を Human 


ビジ ュ ア ル シ ェ ル で 使 
用 する アイ コン を 登録 
変更 し ます 。 


Human68K 用 ディ スク 
キャ ッシュ ドラ イ バ 


BASIO 拡 張 関数 パッ 
ケー ジ を X BASTOC 
で 利用 する た め の 0 言 
語 ラ イブ ラリ ー 


BASIC 拡張 関数 


バッ ケー ジ 
(C 言 語 ラ イブ ラリ 付 ) 
\14.800 


B6-6301 と B6-6305 の 
セッ ト で す 。 


Toys& Tods 
\6.,800 


Human68K で 使用 す 
る 外部 コマ ンド を セッ ト 
に も た も の で す 。 


68KI で 実行 し ます 。 


王国 通販 (UK/ 


@ 低 金利 クレ ジッ ト あ つ 
か っ て お り ます 。 


⑧ 支払 方 法 は 相談 に 応じ 


MICRO COMPUTER.SHOP 


BASIC os 


ee @ @ @ @ @e @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ oe @ @ @ oe @ @e 0 0 0 @ @e 0 0 0 0 @ @ 0 @ @ 9 @ © 0 @ © @ 0 @ 0 © 0 の 


Basic House に 大 田原 営業 所 が で きま し た 。 
美原 公園 野球 場 裏 、 ダ イ ユ ー 敷 地内 
白い 建物 で す 。 よろしく お 願い し ます 。 


ます 。 - 
TEL.0287-23-5352 6 

大 田原 営業 所 で は 通信 販売 は 扱っ て お り ま せん 。 

通販 ご 希望 の 方 は 宇都 宮本 店 に お 願い し ます 。 5 
昌和 5 
通販 御 希 望 の 方 は 購入 品名 、 住所 、 氏 名 、 電 話 番号 を 書い た 紙 と 表示 価格 は 特に 明記 され て 6 


いる 場合 を 除き 消費 税 は 含 


金 十 送 本 現金 書 食 
(代金 十 送 料 \1.000) 消費 税 1.03 を 同封 し て 現金 で お 申し 込 まで DU ま PA 


み 下 さい 。 釣 銭 は 無い よう お 願い し ます 。 
全国 どこ で も 発送 可 長期 クレ ジッ 


ト OK 送料 全国 均一 \1.000 宅配 便 に て 即日 配送 


064160CPU on AYe68000 
Mach180" 


X68000 上 で CP/M-80 の ソフ ト 開 発 を 可能 に し まし た 。 

Z 80 上 位 コン パチ の 高 機能 チッ プ で ある HD 64180( ク ロッ ク 10MHz) を 使用 し た CPU ボー ト 
と CP/M-80 の BDOS エ ミュ レー タ ソ フト の 使用 に より 、Human 68k の コマ ンド ライ ン か ら CP/ 
M-80 用 の ソフ ト を 起動 させ る 事 が で きま す 。 し か し 、X68000 が CP/M マ シン に な る 訳 で は あり 
ませ ん 。 Human68k 上 で CP/M-80 の BDOS を エミ ュ レ ー ト し ます の で 従来 と 同じ X68000 の 環境 の 
も と で 、Z80 と HD64180 の 開発 を 行なう 事 が で きる の で す 。 

例え ば X68000 用 の エディ タ を 使用 し て プロ グラ ム の 入力 及び エディ ッ ト を 行ない ます 。 そ れ を 
CE/M-60 用 の アセ ンプ ブラ と リン カ を 使用 し て オブ ジェ クト プロ グラ ム を 生成 し CP/M-80 用 の テバ 
ッ カ を 使用 し て 実行 及び デバ ッ ク を 行なう ……… と いっ た 一 連 の 開発 過程 を 1 台 の X68000 上 で 、 
し か も な ん の 切り 替え の 手間 も な く 行 な う 事 が で きま す 。 ま た turboCP/M(2HD) の フロ ッ ピ ー 
ディ スク の アク セス を 可能 に し た こと に より 、 Human68k 標 準 の COPY コ マン ド で の 相互 変換 を 実現 し 
まじ 7 だ 6。 


TT TT TTT TITTY TTT TTT TTT TT 主 な 特長 HITT TT TTT 


e し ピ U に HIDB4180( ク ロッ ク 10MHz / ノ ー ウ ェ イ ト ) を 採用 、B ビ ッ ト 最 高速 
e モリ は 54K バ イト を 実装 、54k CP/M と し て 使用 可能 
e CP/M-80 BDUSG エ ミュ レー タ の 使用 に より BDDOSG レ ベル で の OP/M-B0 互 換 を 実現 
e HUT ヨ TBBK の コマ ンド と 同一 ディス ク 上 で の 混在 使用 が 可能 
@ モー ド 切 り 替 えー 切 不要 
e UP/M デ ィ ス ク ド ラ イ バ に より turDOC ビ P/M(BHD) の フロ ッ ピ ー の 直接 アク セス が 可能 
(turDOCP/M 以 外 の CP/M で は RS-832 を 利用 し た H ビ EX フ ァイル コン バー タ で 対応 ) 
川 川 利 ml 有 有 有 ルル ポ 用 有用 有用 川 有用 


(注意 ) 
「 ーー @ CP/M60 の コマ ンド は 含ま れ て いま せん 
商品 名 Mach180™ es CP/M80 の シス テム は 必要 あり ませ ん 
@ Human66k の 機能 上 サポ ー ト され て いな い BDOS コ ー ル が 一 部 あり ます 
[ ゅ エス ケー ブシ ー ケ ンス は Human68k に 準拠 し ます 
- 畠 式 KGB-OPXB 。 ハー ド 上 の 制約 に より アク セス で きる ディ スク は urboCP/M(2HD) に 限ら れ ます 


商品 構成 CPU ボ ー ド 3 
BDOS エ ミュ レー タ 株式 会 社 計測 技研 


デイ スク ドラ イ バ 本 社 営業 部 通販 部 
取り 扱い 説明 書 本 321 栃木 県 宇都 宮 市 竹林 町 503-1 
価 格 \98,000 kas Tel.0286-22-98 11 


Fax.0286-25-3970 


STI ET AE TD RTI ZN 
972 の ペク ノノ ジー ジス 
バッ コン ファ クス FM7-]V]」 限 定 セッ ト 販売 / 


@MZ25 セ ッ ト ( イ ンタ テテ ー ズ ) 
標準 価格 合 
@MZ28 セ ッ ト (マン イー テー スズ) 


尊 格 合計 Y37.60 を 学 198,000 


@PC28 セ ッ ト (? ン ター フェ ー ズ ) 
標準 価格 合 

@MZ_-IVO1 本 体 の み 
標準 価格 \ 278.000 を 


漢字 カラ ー 熱 転写 プリ ンタ 


「 ツ ャ ー ブ MZ-IPC」 


標準 価格 \59,800 特価 \38,.540 (ケー ブル 付 ) 


計 \342,800 を 学 ] 58, 000 


it¥377,800 を 学 198,000 
\120.000_ 


※ 上 記 セ ッ ト を ご 注文 の 際 は 3.5 か 5 イン チ の ご 指定 を し て くだ さい 。 


委 人 0U0U を 大 割引 中 / 


eXx58000EXPERT 


(CZ-602C)IMB/FDDx? 
定価 \356.000 


。 GZ KCNWB/FDDctME 


<24X 24 ド ッ ト 漢 字 ・7 色 カラ ー・ 漢 字 30 字 / 秒 高速 印字 ・MZ1P17 と フル コン パチ ・5KB の バッハ 


メモ リ 付 > 


適応 パソ コン 一 MZ2000、2500、5500、6500 シ リー ズ 、X1 シ リー ズ 、X68000 シ リー ズ 他 。 


X68000 下 取り し ます 
\ 175,000/CZ612C を CZ601C 下 取り で 差額 \ 225,000 


富士 通 FM-TUWNS セ ッ ト 大 特価 ご 替 仕 / 
AIBIT オ リ ジ ナル ・ 特 選 セ ッ ト ー 一 


A セッ HO 本体 /FMTOWNS- 1 の CRT/FM 
T-DP531③ キ ー ボ ー ド /FMT-KBI01I④0S/ 
NN -VII⑤ 本 体 増 
設 / 内 蔵 マ イク ロ FD ド ライ ブ ⑥0S/MS-DOS 
エミ ュ レ ー タ VI.| 
①~⑥ 計 標準 価格 \478.000 

ご 奉仕 大 特価 \398.000 
| NI -2②CRT/FM 
T-DP531③ キ ー ボ ー ド /FMT-KBI01I④0S/ 
ES -VI.1⑤ グ ラ 


ッ ク ツ ー ル /TOWNS PAINT VI.I⑥O0S/MS 


-DO0S エ ミュ レー タ VI.I 
①~⑤⑥ 計 標準 価格 \538.000 
ご 奉仕 大 特価 448.000D 


人 @ 富士 通 ゼ ネ ラ ル DM405 
(14 型 ) 
(2000 ア ナ ロ グ 21/8 ピ ン ) 
定価 \67,800 き 

特価 \36.000 


@ シ ャ ー プ CZ-830D・BK 
(14 型 ) 

2 モー ド オ ー ト スキ ャ ノン 方式 
(アナ ログ / デ ジタル ) 
定価 \98,0003 

特価 \54.800 


@ シャ ー プ CZ-602D 
< ドッ トピ ッ チ 0.39mm> 
(15 型 アナ ログ TV/3 モ ー ド 
オー トス キャ ン 方 式 ) 
定価 \99,800 一 大 特価 


@ シャ ー プ Cu21CD (21 型 ) | 
マル チ ス キャ ン 方 式 

(アナ ログ ) 

定価 \ 139.800 ラ 特価 
特価 


“0426-45-3001~3 


アイ ビッ ト 推奨 ディ ズ プ レイ 


店 形 ホ 商品 を 超大 特価 で お ゆず り じ ます 
少数 の た め TEL で お 問い 合わ せく だ さい 。 


DM405 対 応 パ ソコ ン 機 種 :MSX2。X1 シ リー スズ 。M 
Z700/1500/2000/2200 シ リー ズ 。 FM77AV/7/8 
シリ ー ズ 。 (ケー ブル は 各 専 用 の も の を 使用 ) 


CZ-830D 対 応 パ ソコ ン 機 種 :CZ880C/881C。XI/ 
TURBO シ リー ズ 。 ケ ー ブ ル は 本 体 付属 を 使用 。PC 
88VA/VA2/VA3/MK2SR/TR/F R/MR。 PC980|I 

U/UVUX/VM/VX/LV 各 シリ ー ズ 。 ア ナ ロ グ 25 ビ ピ 
ン @25 ピ ン ケ ー ブ ル を 使用 ( デ ツタ は 名 専用 ケー 
ブル で )。 MZ700/|500/2000/2200/2500 各 シリ ー 
ズ ( 推 奨 品 シャ ー プ 8D8K)。 


@ シャ ー プ CZ-612D 
< ドッ トピ ッ チ 0.31mm> 
(15 型 アナ ログ TV/ 3 モード 
オー トス キャ ン 方 式 ) 
定価 \119.800 一 大 特価 
いずれ も チル トス タン ド 付 き 


CD21ICD 対 応 パ ソコ ン 機 種 :CZ880C/881C/600C 
/611C。PC88VA/VA2/VA3/MK25R/TR/FR/ 
MR。PC880IFH/MH/FA/MA。PC286U/V/L。 
PC9801U/UV/UX/VM/VX/LV 各 シリ ー ズ 。 ケ ー 
ブル は 付属 を 使用 (X/ シ リー ズ は ANI 506 で 使用 ) 
MZ700/1500/2000/2200/2500 は ANI508 で 。 


FAX.0426-44-6002 


@ 人 営業 時 間 /10 :00~19:00@ 電 話 受付 /20:00 迄 可 @ 定 休日 / 日 曜日 (祭日 営業 ) 
SHARP SUPER XEX SHOP 


アイ ビッ ト 電 子株 式 会 社 〒192 東京 都 八 王子 市 北野 町 560-5 


定価 \466,000 


く 〈 メ イン メモ リ > 2M バ イト 、 
< 拡張 |O ポ ー ト > 2 ポー ト 、 
く <OS> オ リ ジ ナ ル OS 
Human68K Ver.2 


ex58000PRO 


(CZ-852C)IMB/FDDx® 
定価 \298,000 
eXx58000PRO-HD 


(CZ-662C)IMB/FDDx2,40MB, 
定価 \408,000 


く メ イン メモ リ >〉1M バ イト 、 
< 拡張 |O ポ ー ト > 4 ボー ト 、 
<OS> オリ ジ ナ ル OS 
Human68K Ver.2 


dL 


St CO OO 


CZ662C を CZ600C 下 取り で 差額 


本 体 

@ シャ ー プ CZ-822C CP/M 付 ee \29.800 
@ シ ャ ー プ CZ.-888C-BK(Xl turbo ZI) ………… 新 発 売 
@INEC PC-9801VX4 ………| \643.000③\360,000 
@ NEC PC-9801XA2……… ¥ 695,000>\149,000 
@ NEC PC-98LT11 る 

@INEC PC-9801LV21 ¥ 345,000>¥240,000 
⑧ 富士 通 FM-AVZ77 ………… ¥ 128,000>\45,000 
⑧ 富士 通 EM-AVZ72…………… \158.000③\55,000 
人 @ 富士 通 AM-AV40…………… \228,.000③\95,000 
拡張 機器 他 


@ シ ャ ー プ CZ-8TM1 マ 押 十 王 )・\ 29,800③ う \6,500 
@ シ ャ ー プ MZ-1E29 (MZ)……… ¥ 17,800 き >\9,800 
@ シャ ー プ X1 用 ジョ イカ ー ド et \1,500 
@ シャ ー プ CZ-8EP(I/ 〇 ポー トド ……‥\ 11.800③ \9,000 
@ シャ ー プ CZ-8EB3(|I/O ボ ポッ クス)\ 33,800 ふ >\28,000 
る 9 シャー プ MZ-1U09 …(2500)…・\ 9,000③ \7.200 
@ シャ ー プ CZ-8BK3…(X1)…・\13,800\11,700 
@ シ ャ ー プ CZ-8BK4…(X1)…… \6,.800 う \5.700 
@⑱ シ ャ ー プ MZ_-1M03…(5500)・\ 69,000③ \35,000 
@ シ ャ ー プ MZ8BC04‥(2000)…\ 18,000>\8,000 
@ シ ャ ー プ MZ-8B104…(2000): \ 45.000③ \18.000 
⑯ シ ャ ー プ SSSC28M( 双 ネモ < テー ) \ 49.800 う \10.000 
@ シ ャ ー プ MZ_-1R11…(5500)・\ 80.000③\40.000 
@⑱ シ ャ ー プ MZ-1R24 …(2500) ・\ 22,000\6,000 
@ シャ ー プ MZ-1R26A…(2500)・\ 13,.000 う \12,800 
@⑱ シ ャ ー プ MZ-1R27A・‥(2500)・\ 13,.000 う \10.000 
@ シャ ー プ MZ-1R28A・(2500) \ 13.000$S\10.000 
@ シ ャ ー プ MZ-1R29A・…(2500)・\ 32,.000③ \10.000 
@⑱ シ ャ ー プ MZIR35( は 全 間 時 )…\ 55,.000③\19.000 
@ シャ ー プ MZIR36(1R35 用 増設 MB ボー ド )\45,000 ふ >\15,000 
@ シャー プ MZ1E26( デ イネ ミコ ミニ) … \ 24,800③\13.000 
⑱ シャ ー プ IE35(ADPCM ボ ー ド ) ………・ \ 49,.800③\13.000 
@ シャ ー プ 1E39(RE232C 2CH ボ ー ド ) …・ \ 39,800 ラ \13.000 
@ シャ ー プ IE40(S.RN イ ンタ ー フ ェ ー ス )… \ 70 , 000 き 大 特価 ./ 
@ シャ ー プ IE43(SCS イ ンタ ー フ ェ ー ス ) … \ 38 , 000③ 大 特価 . ノ 
@ シ ャ ー プ MZ-1T02 … (2000) …\ 19,800 う 3\8,500 
@ シ ャ ー プ MZ-1T03 …(1500)…\ 12,000 み >\8,500 
@ シ ャ ー プ CZ-8BGR2・(X1) …… \ 14.800③\4.,000 
@ シ ャ ー プ CZ-8BS1…(1)… \ 23,800③ う \19,500 


@ シ ャ ー プ X1、MZ 用 マウ ス ………………… 特価 \4.800 
@ シ ャ ー プ MZ_1X29…………… \ 13,800 う \11.000 
@ シ ャ ー プ MZ-3500 キ ー ボ ー ド ……………… \10.000 
@ シ ャ ー プ MZ-5500 キ ー ボ ポー ド …………… \10.000 


@ シ ャ ー プ 2000/2200 キ ー ボ ー ド …………… \10.000 
@ シ ャ ー プ CZ-64H( グ ィ ズ ラ ) く 2 の 黄 鬼 抽 > … 学 120.000 
@ シ ャ ー プ CZ-8NJ2( ス ジロ ジミ で )\ 23, 800 ふ 大 特価 
@ 富士 通 MB-22436( ざ 2 ュ ) … \ 33,000 う \19,800 


信 富士通 129 キ ー ボ ー ド ……… \25.000 う \20.000 
プリ ンタ ー 
@ シャ ー プ CZ_-8PC3… \65,800 ラ \52.000 


@ シ ャ ー プ CZ-8PC4( 黒 ・ グ レー)・\ 99 ,8003 大 特価 
@ シャ ー プ MZ-1P22(3 ラ 一 漢字 )…\ 59,800\50.000 


@ シ ャ ー プ MZ-1P27………… ¥\ 268,000 ふ >\214,400 
@ シ ャ ー プ MZ-1P28 SS \ 148.000 う \118,400 
@⑯ シ ャ ー プ MZ-1P29 ……… \168.000 う \134.400 


@ シャ ー プ 6P-11 (カト シー ド ヒ ーー ……‥\ 95,.000 う \35,000 
@ シャ ー プ CZ-8PD3(X1 用 ) …… ¥59,800 ふ >\16,000 
@ NEC-NM9700( 漢 字 プ リン タダ …\ 163,000\88,000 


久富 士 通 FMPR-201…………… \79.800 う \45.,000 
久富 士 通 [MPR-351……… \ 250,.000③\125.100 
@ 富士通 [MPR-353………… \ 198.000③\115,000 
人 @ 富士 通 MB-27409… (ii \98.000③\45,000 
人 @ 富士 通 MB-27413…………… \90.000③\25,000 


より よい 品 を より 安く 、 辻 人 速 


アイ ビッ ト 和 温子 杯 式 会 社 


ハン アデ 4COPY KT プレ ゼン ト / 「 


シリ アル イン ター フェ ー ス 


価格 \49800 の 8 


@ 富士 通 「MPR-201( 漢 字 カ ラー)… 
@@ 富 士 通 FMPR-201RI(ROM)… 


¥ 79,800 み >\45,000 
\23.000 う \11.000 


ディ スプ レー (カラ ー) 

信 富士通 FMTV-211(200)…… \185.000③\89.000 
信 宮 士 通 FMTV-152(200)…・\ 109.000 う \58.000 
@ 富士 通 MB-27343(200)…… ¥ 67,800>¥35,000 
@ NEC PC-KD854(400) ……… ¥ 89,800>¥58,000 


ディ スプ レー( モ ノ カ ラー) 
@ シャープ CZ-1D10(400) …… ¥4l,800>¥25,000 
@ NEC PC-8050 (200) ……… ¥ 29,800>¥24,000 


フラ フロッピー ディ スク 

@ シ ャ ー プ CZ-503F…………… \ 49,8003 \34.000 
@ シャ ー プ CZ-503F (イン ター フェ ー ス カー ド な し ) ……・ \30.000 
@ シ ャ ー プ CZ-502F………… ¥ 99,800 き >\75,000 
@⑱ シャ ー プ CZ-300F(CZ-3PCM 付 ) …………… \13,000 


ソフ ト 

@ ユ ー カ ラ K2 填 ……… (2500) \ 28.000③ う \23,000 
@ 春 望 クリ エイ ティ ブ II・(2500) \ 34,800 う \29.000 
@ ビ ジレ スニ ーーー (2500)- ¥ 48.000③\42.000 
@Hu-CAI 日 本 語 …… (2500) \ 45.000③ う \30,000 
@ ぶ ぷり ん と し ょ っ ぶ ぷ ……… (2500)…¥ 9,800 う \5,000 
@GLEDIT2500………… (2500)… \ 8.000③\7.000 
@FILE UTILITY UT-25F・(2500)… \ 6,800$\6,000 
@ パ バー ソナ ル CP/M6Z001…… \16.800③\14.800 
@V2BASIC6Z010…… (2500)…‥\ 10,0003 \8.500 
@FORTRAN(1P1213)…(2500)・\ 13.800③\11.700 
@C MZ2500 1P1214…(2500)・\ 13,.800 う \11.700 
@ COBOL 1P1215…… (2500)・\ 13,800③\11.700 
@C CZ116LFOT)… tt \13.800③\11,.700 
@ COBOL CZ118LF… (1)…\ 13.800③\11.700 
@ ラ ン ゲ ー ジ マス ターCZ128SF… \9,800 う \8,500 
@ シ ャ ー プ CZ-130F( 訪 ポ )…\ 14.800 う \12.500 
@ シ ャ ー プ X1・3 イ ンチ CP/M…… \16,.800 ラ う \5,000 
@ 富 士 通 B273D030 ば プ ) ……… \9.800 う 3 \3,000 
人 @ 宮 士 通 B273D040( ミ ラー タテ の )…… \ 9.800③\3.800 
@ 富 士 通 B273D050( そ イタ ンタ )…… \9.800③ う \3.000 
@HUMANI68K CZ-244SS ( 新 発 売 ) ・\ 9,8009 特 価 
X658000 関 係 ソ フト 


@ マ イク ロ ソ フト ウェ アー ジャ パン 
「C& プ ロフ ェ ッ ショ ナル パッ ケー ジ 」\ 58 , 0009 特 価 


@ シ ャ ー プ OS-9/X68000 ………… \ 29,800 き 大 特価 
@ シ ャ ー プ CZ-211LS ーー…………… \ 39,800 き 大 特価 ./ 
@ シャー プ CZ-6BE1 … の の ie \35,000 ラ 大 特価 ./ 
@ シ ャ ー プ CZ-6BE1A…………… \ 38,000 き 大 特価 ./ 


新 製 品 / シャ ー プ MZ-1X30 モ デム ホン 


<300/1200BPS 全 2 重 通 信 対 応 モ デム 内 蔵 ? 

< 音声 入出 力 端子 付 > 

< ダイ ヤル パル ス / プ ッシュ ボタ ン 対 応 > 

< プッ シュ ボタ ン 音 解析 機能 > 

< シャ ー プ 手順 、CCITT、V25bis 通 信 手 順 サ ポー sy 


標準 価格 \ 98.0003 特 価 \39.800 


新 製品 ./ 東芝 BOOK・Computer 
J3100SS 


標準 価格 Y 198.000 大 特価 ./ 
画 シ ャ ー プ ポケ コン 全 商 品 販 売 中 。 カ タロ グ 特価 表 ご 請 


求 く だ さい (〒70)。 


東 ( こ お 記 ( け し ます 。 


@ 本誌 発売 時 に は 、 上 記 価 格 よ りさ ら に お 求め や すい 価格 に 変更 され て いる 場合 が あり ます 。 @ 上 記 商 品 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 全て の 商品 に 対し 、 別 途 3% の 消費 税金 が カ かかり ます の て こ “了承 くだ さい 。 


NR 


@ 全 商品 完全 保証 書付 (メー カー 保証 ) _ 

@ 全 国 無料 配達 (一 部 離島 の 方 は 有料 に な り ま す ) ' 

@ 配 達 日 の 指定 O に (日曜 ・ 祭 日 に か か わら ず お 客 様 の ご 都合 
に あわ せ て 配達 し ます ) ーー 

の どん な 商品 の 組合 せ も 自由 自在 (ご 了 予算 、 用 途 に 応じ 自由 
自在 に シス テム アッ プ で きま す ) “ ーー 

@ 中 古 バ パン コン 高 額 下取り ( 今 お 使い の パン コン を わずか な | 
差額 で グレ ー ド アッ ンプ ) ー 

欠 お 支払 い 方 法 自由 ( 低 金 利 の 均等 払い 、 ボ ポー ナス 一 括 払 い 
ら ご 利用 くだ さい ) 。 


営業 時 間 ( 年 中 無休 ) 
AMIO0:00~PMZ:00 ロ (GE 曜 ・ 祭 日 は Pm6:00 ま で ) 


当社 は X58000 の 販売 認定 店 で た どん な こと で も 安心 し て ご 相談 くだ さい 。 


ンプ 
リ 
ェ 
ト 
特 
典 


Y OO 3 ^ ヾ 55OOO =/=(@/@/6) 
A ヾ 50OOzgop 回 A PO の 同人 PRO 
る ⑧CZ-652C( 本 体 ・ キ ー ボ ー ド ・ マ ウス ) OT \298.000 ci @ CZ-662C( 本 体 ・ キ ー ボ ー ド ・ マ ウス ) be te itis i te \408.000 る ⑧ CZ-652C( 本 体 ・ キ ー ボ ー ド ・ マ ウス ) で で で すす で と で \298.000 
@ CZ-602D( カ ラー 専用 ディ スプ レイ ) Oh \ 99.800 ご 人 g CZ-602D( カ ラー 専用 ディ スプ レイ ) visieaezeie i $a eR \ 99.800 本 @ CZ-603D( カ ラー 専用 ディ スプ レイ ) ioe RE \ 84.800 
@ CZ-8PC3( 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ ) eeseeseeeeeees Y 65.800 通 WCZ-8PK 7(24 ピ ン 漢字 プリ ンタ ) ドド ー… \122.000 セ @⑧ アフ ター バー ナナ (ゲー ム ソ フ ト ) 上 ーー トト ーー ドド ーーー 学 サ ービス 
@ ア フタ ー バ ー ナ (ゲー ム ソ フ D…… の ドド \ 9200 誠 @ コ ミュ ニケ ーション PRO-68( 高 機能 通信 ソフ )… \ 19.800 人 放 @ プ ラン クティ スケ ッ ト (⑤"2HD・10 枚 )……………… \ サ ービス 
プリ ンタ ー 用 紙 ・ プ ラン クティ イス ケッ ト ………… \ サ ービス セ @MD-2400B( オ ムロ ン ・ モ デム ) ai \ 49.800 ト 田 定 価 合計 ………… ドド ーーー\382.800 
5 @ プ リン ター 用 紙 ・ プ ラン クティ スケ ッ ト …………… \ サー ビス 
ーー お ト ーー ーーーーー ーー 一 ーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- ご こ ・ 
画定 価 合計 ¥472,800 ー ナ イヤ PAS Y699400 クリ エイ ト 特 価 
| 
クリ エイ ト 特 価 クリ エイ ト 特 価 


AGEOOOExPERT ^ ヾ 80OOgagp 


3 [AS68000OPAoRE MME 
- * — カラ ー 用 ディ スプ レイ まき きき きき ます きき きき 。 

ッ eR NR ye ⑯CZ-662C( 本 体 ・ キ ー ボ ー ド ・ マ ウス ) バー… \408.000 @XE ビ -1PRO( ジ ョ イス ティ ッ ク )…… ド ee \ サー ビス 
作 eCZ8PK8(24 ピ ン 136 桁 漢字 プリ ンタ ) \152 000 @CZ-612D(0.31 ビ ッ チ ・ カ ラー ディ スプ レイ )……………・ \119.800 旨 @CZ-8NT1( ト ラッ クボ ー ル ) mmm \ 13.800 

ク @CZ6BM1 (MIDI ポ ー ド ) … い パート ーー トー トーーーーー・ \ 26 800 @CZ-8NS1( カ ラー イメ ー ジ スキ ャ ナ ) el \ 188,000 @ CZ-8NJ2( ジ ョ イカ ー ド ) ee \ 23.800 
ワ @MT-=32(MD 紅 運 3 ニ eS y 69.000 代 CZ-56BN1( ス キャ ナ 用 パラ レル ボー ド ) \ 29.800 の ドラ ゴン スピ リッ ツ ( ゲ ー ム ソフ ト )…… バ トー …・ \ 8.800 
| @AN-S100( ア ンプ スピ ー カ ー)…… ド ーーー…ー・ \ 36.600 @CZ-6PV1( ビ デオ プリンタ )… パ ドド ドド ーーー \198,000 人 源平 討魔 伝 (ゲー ム ソ フト ) …… ド ーー ドー…… \ 7.800 

ン @MUSIC PROMD) \ 28800 @10-730( カ ラー イン クジ ェ ッ ト プ リン タ )…… ト ドー ドド … \230.000 アフ ター バ ー ナ (ゲー ム ソ フ トド ドド ーー \ 9.200 
セ MS Re 。 ge OZSTAFF PROF \ 58.000 人 @ 沙 苺 曇 蛇 (ゲー ム ソ フト ) ドー \ 8800 
ツ ソ @ プ ラン クィ スケ ッ ト NM 人 NN サー ビス @ び サイ クロ ン E ビ XPRESS ーー バド トド ーー ーー…ー…ー… \ 78.000 @⑧ フル スロ ッ ト ル (ゲー ム ソ フ ト ) OPT すか すす かす か \ 7.800 

i 園 定 価 合計 \794 800 @CZ-6BE1A(1MB 増 設 RAM ボ ー ド ) IS ¥ 38.000 @ サ ンタ ダー フォ ー ス (ゲー ム ソ フト ) 224MLCLYYLYK プ エル \ 9.800 
’ @ プ ラン クティ スケ ッ ト (5'2HD 10 枚 ) 上 。 \\ サ ービス @⑧ ド ッ チ ボー ル ( ゲ ー ム ソフ ト ) ON RE ER Y 7.800 

クリ エイ ト 特価 園 定価 合計 \1.347.600 園 定 価 合 計上 \480,400 


クリ エイ ト 特 価 


※ 本 広告 に 掲載 の 全 商 品 の 価格 に つい て 消費 税 は 含ま 


X58000 シ リー ズ 用 周辺 機器 ソフ ト お 買い 得 セ ー ル 
EE EE EE EN 


6 ロ 名 (を 価 / 
文 この 表 以 外 の 組合 せ 、 お 支 カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト マウ ス を 使っ た 楽譜 ワー プロ 
払い 方 法 も ご 自由 に で きま す 
いい Y へ“ 謀 Xx の 
支 X1 シ リー ズ 用 、X68000 シ リ 2MB 増 設 RAM ボ ー ド 
ー ズ 用 各社 ハー ド デ ィ ス ク / プ 4MB 没 RAM ポ ー ド ECT 
a cz-saut | == パ Or 通信 ソト 
ノン タ 等 の 周辺 機器 を 大 特価 
に て 販売 し て お り ま す | \ 79800 
電話 に て お 問合せ くだ さい 。 | v/akoo | BUSINESS PRO-68K | 弥 合 型 計 第 ソト 
| 2600 | DATA PRO-68 く | コマ 弄り レー ショ アル テー タベース 
法 細 /0 ボ ックス (4 スロ ッ ト ) | \ 88000 | CARD PRO-68K | ヵ ー ド 弄り レー ショ カレ デー タベース 
| CZ-6BN1 | スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド | / 29800 | TP 時 務 会計 ” | プロ フェ ッ シ ョ ナル 財務 会 計 フ トッ ェ ア | 200 
ドッ トピ ッ チ 0.31mm14 型 高 解像度 |/\ 84,800\|| Ccompiler PRO-68K | ソフ ト 開発 セッ ト |/\ 39,800\| 


LCz-6TU | パソ コン チュ ー ナ ーーY\ 3300 | Human 68K Ver20 | 開発 シン ー ル セッ /Y 9800 } 
4 上 記 以 外 ビ ジネス ソフ ト 、 最 新 ゲ ー ム ソフ ト 豊 富 に 在庫 あり ます 。 ※ 送 料 は ご 注文 の 際 お 問合せ くだ さい 。 久 超 特 価 販売 中 ノ 


総合 お 問合せ 先 全 03-486-6541 代 


ン フ テー ブリ テー 潤 谷 閉 泊 


@ 法 合 店 谷 O づ -4 8 © © ら A1 ( 代 ) ご Ne500120 
* 横 浜 店 さ つ 45-31 イ フー イア イブ イア (説い 


安心 と 信頼 の 
誌上 ショ 


加計 て の お 店 送 み は 


お 申し 込み は フリ ー タ イヤ ル で (料金 


0120 - -483290 


お 問合せ は 専用 タイ ヤル で 


人 ぶ 0468-483290 


年 中 無休 AM10 時 -PM10 時 


SLHIARPSYBB000gxpEnr 


SHiARPXYB000pag 


FT WCZ-6O3D( デ ィ ス プレ イ ) 
標 准 価 格 


X58000 オリ ジ ナ ル グ ッ ズ ブレ ゼン ト / 


@X68000 スポ ー ツ タオ ル 御 買 上 け の お 客 様 に 、 
@X68000 ビジ ネス バッグ YX68000 


る ⑧x68000 ポー チ 


る x68000 マウ スパ ッ ト の い 


ラー ビデオ ブレ ク クラ ーー ンス キャ テー 


株 式 会 社 


@CZ-6O2C(FD タ イプ ) 

禁 准 価格 356,000 円 
 @CZ-6 12C(IID タ イプ ) 
概 準 価格 466,000 円 


@CZ-6O2D(42 ル 全 尼 ) 
標準 価格 99,800 円 


-@CZ-6 1 2D( テ 2 ル 化 ) 
標準 価格 119,800 円 

eZ-603D( テ ィ スプ レイ ) 
標準 価格 円 


4 


@CZ-652C(FD タ イプ ) 
概 交 価格 298,00 幅 

@CZ-662C(IID タ イプ ) 
禁 傘 価格 408,000 幅 

@ こ CZ-6O2D(772 ル 人 テ 尼 ) 
標準 価格 


99,800 
@CZ-612 El 
標 119,800 円 


84,800 円 


オリ ジ ナ ルク ッ ズ を 1 点 
も れ な (プレ ゼン ト 。 


@ CZ-6PV1 
、 バン コン や ビデ オ 尼 器 に 対応 
64 攻 調 (485 x 480 ト ント ) で 再現 


ッ ピ ング 


テディ アジ ツ ョ ヨッ プ ブ 


メデ ィ ア ショ ッ プ ハイ ラン ド 


料 


無料 


| 


EXPERT グラ フィ ックス _ 

eCZ-612C (本 体 ) 4686.000 円 

eCZ-612D (ディ スプ レイ テレ ピ ビ ) 119.800 円 

eCZ-8NS1( イ メー ジス キャ ナナ ーー) 188.000 円 

ぁ ン -6BN1( バ パラレル ボー ド ) 9d. ヨ 00 円 

e ム AP-800(48 ド ッ ト カ ラー プリ ンタ ) 

e 拉 8p25 (イン ター フェ イス ケー ブル ) 

e 人 へ -400H ビ (ビデ オデ ッ キ ) 

e CZ-221 HS ( NEW Print SHOP ) 

eC-TRACE68( レ イト レー シン グ ソ フト ) BB8.00 ロ 円 
標準 価格 1.102.800 円 

ー 括 払 価格 特別 価格 コ 


商品 番号 227 


初回 16.500 円 ・12. 600 円 X47 回 | 


初回 4.500 円 ・10.500 円 x59 回 | 


ボー ナス 69, 000 円 X BB 回 
_ ボー ナス 50,000 由 X10 回 。 


EXPERT 通 通信 ・ パ ソ 
eCZ-612C (本 体 ) 
eCZ-603D (ディ スプ レイ ) 
eCZ-8TM2( モ デム ユニ ッ ト ) 
e\ ソ PP-2000(136 桁 カラ ー 漢 字 ド ッ ト ブ プリ ンタ )… 
et B822565 (イン ター フェ イス ケー ブル) 
eCZ-6BCOICFAX ボ ーー ド ) 
eCZ-223CS(CCoMmMunNnication) 19.800 円 


_ 標準 価格 BB5.QQ ロ 円 

一 括 払 価 格 特別 価格 
初回 i200M 9 
初回 13,200 円 ・ 


760Rtx47 回 | ボー ナス 50,000 円 x 回 


100 円 X59 回 | ボー ナス 40.000 円 X10 回 


…408.00 ロ 円 
119.800 円 
.68.800 円 


eCZ- -B1 gD (ディ スプ ブレ イ テ レ ビ ピ ビ ピ ) 
eC 〇 CZ-6VT1 (カラ ー イ パー ジ ユ ニ ッ ト ) 


CZ - 8NS1 


高速 高 柄 度 て ハイ レベ ルム な 画 


本 神 || 商品 名 (商品 午 紀 ) 
メ の 奈 || @ 支 払 回 数 
テ ミニ 有川 i 
ラ お 名 前 
ハ ド 模 生年 月 日 
メド 1 た 
イシ 3 人 須 | | e こ 住所 、 電 話 番号 
保ち 動 め 先 
ド プ e 名 株 住所 、 電 話 番号 


CZ-8PC4A 
精 紋 で 路 字 の な し 本 品位 思 子 。 


お 不 込 み は 今 す で ぐ 
電話 みかみ ハ カキ て 7/ 


〒239 神奈 川 県 横須賀 市 ハイ ラン ド 3-9-6 


ハガキ で の お 申込 み は 


通信 販売 の お 申込 み 方 法 


ぁ 現 全 一 括 て お 申込 み の 方 


@ 商品 名 (商品 番号 ) 及 び 、 住 所 、 氏 名 、 電 話 番 号 、 


誌 名 を 


ご 覧 の 雑 


ご 記入 の 上 、 代 多 を 現金 書留 で お 送り 下さ い 。 


@ 振込 を ご 希望 の 方 は 必ず お 振込 前 に お 電話 又は お ハガキ て 、 


お 知ら せ 下さ い 。 


《 銀 行 振込 > 協和 銀行 ・ 久 里 浜 支 店 当座 No.2945 


く 郵 使 振替 > 横浜 9- 42177 
p クレ ジッ ト て お 申込 み の 方 
e 電話 か ハ カ キ で お 申込 み 下 さい 。 


クレ ジッ ト 申 し 込み 用 紙 を お 送り 致し ます の て で 、 


の 上 、 当 社 へ お 送り 下さ い 。 


| だ EXPERT サウ サウ ンド 【MIDHI | 
eCZ-602C (本 体 )…… 

eCZ-602D (ディ スプ レイ テテ レビ) ーーー .99.800 円 
e AN-160SP( ア ンプ 内 蔵 ス ピー カー シス テム ) 55.300 円 
eCZ-65BMITCMIDI ボ NKー ド ) 

e ゃ MT-32(MIDI 音 源 モ ジュ ー ル ) 

e D-10( キ ー ボ ボード) 

e CZ-215MS (Sampling PRO68K ) ーー 
eCZ-247MS(MUSICPRO68K MIDD: 


128.000 円 

17.800 円 
| .28.800 円 
_ 。 。 標準 価格 78 1,.500 由 
| 商品 番号 228 _ 一 括 払 価格 特別 価格 


初回 11.000 円 ・10,100|X47 回 | ボー ナス 50.900 円 X 8 回 


初回 14.100 円 ・8.700 円 X59 回 | ボー ナス 40,⑩9HHX10 回 _ 


PRO ワー プロ _ 


eCZ-652C (本体 ) 
eCZ-603D (ディ スプ ブ プレイ) 
ゃ ソロ -2000(136 朽 カラ ー 漢 字 ド ッ ト プ リン タ ) 
BCCRK ユ ンダー ンク ブル ) 


標準 価格 585.60O 幅 
ー 括 払 価格 


_ 商品 番号 el 
初回 10.700 円 ・ 7.300 円 X47 回 
初回 8.800 円 ・7.000 円 x59 回 


ボー ナス 30.000 円 x 8 回 


ポ ボー ナス 820.000 円 x10 回 _ 


e \ ソ PP-900(80 杵 カラー 漢字 ド ッ ト ブ プリ ンタ ) 
e 拉 856p55( イ ンタ ー フ ェ イ スケ ー プ ブ プル) 
eCZ-220BS(ODATA PRO68K) 
eCZ-226BS(CARD PRO68K) 

標準 価格 8 20,200 円 
_ 商品 番号 229 一括 払 価格 特別 価格 
初回 12.900 円 ・ 8,900 円 x47 回 | ボー ナス 50.000 円 回 


7.800 上 円 X59 回 | ボー ナス 40.000 円 x10 回 


初回 10,200 円 ・ 


@CU-21CD 


ドジ ク ラー テリ ee 


| 応 川 分 野 を 広げ る ワイ ド 画 面 . 


像 入力 を 実現 最大 A4 サ イズ の 第 文理 も アー トワ ー ノ < oe 
ee Fac 人 2720 還 の 

ミー _ 標準 価格 198.000 円 標準 価格 188.000 円 板 癌 価格 99,800 円 ーー 枝 護 価格 139,800 幅 
商品 番号 149 | 一括 払 価格 特別 価格 | 商品 番号 188 | 、 一括 払 価格 特別 価格 商品 番号 216 | 一括 払 価格 特別 価格 | [商品 番号 217 | 。 一括 払 価格 特別 価格 
84m| pm B.B0Og.7.500mx3a | g4a | am B.100m。 7.800mxB3m | | 18m| gm7.B00m7.400m *1la | | 4a | pm7.300m 5.300gx83am 
36m| jm5.500n 5,B00mx35m) 36a | wa 7.400m- 4.300m*35m) (24m| mm4.P00r3.B00nx3m ) | 36m | gm 7.000m-3.B00mx35m 
商品 型 式 標準 価格 販売 価格 商品 名 型 式 。 機 準 価格 販売 価格 商品 名 式 標準 価格 販売 価格 商品 名 型 式 。 機 準 価格 販売 価格 
叶う - デ スフレ イ CZ-603D 84800 71.900 カラ ーー ジュ ニッ ト CZ-6VTI 69800 59.000 FAX ボー ド CZ-6BCI 79800 67300 DATA PRO68K CZ-220BS 58.000 49300 
RGB シ ステ ムチ ュー ナー CZ-6TU 33100 29.300 2Y ガ (5LMN- ド OZ-6BNI 29800 65200 MIDI ボ ー ド COZ-6BMI 86800 23200 CARDPRO68K CZ-666BS 29800 25.400 
CHT フ ィ ル ター BF-68PHO 19800 16.300 IMB 増設 HAM CZ- 6BEI 35000 9500 拡張 | OK ボッ クス CZ-6EBI 88000 74200 SamplngPRO68K OZ-e15MS 17800 15300 
転写 カラ ー ブ リン タン -BPC3 65.800 54000 IM 増設 HAM CZ- 6BE1A 38000 32.100 "シス テム ラッ ク CZ-6SDI 44800 37800 NEWPrintSHOP CZ-6eIHS 19800 16.00 
漠 字 ブリ ンタ (80 和 3) CZ-8PK9 89800 78.700 8MB 増 設 HAM CZ-6BEZ 79800 67.300 スピ ビー カー シス テム AN-160SP 55300 48500 Communication CZ-63CS 19800 16.900 
漢字 ブリ ンタ (80f5) CZ-8PK7 122.000 98.400 4MB 増 設 HAM CZ-6BE4 138.000 116.400 "カラ ーー ジ ボ ー ド Il CZ-BBVe 39800 33500 Ccompler CZ-eIILS 39800 34500 
漢字 ブリ ンタ (6 桁 ) CZ-8PK8 152000 198.800 " コ ニ バ ー サ ル IOK- ド OZ-6BUI 、 39800 33.600 立体 映像 セッ ト CZ-8BHI 29800 24600 Musicstudio CZ-237MS 25.800 gez00 
ルー ド デ ス 2(80MB) CZ-620H 178000143700 GP- IB ボ ポー ド CZ-6BGI 59800 50400 テコ トロ ー ラ CZ-8NJe 23800 80.100 "MUSIC(MIDI) CZ-847MS 28.800 24800 
電設 用 HDD(40MB) CZ-64H 180.00D 100200 間 HSeC ォ - ド CZ-6BFI 49800 48.000 FM 音源 ボー ド CZ-8BSI 23800 e0100 OS-9 X68000 CZ-619SS 29800 85400 

モデ ムコ ユニ ッ ト OZ-BTM 49800 48.100 数値 演算 ボード CZ-6BP1 73800 67300 フロッピ 22 ユ ニ 洒 CZ-503F 49800 39.200 Stationery CZ-240BS 月 発売 予定 


| 


EE 8 8B00m 8 


今月 の 特選 


ぁ CZ-611C 
X58000 に HD ニ デル 一 場 。 
ます まほ ます 和 然 〈 な る 、 
バー ソナ ル ワ ー ク ステ ーション . 

@ CZ-611D 


15 弄 カラー ディ スプ レイ テレ ビ 。 


標準 価格 544.800 円 


8 BOOmx59m 


買得 品 (限定 ) | 


snaspS く Y5 ヨ 00D ACE-HD 


商品 番号 200 | 


@ CZ-888C 
画像 取り 込み 、 ビ デオ 編集 ス 
テレ オ F M 音 源 。 多 彩 な 機能 
で 広がる アー トワ ー ク 。 
ADVANNCED TURBO 
@ CZ-860D 


14 層 カラー ディス プレ イ テ レ ビ < 


標準 価格 262.000 円 
ー 括 払 価格 特別 価格 


全国 どこ で も 


① 索 全 保 
@ 全 国 無 料 配送 日曜 配送 可 能 


アフ ター ケア OK 


8 支払 回 数 は a 
④ 消 費 税 広告 は 人 て 消 費 税 込み の 価格 で 表示 し て あり ます 


FAX で も 注 又 有 UK FAx : 0468(48)3273 


(8) その他 広告 以外 の 商品 も 取扱 っ て お り ま す 。 お 気軽 に お 問合せ 下さ い 。 


ご 記入 


パソ コン "AV 専門 


0.A. ラ ンド _ 
大 特価 セー ル 訂 


NEW シド 欄 X58000EXPERT'EXPERT HD セッ ト 


40MB HDD 内 蔵 ゲー ム ソ フ ト 


ムラ ラバ て ba 本 を 


9 1 日 より 消費 税 を 課税 させ て 
いた だ きま す 尚 、 表 示 価 格 は 


上 は 本 が 
ln す , 詳しく は 、 お 電話 下さ い 。 コワ < な い ン 
89 8*I6 ぅ 9*|5 大 放出 グ 


X680UUUEXPERT HD セ ッ ト 2MB RAM 
定価 \466.000 
定価 \119.800 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 


他 店 に は 負け ませ ん . グ 合計 定価 \585.800 


現金 大 特価 . ゲ 


X68000EXPERT セ ッ ト 2MB RAM 内 上 
@ CZ-602C 定価 \356.000 
@ CZ-612D 定価 \ ぎ 119.800 
@ MD-ZHD 20 枚 サー ビス 


OA ラ ンド で 買わ な きゃ 損 を する // 合計 定価 \475.800 


現金 大 特価 . グ WWy 
NEW X-1 タ ー ボ ZH セッ 


A セ ッ ト 安 す ぎ て 

@CZ-888CBK… 定 価 \169.800 ゴメ ン な さい / 

@ CZ-680DBK… 定価 \109.800 

@ CZ6ST1B … 定 価 \ 5.800 
(チル トス タン ド ) 

@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 


合計 定価 \275.400 


現金 価格 
特価 中 TEL 下 さい 


5 ゲー ム プ レ ゼ ント 


ゲー ム ソ フ ト 
5 ゲー ム プ レ ゼ ント 


ni Aa 
ー ド カバ ー フ プレゼ ント 


Ye 

6 CZ-888CBK … 定 価 \169.800 

@CZ630DBK… 定 価 \ 98.000 

@ CZ-6ST-1B … 定 価 \ 5.800 
(チル トス タン ド ) 

@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 


合計 価格 \273.600 
合計 価格 
特価 中 TEL 下 さい 


NEW "AP X6B0UU PRU・PRO HD セッ ト 


ゲー ムン 
X68000PRO セ ッ ト 
@CZ-6520 ………… 定価 \298.000 
@CZ-612D ……… 定価 \119.800 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 


合計 定価 \417.800 
現金 特価 .// TEL 下 さい 。 


5BUUU 
展示 新 同 品 


@CZ-611C(GY) 
@CZ-611D(GY) 


|2 セ ッ ト 限 り 


現金 特価 \ う 28,000 


クー 


1 選ん 


お 貞 


フト 
5 ゲー ム プ レ ゼ ント X68000PRO-HD セ ッ ト 


@CZ-00C eres 定価 \408.000 
@ CZ012D ……… 定価 \119,800 
@ MD-2HD 20 枚 サー ビス 


合計 定価 \527,800 


_ 現金 特価 .// TEL 下 さい 。 


X-| TWIN 


@ CZ-830C 
定価 \99.800 


PC エン ジン 内 蔵 


現金 特価 党 38,000 


X1 用 

@CZ-8BV2…・ 定 価 \ 
@CZ-8BR1] …・ 定 価 \ 
0@ CZ-8DT2…… 定 価 \ 
0@ CZ-8BS1…… 定 価 \ 


39.800 特価 \ 31,000 
29.800 特価 \ 23,000 
44.800 特価 \ 35,000 
23.800 を し 下さ い 
@CZ-8TM2… 定 価 \ 49.800 特価 \ 38,000 
@CZ-8EB3…… 定 価 \ 33.800 特価 \ 27,000 


プリ ンタ ー セ ッ ト コ ヨー ナー 
DCZ-6PU1( カ ラー ビデ オプ リン ター ) 定価 \198.000P 特価 \ ぎ 152,000 
の CZ-8PC3( カ ラー プリ ンタ ー) …… 定価 \ 65.800 特価 \ 53,000 
3③CZ-8PK8 (ドット プ リン ター ) ……… 定価 \152.000 特価 \115,000 
④CZ-8PK7 (ドッ ト プ リ ンタ ー)……… 定価 \122.000 特価 \ 93,000 
5)PC-PR201TH( カ ラー プリ ンタ ー ) 定価 \145.000 特価 \ ぎ 103,000 
6PC-PR201G (ドッ ト プ リ ンタ ー ) …・ 定 価 \158.000P 特価 \ 99,000 


その 他 、 周 返 機器 <・ プ リン ター 
ソフ トウ ェ ア ー 
20%6 て 2526 OFF. グ 


X68000 用 

@CZ-6PU1A… 定 価 * 38.000 特価 \ 30,000 
@CZ-6BM1… 定 価 * 26.800 特価 \ 21.000 
@CZ-6BE]1 定価 \ 88.000 特価 \ 69,800 
@CZ-6VT]1 … 定 価 \ 69.800P 華 己 し 下 さい い ヽ 
@CZ-8NS1 … 定 価 \188.000P 特価 \149,000 
@CZ-6BC1 定価 * や 79.800 特価 \ 63,000 


X68000 用 ソフ トウ ェ ア ー・ コ ー ナ ー 


DCZ-212BS(BUSINESS) ………・ 定価 \ 68.000 特価 \ 53,000 
2 の CZ-220BS(DATA) …… ひ ト t ぬ ぱ ゆ ト … 定価 \ 58.000 特価 \ 45,000 
3③CZ-215MS (Samplng) …… 定 価 \ 17.800 特価 \ 13,800 
④CZ-221HS(NEW Print 2 定価 \ 10.800 特価 \ 15.500 
5CZ-227BS (TOP 財 務 会 計 ) …… 定 価 \200.000 特価 \158,000 
6CZ-226BS(CARD)…………… 定価 \229.800 特価 \ 23,000 
( 


の CZ-223CS(Communication) … 定価 ギ 19.800 特価 \115,500 
8 お CZ-213MS (MUSIC) ………… 定価 \ 18.800 特価 \ 14,800 
9CZ-211LS(C compiler)……… 定 価 \ 39.800 特価 \ 31,000 
i0C-TRACE (キャ スト ) …………… 定価 \ 68.000 特価 \ 52,000 
IDEW (イー スト ) ee ee 定価 \ 38.000 特価 \ 29,000 


EE EE EE RTS OE NEE SEE Et EEE UT TE EEE REGED EE TE ER ER 
画 ハ ー ド ディ スク 画 特 価 品 も あり ます の で TEL 下 さい 。 


@ アイ テッ ク IT-MJ4(|/F 付 )……… 特価 党 98,000 
@ アイ テッ ク IT-MJ4 C(I/F 付 )…… 特価 \\109,.000 
@ ウィ ン テ ッ ク HD-404HS(|/F 付 )… 特 価 党 108,000 
@ コン ピュ ー タ CRC-MH4(|/F 付 )…・ 特価 演 70,000 
e スナ イ バ ー SR-340II(|/F 付 )…… 特価 党 78,000 


@ アイ テッ ク ITH-320S(|/F 付 )……| 特価 \79,.800 
@ ウィ ン テ ッ ク HD-202(|/F 付 ) ……… 特価 党 58,000 
@ スナ イ バ ー SR-520(|/F 付 )……… 特価 党 55,000 
@ コ ンピュータ CRC-HDZA(|/F 付 ) … 特 価 党 62,000 
@ ロ ジテ ッ ク LHD-32NR(|/F 付 ) …… 特価 党 80,000 


SN らっこ 
今月 の 特価 品 各 一 台 限 り その 他 、 い ろ い ろ あ り ま す の で TEL 下 さい . グ 


一 A 紙 品 ( 美 品 ・POP 品 ) 一 級 品 ( キ ズ 少々 ) 画 C 級 品 ( キ ズ 有 り ) 


A 級 品 B 級 品 C 級 品 

X68000 シ リー ズ eCZ-611C \250,000 ょ り \245,000 \238,000 

@ CZ-652C 学 219.000 ょ り \212.000 \203,000 

@CZ-611D ¥ 90,000 ¥ 86,000 \ 80,000 

eCZ-603 ¥ 58,000 ¥ 55,000 ¥ 
X-1 シ リー ズ eCZ-888C ¥ 99.800 ょ り ¥ 9O,OOO — 

eCZ-822C 学 24.000 ょ り \ 20,.000 一 

@CZ-880D ¥ 75,000 ¥ 71.000 一 

@CZ-830C ¥ 37,00O ¥ 33.000 一 一 
X-1 プ リン ター “eCZ-8PC3 \ 48,000 ¥ 45.000 \ 42,000 

@ CZ-7/PK7 \ 83.000 

@ CZ-8PK8 ¥109,000 \ ぎ 105,000 

e CZ-6PV1 ¥138,000 ¥\134,000 \125,000 


その 他 、 い ろ い ろ あ り ま す の で 、 TEL くだ さい 。 


中 古 バ ソコ ン ( 価 格 ・ 在 庫 は 変動 し ます 。 予 約 は 5 日 以内 と いた し ます 。) 


PC-980IVX2F………… \220,000 よ り 
PO-980IVX2 ・…… つ の ッ 学 1 95,000 よ り 
PC-9801VM2 ¥1 58,.000 ょ り 
BC:980 NE 2 sess ¥ 98,.000 ょ より 
PCG-980 NA2 sss sk: ¥1 38,.000 ょ り 
用 98 有 HP の 2 か orovSses ¥ 78,.000 ょ り 
PC-9801UV2 ¥1 38,.000 ょ より 
PC-98LTMI (640KB) …・\ 89,000 ょ り 
PC-286 モデ ル 0…… … \168,000 ょ より 
民 O-286VESTMe ら os \202,.000 ょ より 
x-68000 じ III の ¥ 1 88,000 よ り 


PC-880Imk II 30 …… ¥ 35.000 ょ より 
PC-880ImkIISR…… 掌 73.000 よ り 
PC-880ImkIIFR30… 学 68.000 ょ より 
PC-880ImkIIMR… 学 88,000 ぉ 


PC-88VA \148,000 ょ り 
PC-880ImkIIFH30…\\ 85,000 よ り 
CE \108,000』 

X-IG モ デル 30 ……… \ 25,000 ょ り 
| レノ ーッ 6 0 の CO あこ ¥ 68,000 ょ り 
RAR ¥ 28,.000 ょ り 
用 MASANC2N3yosuteasdt \ 42.000 ょ より 


FM-77AV20:…………… ¥ 52.000 よ り 


ィ ?MA 安心 選 佑 問 の シス テム ご 医 詩 備 を 妨 の 刻 ぐ 


COMPUTER 
BANK 


AR68000 


・ オ リ ジ ナ ル 0S「Human68K ver. 8.0」 を 搭載 
・40MB ハ ー ド ディ スク ドラ イブ を 内 蔵 


EXPART シ リー ズ 
・PHO シ リー ズ 新 登場 ん 
・ メ イン メモ リ 8M 昌 標準 装備 (EXPEHT シ リー スズ ) 
* 拡 張 |/D ス ロッ ト 4 ス ロッ ト 内 蔵 (PRD シリ ー ズ ) 


次 注文 No.A-0921 


SHARP CZ-602C \ 356 .000 
SHARP CZ-602D \ 99.800 
標準 価格 合計 \455.800 
現金 特別 価格 BE 0 


大 特価 に て 提供 中 


次 注文 No.A-0923 


SHARP CZ-652C \ 298 .000 
SHARP CZ-602D \ 99.800 
標準 価格 合計 \ 396 .800 
現金 特別 価格 一 一 一 


大 特価 に て 提供 中 


画 周 辺 機器 大 特価 に て 提供 中 


15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 
15 刑 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 
14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ 


CZ-602D 
CZ-612D 
CZ-603D 
CZ-6STI 
CU-21CD 
CZ-6TU 
BF-68PRO 
CZ-6VTI 


601D・61ID 用 チル トス タン ド 
2I 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ 
RGB シ ステ ムチ ュー ナー 
601|・61|・603 用 CRT フ ィ ル ター 
カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト 


\ 99.800 
\119.800 
\ 84.800 
\ 5.800 
\139.800 
\ 33.100 
\ 19.800 
\ 69.800 


次 注文 No.A-0922 


SHARP CZ-612C \ 466.000 
SHARP CZ-602D \ 99.800 
標準 価格 合計 \565.800 
現金 特別 価格 っ 55-G00 


大 特価 に て 提供 中 


次 注文 No.A-0924 


SHARP CZ-662C \ 408.000 
SHARP CZ-602D \ 99.800 
標準 価格 合計 \507 .800 
現金 特別 価格 一 一 一 - \507.88- 


CZ-8NSI 


CZ-6BF | 


カラ ー イ メー ジス キャ ナ 


増設 用 RS-232C ボ ー ド (2ch) 


大 特価 に て 提供 中 


\188.000 


\ 49.800 


CZ-6BPI 


CZ-6BNI | スキ ャ ナ 用 パラ レル ボー ド | \ 29.800 || Cz-6BCI 
CZ-6BE1A | IMB 増 設 RAM ポ ー ド (内 蔵 用 ) | \ 38.000 || CZ-6BMI 
CZ-6BE2 | 2MB 増 設 RNAM ボ ポー ド ( 内 蔵 用 ) | \ 79.800 || CZ-6EBI 
CZ-6BE4 | 4MB 増 設 RNAM ボ ポー ド (内 蔵 用 ) \138.000 CZ-6PVI 
CZ-6BUI | ユ バ ー サ ル 1I/0 ボ ー ド \ 39.800 || CZ-6BUI 
CZ-6BGI | GP-IB ボ ー ド \ 59.800 CZ-620H 


AN-SI00 


数 値 演算 プロ セッ サボ ー ド 
FAX ボー ド 

MIDI ボ ー ド 

拡張 IT/0 ボ ックス (4 スロ ッ ト ) 
カラ ー ビ デ オプ リン タ 

ユ バ ー サ ル 1/0 ボ ー ド 
ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト (20MB) 
アン プ 内 蔵 ス ピー カー シス テム (本 | 組 ) 


\ 79.800 
\ 79.800 
\ 26.800 
\ 88.000 
\198.000 
\ 39.800 
\178.000 
\ 36.800 


画 ソ フト ウェ ア 大 特価 に て 提供 中 


CZ-237MS 
CZ-247MS 
CZ-221HS 
CZ-223CS 
CZ-21ILS 
CZ-219SS 


Musicstudio PRO-68K 
MUSIC PRO-68K 〔MIDI) 
NEW Print Shop PRO-68K 
Communication PRO-68K 
C compiler PRO-68K 
0S-9/6800 


BUSINESS PRO-68K 
DATA PRO-68K 
CARD PRO0-68K 
SOUND PRO0-68K 
MUSIC PRO-68K 
Sampling PRO-68K 


\68.000 
\58.000 
\29.800 
\15.800 
\18.800 
\17.800 


CZ-212BS 
CZ-220BS 
CZ-226BS 
CZ-214MS 
CZ-213MS 
CZ-215MS 


@ ご こよ り も お 得 な 高額 下取り 実施 中 セッ ト の 組合 わせ は 自由 自在 、 ぜ ひご 相談 下さ い 。 


enteb NSN wn 


画像 取り 込み 、 ビ デオ 編集 、 ス テレ オ FM HE シス テム (PC Engine 
音源 、 タ ゴ な 機能 で ひろ が る アー トワ ー ク 描 載 で 楽し さら 倍 


次 注文 No.A-0925 次 注文 No.A-0926 


\58.000 
\68.000 
\58.000 
\ 8.800 
\ 9.800 


ドラ ゴン スピ リッ ト 
サン ダー フォ ー ス II 


の 
. 

上 
= 
が 
人 
国 
こ 
C 
も 
串 


\169.800 


ee SHARP CZ-888C-BK SHARP CZ-830C-BK \ 99,800 
トー SHARP CZ-860D-BK \ 92.200 SHARP CZ-830D-BK \ 90.600 
誠 標準 価格 合計 \262.000 、 標準 価格 合計 \190.400 

現金 特別 価格 \262-0dOO _ 現金 特別 価格 一 一 一 一 一 一 \190-46 け 


@ ご こよ り も お 得 な 高額 下取り 実施 中 セッ ト の 組合 わせ は 自由 自在 、 ぜ ひご 相談 下さ い 。 


次 注文 No. 己 -0932 


ん 注文 No.B-0923 ん 注文 No.B-0924 ん 注文 No.B-0925 


* イ ン テ リ ジェ ント コン トロ ー ラ ” 


OS(7?797)12221 
*SCNali 各 7 


SHARP CZ-8PC3 \65.800 SHARP CZ-8PC4 \g99.800 時 
現金 特別 価格 一 一 一 \55-860 SHARP CZ-8PK6 \159.000 現金 特別 価格 ¥ 99.898 SHARP CZ-8NJ2 

EI 下 現金 特別 価格 ¥59,800 ETHTEg を IiE 人 特別 価格 一 一 

s お 文 払 人 oooooaoooooo の 0 お 支払 例 [ お 支払 例 ao [大 特価 に て 提供 中 


の \9.50010 回 に ボーナス) 無し 
@\3,OOO>36 回 (ボーナス) 無し 


の ①\10,OOOx 6 回 (ボーナス) 無し ① 半 65OOx10 回 [ボー ナス ) 無し 
② ぐ \ 3,2OOx20 回 (ボー ナス 〕 無し ②\3,4O0Ox※24 回 [ボーナス ]〕 無し 


@ ご ん な 問い 合わ せ に も 親切 に 対応 いた し ます 。 
全 商 品 保証 付 中 古 も 6 ヶ月 の 保証 期間 だ か ら 安 心 で す 。 
全国 無料 配送 お 買上 1 万 円 以上 、 配 達 料 は いた だ きま せん 。 


クレ ジッ ト で OK カレ ッ ジ クレ ジッ ト も 取扱 いま す 。 


日 曜 配達 可 留守 の 多い 方 で も 安心 で す 。 
高額 買取 り 電話 1 本 で 即 、 現 金 お 支払 い 。 


ショ ー ル ー ム X シ リー ズ 展 示 中 。 


代金 引換 え シ ステ ム 、 商品 到着 時 の 代金 支払 いで DK。 || ボー ナス 一 括 払 い 、 商品 は 即 お 手元 へ 、 お 支払 い は ボー ナス 時 に 。 


リ 


SHARP 
CZ-651ICGY 
(x68000ACEHD) | 新品 同様 ! 
\ 399,800 ゅ 才 の 2 ア ZS, ひ ひひ 


SHARP 諸 。 
CZ-822C 


上 (X-1G モ デル 30 本 体 )| 新 品 同 様 X68000 A じ EHD 
症 kG Yii8.000* ¥29,800 ディ es a 
SHARP X-1G モ デル 30RF コ ン バ ー タ セッ ト (本 林寺 CZ-611DGY) | 将 曲 同様 5 > 
OC (本 体 + AN-58C)! 新 品 同様 ¥533,800%¥370,800 a 


¥120,980mm ¥32,600 


HHT 士 洒 I 細 員 


の う ( ア ラク 7 用 用 4 


SHARP 。。 SHARP We ao ーー 
CZ-8PK6」 新 品 同様 CU-14GD 新品 同様 (14" カラ ー4050 文 字 ) 
(15 イ ンチ 漢字 プリ ンタ ) (PC 用 14 イ ンチ 400L ア ナ ロ グ ディ スプ レイ ) O 
yi59,000* 59.800 Ye9.800 ゅ ずら を,8 ひ 0 0 FDG HU 人 
CU-14CD (14" カラ ー4050 文 字 )|[ 新 唱 同 様 |………… \ 84,800 只 才 52,800 
SHARP CZ-880DBK (14" カラ ー2000/4000 文 字 TV)| 新 品 同様 | …\102,.000 只 75,000 
本 体 CZ-603D (15" カラ ーX68000) [新品 ee ¥ 84,800 只 才 68,000 
CZ-812C(X-IF mode120) ee \139.800 ほ まま 26,000 cz-6iiD(I5 ーー3 モ ー ド スキ ャ ン ディ スプ レイ TV 新品 同様 | … \ 134,000 只 才 の 92.800 
CZ-822C(X- IF mode130) eaeeneeeeeeeeeee, \|8,000 吐 才 28,000 各種 4050 文 字 デ ィ ス プレ イイ eoneeeaaeesanssasar esas 了 玉 42,000~ 
CZ-822CB (X-IG mode130)[ 新 品 同様 | ……………… *118,000 ゅ ぎ ギ 29,800 ディ スク ドラ イブ ・ プ リン タ ・ 他 
CZ-60IC(X68000ACE) 新品 同様 | 19223 8 ¥319,800 ギ 238,000 CZ-52F (X| 用 内 肛 ド ライ ブ ) osieat uesasinen rea Y 34,800 吐 地 9,800 
CZ-61IC(X68000ACEHD)[ 新 品 同様 |………………… \399.800 只 ぎみ Z ざ ぐ , ひ 0 の cz-503F(XI 用 増設 | ドラ イブ )……… じ ドド \ 49,800 只 字 25,000 
MZ=E500 So oo RE RS CR RE i 0 si ¥ 89,800 呂 子 15,000 CZ-8IP (CZ-801C 専 用 カラ ー プ ロッ タプ リン タ )………… ¥ 54,800 兄 子 10,000 
MZ en aesien nii iii ie \¥\198,000 呂 子 45,000 CZ-8PK4(10' 24 ド ッ ト 漢字 プリ ンタ )……… ド ーー…… ¥158,000 兄 子 45,000 
ディ スプ レイ CZ-8PK6 (15" 24 ド ッ ト 漢 字 プリ ンタ ) 断 唱 |…………… \I59,000 只 才 59.800 
12M-18B (12" グリ ー ン 4050 文 字 )…… パ titW バ トー トド … ド … \ 44.800 呆 考 20,000 CZ-8PK7 (10" 24 ド ッ ト 漢 字 プ リン タ ) ee \122.000 吐 才 52,000 
14M-142C (14" カラ ー2000 廊 字 ) … 人 店 … で ti ……… ¥ 99.800 叶 才 22,000 MZ-1P07(10" yk プリ シタ に oykeeyreses2weekesie \ 79.800 吐 才 22,000 
CU-14BD (14" カラ ー2000/4000 文 字 ) ………………| \ 64.800 只 地 用 2,000 。MZ-IPI7(I0' 24 ド ッ ト カ ラー 漢字 サー マル プリ ンタ )…\ 79,800 只 才 ③0.000 
CU-14GD (14" カラ ー4050 文 字 )[ 新 品 同様 | ………… \ 69,800 只 孝 ら 4,800 CZ-8SS2 (シス テム スタ ンド ) 了 断 画 | ee \ 5,500 ゆ ギ ・ 3,500 
CU-14FD (14" カラ ー4050 文 字 ) [新品 同様 | ……………… \ 74.800 只 ら 59,800 CZ-8BSI(FM 音 源 ボ ー ド ) 断 品 | ee ¥ 23,800 只 才 20,000 


ーーーー その 他 各種 在庫 を と り そ ろ えて お り ま 。 御 気軽 に お 問い 合わ せ 下さ い 。= 


合 03(797 ) 1234 
層 あ な た も 愛す ぐ 棄 員 に グ トラ ブル へ の HbA 語 丸 速 な サポ ー ト 体 規 ググ 


igen 当社 で コン ピュ ー タ を お 買い 上 げ い た お 客 様 の お 手元 で て トラ ブル が 発生 し た 
ます 。 こ の カー ド を お 持ち の 方 な ら 次 の CBCLUE だ いた お 客 様 に 万 一 、 ト ラブ ル が 発生 場合 、 当 社 よ り 引 取り に お 伺い 致し ま 
買い 換え 時 や 、 付属 品 の 購入 時 に 会 | し た 場合 、 こ の ホッ トラ イン で 親切 に 対 = す 。 万 一 、 お 買い に な っ た 機械 が 故障 
員 特 別 価格 で ご 購入 に な れ ま す 。 応 い た し ます 。 し て も 安心 で す 。 


4 C. 日 . クイ ッ ク ・ チ ェ ン ジ シ ステ ム う HXEF TI ター サポ ボート 


合 O3(797 ) |233 
計 新 品 交 紅 価 規 も 万 全 グ PC-9801 愛 好 家 に お 和音 で す / 計 素 杖 女 縦 周 何で ち ど う そん / 


お 買い 上 げに な っ た パソ コン が 万 一 

初期 不良 で も 安心 で す 。 商品 到着 後 EA NEC RX2 を お 買い 上 げ い た だ いた お ハー ドウ ェ ア ソフ トウ ェ ア に 関す る ご 質 
7 日 以内 に ご 連絡 いた だ けれ ば 、 新 品 客 様 に 保証 期間 中 、 万 一 故障 が あっ SS 問 な ら 内 容 を 問わ ず ど な た か ら で も 親 
と 交換 致し ます 。 tam た 場合 無料 で 代 品 を 貸出 し ます 。 > 切 に 、 ご 相談 を お 受け 致し て お り ま す 。 


@ コ ンピュータ を 売り た い 方 、 査 定 を ご 希望 の 方 その 他 買取 り に 関す る ご 相談 は @ 


上 買取 り 専 用 デス フー の O3( ア ラグ クリ 7 用 37 
@ 電 話 一 本 で 高額 下取り 、 即 商品 は お 手元 へ ノ マ 本 社 注文 デス フ 


あな た a グル Ve 話 一 
ーー FFP の う ラ / ア ウン シソ ァ ジ 7 


@ 掲 載 の 商品 以外 も 取り 扱っ て お り ま す 。 


@ ビ ジネス ソフ トス クー ル 受 講 者 受付 中 ノ eas es me ge ーー テ 
お 気軽 に お 電話 下さ い 。 RE ml des 4 へ / て 


株 式 会 社 バ シフ ィ ッ クコ ンピュータ バン ク 〒150 東京 都 渋谷 区 渋谷 1-6B-8 井上 ビル 営業 時 間 / 平 日 AM9:30~PM9:00 圭 ・ 休日 AM9 : 30~PM8: D0 年 中 無休 


ノ 
う 
ノノ 
カ 
電 
話 
本 
で 
ご 
え 
る 
/ 


々 々 る 


@ ク レジ ッ ト 価 格 に 消費 税 は 含ま れ て お り ま す が 現金 特別 価格 に は 含ま れ て お り ま せん 。 別 途 消費 税 が か か り ます 。 


ーー ツー ソン を 


パソ コン と OA 機 器 の 大 型 専 門 店 ーー 上 & 民 大 須 店 


ソコ ン と OA 誠 張 の ズ 下 大全 J&PA 和 EE た ん に KOKEEL TE 

婦 ぐ , 語り 方 や 局 枚 に 店 じ て シ ステ ム で ご 炉 衝 し) た し まみ 1 
さら に セミ ナー, イ ベン 人 、 ノ ソコ ン 過 局 ネッ トワ ー ク どど. 
ノレ フン の 必 児 を 不 ク な を ぐ 妨 プ まみ | | 


き 


を 
上 220 


画 ビ ジネス パソ コン 
田 周 辺 機器 

画 パソ コン パー ツ 
_ 画 サプライ 
画 デ ィ ス ケッ ト 

画 中 古 パ ソコ ン 
画 パソ コン 通信 コー ナ 


- 還 MX < 不 
画 ワ ー ブ プロ 
喘 電 子 手帳 、 ハ ン デ ィ ー コ ピー 
画 ホ ビー ソフ ト 

還 サ プラ イ 

一 デ ィ ス ケッ ト 

画 雑 誌 


全国 に ひろ か る 関 ら ネ ットワーク 6 
ご 人 人 il ] 
パソ スソ ンー っ っ 』 | | 


コス ーー = 


な 〈O6) 634-3111 


メディア ラン ド 
(0o6) 634-15 ら 1 1 


大 阪 駅 前 
第 3 ビル 


全 (O ら 6) 


= ロー アー = ー ロ 


会 (O6) 634- 3 


(O06) 


の 攻 1 


348-1881 


32 と うど と 1221 


Joshin Computer Store 


名 古屋 
大 須 


須 店 


〒460 名 古屋 市 中 区 大 須 4 丁 目 2-48 
人 な (052)262-1141 


若宮 大 通り (100m 道 路 ) 


‘ ‘an ) 高速 道路 1 号線 
| パソ コン 入門 か ら ビ ジネス コー ス ま で の 幅広 い カ リ 
キュ ラム を 用 意 し て いま す 


国 業 種 、 業 務 別 シス テム 

一 ビ ジネス ソフ ト 

電 CA ム AD コ ー ナ ー 

瑞 消 費 税 コー ナー 

一 ラッ プ ト ッ プ パ ソコ ン ・ ア ッ プ ル 
還 FAX・PPC 

瑞 伝 杜 ・ 帳 票 用 紙 

画 専 門 書 籍 

一 パソ コン 教室 


あら ゆる プロ ユー ス に お 応え で きる 本 格 的 CAD コ 
ー ナ ー。 ハ ー ド か ら ソ フト 、 周 辺 機 器 ま で 、 目 的 ・ ご 
予算 に 応じ て シス テム で 提案 いた し ます 


| 「 証 券 情報 」" ソ フト 新作 情報 」「 新 刊 書籍 」「 ワ ー プ ロ 文 例 集 」「 パ ソコ 
| ン 新 製品 情報 」 を は じ め 、 楽 し い 情報 が 居 な が ら に し て 得 ら れ ま す 。 


JSP [RO RE 概要 


(全国 90 ヶ 所 の アク セス ポイ ント に より 、 日 本 全国 どこ か ら で も 同一 料金 で ご 利用 いた だ け ま す 。) 


画 入 会 金 /3.000 円 (スタ ー タ キッ ト の 代金 で 充当 きれ ます ) : 
本 接続 料 /3 分 あたり 20 円 (アク セス ポイ ント まで の 電話 代 は 含み ませ ん ) I 
一 営 業 時 間 / 毎 日 AM6:00 一 翌 AM2:00(1 日 20 時 間 ) 

男 J&P HOT LINE 会 員数 / 約 21.000 人 (1989 年 5 月末 現在 ) 。 邊 
譜 お 申し 込み 方 法 / ス ター タキ ッ ト を ご 購入 いた だ き 、 申 込 書 を ご 返送 
4 ' a = の | いた だ いた 時 点 で 入会 と させ て いた だ きま す 。 | 
ー! 「 | と つら い 〔 ( (アク セス は スタ ー タ キッ ト 購 入 日 か ら 可 能 で す ) | 


| (お 問い 合せ 先 ) 上 新 電機 山 J&P HOT LINE 事 務 局 
に 大 阪 市 浪速 区 日 本 橋 5-6-7 谷 (06)632-2521 


PP 


EA JEP 全員 募集 / 


パソ コン ・ ワ ー プ ロ を お 持ち の 方 な ら ご な た で も 
ご 入会 いた だ け ま す 。 

較 入会 特典 : バ ソ コン ソフ ト の 特別 割引 ・ パ ソコ 
ン バ パー ツ の 特別 割引 ・ パ ソコ ン 教 室 受講 料 の 特 
別 割引 ・ 新 製品 情報 の 提供 ・ セ ミナ ー、 セ ー ル 8 
へ の ご 招待 な ど 特 典 が いっ ぱい で す 。 


入会 ご 希望 の 方 は 、 店 頭 ま で お 越し くだ さい 。 ro ーー 


CC A 、 CN 4 リ | EE 2 

MSX か ら IBM ま で 人 気 の ハ ー ド ウェ ア を は じ め 、 人 気 の ホ ビー ソフ ト を は じ め 、 日 本 語 ワ ー プ ロ 、 販 
プリ ンタ 、 ハ ー ド ティ スク な どの 周辺 機器 も 勢揃い 。 売 管理 、 顧 客 管理 、 デ ー タ ベー ス 、 各 種 0S5 な ど あ 
きま ざま な ニー ズ に 的 確 に お 応え し ます ら ゆ る 用 途 の 国内 外 の ソフ トウ ェ ア が 勢揃い 。 


> CAPD 


太 そ の 他 、 定 期 的 に OA フェ ア や 名 機種 ユー ザー 会 な ど 開 催 い た し て お り ま す 。 


8 _ A * 
\ 


sa 高 槻 店 | 嘆 和 歌 山 店 |** 京 都 寺町 店 |*% 大 須 店 |** 八 王子 店 
全 ( 〇 7 ア 26)85-1 つ 1 ク 2 会 (CO734)28- 1 44 1 会 ( 〇 75)34 1 - う 5 1 (052)262-1141 || (O426)26-4141 


ooo CYSGr に FCPk に ・ とぶ 


あこ り X し 
nn を - 間 
mt 


et 
ES 
3 4 


X9-4 aco 


0 oo, に トーー ' o 
バ パソ コン ラ ツ を バ ソコ ン ラ ッ ク EH-600 パソ コン ラッ ク 

k ェ エレ コム PD-02 富 オー バー トッ プ デ ス クビ 昌 -60B 付 0 800P 
が ソコ ン ラ ッ ク パソ コン ラッ ク W640xD700xH1305% エレ コム ER-600 J&P 特 価 10, 円 
きみ っ PW-833 \29.500 エレ コム DS 征 0 * ロッ 式 キャ スタ ー 付 オプ ショ ンプ リン ? 人 ER-606 W620XD700XH1265% 

O 上 つ 人 二 人 e ココ ド 落 レポ ックス 付 \ 合 計 38.000 e ロッ ンク クン 式 キャ スマ ー 付 w コー 

&P 特 価 15,800 円 W650xD700xH1260% こく 中 側が 2 枚 で キー ボー ド 収 綱 。 J&P 特価 15,80 トク 
W600xD640xH1280 ゅ ロン ッ ンク 式 キ ャ スマ ダー 付 棚 又は ベー バー 置き に で きま す 。 に り 0 円 ぁゃ キャス マー 付 

e コー ド 落 レボ ッ フ ス 付 W650XD625XH1355 呈 e 2 ピコ ン セ ント 2 個 付 


en 


45.000 を 


g,000"¢ 


eee 


e ロッ フク 式 そ キャ スタ ー 付 e オー バー ト 


ッ ンプ 
調節 可 e 2 ピコ ン セ ント 2 個 付 @ 巳 4 判 引 き 出 し 別売 3.500 


ー 2 
o た 務 ーー ーー - に 者 0 

3 = 本 ッ プ opW 間 9 = 2 DI 000 の 

“ 900XD740H875 ME 間 X9-8 8 
0 EE 2 ーー へ < ン セ ント 、 A た J&P 特 価 31.500 円 | X9-8 NT 

e ロッ ク 式 キャ スタ ー 付 e ゃ コー ド 落 & マルニ スト レイ ジ 、OA チ エア ー 別 売 W1200xD700xH820~1180% N1200X D700X HB T1002 


ド 落 し 
ボッ クス 付 e 2P コ ン セ ント 2 個 付 e 4 判 引き es オー バー トッ ンプ デス 高き 調節 可 


出し 別売 3.500 


デー タス タン ド 


さ ンズ 、 
レバ ー ひ と つて エレ コム SO-550 


らく らく 本 る J&P 4 000 
デー タホ ル ダ ー 


e へ 3 、 己 4 ヨコ 型 タ 
る カー ソル ・ の の 


2009 


OA チェ アー 

MM スマ ー し -395 

ee 長 地 和布 、 ネ ジ 式 座 面 上 下 調 節 
2 。・ エ キャ ヤス マー 付 e 色 / プ ブル 一 、 


e 張 地 / 布 、 ガ ス 式 座 面 上 下 調 節 


マウ ステ ー ブ ル 


則 フ ラウ ン 、 ブ レー < キャス ター 付 エレ コム MT-1、MT-2 
J&P 特 価 3,500 円 \5.500 
ー ツ MT-1/ 対 応 機種 PD-01、02 
— 、、 MT-2/ 対 応 機 種 DS-10、20、ER-600、900 、PD-99 
画 そ の 他 の ラッ ツ ラッ プ ト ッ プ パ ソコ ン 
ワー プロ ユー ザー に お すす め / ユー ザー に お すす め / 


Mc: 
2 


CHT フ ィ ル ター HOYA 
e ア イ テ ッ ク フィ ルターF6B \15.000 
14 イ ンチ モニ ター 用 J&P 特 価 10,00( 
@ ス ツタ ンマ ダー だ タイ プ 
e アイテック フィ ルターA( エ ー ス ) \19.000 
14 イ ンチ モニ ター 用 J&P 特 価 15,20( 


都 会 派 ラ ッ ク 


X9-13 


X9-12 


パソ コン ラッ ク モニ ター スタ ンド 


レル チラ ッ ク レコ ビィ DO 円 M.S.C. YU-M11 \29.800 静電気 防止 タイ ブ 

エレ コム ERX-7 \15.000! DO BR J&P 特 価 19,800 円 s* ア イ テ ッ ク フィ ルターU \28.000 

J&P 特 価 9,800 円 ラッ プ ト ッ ンプ バ ンコ ン に ビッ タリ / 耐久 重 重 60kg _ 14 イ ンチ モニ ター 用 J&P 特 価 23,00( 
W600XD700XH650% 門 口 500% サ イズ の 省 ス ベー スラ ッ ク ーー SE TL 


机 の 上 2 太 々 使え ます 。 電磁 波 防止 タイ プ 


全国 無料 配達 


J -: 


_@ 電 子 手 帳 


画 シ ャ ー プ 電子 手帳 PA-8500 
メー カー 標準 価格 \28.000 \24,800 


約 660 入 分 の デー 夕 管理 に カレ ンダ ー 
ュ ユー ル ・ ーー ・ 計 算 - 時 計 機 能 扶 圭 。 さら に オプ 
ショ ンカ ー に で 面白 さ が 広 が の ます 。 


(PA-8500 を 面白 くす る | カード ) 
e シャープ PA-7C40 X9-19 


英和 辞書 カー ド [2 行 表示 ] 34 表 穫 学 16000 


本 格 派 の 辞書 に 匹 散 する 4 万 語 名 を 収 
pi リー ド 和 表示 


類語 、 

$ シャ ー プ RA-/C43 
珠玉 格言 集 カ ー ド [4 行 表示 | 
メー カー 標準 価格 \10.000 


ーー 意味 、 替 翔 、 
対語 在 表 示 。 。 


J 
約 1700 包 の 名 書 ・ 格 書 を 収録 。 中 国 古典 、 日 本 古典 
より 精選 。 


* シャープ PA-7C10 
電話 帳 / 住 所 録 カ ー ド [4 行 表示 | 
、 メー カー 標準 価格 \10.000 


直 店 性 な ら 条 330 人 、 、 住 所 録 な ら 約 170 人 分 を 記憶 。 

メモ リー ソバ ッ ク ア ンプ 価 。 

S シャ ー プ PA -/C3 カー 標準 価格 \/.000 
電 訳 機 、B ヶ 国語 カー ド \6,300 


昨 本 店 、 中 国語 、 韓 国語 、 英 馬 、 フ ラン ス 問 、 ス ペイ ン 諸 の 


会 話 文 約 350 例 と 単語 約 610 語 在 収録 


お 申し 込 入 み 万 法 


右 の 注文 書 に ご 希望 商品 の 注文 No 
お よび 必要 事項 ご 記入 の 上 、 現 金 
書 軍 に て J』&P 溢 谷 店 まで お 中 し 
込み ご だ さい 。 現金 受領 後 、 発 送 
い だ し ます 。 

まだ 、J&P HOTLINE 会 員 の 方 
は 、 シ ョ ッ ピ ング コー ナー で も お 
申し 込み い だ だ け ま す 。 


。 価格 に は 消費 税 が 守 ま れ て お あおり の ます 。 
> 記載 商品 以外 の ご 注文 も 承り ま 
詳し く は お 電話 に て お 問い 合わ せ 下 さい 。 


る @ 人 ハン ディ ー コ ピー 


一 ハル 研究 所 HAL-CATCH 
\11.000 


@ 電子 手帳 は 別売 


ER 渋谷 店 で 承り ます 


( フロ アー ご あん な い ) 
ン 教室 


4 / 


店 bwane/ / 


4 バー ツマ コ 
PP 
oO A 機 問 
人 ゆあ ビン ジニ ネオ スペ バン コロ ンジ と @ る ワー トド トド プロ セン ッ サ 
パッ ンス パーン ーー 
に ジネス パン ョ ン 
< ン Me 2 ッッ ん 
る ソン コン アク セ サ サ リサ ー 
トビ ーー の パパ . 
>> ーー Lu 東京 都 法 谷 区 道玄坂 2 丁目 28 番 4 号 (〒150) 
谷 (03)496-4141< 水 曜 定 休 > 
5 ソコ ン ア クセ サリ 
る パ バ ワ コ ン 通信 人 W 人 バリ コン ア リー 
JP HOTLINE 入 会 キッ ト が ー a 
セッ ト な の ど 導 っ た その 日 がら 


画 3.5 イ ンチ 2HD 


ディ スケ ッ ト _ 
デー タラ イフ 
MF-6HDPRHO 


アク セス 可能 


な mreucewr wooew voors 1200 ME X9-24 乱 字 = \8,500 
に 園 5 イ ンチ ah 
= ブイ スン ッ 
画 オ ムロ ン モ デム MD-12FS スリ ー エ ム MDeD256EX 
十 JgP HOTLINE スタ ー タ キッ ト 0 板 で ] 半 4,200 
\¥\22,800 
ーー ・ 20360ppe 一 上 ツブ トッ ツブ パン ツン コン に 


"RP SS 圏 DA ライ ト 5 イン チ 用 
東通 信 セ ッ ト | _ ” mz eo 800 
回 ¥6,980 ¥5,000 


田 ア イワ モデ ム パソ コン ライ ト U 


PV-A84MNP5 ] 拓 泊 9 
十 JgP HOTLINE ス ター タキ ッ ト | 

\49,800 JOY CONT 。 

2400・1200・300DO 束 通 信 に 対 刺 し だ TURBO-9 contowe 


S 生 一 責 
和 気 モデ テム に J&P HOTLINE 入 会 キ ツ に を セン ト 。 


スピ タル JOYCONT-turbo-3 
メー カー 標準 価格 \2.200 


半 2.000 SR cman, 
画 フ ロッ ピ イ ケー ス 3.5 イ ンチ 用 


ww 


画 ゼ ロッ クス ハン ディ コピ ー 


エレ コム FP35-180 メー カー 標準 価格 \5.800 = 
写楽 アル ファ II 2 \S,000 | 
ーー ハー _ 
¥56,800 防塵 人 バル X9-30 
エレ コム X-B800 エ キス パー ト 2 
プロ 用 が あり ます し 


¥2,800 


シリ コン シン 製 。 PKB-X68 


パブ コン で 電子 手帳 の デー タツ 管理 を 実現 。 
画面 で 整理 し だ テー タ を 再度 電 子 手帳 へ 転送 可能 。 


| お 手持 ちの パソ コン _ 


| 識 議 議 蘭 話 議 | 
、 避 同 区 包 昭 鳴 氏 軸 


A 


谷 (03)496 一 4141 定休 : 毎週 水曜 日 | お 申込 み 先 : 東京 都 泊 合 区 道玄坂 2 丁目 28 番 4 号 (〒150) < 上 剖 液 谷 店 メー ル シ ョ ッ ピ ング 係 


] 


他 と 比べ て みて 下さ い 。 アフ ター ケア の 質 カ 


初心 及 の 方 で も 安心 ./ 通 


= 


王国 無料 配 


12 


教育 


For Tokyo 


] 


For Enoshima HH トト KAMAKURA 
STATION 


For 
KITAKAMAKURA 


For 


YUIGAHAMA HACHIMANGU 


YOKOHAMA 
画 KOKUDAI 


For 
ASAHINA 1.C. 


IPL 


株 式 会 社 本社:〒248 鎌倉 市 雪 の 下 4-1-12 
アイ ビー エル TEL0467-24-7511FAx0467-24-0561 


wv Fa. 


こみ 


いま す 。 


FE 


CA 


著 座 ( 


テン クニ カル ホッ トラ イン 


こ 会 、 
ーー ム 


IPL だ か ら 、1 ヶ 月 間 の 
初期 不良 交換 サー ビス / 


「 少 し で も 安く 」 と 、 いろ いろ 探し て や っ と 見 つけ た パソ コン が 、 
いざ 動か し て みる と 動か な い ./ で も 購入 し て か ら 一 週間 以上 。 
結局 、 高く つい て し まっ た 。 よく ある 話し で す が 、 IPL な ら 1 ヶ 月 
間 の 初期 不良 交換 期間 を 設け て あり ます , 欲し い 物 、 好き な 
物 が 安心 し て 購入 出来 る の が 特徴 で も 


全 ミ イー 
メー カー 保証 士 IPL 保 証 X 三 3 倍 保証 
メー カー 保証 12 ヶ 月 の 商品 な ら 36 ヶ 月 の 保証 と グッ と 長期 間 の 保証 を 実施 。 末 長く 
安心 し て いた だ ける よう 、IPL が 成 し 得 た ワイ ド な サポ ー ト 体制 。 
(も し 実費 で 修理 し た ら こ ん な に 費用 が か か り ま す : プリ ンタ ヘッ ド 交 換 \29,500 以 
上 /98 シ リー ズ メ イン ボー ド 交 換 補 21,600 以 上 / ド ライ ブ プ 交換 \13,200 以 上 ) 
@ い PL だ か ら こ そ 初 期 不良 へ の 保証 も 万 全 。 交 換 期 間 も 1 ヶ 月 と も っ と も 長期 間 で す 。 
@ 安心 の サポ ー ト 。IP ヒ 上 キー ボー ドレ ッ ス ン 無 料 で 添付 。 
目 で き が きず 、 指 が キー ボー ド を 確実 に 覚え て 、 プ ログ ラミ ング 上 達 に 格段 の 差 が 
つく レッ スン 用 ソフ ト ( 半 9,800) を NEC PC-98、 EPSON286 シ リー ズ ( 但 し 、 ラッ プ ト ッ 
プ を 除 〈) に 無料 で 添付 。 


@ い PL の 実績 か ら 実 戦 ・ 初 の 通信 教育 制度 。 
初め て コン ピュ ー タ を 手 に し た を の 日 か ら 安 心して お 使い いた だ ける 様 、IPL 独 自 の 
添削 付 通 信教 育 制度 どす 。 も ちろ ん 受講 料 は 無料 で す 。 


SYSTEM CREDIT 


あな だ の ライ フス タイ ル に 合せ た クレジット を どう ぞ ,/ 
@ ステ ッ プ アッ プク レジ ッ ト が お トク 。 

まず 月 々 1.000 円 か ら ス ター ト し て 2 年 後 か ら 3,000 円 へ アップ '。 ボ ー ナ ス も ね も 1 年 後 1 万 
円 。 3 年 後 3 万 円 。 また 夏 の ボー ナス を 貯金 し て 冬 の ボー ナス の み 1 年 間 0 円 、 2 年 
後 1 万 円 、 3 年 後 2 万 円 また 夏 の ボー ナス の み 、 又 は 冬 の ボー ナス の み 年 一 回 の 
お 支払 いも OK。 さら に お 支払 い 回 数 も 1 回 払い か ら 最 長 84 回 まで ご 自由 に 設定 が 
可能 て す 。 

@ 追 加 購入 も クレ ジッ ト だ か ら 便 利 。 

追加 購入 も 買い 換え も ご 利用 中 の IP し クレ ジッ ト を 月 々 僅か 1.000 円 ずつ の 調整 で OK。 
ボー ナス の 支払 いも 自由 自在 

今 か ら 冬 の ボー ナス 払い も OK ./ 

夏 冬 の ボー ナス 2 回 払い も 可能 で も ボー ナス 月 (6・7・8・12・1) も 自由 に 指定 、 さ 
ら に 、 2 一 3 年 後 か ら 開始 の ボー ナス 払い も OK 

@ ゆ と り の 8 ヶ月 先 の お 支払 い ./ 

も ちろ ん 商品 は すぐ お 手元 に 。 お 支払 い は 翌月 一 括 か ら 8 ヶ月 先 ま で 自由 に 


= ョ ミル > 


し 4 


oO 


座 IPL 独自 の サポ ボー ト 体制 一 


70,000 人 +Q@ の 結論 。 


式 会 社 アイ ビー エル 


本 社 : 華 248 鎌倉 市 震 の 下 4-1-12 商 
TEL. 0467-24-7511 FAX. 0467-24-0561 


品 官 理 部 鎌倉 市 雪 の 下 3-4-23 
TEL. 0467-24-1154 


株 式 会 社 ア イ ビ ピー エル 


漬 削 テス ト 問題 付 て 、 より 深く 《、 きめ 細か な アフ ター フォ ロー が 特徴 で すず 


ESHARP 回 了 カ Y5B000gypgnrgg 4 


P も BBOOO EXPERT 2 


アク セス No.X0901 


a 半 B64.000 吐 CALLII 


CZ-602C (ツイ ン メ モリ 2MB マ ウス トラ ッ ク ボ ー ル 付 FM 音源 8 重 和音 ) ……… \356.000 
CZ-602D (39 ミ リ 、 ア ナ ロ グ 3 モー ド 、 チ ルト スタ ンド 付き ) ……………… \ 99.800 
EW & 1 ( 湊 字 変換 フロ ント プロ セッ サザ 搭載 、 高 速 日 本 語 ワ ー プ ロ ) … 学 38,000 
CZ-213MS(MUSIC PRO 68K) 一 ーー ドー ¥ 18,80C0 
CZ-214MS (SOUND PRO 68K) ieee \ 15.800 
CZ-215MS(AD PCM 機 能 を サポ ー ト し た サン プリ ング エディ タ ) ……… ¥ 17.800 
CZ-6BM1 (MD ポ -PD 一 …… ド ドド ドド ーーー ツー \ 26.800 
MT So RR SC EN ¥ 64,000 


28,800 


CZ-221HS (NEW Print Shop 様 々 な カー ド な ど を 自由 に 作成 ) …… \ 19.800 
CZ-6VT 1 (カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト 、 テ ロッ パー 機能 付き ) ーー \ 69.800 
Z's STAFF PRO 68K( グ ラフ ィ ッ クツ ー ル ) ee \ 58.000 
CZ-8NJ2 ほす ます ゲー ム が お も し ろく な る サイ パー ステ ィ ッ ク アナ ログ ) ………・ \ 23,800 
アフ ター バー ナー68K (サイ バー ステ ィ ッ ク 対 応 ) …… ド ドド ¥ 9.200 
ロー ドス 人 和 鳥 戦 記 …… の oo ¥ 9.8000 
CZ-232AS (熱血 高校 ドッ ジ ポ ボー ル 部 ) ievttetesonotsee se ¥ 7,800 
見 て みよ う 触れ て みよ う (C-TRACE 3 次 元 CG ア ニメーション DEM0 ソ フト …… ゴ プレ ゼン ト 中 
X68 通信 講座 (信頼 の "サポ ボー トド テス ト 問題 付 ひと り ひ と り 編 しっかり 74 ロー) に tm 支 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ヶ月 間 の 交換 シス テム /) ee 衣 
安心 の 3 倍 保証 (PL 保証 書付 き )…… ド ドド ドド ドド oo 支 

\5,000: ポー ナス 47,000 X12 回 

学 9.500 x72 回 *ー+ ス 20.000X12 回 

\10,000 x60 回 *ー+ ぇ 29,.200X10 回 

半 14,500 x48 回 *-+ ぇ 20.000x 8 回 

半 18,100 x36 回 *ー ヶ ぇ 30.000x 6 回 


アク セス No.X0902 


全 \H5B.BUU 只 ALLII 


CZ-602C (ツイン メモ リ 2MB マ ウス トト ラック ボー ル 付 FM 音源 8 重 和音 ) ……… \356.000 
CU-21CD (迫力 の 2|" カラ ー ア ナ ロ グ CRT3 モ ー ド マル チ ス キャ ン 方 式 ) ……… \139.800 
CZ-6VT1 (カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト 、 テ ロッ パー 機能 付き ) …………… \ 69.800 
Z's STAFF PRO 68K( グ ラフ クツ ー ル ) \ 58.000 
CZ-223CS (フル スク リー ン エ ディ ッ タ 内 蔵 の 通信 ソフ ト ) ……………… \ 19.800 
PV-A2400MNP4 (2400/!200/300bps 全 二 重 モ デム クラ ス 4) ……… \ 46,800 
CZ-214MS (SOUND PRO 68K) ………ーー ド ーー ドーーーーーーーー \ 15.800 


CZ-221HS (NEW Print Shop 様 々 な カー ド な ど を 自由 に 作成 ) ……… \ 19.800 
CZ-8PC4 (美しい 印字 /48 ド ッ ト カ ラー 年 賀 状 、 暑 中 見 舞 、 各 種 カ ー ド 等 ) … 99.800 


CZ-8NJ2 (ます ます ゲー ム が お も し ろく な る サイ バー ステ ィ ッ ク アナ ログ ) ……… \ 23.800 
アフ ター バー ナー68K (サイ バー ステ ィ ッ ク 対 応 ) ee \ 9,200 
見 て みよ う 触 れ て みよ う (C-TRACE 3 次 元 0G ア ニメーション DEM0 ソ フト )…… ゴ プレゼ ント 中 
X68 通信 講座 (信頼 の "サポ ー ド テスト 問題 付 ひと り ひ と り を っ か が り 24 ロ 一 ) …… ド ドド ドー 廊 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ヶ月 間 の 交換 シス テム /) ee 太 
安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き ) cen ドド ドド ドド < トト ーー 0 


\3.900 sg 


学 8,100 x72 回 *ー ナ ぇ 65.000X16 回 
学 10,00U x60 回 ポー ナ ぇ 85.00UX10 回 
学 13,700 x48 回 *-+ ぇ 90.000x 8 回 
半 18,500 x36 回 *ー-+ ぇ 20.000Xx 6 回 


アク セス No.X0905 


全 \5p0.P00 叶 CALLI| 


アク セス No.X0903 CZ-652C (メイ ン メ モリ |MB、FM 音 源 8 重 和 音 65536 色 マウ ス 同 梱 ) ………… \298.000 
価 超 CU-21CD (迫力 の 2|" カラ ー ア ナ ロ グ CRT3 モ ー ド マル チ ス キャ ン 方 式 ) ……… \139.800 
格 二 / ロ d IL_ 2 四 ALLII CZ-8NJ2 (は ます ます ゲー ム が お も し 2 く (な る サイ パー ステ ィ ッ ク アナ ログ ……\ 23.800 
アフ ター バー ナー68K (サイ バー ステ ィ ッ ク 対 応 ) の \ 9.200 
CZ-612C イン メモ リ 2MB、40MBHDD、FM 音 源 ト ラッ クボ ー ル 付 ) …… \466.000 大 滋 介 eee \ 12.800 
CZ-602D (0.39 ド ッ ト 15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ TV) ee \ 99.800 こはく 〈 色 の 遺言 RR RN EET TE NR EE AE EN Y 9.800 
3M プラ ンク ディ スケ ッ ト (5'2HD * 10 枚 ) a \ 18.000 Super 大 戦略 68K Wa eds res ea as ¥ 8,800 
CZ-8PC4 (美しい 印字 /48 ド ッ ト カラ ー 年 賀 状 、 午 中 見 舞 、 各 種 カト 等 ) ………… \ 99,800 | 3M プラ ンク ディスケット (5 2HD*10 枚 ) ee \ 18.000 
CZ-6VT1 (カラ ー イ メー ジ ユ ニ ッ ト 、 テ ロッ パー 機能 付き ) ーー \ 69.800 | 見 て みよ う 触 れ て みよ う (C-TRACE 3 次 元 0G ア ニメーション DEM0 ソ フト )…… ド プレ ゼン ト 中 
見 て みよ う 触 れ て みよ う (C-TRACE 3 次 元 CC ア ニメーション DEM0 ソ フト )……… プレ ゼン ト 中 X68 通 信 讃 座 (信頼 の "サポ ー ト "テス ト 問 題 付 ひと り ひ と り を し っ か り 7 ォ ロー) ee 支 
X68 通 信 講 座 (信頼 の サポ ー ド テス ト 問題 付 ひと り ひ と り を し っ か り フ ロー) 3 きむ 73 さら 廊 初期 不良 期間 (ワイ ド に | ヶ月 間 の 交換 シス テム /) ……(iーー ポ ドー ドー…ーーーーー… 支 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ヶ月 間 の 交換 シス テム /) ee 太 | 安心 の 3 倍 保証 (PL 保証 書付 き )…… ee 廊 
安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き ) ee ドコ | 
学 5 000 半 ,g00 ボー ナス 0,000 X12 回 
’ Xx7P 回 ポー ナ ぇ 33.500X18 回 半 5,000 x60 回 *ー ナ ぇ 20.0UUx10 回 
\ 9.000 X60 回 *ー ヶ ぇ 80.000XIO 回 | | 半 5.00O X48 回 *ーz ュ 30.000x 6 回 
\ 9.800 x48 回 *ー ュ 30.000X 8 回 ||「| 半 9,600 X36 回 *ー ヶ ュ 80.0ODX 5 回 
\15,000 x36 回 *ー ヶ ぇ 23.800X 6 回 ||| 半 7.800 x72 回 *ー テ 2 


ボー ナス な 


半 10,500 <x72 回 


アク セス No.D0903 
旭 \]37.BOUmm 財 GALLI 


CZ-6VT1( カ ラー イメ ー ジ ユニ ッ ト 、 テ ロッ パー 機能 付き ) ¥ 69,800 
C-TRACE (CG アニ メー ショ ン ソ フト ) ere \ 68,000 


。\8.000。 ー 


egooosso 4 


アク セス NO.X0 ヨ 04 


便 \ 797.P0U 呆 用 つら ALLII 


CZ-652C( メ イン メモ リ IMB、FM 音 源 8 重 和 音 65536 色 マウ ス 同 梱 ) ………… \298,000 
CZ-602D(0.39 ド ッ ト 15 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ TV) ee \ 99.800 
PC-98DO (98 モ ー ド +88 モ ー ド 、 サ ウン ド 機 能 内 蔵 の ニュ ー マ シ ン /) … ず 298,000 
PC-CA4 02 (アナ ログ CRT ケ ー ブ ル 15 ピ ン <ー〉15 ピ ン ) ……ー……… \ 4.800 
AP-550PC (24 ビ ンカ ラー 漢字 プリ ンタ は が き B4 縦 可 ) ………………… \ 69.800 
ジ シャー ブ プ Xt 用 ケー ツ \ 8.800 
3M プラ ンク ディ スケ ッ ト (5'2HD*10 枚 ) ーー \ 18.000 
見 て みよ う 触 れ て みよ う (C-TRACE 3 次 元 0G ア ニメーション DEM0 ソ フト ……: プ レ ゼ ント 中 
X68 通 信 講 座 ( 全 務 の "サポ ー ト "テス ト 問題 付 ひ と り ひ と り を し っ か り 74 ロ -) ーー… 3 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ヶ月 間 の 交換 シス テム ノ ) ーー 太 
安心 の 3 倍 保 証 (PL 保証 書付 き ) ……t バ ドー ドーー… 胡 

ギ 5 * oo00 X72 回 ポー ナス 35,500X12 回 

半 8.000 x60 回 *-+ ぇ 28.000X10 回 

半 10,200 x48 回 *-+ ぇ 30.000x 8 回 


\19,6500 


学 11,000 


アク セス No.D0902 
全 \3.0UU 呆 得 CALLII 


CZ-8NJ2 (ます ます ゲー ム が お も し ろく な る サイ バー ステ ィ ッ ク アナログ ) … 23.800 
アフ ター バー ナー68K( サ イ バ ー ス ティ ッ ク 対 応 ) で ee \ 9.200 


学 1,400a ポー ナス な 基 


PP 800Opgo/ 記 7 ア 


アク セス No.X0906 
介 \H04.700 叶 CALLI| 


CZ-662C (イン メモ リ |MB、40MBHDD、FM 音 源 8 重 和音 マウ ス 付 ) ………… \408.,000 
CZ-612D(0.3| ド ッ ト 15 型 カラ ター ディ スプ レイ TV) ee \119,800 
CZ-6BE1A(IMB 増 設 RAM ボ ー ド /CZ-601、61 卓 用) …… ¥ 38,000 


CZ-8PC4 (美しい 印字 / 48 ド ッ ト カ ラー 年 賀 状 、 暑 中 見 舞 、 各 種 カ ー ド 等 ) …\ 99.800 
CZ-226BS (リー プロ 機能 を 備え た カー ド 型 リレー ショ ナル デー タベース ) ……・ \ 29.800 
CZ-221HS (NEW Print Shop 様 々 な カー ド な ど を 自由 に 作成 ) ……… \ 19.800 


CZ-6VT1 カラー イメ ー ジ ユニ ッ ト 、 テ ロッ パー 機能 付き ) ……………… \ 69.800 
CZ-8NJ1 (ジョ イカ ー ド ) …ーー ド ドド oo \ 1.700 
3M プラ ンク ディ スケ ッ ト (5" 2HD* 10 枚 ) ee \ 18,000 
見 て みよ う 触 れ て みよ う (C-TRACE 3 次 元 CG ア ニメーション DEM0 ソ フト )…… ド プレ ゼン ト 中 
X68 通 信 講 座 (信頼 の "サポ ー ド テス ト 問題 付 ひ と り ひ と り を し っ か り 74 ロ -) ee 廊 
初期 不良 期間 (ワイ ド に | ヶ月 間 の 交換 シス テム /) ee 太 
安心 の 3 倍 保 証 (IPL 保 証書 付き &) ee ドコ 


学 5,UUDU X78 回 ポー ナ ぇ 39.330X18 回 


\ 8,000 x72 回 ポー ナ ぇ 1] .300X16 回 
学 10,100 X60 回 #ー+ ぇ 20,.000X10 回 
\10,000 x48 回 ホー ナ ぇ 36.500DX 8 回 


半 15,800 X36 回 *ー+ ぇ 30.000Xx 6 回 


ーー A oo ーー ンズ テム を 砂 久 に フー タメ ィ ム 
購入 し て か ら 安 心して お 使い に な れる よう に 、 IPL で は 通信 教育 講座 を 無料 で 開設 。 


一 限定 10 台 / 三 
XYB8OOO ACEE 


ロン -611 〇 を 10 台 限り 特別 価格 に 
て 提供 いた し ます 。 UMB の ハー 
ド デ ィ スク を 搭載 し て ピロ ロロ の 定 
価 よ り も 安く / 在庫 を お 確 め の 際 
は 色 指 定 ( 黒 ・ グ レー) を お 忘れ な 
Lo 


^ ヾ 55000 シリ ー ズ 
EXPEHT 定価 \ リ 358.600 
EXPERT HD 定価 \456:800 
PRO 定価 \298:000 
PROHD 定価 \498:800 
各 シ リー ズ と も 特価 販売 中 / 
TsEONE2ZE に Ts 


グレ ー ド アッ プ セ ー ル 
月 1 日 一 B 月 31E 日 


| 「 _ 
| Micom Zone gl 
A 人 ス い A 朋 4 


選 了 選 〒101 東京 都 千 代田 区 外 神 田 4-4-1 谷 657-8650 A i MYUY で (OS 


IO5-9/580OO rr 


ンジ 
人 や =7=(@/@/8, 
こ OS9/68000 (SHARP) \?9.800 
上 CREPHRHO PAOKc の pp 学 58.000 
「]GrC Dbg&g (マイ クロ ウゥ ウェ ア ) 半 39,800 


MW-BASIC( マ ィ ク タロ ゥ ェ ア ) 半 50,000 
BTree03 (ARK \35,000 
MW-BASIC 用 の ISAM 用 量 -Tree パ ッ ケ ー ジ 
理 プ ログ ラム 


で す 。 応用 例 と し て 住所 録 と 販売 管 


Eh CR が 付属 。 全 ソー スコ ー ド 付 で す 。( こ の ソフ ト を 動 
ぉ 久し振り で す 。 故 あっ て し ば らく お 休み し ま | か す た め に は MW-BASIC か 必要 で す 。) 


し じ し た が (広告 を 。 で す )。 皆 様 お か わり ご せ 
I UNDGAGHEGN) \16.000 
ww の RI の すべ て の 中 日 ビデ バイ ス に 対応 する キャ ッシュ で 
TA た 。 この 短い 間 に も 、 思 えば 様々 な で A ご 2 ss 
1 ざい まし た だ た 。TOWNS の 発表 に を そぞろ 心 乱 れる 日 | 日 U(ARK) x38.000 


か の な か っ た だ で も な い 。J3100SS に 熱き 思い を 寄せ ハー ド ・ デ ィ ス ク バ ッ ク ア ッ プ ユー ティ リティ ー 

だ SC も し ば は し 。 ご の が だ 電 草 栖 と し て 皆 で す 。 巨 大 ファ イル を 分 割 バ ッ ク ア ッ プ し た り 、 

様 と 共に X68000 の 未来 を 考え 、 ま た 共に 人 i 昌 付 息 理 大 生計 

続 (すす で MD こ うと 因 田 つう 2 ド 日 こ の 【 貞 で 3 て LIVSED (FORKS) 学 PB,DUD 
モ 皇 拝 OS9/68000 で 唯一 オー トバ ッ フ ァ リ ング を サポ ー 


ト し た スク リー ン エ ディ タ で す 。 
a の NL CSG IMG-… は 今 対応 中 で す 。 も う 少 々 
= に A 
増設 OK CZ-620H 
SHARP 純正 20MBHD 


お 待ち 下さ い 。 
効能 ①HD 内 蔵 タ イプ の X58000 に 増設 可 。 


⑧@ す で に HD を 接続 し こい て も 増設 可 。 IO=-73 〇 の 
(シャ ー プ 以外 の ハードディスク の 場 定価 \Z30. 00 


合 で も ご 相談 下さ い 。) 
DUUN VT ルト フリ ンタ 培 


③ も ちろ ん 最初 の 1 台 と し て も 安心 。 NII た 
ヽ な か サマ に な る デザ イン で す 。 , 


限定 / 本 命 、 siGMG CZ ti 


定価 に ] 7B.UUU = Special Price ! 


TZONE 正 社員 ・ 長 期 ア ル バ イ ト 募 集中 / 


々 お 問い 合わ せ は 総務 課 鈴 木 ま で (TEL 03-257-2630) 


下記 T・ZUNE 各 店 で も 扱っ て いま す 。 
宇都 宮 店 : な 0Z86(63)4949 川口 店 : 信 0482(6B)7B66 ラジ オシ ョ ッ プ : 谷 03 (857)8643 横 浜 店 : 公 045(541)7741 


大 宮 店 : 公 048(652)1831 東 ラ ジ 店 : 全 03 (957)p694 バー ツ シ ョ ッ プ : 谷 03 (257)2655 静岡 店 : 谷 0548(83)1331 


@ マイ コン 通販 利用 の 方 へ : 現金 書留 て 送金 され る 際 は 、 住 所 、 氏名 、TEL 番 号 、 希 望 商 品名 (詳し く ) を 明記 し て 下さ い 振込 を 御 希望 の 方 は 8 記 銀 行 へ お願い し ます 


Me 
| F OA “a 
pg an いす れ も 子 め TE し に て 、 御 子 約 ・ 送 料 確認 の 上 御 送 全 下さ い (振込 口座 埼玉 銀行 秋生 原 支店 当座 2705 株 重 土 電子 工業 ) 
営業 時 間 : AM10:30 一 PM7:00 


ン ディ スピ ー 
559 DSG_p 
le Digital Sound Systen LJIOO- 


葵 超々 閥 彦 を チッ ング ツ X 選 ZOO CT 登 旧 ググ 


| ワン タッ チ 再 生 や プ ログ ラム 再生 な ど 多 彩 な 再生 機能 
X68000 専 用 に 開発 ・ 設 計 し その ハイ スペ ベッ ク を a SG ce.4sror 和 42 [プロ グラ 2 設 を 1 Ee X58000 が 自在 に し ゃ べ る 、 ス ピー チ 機 能 
継承 し 、 持 つ 機能 を 最大 限 に 活用 し た 、 新 し い 時 用 「 @ 新 時 代 の メー ル 、 ボ イス メー ル シ ス テム 


、 。 ts @ デー タ は 自作 プロ グラ ム に その まま 利用 可能 
に S で し い ビー ロ に O 
RD PEI TAA ED EE @ ハ イス ピー ド な デー タ 処 理 と グラ フ 表示 


特長 ( I @ 誰 で も 楽し め る 豊富 な 音声 デー タ 付 属 
@ す べ て の サウ ンド を そっ くり デジ タル 録音 1 RE @ 買 っ た その 日 か ら 使え る イー ジー オペ レー ショ ン 
ディ スピ ー 独 自 の 長 時 間 録音 は ナレ ーション か ら ミ ュー ジッ ' | 人 使い 勝手 な オン ライ ンマ ニュ アル 
ク に いた る まで あら ゆる ニー ズ に 対応 bu ュ 計 ua @ X68000 が 再生 で きる すべ て の デー タ の 編集 が 可能 
@ 波形 編集 で プロ フェ ッ シ ョ ナル な サウ ンド クリ エイ ト RR NAT ES 本 較 。 ※ この 他 機 能満 載 、 使 い 方 いろ いろ 、 実 用 性 を 意識 し た 仕 
波形 を 確認 し な が ら 簡 単 な マ ウス 操作 で オリ ジ ナ ル サ ウ ンド 3 計ら も も です 様 で す 。 お 気軽 に お 問合せ くだ さい 
を ワン タッ チ で アレ ンジ BMM 誠人 EMMAMME)。 x 改良 の た め 、 内 容 の 一 部 を 予告 な < く 変更 する こと が あり ます 


(※ 写 真 は 1M 増 設 時 で す ) 


画面 に ユー ザー 皆様 の お 名 前 を お 入れ し て お 届け し ます 住所 ・ 氏 名 ( ふ ゃ ゞ ゞ Oo ーー こさ 
り が な ) を 明記 し 7.800 円 を 、 現 金 書留 ・ 郵 便 振替 ・ 銀 行 振込 の 何れ か の 方 1 / 人 / 
法 で 下記 宛 に お 願い し ます 。 (税込み ・ 送 料 サ ービス ) 


郵便 振替 東京 8-4040428 サザ ン エン ター プラ イズ 


銀行 振込 三 和 銀行 在原 支店 当座 308061 14g 東京 都 品川 区 戸越 5-10-17 TEL・FAX 03-787-3939 


cl 


河 男 
ml 


プリ ンタ ー=> 用 識 RS-232C 用 


高度 技術 で コネ クタ ー サ イズ を 実現 ノ | 満 2 年 目 を 迎え て 益々 好評 販売 中 ノ 


SC-36O 仕 様 | 10.000 台 達成 (87.12 一 89 .5 ま で ) 


周波 数 : 270~390MHz 帯 の 2 波 ポッド ノー クタ 相 全 
(5 チャ ン ネ ル 有 ) が で きま す 。 


電波 出力 : 微弱 電波 (1:N) 
ワイ ヤレ スコ ネクター 
MODEL CC:232 


通信 方 式 : 2 人 台 セ ッ ト 価格 


パラ レル = シリ アル (電波 )** パラ レル 変換 


(セン トロ ニク ス 準 拠 ) | 


イン ジ ケ ー タ ー : 送信 ・ 受 信 ン レディ LED 表示 | 
電 源 : 信 号線 より 給電 と CC- ど ご 32 仕様 


電源 不用 設計 周 波 数 : 270-390MHz 帯 の 2 波 (5 チ ャ ン ネ ル 有 ) 

寸法 : 幅 47x 奥 行 59X 高 さ 24 に 電波 出力 : 微弱 電波 

ワイ ヤレ スコ ネクター 内 了 通信 方 式 : 全 二 重 非 同期 

MODEL SC-360 [ 通信 速度 : 300~9600BPS 
価格 \39,500 。 イン ター フェ イス : RS-232 準 拠 DSUB 25P Male 
付属 品 : ホイ ッ プ アン テ ナ の パソ コン / モ デム 等 に 直接 接続 方 式 
標準 組合 せ サー ニコ ンピュータ 側 14P、 プ リン ター 側 36P の 2 台 に スト レー ト / ク ロス 、 ジ ャ ン パ ー ピ ン で 任意 に 変換 が 可能 
で ッ ト 博 社 。 “ イン ジ ケ ー タ ー : 送信 ・ 受 信 / レ ディ LED 表 示 
※ コ ンピュータ (14P) は 、 コ ネクター サイ ズ が 小さ いた め ス プリ ング 特許 出願 中 電 源 : 信 号線 より 給電 電源 不用 設計 

ロッ ク を 曲げ る 必要 が あり ます 。 寸 法 : 幅 43X 奥行 55X 高 さ 18 史 


A@@ESS 


\ ツ シス 
へ バ // エエ ミュ ルレ ー ダ 定価 \9.800 


X] エ ミュ レー タ は X6800H 上 で X1 シ リー ズ の アプ リケーション を 
実行 する た め の ソ フト エミ ュ レ ー タ で す 。 1 の アプ リケーション を 
完全 に ソフ トウ ェ ア の み で エミ ュ レ ー ト し て いる た め 、 X1 上 で の 
実行 速度 と 比較 し て 、 平 均 3 一 5 倍 程度 お そく な り ま す が 、X5B00U0 の 


ファ イル 転送 ユー ティ リティ 


X] デ ィ ス ク mmmy X 58000 Human68k (5 ディ スク イメ ー ジ ファ イル ) 

@X] エ エミュ レー タ で は Human68Bk 上 の ディ スク イメ ー ジ ファ イル を 仮 
想 ド ライ ブ と し て 使用 。 

X1 BASIC : CP/M es% X68000 Human686K 

@ XX で 作っ た プロ グラ ム 避 デー タ を X68000 上 で 使用 。 


マシ ン 上 に 実現 し た 仮想 X] マ シン を 楽し め ま す 。 ま た 、X1 と X58000 
の 相互 間 で ファ イル を 転送 する た め の ユ ー テ ィ リ ティ と 専用 ケー 
ブル が 付属 し ます の で 、X] 上 で 作り 上 げた ソフ ト の 資産 を X58000 
上 に 移行 する こと も 簡単 に で きま す 。 

実行 可能 アプ リケーション ソフ ト 
@HUBASIC _@X1| CP/M @X1 LOGO 
X1 CP ノ /M 用 @APL @LISP @COBOL ®c 
i @FORTH €@FORTRAN @PASCAL 
@etC (X] シ リー ズ 用 と され て いる も の に 限り ます 。) 


* プロ テク ト の 施し て ある ソフ ト は 実行 で きま せん 。 

* 一 部 サポ ー ト し て いな い 機 能 が あり ます 。 

* タ イミ ング 等 ハー ドウ ェ ア に 依存 する よう な も の は 、 原 理 上 実行 で を な い 、 も し く は 
正常 に 動作 し な い 場 合 が あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 
*tUTDO 専 用 の ソフ ト は 動作 致し ませ ん 。 


※ 付 属 の 専用 ケー ブル を X1 と X58000 に 接続 し て ファ イル を 転送 し ます 。 
MS-DOS 


2 LUNUERIU-X5SK 定価 \99,800 


CONCERTO-XB8K は X68000 上 で お 使い 頂く MB-DDS エ ミュ レ 
ー タ (専用 ハー ド + エ ソフ トウ ェ ア ) で す 。 特 定 機種 用 と 限定 され て いな い 
MS-DOS(Vg11) 用 の ソフ ト が XB8000 上 で お 使い 頂け ます 。 MS- 
DDG ソ フト の 実行 は 、NEC V30CPU を 使用 し た 専有 ハー ドウ ェ ア 
(DOS Engine) を 利用 する た め 高 速 実行 を 実現 し て お り ま す 。 

ベン チマ ー ク テス ト の 結果 を 見 て 頂い て も わか る よう に 、 PO-9801 上 
で 実行 する より も XBB000 上 で 実行 する 方 が 高速 に 処理 で きる こと を 確 
認 し て お り ま す 。 


MS-C(4.00) を 用 いて ベン チマ ー ク テス ト 


マシ ン :X658000 ACEHD : PCO-9801VM (V30) 
比較 条件 : CONCERTO-X68K : MS-DOS V2.11 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 
実験 方 法 : FILES =20 
CONCERTO-X658K 側 で は MS-DOS V2.11 に 含ま れる 
COMMAND.COM 上 より コン パイ ラ を 起動 
^ を 入力 し バッ ファ を クリ ア し た 後 バ ッ チ ジョ ブ を 実行 
* 実験 マン ン は 共に RAMDISK、8087 等 は 使用 し て お り ま せん 。 


$ SAVAGE.C | 
(三角 関数 、 対 数 関数 、 平 方 根 関 数 の 演算 速度 と 精度 を テス ト す る た め の ブ ログ ラム ) 


| UU CONCERTO-X68K | PC-980IVMGOMHZ) | PC- 事 VMMHZ 


A〉XDOSINIT。J -----ー- ェ エミュ ル -% 超 動 時 に 必要 な 初期 設定 
通常 は じ め に 1 回 だ け の 実行 で 可 


CONCERTO-~- X68K Yer 1.00 Copyright (6) 1988 ACCESS GO LTD、 


アド レス 00BE0000 に 使用 で きる DOS Eng in ee が あり ます 。 


CONCERTO-ーX68K を 初期 設定 中 で す 。 


共有 メモリ, ハット ッ ェ イカ 
割り 込み 等 の # ェ ッ 2 


使用 可能 な メモ リサ イズ は 512 キロ バイ ト で す 。 
DOS Eng ine か ら の 割り 込み レベ ル は 2 で す 。 
8087 は 実装 され て いま せん 。 


ーーー ブー ゴ 


CONCERTO-ーX6 8K が 使用 可能 で す 。 


ADXDOS (3 マッ トド ) (A 2 ルー-%) 0 ーー コマ ッ ト は MS-DOS ソフ ト 名 、 ハ ラメ - タ は そ の ソフ 7 ト が 
必要 と する パパ ラメ - タ の 並び 
実行 終了 後 、 制 御 は Human68k に 戻る 


CONNAND、CON 起 動 後 は MS-DOS の 環境 と し て 使用 可 


また は 
A)XDOS COWWANDJ ーー 


Command  - ツ ョ ッ 2.11 


XDOS:4)( コ マッ ト ) (nA 2 ルー-2)。 す ーーー 実行 終了 後 も 制御 は その まま 


XDOS1ADEXIT。 ま ーーー CONCERTO-X68K を 抜け て Human68k に 戻る 


(CONCERTO- X68K の 実行 、 下 線 部 は キー 入力 ) 


専用 ハー ド : DOS Engin@ 
@BMHZ の V30 を 使用 (メモ リノ ー ウ ェ イ ト ) 
@ ボー ド 上 に MS- ロ DS の 実行 用 メモ リ 518KByte 搭 載 


276 イ TLNK 人 見 フロ セッ サ 07-1 守 能 ( オ プション ) 


MS-DOS 用 実行 可能 アプ リケーション ソフ ト 
eMS-C(ver3.00.4.00) elLattice (Vere.1.3.10) 
eMS-FORTRAN(Ver3.13.4.01) e Optimizing-C (Ver2.20F) 
eMS-PASCAL(Ver3.13) @ TURBO PASCAL (Ver2.008,3.01A) 
e MS-LINK(CVere.01,220,2.44) e Plink 86 (Verl.46) 
eMS-BASIC (Vers.27 

(実行 可能 ソフ ト の 一 例 で す 。) 


る $SIEVE.C (エラ トス テ ネ ス の ふる い プ ログ ラム ) 


| | CONCERTO-X68K | PC-980IVMCGOMHZ) | PC-980IVM(GMHZ) 
コッ パイ LINK| 67 。 | 19 | ll 
実行 時 間 


(単位 は 秒 時 間 計 測 用 プ ブログ ラム を 含む ) 


* こ の 商品 の 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん 。 
* MS-DOS は マイ クロ ソフ ト 社 , CP/M は デジ タル リサ ー チ 社 の 商標 で 

COMMAND.COM は MS-DOS に 標準 の コマ ンド プロ セッ サ で する 上 記 の ソフ トウ ェ ア は 各社 の 商標 で す 
* 製 品 の 仕様 、 名 称 は 予告 な 変更 する 場合 で ご ざい ます の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


アク セス で は これ ら の 製品 の 発売 に あたり 代理 店 を 


" 募集 し て お り ま す 。 詳し く は お 問い 合せ くだ さい 。 も 
" | 有限 〒I0i 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 !-64 
や 。、 ズ へ 、 ア 神保 町 協和 ビル 7F 
NN 会 社 会 03(233) 0200) FAX.03(291) 7019 
Wk 


の オ サ カ ご ざん は 


= = ーー 
トレ ンド の お 店 を レポ ー ト し て くれ た 。 


人 eo 


ない た 


天神 通り の 様子 を 教え て くれ た 。 


いい 


さす が に の 
ひこ あたり が 薬 ら か い 。 


C3 i 


を つく ろう と 、 
打ち 合わ せ が す すん で いる 。 


{ の トキ オ く ん は 


ie パソ コン の 使い 方 を 知ら せ て くれ る 。 


ンー 笛 っ た その 用 か ら ア クセ ス で まき ます ず 


〒556 大 阪 市 浪速 区 日 本 橋 5-6-7 上 新 電機 株 式 会 社 : 
JSP HOT LINE 事 務 局 宛 TEL.(06)832-259] : 


会 金 /3.000 円 (スタ ー タ キッ ト 購入 の 代金 か ら 充当 され ます ) ! 
接続 料 /3 分 あたり 0 円 (アク セス ポイ ント まで の 二話 代 は 含み ませ ん 4) : お 申込 品 スタ ー タ キッ ト ( ソ フト な し ) 
※ 消費 税 396 が 加算 され ます 3,000+90( 消 費 税 3%) =\3,090 


SHIARP < el 


へ 44/77/ 


ADVANCED 


- 先駆 の "Z" アビ リティ が パソ コン クリ エイ ター を 上 魅 子 する 。 一 ーーーーーー 


TURBO 


TS と 時 RGRT a 日 8 


EE EN TT A) 


ー 衝 日 7 TT QC Eg 


ロロ HH ルル 且 し (年 重 ル 


% 


どい テア ァ ク アァ アク 有 上 


14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ CZ-860D-BK 標準 価格 92,200 円 (税別 ) 
チル トス タン ド CZ-6ST1-B 標準 価格 5,800 円 (税別 ) 


ueder UL pe3uLI イ エー TU3E を ング NZ i ft HA 


クリ エイ ティ ブ マ イン ド を 刺激 する AV 機能 テレ ビ 、 ビ テオ 、 ビ デオ ディ AV 指向 の 高 水準 ベー シッ ク フ -BAGIO 搭 載 多 色 グ ラフ ィ ッ ク 、 カ 
スク な どの 映像 を 最大 4,096 色 の リア ル な 画像 で 瞬時 に グラ フィ ッ ク 画 面 に 取 ラー 画像 処理 、 ス テレ オ FM 音 源 、 バ ンク メモ リ 対 応 な ど 、 タ ー ボ クシ リー ズ が 
り 込 め る カラ ー 画 像 デジ タイ ズ 機 能 を 標準 装備 。4 段 階 の 量子 化 取り 込み 、42 本 来 も つ ク リエ イ テ ィ ブ な 機能 を フル サポ ー ト 。 ま た 豊富 な 画面 モー ド で 多 色 を 
通り の モザ イク 取り 込み な ど 多 彩 な トリ ッ ク 取 り 込 み 処 理 む も サポー ト 。 さ ら に クロ マ 駆使 する と き に 便利 な グラ フィ ッ ク 用 関数 ( HSV, RGB, HALF, UM 
キー 合成 、 インター レー スス ー パ ー イ ン ボ ポー ズ 、4.096 色 対応 デジ タレ テロ ッ パ 機 CUP) も 装備 。 さら に FM 音源 制御 用 ステ ー ト メン ト と し て X68000 と 命令 コ 

能 、 ス テレ オ FM 音 源 … 先 駆 の AV 機能 が アー トワ ー ク の 領域 を さら に 拡げ ます 。 パチ の 拡張 MML の 採用 に より スム ー ズ な 8 音 同時 演奏 を 実現 し て re 


@ メイ ン メ モリ 128K バ イト 標準 装備 、Z-BASIC で 最大 576K バ イト まで サポ ー ト @ 1M バ イト の 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 2 基 搭 載 @JIS 第 1/ 第 2 水準 準拠 漢字 、「 シ ステ ム ・ 
ユー ザー 辞書 」 を 標準 装備 し た 高度 な 日 本 語 処理 機能 @ ニュ ー デ ザイ ン の マウ ス 標 準 装備 @ X1 タ ー ボ シリ ー ズ の 豊富 な ソフ ト 資 産 が 活用 で きる コン パチ ブル 設計 @ プリ ンタ 、 
RS-232C な ど 豊 富 な イン ター フェ イス を 装備 @ ド ッ ト ピ ッ チ 0 .39mm の ハイ コン トラ スト プ ブラウン管 、 15kHz/24kHz の デュ アル スキ ャ ン 方 式 採用 14 型 カラ ー デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (別売 )。 


(blppctlk) NOCOL A 


30 = e お 問い 合わ せ は … シ ャ ー プ 線 電 子 機器 事業 本 部 シス テム 機器 営業 部 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 全 (06)621-1221( 大 代表 ) 
9 グ ャ ー の 柄 式 全社 電子 機器 事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 〒162 東京 都 新宿 区 市 谷 八幡 町 8 番地 谷 (03)260-1161( 大 代表 ) 
ク 菜 、 本 広告 に 掲載 じ て お り ま す 商品 お よび 役務 の 価格 に は 消費 税 は 含ま れ て お り ま せん の で 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税 を お 支払 い 下 さい 。 


T4910217909569 雑誌 02179-9 


